





コ ゴン ピュ ー タ の 中 に 世界 が あり ます . 
未 到 の 砂漠 , 広大 な 草原 , 世界 を 支え る 宇宙 樹 , etC…. 
MPU の 中 に , メモ リ の 中 に , ディ スク の 中 に , 
さま ざま な 風景 を 見 る こと が で ぎ ま す . 
X68000 と りう 豊 委 な 大 地 を 取り 巻 ぐ Human 68K/IOCS と りう 環境 の 中 , 
あな た は どん な 種 を 時 ぎ ま す か ? 
どん な 生 語 を 育み ます か ? 
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本 書 は X68000 シ リー ズ の 標準 OS, Human 68k 環境 で アプ リケーション を 開発 する た め 
に 必要 な 情報 を , 


① 目 的 の 情報 を すばやく 
② 関 連 事 項 を 有機 的 に 
③ 適 切な 使用 例 を 豊富 に 


と い ブ コン セプト の も と に まとめ た も の で す . 

第 1 部 で は Human 68k Ver 1.0x, Human 68k Ver 2.0x の 内 部 操作 お ょ び フ ァ ン クシ 
ョ ンコ ー ル に つい て 吉沢 が 解説 し て いま す . 第 2 部 で は IOCS に つい て 市 原 が 解説 し て い 
ま ^⑳、 - 

1 部 。 2 部 と も アセ ンプ ラ で 開発 を 行なう こと を 前 提 と し て 書か れ て いま す が , C 言 語 
で ライ ブラ リ を 作成 する 場合 な ど に も 役立て て 頂け る と 思い ます . 
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Human68k (以下 Human) の アプ リケーション を 作製 する た め に は ファ ンク ショ 
ンコ ー ル と あわ せ て Hman 内 部 の 動作 も 理解 し て お くく 必要 が あり ます . 

この 草 で は , 特徴 的 な Human の 内 部 動作 を 解説 し て , その 後 で 個々 の ファ ンク 
ショ ン に つい て 解読 し て いこ と に し ます . 


1.1 メモ リン プロ セス 管理 


Human に お いて は, その 上 で 走る プロ グラ ム の 
こと を 「 プ ロ セ ス 」 と 呼び ます . プロ セス の 中 か 
ら 別 の プロ セス を 呼び 出し て 実行 させ る こと も で 
きま す が , この 場合 , 呼び 出し た 側 の プロ セス を 
「 親 プロ セス 」, 呼ば れ た 側 を 「 子 プロ セス 」 と 呼 
び ま す . 子 プ ロ セ ス か ら さ ら に プロ セス を 起動 し 


だ 場合 は , 5 失 プロ セス 3 ミニ と に な か な り ま すず す . 
口 1. メ モリ 管理 の 概要 
プロ セス を いく つも る メモ リ 上 に 置く だ め に は 。 


ンク ロー ビズ の 邊 di90 有 や ワー クエ リリ 7 
重なっ て し まう に 暫 幼 話 倍 都 ま せん . 

その だ た め に , ニニン 100 な と (に 
使う た め の 領 域 を SFF48 malloc フ ァ ン クシ ョ ン な 


プロ モズ は , 


この よう に 複数 の プロ セス を メモ リ に 読み 込ん 
で 実行 する た め に , OS は 現在 の メモ リ の 使用 状態 
を 把握 し , 管理 する 必要 が 出 て きま す . 

Human で は 「 メ モリ 管理 テー ブル 」 と 「 プ ロ セ 
ス 管 理 テ ー ブ ル 」(PSP) に よっ て メモ リ と プロ セ 
ス を 管理 し て いま す . 


ど を 使っ て Human に 請求 し , 不用 に な っ た ら $FF49 
mfree な ど で 開 放し て Human に 返し て や る こと に な 
り ま す .* ほ Human に 管理 され る 限り は プロ セス 時 
で メモ リ を 競合 し て 使う と いう 事態 は 発生 し ませ 
ん 。 














Figits1。1 Human の メモ リ 管 理 
時 
$6800 E 上 
dc.1 1 つ 前 の メモ リ 管 理 ポ イン タ 
Human.SYS 1 」 > ee 
/ 2 dc.1 この メモ リ を 確保 し た プロ セス の メモ リ 管 理 ポ イン タ サ 
の メモ リ 管 理 
テー ブル dc.1 この メモ リブ ロッ ク の 終り 十 1 の アド レス 
dc.1 次 の メモ リ 管 理 ポ イン タ *: 
T 
バイ ト 
*1: 最上 位 8 ビ ッ ト は メモ リブ ロッ ク ID 
メモ リ 管 理 ポ イン タ に よっ て $00 通常 の メモ リブ ロッ ク 
メモ リ 上 限 各 メ モリ ブロ ッ ク は リン グ さ $EFF 常駐 プロ セス の た め の メ モリ ブロ ッ ク 
れ て いる 。 $EE MEMDRV の メモ リブ ロッ ク 
(P.xxx の コラ ム 参 照 ) 
*2: 0 の 場合 , 最後 尾 の メモ リブ ロッ ク 











プロ セス か ら メ モリ の 請求 が くる と , Human は そ 
れ だ け の メモ リ を 確保 で きる 領域 が ある 場合 は , 
その 領域 に 「 メ モリ ・ ブ ロッ ク 」 を 形成 し , プロ 
セス に 管理 を 任せ ます 、。 この と き , プロモ ギ ス に は 
「 メ モリ 管理 テー ブル 」 へ の ポイ ンタ が 返さ れ ま 
す . 

メモ リュ ・ プ ロッ ク は Fig.1.1.1 の よう 誠 構 成 に 
な っ て いて , その 先頭 に は つね に 4 ロン グ ワ ー ド 
(16 バ イト ) の 「 メ モリ 管理 テー ブル 」 が 存在 しま 
す . 

メモ リ 管 理 テ キー ブル に は , その 前 後に 確保 され 
だ メモ リ ・ ブ ロッ ク べ へ の リン ク ・ ポ イン タ , その 
ダメ モリ ・ プ ロック を 確保 し た プロ セス の メモ リ 管 
理 ポ イン タ へ の ポイ ンタ . その メモ リ ・ ブ ロッ ク 
の エン ド ・ ア ドレ ス 十 1 な どの 情報 が 収め られ て お 
り , Human の メモ リ 管 理 に 利用 きれ ます . ユー ザー 
が 書き 換え る こと は で きま せん . 





*: 注 

あま り 大 きく な い ワ ー ク が 必要 と され , か つ そ の 
大 き さ が だ いた いわ か っ て いる 場合 は , 0S に メモ リ 
を 確保 し て も ら う より は , プロ セス の 中 に あら か じ 
め ワ ー ク を 作っ て お く の が 普通 で す . 

プロ セス を 起動 する 場合 , $FF4B exec ファ ンク シ 
ョ ン を 使う 限り , 子 プ ブロ セ ス 実 行 前 の メモ リ の 割り 
当て , 子 プ ロ セ ス 終 了 後 の メモ リ の 開放 は 自動 的 に 
行なわ れる の で , ユー ザー は 特に 意識 する 必要 は あ 
り ま せん . た だ し , 子 プ ロ セ ス 起 動 の 前 に は 別 の 注 
意 が 必要 で す の で , $FF48 malloc の 説明 を 参照 し て 
くき いり 











選 . プ ロ セ ス 管 理 の 概要 


プロ セス も メモ リ 上 に ある の で すか ら , 当然 Hu 
man に よる メモ リ ・ ブ ロッ ク の 管理 の 結果 と し て 存 
在 し て いま す . その た め , プロ セス の 存在 する メ 
モリ ・ ブ ロック の 先頭 に は メモ リ 管 理 テ ー ブ ル が 
ある こと は も ちろ ん , プロ セス の 場合 は さら に 24 
0 バイ ト の 「 プ ロ セ ス 管 理 テ ー ブ ル (PDB) 」 が 続き 
時 9 

メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 16 バ イト プロ セス 管理 テ 
ー ブ ル 240 バ イト , 計 256 バ イト は 必ず ペア で 利用 
され ます . メモ リ 管 理 テ ー ブ ル だ けが 存在 する と 




















いう 場合 は あっ て も , プロ セス 管理 テー ブル だ け 
が 単独 で 存在 する こと は あり 得 ま せん . 本 書 で は , 

1 組 の メモ リ 管 理 テ ー ブ ル と プロ セス 管理 テー ブ 
ル を 指し て PSP と 呼ぶ こと に し ます . 

プロ セス 管理 テー ブル に は 親 プ ロ セ ス へ の リタ 
ー ン ・ ア ドレ ス な ど , その プロ セス を 管理 する た 
め の 情 報 が 収め られ て いま す . プロ セス 管理 テー 
ブル は 原則 と し て $FF4B exec フ ァ ン クシ ョ ン に よ 
っ て 作成 され , 起動 時 の シス テム の 状態 や 起動 す 
る 環境 が 記録 され ます . 記録 され た 情報 は シス テ 
ム 資 源 (ファ イル , メモ リ な ど ) を 利用 する ファ 
ンク ショ ンコ ー ル を 呼び 出す と き や 。 プロ セス を 
終了 する 際 に 操作 / 参 照 き れ ま す . 

PSP の 構造 を Fig.1.1.2 に 示し ます . 

PSP の 内 容 を ユー ザー が 書き 換え て は いけ ませ 
ん . 熟練 し た ユー ザー で あれ ば ここ を 書き 換え て 
トリ ッ キ ー な プロ グラ ム を 作る こと も 可能 で す が 
充分 な 注意 が 必要 で す . 

メモ リ 中 に 存在 する プロ セス 1 つ 1 つ を 区 別 す 
る た め , Human は プロ セス ご と に プロ モス ID を 設定 
し , これ に よっ て プロ セス の 管理 を 行なっ て いま 
す . プロ セス ID と し て は PSP 十 $10 ( 三 PDB) の アド 
レス が 利用 きれ ます ( 例 :PSP の 先頭 が $842C0 の プ 
ロモ セス の ID は $842C0 十 $10$842D0). 








口 3. プロ セス の 起動 


プロ セス が 格納 され る メモ リ が 確保 され , ディ 
スク か ら ロ ー ド され る な ど し て プロ セス の 内 容 が 
メモ リ に 用 意 き され る と , 次 に 行なわ れる の が PSP の 
作成 で す (実際 に は 多少 の 前 後 が あり ます ). 
プロ セス 管理 テー ブル に は , 起動 時 の シス テム 
の 状態 に つい て , 以下 の よう を な 情報 が 記録 きれ ま 
9 


久 親 プロ セス の USP レ ジス タ の 値 

人 @ 親 プロ セス の SSP レ ジス タ の 値 

@ 親 プロ セス の SR レジ スタ の 値 

@ ア デア ボート し た と き の SR レ ジス タ の 値 
@⑯ デ ボー ト し た と き の SSP レ ジス タ の 値 
@TRAP10 一 TRAP14 の 値 


これ ら は , いずれ も シス テム ・ ワ ー ク /MPU の レ 
ジス タ に 存在 する 本 物 の デー タ の コピ ー で , プロ 
セス が 終了 する と き に 利用 きれ ます . 





Fig.1.1. つ 
[PSP] 

PSP : 

rー [メモ リ 管 理 ポ イン タ ] 


PSP の 構造 


(PSP 十 $ 00). 
(PSP 十 $ 04). 
(PSP 十 $ 08). 
(PSP 十 $ 00). 





中 
1 
1 








1 つ 前 の メモ リ 管 理 ポ イン タ 

この メモ リ を 確保 し た プロ セス の メモ リ 管 理 ポ イン タ 
この メモ リブ ロッ ク の 終わ り 十 1 の アド レス 

次 の メモ リ 管 理 ポ イン タ 











(PSP 二 $ 10). 
(PSP 十 $ 14). 
(PSP* $ 18). 
(PSP* $ 10). 
(PSP 十 $ 20). 
(PSP 十 $ 24). 
(PSP* $28). 
(PSP 十 $ 2C). 
(PSP 十 $ 30). 
(PSP 十 $ 34). 
(PSP 二 $ 38). 
(PSP 二 $ 3C). 
(PSP 十 $ 40). 
(PSP 十 $ 44). 
(PSP 十 $ 46). 
(PSP 十 $ 48). 
QESE 二 $46 か 
(PSP 十 $ 50). 
(PSP 十 $ 54). 
(PSP 十 $ 58) . 
(PSP 二 $ 50)、 
(PSP 十 $ 60). 
(PSP 十 $ 64). 
(PSP 十 $ 68). 





(PSP 十 $ 6C). 


(PSP 十 $ 7F) . 
(PSP 十 $ 80). 


(PSP 十 $ 81). 
(PSP 十 $ 82). 


(PSP 士 $ 7?). 


ーー[ プ ロ セ ス 管 理 ポ イン タ ] 


ロロ ロビ ロ ロロ ロビ ロビ ピロ ビビ ロレ ロー ビ ロミ マミ タロ ロロ ロロ ピロ ビビ ビビ ロビ ロビ ロロ 


ご 





プロ セス に 与え られ た 環境 の アド レス 

タダ * 思 炎 の 終 省 天 ド ビス 

GRRD EGO を 九 ボ ポート ・ レス 65.BBNEI の コ 芝 ) 
エン: に よ ② の が ポポ ト ・ ア ドレ ズ .05TFFER2 の る 選 三 ) 
プロ セス に 志 ※ め ね が た コマ ン ドラ イラ の LRe( 甘 る 


プロ セス の ファ イル ・ ハ ンド ル 使 用 状況 


プロ セス の BSS の 先頭 デア ドレ ス 

プロ セス の ヒー プ の 先頭 アド レス (BSS と 同じ ) 
プロ セス の 初期 スタ ッ ク ア ドレ ス (ヒープ の 終わ り 十 1) 
親 プ ロ セ ス の USP の 値 

親 プ ロ セ ス の SSP の 値 

親 プ ロ セ ス の SR の 値 

アボ ー ト 時 の SR の 値 

アボ ー ト 時 の SSP の 値 

下 RAP 学 0 の ペグ クタ の コピ ゼー 

人 RAIPPUU の ペグ ター の コピ ビー 

TRAP 者 2 の ペク グー の ラビ ピー 

TRAP#13 の ペタ ー の う 

TRAP 4 の ベク ター の コピ ー 

プロ セス の フラ グ (0 で 親 あ り , 一 1 で OS か ら 起 動 ) 
未 使用 

ZacE2 セ の PSP の デ 対 レ ス 

( 子 デ ロモ セス が な い 場 合 は 0) 


未 使 用 





| exee され し た アン 多 し レ の ドラ イブ 名 (の 


exec され た ファ イル の フス 名 
(不定 ) 








| (PSP 十 $C4).b 
| ・ exec され だ ファ イル 名 
| (PSP+ $??).b (不定 ) 

PSP に SDO)-B 





未 使用 





(PSP 十 $ FFP).b 











この 他 に も プロ セス 管理 テー ブル に は 新しく 作 
成す る プロ セス が Human 環 境 下 で 正しく 実行 され る 
だ た め の 以 下 の よ うな を 情報 が 納め られ ます . 


久 環 境 変 数 エリ ア へ の ポイ ンタ 

@|CTRL| 十 |C| で 中 断 さ れ た と き の リ ター ン ・ 
の 

@ プ ブロ モス が エラ ー に より 中 断 し た 場合 の リタ ー 
ッ ン 


現時 点 で の ファ イル ・ ハ ンド ル の 使用 状況 




















以上 は 多く の 場合 現在 の プロ セス の も の を その 
まま 引き 継ぎ ます . 


久 ロ モス 終了 時 の リタ ー ン ・ ア ドレ ス 

@ ブ プロ セス に 与え られ だ た コマ ンド ライ ン へ の ポイ 
ンス 

信息 動 時 に お ける ファ イル ・ ハ ンド ル の 使用 状況 

@BSS の 先頭 アド レス 

@ ヒ ー プ の 先頭 アデ ド レス 

亀 初期 スタ ッ ク ・ デ アド レス 

倫 プ ロモ セス の 親 あ り / 親 な し フラ グ 

久 exec さ れ だ た ファ イル 関係 の 情報 


以上 は 新しい プロ セス の た め に 用 意 き れ た 値 が 
入 ひ まず,。 


PSP が 作成 され る と , 現在 の プロ セス の PSP に は 
新しい プロ セス の PSP の 先頭 アド レス が 記録 され ま 
す . 

Human に は 新しい プロ セス の ID(PSP の アド レス 
$10 三 PDB) が 通知 きれ , 新しい プロ モス に 処理 が 
移る こと が 宣言 され ます . 最後 に , 新しい プロ セ 
人 の 攻 半沢 アデ ドレ ラス ネ ボ ジャ ジジ し で テグ 邑 補 
ス の 起動 が 完了 し ます (Fig.1.1.3). 


口 コ . プ ロ セ ス の 終了 


文 非常 駐 終 了 の 場合 

ファ ンク ショ ンコ ー ル $FFO0 exit, $FF4C exit 
2 な ど が コー ル さ れ て プロ モス が 非常 駐 終 了 す る 場 
合 , PSP を 参照 し て 次 の よう な 処理 が 行なわ れ ま 
す . 


人 PSP の 中 の メモ リ 管 理 テ ー ブ ル を 参照 し ,. こ の プ 
ロモ セス が 確保 し た メモ リ と プロ モス 自体 が 格納 
され て いる メモ リ を 開放 する . 

免 フ ァイル レル ・ ハ ンド ル 使 用 状況 な ど を 参照 し , こ 
の プロ セス と 子 デ ロ セ モス が オー プア" ン し た ファ イ 
ル を クロ ー ズ する . 

信息 動 時 に シス テム ・ ワ ー ク /MPU の レジ スタ か ら 
コピ ー さ れ て きた デー タ を 再び シス テム ・ ワ ー 
ク /MPU の レジ スタ に 戻す (プロ セス 中 で シス テ 
ム ・ ワ ー ク の 内 容 を 書き 変え て も , 終了 時 に は 
起動 時 の シス テム 状態 に 復帰 で きる ). 

久 親 プロ セス の PSP 内 の 「 子 プロセ モス の PSP の アド 
レス 』。 を 0 に とじ 。 子 各 定 ス が な く っ だ こと 
を 記録 する . 


以上 の よう な 処理 を 行なっ た 後 , プロ セス 終了 

ee を ジス テム ウツ と D0 シ レジ スス に 入れ 5 
「 プ ロ セ ス 終 了 時 の リタ ー ン ・ ア ドレ ス 」 に し た が 
っ て 親 プ ロ セ ス に 戻り ます (実際 に は 多少 の 前 後 
が あり ます ). 


文 常駐 終了 の 場合 

$FF31 keeppr で 常駐 終了 する 場合 は 事情 が 違っ 
て きま す . 非常 駐 終 了 の 場合 と 同様 , PSP を 参照 し 
て 次 の よう な 処理 が 行なわ れ ま す . 


旬 フ ァイル ・ ハ ンド ル 使 用 状況 な ど を 参照 し . こ 
の プロ モス と 子 ブ プロ セス が オー ジン シン 6 








ルレ を クロ ー ズ する . 

氏 息 動 時 に シス テム ・ ワ ー ク /MPU の レジ スタ か ら 
コピ ー さ れ て きた デー タ を 再び シス テム ・ ワ ー 
ク /MPU の レジ スタ に 戻す (プロ セス 中 で シス テ 
ム ・ ワ ー ク の 内 容 を 書き 変え て も , 終了 時 に は 
起動 時 の シス テム 状態 に 復帰 で きる ). 

氏 親 プロ セス の PSP 内 の 「 子 プロ セス の PSP の アド 
レズ aa を 0 に し , 子 プ ブロ セス が な . ぐ な っ だ こ と 
を 記録 する . 
非常 駐 終 了 と は , この プロ セス で 確保 し た メモ 
リ と プロ セス 自体 が 格納 され て いる メモ リ を 開放 





Fig.1.1.3 Human の EXEC 動作 


し な い 点 で 異な っ て いま す . 代わ り に , $FF31 ke 
eppr の コー ル 時 に 指定 し た 常 絆 する 長き に し た が 
っ て メダ モリ 管 理 テ ー ブ ル の 「 メ モリ ・ ブ ロッ ク の 
最終 アド レス 十 1」 を 書き 換え , メモ リ ・ ブ ロッ ク 
ID を $FF (常駐 プロ セス の メモ リ ) に 書き 換え ま 
す . 

以上 の よう な 処理 を 行なっ た 後 , プロ セス 終了 
IN ドン ステ ベー ワー ク 800 導 ジス タ に だ 生れ で 。 
「 プ ロ セ ス 終 了 時 の リタ ー ン ・ ア ドレ ス 」 に し た が 
っ て 親 プ ロ セ ス に 戻り ます (実際 に は 多少 の 前 後 
が あり ます ). 








(b)exec 開 始 メ モリ 確保 
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現在 の プロ セス の 


Human.sys 
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(e) 現 在 の プロ セス ID の 変更 *? (f) エ ント リ へ の ジャ ンプ 3 


Hurman.sys Human.sys 


PSP2 十 $10 PSP2 十 ぉ 10 





























*1 ロー ド の 結果 得 ら れ た 情報 を PSP に 書 
き 込 む . と いう 動作 も 行なう . 


*2 親 プ ロ セ ス の PSP(PSP1) に PSP2 の 先 
頭 ア ドレ ス ( 十 $10) を 書き 込む 。 と い 
う 動作 も 行なう . 








PSP1 PSP 1 * ま 3 ジャ ンプ 前 に 各 情 報 を レジ スタ に 設定 
プロ セス 1 プロ セス 1 じ で て ゆる. 
PSP2 PSP2 
PC 
プロ セス 2 プロ セス 2 
し 
7 の 


1.E ファ イル 操作 

Human の ファ イル ・ シ ステ ム は , ディ スク フォ 
ー マ ッ ト も , アク セス 手順 も , ほぼ MS-DOS と 同 
様 な 仕様 と な っ て いま す . 

MS-DOS で は 「FCB に よる フ ァイル ・ ア クセ ス 」 
と 「 フ ァイル ・ ハ ンド ル に よる ファ イル ・ ア クセ 
ス 」 の 2 種類 の フラ ァイル ・ ア クセ ス 方 法 が 存在 し 


| 1. フ ァイル 操作 の 歴史 


先ほど , 「FCB」 と いう 単語 が 出 て きま し た が , 
これ は 《 フ ァイル ・ コ ント ロー ル ・ ブ ロッ ク 》 の 
略 で , ファ イル ・ ア クセ ス に 関係 する パラ メー タ 
(ファ イル 名 , ファ イル の 格納 され て いる レコ ー ド 
5 ペー, | 現在 の スカ イル ュ ア の セス = ポイ 
を など ) を 納め た テー ブル を 意味 し て いま す . この 
FCB は も と を 正 せ ば CP/M80 で 使わ れ て v 3 7 た も (の (で, 
MS-DOS は この 歴史 を 未だ に 引き ずっ て いる わけ で 
Ri 計 

CP/M や 初期 の MS-DOS (ミー ジョ ン 1.25 あ た り ま 
で ) で は , 操作 する ファ イル の 数 だ け FCB を 用 意 
し , ア クセ ス す る ファ イル に 対応 する FCB の アド レ 
ス を 直接 指定 し て ファ イル を アク セス し て いま し 
2 

この 方 法 は 「 低 級 . で ある が ゆえ , ユー ザー に 
よる トリ ッ キ ー な ファ イル ・ ア クセ ス が 可能 で あ 
っ だ た り は し まし た が , FCB を 作成 する の に 手間 が か 
か っ た り , アド レス を 直接 指定 する の が 面倒 な 方 
の し だ な 。 

そこ で , MS-DO0S が バー ジョ ン 2.xx に バー ジョ ン 
デップ され だ た と き に , 階層 ディ レク トリ と 共に UN 
TX 指向 の 機能 と し て 導入 され た の が ,「 フ ァイル ・ 
ハン ドル に よる ファ イル ・ ア クセ ス 」 で す . 

「 フ ァイル ・ ハ ンド ル に よる アァ イル カセ 
ス 」 で は , 05 が あら か じ め い くつ か の FCB を 用 意 し 
て お き , それ に 番号 を 付け て お きま す . ユー ザ が 





て いま し た が , Human で は より 高度 な 「 フ ァイル ・ 
ハン ドル に よる ファ イル ・ ア クセ ス 」 の み ユ ー ザ 
ー に 開放 され て いま す . 

ファ イル ・ ハ ンド ル の 概念 を 説明 する た め に は , 
まず Human 以前 の マイ クロ ・ コ ンピュータ 用 OS 
の ファ イル 操作 の 歴史 か ら 説明 し ます . 


か ン ボ ザル を 指定 する だ け で ファ イル に デア ク 示 数 で 
きま す . 


日 .Human の ファ イル 操作 


この よう に 良い こと ずく め の よ うな 「 フ ァイル ・ 
ハン ドル 」 で す が , 便利 で ある だ け に 若干 の 制限 
が あり ます . FCB を 使っ て ファ イル ・ ア クセ ス を す 
る 分 に は , ユー ザー は メモ リ が 許す 限り 無制限 に 
FCB を 作成 し. いく ら で も ファ イル を オー プン で き 
ます .** し か し , ファ イル ・ ハ ンド ル を 使う 場合 
は , 0S が 用 意 で きる FCB が 限 ち れん て いる こと か ら , 
いち ど に オー プン で きる ファ イル の 数 も 限ら れ て 
し まい ます . 

この いち ど に オー プン で きる ファ イル の 数 を 指 
定 す る の が CONFIG. SYS の 中 の "FILES= ニ "な の で す 
が , MS-DOS の 場合 、 い くら 大 き な 数 を 設定 し て も , 
20 以 上 は オー プン で き な い と いう 欠点 が あり まし 
だ . さら に , 0S が 最初 の 5 つの ハン ドル を 使う の 
で で, ユー ザー が 使え る ファ イル は 15 個 に 過ぎ な か 
っ だ た の で す . 

この 欠点 は Human で は 改善 きれ て いま す . 8086C 
PU を 使っ て いた た め に アド レス 空間 が 限ら ち れ て い 
だ た り , メモ リ が まだ 高価 だ っ た り し た 事情 か ら , 
MS-DOS の 用 意 す る ファ イル ・ ハ ヘン ドル 用 FCB の 数 は 








は ,。 ファ イル ・ ネ ー ム (マス ネー スム) 地 指 定 する 
だ け で , あと の FCB の 作成 な ど 面 倒 な 部 分 は すべ て 
0S が や っ て くれ ます . ファ イル の オー プン 処理 を 
行なう と , 05 は ユー ザー に 「 使 うこ と に し た FCB の 
番号 』。 を 返し で く ぐ 札 ます 。 呈 れ se アテ イル * ハ 
ンド ル で す . 

kacoy ミ ん フュ ー ラ に る を し に で し まま を ば フー イッ を 読 
み 出 す に も , 書き 込む に も , ユー ザー は ファ イル ・ 


l 
Mi 





中 


定数 以上 持て な いよ うに な っ て いま し た が 。 

X68000 に お いて は その 両方 の 制限 事項 か ら 開放 き 
在 で Me 東 ま ニー ニ したがって,。 も は や アラ イフ 62< の ma ン 
ドル 用 FCB を 制限 する 必要 も な く , CONFIG. SYS の 
"FILES 三 "で 指定 し た 数 だ け * や , ファ イル を オー プ 
ン で きる よう に な っ て いま す . も っ と ぢ ,。MS-D0S 
同様 ,。 ファ イル ・ ハ ンド ル の 最初 の 5 つ ほ 0S 誠 便 
っ て いま すか ら , 実際 に は 「 指 定 し た 数 一 5 です 。 











了 ア 


EE ュー クローズ 
一 運 の 作業 が 1 つの プロ セス 内 で 完結 
し て いる 場合 は よい の で す が , ここ に プロ セス の 
親子 関係 が 絡ん で くる と , 話 は や や こし く な り ま 
3 が 

ある プロ セス が ファ イル を オー プン し た まま 子 
プロ セス を 起動 し た 場合 ファ イル ・ ハ ンド ル の 
状態 は 子 プ ロモ セ モス に コピ ー さ れ , 親 プ ロ セ ス が オ 
ー プ ン し だ た ファ イル を 子 プ デ ロ セ モス が その まま アク 
セス する こと が 可能 で す . 

通常 。 ファ イル SNZIR ド 光 は アタ モ ス に 対 で 
5 か ら 順 に 与え を られ ます が , 親 プ ロ セ ス が に ファ 
イル を オー デン し て いる 場合 は , 5 より 大 き な フ 
ァイル ・ ム ハン ドル か ら 割 り 当 て られ る こと に な り 
ます . 親 プ ロ セ ス が オー プン し た ファ イル ・ ハ ン 
ドル は 子 デ ロモ セ モス で クロ ー ズ し て し まう こと も 可 
能 で す . た だ し , この 場合 親 プ セス に 戻っ て も 
アク セス で き な く な る の で 注意 し で て ください. 

まだ 史子 デ ロ モ ス が アボ 辿 下 侍 る を な ど や 宮 ぶ 所 
プロ セス で オー デシ し た ラテ イル が クロ デズ きわ 


$ る と いう 











ず に 親 プ ロモ ス へ 戻っ て きた 場合 , その ファ イル 
の 面倒 は 親 プ ロ セ モス が みる こと に な り ま す . $FFI 
F allclose, $FF0O exit, $FF4C exit2 な ど を 実行 
し た 場合 。 子 デア ロモ ス が オー プン し た まま の ファ 
イル も クロ ー ズ され ます . 

0S が 用 意 す る 5 つの ファ イル ・ ハ ンド ル の 内 容 
を Fig.1.1.4 に 示し ます . 








玉 |: 

MS-DO0S3.x で は FCB で オー プン で きる ファ イル 数 
も 制限 され ます . これ は , ネッ トワ ー ク 対応 と な り , 
FCB に よる ファ イル ・ ア クセ ス も 0S が 管理 する 必要 
が 出 て きた た めで す . 

* 2: 

” FILES" で は 5 へ 93 まで を 指定 で きま す . 
ネ 3: 

0S が 使っ て いる 0 て 4 の ファ イル ・ ハ ンド ル も 
いち ど ク ロー ズ す る こと に よっ て ユー ザー が 使う こ 
と も 可能 に な り ま す . 














Fig.1.1.4 OS が 用 意 す る 5 つの 標準 ハン ドル 
ファ イル ハン ドル 名 称 (略称 ) モー ド デフ ォ ル ト ・ デ バイ ス 
0 標準 入力 READ CON 
(stdin) 
1 標準 出力 WRITE CON 
(stdout) 
2 標準 エラ ー 出 力 WRITE CON 
(stderr) 
3 標準 外部 入出 力 READ/ WRITE AUX 
(stdaux) 
4 標準 プリ ンタ 出力 WRITE PRN 
(stdprn) 




















II 


MS-DOS 同様 ,Human で は デバ イス を 制御 する 
た め の デ バイ ス ・ ド ライ バ を ユー ザー が 選択 し て 
組み 込む こと が で き , 必要 が あれ ば ユー ザー が 新 
た に 作る こと も で きま す . 

デバ イス ・ ド ライ バ に は 2 種類 あり , ひと つ は 
キャ ラク タ ・ デ バイ ス , も う ひ と つ は ブロ ッ ク ・ 
2 くに で 。 


メグ 


キャ ラク タ ・ デ バイ ス は 1 文字 ずつ 入出 力 する 
タイ プ の デバ イス ( 例 :RS-232C, プリ ンタ な ど ) 
を サポ ー ト する た め の も の で す . デバ イス 名 と し 
て , それぞれ に 名 前 が 指定 で きま す ( 例 : "AUX:"," 
PRN:” な ど ). 

プ ブロッ ク ・ デ バイ ス は デー タ を ブロック 単位 で 
アク セス する デバ イス ( 例 フロッピー ディ スク 。 





RAM ディ スク な ど ) を サポ ー ト する た め の も の で 
す . デバ イス 名 は 指定 で きず , Human に よっ て 組 
み 込 まれ た 順に "A:"。 7B ツ と いっ た 名 前 が つけ られ 
ま 5 

デバ イス ・ ド ライ バ は , 一 定 の フォ ー マ ッ ト に 
し た が っ て 作製 され た X 形 式 の 実行 型 フ ァイル で 
す . その 先頭 に は , 各種 ベク ター が 収め られ て い 


る 「 デ バイ ス ・ ヘ ッ ダ 」 が 配置 され て いま す .Human 
と は , この デバ イス ・ ヘ ッ ダ を 経 申 し て リン ク き さ 
れ ま す . その 後に 実際 に 常 入 する スト ラテ ジ ・ ル 
ー チ ン , 割り 込み シー チン , イニ シャ ライ ズ 時 に 
1 回 だ け 実 行 さ れる 非常 駐 部 が 存在 する , と いう 
の が 標準 的 な デバ イス ・ ド ライ バ の 構成 で す (Fig. 
1.1.5). 


Fig.1.1.5 デバ イス ・ ド ライ バ の 構成 


[デバ イス ・ ド ライ バ ] 

dev header ・ 

rー[ デ バイ ス ・ ヘッダ ] 
(dev header 十 $ 00) . 1 ンク ボ ポイ ジ タ 

次 の デバ イズ 『 補 ヘッ ダ で の ボイン 多 守 1 つの デパ 
ス ・ ド ライ バ 中 に 2 つの デバ イス ・ ヘ ッ ダ が 存在 する 

場合 , そ の アドレス を 指定 し ます . それ 以外 は 一 1 
を 指定 し ます . 

$ 04) .W 属性 ワー ド 

デバ イス の 属性 を 示し ます . 

bit15 0: ブ ロック デバ イス 

TE ギン ジンク デ ザッ イズ 

0 : IOCTRL 不可 

1 : IOCTRL 可 


* 必 ず デ バイ ス ・ ド ライ バ の 先頭 に ある 





(dev header 十 


bit14 


bit12 
常に 0 

bit 
bit 5 0:COOKED MODE 
1 : RAW MODE 
三 革 .C で OCS デパ スズ 
ー1 NUL デバ イス 
ー1 標準 出力 デバ イス 

bit 三 1 標準 入力 デバ イス 
(dev header 十 $ 06) . 1 みさ ES あ が 7 ド イー ンド 

スト ラテ ジル ー チ ン の エン トリ の アド レス (strategy) 
(dev header 十 $ 0A) . 1 割り 込み ・ エ ント リポ ボ ポイ ント 

割り 込み レー チン の エン トリ の アド レス Gnterrupt) | 
(dev header 十 $ OE) . b デバ イス 名 (8 バイト ) 

プ ブロッ ク デ バイ ス の 場合 , 先頭 1 バイ ト は ユニ ッ ト 

数 . 
(dev header 十 $ 15) . b 


bit 
bit 
bit 





3 
2 
[ 
0 
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stategy ・ * 必 ず し も 
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AA ララ ョ ン リ レシチン 

A5 に リク エス ト ・ ヘ ッ ダ が 入っ た 状態 で ここ に 飛ん で きま す . 
この ルー チン で は A 5 の 内 容 を バッ ファ に 入れ て , その まま リタ ー 
シン 人 2 











interrupt ・ * 必 ず し も ここ に 位置 する 必要 は な い 

一 [割り 込み ルー チン ] 
スト ラテ ジ ・ ル ー チ ン で バッ ファ に 納め た リク エス ト ・ ヘ ッ ダ を 

得 て , その 中 の コマ ンド ・ コ ー ド 従っ て 処理 を 行い ます . 

< ペデ キン クア ター・ デ バイ スズ ス デ ペン NB グミ テレ ベイス 池 

・ ディスク 変換 チェ ッ ク 





1 
8 の 
IDBEIRIGES の 9 3 : 1OCTRL に よる 入力 
| 2 華 。 アリ 

・ 先 読み 入力 5 : ドラ イブ ・ コ ント ロー ル 負 セ ンス 
義 カ ステ テグ で ーッ シグ 『G6 WW 
パフ ンマ ツ ププ や クリ の デア 人 
・ 出力 (VERIFY OFE) 8 : 出力 (VERIFY OFF) 

・ 出 力 (VERIEY ON) 9 : 出力 (VERIFY ON) 

> 出力 ス デ テー タ スズ で チョ ツク 60 

昌也 

IOGCER 尼 作 る 醒 辺 2 “TOCTR 攻 休ま る 出 訪 † 常駐 部 


SG Re GS。 の 0 お で) や 、 上 志 


jm ーーP ーー 
トト ら 己 G ど 


0 : 初期 化 ! 非常 駐 部 

この 処理 か ら 帰 る 際 に デバ イス ドラ イ バ の 終端 アド レス リク エス 
ト ・ ヘ ッ ダ に 返す こと に よっ て , Human は その アド レス 以降 の メモ 
リ を 開放 し て 次 の デバ イス ドラ イ バ 等 に 使用 し ます 。 


この 初期 化 コ マン ド は , 初期 化 時 に 1 度 し か 実行 され ませ ん か ら 。, 


通常 は 初期 化 コ マン ド 処 理 ル ー チ ン の 直前 の アド レス を デバ イス ド 
ライ バ の 終端 アド レス と する こと で 常駐 部 の メモ リ を 節約 し ます 。 











ロ 1. デ バイ ス ・ ド ライ バ の コー ル 


Human と リン ク さ れ た デバ イス ・ ド ライ バ は ,。 次 分 岐 し ます . 
の よう な 手順 で コー ル さ れ ま す . 


ヘッ タダ の 内 容 を 解析 し , それ に 応じ た ルー チン へ 


この よう に 機能 の リク エス ト と 実際 の 処理 を 分 


① リ クエ スト ヘッ ダ へ の ポイ ンタ を A5 に 入れ て ス 離し た の に は , 将来 の マル チタ スク 化 へ の 準備 と 
トラ テ ジ ・ ル ー チ ン を コー ル . いう 意味 が あり ます . シン グル タス ク で ある 現在 
45 に 納め られ て いる リク エス ト ヘ ッ ダ に は , デ の ペン ば は スズ ドラ テ ジ や 光 作 守 と と 割り 込 

バイ ス ・ ド ライ バ へ の コマ ンド , パラ メー タ が 納 み ル ー チ ン は 連続 し て コー ル さ れる よう に な っ て 

め ら れ て いま す . 欠 ト ラテ ジ ・ ル ー チ ン は この ア いま す . 

ドレ ス を ワー ク (理想 と し て は キュ ー) に 保存 し , 


ひと まず リア コジ まあ 
② 割 り 込 み レ ルー チン を コー ル . 
割り 込み シー チン は 先 に 受け 取っ た リク エス ト 


7 タ 


es 





| 刀 . デ バイ ス ・ ド ライ 人 バ の 組み 込み 


マ Human 起動 時 の 組み 込み 

Human 起 動 時 に 組み 込ま れる デバ イス ・ ド ライ バ 
は , 一 般 に " .SYS” と いう 拡張 子 を 持つ , コマ ン 
ドラ イン か ら の 実行 は 考え られ て いな い ヌ ファ イ 
ル で , CONFIG. SYS の ”DEVICE= ニ "に し た が っ て 組み 
込ま れる も の で す . 

これ ら の デバ イス ・ ド ライ バ は , ディ スク か ら 
ロー ド さ れ , リロ ケー ト さ れる と , Human に よっ て 
デバ イス ・ ヘ ッ ダ を 書き 換え られ , 前 後 の デ バイ 
ス ・ ド ライ バ と リン ク さ きれ ます . 

その 後 す ぐに コマ ンド コー ド 0 「 初 期 化 」 の リ 
クエ スト ヘッ ダ を 持っ て スト ラテ ジ ・ ル ー チ ン が 
呼ば れる の で , 初期 化 ル ー チ ン は CONFIG. SYS で 指 
定 さ れ た デバ イス ・ ド ライ バ へ の オプ ショ ン 指 定 
の 解析 な ど を 行ない 。 デバ イス ・ ド ライ バ を 初期 
化し た 後 , デバ イス ・ ド ライ バ 本 体 の 終了 アド レ 
ス を リク エス トペ ヘッダ に 納め て rts し ます . Human 
は 返っ て きた 終了 アド レス まで の 内 容 を メモ リ に 
常駐 させ, その 直後 に 次 の デバ イス ・ ド ライ バ を 
ロー ド し た り , 他 の ワー ク に 使っ た り し ます . 


つま り , この 形式 の デバ イス ・ ド ライ バ の 場合 。 


デバ イス ・ ド ライ バ 内 の こと だ け を 考え て プ ブログ 
ジン だ る さ ング し て いれ ば 良い の で あっ て , 組み 込み に 
際 し て の 処理 は すべ て Human が や っ て くれ ます . 


Human 起動 後 の 追 加 組 み 込み 

XC コ ン フ パイ ラ の 登場 の 頃 か ら , OPMDRYV. X や FLOA 
TP.X な どの よう に Human が 起動 し た 後 か ら 追 加 す る 
形 の デバ イス ・ ド ライ バ が 登場 し て きま 2 
れ ら の よう な デバ イス ・ ド ライ バ は , 拡張 子 が ”. X” 
で , ユー ザー か ら の 指示 で コマ ンド ライ ン か ら 起 
動き され た 場合 は 自分 で Human へ の 組み 込み を 行なう 
よう に な っ て いま す . し か も , CONFIG. SYS で 指定 
し て あれ ば , 起動 時 に も 組み 込む こと が で きる 8 
うに な っ て いま す . 

CONFIG. SYS で 指定 し て も 組み 込め る と い 9 放 に 
は , 基本 的 な デバ イス ・ ドラ イ バ の 形式 は 休 守 し 
だ 上 で , 特殊 な 組み 込み を 可能 に し て いる と いう 
こと に な り ま す . その た め に , この タイ プ の テン ヾ 
イス ・ ド ライ バ に は 巧妙 な 仕掛 けが 施 き ほれ て い ま 
す . 

実は , 追加 型 の デバ イス ・ ド デ テイ の バ は,。 2 つの 


初期 化 ル ー チ ン を 持っ て いま す . ひと つ は 。 Huma 
n か ら の コマ ンド コー ド 0 の リク エス ト ・ へ ヘッ ク 27d 
よる 通常 の 初期 化 ル ー チ ン . も う ひ と つ は , コマ 
ンド ライ ン か ら 起 動き れ た 場合 に 実行 され る 初期 
化 ル ー チ ン で す . 前 者 に つい て は すでに 解説 し た 
の で , ここ で は 後者 に つい て 解説 し ます . 

基本 的 な デバ イス ・ ド ライ バ の 形式 を 六 守 し た 
場合 , プ ログ ラム の 先頭 は デバ イス ・ ヘ ッ ダ で 始 
まっ て いる 必要 が あり ます . 普通 どおり に プロ ジル 
ラム の 先頭 か ら 実行 を 開始 する よう に し て いた の 
で は , デバ イス ・ ヘ ッ ダ の 内 容 を コー ド と し て 実 
行 し て し まう た め , まとも に 実行 で きる わけ が あ 
り < ま さか の 2 に の さち で GL, 科 ン マイ イズ o ドラ イ バ の コ 
ー デ ィング 時 に end 疑 似 命令 を 使っ て , スタ ー ト ・ 
アド レス を 変更 し て お く 必 要 が あり ます . スタ ー 
ト ・ ア ドレ ス と し て 指定 する の は , 言う まで も な 
第 2 の 初期 化 ル ー チ ン の 先頭 アド レス で す . こ 
の よう を な 仕掛け に よっ て , コマ ンド ライ ン か ら 起 
動き れ た 場合 , 第 2 の 初期 化 ル ー チ ン に 真っ 先 に 
飛ん で くる こと に な り ま す . 

第 2 の 初期 化 ル ー チ ン は 次 の よう な 処理 を 行 な 
まま:。 





③④ 現在 , 最後 尾 の デバ イス ・ ドラ イ - バ を 探し , そ 
の 2 パイ 2 ペッ ダグ と 帳 の を り シ クサ する - 

コマ ンド ライ ン の アド レス (42) か ら 偽 の 初期 
化 リ クエ スト ヘッ ダ を 作成 し , 本 物 の 初期 化 ル 
ー チ ン を 直接 コー ル す る . 本 物 の 初期 化 ル ー チ 
ン は 偽 の リク エス ト ・ ヘ ッ ダ に し た が っ て テッ ババ 
イス ・ ド ライ バ の 初期 化 を 行ない , 第 2 の 初期 
化 ル ー チ ン に 戻る . 

③ 第 2 の 初期 化 ル ー チ ン は , 本 物 の 初期 化 ルー チ 
ン と 第 2 の 初期 化 ル ー チ ン を 除い た テン バイス ・ 

“ライ バ 本 体 を 残し , 常駐 終了 する . 





また , CONFIG. SYS で 指定 され て 起動 時 に 組み 込 
まれ る 場合 , プ ロモ セス と し て の スタ ー ト ・ ア ドレ 
ス は 無視 きれ る の で , 通常 の 組み 込み が 行 を われ 
まず 。 


1.4 HumanB8k Verg.0x 


Human68k Ver2.0x (以下 Human2.0x) に な っ て 
拡張 され た の は , お も に 次 の 6 点 で す . 


① フ ァイル ・ ア クセ ス の 高速 化 


② 大 容量 メデ ィ ア 対応 準備 
③ ネ ットワーク 対応 準備 
(《④ バ ッ ク グ ラウ ンド 女 理 
⑤ オ ー バ レイ XX ファ イル 


⑥ そ の 他 


唱 1. ネ ットワーク 対応 準備 


Human-Network と で 


も 呼ぶ べき LAN シ ステ ム の 具 


体 的 な 姿 は Haman2.01 リ リー ス 直 後 の 現在 . ま だ 見 


えて いま せん が , Human 内 部 で は す で ( 


らち そめ ます 5 
具体 的 に は 以下 の 2 


点 で す . 


こ 対 応 が 始ま 


支 フ ァイル の シェ アリ ング (共有 化 ) 処理 
LAN に 接続 し, 複数 の ノー ド が 同時 に 1 つの ファ 


イル に アク セス する 場 谷 


アリ ング は 重要 な 問 # 


の こと を 考え れ ば , シェ 
中 で す . $FF3D open で は , フ 


ァイル の オー プン 時 に シェ アリ ング モー ド が 指定 


きつ ⑦ 人 引 窟 まし た まだ 。 


ァイル の 内 容 を 書き 


書 き 


ある ユー ザー が 
変え て いる 間 , 


変え を 


な っ て いる 部 分 を 他 の ユー ザー が アク セス で き 


Fig.1.1.G ファ イル の ロッ ク 機 能 


FPW かー サヤ ei 
, ③-C⑥ に 関し て , それ ぞ れ 解説 し た いと 思 
kt ます 
注意 中 
本 書 中 の Human68k ver2.0x に 関す る 部 分 は , 重 
者 の 独自 の 解析 を も と に 解説 され て いま す . 本 資 
料 に 関す る シャ ー プ 幌 へ の 質問 , 問い 合わ せな ど 
は 一 切 行 な わな いよ うお 願い し ます . 本 書 は あく 
まで 参考 資料 と し て お 使い くだ さい . 


な いよ うに する ロッ ク 機 能 を ファ ンク ショ ンコ ー 
ル $FF5C で 提供 し て いま す (Fig1.1.6). 

ファ イル の シェ アリ ング 処理 は CONFIG. SYS で ”"S 
HARE ニ "を 指定 し た 場合 に 有効 に な り ま す . "SHAR 
E=" の 第 1 パラ メー タ は シェ アリ ゆき な か 
2 が で 0622 の 第 (2 ラマ プー タク (人 ほ 有人 生 2 シグ 
処理 を 行なう それ ぞ れ の ファ イル 中 の ロッ ク 領 域 
の 数 を 指定 し ます . 第 1 パラ メー タ の 数 は あま り 
小さ くせ ず , “FILES ニ "で 指定 し た 数 と 同じ に し て 
お いた 方 が よい で し ょ う . "SHARE 王 "を 指定 し な ヵ 


っ た 2 寺村 ビジ Ox と まっ だ く 同 じ フ ァイル 処理 
を 条 な うお うに な の ニー ジ ゼ 男 有 色 乱 理 は 行なわ 
しじま く うた 欠 


この ほか , 複数 の プロ セス で テン ポラ リ ・ フ ァ 








ファ イル 先頭 











プロ セス AP | 





アク セス 可 

















(aj ロッ ク 前 
(読み 出し 禁止 
モー ド 以 外 ) 





プロ セス B 
アク セス 可 








ファ イル 終 敵 


of7set 


je 

















ロッ ク 領 域 











エーーーーーーーーーー 一 
(b) プ ロ セ ス A 


に よる ロッ ク 


ーーーーーーー ファ イル 先頭 本 ==。 = 請 





プロ セス A は ぁ 
アク セス 可 
プロ セス B は 
アク セス 不可 ロッ ク 儲 域 
| ロッ ク 領 域 
| 以外 な ら プ 
| ロ セ ス B に 
よる アク セ 
ス 可 
ファ イル 終端 ーーーーーーー ファ イル 終 半 


cl ロッ ク 後 
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Ll 
1 


ます オア 





(sa) ドラ イブ プ を サブ プ デ ィ レ クト リ と し て アク セス 























A: ま | 一 笠 FD1| 
IED 
1 \BIN 

2 拉 員 39 0 




















ドラ イブ A の ぎ FD1 を アク セス し か た 場合 , 実際 
に は ドラ イブ B が 。 生 FD2 を アタ クモ 泌 更 あの 案 
際 に は ドラ イブ プ C が アク セス され る . 


ド フ イブ W を アク セス し た 場合 。 実際 に は , ド 








A:\| 一!\WORK ーー\SOURCE 
に て フラ イブ A の ぎ \WORK が アク セス され る . ドラ 
1 抽 較 LExEC 人 WORK ヵ 4 の 
ーー エー っ プ W の SOURCE を アク セス する と , ドラ イブ 
W: AA の \WORK ぎ SOURCE が アク セス され る . 
イル を 使う こ だ で 。 デン ボラ リ ・ フ テイ ツジ 入力 の 便宜 を 図る と いう 目的 の 他 に ,LAN を 構築 し 


ki GPC ます 4: あま 
7 で に 存在 する ファ イル と 同じ 名 前 で は ファ 


イノ ルレ 本 し な い create コ ー ル $FF5B も 新設 され ま 
本 だ > 


文 仮想 ドラ イブ 処理 
ある ドラ イブ を 別 の ドラ イブ の サブ ディ レク ト 


が で アデ タ を べべ じ た り ,( ある に ネイ ズブ の ササ アア 


ィ レ クト リ を 別 の ドラ イブ と し て アク セス で きる 
機能 は 。 ハー ド デ ィ スク な どの ユー ザー の ノバ ス 名 





ローーーーーー ファ イル 多 顎 








プロ セス AM 
アク セス 可 





4 プロ セス B 
アク セス 可 














し ee ファ イル 終 疾 











た 場合 の ノー ド 管 理 に も 役立ち ます .Human2.0x で 
は , この 機能 を ファ ンク ショ ンコ ー ル $FF5F で 提供 
し て いま す (Fig1.1. フ ). 

仮想 ドラ イブ に 名 前 を つけ る た め に は , 現在 使 
用 可能 な ドラ イブ の 数 より も 多く の ドラ イブ 名 が 
選 要 で す .。 そこ で , 使い た い ぃ ドラ イブ 名 の 最大 値 
を CONFIG. SYS の "LASTDRIVE ニ "で 指定 し ます . 





己 バ ッ ク グ ラウ ンド 処理 
バッ ク グ ラウ ンド 処理 は 複数 の プロ セス を 見 か 
上 同時 に 動か す 機 能 で す . し か し , Human が マル 
あみ クタ 0 に な に と いう の と は 多少 異な り ま 
す . 

な お , 1989 年 11 月 現在 , シャ ー プ か ら 正 式 な 技 
術 資 料 が 発表 きれ て いな いた め , この 項 で は 筆者 
が 独自 に 解析 し た 結果 を , 0S/2 の 概念 / 用 語 を べ 
ス と し て 解説 し て いま す . し た が っ て , 後に タ 
され る 正式 な 概念 / 用 語 と は 異な っ て いる 場合 が あ 
ます 

















スレ ッ ド 
支 ス レッ ド の 概念 と マル チタ スク の 侍 醤 る 


Human2.0x の バッ ク グ ラウ ンド 機能 を 説明 合っ 


で も っ と も 基本 的 な 概念 が 「『 ス レッ ドコ 』 で す . 
1 つの MPU で (見 か け 上 ) 複 家 の 先 理 を 同時 に 行 








な わせ る 場合, 
ご く 短 い 間 隔 


だ っ た だ 1 つ し か な い MPU で すか ら , 


この よう な を 平行 処理 の 手法 を ラウ ンド ロビ ン 型 と 





(タイ ム ス ラ イス ) ご と に 複数 の 処 
理 を 順番 に 少し ずつ 実行 きせ る 方 法 が 取ら れ ま す . 


呼び , Human2.0x( 内 の バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ ) 
は , Timer-D に よる 割り 込み を 利用 し て 実現 し て い 
ます . 


ラウ ンド ロビ ン 型 で は , 1 つの 処理 が タイ ム ス 


Fig.1.1.8 スレ ッ ド の 構造 (アド レス THEAD か ら 始 まる 場合 ) 


(THREAD 二 $ 00) . 
(THREAD 十 $ 04) . 


(THREAD 二 $ 05) . 
(THREAD 十 $ 06) . 
(THREAD 十 $ 07) . 
(THREAD 二 $ 08) . 
(THREAD 二 $ 00) . 
(THREAD 十 $ 10) . 
(THREAD 十 $ 14) . 
(THREAD 十 $ 18) . 
(THREAD 十 $ 1C) . 
(THREAD 二 $ 20) . 
(THREAD 二 $ 24) . 
(THREAD 二 $ 28) . 
(THREAD 十 $ 2C) . 
(THREAD 二 $ 30) . 
(THREAD 十 $ 34) . 
(THREAD 二 $ 38) . 
(THREAD 十 $ 3C) . 
(THREAD 十 $ 40) . 
(THREAD 二 $ 44) . 
(THREAD 二 $ 48) . 
(THREAD 二 $ 40C) . 
(THREAD 十 $ 4E) . 
(THREAD 十 $ 52) . 
(THREAD 十 $ 56) . 
(THREAD 十 $ 58) . 
(THREAD 二 $ 5C) . 
(THREAD 十 $ 60) . 








の ーー ミー ニー ロー ミニー ビニ ビビ 中 ビー ビー ビビ ョ ビー ビービー ビー ビ ビュ ビー ロビ 6 ダダ ど 


(THREAD 二 $ 6) . 
(THREAD 二 $ 70) . 
(THREAD 十 $ 74) . 
(THREAD 二 $ 78) . 
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次 の スレ ッ ド 

現在 の スレ ッ ド の 状 問 
$ 00 ウィ ング 20 の 
$ IN デア サジ デー マ ンダ ド 
$ FF ズ ツ ドー ンプ 

タル シン アン タン 

レベ ル 初 期 値 一 1 


PSP ID 十 $10( メ モリ 管理 ポイ ンタ ) 
USP 
D0 
D1 
D2 
D3 
D4 
D5 
D6 
D7 
A0 
A1 
A2 
A3 
A4 
A5 
A6 
SN 
PC 
あき 
InDOS フラ グ 


レジ スタ 保存 領域 





プロ セス 間 通 信 バ ッ フ ァ へ の ポイ ンタ 


スレ ッ ド 名 


2 アカ ウン 
スレ ッ ド が 使用 で きる メモ 
スレ ッ ド が 使用 で きる メモ 9 


) の 下限 


の ) F 肩 
ンプ コー の 基 


Fig.1.1.9 スレ ッ ド の 切り 換え 





生成 済み 
生成 済み 
生成 きれ て いな い 


生成 済み 


























生成 済み 


例 ) PROCESS=n | 1 を 





t 725 {t 72S 





t 222S t 72S { 72S 








ライ ス を 使い 切っ た 時 点 で 実行 を 中 断 し , 別 の 処 
理 を (前 に 中 断 し た と ころ か ら ) 再開 し ます . と 
同時 に , 新た に タイ ム ス ラ イス の カウ ント ダウ ン 
が 始ま り , 決 の 処理 切り 替え タイ ミン グ ま で 実行 
を 続け ます . 

処理 を 中 断 す る 際 に は , その 処理 を 再開 す る と 
き の た だ ため に , 中 断 し た 時 点 で の MPU や シス テム ・ ワ 
ー ク の 値 を 保存 し て お く 必 要 が あり ます . その 処 
理 を 次 に 実行 する 機会 が 巡っ て きた 場合 に , それ 
ら の 値 を 元 の 場所 に 戻し て や れ ば , 中 断 さ れ た 処 
理 は , 中 断 さ きれ た こと を まっ た く 意 識 す る 必要 は 
な いわ け で すず す . 

保存 する 情報 に は ,、 お も に 湊 の よう な も の が あ 
が ます : 


・MPU の レジ スタ 群 

・D0 一 D7/40 一 46 

xSSE/USE_ 。 。 (7) 

・SR 

・PC( 中 断 さ れ た 箇所 の 次 の 命令 を 指し て いる ) 
・ そ の 処理 の プロ セス ID 
・ そ の 処理 が 利用 で きる メモ リ の 午 囲 (管理 メモ 
リ 領域 ) 


この よう に , 1 つの 処理 の た め に MPU の レジ スタ 
や シス テム ・ ワ ー ク の 値 な ど を 保存 し て いる も の 
を 「 ス レッ ド 」 と 呼び ます . 1 つの スレ ッ ド は , 
1 つの MPU と 考え る こと も で きる で し ょ う . こ れ ま 
で 指定 し な タイ ムラ イス ご と に 切り 替え られ 
る 対象 に つい て , 「 処 理 」 と いう あい まい な 表現 を 
し て きま し た が , 実際 に 切り 替え を られ て いる の は 
べ 立 下 で す 。 

な お , ス レッ ド は 実際 に は Fig1.1.8 の よう な 構 





造 を し て いて , 各種 情報 を 格納 し て いま す . 

スレ ッ ド の 定義 を 行なっ た と ころ で , 実際 に 行 
な われ て いる 平行 処理 の 仕組 み を 解説 し ます . 

Human2.0x の バッ ク グ ラウ ンド 機能 の 動作 環境 
は , CONFIG. SYS の "PROCESS= ニ "で 設定 を 行ない ま 
す . 

第 1 パラ メー タ で は スレ ッ ド の 最大 数 (2 一 32) 
第 2 パラ メー タ で は 主 ス レッ ドド (スレ ッ ド 0 GO 
NFIG.SYS の "SHELL ニ "で 指定 し た プロ グラ ム を 実行 
し て いる ) の レベ ル (後述 ),、 そし て 第 3 パラ メー 
タク で は タイ ム ス ラ イス (1ms 一 100ms) の 設定 を 行 
な いま す . "PROCESS=” の 指定 を し な か っ た 場合 , 
バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ は 動作 せ ず , Timer-D も 
ユー ザー が 利用 で きる よう に な り ま す . 

スレ ッ ド に は それ ぞ れ 0 一 31 (CONFIG. SYS の ”P 
ROCESS= ニ "の 第 1 パラ メー ター1) の 番号 が つい て 
いて , 原則 と し て 番号 の 小さ い 方 か ら 順 に 実行 き 
れ , 最後 の スレ ッ ド の 次 に は 最初 の スレ ッ ド が 実 
行き れる リン グ 構 造 に な っ て いま す . 最大 スレ ッ 
ド 数 を z(2 ミミ 32) と 設定 し た 場合 の スレ ッ ド 
切り 替え の 様子 を Fig1.1.9 に 示し ます . 


支 ス レッ ド の レベ ル 

一 般 的 な マル チタ スク ・ シ ステ ム で は 。 処理 の 
重要 度 な ど を 考 護 し て , 処理 に 与え を る タイ ム ス ラ 
イス を 伸 結 し た り , 処理 を 実行 する 順序 を 変更 し 
だ りす る 機能 が あり ます . 

Human2.0x の バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ に は , 
"PROCESS ニ "で 設定 され た タイ ム ス ラ イス を 原則 と 
し て すべ て の スレ ッ ド に 均等 に 割り 当て ます . 実 
行 順 座 も , スレ ッ ド 番号 の 小さ いも の か ら 大 き な 
も の へ べ へ, と いう 順 で 固定 され て いま す . し か し , 


た ノ 





も う 少 し マク ロ な 方 法 で スレ ッ ド の 実行 時 間 の 長 
短 を 決め られ る よう に な っ て いま す . 

スレ ッ ド は , それ ぞ れ 「 レ ベル 」 と 呼ば れる 値 
を 持っ て いま す . レベ ル は 1 一 255 の 値 を と り , 値 
が 小さ い ほ ど ,MPU は その スレ ッ ド を 長 時 間 実 行 す 
る こと に な り ま す . この 「 レ ベル 」 は , 実際 に は 
スレ ッ ド が 実行 され る 疾 度 を 示し て いま す . 

前 述 の と お り , 2 一 32 個 の スレ ピッド は 0 
造 に な っ て お り , その 順番 に し た が っ て 次 々 に 
0 生ま 3 
ウン タイ マー を 持っ て お り , この タイ マー の 値 は 





Fig.1.1.1O 


その スレ ッ ド を 実行 する 機会 が 人 巡っ て きた と き に 
9 フッ ウン ドク ウッ きれ 6 0P0S の つこ WS マタ 
け 実 際 に その スレ ッ ド に 処理 を 渡し ます . それ 以 
外 の 場合 , その スレ ッ ド は 実行 せ ず に , 次 の スレ 
ッ ド に 移り ます . レベ ル は , この カウ ンタ の 初期 
値 を 示し て いま す . すなわち , レベ ル が 1 の スレ 
ッ ド は 実行 する 機会 が 巡っ て くる ご と に 必ず 実行 
され , レベ ル が 2 の スレ ッ ド は 2 回 に 1 回 , レベ 
ル が 3 の スレ ッ ド は 3 回 に 1 回 実行 さき れる こと に 
な り ま す (Fig1.1.1O). 

レベ ル を 設定 で きる の は , スレ ッ ド を 生成 する 
と きだ け で , それ 以降 変更 で きま せん . 














PROCESS= テ 3 1 t を 指定 し た 例 








結果 的 に スレ ッ ド 0 が 実行 され 
て いる 時 間 は スレ ッ ド 1 の 2 倍 , 
スレ ッ ド 2 の 3 倍 と な る . 








文 ス レッ ド の 状態 

複数 の スレ ッ ド が 平行 処理 きれ て いる 場合 , ス 
レッ ド の 状態 は つね に 同じ で は な を なく , いく つか の 
状態 を 変遷 し つつ 実行 され て いま す . 

大 きく 分 け て , スレ ッ ド の 状態 に 
あり ます . 

・ 新 規 (new) 

スレ ッ ド が 新た に 
・ 実 行 待ち (ready) 

自分 が 実行 され る 機会 が 巡っ て くる の を 待っ て 
いる 状 下 . 

・ 実 行 中 (running) 

自分 が 実行 され る 機会 が 巡っ て き て , 実際 に 実 
行 さ れ て いる 状 馴 . 

・ 待 機 中 (waiting) 

ある 条件 が 満た され る まで , 実行 を 停止 し て い 
る 状態 .「 あ る 条件 」 が 満た され た 場合 、 ス レッ ド 
は 実行 待ち 状態 に 復帰 し ます . 

Human2.0x の バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ の 場合 , 
自発 的 に ある 時 間 が 経過 する の を 待つ 「 ス リー プ 」 
と , 他 の スレ ピッ ド か ら の 指令 で 動作 を 停止 / 再 開き 
せら れる 「 サ スペ ンド 」 の 2 種類 の 状態 が あり ま 
す . 


は 次 の 5 つが 


作成 され た 直後 の 状態. 





2 の 


・ 停 止 (halted) 
スレ ッ ド が 動作 を 停止 し て いる 状態 


以上 の 状態 は , Fig1.1.11 の よう に 
9 


遷移 し ま 


文 ス レッ ド と プロ セス 

従来 。 Human の プロ セス は COMMAND.X (ある い は 
VS.X な ど ) を 根底 と し , 1 つの 親 プ ロ セ ス の 下 に 
1 つの 子 プ ロモ セス が 存在 し , その 下 に 孫 プ ロ セ ス 
が 存在 する と いっ た 1 次 元 的 を プロ セス 系 を 形 作 
っ て いま し た ( 常 入 プロ セス な どの 例外 を 除く ). 
スレ ッ ド と いう 概念 を 導入 し た こと に よっ て , こ 
の 構造 は 若干 変化 し て きま す . 

0S/2 の 場合 , 一 般 的 に スレ ッ ド は プロ セス の 処 
理 を 分 担 さ せる た め に 生成 され , その た め 『 プ ロ 
セス の 中 に スレ ッ ド が 存在 する 』」 と いう ニュ アン 
ス で 説明 され る 場合 が あり ます . また , プロ セス 
自体 も 1 つの スレ ッ ド に よっ て 動作 し て いる の で , 
スレ ッ ド 同士 の 間 に も 親子 関係 が 存在 し , スレ ッ 
ド と プロ セス で ツリ ー 状 の 構造 を 形作っ て いる こ 
と に な り ま す . これ を 図 に する と Fig1.1.12(a) の 

に 表現 で きま す . 


Eig.1。1.1 1 





新規 実行 待ち 
New Ready 





8 
実行 中 停止 
> 5 ーー 
Runnjng 月 aj て ed 
待機 中 
Wajting 








に 対し て Human2.0x の スレ ッ ド は 親子 関係 を 
持ち ませ ん . ある スレ ッ ド と , それ が 生成 し た ス 
レッ ド の 間 に は 何 の 関係 も な く , お 互い に 完全 に 
独立 し て いま す . いく つか の スレ ッ ド に 処理 を 分 
担 さ せ , それ を まとめ て 1 つの 処理 を 行なう と い 
うこ と も で き な を なく は な い の で す が , 各 ス レッ ド 問 
に 緊密 な 関係 が 存在 し な いた め , 0S/2 ほ ど に 
ッ ド 同士 が 協調 し て 働く こと は あま り 得 意 で は な 
いよ う で す . 基本 的 に 1 つの スレ ッ ド で 1 つの ププ 


ロ セ ス 系 を 実行 する , と 考え だ た 方 が よい で し ょ う . 


以上 の こと か ら , Human2.0x で は 『 プ ロ セ ス の 外 
に スレ ッ ド が 存在 する 』 と 考え る こと も で きる で 
し ょ う . これ を 図 に する と Fig1.1.12(b) の よう に 
表現 で きま す . 


湊 ウ チア グラ ウン ドド / バ パック グラ ウン ド 

05/2 な ど で は , コン ソー ル を 占有 し , ユー ザー 
と 対話 で きる プロ セス の こと を 「 フ ォ ア グラ ウン 
ド 」。 そう で な い プ ロ セ ス を 「 バ パッ ク グ ラウ ンド 」 
と 呼ん を で いま す 。. 

Human2.0x の バッ ク グ ラウ ンド 機能 の 場合 ,「 バ ヾ 
ッ ク グ ラウ ンド 」 と いう 名 前 は つい て いま す が , 
前 述 の よう な 意味 で は フォ アグ ラウ ンド と バッ ク 
グラ ウン ド の 区 別 は 明確 で は あり ませ ん . 

強い て 言う な ら ば , スレ ッ ド 0 が フォ アグ ラウ 
ンド , それ 以外 が バッ ク グ ラウ ンド で ある と 判断 
し , プロ グラ マー 自身 が 意識 し て コン ソー ル へ の 
アク セス を 管理 する 必要 が ある で し ょ う . 

以降 , ス レッ ド 0 以外 で 実行 きれ る プロ セス 系 





閣 2h み グラ あッ ンド ジロ モネ を 呼ぶ さと に し まお) 


文 シス テム 資源 (リン ソース) の 管理 

シス テム 資源 (リソー ス ) の 管理 は 必要 最小 限 
2 馬 : だ っ で < 巡 
バイ ス の 利用 な ど に は 注意 が 必要 で す . 

ディ スク な どの ブロ ッ ク ・ デ バイ ス 関 し て は 
ジ シェ アリ ング 処理 の も と で アク セス する 分 に は 問 
題 あ り ま せん が , コン ソ ツール や プリ ンタ な どの キ 
ャ ラク タ ・ デ バイ ス へ の アデ アク セス に は 注意 が 必要 
で す . プロ セス 同士 で 入力 や 出力 を 奪い あわ な い 
よう に , ユー ザー が な 管理 する 必要 が あり ます . 
メモ リ に 関し て は , 個々 の スレ ッ ド 専用 の 管理 
メモ リ 領 域 を 設定 し , 他 の スレ ッ ド と 競合 し な い 
うほ 念 き ます :。 

グラ フィ ッ ク 関 係 の ハー ドウ ェ ア , 音源 関係 の 
ハー ドウ ェ ア , テキ スト VRAM#2, #3 な ど 。 も と も 
と Human 自 体 の 管理 が 甘い 資源 に つい て は , これ ま 
で 以上 に 注意 し て ユー ザー が 管理 する 必要 が あ ! 
ます . 

結論 と し て , 基本 的 に シス テム 資源 へ の アク セ 
ス は フォ アグ ラウ ンド プロ セス に 最 優 先 の 権利 が 
ある も の と 考え た ほう が よさ そう で す . 





プロ セス 間 通 信 

平行 処理 に つき も の な の が プロ セス 間 通 信 で す 
(見 か け 上 ). 同時 に 動い て いる プロ セス 同士 が 協 
調 し て 動く だ た め に は , お 互い に タイ ミン グ を と り 
あっ た り , デー タ を 送り あっ た り し な けれ ば な を な り 
ませ ん . 

Human2.0x の バッ ク グ ラウ ンド 機能 で は ,『「 メ 
ゼー ジジ sc 凛と う FE SS を =0EN 
プロ セス 間 通 信 方 法 を 用 意 し て いま す . 


の 2 つの 
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Figi1.1.12- スレ ッ ド ド 





(a)OS/2 の 場合 


プロ セス 選 


〆 \ 
(スレ ッ 2 人 和 X 贅 ッ ド 3 ) 








(b)Human 2.0x の 場合 
































な お , 正確 に は 「 ス レッ ド 間 通信 」 と 呼ぶ べき 
か も し れ ま せ ぜ を が , ここ で は 便宜 上 エプロ モス 問 
通信 」 と 呼ぶ こと に し ます . 


廊 メ ッ セ ー ジ ・ シ ステ ム に よる 通信 
送信 先 の スレ ッ ド の プロ セス 間 通 信 パ ッ フ ァ に 





2 ググ 





直接 デー タ を 送り 込む の が メッ セー ジ ・ シ ステ ム 
で す . これ は , 言っ で みれ ば プロ セス 間 の 電子 メ 
イル の よう な も の で す . 

メッ セー ジ の 送信 は ファ ンク ショ ンコ ー ル SFFF 
D message を 使っ て 行ない ます . こ の コー ル を 使え 
ば , 相手 の スレ ッ ド 番号 を 指定 し て , メッセ ー ジ ・ 








デー タ を 指す ポイ ンタ を は じ め , いく つか の パラ 
=ー タ を 指定 し て や る だ け で , あと は Human が 配達 


mW 3 ー 


メッ セー ジ を 受け る 「 郵 便 受 け 」 は , プロ セス 
間 通 信 バ ば ッ フ ァ と 呼ば れ , 次 の よう な 構造 を し て 
いま す . 




















2 で ぐ 和 れ す . 

BUFF: | 
dc. | LEN * 0: メッ セー ジ 本 体 が 入る バッ ファ の 大 き さ 
dc. | BODY * 4: メッ セー ジ 本 体 が 入る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
dc.w 0 * 8: メッセー ジア トリ ビュ ー ト が 入る 
dc.w  $ffff * 10: メッ セー ジ 発 信 側 ス レッ ド 番 号 が 入る 

BODY: 
ds.b LEN 








他 の スレ ッ ド か ら メ ッ セ ー ジ が 送ら れ て きだ こ 
と は ほ は . プロ セス 間 通 信 バ バッファ の 10 バ イト 目 が $F 
FFF か ら 発 信 側 の スレ ッ ド 番号 (0 一 31) に 変化 し 
た こと で 判断 で きま す . 同時 に , メッ セー ジ の 内 
容 が BODY で 示さ れる バッ ファ の 中 に , メッ セー ジ 
の 付加 情報 が プロ セス 間 通 信 バ ば ッ ファ の 8 バイ ト 
目 に 入り ます . 受信 側が スリ ー プ 状態 に あっ た 場 
合 , メッ セー ジ 受 信 と と も に スリ ー プ が 解除 きれ 
ま 4 

メッ セー ジ を 確認 し た ら , 受信 側 の プロ セス は 
プロ セス 間 通 信 バ ッ フ ァ の 10 バ イト 目 を 再び $FFF 
F に 戻し , 次 の メッ セー ジ を 受信 で きる 状態 に 4 
7 三才 Ne 


文 コ モン エリ ア に よる 通信 

メッ セー ジ が 電子 メイ ル な ら ば , コモ ン エ リア 
は 電子 掲示 板 に 例え る こと が で きま す . 

コモ ン エ リア と は CONFIG. SYS の "COMMON 三 "に よ 
っ て 1KB 単 位 で 指定 し た 広 さ を 持つ , シス テム 全体 
に 共通 な (COMMON) 共有 記憶 領域 の こと で , ここ を 
利用 する こと で プロ セス は 他 の プロ モス へ ,。 プッ 
セー ジ ・ シ ステ ム で は 送り きれ な いよ うな 長い デ 

な ども や り と り で きる よう に な り ま す . 

JP は ファ ンク ショ ンコ ー ル $FF55 で 提供 さ 
し まけ 9]: 

コモ ン エ リア 内 で や り と りさ れる 情報 は デー タ ・ 
ブロッ クレ に いう 単位 で や りな 大 き 容 ま ず . デ ー ア 1] 
プ ブロッ ク に は いく つか の 付加 情報 が あり , これ に 
よっ て 管理 きれ て いま す . 


・ ブ ロッ ク 名 
12 バ イト 以内 で デー タ ・ ブ ロッ ク の 名 前 を 示す 


文字 列 で す . 誠人 ま Ab で や ee 
タ を 指定 する の で , デー タ を 送る 側 も 受け 取る 側 
AVNZTL こ な かさ あり ます . 
逆 に , デー タ ・ ブ ロッ ク の 名 前 きえ 知っ て いれ 
ば , どの プロ セス も この 情報 に アク セス で きる こ 
こ な り ます 
・ ブ ロッ ク ・ サ イズ 

ー タ ・ ブ ロッ ク の デー タ 領 域 の バイ ト 数 を 示 
ラ 当 8 
・ ロ ッ ク を 行なっ た プロ セス の ID, 

ロッ ク offset, length 

デー タ ・ ブ ロッ ク の デー タ ・ エ リア 中 の , 他 の 
プロ セス か ら の アク セス を ロッ ク す る 領域 情報 , 
ロッ ク を 行なっ た プロ セス の ID (PSP の アド レス ) 
が 格納 され て いま す . 

ファ イル 同様 , 複数 の プロ セス か ら 同 時 に アク 
セス され た 場合 の シェ アリ ング 処理 を 行なっ て い 
球 放 。 


3 二 コピ シン リー ウル CE フッ ンク グラ ウン 
ド 処 理 だ け の も の と いう わけ で は な く , 一 般 の フ 
ロ セ ス か ら も 利用 で きま す . 

バ パック グラ ウン ド プ ロ セ ス の プロ グラ ミン グーーー 一 

バッ ク グ ラウ ンド プロ セス は , 厳密 に は 「 プ ロ 
セス 系 」 で あり , 親子 関係 を 持っ た 一 連 の プロ モ 
スズ 箇 の 申 の びと つ で ある 。 と 言え ます 。 つま りり 下 そ 
直 康 全 6DDLoBME し て ふる プ 王 計 プロ モ 
ス を 起動 する こと が 可能 で ある , う 
も ちろ ん , その 子 プ ロモ セス は 親 プ 
せ て いた だ た スレッド に よっ て 動作 す 
す . Fig1.1.12(b) に 図示 され た 子 プ ロモ セス ( 図 中 
の プロ セス D や プロ セス E) は バッ ク グ ラウ ンド 
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プロ セス で ある こと を 意識 し て 作ら れ た プロ セス 
で ある 必要 は あり ませ ん (た だ し , 資源 (リソー 
ス ) の 共有 で 問題 が な い 場 合 に 限る ). 極端 な 話 , 
従来 か ら 作 っ て きた 普通 の プロ グラ ム を 起動 し , 
終了 し て 構わ な い の で す . し か し , その スレ ッ ド 
を 生成 し た 際 に , 最も 根底 に あっ た プロ セス ( 図 
中 の プロ セス C や プロ モス E) は , 特殊 な 作法 で 
プロ グラ ミン グ き れ で て いる 必要 が あ の まず す . 

以降 , 特に こと わり が な い 限 り , この よう な ス 
レッ ド 0 以外 に よっ て 動作 する プロ セス 系 の 最も 
根底 に ある も の を バッ ク グ ラウ ンド プロ セス と 呼 
まさ Sr 

Human2.0x に は , バ バック グラ ウン ド プ ロモ セス の サ 
ンプ ル と し て "TIMER.X" が 付属 し て きま す . お そら 
を の も み ク グラ ウン ドブ 豆 スズ ス の 衣 放 ング ダー 
ド な 形 で あろ うと 思わ れる の で , この プロ グラ ム 
を 解析 し た 結果 を も と に , 解説 を 進め た いと 思い 
393 

な お ,P.473 の バッ ク グ ラウ ンド 機能 の サン プル ・ 
プロ グラ ム も 併せ て 参考 に し て くだ さい . 





廊 バ ッ ク グ ラウ ンド プロ セス の 構造 

パ バック グラ ウン ドブ プロ セス は ,。 基本 的 に 「 プ ロ 
セス 」 で す . し た が っ て , Human か ら わ け て も ら っ 
だ メモ リ の 中 に 存在 し ,PSP も 持っ て いる と いっ た 


Fig.1.1.13 





プロ グラ ム 先 頭 





(bra/Jmp 命 令 ) 





よう に , プロ セス の 体裁 を し て いる 必要 が あり ま 
す . その た め , バッ ク グ ラウ ンド プロ セス も 普通 
の プロ セス 同様 , $FF4B exec で 起動 きれ る の が 並 
通 で す . 

こう し て 起動 きれ る パック グラ ウン ド プ 補 物 ス 
は , その 後 ス レッ ド に 登録 きれ , メモ リ に 常駐 し 
な け 46 ば な り ま せ 管 。 その だ だめ ,。 バツ ク グ ラウ ン 
ド プ ロモ セス は TSR (Terminate with Stay Regiden 
t{) プロ グラ ム (常駐 プロ グラ ム ) と 同様 な 構造 
を 持っ て いる 必要 が あり ます . すなわち , 非常 駐 
部 と 常駐 部 の 2 部 構成 と いう 形 で す (Fig1.1. 
13).-TSR デ ログ ラム や ペック グラ ウン ドラ だ ロ セス 
の 特徴 と し て , 次 の 2 点 を 押さ きえ て お いて くだ さき 
い . 
① 一 般 的 に 非常 駐 部 は 常駐 部 の 後ろ に 位置 する . 

Figl.1.13 の よう な 形 に する 場合 は , 常駐 部 は す 
べ て テキ スト セク ショ ン に 書か な けれ ば な なり: ませ 
ル ん ふう な 4 な ならす ウッー 到 衣 グ ッ 生 ツ 人 妥 宮 感 錠 み 
トレ ー ジ セク ショ ン を 使っ た 場合 , 再 配置 が 行 な 
わ や \*b で M ウ まい デ 常駐 すき デ 滞 之 や マテ ク が 非常 
駐 部 の 後ろ に 位置 し て し まう た めで す . 

し か し , 常駐 部 に は ユー ザー スタ ッ ク 領 域 や シ 
ステ ム ・ ス タッ ク 領 域 な ど , 大 量 の ワー ク が 必要 
な の に , これ を テキ スト セク ショ ン の 中 に 置く と 
ds 疑似 命令 で 確保 し た ワー ク が 圧縮 さき れず , 実行 


な く て も よい (本 文 参照 ) 









常駐 部 





プロ グラ ム 











デー ウタ を テグ 















































プロ セス 間 
通信 バッ ファ 
ユー ザー スタ ッ ク に 導 
領 
スー パー バイ ザ 
スタ ッ ク 領 域 | ー キ 9 
非常 駐 部 デ こ こ か ら 実 行 開始 


プロ グラ ム 












プロ グラ ム 終 弓 














クタ 


sec フレパ 大 き - ぐ な っ で し まい ます - し 。- デ ー ダ は 
2 ーー ジン (は ジン ロッ ング ンス トル スー ジス ググ 
は スタ ッ ク の セク ショ ン に 置か な いと , どう も る 気 
持ち が よく あり ませ ん . これ が どう し て も る 嫌 な 場 
合 は , オー バレ イメ ファ イル を 使う こと が 考え ら 
れ ま す . バッ ク グ ラウ ンド 機能 の サン プル で は こ 
の 方 法 を 使っ て み ま し た . 
② 起 動 し た 際 に は 非常 駐 部 か ら 実 行 を 始め る . 
その た め に プロ グラ ム の 先頭 に bra (jmp) 命令 
を 置く , ある い は " .end" 疑似 命令 の 後ろ で 実行 
開始 アド レス を 指定 する な どの 対策 が 必要 . 


@ 非 常駐 部 の プロ グラ ミン グ 

非常 駐 部 は 原則 と し て スレ ッ ド 0 で 実行 きれ ま 
す 。 そ の だ ただ ため, 通常 の プロ グラ ム を コー デ ォ ング 
する 場合 と あま り 変 わり ませ ん . 

非常 駐 部 は Figl.I.14 に 示し た よう な を な フロー チャ 
EC027 だ の 521 の コージ ンーe ジ ジン 26 9 の "と YY で > よ 
う . この 中 で 重要 な ポイ ント に つい て 解説 し ます . 


スレ ッ ド の 存在 チェ ッ ク 

既に 常駐 部 と 同じ プロ グラ ム が スレ ッ ド に 登録 
され て いる か どう か を チェ ッ ク し) 邊 在 : し な けれ 
ば 新しい スレ ッ ド を 生成 し て 常駐 部 を 登録 し , そ 
の スレ ッ ド を それ 以降 の 操作 対象 と し ます . また , 
既に 存在 し て いる 場合 は , その スレ ッ ド を 以降 の 
操作 対象 と し ます . 

この チェ ッ ク は , これ か ら 生 成す べき スレ ッ ド 
の 名 前 の 入っ た バッ ファ を 指定 し て $FFFA getthr 
ead を 呼ぶ こと に よっ て 行ない ます (その 際 , スレ 
ッ ド 番号 と し て 一 1 を 指定 する ). 同名 の , つま り 
同じ プロ グラ ム を 動作 きせ て いる スレ ッ ド が 存在 
し て いる 場合 , その スレ ッ ド 番号 が 返さ れ , 存在 
し な い 場 合 に は 一 1 が 返っ て きま す ., 





スレ ッ ド の 生成 

スレ ッ ド の 存在 チェ ッ ク の 結果 , その 必要 が あ 
る と 判断 で きた 場合 ,$SFFF8 newthread を 使っ て 新 
し い ス レッ ド を 生成 し ます . その 際 , 8 つの パラ 
メー タ を 指定 する 必要 が ある わけ で す が , それ ぞ 
れ 次 の よう な 値 を 指定 し ます . 


NAME スレ ッ ド 名 . 存在 チェ ッ ク で 使っ た 名 前 
と 同じ も の を 指定 . 

LVL 1 一 255 の 範囲 で 適当 に . 

BUSP_ 常駐 部 に 用 意 し た ユー ザー・ ス タッ ク 領 
域 の 最上 位 デ ドレ ス を 指定 . 

BSSP 常駐 部 に 用 意 し た シス テム ・ ス タッ ク 領 
域 の 最上 位 ア ドレ ス を 指定 . 

BSR 常駐 部 を 実行 開始 する に あたっ て の SR の 
値 . 普通 は SR の 値 で 構わ な いと 思わ れ ま 
す . 

ENTRY 常駐 部 の 実行 開始 アド レス 

BUFF 常駐 部 に 用 意 し た プロ セス 間 通 信 バ ッ フ 

ァ の アド レス を 指定 . 

0 を 指定 し て , メッ セー ジ を 送る まで 無 

期限 の スリ ー プ 状態 に し て お いた 方 が よ 

MS の 





SLEEP 


この よう な パラ メー タ を 指定 し て $FFF8 newthr 
ead を 呼ん だ 結果 , 返 り 値 と し て 生成 し た スレ ッ ド 
の 番号 が 得 ら ちら れ ま す (エラ ー の 場合 は 負 の 数 ). 


管理 メモ リ 領 域 の 設定 





スレ ッ ド ご と に プロ セス 系 が 存在 する こと は 前 
述 の と お り で す が , その プロ セス 系 ご と に , 使う 
メモ リ 領 域 を 設定 で きま す . 従 来 の Human1.0x の 場 
谷 や Human2.0x で スレ ッ ド 0 だ けが 動い て いる 状態 
で は , exec で プロ セス を ロー ド し た り , malloc で 
メモ リ を 確保 し た りす る 場合 . メ イン ・ メ モリ 全 
域 を 使う こと が で きま し た . 

スレ ッ ド が 複数 存在 する 場合 、 そ れ ら 複数 の ス 
レッ ド で exec や malloc や mfree な ど を 何 度 も 使う 必 
要 が ある 場合 , 半端 な サイ ズ の メモ リ 領 域 が 多数 
発生 し , 極端 に メモ リ 割 り 当 て の 効率 が 落ち る 場 
合 が あり ます . この よう な 場合 は あらかじめ ス 
レッ ド ご と に 管理 で きる メモ リ 領 域 を 定め て お き ., 
その 中 で の み malloc な ど を 行なう よう に すれ ば 問 
題 は 解決 で きま す . この よう な , スレ ッ ド ご と に 
設定 され る 管理 され る メモ リ の 領域 を 管理 メモ リ 
領域 と 呼ぶ こと に し ます . 

Human2.0x に お いて 管理 メモ リ 領 域 を 作成 / 放 定 
する 手順 は 以下 の と お り で す . 


①malloc(malloc2) を 使っ て . ま と まっ た サイ ズ の 
領域 を 得る . 
② 管 理 メ モリ 領域 を 設定 する スレ ピッド の 番号 、 ョ = 





Fig.1.1.14 非常 駐 部 の プロ グラ ミン グ 








START 


常駐 部 と 同じ プロ グラ 
ム が 常駐 し て いる か 
調べ る 



















新しい スレ ッ ド を 生成 


スレ ッ ド の 使用 する 
メモ リ 領 域 の 設定 




















コマ ンド ライ ン な どの 解析 






ジア ロン 菅 鍛 の 


テス レッ ド の 存在 チェ ッ ク 


ァ ス レッ ド の 生成 


テ 管 理 メ モリ 領域 の 設定 









削除 指定 ? 





コマ ンド ライ ン な どの 解析 
結果 を も と に , 送信 する 
メッ セー ジ を 作成 









スレ ッ ド を 停止 せよ 
と いう 意味 の メッ セ 
ー ジ を 作成 


メッ セー ジ 送 信 


常駐 部 , 管理 メモ リ 領 域 
を 227ee 
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lloc(malloc2) で 得 ら れ た メモ リ 管 理 テ チー ブル 十 
Ss10 の アド レス , 管理 メモ リ 領 域 全 体 の バイ ト 数 
な ど を 指定 し て $FF7F setmarea を コー ル す る . 


コマ ンド ライ ン で 指定 され た オプ ショ ン を 解析 
し た 結果 等 か ら 常 駐 部 の 動作 を 決定 し . それ を メ 
モ セー ジ と いう 形 で 常駐 部 (を 動か し て いる スレ 

ド ) に 送信 し ます . 新しく 生成 し た スレ ッ ド は , 
この メッ セー ジ を 合図 に 動作 を 開始 し ます . 

メッ セー ジ は , あら か じ め 決 まっ た 長き の デー 
タ 列 (メッ セー ジ 本 体 ) と 付加 情報 1 ワード て で 構 
成 さ きれ ます . TIMER.X を 見 る 限り , 付加 情報 の 1 ワ 
ー ド で 機能 番号 を , メッ セー ジ 本 体 で その 機能 に 
つい て の パラ メー タ を 表現 し て いる よう で す . メ 
ッ セ モー ジ の 送信 は $FFFD message を 使っ て 行ない ま 


スレ ッ ド の 停止 / プ ロモ セス の 削除 
バッ ク グ ラウ ンド プロ セス で ある 以上 , 常駐 部 





を 常駐 きせ て スレ ッ ド に 追加 する の は 当然 で す が , 


要 な く な っ た ら 自 身 を 削除 する 機能 を 備 そ て お 
の が 理想 的 で す . 

スレ ッ ド を 停止 する の は $FFF9 kil1 に よっ て 可 
能 で す が , これ は 自分 自身 (現在 の スレ ッ ド ) を 
停止 する 機能 し か な く , スレ ッ ド 番号 を 指定 し て 
馬 由 さま る と は で きま せん し た が っ や スネ 
ッ ド の 停止 は 非常 駐 部 で は な く , 芝 駐 部 に 自ら 行 
な わせ な けれ ば な り ま せん . 非常 駐 部 に で きる こ 
と は , あら か じ め 決 め て お いた 『 ス レッ ド を 停止 
せよ 』 と いう 機能 コー ド を 持っ た メッ セー ジ を 送 
信 す る こと だ け で す 。 

な ん ら か の 方 法 で スレ ッ ド が 実際 に 停止 され た 
こと を 確認 し た ら , 常駐 し て いた 常駐 部 と , あれ 
ば 管理 メモ リ 領 域 を mfree し て メモ リ か ら 開 放し ま 
39) 。 


必 
がめ 
\ 





非常 駐 部 を 終了 

既に 常駐 部 が 常駐 し て いた 場合 , 非常 駐 部 は $F 
FOO exit,$FF4B exit2 で 非常 駐 終 了 し て 構い ませ 
2 。 

常駐 部 が 常駐 し て お ら ず , スレ ッ ド を 新た に 生 
成 し た 場合 は , $FF31 keeppr を 使っ て 常駐 終了 し 
ます . 常駐 きせ る 範囲 は プロ グラ ム の 先頭 か ら 常 





駐 部 の 終わ り ま で . ここ で 非常 駐 部 を 後ろ に 持っ 
て きた 意味 が 出 て くる わけ で す . 





欠 常 駐 部 の プロ グラ ミン グ 

常駐 部 は スレ ッ ド 0 以外 で 実行 きれ ます . スレ 
ッ ド に よっ て 動作 する プロ セス 系 の 根底 に ある た 
め , いく つか の 約束 を 守っ て コー ディ ング する 必 
要 が あり ます . 

常駐 部 は Figl.1.15 に 示し た よう な フロ ー チ ャ ー 
い に 3 し た が Go ロビ ンタ ルビ ング する と よい VGF の 。 

この 中 で 重要 な ポイ ント に つい て 次 に 解説 し ま 
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メッ セー ジ の 到着 チェ ッ ク 

プロ セス 間 通 信 バ ッ フ ァ の 10 バ イト 目 が S$FFFF か 
ら 送 信 も と の スレ ッ ド 番号 に 変化 し た こと で メッ 
セー ジ の 到着 を 知る こと が で きる , と いう こと は 
P. 23 で 説明 し まし た . こ こ に は $FFFEF で な けれ ば 0 
ー31 の 値 が 入っ て いる こと に 決ま っ て いる の で , 
実際 に は tst 命 令 で マイ ナス か 否 か を チェ ッ ク す る 
7 なけ で 96. VnrGM の 4 う 。 

メッ セー ジ の 到着 チェ ッ ク は , で きる だ け 頻 繁 
に に 5 に scG2 だ さい 、 FiglLILE5 の よう 
に , 常駐 部 全体 の ルー プ の 中 で 必ず 1 回 は チェ ッ 
みこ る の に し しく と お < く 。 と あい た いま す 、。 

メッ キー ジ の 到着 を 確認 し た ら , 付加 情報 で 示 
され た 機能 コー ド に し た が っ て 分 岐 し , 各 処 理 を 
行ない ます . 





ング 

メッ セー ジ が 届い て いな か っ た 場合 な ど , 自分 
の タイ ム ス ラ イス を 消化 する 前 に 他 の プロ セス に 
MPU を あけ わた し な た 方 が 効率 が よい と 考え られ る 場 
合 。 $FFFF juggle を コー ル し ます . 

$FEFF juggle を 呼ん だ 場合 , 一 見 な に も 起こ 
て いな いよ うに 見 えま す が , $FFFF を 呼ん で 。 そ の 
次 の 命令 の 実行 を 始め る まで の 間 に , スレ ッ ド 婦 
が ひと 回 り 実 行き れ て いま す . 


スネ スレッド の 停止 
レッ ド を 停止 せよ 』」 と いう 意味 だ っ た 昌 合 。 各 本 


9 kill を コー ル し て 自分 和正 身 6 更 在 の ヌス レ ド ) 
を 停 正 し ます : 




















ク Z 





Fig.1.1.15 常駐 部 分 の プロ グラ ミン グ 














到着 し て いる ? 


Yes 





メッ セー ジ は 
スレ ッ ド を 停止 ? 








ジャ グル 








メッ セー ジ の 到着 チェ ッ ク 





プロ セス 間 通 信 バ ッ ファ 
の 10 バ イト 目 を $FFFF に 
も どす 













メッ セー ジ に 応じ た 処理 





宮 メ ッ セ ー ジ の 到着 チェ ッ ク 





Yes 


テ ジ ャ グル 














スレ ッ ド を 停止 


テス レッ ド の 停止 








ここ で 間違っ て $FF00 exit,$FF4B exit2 な ど を 
必ず $FEFF9 kil1 を 使っ て くだ さい . 


ファ ンク ショ ンコ ー ル / IOCS 使用 上 の 注意 
フッ ク ググ ラヴ ドブ プロ セス で ファ < グマ スハ ョ マン 束 
ー ル /10CS を 使う 場合 . い くつ か の 制限 が 存在 しま 
す . 
まず , 前 に も 述べ た と お り , シス テム 資源 ( リ 
ソー ス ) の 管理 が 甘い 関係 で , 標準 デバ イス を 含 





2@ 


め だ た キャ ラク タ ・ デ バイ ス へ の 入出 力 関係 で は 注 
意 が 必要 で す . 半 走 な どの 異常 な 動作 を 引き 起こ 
すま で に は 至ら な いか も し れ ま せん が , 混乱 を 招 
く こ と は 必至 で す . どう し て も 画面 表示 を 行ない 
だ い 場 合 は , IO0CS$2FB PUTMES を 使い ます . 

次 に , スレ ッ ド 0 以外 で 動作 し て いる プロ セス 
系 の 根底 に ある プロ セス で は , $FFOO exit, $FF4 
B exit2, $FF31 keeppr を 使っ て は いけ ませ ん . こ 
れ は , TSR で 同様 な ファ ンク ショ ンコ ー ル が 使え な 
い の と 同じ 理由 で , 戻る べき 親 プ ロモ セス と の 関係 








が , 常駐 終了 し た 時 点 で 失わ れ て し まっ た か ら で 


の 


 . オ ー バ レイ X フ ァイル 


限ら れ た メモ リ を 有効 に 使う た め に , プロ グラ 
る を いく つか の 部 分 に 分 割 し , プロ グラ ム 全 部 を 
メモ リ に ロー ド せ ず , 必要 に な っ た と き 必 要 な 部 
分 だ け を ロー ド し て 実行 する こと を オー バレ イ と 
呼び ます . これ は , むし ろ メ モリ の 少な い 革 の 欄 
種 で 行なわ れ て きた 手法 で , X68K の よう に 豊富 な 
ダメ モ リ が 実装 で きる 機械 に は あま り 緑 の な いも の 
と 思わ れ て きま し た . メモ リ が 広く 取れ る よう に 
な っ だ た ぶん , プ ログ ラム も 高 機能 化 / 巨 大 化し た と 
Ma う こ 導 記し う か 。 

Haman2.0x で 追加 され た オー バレ イメ ファ イル 
は , 駐 ファ イル の フォ ー マ ッ ト を 一 部 拡張 し て , 
1 つの ※ フ ァイル の 中 に いく つも の メ ファ イル を 
含む よう な 形式 に な っ て いま す .。 オー バレ イフ 
ァイル の 中 に 含ま れ た 双 フ ァイル (オー バー レイ ・ 
モジ ュー ル , まだ は 単に モジ ュー ル と 呼ん で いる 
よう で す ) に は , それ ぞ れ モジ ュー ル 番 号 が つけ 
られ , $FF4B exec に お いて ファ イル 名 と 同時 に モ 
ジュ ー ル 番号 を 指定 する こと で オー バレ イフ ァ 
イル 中 か ら の ロー ド / 実 行 が 可能 に な っ て いま す . 

オー バレ イフ ァイル を 起動 し た 場合 , 最初 メ 
モリ に は モジ ュー ル 番 号 0 の モジ ュー ル だ けが ロ 
ー ド され ます . 他 の モジ ュー ル の 機能 が 必要 に な 
る まで は , メモ リウ の 消費 は モジ ュー ル 0 の 領域 だ 
け に 抑え る こと が で きる わけ で す . 他 の モジ ュー 





ル の 機能 が 必要 に な っ た 場合 に だ け $FF4B exec で 
モジ ュー ル を ロー ド し , 不 必要 に な っ た モジ ュー 
ル は メモ リ か ら 開 放す る こと で , メモ リ を 効率 よ 
く 利 用 で きま す . 

オー バレ イメ ファ イル は , MS-DOS の LINK. EXE で 
作成 され る よう な 高 水準 言語 向け の も の で は ぁ り 
ませ ん . メモ リウ の 管理. モジュール の ロー ディ ン 
グ や その 呼び 出し な ど は , すべ て ユー ザー が 責任 
を 持っ て 行なわ な けれ ば いけ な いか わり 7 
ンプ ブラ か ら で も 手軽 に 利用 で きる と いう 利点 が あ 
3 

オー バレ イヌ ファ イル の 作成 に は , Human2. 0x に 
標準 で 添付 され て いる BIND.X を 使い ます . 

オー バレ イ 文 ファ イル の サン プル と し て は ,。 ババ 


W。 この ピグ ラバ で 8 メグ 和 モ サ と ディ スク 容量 
を 効率 よく 使う た め に オー バレ イメ ファ イル を 使 
つつ CX まし 2、 


品 4. そ の 他 の 拡張 
その 他 の 拡張 と し て は , 


・ ブ レー クモ ー ド の 拡張 ($FF33 breakck) 
・ プ モリ 割り 当て 方 法 の 拡張 ($FF7D) 
・FCB の 取得 ($FF7C) 
・InDO0S フ ラグ の 取得 ($FFF5) 

・CONFTG. SYS ファ イル の コマ ンド の 拡張 


な ど が あり ます . 
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Human68k に は OS の 機能 を アプ リケーション に 提供 する た め , 
コー ル が 用 意 き され て いま す . この 凍 で は ファ ンク ショ ン 
に 必要 な 知識 と , 個々 の ファ 


g.1 ファ ンク ショ ン 


DOS フ ァ ン クシ ョ ン を 呼び 出す 場合 は 一 般 的 に は 
以下 の 手順 に 従い ます . 


⑳⑩ 各 ファ テン クシ ョ シン に 
スタ ッ ク に 積む 


度 す だ ため の 値 を ユー ザー・ 


② 未 定義 命令 SFF に 続く ファ ンク ショ ン 番 号 (1 バ 
イト ) で 構成 され る ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル 命 


令 を 実行 する . 
ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル か ら 戻 うえ すく こ 
ザー・ ス タッ ク ・ ボ ポイ ンタ を 補 


スタ ッ ク を 使っ て の パラメータ 渡し の 手法 は 80 
系 CPU の ユー ザー に と っ て は 牟 染 み が 薄 いこ と と 思 
われ ます が , 特に 注意 し て ほし い の は ③ の スタ ッ 
ク ・ ボ ポイ ンク の 補正 で お 史 う っ か び で て の る と 。 
忘れ て し まう の で 慣れ な いう ち は 意 識 し て プロ グ 
ジミ ング 936 に し 5 くく 2 ささい っ 。 

ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル を 使う 上 で 以下 の 事項 
に 注意 し て くだ な さい. 





① レ ジス タ は DO 以外 すべ て 保存 きれ ます . Cy 

ye な い 場 合 は ユー ザー が 保存 する 必要 
あり ます . 

に X の BREAK 命 令 な ど で ブ レイ ク ・ フ ラグ 


e. 個々 の ファ ンク ショ ン 


各 フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ル の 解説 は 原則 と し て 
番号 順に し て いき ます . 

ププ アン ンジ ピジョン に - つ MS ザン フッ ウレ ・ ア ョ ン ラ 
ム を 紹介 し , 実行 結果 も 示し て いま す . サン プル ・ 





プロ グラ バ ベ は デモ ンプ ブラ で 記述 きれ で い ます の で 。 


以下 の 手順 で 実行 ファ イル を 作成 し , 
ョ ン の 動作 を 確認 し て くだ さい . 


ファ ンク シ 


①"ed.x" で ソー ス ・ フ ァイル を 作成 


3 お お 


こ ン テン クシ ジミ ン ・ 
・ コ ー ル を 利用 する た め 


ンク ショ ン の 使用 法 を 詳し く 説 明 し ます . 
コー ル の 呼び 出し 方 


が ON に な っ て いる 場合 は すべ て の ファ ンク ショ 
を 呼び 出し た と き に ブレ イク ・ キ ー (コン ト 
ロー ルレ CD チェック され まず . OFR に な ら て い ゅ 

る 場合 も , 各 フ ァ ン クシ ョ ン の 解説 文中 で 「 ブ 

レー クサ エッ ツ を 符 だ いま ず すず に と 記 き で の る 

も の に つい て は チェ ッ ク が 行なわ れ ま す . 

③ 返 り 値 と し て DO0 に 負 の 数 の エラ ー コ ー ド が 返っ 

て べく * る 革 を が あり ます エラ ー コ ー 下 に た 関 し 

は P.493 の 「 フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ル ・ エ ラー コ 

ー ド 一 覧 表 」 を 参照 し て くだ さい . 

(《⑥ フ ァ ン クシ ョ ン ・ コ ー ル を 簡 略 化 する た め に , 

マク ロ を 定義 し て お く と 便利 で す . これ は , そ 

の 一 例 で す . 





FNC Imacro nurmber 
dc. b $ff 
dc. b number 


endm 
」 





また, C コ ン パ イラ の ユー ザ の 方 は , ディ レク 
トリ ”"\INCLUDE" の 中 の DOSCALL.MAC を アセ ン ブ ラ ・ 
の の RI で ジジ グッ ルル ーー ド R2 し で お ぐ と と で 。 0 
0S PRINTY の よう に ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル を 行 
OS と の 5 SW まだ から 





2 が 2aS.x で デモ テッ ッ ル 
(99H 衣 で 1) 必用 





一 連 の サン プル ・ プ ログ ラム で は , よく 使う マ 
クロ を 外部 ファ イル ("MACRO.HP7) に し て , プロ グ 
ラム の 先頭 で include し て 使っ て いま す . あ ら か じ 
め " MACRO.H" を ディ スク 上 に 作成 し , イン クル ー 
ド で き 3 る の に も で お いて くだ さい 。 








を PUSH maCcTO reg_list 

日 macro defination mOVem.] reg list, 一 (sp) 

ま endm 

FMC acTO Iumber POP macrTO reg list 
dc.b $ff, number movem.] (sp)+,reg list 
endm endW 

10CS maCTO humber 
move.1 #mumber,d0 TRUB = テッ 
trap #15 FALSE = 0 | 
endm 











リス ト : MACRO.H 








思 記 に ロビ DutchHarTLCODE] 1 .Dx/.Dx 
8 区 ーー 


(ファ ンク ショ ンコ ー ル 命令 ) (ファ ンク ショ ン 名 ) (引数 リス ト ) ( Human の バー ジョ ン ) 
引数 (引数 の 名 前 と 型 ) 

WOrd CODE (た だ し $0000 一 $00FF) 

返り 値 ( 返 り 値 の 入る レジ スタ や バッ ファ と その 内 容 ) 


デ こ 「 
"ユン レ 。 





機能 (機能 の 概略 ) 
指定 し だ 文字 コー ド を 標準 出力 (テキ スト 画面 ) に 出力 し ます . 
参照 に 示し た 関連 ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル S$FFO6 inpout (CODE) , $FF1D fputc (CODE, FILE 
NO) (出力 ファ イル と し て "con” を 指定 し た 場合 ) に も 共通 し て 言え る こと で す が , これ 
ら の ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル で 画面 に シフ ト JIS コ ー ド を 1 バイ ト ず つ 出 力 し た 場合 も , 漢 
字 は 正しく 表示 され ます . 
2o02 ガ オク チェ ッ ク を 和 用 な ます (も 生 擬 0 
コー ル (一 般 的 な コー ル 方 法 ) 
move.W +#CODE, - (SP) 
dc.w $FF02 
addq.1 #2, SP 
参照 (関連 する ファ ンク ショ ンコ ー ル ) 
$FF04 comout(CODE) 
$FFO05 prnout (CODE) 
$FFO06 inpout (CODE) 
$FF09 print (MESPTR) 
$FF10 consns () 
$FF23 conctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム (サン プル ・ プ ログ ラム の リス ト , 実行 結果 な ど ) 


























P.198 SMPL1 
| 仮 マ ー ク の 表示 が ある ファ ンク ショ ンコ ー ル は , 筆者 が 独自 に 解析 し た も の で す -. 
ボツ 3 


プ 7 








中 FODO exit[ ] ] .Dx/.Dx 


引数 
416 
返り 値 
な し (戻っ て こない ). 
機能 
ユー ザー・ プ ログ ラム を 非常 駐 終 了 し ます . 親 プ ロ セ ス へ は 終了 コー ド と し て 0 が 返さ 
れ ま す . その 他 の 値 を 返し た い 場 合 は $FF4C exit2 を 使い ます . 
現在 オー プン され て いる ハン ドル は 子 プ デ ロ セ モス が オー プン し た ハン ドル 含め て すべ て ク 
ロー ズ さ れ ま す . 
コー ル 
dc. w $FF00 
参照 
$FF31 keeppr(PRGLEN, CODE) 
$FF4C exit2 (CODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.198 SMPL1 


お FFO 1 gtoharL ] 1 .Dx/.Dx 


引数 
2 
返り 値 
DO0. 上 ル 上 キー コー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF) 
機能 
キー ボー ド か ら 1 文 字 入 力 し ます . 入力 が な い 場 合 は 入力 され る まで 待ち ます . 押さ れ 
だ た キー は 画面 に ヒエ コー バッ ク され ま す . 
プレ ー ク チェ ッ ジ ググ を 街 な い ます (6 NO。 
同様 な 機能 を 持つ コー ル が いく つか あり ます が , それ ぞ れ 微妙 に 異な っ て いま す . 下 の 
表 を 参考 に し て , 適当 な コー ル を 選択 し て 使っ て くだ さい . 





コー ル 入力 待ち 


エコ ー| プ ブレ ー ク 
ノン 


ノバ ヽ 


グリ トチ 下 必 多 





$FFO1 getchart 
FFO6 inpout ($FF) 
$ ゃ FF07 inkey 
$FFO8 getc 




















コー ル 
dc.Ww $FF01 





32 






SEF03 cominp () 
SFF06 inpout (CODE) 
SFF07 inkey () 

SFFOS getc() 

SFFOA gets(INPPTR) 

SFFOB keysns () 

SFFOC kflush (MODE, ??) 

SFF1A getss (INPPTR) 

$SFF24 keyctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 

P.198 SMPL1 









員 FF ロ putcharLGODE] 1 .0x/.Dx 


引数 
word CODE (た だ し $0000 一 $00FF) 
返り 値 

人 し . 
機能 

指定 し た 文字 コー ド を 標準 出力 (テキ スト 画面 ) に 出力 し ます . 

参照 に 示し た 関連 ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル SW$FF06 inpout (CODE) , $FF1D fputc(CODE,FILE 
NO) (出力 ファ イル と し て "con” を 指定 し た 場合 ) に も 共通 し て 言え を る こと で す が , これ ら 
の ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル で 画面 に シフ ト JIS コ ー ド を 1 バイ ト ず つ 出 力 し た 場合 も , 漢字 
は 正しく 表示 され ます . 

ブレ イク チェ ッ ク を 行ない ます (CS P,、N). ブレ イク チェ ッ ク が 不用 な 場合 は 。 $F 
FO06 inpout を 使い ます . 


コー ル 
move.W #CODE, - (SP) 
dc. w $FF02 
addq.1 #2, SP 

参照 


$FF04 comout (CODE) 
$FFO5 prnout (CODE) 
$FF06 inpout (CODE) 
$FF09 print (MESPTR) 
$FF10 consns () 
$FF1D fputc(CODE, FILENO) 
$FF1E fputs (BUFFER, FILENO) 
$FF23 conctr1 (MD, ??) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.198 SMPL1 











コタ 


お FFD3 Cominp ] 1 .Dx/ 如 .Dx 


引数 
を なじ 
返り 値 
DO.L 回 線 か ら の デー タ (た だ し $00000000 一 $000000FF). 
機能 2 
RS-232C 回 線 か ら 1 バイ ト 入 力 し ます . 
入力 が な い 場 合 は 入力 が ある まで 待ち ます . 待た れ て は 困る 場合 は , あら か じ め $FF12 
cinsns () , IO0CS の $33 ISNS232C な ど で 入 力 デ ー タ が ある か どう か チェ ッ ク す る よう に し て 
くだ さい . 
プレ イク チェ ッ ク を 行ない ます ( 〇 . 
コー ル 





dc. W $FF03 
$FF0O1 getchar () 
$FF12 cinsns () 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.199 SMPL2 


中 FF ロ イス Comout[CODE] 1 .Dx/ 如 .Dx 


引数 

word CODE (だ た だ し $0000 一 $00FF) 
返り 値 

wl に 。 

機能 

RS-232C 回 線 へ 1 バイ ト 出 力 し ます . 

ズ コ ント ロー ル が on の 設定 で , Xoff コ ー ド ($13) を 受信 し て いる 場合 , 出力 は 行なわ 
ず , Xon コ ー ド ($11) を 受信 する の を 待ち ます . 待た れ て は 困る 場合 は $FF13 coutsns () で 
出力 で きる か どう か を チェ ッ ク す る よう に し て くだ さき さい. 

プレ イタ チェ ッ グ 窟 舞 赤い ます て” の, 
en: 計 

move.w #CODE, - (SP) 
dc.w $FF04 
addq.1 #2,SP 
$FF02 putchar (CODE) 
$FF13 coutsns () 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.199 SMPL2 









ョ | 委 

WOFG CODE 
生 り 値 

DO.L ーー 
三叉 


リン タ へ 1 文字 出力 し ます . CONFIG. SYS で 組み 込ん だ ” 











ビビ ロ 5 DrFTOut[CODDE] 


(た だ し $0000 一 $00FF) 











1.0x/ 刀 . ロ x 


prn" デバ イス ・ ド ライ バ を 通 


し て 出力 する の で , 漢字 コー ド を 処理 する 必要 の な い 場 合 は TOCS の $3E OUTLPT を 使う か , 
間 220J56 を オー プン し ,。 その ハン ドル へ 出力 す る よう に し ます . 
プリ ンタ が 印字 で きる 状態 に な い 場 合 は , 印字 で きる よう に な る まで 待ち ます . 待た れ 
よ は 困る 場合 は $FF11 prnsns () で 出力 で きる か どう か チェ ッ ク し て くだ な さき い . 
6 チュ ッ ク を 行 あ みい ます で O。 





ヨー ル 
moVe.W #CODE, - (SP) 
dc. w $FFO05 
addq. 1 #2,SP 
$FF11 prnsns () 


P.200 SMPL3 




































































サン プル ・ プ ログ ラム 


キー ボー ド オ ペレ ーション 
X68000 の IOCS は キー ボー ド 割 り 込 み に よ 

て は 割り 込み ルー チン 内 部 で 処理 を 実行 し ま す . 代表 的 な 

その 他 に 次 の よう を 処理 を 実行 で きま 99 





り ま す が , 

CTRL | Fi 
CTRL | F2 
CTRL | Fs 
CTRL け | F4 
CTRL 二 | F5 | 
CTRL け | FZ 
OPT. 1 +| CoPY | 
OPT. 2 H| copy 
CTRL け | OPT. 1 











計 





DEL 








っ て キー 入力 を 調べ て いま す . そ に ボ て き 





処理 と し て は | Copy 


ドラ イブ A の イジ ェクト 

ドラ イブ BB の イジ ェクト 

ドラ イブ C の イジ ェクト 

ドラ イブ D の イジ ェクト 

ドラ イブ プ E の イジ ェクト 

ファ ンク ショ ン ・ キ ー 表 示 欄 の 表示 内 容 変更 
し な い - 通 常 表 示 ・SHIFT モー ド の 表示 

プリ ンタ 1 ペー ジ 送 り 

プリ ンタ 改行 

リセ ッ ト 


特定 の キー 入力 に 対し 
に よる ハー ドコ ピー が あ 
















































お FFUOB inpOut[CODE] 1.0x/ 己 .0x 


引数 
word 
返り 値 
文 CODE が $FF また は $FE の 場合 
DO.L キー・ コ ー ド を 返し ます . $00000000 の 場合 は , キー 入力 が な な か っ た こと を 表わし 
ます . を 誠 
文 CODE が $EFF,$EE 以外 の 場合 
DO.L 0 
機能 
支 CODE が $FF の 場合 

キー 入力 し ます (入力 が な い 場 合 も 待ち ませ ん ). エコ ー バ パック, ブレ イク チェ ッ ク は 行 
な いま せん . 

キー・ コ ー ド は D0 に 返り ます . 
文 CODE が $EE の 場合 

キー・ セ ンス し ます . $FF と の 違い は , $FF が 入力 され た キー の コー ド を 次 々 に 「 受 け 取 
っ て 」 行く の に 対し , $FE は 入力 され た 最初 の キー の コー ド を 「 参 照 す る 」 だ け で ある 点 で 
す . し た が っ て , さら に $FFO1 getchar () な どの ファ ンク ショ ン を 実行 する まで は , $FE の 
値 を 持っ て この ファ ンク ショ ン を 何 度 コー ル し て も 同じ 値 が 返っ て くる こと に な り ま す . 

キー・ コ ー ド は DO0 に 返り ます . 

プレ イク チェ ッ ク は 行ない ませ ん 。 
支 CODE が $FEF,$FE 以外 の 場合 

文字 コー ド と し て 画面 に 出力 し ます . シフ ト JIS コ ー ド を 1 バイ ト ず つ 表 示さ せる こと に 
よっ て , 漢字 も 表示 で きま す . 
デ プ 夢 イク チェ ッ ク は 行ない ませ ん 。 
コー ル 














CODE 





(た だ し $0000 一 $00FF) 




































move.W #CODE, - (SP) 
dc.w $FF06 
addq.1 #2, SP 


















$FFO1 getchar () 
$FF02 putchar () 
$FFO7 inkey () 
$FFO08 getc() 
$FF09 print (MESPTR) 
$FFOA gets(INPPTR) 
$FFOB keysns () 
$FF0C kflush (MODE, PTR) 
$FF10 consns () 
$FF1A getss(INPPTR) 
$FF23 conctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.199 SMPL2 
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員 F ビ ロフ 1 .Dx/.Dx 


引数 


inKey[ ] 


受 り 値 
D0.L キー・ コ ー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF). 
松 能 

キー が 押さ れる まで 待ち , 押さ きれ た キー・ コ ー ド を 返し ます . 押さ きれ た キー は 画面 に エ 
コラ ミツ ツ さす むら ま 、 せ 用 

2 レイ ジャ アデ アック は 行 い ませ ぜん. 
コー ル 

dc. w $FF07 






参照 
$FFO1 getchar () 
SFFO6 inpout (CODE) 
$FFO8 getc() 
$FFOA gets(INPPTR) 
$FFOB keysns () 
$FFOC kflush (MODE, PAR) 
$FF23 conctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.198 SMPL1 
















お FF0 geto[ ] 1 .0x/.Dx 


引数 
2 
返り 値 
DO.L キー・ コ ー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF). 
機能 
キー が 押さ れる まで 待ち , 押さ れ た キー・ コ ー ド を 返し ます . 押さ きれ た キー は 画面 に エ 
ラー バッ ク きれ ませ ん . 
デレ イク チ ナ エ ッ ク を 行人 る ます (も PD)。 
コー ル 
















dc.w $FFO8 








参照 
$FFO1 getchar () 
$FFO6 inpout (CODE) 
$FF07 inkey () 
$FFOA gets(INPPTR) 
$FFOB keysns () 
$FFOC kflush (MODE, PAR) 
$FF23 conctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.198 SMPL1 
























お FF ロ 日 InEEM 選 紀生 所 ] 1.PX/ 忠 


引数 
1ong MESPTR  : 文字 列 を 指す ポイ ンタ . 
返り 値 
2 
機能 
NULL・ コ ー ド ($00) まで の 文字 列 を 表示 し ます . コン トロ ー ル ・ コ ー ド や エス ケー プシ 
ー ケ ンス な ども 有効 で す . 
プレ イク チェ ッ ク を 行ない ます (CS P NO. 
コー ル 
MESPTR 
$FF09 
#4, SP 


MESPTR: 
dc.b *X68000', 13, 10, 0 
参照 
$FFO02 putchar () 
$FF06 inpout (CODE) 
$FF10 consns () 
$FF1D fputc(CODE, FILENO) 
$FF1E fputs(BUFFER, FILENO) 
$FF23 conctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.201 SMPL4 





3@ 


















ビビ ロ A getS[INPPTHR] 1 .Dx/ 如 .Dx 





ミ = 厩 

logg INPPTR : 入力 バッ ファ を 指す ポイ ンタ . 

所 けり 値 

0 L 入力 文字 数 . (INPPTR 二 1) .b に 入っ て いる 値 と 同じ (0 一 255). 

INPPTR 二 0) .b 入力 最大 文字 数 . あら か じ め 呼 ぶ 側 で 値 を 入れ て お きま す . 

INPPTR 上 1) .b 実際 に 入力 され た 文字 数 が 入り ます (エン ド マ ー ク $00 は 数 えま せん ). 

NIPPTRー2) 以降 入力 され た 文字 列 が 入り ます . 入力 最大 文字 数 二 1 バ イト の エリ ア を 確 
保 し て お く 必 要 が あり ます (エン ド マ ー ク $00 が 入る た め ). 


間 
記 二 


旧 


ー ド まで 文字 列 を 入力 し , 入力 バッ ファ に 格納 し ます . 最大 入力 文字 数 を 超え た と 
きま ほ 警 告 を 出し , 終了 し ませ ん . 入力 され た 文字 列 の 末尾 に は CR コー ド の 代わ り に エン ド 
ー ク $00 が 付加 され ます . 押さ きれ た キー は 画面 に ヒコ ー・ バ ッ ク さ れ ま す . 
文字 列 入 力 中 に は BS な どの 編集 キー や , テン プレ ー ト 機能 な ど が 使え ます . Human2. 0x で 
リ ・ ド ライ バ を 組み 込ん で いる 場合 は , ヒス トリ 機能 . エイ リア ス 機 能 な ども 使え 














ヒス 


フ ・ 


MI 


プレ イク チェ ッ ク も 行ない ます (^C ^P,^N. 
呼び 出す 際 は あら か じ め (INPPTR 二 0) .b に 最大 入力 文字 数 を 書 
時 うに し て くだ さい . 


き 込 ん で お く こ と を 忘れ な 

























コー ルレ 
Dea INPPTR 
dc.w $FFOA 
addq.1 #4, SP 
INPPTR: 
dc.b 40 
dc.b 0 
ds.b 41 


$FFO1 getchar () 

$FFO6 inpout (CODE) 

$FFO7 inkey () 

$FFO8 getc() 

$FFOB keysns () 

$FFOC kflush (MODE, ??) 

$FF1A getss (INPPTR) 

$FF24 keyctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.201 SMPL4 




















タ の 


呈 FF ロ keySns[ 〕] 1 .Dx/ 如 .Dx 


引数 
2 。 
返り 値 
DO.L キー 入力 状態 0: 入 力 な し 
ー1: 入 力 有 り 
機能 
キー 入力 状態 を チェ ッ ク し ます . 先行 入力 バッ ファ に デー タ が 入っ て いる か どう か を チ 
ェ ッ ク す る の で , 現在 の キー の 状態 と は 異な る 場合 が あり ます . 
プレ イク チェ ッ ク を 行ない ます (C P, M. 
コー ル 
dc. w $FFOB 
参照 
$FFO1 getchar () 
$FFO06 inpout (CODE) 
$FFO7 inkey() 
$FFO8 getc() 
$FFOA gets(INPPTR) 
$FFOB keysns () 
$FFOC kflush (MODE, ?5) 
$FF1A getss(INPPTR) 
$FF24 keyctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.202 SMPL5 


お FFODC kflushLMODE.PPP] 1 が /CIX 


引数 

word MODE : この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . $01, $06, $07, $08, $ 
0A4,。 そし て , それ 以外 の 値 を と り , それ ぞ れ 異な っ た 動作 を し ます . 
その 他 の パラ メー タ は , 指定 し た 動作 モー ド に よっ て 意味 や 型 が 知 
っ て きま す . 


返り 値 

廊 MODE が $01 の 場合 

DO.L キー・ コ ー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF) 

廊 MODE が $06 の 場合 

DO.L キー・ コ ー ド を 返し ます . $00000000 の 場合 は , キー 入力 が な か っ た こと を 表わし 
に 

支 MODE が $07 の 場合 

DO.L キー・ コ ー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF). 






































支 NLODE が $08 の 場合 
@ PAR が SFE, SFF の 場合 
DO.L キー・ コ ー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF). 
@PAK が その 他 の 値 の 場合 


MI ピ 、 
支 MODE が $0A の 場合 
DO.L 入力 文字 数 . (INPPTR 二 1) .b に 入っ て いる 値 と 同じ (0 一 255). 


(INPPTR 二 0) .b 入力 最大 文字 数 .、 あらかじめ 呼ぶ 側 で 値 を 入れ て お きま す . 
(INPPTR 十 1) .b 実際 に 入力 され た 文字 数 が 入り ます (エン ド マ ー ク $00 は 数 えま せ 
ん ). 
(TINPPTR 二 2) 以降 入力 され た 文字 列 が 入り ます . 入力 最大 文字 数 1 バイ ト の エリ ア を 確 
保 し て お く 必 要 が あり ます (エン ド マ ー ク $00 が 入る た め ). 
支 MODE が その 他 の 値 の 場合 
し 。 
機能 
キー バッ ファ を クリ ア し て か ら MODE で 示さ れる 番号 の ファ ンク ショ ン ・ コ ユー ル に 相当 
する 動作 を 行ない ます . MODE に $01, $06, $07, $08, $0A 以 外 の 値 を 指定 し た 場合 は 、 キ ー バ 
ッ フ ァ を クリ ア す る だ け で 他 の 動作 は 行ない ませ ん . 
文 MODE が $01 の 場合 
kf lush ($01) 
キー バッ ファ を クリ ア し て , キー ボー ド か ら 1 文字 入 力 し ます . 入力 が な い 場 合 は 入 
力 さ れる まで 待ち ます . 押さ れ た キー は 画面 に ヒエ コー バ ベック され ます . 
ウイ クチ ナ ュ w 必 る 有人 な いま すず 久地 
支 MODE が $06 の 場合 
kf lush ($06, CODE) 
word CODE 
キー バッ ファ を グリ ア し て ,。 ファ ンタ ショ ン WPF06 inpout と 同等 な 動作 を 行ない ます . 
動作 は PAR に よっ て 指定 され ます . $FF06 inpout を 参照 し て くだ さい . 
支 MODE が $07 の 場合 
kflush ($07) 
キー バッ ファ を クリ ア し て , キー が 押さ れる まで 待ち , 押さ きれ た キー コー ド を 返し ま 
す . 押さ れ た キー は 画面 に ヒエ コー バッ ク さ れ ま せん . 
ブレ イク チェ ッ ク は 行ない ませ ん . 
廊 MODE が $08 の 場合 
kf lush ($08) 
キー バッ ファ を クリ ア し て , キー が 押さ れる まで 待ち , 押さ れ た キー コー ド を 返し ま 
す . 押さ きれ た キー は 画面 に ヒエ コー バッ ク され ませ ん . 
グレ イグ ザ エ メタ を 生ま ず すそ て も 包 D。 
廊 MODE が $0A の 場合 
kflush ($0A, INPPTR) 
long INPPTR 
キー バッ ファ を クリ ア し て , CR コー 下 ま で 文字 列 を 入力 し 。 入 力 ス エラ に 格納 し ま 


す . 最大 入力 文字 数 を 超え た と き は 克 告 を 出し , 終了 し ませ ん . 入力 され た 文字 列 の 未 
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CR コー ド の 代わ り に エン ド マ ー ク $00 が 付加 され ます . 押 きれ た キー は 画面 に エコ ー バ ッ 
ク き され ます . 

文字 列 入 力 中 に は BS な どの 編集 キー や , テン プレ ー ト 機能 が 使え ます . 

プレ イク チェ ッ ク も 行ない ます (C.P, N. 

呼び 出す 際 は あら か じ め (INPPTR 二 0) .b に 最大 入力 文字 数 を 書き 込ん で お く こ と を 忘 
な いよ うに . 
ヨー ル 








INPPTR 
#$0A, - (SP) 
dc.w $FF0C 

#6, SP 





INPPTR: 





dc.b 
dc.b 
ds.b 





40 
0 
40+1 
















$FFO1 getchar () 

$FFO06 inpout (CODE) 

$FFO7 inkey() 

$FFO8 getc0) 

$FFOA gets(TNPPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P-202 SMBL5 











呈 F ビ ロロ fflush[ ] 1 .Dx/.Dx 


引数 
存 守 
返り 値 
し 。 
機能 
使用 中 の トラ ッ ク バ パップ アテ ア を ディ スク に 書き 出し て クリ ア し , ディ スク を リセ ッ ト し ま 
す .。 ファ イル の クロ ー ズ と は 意味 が 違う の で 注意 し て くだ さい . 
コー ル 





















dc.W $FFOD 








参照 
$FFOE chgdrv(DRIVE) $FF3D open (NAMEPTR, MODE) 







$FF29 namests(FILE, BUFFER) $FF3E close(FILENO) 
$FF36 dskfre (DRIVE, BUFFER) $FF4E files (FILBUF, NAMPTR, ATR) 
$FF3C creat (NAMEPTR, ATR) $FF4F nfiles (FILBUF) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.205 SMPL6 


タク 




















訓 三 ビ 三 ChHgdrvV[DHIVE]〕 ] 回 6 回 K 


ョ = 朗 
wprd DRIVE : ド ライ ブ プ 番 号 . 4A=0, B=1, …・ 
妄 り 値 
B50.L 指定 可能 な ドラ イブ 数 を 返し ます (1 一 N). 指定 し た 値 以下 の 数 が 返さ れ た とき 
ほ エ ラー で す . 
奏 葬 
カレ ント ・ ド ライ ブ を 指定 し ます . 
コー ル 


move.w #DRIVE, - (SP) 
dc.w $FFOE 
addq.1 #2, SP 


委 黙 
$SFFOD fflush () 
$FF18 curdrv() 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.206 SMPL7 








*. XX デバイス ・ ド ライ バ 

Human68K は 各種 デバ イス を 操作 する た め の プ ログ ラム を デバ イス ・ ド ライ バ と し て 登録 で きま す . 本 文 
で も 述べ た よう に 通常 は CONFIG. SYS に ファ イル を 指定 し ます が , 最近 の デバ イス ・ ド ライ バ の 中 に は * ネ XX 
ファ イル に な っ て いて , 起動 する こと に よっ て 登録 で きる も の も あり ます . こ の よう な プロ グラ ム は 登録 す 
る タイ ミン グ が 2 回 ある こと に な り ま す (CONEFIG.SYS か コマ ンド と し て か ) . 

どちら の タイ ミン グ で 登録 し て も , デバ イス ・ ド ライ ババ の 実行 内 容 は 同じ で す . し か し , 安全 性 の 面 で 
は 差 が あり ます . と 言う の は , CONFIG. SYS で 登録 し た 場合 は プロ グラ ム が スー パー バイ ザ ・ エ リア に 置か 
れる の に 対し , コマ ンド と し て 実行 し て 登録 し た 場合 は プロ グラ ム は ユー ザー・ エ リア に 置か れる た めで 
す . で すか ら , 安全 性 が 必要 な 場合 は , な る べく CONFIG. SYS で 登録 し た 方 が 良い で し ょ う . 




















タタ 


お FFOF ロ rvotrILMD * ら 5B+DHIVE] 1.0x/.Dx 


引数 
word MD*256 十 DRIVE :MD は この ファ ンク ショ ン の 機能 選択 で 0 一 5 の 値 を 取り ます . 
DRIVE は 対象 と する ドラ イブ の 指定 で , カレ ント ・ ド ライ ブ な 
ら 0,A ド ライ ブ な ら 1, B ド ライ ブ な ら 2 を 指定 し ます . 
返り 値 
MD ニ 0 の 場合 に の み 値 が 返さ れ ま す . 
DO.L 指定 ドラ イブ の 状態 . 
bit7 LEPD 点 減 
bi6 イジ ェクト 禁止 
bit5 バッ ファ 有り 
bit4 ユー ザー に よる イジ ェクト 禁止 
BWS PRO09( デ プロ テク ドー テ 1) 
bit2 RDV (フッ トレ ディ テ 1) 
bit1 メデ ィ ア 挿入 
bitO 誤 挿 入 
機能 
指定 ドラ イブ の 状態 を チェ ッ ク ・ 設 定 し ます . 
支 MD が 0 の 場合 
ドラ イブ の 状態 を チオ チェック し ます . 状態 は DO に 返り ます . 
支 MD が 1 の 場合 
イジ ェクト を 行ない ます . イジ ェクト 前 に , オー プン され て いる ファ イル は クロ ー ズ さき 
れ , バッ プ ァ は 消去 され ます . 
文 MD が 2 の 場合 
イジ ェクト を 禁止 し ます . この 指定 を 行なっ た 後 は MD= ニ 1 の イジ ェクト も 禁止 され ます . 
廊 MD が 3 の 場合 
イジ ェクト を 許可 し ます (実際 に イジ ェクト が 行なわ れる わけ で は あり ませ ん ). オー プ 
ン さ れ て いる ファ イル は クロ ー ズ きれ ませ ん . バッ ファ は 消去 され ます . 
廊 MD が 4 の 場合 
ディ スク が 挿入 され て いな いと き に LED を 点 減 き せる モー ド に し ます . 
支 MD が 5 の 場合 
ディ スク が 挿入 され て いな いと き に LED を 消灯 きせ る モー ド に し ます . 
コー ル 
move.Ww #MD*256+DRIVE, - (SP) 
dc. w $FFOF 
addq.1 #2, SP 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.205 5MPL6 



























吊 に 1 ロロ consnst ] 1 .0x/.Dx 


返り 値 
DO.L 画面 へ の 出力 可否 0: 測 力 不可 
ー1: 出 力 可 能 
径 能 
画面 へ 出力 可能 か どう か を 調べ ます . 
参照 


$FF02 putchar () 

$FFO6 inpout (CODE) 

$FF09 print (MESPTR) 

$FF23 conctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 

サン プル ・ プ ログ ラム は 特に 掲載 し ませ ん . 通常 画面 へ の 出力 が 不可 に な る と いう こと 

は まず あり ませ ん . 標準 出力 を 画面 か ら AUX な ど に リダイレクト し た 場合 を 考慮 する な ら 
ば , 画面 に 出力 する 前 に この ファ ンク ショ ン で チェ ッ ク を 行なう と いう こと も 考え られ ま 


< に] 









中 た 1 1] PFIg[ ] 1 .0x/ 如 .Dx 


引数 
2 に 。 
返り 値 
DO.L プリ ンタ へ の 出力 可否 0: 出 力 不 可 
ー1: 出 力 可能 
機能 
プリ ンタ へ 出力 可能 か どう か を 調べ ます . 
どの よう を 場合 に 出力 不可 と な る か は プリ ンタ ・ ド ライ バ の 仕様 に よっ て 異な り ま す . 
コー ル 

















dc.w $FF11 





$FFO05 prnout (CODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.200 SMPL3 







タ ? 


タ 6 


呈 FF1 oinsns[ ] 


引数 
2 。 
返り 値 
DO0.L RS-232C か ら の 入力 可否 0: 入 力 不 可 
ー1: 入 力 可 能 
機能 
RS-232C か ら 入力 可能 か どう か を 調べ ます . 


] 回 7 写 9x 


この ファ ンク ショ ン は , 『NULL コ ー ド を 受信 し た 場合 は それ 以降 く カ 不可 》 と な る 。 仕 


様 に な っ て いま す の で , 注意 し て くだ さい . 
コー ル 
dc.w $FF12 
参照 
$FF03 cominp () 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.199 SMPL2 


お FF1 CoOutsnsL 〕] 


引数 

GE4 ゆ 

返り 値 

DO.L RS-232C へ の 出力 可否 0: 出力 不可 
ー1: 出 力 可能 


機能 

RS-232C へ 出力 可能 か どう か を 調べ ます . 
ーー マツ ルレ 

dc.w SFF13 
参照 
$FF04 comout (CODE) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.199 SMPL2 


1 .Dx/. ロ x 














呈 お FF1 フ fatohK〔FILE.BUFFE 円 〕 
















引数 

oO) FTER 二 ファ イル 4 寺 : 枯 を 3 且 す 6 ビン 

1ong BUFFER 結果 が 入る バッ フ ァ を 指す ポイ ンタ . 

返り 値 

DO.L 使っ た バッ ファ の バイ ト 数 (エン ド マ ー ク の $0000 も 含む ). 負 の 数 の 
場合 は エラ ー コ ュー ド で す . 

(BUFFER 十 0).w ドラ イブ 番号 上 4=1, B=2」 … 

(BUFFER 二 2).w 最初 の セク タ 番 号 

(BUFFER 二 4).w ほ ジ ググ 数 

(BUFFER 二 6).w 次 の セク タ 番 号 

(BUFFER 二 8).w グッ 数 








(BUFFER 二 (m+1)*2)).w so0000 (エン ド マ ー ク ) 
機能 

理 定 し た ファ イル の 使っ て いる セク タ の チェ イン 情報 を 返し ます 

複雑 に チェ イン し て いる ファ イル グ 場 合 , 大 きめ の バッ ファ を 用 意 し て お く 必 要 が あり 
まま:9 が 

返り 値 の D0 の 値 が 8 の 場合 は . ファ イル が "連続 し た セク タ に 存在 し て いる 。』 こと が わ 
かがり め 半 地 . 
コー ル 














BUFFER 






Dea NAME 
dc.w $FF17 





addq.1 #8,SP 





FILE: 












dc. "HUMAN. SYS' , 0 





BUFFER: 







ds.w 1 * ド ライ ブ 番 号 が 入る . 
ds. w 2*n * セ モク タ 情 報 が 入る . 









参照 
$FF29 namests (FILE, BUFFER) 
$FF4E files (FILEBUF, NAMEPTR, ATE) 
$FF4F nfiles (FILEBUF) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.207 SMPL8 










タ Z 









お FF18 hendspLMD.PPpP] 1 . 避 X/ 斑 が 


引数 
word MD : この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 

その 他 の パラ メー タ は , 指定 し た モー ド に よ っ て 意味 や 型 が 違っ て き 
まま 9 









返り 値 
文 MD が 0 の 場合 
DO.L モー ド 表 示 ウ ィ ン ド ウ の 最大 文字 数 
文 MD が 1 の 場合 
DO.L 次 の POS 
MD が 2 の 場合 
DO.L 次 の POS 
支 MD が 4 の 場合 
DO.L 入力 ウィ ンド ウ の 最大 文字 数 
支 MD が 5 の 場合 
DO.L 次 の POS 
文 MD が 6 の 場合 
DO.L 次 の POS 
娘 MD が 8 の 場合 
DO.L 候補 ウイ ンド ウ の 最大 文字 数 
文 MD が 9 の 場合 
DO.L 次 の POS 
支 MD が 10 の 場合 
DO.L 次 の POS 
文 MD が その 他 の 値 の 場合 
EE 。 
機能 
漢字 変換 行 を コン トロ ー ル し ます . 
この ファ ンク ショ ン は 日 本 語 FP か ら 使 う の で , 一 般 の アプ リケーション が 使っ て は いけ 
ませ ん . 
文 MD が 0 の 場合 
hendsp (0) 
モー ド 表 示 ウ イン ドウ を オー プン し ます . 
文 MD が 1 の 場合 
hendsp (1, PO0S, MESPTR) 
word POS : モー ド 表 示 ウ イン ドウ 中 の 位置 
1ong MESPTR : 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
モー ド 表 示 ウ イン ドウ の 中 の POS の 位置 か ら , MESPTR で 指 き され た 文字 列 を ノー マル 文字 
で 表示 し ます . 
廊 MD が 2 の 場合 
hendsp (2, POS, MESPTR) 
word POS : モー ド 表 示 ウ イン ドウ 中 の 位置 




































タ 9 





1ong MESPTR : 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
モー ド 表 示 ウ イン ドウ の 中 の POS の 位置 か ら , MESPTR で 指 き され た 文字 列 を リ パース 文 字 
で 表示 し ます . 
支 MD が 3 の 場合 
hendsp (3) 
モー ド 表 示 ウ イン ドウ を クロ ー ズ し ます . 
支 MD が 4 の 場合 
hendsp (4) 
内 カウ イシ ド 必 を オー プシ し 球 す 、 
支 MD が 5 の 場合 
hendsp (5, POS, MESPTR) 
word POS : 入力 ウイ ンド ウ 中 の 位置 
1ong MESPTR : 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
入力 ウィ ンド ウ の 中 の POS の 位置 か ら , MESPTR で 指 さ れ た 文字 列 を ノ ー マ ル 文字 で 表示 し 
ま %9 。 
支 MD が 6 の 場合 
hendsp (6, POS, MESPTR) 
word POS ) 入力 ウイ ンド ウ 中 の 位置 
1ong MESPTR : 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
入力 ウイ ンド ウ の 中 の PO0S の 位置 か ら , MESPTR で 指 さ きれ た 文字 列 を リバ ー ス 文字 で 表示 
3 
支 MD が 7 の 場 谷 
hendsp (7, POS) 
word POS : 入力 ウイ ンド ウ 中 の 位置 
POS 以 降 を も と に 戻し ます . 
支 MD が 8 の 場合 
hendsp (8) 
候補 ウイ ンド ウ を オー プン し ます . 
支 MD が 9 の 場合 
hendsp (9, POS, MESPTR) 
word POS ) 候補 ウイ ンド ウ 中 の 位置 
1ong MESPTR : 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
候補 ウイ ンド ウ の 中 の POS の 位置 か ら , MESPTR で 指 さ きれ た 文字 列 を ノ ー マ ル 文字 で 表示 
ゆま す 。 
災 MD が 10 の 場合 
hendsp (10, POS, MESPTR) 
word POS ) 候補 ウイ ンド ウ 中 の 位置 
long MESPTR : 表示 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
候補 ウイ ンド ウ の 中 の POS の 位置 か ら , MESPTR で 指 さ きれ た 文字 列 を リバ ー ス 文字 で 表示 
los ます 
支 MD が 1 の 場合 
hendsp (11) 
候補 ウイ ンド ウ を クロ ー ズ し ます . 














まま の 





コー ル 
( 例 は MD が 5 の 場合 ) 
De34 MSG1 
#1, - (SP) 
#5, - (SP) 
$FF18 
#8, SP 


dc.b 2 内力 用 クドウ 0 


$FF22 knjctr1l (MD, ??) 

サン プル ・ プ ログ ラム 
原則 と し て 一 般 の アプ リケーション か ら 使 うこ と は な い の で , 特に サン プル ・ プ ブロ グラ 
ム は 掲載 し ませ ん . 


中 F ビ 1 CurdrV[ ] 1 .Dx/.Dx 


引数 
2 っ 。 
返り 値 
DO0.L ドラ イブ 番号 A=0, B=1, … 
機能 

カレ ント ・ ド ライ ブ の ドラ イブ 番号 を 返し ます . 返り 値 に $41 を 加え る こと で ドラ イブ ・ 
ネー ム CA 一 72 の キャ ラク タコ ー ド ) を 得る こと が で きま す . 
コー ル 

dc. w $FF19 
参照 
$FFOE chdrv(DRIVE) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.206 SMPL7 





5 の 


呈 エ エビ]1A getss[INPPT ロ ] 1 .Dx/. ロ x 


ミミ 守 

ass INPPTR : 入 力 バ ッ フ ァ を 指す ポイ ンタ . 

妄 史 値 

串 上 入力 文字 数 . (INPPTR 二 1).b に 入っ て いる 値 と 同じ (0 一 255). 

INPPTR 二 0) .b 入力 最大 文字 数 . あら か じ め 呼 ぶ 側 で 値 を 入れ て お きま す . 

INPPTR 十 1) .b 実際 に 入力 され た 文字 数 が 入り ます (エン ド マ ー ク $00 は 数 えま せん ). 

INPPTR 十 2) 以降 入力 され な た 文字 列 が 入り ます . 入力 最大 文字 数 士 1 バイ ト の エリ ア を 確 
保 し て お く 必 要 が あり ます (エン ド マ ー ク $00 が 入る た め ). 

栓 能 

CR コー ド ま て で 文字 列 を 入力 し , 入力 バッ ファ に 格納 し ます . 最大 入力 文字 数 を 超え た と 

き ほ 警告 を 出し , 終了 し ませ ん . 押さ きれ た キー は 画面 に ヒコ ー バ ッ ク さ れ ま す . 

SFFOA gets と の 違い は , ブレ イク チェ ッ ク を 行なわ な い 点 で す . 

コー ル 


Dea TNPPTR 
$FF1A 
#4, SP 


TNPPTR: 
dc.b 40 
dc.b 0 
ds.b 41 


$FF01 getchar () 

$FFO6 inpout (CODE) 

$FFO7 inkey () 

$FFO8 getc() 

$FFOA gets(INPPTR) 

$FFOB keysns () 

$FFOC kflush (MODE, ??) 

$FF24 keyctr1 (MD, ??) 
サン プル ・ プ ログ ラム 

P.201 SMPL4 
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お FF 1 日 fgetcLFILENO]〕  .X/ 戸 9 


引数 
word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 
返り 値 
DO0.L 読み 出し た 文字 コー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF). ファ イル 終端 な ら ば ー1. 
機能 
ファ イル か ら 1 文字 読み 出し ます . 入力 が ある まで 待ち も 、 ブ レイ クチ ェ ッ ク は 行ない ま 
SG 
コール 
move.w #FILENO, - (SP) 
dc.w $FF1B 
addq.1 ##2,SP 
参照 
$FF1C fgets(BUFFER, FILENO) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF3F read(FILENO, DATAPTR, SIZE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.207 SMPL9 


お FF1O fgetSLINPPTH.FILENO]〕 TDK/.ODX 


引数 

1ong INPPTR : $FFOA gets な ど と 同様 な 構造 の バッ ファ を 指す ポイ ンタ 

word FILENO : ファ イル ・ ハ ンド ル 

返り 値 

DO.L 実際 に 得 ら れ た 1 行 の 文字 数 . (INPPTR 十 1) .b に 入っ て いる 値 と 同じ (0 
ー255). ファ イル 終端 以降 を 読み 出 そ を うと し た 場合 , 一 1. 

(INPPTR 十 0) .b 入力 最大 文字 数 . あら か じ め 呼 ぶ 側 で 値 を 入れ て お きま す . 

(INPPTR 二 1) .b 実際 に 入力 され た 文字 数 が 入り ます (エン ド マ ー ク $00 は 数 えま せん ). 

(INPPTR 二 2) 以降 入力 され た 文字 列 が 入り ます . 入力 最大 文字 数 十 1 バ イト の エリ ア を 確 
保 し て お く 必 要 が あり ます (エン ド マ ー ク $00 が 入る た め ). 





機能 
ファ イル か ら CR 十 LF を 行 未 コー ド と する 1 行 を 読み 出し ます . CR の み で は 行末 コー ド と 
し て 認識 され ませ ん . 
標準 入力 か ら の 入力 の 場合 , エコ ー バ ッ ク , ブレ イク チェ ッ ク を 行ない ます . 
コー ル 
#FILENO, - (SP) 
INPPTR 
$FF1C 
#6, SP 
















生計 PTR - 







dc.b 
dc.b 
ds.b 


40 
0 
41 











地 圭 
SFFOA gets (INPPTR) 
SFF1A getss (INPPTR) 
SFF3D open (NAMEPTR, MODE) 
SFF3F read(FILENO, DATAPTR, S1ZE) 
テン プル ・ プ ログ ラム 
『_210 SMPL10 











SFF1D fputo[CODE.,FILEN ロ ] LLX.X 


引数 
word CODE (た だ し $0000 一 $00FF) 
word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 











返り 値 

DO.L 異常 な し の 場合 は 1 (実際 に 書き 込ん だ 文字 数 ). 書き 込め な か っ だ 場合 は 0 か が 返 
る 。 

後 能 






ファ イル に 1 文字 書き 込み ます . 
標準 出力 へ の 出力 の 場合 プレ イク チェ ッ ク を 行ない ます . 
コー ル 






move.w #FILENO, - (SP) 
move.w #CODE, - (SP) 
dc. w $FF1D 

addq.1 #4,SP 














参照 
$FF02 putchar () 
$FF3C creat (NAMEPTR, ATR) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF3F read(FILENO, DATAPTR, SIZE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.207 SMPL9 









うら? 





5 る < 


中 FF 1 fputS([MESPTHL,.FILENO]〕 1.0x/.Dx 


引数 
long MESPTR : 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 
返り 値 
DO.L 実際 に 書き 込ん だ 文字 数 . 書き込め な か っ た 場合 は 0 が 返る . 
機能 
ファ イル に ポイ ンタ で 示し た 文字 列 を 書き 込み ます . 行末 に 改行 コー ド な ど は 付加 され 
ませ た 。 
ブレ イク 2 モッ ジ を 人 生 な の ます . 
コー ル 
#FILENO, - (SP) 
MESPTR 
$FF1E 
#6, SP 


MESPTR: 
NE *This is fputs test', 13, 10, 0 
参照 
$FF09 print(MESPTR) 
$FF3C creat (NAMEPTR, ATR) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF3F read(FILENO, DATAPTR, SIZE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.210 SMPL10 


中 FF1F gllclOSe[ ] 1 .Dx/.Dx 


引数 
2 た 
返り 値 
2 し 。 
機能 
現 傘 オデ ブン シン され て いる フラ フ ア イル を すべ て グロ 究 しじま す 、 
子 ブ プロ モス が オー プン し た フラ アァ アイル も クセ ロー ズ し ます 親 プ ロモ セス が オー プン し た ファ 
イル は クロ ー ズ し ませ ん . 
コー ルレ 
dC.W $FF1F 





参照 

$FF3E close(FILENO) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.207 SMPL9 





SFF ど 0 gupertSTAOCK]〕 2 王 四 x 


ョ 引数 
long STACK : シ ステ ム ・ ス タッ ク ・ ポ イン タ の 値 
反り 値 
D0.L STACK 王 0 の 場合 の み , 前 の シス テム ・ ス タッ ク ・ ポ イン タ の 値 . 負 の 数 な ら エ ラ 
ここ コー と の 9 
檎 能 
支 STACK が 0 の 場合 
テー ザー スタッ グッ ポイ ンク の 値 を シダ テム ・ ス タッ ク ・ ポ イン に 形 球 cE し 6 
CPU の 特権 状態 を スー パー バイ ザ 状 態 に 切り 替え ます . スー パー バイ ザ 状 態 で 動作 し て い 
る 間 , この ファ ンク ショ ン で 返さ れ た シス テム ・ ス タッ ク ・ ポ イン タ の 値 は , 再び ユー 
ザ 状 態 に 戻る と き に 必要 に な り ま すか ら , ワー クエ リア な ど に 保存 し て お く 必 要 が あり 
上 ほ 3396 
TI/0 ポ ー ト な ど , スーパ ー バ イザ 空 間 を アデ クセ ス す る だ め に は この ファ ンク ショ ン で を 
スー パー バイ ザ 状 態 に 切り 替え を て か ら ア クセ ス し ます . 
支 STACK が 0 以外 の 場合 
STACK の 値 を シス テム ・ ス タッ ク ・ ボ ポイ ンタ に セッ ト し て , CPU の 特権 状態 を ユー ザ 状 
態 に 切り 替え ます . 
コー ル 
(SM) - (SP) 
dc.w $FF20 
addq. #4, SP 
move. DO0, SSPBUF 
mOVe. USP, 40 * 省 略 可 
move.1 AO, USPBUF * 省 略 可 


USPBUF, A0 * ま 省略 可 
A0, USP * 省 略 可 
SSPBUF, - (SP) 

$FF20 

#4, SP 


USPBUF: * 省 略 可 
ds. 1 * 省 略 可 
SSPBUF : 
ds. 1 


* プロ セ モス 実行 前 の SP や SR の 内 容 は Human に よっ て 保存 きれ て いま す . し た が っ て , 短い テ 
スト 用 の プロ グラ ム な ど な ら ば , スー パー バイ ザ ・ モ ー ド を 解除 する こと な く プ ロ セ ス 
を 終了 し て も 構わ な いで し ょ う . 

サン プル ・ プ ログ ラム 
P.213 SMPL11 





中 お FF1 fnokey[MD * 56 二 FNO. 日 U り ビビ E ビ ロ 〕 回 %Z 宮 !X 


引数 

word MD*256 十 FNO ・MD は この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ,FNO は 操作 の 
対象 と する 定義 可能 な キー の 番号 を 指定 し ます . 

long BUFFER :・ 定義 可能 な キー に 設定 する 文字 列 を 指す ポイ ンタ . また だ, は 
定義 可能 な キー の 内 容 を 読み 出す バッ ファ を 指す ポイ ンタ . 


返り 値 
娘 MD が 0 の 場合 
@FNO が 0 の 場合 
すべ て の 定義 可能 な キー の 内 容 , 20X32 十 12x 6 , 計 712 バ イト が BUFFER の 指す バッ 
ファ に 返さ れ ま す . 
@ FNO が 1 一 20 の 場合 
定義 可能 な キー1 一 20 (ファ ンク ショ ン キ ー) の 内 容 。 32 フ バイ ト (31 バ イト 十 $00) 
が BUFFER の 指す バッ ファ に 返さ れ ま す . 
@FNO が 21 一 32 の 場合 
定義 可能 な キー21 一 32 (特殊 キー) の 内 容 , 6 バイ ト (5 バイ ト 十 $00) が BUFFER の 
指す バッ ファ に 返さ れ ま す . 
友 MD が 1 の 場合 
2 半 伺 
機能 
表 4 





FNO の 値 定義 可能 キー 





0 すべ て の 定義 可能 な キー 
F1 一 F10 
SHIFT 十 F1 一 F10 
ROLL UP 

ROLL DOWN 

INS 

DEL 

UP 1 

LEFT 一 
RIGHT … 
DOWN ! 

CLR 

HELP 

HOME 

UNDO 














廊 MD が 0 の 場合 
定義 可能 キー の 内 容 を 読み 出し ます . 結果 は BUFFER の 指す バッ ファ に 返さ れ ま す . 
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支 MD が 1 の 場合 





定義 可能 な キー の 内 容 を 設定 し ます . 31 行 モー ド の と き は 最 下 行 に ファ ンク ショ ン キ 
ー の 内 容 を 表示 し ます . 


キー の 内 容 と し て は , それ ぞ れ の キー に 定義 で きる 文字 数 以内 の 文字 列 を 指定 し ます . 


どの よう な 文字 を 指定 し て も か まわ な い の で す が , $FE だ け は 特殊 な 扱わ れ 方 を し ます . 
$FE に 続く 7 バイト は ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 に の み 用 いら れ , 実際 に その キー を 押し 
た 場合 に は 8 文字 目 以降 が 入力 され ます . 





sFELILHIHIHIH ロ ロロ 1 ロロ ーー ロ 

12345678 910 31 32 文 字 目 

ee 
表示 の み 実際 に 入力 され る 文字 
































この ファ ンク ショ ンコ ー ル は CON デ バイ ス に より サポ ー ト きれ ます . 


コー ル 


Dea BUFFER 
move.w #MD*256+FNO, - (SP) 


dc.w $FF21 

addq.1 +#6, SP 
BUFFER: 

ds.b が 2 
参照 


$FF23 conctr1 (MD, ??) 


サン プル ・ プ ログ ラム 


P.213 SMPL12 


お FF ど knJotrILMD.Pp] 


この ファ ンク ショ ン は 日 本 語 FP の た め に 用 意 き れ て いま す . 第 3 章 ,『 日 本 語 フ ロン ト ・ 
プロ セッ サ 』 を 参照 し て くだ さい . 





回 炎 ア 用 すれ) 











5Z 


9@ 


呈 FF ど コ ConotrILMD,PP] 1 .Dx/.Dx 


引数 
word MD :・ こ の ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 
その 他 の パラ メー タ は , 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て きま す . 
返り 値 
支 MD が 14 の 場合 
DO.L プ ァ シク ショ ン キ ー の 玩 一 設定 状況 
娘 MD が 16 の 場合 
DO.L スク リー ン モ ー ド の 設定 状況 
娘 MD が その 他 の 値 の 場 谷 
が 
機能 
廊 MD が 0 の 場合 
conctr1 (0, CODE) 
word CODE 
CODE で 指定 し た 1 バイ ト ・ デ ー タ を 表示 し ます . 
廊 MD が 1 の 場合 
conctr1 (1, MESPTR) 
long MESPTR 
MESPTR で ポイ ント し た 文字 列 を 表示 し ます . 
廊 MD が 2 の 場合 
conctr] (2, ATR) 
word ATR 
ATR で 指定 し た 属性 を セッ ト し ます . 








表 5 


ATR の 値 








それ ぞ れ の 強調 
それ ぞ れ の リバ ー ス 
それ ぞ れ の 強調 リバ ー ス 














娘 MD が 3 の 場合 
conctr ド (3, X, Y) 
word XY 
%, Y で 指定 し た 座標 に カー ソル を 移動 し ます . 








支 MD が 4 の 場合 
conctr] (4) 


放 MD が 5 の 場合 


conctr1 (5) 


支 MD が 6 の 場合 
conctr1 (6, N) 
word 。 N 


は 1 を 指定 し た と 

支 MD が 7 の 場合 
conctr] (7, N) 
word 。 N 


と 同じ . 


は 1 を 指定 し た と き と 同 じ . 
廊 MD が 8 の 場合 

conctr1 (8, N) 

word 。 N 





1 行 下 に カー ソル を 移動 し ます . 最 下行 で は スク ロー ル ・ ア ッ プ し ます . 


1 行 上 に カー ソル を 移動 し ます . 先頭 行 で は スク ロー ル ・ ダ ウン し ます . 


N 行 上 に カー ソル を 移動 し ます . スク ロー ル ・ ダ ウン し ませ ん . N に 0 を 指定 し た 場合 
き 


N 行 下 に カー ソル を 移動 し ます . スク ロー ル ・ ア ッ プ し ませ ん . N に 0 を 指定 し た 場合 


N 文 字 右 に カー ソル を 移動 し ます . N に 0 を 指定 し た 場合 は 1 を 指定 し た と き と 同 じ . 


支 MD が 9 の 場合 
conctr1 (9, N) 
word  N 


N 文 字 左 に カー ソル を 移動 し ます . N に 0 を 指定 し た 場合 は 1 を 指定 し た と き と 同 じ . 


文 MD が 10 の 場合 
conctr] (10, MOD) 
word MOD 


6 
MOD に し た が っ て 画面 の クリ ア を 行ない ます . 





MOD 


機 能 








カー ソル 位置 か ら 最 終 行 左端 まで クリ ア | 


ホー ム か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で クリ ア 


画面 御 全体 を クリ ア 。 カ ー ソ ル は ホー ム 


プイ So 





支 MD が 11 の 場合 
conctr1 (11, MOD) 
word MOD 
MOD に し た が っ て 現在 行 の クリ ア を 行 を いま す . 表 7 








MOD 





0 
1 
2 








行 の 左端 か ら カ ー ソ ル 仁 置 ほ で 
カー ソル の ある 行 を 一 行 会 難 テ 


















支 MD が 12 の 場合 
conctr1 (12, N) 
word 。 N 
カー ソル 行 に N 行 挿入 . N に 0 を 指定 し た 場合 は 1 を 指定 し た と き と 同 じ . 
支 MD が 13 の 場合 
conctr] (13, N) 
word  N 
カー ソル 行か ら N 行 削除 、N に 0 を 指定 し た 場合 は 1 を 指定 し た と き と 同 じ . 
文 MD が 14 の 場合 

conctr] (14, MD) 

word  WD 
MD に し た が っ て 最 下 行 の ファ ンク ショ ン キ ー の 表示 状態 を 設定 し ます . 返り 値 と し て 
DO に 前 の モー ド が 返り ます . スク ロー ル 範 囲 は リセ モッ ト さ れ ま す . 









































モモ. 三 ま 










ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 。 ス クロ ー ル 範 
囲 は 0 て 31 に な り ま す 。 

1 シフ ト フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 表 示 。 ス クロ 
ー ル 範囲 は 0 て 31 に な り ま す 。 

2 何 も 表 示し ませ ん 。 ス クロ ー ル 範囲 は 0 
て 31 に な り ま す 。 

3 普通 の 行 と し ます 。 ス クロ ー ル 範囲 は 0 
で て 32 に な り ま す 。 

ー1 | 何 も し ませ ん 。 前 の モー ド が D0 に 返る だ 
けけ で す 。 




























文 MD が 15 の 場合 
conctr] (15, YS, YL) 
word YS, YL 
スク ロー ル ・ エ リア スタ ー ト 行 YS、 スクロール 行 数 YL を 指定 し て , スク ロー ルル 範囲 を 
設定 し ます . YS 十 YL の 値 は ファ ンク ショ ン キ ー を 表示 し て いる 状態 で は 31 ま で , 表示 し 
て いな を な い 状 態 で は 32 ま で で す . 
実行 後 は 絶対 座標 (0,.YS) が 新しい ホー ム 位 置 と な り , その 後 は 論理 座標 の (0,.0) と 
な り ま す . カー ソル は 新しい ホー ム 位置 に 移動 し ます . 
娘 MD が 16 の 場合 
conctr1 (16, MOD) 
word MOD 
MOD に し た が っ て スク リー ン モ ー ド を 変更 し ます . 返 り 値 と し て DO0 に 前 の モー ド が 返り 
ます . 

















6 の 





スク リー ン モ ー ド 





高 解像度 モー ド 768 * 512 グ ラフ ィ ッ ク な 

し 

高 解像度 モー ド 768 * 512 グ ラフ ィ ッ ク 16 

色 

高 解像度 モー ド 512* 512 グ ラフ ィ ッ ク な 

し 

高 解像度 モー ド 512* 512 グ ラフ ィ ッ ク 16 

色 

高 解像度 モー ド 512*512 グ ラフ ィ ッ ク 

256 色 

高 解像度 モー ド 512*512 グ ラフ ィ ッ ク 

65536 色 

何 も し ませ ん 。 前 の モー ド が D0 に 返る だ 
け で す 。 | 








ゴ 





到 MD が 17 の 場合 
conctr] (17) 
カー ソル を 表示 する モー ド に し ます . 
支 MD が 18 の 場合 
conc tr1 (18) 
カー ソル を 表示 し な い モ ー ド に し ます . 


この ファ ンク ショ ンコ ー ル は CON デ バイ ス に より サポ ー ト され ます . 
コー ル 
( 例 は MD が 16 の 場合 ) 
clr.w  -(SP) 
move.w #16, - (SP) 
dc.w $FF23 
addq.1 #4, SP 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.213 SMPL12 
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お FF ど 4 keyotrILMD.Pp] Bk/ 呈 DX 


引数 
word MD : この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 
その 他 の パラメータ は , 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て き 


ます . 





返り 値 

MD が 0 の 場合 

DO.L キー コー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF) 
文 MD が 1 の 場合 

DO.L キー コー ド (た だ し $00000000 一 $000000FF) 
支 MD が 2 の 場合 

DO.L シフ トキ ー の 状態 


表 10 





b10 


b 9 


b 8 


BZ 


b 6 


b 4 


b 3 


: 汐 


要 : 聞 


ー ト 


い 





全角 


牙 学 労 示 


INS 


CAPS | コー ド 


カナ 


opt2 


optl 





























ctrl Shift | 





ビッ ト が 1 の キー が 押さ れ て いる / ロ ッ ク さ れ て いる (その 他 の ビッ ト は 意味 を 持た な 
い ) . 
文 MD が 3 の 場合 
DO.L 指定 し た キー コー ド グ ル ー プ の キー 状態 
IOCS $04 B BITSNS 参 照 





機能 
娘 MD が 0 の 場合 
keyctr1 (0) 
キー 入力 を 行ない , キー コー ド を D0 に 返し ます . IOCS $00 B KEYINP に 相当 . 
文 MD が 1 の 場合 
keyctr1 (1) 
キー コー ド の 先読み を 行ない , 結果 を DO に 返し ます . IOCS $01 B KEYSNS に 相当 . 
文 MD が 2 の 場合 
keyctr1 (2) 
シフ トキ ー 状 態 を セン ス し , 結果 を DO に 返し ます . IOCS $02 B SFTSNS に 相当 . 
文 MD が 3 の 場合 
keyctr1 (3, GROUP) 
word GROUP 
指定 キー グル ー プ の モ センス を 行ない , 状態 を DO に 返し ます . 10CS $04 B BITSNS に 相 
和 
支 MD が 4 の 場合 
keyctr1 (4, INSMODE) 
word INSMODE 
INS | キー の on ($00FF) /off ($0000) を 設定 し ます . 返り 値 は あり ませ ん . 
この ファ ンク ショ ンコ ー ル は CON デ バイ ス に より サポ ー ト され ます . 





















コー ルル 
昌 弄 ほ 画 が 3 の 場合 ) 
吾 OYe.W #$E, - (SP) 
move.W +#3, - (SP) 
dc.w $FF24 
addq.1 #4,SP 
ンプ ブル ・ プ ログ ラム 
『_3216 SMPL13 















1] .Dx/ 如 .Dx 





ラビ F ど 5 intvcs[INTNO.JODBAD ロ ] 


ョ 数 
mrd 。 INTNO  : 各種 ベク ター を 示す 値 
ansg JOBADR : 割り 込み 処理 アド レス 










宮 り 値 
DO.L 設定 前 の ベク タ 
三 束 






各種 ベク タ (ハー ド / ソ フト 割り 込み , IOCS、。 ファ ンク ショ ンコ ー ル ) を 設定 し ます . 
支 INTNO が $00-$FEF の 場合 
$00000000 一 $000003FFR に ある ハー ド / ソ フト 割り 込み ベク ター を 設定 し ます . INTNO は 
ベク タ 番 号 で , 実際 に ベク タ が 格納 され る の は INTNO0x 4 の アド レス で す . 
支 INTNO が $100 一 $1FF の 場合 
I0CS コ ー ル , $00 一 $FF ま で の 処理 アド レス を 設定 し ます . 
支 INTNO が $EFF00ー$FEFF の 場合 
ファ ンク ショ ンコ ー ル , $FF00 一 $FFFF の 処理 アド レス を 設定 し ます . 
ーー ノル レ 










pea_ JOBADR 
move.W #INTNO, - (SP) 
dc.w $FF25 
addq. 1 #6,SP 








参照 
$FF35 intvcg(INTNO) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.216 SMPL14 














6 タ 


お FF ど 6 pspset[ ピ SPAD ロ 〕 1.0x/.Dx 


引数 
1ong PSPADR :PSP を 作成 する デ ド レス 
返り 値 
な し 
機能 

PSPADR で 示す アデ ドレ ス か ら PSP (正確 に は プロ セス 管理 テー ブル ) を 作成 し, 制御 を 移し 
ます . PSPADR に は $FF48 malloc の 返り 値 (メモ リ 管 理 ポ イン タ の 先頭 士 S10) を 指定 し ま 
時 交 

この ファ ンク ショ ンコ ー ル は , ひと つの プロ セス か ら 別 の プロ セス を メモ リ 上 に 作成 す 
る 場合 に 使い ます . 

作成 され る PSP は 次 の よう な も の で す . 








@ 環 境 , | CTRL | 十 | と | で の リタ ー ン ・ ア ドレ ス , エラ ー に よる リタ ー ン ・ ア ドレ ス は 
現在 の も の を 引き 継ぐ . 

る プロ モス 終了 時 の リタ ー ン ・ ア ドレ ス は S$FF26 pspset を コー ル し た 光 の アド レス . 

@ コ マン ドラ イン の アド レス は $00000000. 

免 フ ァイル ・ ハ ンド ル の 使用 状況 は , すべ て 0. 

















@bss プ ヒー プス タッ ク は すべ て 0. したがって, プロ セス と し て の 中 身 は まっ たく な 
MA 

信 新 し い プ ロモ セス は 「 親 あり 」 に 設定 . 

@ 「exec さ れ だ ファ イル 」 関 係 は 空白 . 


その 他 の パラメータ は きち ん と 設定 され ます . 
また , 現在 の プロ セス の PSP に は , この コー ル で 作成 し た PSP の 先頭 アド レス が 子 プ ロ セ 
ス の PSP と し て 登録 され ます . 
コー ル 
move. 1 #PSPADR, - (SP) 
dc. w $FF26 
addq.1 #4, SP 
参照 
$FF48 malloc(LEN) 
$FF5(0 setpdD (PDBADR) 
$FF51 getpdb() 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.219 SMPL15 











呈 FF ど ノ gettim ど [ ]〕 1.0x/ 己 .0x 





引数 
し 
返り 値 
DO0.1 現在 の 時 刻 
b31< > b0 
00000000 000hhhhh 00mmmmmm 00ssssss 
bit16 一 20 (hhhhh) 0 一 23 時 
bit 8 一 13(mmmmmm) 0 一 59 分 
bit 0 一 5(ssssss) 059 秒 
機能 


現在 の 時 刻 を DO に 返し ます . 
10CS の $52 TIMEBCD, $57 TIMEBIN。$59 TIMECNV, $5B TIMEASC で 使用 され て いる バイ ナ 
リ 形 式 の 時 刻 フ ォ ー マ ッ ト と 同一 な デー タ 形 式 で あり , $FF2C gettime の デー タ 形 式 と は 暴 
な り ま す . 
コー ル 
dc. w $FF27 
参照 
$FF28 settim2 (TIME) 
$FF2A getdate() 
$FF2B setdate(DATE) 
$FF2C gettime () 
$FF2D settime (TIME) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.202 SMPL5 
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上 ヤ 上 ri 
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呈 ビ F settim ら [TIME] 1 .Dx/.Dx 


引数 

1ong TIME 
b31< > b0 
00000000 0000hhhh 00mmmmmm 00ssssss 





bit16 一 20 (hhhhh) 0 一 23 時 
bit 8 一 13(mmmmmm) 0 一 59 分 
bit 0 一 5(ssssss) 0 一 59 秒 

返り 値 

DO0.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 

機能 


時 刻 を TIME の 値 に し た が っ て 設定 し ます . 

IOCS の $52TIMEBCD, $57TIMEBIN。 $59TIMECNV, $5BTIMEASC で 使用 され て い る バイ ナリ 形 
式 の 時 刻 フ ォ ー マ ッ ト と 同一 な デー タ 形 式 で あり , $FF2D settime の デー タ 形 式 と は 異な り 
まず 。 
コー ル 


move.1 #TIME, - (SP) 
dc. w $FF28 
addq.1 #4,SP 


$FF27 gettim2 (TIME) 
$FF2A getdate() 
$FF2B setdate (DATE) 
$FF2C gettime () 
$FF2D settime(TIME) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.205 SMPL5 








5 ラ FF ら namests[FILE. 昌 U り FFE ビ ロロ ] 


ョ ョ 致 

long 。 FILE ・ フ ァイル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 

long BUFFER  : 結果 が 入る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 

生 り 値 

DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 

(BUFFER 十 0) .b 0 な ら ワ イル ドカ ー ド 指定 な し , $FF な ら フ ァイル 指定 な みな し. それ 以外 
は ワイ ルド カー ド 指 定 あり . 

(BUFFER 十 1) .b ドラ イブ 番号 . A 三 0, B ニ 1… 

(BUFFER 十 2) . b 

・ パス 文字 列 。、 エ ンド マー ク は $00. 

(BUFFER 十 66) .b (65 バ イト ) 

(BUFFER 十 67) .b 
ファ イル ・ ネ ー ム . 8 文字 . 8 文字 以下 の 場合 は $20 (スペ ー ス ) で 埋 
め ら れる . 

(BUFFER 十 74) . 

(BUFFER 十 75) . 

3 拡張 子 . 3 文字 . 3 文字 以下 の 場合 は 820 (スペ ー ス ) で 埋め られ る . 

(BUFFER 十 77) . 

(BUFFER 十 78) . 

ファ イル 名 残り . 10 文 字 . 10 文 字 以 下 の 場合 は $00 で 埋め られ る . 





(BUFFER 十 87). 
機能 

ファ イル ・ ネ ー ム を バッ ファ に 展開 し ます . バッ ファ は 88 バ イト 必要 で す . 

動作 は $FF37 nameck と 似 て いま す が , ドラ イブ ネー ム を 番号 に 直し て 返し た り , ファ イ 
ル 名 の 先頭 8 文字 と 残り の 10 文 字 を 分 離し て 返す な ど , こち ら の 方 が より ハー ドウ ェ ア 寄 
り の 情報 が 得 ら れ ま す . 

コー ル 


BUFFER 
FILE 

$FF29 
#8, SP 


FILE: 
dc.b "人 貞 :\ ま COMMAND.X" 0 
BUFFER: 
ds.b 88 
参照 
$FF37 nameck(FILE, BUFFER) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.220 SMPL16 








お FF ど A getdate[ ]〕 1 .Dx/ 如 .Dx 


引数 

3 選 。 

返り 値 

DO.L 現在 の 日 付 . 
b31< > bO 
00000000 00000www yyyyyyym mmmddddd 





bit16 一 18 (www) 0 一 6 (日 , 月 … 土 曜日 ) 
bit 9 一 15 yyyyyy) 0 一 119 ( 十 1980) 年 
bit 5 一 8(mmmm) 1 一 12 月 
bit 0 一 4(ddddd) 1 ご 31 日 
機能 
現在 の 日 付 を DO に 返し ます . 
コー ル 
dc.W $FF2A 
参照 
$FF27 gettim2 () 
$FF28 settim2 (TIME) 
$FF2B setdate (DATE) 
$FF2C gettime () 
$FF2D settime (TIME) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.222 SMPL17 


お FF ら BB setdate[DATE] の 宮 


引数 

word DATE , 設定 する 日 付 . 
b15 一 ーー 一 一 一 一 -> b0 
YYYyYyym mmmddddd 


bit 9 一 15 yyyyyy) 0 一 119( 十 1980) 年 
bit 5 一 8(mmmm) 和訳 
bit 0 一 4(ddddd) 1 一 31 日 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
日 付 を DATE の 値 に し た が っ て 設定 し ます . 
コー ル 
move.W #DATE, - (SP) 
dc. w $FF2B 
addq.1 #2, SP 





6 ざ 





季 天 
SFF27 gettim2 () 
$SFF28 settim2 (TIME) 
$FF2A getdate () 
$FF2C gettime () 
$FF2D settime (TIME) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.222 SMPL17 


呈 F ビ どら gettime[ ] 1 .0x/.Dx 


引数 

あじ 

返り 値 

DO.w 現在 の 時 刻 
b15 一 b0 
hhhhh mmm mmm sssss 


bit11 一 15 (hhhhh) 0 一 23 時 
bit 5 一 11(mmmmmm) 0 一 59 分 
bit 0 4(ssssss) (0 一 29) x 2 秒 


機能 
現在 の 時 刻 を DO に 返し ます . 
$FF27 gettim2 と は デー タ 形式 が 異な り ま す . 秒 の 位 が 2 秒 単 位 で 戻っ て くる こと に 注意 
し て くだ さい . 実際 の 秒 を 得る た め に は , 返り 値 の 秒 の 位 を 2 倍 す る 必要 が あり ます . 
コー ル 
dc.w $FF2C 
参照 
$FF27 gettim2 () 
$FF28 settim2 (TIME) 
$FF2A getdate() 
$FF2B setdate (DATE) 
$SFF2D settime(TIME) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.222 SMPL17 
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呈 F ビ どら ロ settimeLTIME] 1 .Dx/.Dx 


引数 
word TIME : 設定 する 時 刻 
0 


hhhhh mmm mmm sssss 


bit11 一 15 (hhhhh) 0 一 23 時 
bit 5 一 11 (mmmmmm) 0 一 59 分 
bit 0 一 4(Sssssss) (0 一 29) ※ 2 秒 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エニ エラー コード 
機能 
時 刻 を TIME の 値 に し た が っ て 設定 し ます . 
$FF28 settim2 と は デー タ 形 式 が 異な り ま す . 秒 の 位 を 2 秒 単 位 で 設定 する 必要 が ある こ 
と に 注意 し て くだ さい . 実際 の 秒 を 設定 する た め に は , 2 で 割っ た 値 を 設定 する 必要 が あ 
Me ま -9 
コー ル 
move.w #TIME, - (SP) 
dc. w $FF2D 
addq. 1 #2,SP 


$FF27 gettim2 () 
$FF28 settim2 (TIME) 
$FF2A getdate() 
$FF2B setdate (DATE) 
$FF2C gettime() 
サン プル ・ プ ログ ラム 
RE 222 SMEHHZ 


呈 FF ど ビ verify[FLG]〕 1 .Dx/ 如 .Dx 


引数 

word FLG ss/ ア イア ラテ ジン / 
0 べり ファ イ し な い 
より テル する 


返り 値 
な ル 。。 
機能 
ベリ ファ イフ ラグ を 設定 し ます .、 ベ リフ テイ ララ グ ま を 1 に 設定 する と , ディ スク の 入出 
カカ 時 に デー タ の ベリ ファ イ を 行ない ます . 








move.W #FLG, - (SP) 
dc.w $FF2E 
addq.1 #2,SP 







季 寺 

SFF54 Yerifyg() 
ンプ ブル ・ プ ログ ラム 
『.246 SMPL33 








=FF ど F dupO(FILENO.NEWNO]J 1.X/ ど JE 


ョ 到 
mord FILENO : ファ イル ・ ハ ンド ル 
Ord NEWNO :FILENO を 強制 複写 する ファ イル ・ ハ ンド ル (0 一 4). 
返り 値 
DO.L NEWNO ハ ンド ル の コピ ー 前 の 値 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
徐 能 

FILENO の ファ イル ・ ハ ンド ル を NEWNO の ファ イル ・ ハ ンド ル に 強制 複写 し ます . NEWNO の 
と り 得 る 値 が 0 一 4 で ある 点 に 注意 し て くだ さい . それ 以上 を 指定 する 場合 は $FF46 dup2 
を 使い ます . 

Human の 用 意 す る 0 一 4 の 標準 ファ イル ・ ハ ンド ル の デフ ォ ル ト 値 は シス テム ・ ワ ー ク に 
保存 きれ て いま す . FILENO に 0 一 4 を 指定 し た 場合 , NEWNO に コピ ー さ れる の は デフ ォ ル ト 
値 で す . し た が っ て , dup0 5, 0) の よう な 操作 を 行なっ て 標準 入 カ ハン ドル ヘ へ ハン ドル 5 を 


複写 し た 後 , dup0 (0, 0) を 実行 すれ ば 標準 入力 ハン ドル を デフ ォ ル ト ・ デ バイ ス に 戻す こと 
が で きま す . 

この ファ ンク ショ ンコ ー ル は CTTY コ マン ド / リ ダイ レク ト を 実現 する の に 使わ れ て いま 
6 
コー ル 


move.w #NEWNO, - (SP) 
move.W #FILENO, - (SP) 
dc.w $FF2F 
addq.1 #4,SP 
参照 
$FF45 dup(FILENO) 
$FF46 dup2 (FILENO, NEWNO) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.239 SMPL29 
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号 FF ビ コロ vernum ] 1 .Dx/. ロ x 


引数 
な し . 
返り 値 
DO.L 上 位 16 ビ ッ ト = '68' ($3638) 
下位 16 ビ ッ ト = 整数 部 *256 十 小数 部 


機能 
Human68K の バー ジョ ン 番 号 を 返し ます . 
コー ル 
dc.w $FF30 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.224 SMPL18 


お FF コ 1 keeppr[PHGLEN.CODEJ〕 


引数 
1ong PRGLEN  : 常駐 する プロ セス の 大 きき に じ ヾ イト) 
word CODE 終了 コー ド 
返り 値 
な し (戻っ て こない ). 
機能 
プロ グラ ム の 先頭 か ら PRGLEN で 示さ れる 大 き さ を 残し て , プロ セス を 芝 駐 終了 し ます . 
CODE は 終了 コー ド で , 通常 は 0 で す が , エラ ー が 発生 し た こと な ど を 親 プ ロ セ ス に 知ら 
せる 場合 な ど に は 適当 な 値 を 設定 し て お きま す . 
コー ル 
move.w #CODE, - (SP) 
move.1 #PRGLEN, - (SP) 
dc.w $FF31 
参照 
$FFOO exit() 
$FF4C exit2 (CODE) 
$FF4D wait() 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.216 SMPL14 











=FF 紀 getdpD[DRIVE.DPBPT ロ 〕 1.0x/.0x 


ョ 数 

word DRIVE ら ウ チイ プ 和 アデ ント や ドラ シッ プー0. 4 ニニ 1.B ニ 2.。 

Jang DPBPTR 5UFD (ドラ イブ パラ メー タ ・ ブ ロッ ク ) を コビー する パッ ファ 天 牟 赤 氷 
パー ンス 。 

守り 値 


D0-L 負 の 数 の 場合 は エニ ラー コー ド 








DPBPTR 十 0) .b 装置 番号 . A=0, B=1, … 
DPBPTR 十 1) .b 装置 ドラ イ バ で 使う ユニ ッ ト 番 号 

DPBPTR 十 2) . w + セク 夕 当 たり の バイ ト 数 

DPBPTR 十 4) .b 1 クラ スタ あたり の セク タ 数 一 1 

(DPBPTR 十 5) .b クラ スタ ーー セク タ の シフ トカ ウン ト 
DPBPTR 十 6) . w FAT の 先頭 セク タ 番 号 

(DPBPTR 十 8) .b FAT 領域 の 個数 

(DPBPTR 十 9) .b FAT の 占め る セク タ 数 ( コ ビ ピー の 分 は 別 ) 
(DPBPTR 十 10).w ルー トディ レク トリ の 個数 

(DPBPTR 十 12) . w デー タ 部 の 先頭 セク タ 番 号 

(DPBPTR 十 14).w 総 ク ラス タ 番 号 十 1 

(DPBPTR 二 16).w ルー トディ レク トリ の 先頭 セク タ 番 号 
(DPBPTR 十 18).1 装置 ドラ イ ババ へ へ の ポイ ンタ 

(DPBPTR 十 22) .b メデ ィ ア ・ バ イト 

(DPBPTR 十 23).b DPB 使用 フラ グ (ーーIc で の CBy2s28Svley) 
(DPBPTR 十 24).1 光 の DPB へ の ポイ ン タ 

(DPBPTR 十 28).w カレ ント ・ ディ レク トリ の クラ スタ 番号 (0 は ルー ト を 表わす ) 
(DPBPTR 二 30) .b 


3 カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の 文字 バッ ファ (64 バ イ ド ) 
(DPBPTR 十 93) .b 
機能 
指定 し た ドラ イブ 番号 の DPB (ドラ イフ パラ メー タプ ロ ッ ク ) を バッ ファ に コピ ー し ま 
す 9 
バッ ファ は 94 バ イト 必要 で す . 
Human1.0x で は / で 区 切ら れ た パス ・ リス ト が 返っ て きま す が , Human2. 0x で は 壮 で 区 切ら 
れ だ た パス ・ リ スト が 返っ て きま す . 
コー ル 
Dea DPBPTR 
move.W #DRIVE, - (SP) 
dc.w $FF32 
addq.1 #6, SP 


DPBPTR: 





参照 
$FF36 dskfre (DRIVE, BUFFER) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.225 SMPL19 


お FF33 DreakCk[FLG] 


引数 
word FLG 開 有 2 ニク アジ ラジ 
字 !0 指定 の ファ ンク ショ ンコ ー ル の み チ ェ ッ ク す る 
すべ て の ファ ンク ショ ンコ ー ル で チェ ッ ク す る 
デー1 設定 状況 を 見 る だ け 


返り 値 

DO.L プ ブレー ク フ ラ グ の 設定 状況 
ー0 指定 の ファ ンク ショ ンコ ー ル で の み ブ レー クチ ェ ッ ク す る 
1 すべ て の ファ ンク ショ ンコ ー ル で ブレ ー ク チェ ッ ク す る 


機能 
プ ブレー ク フ ラ グ を 設定 / 参 照 し ます . 
ルル 
move.W #FLG, - (SP) 
dc.W $FF33 
addq.1 #2, SP 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.226 SMPL20 





_ 呈 ビ 84 drvxchg[OLD.NEW] 1 .0x/.0x 


ミ 厩 
word OLD : カ レン ト ・ ド ライ ブ =0, A=1, B=2 
ord NEW / 
二 り 値 
着 上 し 人 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
礁 例 
DLD の ドラ イブ と NEW の ドラ イブ を 入れ 替え ます . 
0ID と し て A ド ライ ブ を , NEW と し て B ド ライ ブ を 指定 し て この ファ ンク ショ ン を 実行 し 
た 場合 、 B ド ライ ブ で あっ た ドラ イブ が A と し て , A ド ライ ブ で あっ た ドラ イブ が B と し 
で 扱わ れる よう に な り ま す . 
コー ル 
move.Ww #NEW, - (SP) 
move.Ww #OLD, - (SP) 
dc. w $FF34 
addq.1 #4, SP 
季 昧 
$SFF5F assign (MD, ???) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.226 SMPL21 


呈 FF35 intvog[INTNO]〕 TX7 己 員 


引数 
WOrd INTNO  : 割 り 込 み ベ クタ を 示す 値 . 
返り 値 
DO.L ベク タ の 値 
機能 
廊 INTNO が $0000ー$00EF の 場合 
$00000000 一 $000003FF に ある ハー ド / ソ フト 割り 込み ベク ター を 読み 出し ます . INTNO 
は ベク タ 番 号 で , 実際 に ベク タ が 格納 され て いる の は INTNOX 4 の アドレス で す . 
支 INTNO が $FF00 一 $FFFF の 場合 
ファ ンク ショ ンコ ー ル , $FF00 一 $FFFF の 処理 アド レス を 読み 出し ます . 
コー ル 
move.w #INTNO, - (SP) 
dc.w $FF35 
addq.1 +#2, SP 
参照 
$FF25 intvcs (INTNO, JO0BADR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.216 SMPL14 








お FF3 dskfre[DHIVE. 巳 U り ビビ ヒロ ] 


引数 

word DRIVE j: カレ ント ・ ド ライ ブ テ 0,A1, B 三 2, … 
1ong BUFFER : 結果 が 入る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
返り 値 


DO.L 使用 可能 な バイ ト 数 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 


(BUFFER 十 0).w 使用 可能 な クラ スタ 数 
(BUFFER 十 2) .w 絵 ク ラス タ 数 
(BUFFER 十 4) .w 1 クラ スタ あたり の セク タ 数 
(BUFFER 十 6) . w 1 セク タ あ た り の バイ ト 数 
機能 3 
ディ スク の 残り 容量 を 返し ます . 
バッ ファ アァ は 8 バイト 必要 で す . 
コー ル 


Dea BUFFER 
#DRIVE, - (SP) 
$FF36 
#6, SP 


BUFFER: 
ds.w 
参照 
$FF32 getdpb (DRIVE, DPBPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.227 SMPL22 


1 .Dx/ 如 .Dx 








Se 


ヽ 、 


忠 FF ヨ フ nameok〔(FILE. 日 U り ビビ FE 貴 ] ] .0x/.Ox 
引数 

1ong FILE : ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 

1ong BUFFER 結果 が 入る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 

返り 値 


DO.L $00 な ら ワ イル ドカ み ー ド 指定 な し . 
$EF な ら フ ァイル 指定 な し . 
それ 以外 の 正 の 数 の 場合 は ワイ ルド カー ド 指 定 あり . 
負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 


(BUFFER 十 0) .b 
ドラ イブ ネー ム ." 4:”" な ど . 
(BUFFER 十 1) .b (2 バイト) 
(BUFFER 十 2) .b 
- パス ネー ム . エン ド マ ー ク は $00. 
(BUFFER 十 66) .b (64 二 1 バイ ト ) 
(BUFFER 十 67) .b 
: ファ イル ・ ネ ー ム . エン ド マ ー ク は $00. 
(BUFFER 十 85) .b (18 二 1 バイ ト ) 
(BUFFER 十 86) .b 
拡張 子 。 ピ リオ ド 含 む . エン ド マ ー ク は 
(BUFFER 十 91).b  $00 (1 十 3 二 1 バイ ト ). 





機能 

ファ イル ・ ネ ー ム を バッ ファ に 展開 し ます . バッ ファ は 92 バ イト 必要 で す . 

エラ ー リ ター ン し た 場合 は BUFFER の 内 容 は 意味 を 持ち ませ ん . 

Human1.0x で は / で 区 切ら れ た パス ・ リ スト が 返っ て きま す が , Human2.0x で は \ で 区 切ら 
れ た パス ・ リ スト が 返っ て きま す . 

$FF29 namests と 動作 が 似 て いま す が , こち ら の 方 が より 0S 寄 り の 情報 を 得 ら しれ ます. 
コー ル 

Dea BUFFER 


Dea FILE 

dc.w $FF37 

addq.1 #8,SP 
FILE: 

dc.b "AA:\COMMAND.X ,0 
BUFFER: 

ds.b 92 
参照 


$FF29 namests (FILE, BUFFER) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.233 SMPL26 








ZZ 









お FF3 紀 mkdirLNAMEPT ロ ] 1.0x/ 選 .Dx 
引数 
















1ong NAMEPTR : デ ィ レ クト リ の 名 前 を 指す ポイ ンタ 
返り 値 

DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 

機能 


ディ レク トリ を 作成 し ます . 
コー ル 





Dea NAMEPTR 
dc. w $FF39 
addq.1 #4,SP 








NAMEPTR: 
















dc.b *A:\BIN',0 


参照 





$FF3A rmdir(NAMEPTR) 

$FF3B chdir (NAMEPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.229 SMPL23 


お FF ヨ A rmdirLNAMEPT ロ ] 
引数 





long NAMEPTR : デ ィ レ クト リ の 名 前 を 指す ポイ ンタ 
返り 値 

DO.L 人 負 の 数 の 場合 は テラー コード 

機能 


ディ レク トリ を 削除 レ し ます . カレ ント ・ デ ィ レ クト リ や , 中 に ファ イル が 1 つ で も 存在 
する ディ レク トリ は 削除 で きま せん . 
コー ル 







Dea NAMEPTR 
dc. w $FF3A 
addq.1 #4, SP 


NAMEPTR: 











dc.b 人 貞 :\BIN',0 
参照 
$FF39 mkdir(NAMEPTR) 
$FF3B chdir (NAMEPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.230 SMPL24 


Z8@ 



























5FF 日 chdirLNAMEPT ロ 〕 


引数 
long NAMEPTR : デ ィ レ クト リ の 名 前 を 指す ポイ ンタ 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
後 能 
カレ ント ・ デ ィ レ クト リ を 変更 し ます . 
ョ ー ル 
Dea NAMEPTR 
dc. w $FF3B 
addq.1 #4, SP 


NAMEPTR: 
dc.b "AA:\BIN', 0 
参照 
$FF39 mkdir (NAMEPTR) 
$FF3A rmdir(NAMEPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.229 SMPL23 






HumanB8K の ら HD ディ スク 


Human68K の 2HD デ ィ ス ク は PC-9801 の MS-DOS 2HD デ ィ ス ク と 互 換 性 が あり ます . よっ て , ASCII フ ァイル は 
当然 と し て , バイ ナリ ・ フ ァイル も 双 方 で 読み 書き で きま す . た だ し , Human68K で は フ ァイル 名 に 小文字 
が 話 き れ て いま す が , MS-D0S の 方 で は ディ レク トリ を 取る と 表示 され る だ け で ,。 アク セス で きま せん CA 
SE.X な ど で 大 文字 に する と アク セス で きる よう に な り ま す . 

DISKCOPY コ マン ド は それ ぞ れ 同じ 働き を し ます .。 よっ て 。 Haman68K の ディ スク を DISKCOPY.EXE で コピ ー 


で きま すし , MS-DOS の ディ スク を DISKCOPY.X で っ 中 連 お る とる も る で きま す 。 

だ だし, FORMAT コ マン ド は IPL が 異な る た め , 基本 的 に は 互換 性 が あり ませ ん . FORMAT.EXE で フォ ー マ ッ 
ト し た ディ スク に HUMAN. SYS を っ ビー し た 場合 は 起動 し ませ ん し, 逆 も うま くい きま せん . た だ し , うま く 
いか な い の は 違う シス テム で フォ ー マ ッ ト し た ディ スク に , シス テム ファ イル を コピ ー し て 立ち 上 げ デ ィ 
スク と し て 使う 場合 で す ,。 で すか ら , デー タ ・ 0 ペン な ど は 違う シス テム で ラ ォ ー マ ッ ト し て る 動作 し 
まま 9 











Z の 


お FF3O createLNAMEPTH.ATR]〕 1.0x/ ら .0x 


引数 
1ong NAMEPTR : ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
word ATR >: ファ イル の 属性 
返り 値 
DO0.L ファ イル ・ ハ ンド ル . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
機能 
ファ イル を 作成 し ます . 同じ 名 前 の ファ イル が 存在 する 場合 も 新しく 作り 直し ます . 
ATR の 各 ビ ッ ト を 立て た 場合 . 以下 の よう な ファ イル の 属性 が 指定 され ます . 複数 の ビッ 
ト を 立て る こと も 可能 で す . 
bit5 通常 の ファ イナ ル 
bit4 ディ レク トリ 
bit3 ボリ ュー ム TID 
bit2 シス テム ・ フ ァイル 
bit1 陳 し ファ イル 
bit0 読み 込み 専用 ファ イル 
(その 他 の ビッ ト は 意味 を 持た な い ) 
返り 値 と し て DO に 返さ れる ファ イル ・ ハ ンド ル は 以降 の ファ イル ・ ア クセ ス に 必要 で す 
か ら , ワー クエ リア な ど に 保存 し て お く の が 普通 で す . 
生 二 妙 
move.W #ATR, - (SP) 
Dea NAMEPTR 
dc. W $FF3C 
addq. 1 #6, SP 


NAMEPTR: 


dc.b *A:\DOC\READ ME.DOC',0 


参照 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF3E close(FILENO) 
$FF5A creattmp (NAMEPTR, MODE) 
$FF5B create2 (NAMEPTR, MODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.207 SMPL9 











お FF ヨ コロ openLNAMEPTR.MODE] 


引数 
1ong NAMEPTR : ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
word MODE 5 ファイル を オー プン する モー ド 
返り 値 
DO.L ファ イル ・ ハ ンド ル . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
柳 能 
支 MODE が 0 の 場合 
読み 込み オー プン 
支 MODE が 1 の 場合 
書き 込み オー プン 
支 MODE が 2 の 場合 
読み 込み / 書 き 込 み オ ー プ ン 
支 MODE が $100 の 場合 
読み 込み オー プン (辞書 用 の 特殊 ハン ドラ を 返す . ユー ザー は 使用 禁止 ) 
支 MODE が $101 の 場合 
書き 込み オー プン (辞書 用 の 特殊 ハン ドラ を 返す . ユー ザー は 使用 禁止 ) 
支 MODE が $102 の 場合 
読み 込み / 書 き 込 み オ ー プ ン (辞書 用 の 特殊 ハン ドラ を 返す . ユー ザー は 使用 禁止 ) 


















この ファ ンク ショ ン は 既に 存在 する ファ イル に 対し て 処理 を 行なう も の で あり , ファ イ 
ル を 新しく 作成 で き な い こと に 注意 し て くだ さい . 新しい ファ イル を 作成 する 場合 は $PF3 
C create を 使い ます . 

返り 値 と し て D0 に 返さ れる ファ イル ・ ハ ンド ル は 以降 の ファ イル ・ ア クセ ス に 必要 で す 
か ら , ワー クエ リア な ど に 保存 し て お く の が 普通 で す . 

コー ル 








move.Ww #MODE, - (SP) 
NAMEPTR 
dc. w $FF3D 
addq. 1 #6,SP 








Dea 








NAMEPTR: 








dc.b "上 :OC\READ ME.DOC', 0 







参照 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
$FF3E close(FILENO) 








$FF5A creattmp (NAMEPTR, MODE) 0 交 
$FF5B create2 (NAMEPTR, MODE) 0 
サン プル ・ プ ログ ラム 







P.207 SMPL9 


87 








お FFGE olose[FILENO]〕 1.0x/ 選 .Dx 


引数 
word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 
返り 値 
DO0.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
機能 
ファ イル を クロ ー ズ し ます . オー プン / ク リエ イト し た ファ イル は 必ず クロ ー ズ する よう 
に し て くだ さい. オー プン / ク リエ イト し た ファ イル すべ て を いち ど に クロ ー ズ し た い 場 合 
は $FE1F allclose が 便利 で す . 
コー ル 
move.Ww #FILENO, - (SP) 
dc.w $FF3E 
addq.1 #2,SP 


$FF1F allclose() 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF5A creattmp (NAMEPTR, MODE) 
$FF5B create2 (NAMEPTR, MODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.231 SMPL25 


号 FF コ F read[FILENO.DATAPTH.8IZ ビ 〕 


引数 
word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 
1ong DATAPTR : デ ー タ を 読み 込む バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
1ong S1ZE 読み込む せ バ イト 数 
返り 値 
DO.L 実際 に 読み 込ん を だ バイ ト 数 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
機能 * 
FILENO で 指定 する ファ イル ・ ハ ンド ル か ら SIZE で 指定 する バイ ト 数 だ け DATAPTR の 指す バ 
ッ フ ァ に 読み 込み ます . 
- フ ァイル の 終端 ま で 読み 出し た こと は , 返り 値 の DO の 値 が 指定 し た 読み 込み バイ ト 数 
SIZE よ り 小 さか っ た こと で 判断 で きま す . 
バッ ファ は SIZE バ イト 以上 必要 で す . 
コール 
move.1 #SIZE, - (SP) 
pea DATAPTR 
#FILENO, - (SP) 
$FF3F 





1ea 10 (SP) , SP 


DATAPTR・ 
ds.b SIZE 
季 照 
$FF1A fgetss(INPPTR) 
$FF1B fgetc(FILENO) 
$FF1C fgets(BUFFER, FILENO) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.231 SMPL25 


呈 FF ス コロ write[FILENO.DATAPTHR.8I ン ビ 〕 2X/ 記 回 層 


引数 

Word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 

long DATAPTR : ファ イル に 書き 込む バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
1ong SIZE : 書き 込む せ バ イト 数 

返り 値 

DO.L 実際 に 書き 込ん を だ バイ ト 数 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 


王 能 
DATAPTR の 指す バッ ファ の デー タ を , FILEN0 で 指定 する ファ イル ・ ハ ンド ル へ ,。 SIZE で 指 
定 す る バイ ト 数 だ け 書 き 込 み ま す . 
= ま マー リ レ 
move. 1 #SIZE, - (SP) 
Dea DATAPTR 
move.W #FILENO, - (SP) 
dc. w $FF40 
1ea 10 (SP) , SP 


DATAPTR: 
dELD XX 6 欧文 .* 

参照 
$FF1D fputc(CODE, FILENO) 
$FFIE fputs(BUFFER, FILENO) 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF5A creattmp (NAMEPTR, MODE) 
$FF5B create2 (NAMEPTR, MODE) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

内 2 OMEE2D 








お FF イ 1 delete[NAMEPT ロ ]〕 回 %/: 札 


引数 
1ong NAMEPTR : フ ァイル ・ ネ ー ム へ の ポイ ンタ 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラー コー ド 
機能 
ファ イル を 削除 し ます . 
削除 に 失敗 する の は お も に 次 の よう な 場合 で す . 


信 ワ イル ドカ ー ド で ファ イル を 指定 し た 場合 . 
久 読 み 出し 専用 属性 が 付い た ファ イル を 消去 し よう と し た 場合 . 
@ デ ィ レ クト リ を 消去 し よう と し た 場合 . 


ディ レク トリ を 消去 する 場合 は $FF3A rmdir を 使い ます . 
コー ル 
Dea NAMEPTR 
dc. w $FF41 
addq.1 #4, SP 


NAMEPTR : 
dc.b "AiREAD ME.BAK',0 
参照 
$FF3A rmdir (NAMEPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P. 233 SMPL26 


ファ イル ・ ア トリ ビュ ー ト お お 00 や 

ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル の $FF3C creat, $FF3D open, $FF5A creattmp な ど で は , オー プン / ク リエ イト 
する ファ イル の アデ アトリビュート を 指定 し ます が , この と きす べ て の ビッ ト が 0 で ある $00 を アト リ ビ ュ ー ト 
と し て 指定 し た ら ど うな る で し ょ うか ? 

答え は , 「$20 (通常 の ファ イル ) を 指定 し た の と 同じ 」 で し た . Human 内 部 で アデ トリビュー ト の 値 を チェ ッ 
ク し て , $00 の と き は $20 に 置き 換え る 処理 を 行なっ て いる か ら で す . 

な お , この 件 に つい て 知っ て いる か ら と いっ て , メリ ッ ト は まっ た く あ り ま せん . 試し て みる の は 構い 
ませ ん が , 実際 に プロ グラ ミン グ に 応用 し た り は し な いで くだ さい . 











軸 ビ に 避 SeeK〔LFILENO.OFFSET.MODE]〕 


引数 
word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 
1ong OFFSET : ポイ ンタ を 移動 する オフ セッ ト 


word MODE > シー クモ ー ド 

返り 値 

DO0.L 現在 の 先頭 か ら の オフ セッ ト . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
機能 


ファ イル 中 の , 次 に 読み 出し / 書 き 込み を 行なう ポイ ント を 移動 し ます . 
文 MODE が 0 の 場合 

ファ イル の 先頭 か ら オ フ セ モッ ト の 位置 に 移動 する . 
廊 MODE が 1 の 場合 

現在 の 位置 か ら オ フ セ ッ ト を 加え た 位置 まで 移動 する . 
廊 MODE が 2 の 場合 

ファ イル の 終わ り に オフ セッ ト を 加え た 位置 に 移動 する . 


この ファ ンク ショ ン を 使う こと に よっ て , フ テ ァイル へ の APPEND。 ラン ダム ・ 


作 な ど が 実現 で きま す . 
シー ク し た 結果 の ポイ ンタ の 位置 が 返っ て くる こと を 利用 し て , MODE に 2, 


1 .Dx/.Dx 


ファ イル 操 


オフ セッ ト 


に 0 を 指定 し て この コー ル を 呼び 出し ファ イル の サイ ズ を 得る どい う テ クニ ッ ク も し ば 


し ば 使わ れ ま す . 
コー ル 
move.W #MODE, - (SP) 
move.] #OFFSET, - (SP) 
move.w #FILENO, - (SP) 
dc. w $FF42 
addq.1 #8, SP 
参照 
$FF1A4 fgetss (INPPTR) 
$FF1B fgetc(FILENO) 
$FF1C fgets (BUFFER, FILENO) 
$FF1D fputc(CODE, FILENO) 
$FF1E fputs (BUFFER, FILENO) 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF3F read (FILENO, DATAPTR, SIZE) 
$FF40 write (FILENO, DATAPTR, SIZE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.231 SMPL25 
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中 FF ス 3 Chmod[LNAMEPTRH.ATH ロ ] | Ex/ 宮 3@x 


引数 
1ong NAMEPTR : ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
word ATR : ファ イル の 属性 
返り 値 
DO.L 指定 ファ イル の 属性 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
指定 し た ファ イル の 属性 を 変更 し ます . 
ATR の 各 ビ ピット を 立て た 場合 , 以下 の よう な ファ イル の 属性 が 指定 され ます . 複数 の ビッ 
ト を 立て る こと も 可能 で す . 





bit5 通常 の ファ イル 

bit4 ディ レク トリ 

bit3 ボリ ュー ム T1D 

bit2 シス テム ・ フ ァイル 

bi t1 アゲ ミイ ツレ 

bit0 読み 込み 専用 ファ イル 
(その 他 の ビッ ト は 意味 を 持た な い ) 


ATR に 一 1 を 指定 する と 属性 の 読み 出し の み 行 な い , 変更 は 行ない ませ ん . 
コー ル 
#ATR, - (SP) 
Dea NAMEPTR 
dc. w $FF43 
addq.1 #6,SP 


NAMEPTR: 
dc.b 7A:\DOC\READ ME.DOC ,0 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
ザン デル ・ デ ログ ラム 
P.237 SMPL27 





呈 F ビ スイ ioOotrILMD. や PP] 4 ニラ 1 


引数 
word MD : この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 
その 他 の パラ メー タ は , 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て きま す . 
返り 値 
支 MD が 0 の 場合 
DO.L 装置 情報 
支 MD が 1 の 場合 
DO.L 前 の 装置 情報 
文 MD が 2, 3, 4.5 の 場合 
DO0.L 読み 込ん だ / 書 き 込 ん を だ バイ ト 数 
文 MD が 6, 7 の 場合 
DO0.L ステ ー タ ス . ($FF= 可 , $00= 不 可 ) 
機能 
デバ イス ・ ド ライ バ の ダイ レク ト 入 出力 を し ます . MD が 0, 1, 2, 3, 6, 7 の 場合 に 指定 する FILENO で 
オー プン され て いる デバ イス は , その ドラ イ バ に お いて 10CTRL フ ラグ が on に な っ て いる も 
の に 限ら れ ま す . Human68k に 標準 で 添付 され て いる デバ イス ・ ド ライ バ の 中 で は , "PCMDR 
V.SYS" が IOCTRL 可 能 な デバ イス と な っ て いま す . 
支 MD が 0 の 場合 
ioctr1 (0,FILENO) 
word FILENO 
FILENO の ハン ドル の 装置 情報 を 返し ます . 
廊 MD が 1 の 場合 
ioctr1 (1, FILENO, DT) 
word FILENO 
word  DT 
FILENO の ハン ドル に 装置 情報 DTP を セ モット し ます . 
廊 MD が 2 の 場合 
ioctr1 (2, FILENO, PTR, LEN) 
word FILENO 
1ong PTR 
1ong LEN 
FILENO の ファ イル ・ ハ ンド ル か ら LEN バ イト , PRT の 指す バッ ファ に 読み 込み ます . 
娘 MD が 3 の 場合 
ioctr1 (3, FILENO, PTR, LEN) 
word FILENO 
long PTR 
1ong LEN 
PRT の 指す バッ ファ か ら LEN バ イト , FILENO の ファ イル ・ ハ ンド ル へ 書き 込み ます . 
婦 MD が 4 の 場合 
1octr1 (4, DRIVE, PTR, LEN) 
word DRIVE みみ レ ンド ・ ドラ イン 舎 0A 1B 三 2。 


ーー 


hw 
































1ong PTR 
1ong LEN 
DRIVE で 示さ れる ドラ イブ に 対し て , MD=2 と 同じ 動作 を 行ない ます . 
文 MD が 5 の 場合 
ioctr1 (5, DRIVE, PTR, LEN) 
word DRIVE : カ レン ト ・ ド ライ ブ テ 0, A テ 1, B 三 2 … 
1ong PTR 
1ong LEN 
DRIVE で 示さ れる ドラ イブ に 対し て , MD=3 と 同じ 動作 を 行ない ます . 
文 MD が 6 の 場合 
ioctr1 (6, FILENO) 
word FILENO 
ハン ドル の 入力 ステ ー タ ス を 返し ます . 
支 MD が 7 の 場合 
ioctr1 (7, FILENO) 
word FILENO 
ハン ドル の 出力 ステ ー タ ス を 返し ます . 
コー ル 
( 例 は MD が 3 の 場合 ) 
move.1 #LEN, - (SP) 
Dea PTR 
move.W 1#3, - (SP) 
dc. w $FF44 
addq.1 #8,SP 


PTR: 

dc.b 区 XX、 XX CX XX 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.238 SMPL28 


















呈 お FF ス 5 dup[FILENO]〕 1.0x/ 刀 .0Dx 


引数 
wOrd FILENO : 複写 も と の ファ イル ・ ハ ンド ル 
返り 値 
DO.L 複写 され た 新しい ファ イル ・ ハ ンド ル . 負 の 数 な ら エ ラー コー ド . 
機能 
FILENO の ファ イル ・ ハ ンド ル を 新しい ファ イル ・ ハ ンド ル に 複写 し ます . $FF2F dup0, 
SFF46 dup2 な どの 強制 複写 と は , 複写 先 の ハン ドル を 自動 的 に 割り 当て る 点 で 異な り ま す . 
コー ル 
move.W #FILENO, - (SP) 
dc. w $FF45 
addq. 1 2, SP 
参照 
$FF2F dupO (FILENO, NEWNO) 
$FF46 dup2 (FILENO, NEWNO) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.241 SMPL30 








お FF4B dup ら (FILENO.NEWNO]〕 1 回 2 35 


引数 
word FILENO : 複写 も と の ファ イル ・ ハ ンド ル 
word NEWNO  : 複写 先 の ファ イル ・ ハ ンド ル . 
返り 値 
DO.L 負 の 数 な ら エ ラー コー ド . 
機能 

FILENO の ファ イル ・ ハ ンド ル を NEWNO の ファ イル ・ ハ ンド ル に 強制 複写 し ます . NEWNO が 
オー プン され て いる 場合 は 自動 的 に クロ ー ズ し て か ら 複 写し ます . 
コー ル 

















move.w #NEWNO, - (SP) 
move.w #FILENO, - (SP) 
dc.w $FF46 

addq.1 #8,SP 








参照 
$FF2F dup0 (FILENO, NEWNO) 
$FF45 dup(FILENO) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P. 241 SMPL30 










お F ビ イフ ourdirLDHIVE.P ピ AT 日 ビ 〕] 7 


引数 
word DRINM 押 5 カ ン シト ド ・ ド ライ クン 三 0W き RB 三 う や 
1ong PATHBUF : パス ・ リ スト が 返る バッ 2 を 指す ポイ ンタ . 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
指定 し た ドラ イブ 上 の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ り の パス ・ リ スト を PATHBUF の 指す バッ ファ 
に 返し ます . 
ディ レク トリ 構造 を 深く 構築 し て ある 場合 の こと を 考え て , バッ ファ は 充分 大 きく と っ 
て お く こ と が 望ま し いで し ょ う . 
Haman1.0x で は / で 区 切ら れ た パス ・ リ スト が 返っ て きま し た が , Human2.0x で は 辛 で 区 切 
ら た パス ・ リ スト が 返っ て きま す . 
コー ル 


Dea PATHBUF 
move.w #DRTVE, - (SP) 
dc. w $FF47 

addq. 1] #6, SP 


PATHBUF : 
ds.b 65 
参照 
$FF3B chdir(DRIVE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.230 SMPL24 




















SFF248 mallocLLEN〕 1.0x/ 己 . ロ x 


ョ 数 
long LEN : 確保 する メモ リ の バイ ト 数 . 
且 り 値 
DO0.L 確保 し た メモ リ ・ ブ ロッ ク へ の ポイ ンタ (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 十 $10) 
指定 し た バイ ト 数 だ け 確 保 で き な い 場合 は , $81000000 十 最大 バイ ト 数 が 返り ま 
す . 
完全 に 確保 で き な い 場合 は , $8200000x が 返り ます . 
栓 能 
メモ リ を LEN バ イト だ け 確 保 し ます . 
プロ モス が 起動 きれ た 直後 の 状態 で は , 空い て いる すべ て の メモ リ が その プロ セス の た 
め に 確保 ミ きれ て いま す . $FF4A setblock で その プロ セス に 必要 な だ け の サイ ズ に 変更 し て 
なら, あら た め て この ファ ンク ショ ン で 別 の 用 途 の た め に メモ リ を 確保 する こと に な り ま 
す . 
ダメ モリ は 原則 と し て 下位 方 向 か ら 順に 割り 当て られ , その 先頭 は 必ず 下位 4 ビッ ト が 0 
(つま り , $xxxxx0) の アド レス か ら 始 まり ます . 実際 に 確保 ま ミ きれ る メモ リ の サイ ズ は LEN^ ヾ 
イト 十 メ モリ 管理 ポイ ンタ 16 バ イト です . 
コー ル 
move.] #LEN, - (SP) 
dc.w $FF48 
addq.1 #4, SP 


$FF49 mfree (MEMPTR) 
$FF4A setblock (MEMPTR, NEWLEN) 
$FF4B exec(MD, FIL, P1, P2) 
$FF7D malloc2 (MD, LEN) 2.0x 
$FF7E mfree2 (MEMPTR) 2.0x 
$FF7F suballoc(THREAD, MEMPTR, ALLLEN,LEN) 2.0x 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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お FF4 mfreeLMEMPTH]  . 回 %/ 宮 " 角 


引数 
long MEMPTR : 開 放す る メモ リ ・ ブ ロッ ク へ の ポイ ンタ (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 十 $10) 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
MEMPTR で 指定 し た メモ リ ・ ブ ロッ ク を 開放 し ます . MEMPTR に は $FF48 malloc で 得 ら れ た 
ボ ポイ ンタ を 指定 し ます . MEMPTR が 0 の 場合 は , その プロ セス に 確保 ミ きれ て いる メモ リ を すず す 
べべ て 開放 し ます . 
コー ル 
move. ] #MEMPTR, - (SP) 
dc.w $FF49 
addq. 1 #4, SP 


$FF48 malloc(LEN) 
$FF4A setblock (MEMPTR, NEWLEN) 
$FF4B exec(MD, FIL, P1, P2) 
$FF7D malloc2 (MD, LEN) 2.0x 
$FF7E mfree2 (MEMPTR) 2.0x 
$FF7F suballoc(THREAD, MEMPTR, ALLLENJLEN) 2.0x 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.219 SMPL15 


お ビビ イス A getDlOck[MEMPTH.NEWLEN] 1.0x/ 選 .Dx 


引数 
1ong MEMPTR 大 き さ を 変更 する メモ リ ・ ブ ロッ ク へ の ポイ ンタ (メモ リ 管 理 テ ー ブ 
ル 十 $10) 
1ong NEWLEN : 変 更 後 の バ イト 数 . 
返り 値 
DO0.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
指定 し た バイ ト 数 に 変更 で き な い 場合 は , $81000000 十 最大 バイ ト 数 が 返り ます . 
完全 に 変更 で き な い 場合 は , $8200000x が 返り ます . 
機能 
MEMPTR で 指定 し た メモ リ ・ ブ ロッ ク の 大 き さ を 変更 し ます . MEMPTR に は $FF48 malloc で 
得 ら れ た ポイ ンタ を 指定 し ます . プロ セス 起動 直後 , その プロ セス に 割り 当て られ て いる 
ダ モ リ ・ ブ ロッ ク を 操作 する 場合 は A0 十 $10 を 指定 し ます . 
NEWLEN は 下位 24 ビ ッ ト の み 有 効 で す . 
コー ル 
move.1 #NEWLEN, - (SP) 
move.] #MEMPTR, - (SP) 























addq. 1 























P.219 SMPL15 











引数 





返り 値 
支 MD が 0 の 場合 







支 MD が 1 の 場合 












































* MD が 2 の 場合 











MD が 3 の 場合 





* MD が 4 の 場合 











友 能 
* MD が 0 の 場合 














long FIL 














long P1 
long P2 











dc. w $FF4A 
#8, SP 


中 F ビ F ス 日 execLMD,.PPP] 


$FF48 malloc(LEN) 

$FF49 mfree(MEMPTR) 

$FF4B exec(MD,FIL, P1, P2) 

$FF7D malloc2 (MD, LEN) 

$SFF7E mfree2 (MEMPTR) 

$FF7F suballoc(THREAD, MEMPTR, ALLLEN, LEN) 
サン プル ・ プ ログ ラム 


DO.L 負 の 数 の 場合 は テラー コード 


exec (0, FIL, P1, P2) 
: 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 上 位 き ビット は ロー ディ ン 


グモ ー ド .(⑩.1.2.3)。 


2.0x 
2.0x 
2.0x 


word MD ・ こ の ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 
その 他 の パラ メー タ は, 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て きま す . 


DO.L プロ グラ ム の 長き さ . 負 の 数 の 場合 は テラー コ ー ド 


・ コ マン ドラ イン 文字 列 や を 指す ポイ ンタ 
・ 環 境 テ ー ブ ル *2 を 指す ポイ ンタ 
P1 の コマ ンド ライ ン と , P2 の 環境 ポイ ンタ を 指定 し て FIL の プロ グラ ム を ロー ド し . 庄 特 


DO0.L 正 の 数 の 場合 は プロ セス 終了 コー ド . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー I 


DO.L ロー ド し た プロ グラ ム の 実行 アド レス . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー Re 
AO.L PSP 一 $10 (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル ) へ の ポイ ンタ 
A1.L 読み 込ん だ プロ セス に 確保 され だ 最終 アド レス へ の ポイ ンタ 
A2.L コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ポイ ンタ 
A3.L 環境 ポイ ンタ 
A4.L 実行 アド レス 


DO0.L 正 の 数 の 場合 は プロ セス 終了 コー ド . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 


1 


し ます . P2 の 環境 ポイ ンタ と し て $00000000 を 指定 する と , 自分 と 同じ 環境 に な り ま す . 
ロー ド し た プロ グラ ム に は , PSP の 各 パ パラメータ の 他 に , 以下 の 値 が 渡さ れ ま す . 


AO.L PSP 一 $10 (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル ) を 指す ポイ ンタ 

A1.L 読み 込ん を だ プロ セス に 確保 ほれ た 最終 アド レス を 指す ポイ ンタ 
A2.L コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ポイ ンタ 

A3.L 環境 ポイ ンタ 

A4.L 実行 デア ド レス 


プロ グラ ム 実 行 後 は D1 一 D7/A0 一 A6 は 壊れ ます . 
支 MD が 1 の 場合 
exec (1, FIL, P1, P2) 
1ong FIL j) 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 上 位 8 ビッ ト は ロー ディ ン 
ジコ コ (PIN り IN 
long P1 : コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ポイ ンタ 
1ong P2 : 環境 テー ブル を 指す ポイ ンタ 


P1 の コマ ンド ライ ン と P2 の 環境 ポイ ンタ を 指定 し て , FIL の プロ グラ ム を ロー ド し ます . 
実行 は し ませ ん . P2 の 環境 ポイ ンタ と し て $00000000 を 指定 する と, 自分 と 同じ 環境 に な り 
ます . 

ロー ド し た プ ブログ ラム に は , PSP の 各 パ ラメ ー タ の 他 に , 以下 の 値 が 渡さ れ ま す . 


A0.L PSP 一 $10 (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル ) を 指す ポイ ンタ 
A1.L 読み 込ん を だ プロ セス に 確保 され た 最終 アド レス を 指す ポイ ンタ 
23 上 コマ ンド ライ ン を 指す ポイ ンタ 
A3.L 環境 ポイ ンタ 
A4.L 実行 アド レス 
文 MD が 2 の 場合 
exec (2, FIL, P1, P2) 
1ong FIL : 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 
1ong 『1 : コマ ンド ライ ン 文 字 列 が 返る パッ ファ を 指す ポイ ンタ 
long P2 : 環境 テー ブル を 指す ポイ ンタ 
P2 の 環境 に 設定 され て いる Path を サー チ し て , FIL の コマ ンド 行 を ファ イル 名 (ドラ イブ 
名 , パス 名 つき ) と コマ ンド ライ ン に 分 け て , FIL と P1 の で ポイ ント され る 各 バ ッ ワ ァ に セ 
ッ ト し ます . FIL の バッ ファ は 90 バ イト 以上 , P1I の バッ ファ は 256 バ イト 以上 必要 で す . P2 
の 環境 ポイ ンタ と し て $00000000 を 指定 する と , 自分 と 同じ 環境 に な り ま す . 
この ファ ンク ショ ン 実 行 後 , MD=0 や 1 の exec フ ァ ン クシ ョ ン を 実行 する と, 設定 し て お 
い だ た パス ・ リ スト に し た が っ て プロ グラ ム を ロー ド / 実 行 で きま す . 
文 MD が 3 の 場合 
exec (3, FIL, P1, P2) 
1ong FII : 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 上 位 8 ビッ ト は ロー ディ ン 
グモ ー ド *(0) 信 2 97. 
1ong P1 > SE ゃ 7 頒 必 委 
long P2 UKy ド SS アド ジラ バ 



















旧 の ロー ド ・ ア ドレ ス と P2 の リミット ・ ア ドレ ス を 指定 し て FIL の プロ グラ ム を ロー ド し 
較 す . 
ォ ID が 4 の 場合 





=sec (4, FIL, P1, P2) 

long FIL ) 実行 アドレス 

long 「P1 : コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ポイ ンタ 
long 『2 ・ 環境 テー ブル 3 を 指す ポイ ンタ 


叱 は 実行 テア ド レス を 示し , MD 三 1 で ロー ド し た 後 の プ ログ ラム を 実行 し ます . 
デ ロ グ ラム 実行 後 は D1 一 D7/A0 一 A6 は 壊れ ます . 





プロ モス 起動 直後 に 新しい プロ セス を ロー ド / 実 行 す る 場合 は , あら か じ め $FF4A setb1 
= を 使っ て 不用 な メモ リ 領 域 を 開放 し て お く 必 要 が あり ます . 


幸 =m ロ ー デ ィング 
p : 拡 張子 に 従い ロー ド す る . 
本 ER フ テイ ルレ と し て ロー ド す る 
丘 2 ジン デイ リ レ と . し て ロー ド す る 
穫 馬 記 フ テイ フッ レ と > じ て 己 寺下 する 


叶 : コ マン ドラ イン 文字 列 の 構造 

コマ ンド ライ ン 文 字 列 は 基本 的 に NULL コー ド を 行末 コー ド と する ASCII 文 字 列 で す が , 先 
詩 に は NULL コー ド を 除い た 文字 数 が 1 バイ ト 必 要 で す . 
例 ) dc.b 10,” 0123456789',0 






















環境 テー ブル の 構造 
dc.1 環境 テー ブル の 大 きき さ (この 4 バイ ト も 含む ) 





dc.b "(環境 変数 名 1) * 

dc.b = 

dc.b (環境 変数 1 の 内 容 )”, 0 

dc.b "(環境 変数 名 n) * 

dc.b "=" 

dc.b * (環境 変数 n の 内 容 )”, 0 

dc.b 0 * 環境 内 容 の 終わ り 

dc.b ig * 環境 テー ブル の 終わ り ま で 無 意 味 な デー タ 


コー ル 
( 例 は MD が 1 の 場合 ) 
cIFaWW =-.(SP) 
Dea P1 
Dea FIL 











#1, - (SP) 
$FF4B 
14 (SP) , SP 


dc.b 10 * コマ ンド ライ ン の 文字 数 
dc.b "sample31b.s'0 


dc.b "AA:\AS\AS.X” ,0 
参照 
$FF48 malloc(LEN) 
$FF49 mfree (MEMPTR) 
$FF4A setblock (MEMPTR, NEWLEN) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.242 SMPL31 


Human68K の ハン グ ア ッ プ ・ パ ター ン 

Human68K は CPU の エラ ー を 検出 し て , プロ グラ ム 実 行 を 中 止 す る 機能 が あり ます . これ は , 68000CPU の エ 
ラー チェ ッ ク 機 能 を 生か し て 実現 し て いま す . その た め , 機械 語 で 作成 し た プロ グラ ム に エラ ー が あっ て 
も 再起 動 し な く て 済む 場合 が ほとん ど で す ., 

この エラ ー チ ェ ッ ク に 引っ 掛か ら な い エ ラー が 起こ る と ハン グ ア デップ (普通 の パソ コン の よう に ) し て し 
まい ます が , この よう な 状態 に な る に は いく つか の パタ ー ン が あり ます . 


1 : 割り 込み ルー チン 内 部 で エラ ー が 発生 し た 場合 
エラ ー を 表示 する と き に 決 の 割り 込み が 掛か っ て し まい , し ば らく する と スタ ッ ク が ふっ 飛ん で し まう . 
2 : エラ ー 表 示 に 使用 する プロ グラ ム を 破壊 し た 場合 
エラ ー を 表示 する と き に エラ ー が 発生 する の で , し ば らく する と スタ ッ ク が ふっ 飛ぶ . 
3 : エラ ー 処 理 終了 後 の ジ ャ ンプ 先 を 破壊 し た 場合 
エラ ー に 対し て 中 止 を 選ん で も すぐ に エラ ー が 発生 する . 
4: で ちゃ ぐち ゃ に な っ た 場合 


4: は どう し よう も あり ませ ん が ,1: や 2: は プロ グラ ム 作 成 時 に 注意 し て お く と , 再起 動 の 回 数 が 減り ます . 











FF ビ スロ exit ら [CODE] 1.0x/ 己 .0x 







ミ 球 

mord CODE > プロ セス 終了 コー ド . 
妻 り 値 

可 も (戻っ て こない ). 

ヒキ ゴ 







PODEP の プロ セス 終了 コー ド を 持っ て , プロ セス を 非常 駐 終了 し ます .。 終了 コー ド を 指定 
計る 必要 が な く , 単純 に プロ セス を 終了 する 場合 は , $FFOO exit フ ァ ン クシ ョ ン を 使い ま 
. 

現在 オー プン し て いる ファ イル は , 子 プ デ ロ セ モス が オー プン し た ファ イル も 含め て すべ て 
タロ ー ズ され ます . 
コー ル 











move.w #CODE, - (SP) 
dc.w $FF4C 






地球 
SFF00 exitO 
SFF31 keeppr (SIZE, CODE) 
WFF4D waitO ん 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.242 SMPL31 









お FF4D wait[ 〕 
引数 










ーー 
返り 値 
DO0.L プロ セス 終了 コー ド . 
比 能 
プロ セス 終了 コー ド を 返し ます . 








コー ル 





dc.w 





$FF4D 






参照 
$FF00 exit() 
$FF31 keeppr (SIZE, CODE) 
$FF4B exec(MD, FIL, P1, P2) 
$FF4C exit2 () 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.242 SMPL31 










呈 FF ス EE files[FILBUF.NAMEPTRH.AT ロ J 


引数 
1ong 


1ong 
word 
返り 値 
DO.L 


FILBU 


F 





1 .Dx/ 刀 .Dx 


: 結果 が 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 


NAMEPTR : サー チ す る ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 


ATR 


・ サ ー チ する ファ イル の 属性 


負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 


(FILBUF 十 0) .b 
(FILBUF 十 1) . 


(FILBUF 
(FILBUF 


だ) 居 





(FILBUF 十 6) . 
(FILBUF 十 8) . 
(FILBUF 十 10) .b 


b 
W 
ト 4) .w 
W 
W 


(FILBUF 十 17) . 
(FILBUF 十 18) 


(FILBUF 十 20) . 
(FILBUF 21) . 
(FILBUF 十 22) . 
(FILBUF+24) . 
(FILBUF 26) . 
(FILBUF+30) . 





(FILBUF 十 52) . 
* 0S 内 部 で 使用 . 書き 変え る と $FF4F nfiles フ ァ ン クシ ョ ン が 実行 で き な く な り ま す . 


機能 


ATR で 属性 を , NAMEPTR で ファ イル ・ ネ ー ム を 指定 し て , 


が * 


ご ーー ヨ ご 


b 


ATR 
DRIVENO 
DIRCLS 
DIRFAT 
DIRSEC 
DIRPOS 


 % % % 区 区 


FILNAME * ワイ ルド カー ド 展 開 済み 
(8 バイト .。 8 バイ ト 以 下 の 場 合 は スペ ー ス で 埋め る ) 


EXT "* ワイ ルド カー ド 展 開 済み 
(3 バイ ト .。 3 バイ ト 以 下 の 場 合 は スペ ー ス で 埋め る ) 
ATR 
TIME :$FF2C gettime と 同一 フ ォ ー マ ッ ト 
DATE :$FF2B setdate と 同一 フォ ー マ ッ ト 
FILELEN 


PACKEDNAME : 
(18 二 1".” 十 8 十 1800 バ イト ) 


該当 する ファ イル の うち , 最初 


に 発見 し た も の の 情報 を FILBUF の 指す バッ ファ に 返し ます . 同じ 条件 に 該当 する 他 の ファ 
ィ イル を サー チ す る 場合 は $FF4F nfiles を 使い ます . バッ ファ は 53 バ イト 必要 で す . 

ファ イル ・ ネ ー ム の 指定 に は ワイ ルド カー ド ("* "7 7) が 使え ます . 

ATR の 各 ビ ピット の 意味 は 次 の と お り で す . 複数 の ビッ ト を 立て た 場合 , 立っ て いる ビッ ト 
で 示さ れる 属性 の うち , どれ か に 該当 する ファ イル が サー チ さ れ ま す . 


指定 し た 条件 に 


す 。 


bit5 
bit4 
bit3 
bit2 
bit1 
bit0 





通常 の ファ イル 

ディ レク トリ 

ボリ ュー ム TID 

シス テム ドブ ラテ イフ レ 

隠し ファ イル 

読み 込み 専用 

該当 する ファ イル が 存在 し な い 場 合 は , エラ ー コ ー ド ー2 が DO に 返り ま 


山 


に 1 
本 


穫 


で 
に ココ 











結 ー ノレ 
move.W #ATR, - (SP) 
Dea NAMEPTR 
Dea FILBUF 


dc. w $FF4E 

1ea 10 (SP) , SP *ADDQ は +8 ま で 
NAMEPTR: 4 

dc.b "B:\SOURCE\*.S' , 0 
『ILBUF ・ 

ds.b 58 
地 照 


$SFF4F nfiles (FILEBUF) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.233 SMPL26 


HAMDISK.SY の 問題 点 


Haman68K に は 標準 で RAM デ ィ ス ク ・ ド ライ バ が つい て いま す . この ドラ イ バ は , 非常 に 使用 頻度 が 高い の 
で す が , 次 の よう な 問題 点 が あり ます . 

1 つめ は , デー タ ・ エ リア が ユー ザー ゴ ・ エ リ ア に お か れる 点 で す . この た め , デー タ が 破壊 され て も すぐ 
に は 分 か ら な い 場 合 が あ り ま す .FAT 志 ディ レク トリ の 部 分 が 破壊 きれ た 場合 は シス テム が 検出 し て くれ る 
の で 破壊 され た こと が 分 か り ま す が , ※ー タ 部 分 の 破壊 は シス テム に と っ て 検出 する の が 難し く 。 ほとん 
どの 場合 は 分 か り ま せん . で すか ら , 破壊 きれ た プロ グラ ム な ど を 実行 し て こし まう こと が あり ます - 

2 つめ は , 登録 時 の 初期 化 チ ェ ッ ク が か が 不 完全 で る 点 で す . この チェ ッ ク は FAT と ディ レク トリ だ け を 対 
象 と し て いる た め , デー タ 部 の 破壊 を 検出 で きま せん . よっ て , デー タ 部 が 破壊 され て いて も 。 初期 化し 
な を い 場 合 が あり ます . また , キャ ッシュ な ど を 使用 し た こと に よっ て , FAT や ディ レク トリ を 示す デー タ が 
メモ リ に 残っ て いる と , それ を RAM デ ィ ス ク ・ ド ライ バ に よる デー タ と 判断 し て 初期 化し な い 場 合 が あり 往 
す . この よう な 状態 で は 破壊 され た プロ グラ ム や 無 意 味 な デー タ を 実行 し て し まう 可能 性 が 到 分 に あり 
ます . 

3 つめ は , デー タ 転 送 が 遅い 点 で す . 転送 部 分 を 送 アセ モン ブル し て みる と , スピ ー ド を 犠牲 に し て 省 メ モ 
リ (な つか し い …) し て いま す .。 メガ 単位 の メモ リ を 持つ X68000 な ら ば ,。 1KB ぐ らい の 無駄 は 誤 美 範囲 で す . 
その 程度 の 無駄 で 転送 スピード が 数 倍 に な る な ら , スピ ー ド を と っ た 方 が 良い と 思う の で す が … 

転送 スピ ー ド の 問題 は 実行 内 容 に は 影響 し ませ ん が ,「 破 壊さ れ 易 い エ リア に お か れ た デー タ 部 の 破壊 を 
検出 で き な い 」 と いう 点 は 注意 し た いと ころ で す . 







が 


99 




















中 FF ス F nfiles[FILBUFJ〕 ] .: 避 ※/ 戸 .% 


引数 
1ong FILBUF :$FF4E filese フ ァ ン クシ ョ ン で 作成 され た バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
返り 値 

DO.L 人 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 










































(FILBUF+0).b ATR * 
(FILBUF+1).b DRIVENO* 
(FILBUF+2).w DIRCLS * 
(FILBUF+4).w DIRFAT * 
(FILBUF+6).w DIRSEC * 
(FILBUF+8).w DIRPOS * 
(FILBUF 二 10) .b 
い FILNAME * 
(FILBUF 二 17) .b (8 バイト. 8 バイ ト 以 下 の 場 合 は スペ ー ス で 埋め る ) 
(FILBUF 十 18) .b 
、 EXT 
(FILBUF 二 20) .b (3 パイ ト . 3 バイ ト 以 下 の 場 合 は スペ ー ス で 埋め る ) 
(FILBUF 二 21).b ATR 
(FILBUF 二 22).w TIME \:$FF2C gettime と 同一 フォ ー マ ッ ト 
(FILBUF+24).w DATE SFF2B setdate と 同一 フォ ー マ ッ ト 
(FILBUF 二 26).1 FILELEN 
(FILBUF 十 30) .b 
3 PACKEDNAME 


(FILBUF 十 52) .b (18 二 1"." 土 3 十 1800 バ イト ) 
* OS 内 都 で 使用 . 書き 変え る と $FF4F nfiles フ ァ ン クシ ョ ン が 実行 で き な く な り ま す . 
機能 
$FF4E files フ ァ ン クシ ョ ン で 作成 し た FILBUF を 指定 し て , 同じ 条件 に 該当 する 次 の ファ 
イル を サー チ し て , その 情報 を 返し ます . 
この ファ ンク ショ ン は SFF4E FILES フ ァ ン クシ ョ ン 実 行 後に 使っ て くだ さい . 
指定 し た 条件 に 該当 する ファ イル が これ 以上 存在 し な い 場 合 は , エ ラー コー ドー2 が DO0 に 
返り ます . 
コー ル 
Dea FILBUF 
dc. W $FF4F 
addq.1 #4,SP 


FILBUF: 


ds.b 53 





参照 





$FF4E files(FILBUF, NAMEPTR, ATR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.233 SMPL26 


7 の 0 








SFF50 setpdb[PDBAD ロ 1] 1 .Dx/.Dx 
引 数 人 

long PDBADR : 管 理 を 移す プロ セス TID 

言 り 値 

DO.L 管理 が 移る 前 の プロ セス ID 

表 能 


PDBADR で 示す プロ セス に 管理 を 移し ます . PDBADR は $FF51 getpdb フ ァ ン クシ ョ ン で 与え 
呈 れ た プロ セス ID (PSP 十 $10) で な けれ ば いけ ませ ん . 
この コー ル は ジャ ンプ や コー ル を 行なう も の で は な く , 現在 実行 中 の プロ グラ ム が どの 
デニ モス と し て 管理 され て いる か を Human に 通知 する も の で す . プ ロ セ ス 管 理 に 混乱 を 生じ 
朝 合 が あり ます か ら , 使用 に 際 し て は 充分 注意 し て くだ さい . 
コール 
move.1 PDBADR, - (SP) 
dc. w $FF50 
aldq.1 #4, SP 


BADR: 





dc. 1 XXxXXxxxx * getpdb で 得 た プロ セス ID の 待避 ワ ー ク 
地球 
SFF26 pspset(PSPADR) 
SFF51 getpdb () 
テン プル ・ プ ログ ラム 
『.219 SMPL15 


FF51 getpdbD[ ]〕 Ox 写 腸 x 
数 
を し . 
圭 り 値 
誠 ト 現在 の プロ セス ID 
に 
現在 の プロ セス を 表わす プロ セス ID (PSP 十 $10) を 求め ます . 
コー ル 
dc. w $FF51 


move.] d0, PDBADR 


委 二 
SFF26 pspset(PSPADR) 
SFF50 setpdb (PDBADR) 
テン プル ・ プ ログ ラム 
『_219 SMPL15 


了 7 の 7 





お FF setenv[SETNAME.ENV.SETLINE〕 + 回 え / 吾 .x 


引数 
1ong SETNAME : 環境 論 数 の 名 前 を 指す ポイ ンタ 
1ong ENV : 変数 を 定義 する 環境 を 指す ポイ ンタ 
long SENLINE : 環境 変数 に 代入 する 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
返り 値 ( 二 
DO.L 條 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
後 能 
ENY で 指定 し た 環境 に , SETNAME の 環境 変数 を SETLINE の 内 容 で 定義 し ます . 
ENV を $00000000 に する と , 現在 の プロ セス の 環境 に 定義 し ます . 
SETLINE を $00000000 に する と , SETNAME の 変数 を 消去 し ます . 
環境 変数 の 内 容 は 255 バ イト 以内 で す . 
コー ル 
| Dea SETLINE 
| - (SP) 
Dea4 SETNAME 
dc.w $FF52 
1ea 205P) SE 


SETNAME: 

dc.b "temp ', 0 
SETLINE: 

dc.b "(65 0 


参照 
$FF53 getenv (GETNAME, ENV, GETBUF) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.244 SMPL32 
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ビ 5 紀 getenv[GETNAME.ENV.GETBUF〕] 1.0x/ 選 .0x 


GETNAME : 環境 変数 の 名 前 を 指す ポイ ンタ 
ENV : 内 容 を 読み 出す 環境 変数 が 存在 する 環境 を 指す ポイ ンタ 
GETBUF : 環境 変数 の 内 容 が 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 


負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 


mW で 指定 し た 環境 の , GETNAME の 環境 変数 の 内 容 を GETLINE の 指す バッ ファ に 読み 出し ま 
- 机 

miNY を S00000000 に する と , 現在 の プロ セス の 環境 が 指定 され ます . 

バッ ファ は 256 バ イト 必要 で す . 

ニー ル 


Dea GETBUF 
HU に (SB) 
pea GETNAME 
dc.w $FF53 
SB)ySP 


256 


$SFF52 setenv (SETNAME, ENV, SETLINE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.244 SMPL32 





号 ビ ビ 5 ス verify 到 g[ ] 1 .Dx/ 如 .Dx 


引数 
2 。 
返り 値 
DO.L べり リフ ァ イ フ ラグ の 設定 状況 
三 0 で ベア テイ しない 
寺 計 YU プ テイ す る 
機能 
べり ファ イフ ラグ の 設定 状況 を 返し ます . 
コー ル 
dc.w $FF54 
参照 
$FF2E verify(FLG) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.246 SMPL33 


呈 FF5B renametOLD.NEW〕 1 .Dx/.Dx 


引数 
1ong OLD : リネ ー ム する ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
long NEW >: リネーム 後 の フ ァイル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
返り 値 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
0LD で 示さ れる ファ イル の ファ イル ・ ネ ー ム を NEW に 変更 し ます . 
OLD と NEW の 問 で パス が 異な っ て いる 場合 は , OLD の ファ イル を NEW に 変更 し た 上 で , NEW の 
パス に 移動 きせ る こと に 注意 し て くだ さい . 
0LD と NEW の ドラ イブ が 異な る 場合 は エラ ー と な り ま す . 
コー ル 
NEW 
OLD 
$FF56 
半 8:SB 


dc.b * SAMPLE.S' , 0 
NEW: 

dc.b "SAMPLE56.S', 0 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.247 SMPL34 
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中 FF5 フ filedate[FILENO.DATETIME]〕 1.0x/.Dx 


引数 

word FILENO : フ ァイル ・ ハ ンド ル 

1ong DATETIME : 設 定 する 日 付 / 時 刻 

返り 値 

DO0.L DATETIME ニ 0 の 場合 は 読み 出し た ファ イル の 日 時 . 
b31<- >b0 
YYYYYYM MMMDDDDD hhhhhmmm mmmsssss 
bit25 一 31 (YYYYYYY) 0 一 199 年 ( 填 1980 年 ) 
bit21 一 24 (MMMM) 中 1 の 月 
bit16 一 20 (DDDDD) よー91 せ 目 
bit11 一 15 (hhhhh) 0 一 23 時 
bit 5 一 10 (mmmmmm) 0 59 分 
bit 0 一 4(Sssss) 0 一 29 秒 
上 位 16 ビ ッ ト が $FFFF な ら エ ラー コー ド (「 負 の 数 」 で エラ ー コ ー ド で ある と 判断 
で きま や ぜ の 5 「 





機能 
FILENO の ファ イル ・ ハ ンド ル で 示す ファ イル の 日 付 / 時 間 を 読み 出し た り , 
ます . 
DATETIME が $00000000 の 場合 は 読み 出し を 行ない ます . 
コー ル 
move.1 #DATETIME, - (SP) 
move.w #FILENO, - (SP) 
dc.W $FF57 
addq.1 +#6,SP 


$FF3D open (NAMPETR, MOME) 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.222 SMPL17 
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員 F ビ F ロ retshgll[ ] 仮 1 .Dx/. ロ x 


引数 
ac 
返り 値 
な し 
機能 
この コー ル の ベク タタ として, シェ ル へ の リタ ー ン ・ ア ドレ ス が 指定 され て いま す . 
直接 呼び 出し た 場合 ,、 ス タッ ク や 各種 ベク タ の 復帰 を ど が 行なわ れ な いま まで シェ ル に 
戻っ で し まう こと に な り , 問題 が 発生 し ます . し た が っ て , ユー ザー が ファ ンク ショ ンコ 
ー ル と し て 使っ て は いけ ませ ん . 


に に 1 . CEFHIG コ BGTt[ 1 仮 1 .Dx/.Dx 


引数 
2 し 
返り 値 
な し 
機能 

この コー ル の ベク タ と し て , コン トロ ー ル C が 押さ れ た 場合 の アボ ー ト ・ ア ドレ ス が 指 
定 さ れ て いま す . 

ユー ザー が ファ ンク ショ ンコ ー ル と し て 利用 で きま せん が , ベク タ を 書き 換え て お く こ 
と で コン トロ ー ル C で アボ ー ト し た 場合 の 処理 を 変更 で きま す . 

この アボ ー ト ベク タ は PSP 内 に 保存 きれ て いま すか ら , プロセ ス 内 で 書き 換え た と し て も 
プロ モス 終了 時 に は も と の 値 に 復帰 し ます . 


お FFF erraDOrt[ ] 仮 1 .Dx/.Dx 


引数 

2 な し 

返り 値 

な し 

機能 

この コー ル の ベク タ と し て , エ ラー が 発生 し た な どの 原因 で プロ セス を アボ ー ト する 場合 の 
アド レス が 指定 され て いま す . 

ユー ザー が ファ ンク ショ ンコ ー ル と し て 利用 で きま せん が , ベ クタ を 書き 換え て お く こ と で 
エラ テー アボ ー ト の 処理 を 変更 で きま す . 

この アボ ー ト ベク タ は PSP 内 に 保存 きれ て いま すか ら , プ ロモ セス 内 で 書き 換え た と し て も 
プロ セス 終了 時 に は も と の 値 に 復帰 し ます . 











FF9 disKredLADH.DRHIVE.SECT.SECTLEN] 1.0x/.0x 






ADR > ディ スク か ら 読 み 出 し た 結果 が 入る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
mord DRIVE : カ レン ト ・ ド ライ ブ テ 0,4=1, Bー2… 

mord SECT : 読み だ し 開始 モネ クタ (0 一 ) 

mord SECTLEN : 読み 出す モク タ 数 (1 一 ) 








ディ スク の 直接 読み 出し を 行ない ます . バッ ファ は 1 セク タ に 対し て 1024 バ イト ずつ 必 
妻 で す (Ver2.0x で 1 セク タ 1024 バ イト 以上 の デバ イス を アク セス する 場合 は バッ ファ も 
利 24 バ イト 以上 必要 で す ). 
記 一 ノレ 












#SECTLEN, - (SP) 
move.W #SECT, - (SP) 
move.w #DRIVE, - (SP) 
ADR 
$FFF3 
1ea 10 (SP) , SP 












ADR: 






ds.b 1024*n 







参照 
$FFF4 diskwrt (ADR, DRIVE, SECT, SECTLEN) 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.258 SMPL41 






ビビ F イ diSKwrtLADRH.DRHIVE.SECT,SECTLEN] 1.0x/.Dx 


引数 
1ong ADR > ディ スク に 書き 込む デー タ の 存在 する バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
word DRIVE : カ レン ト ・ ド ライ ブ テ 0,A テ 1,B ニ 2… 
word SECT  : 書 き 込 み 開 始 セ クタ (0 一 ) 
word SECTLEN : 書き 込む セク タ 数 (1 一 ) 
返り 値 
2 
機能 
ディ スク の 直接 書き 込み を 行ない ます . バッ ファ は 1 セク タタ に 対し て 1024 バ イト ずつ 必 
要 で す (Hamanr2.0x で 1 セク タ 1024 バ イト 以上 の デバ イス を アク セス する 場合 は バッ ファ 
も 1024 バ イト 以上 必要 で す ). 
コー ル 


#SECTLEN, - (SP) 
#SECT, - (SP) 
#DRIVE, - (SP) 
ADR 

$FFF4 

10 (SP) , SP 


ADR: 
dc.b XX」 XX。 XX, XX」 …・ 
参照 
$FFF3 diskred (ADR, DRIVE, SECT, SECTLEN) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.258 SMPL41 















呈 ビ F コ 3 DreakCK[FLG] 


ー0 指定 の ファ ンク ショ ンコ デル の み チ ェ ッ ク す る 
ーー 人 で の ウルシ クタ ョ ンク コー フレ で ニニ ゴ ュ ルン 3 きる 
ー2 。 すべ て の ファ ンク ショ ンコ ー ル で ブレ イク を 無視 する 


引数 
word FLG デル レル イク アラ グ 

ニー1 設定 状況 を 見 る だ け 
返り 値 


DO.L ブレ イク フラ グ の 設定 状況 


三 0 指定 の ファ ンク ショ ンコ ー ル で の み ブ レイ クチ ェ ッ ク す る 
ー リ ロー すべ で の プラ ァ アンク ショ シロ ロール で デレ イク チェ ッ ク ず る 
三 2 すべ て の ファ ンク ショ ンコ ー ル で ブレ イク を 無視 する 


機能 


2 まだら 

コー ル 
move.w #FLG, - (SP) 
dc. w $FF33 
addq.1 #2, SP 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.226 SMPL20 






XXB80O00 起 動 時 の 特殊 キー 


X68000 の 電源 を 入れ て 起動 する 際 に , 特定 の キー を 押し な が ら 起 動 す る こと に よっ て , きま ざま な 状態 
で X68000 を 使い 始め る こと が で きま す . 案外 知ら れ て いな いも の も あり ます の で , ここ で まとめ て お きま 


まう と 


ハー ドウ ェ ア や IPL ROM に よっ て 実現 きれ て いる 機能 は , Human 以 外 の アプ リケーション (OS9 な ど ) 


で も 使う こと が で きま す . 


ハー ド /IPL て 実現 され て いる 機能 Human に よっ て 実現 され て いる 機能 


メモ リ ・ ス イッ チ の 内 容 に 関係 な く , 
スタ ンダ ー ド の 起動 順序 (FD っ HD 
っ ROM つ RAM) で 起動 し ます . 
メモ リ ・ ス イッ チ の 内 容 に 関係 な く , 
ROM テ デバッガ を 起動 し て か ら ブ ー 
紅屋 寺 295 

キー ボー ド の ラン プ の ピ 明る さき を 指定 
し ます . XF1 が 一 番 明 る く , 
XF5 が いち ば ん 暗く な り ま す . 





RAM デ ィ ス ク , SRAM ディス ク の 
内 容 を 初期 化し な が ら 起 動 し ます . 
ハー ド デ ィ スク を 分 割 し て 使っ て い 
る 場合 、 ど の エリ ア か ら 起 動 す る か 
を 選択 する メニ ュー を 表示 させ る . 
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お FFG ロ openLNAMEPTH.MODE〕 宣 


引数 

1ong NAMEPTR : ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 

word MODE アテ イッ を ボー ジン する モー ドド 

返り 値 

DO.L フジ 多 縛 還 ラマ ンド ル 。 人 負 の 数 の 場合 ぜ ば エラー コー ドド 。 
機能 


文 MODE が $0x0 の 場合 

読み 込み オー プン 
文 MODE が $0x1 の 場合 

書き 込み オー プン 
文 MODE が $0x2 の 場合 

読み 込み / 書 き 込 み オ ー プ ン 
X MODE が $1x0 の 場合 

読み 込み オー プン (辞書 用 の 特殊 ハン ドラ を 返す . ユー ザー は 使用 禁止 ) 
文 MODE が $1x1 の 場合 

書き 込み オー プン (辞書 用 の 特殊 ハン ドラ を 返す . ユー ザー は 使用 禁止 ) 
文 MODE が $1x2 の 場合 

読み 込み / 書 き 込 み オ ー プ ン (辞書 用 の 特殊 ハン ドラ を 返す . ユー ザー は 使用 禁止 ) 


MODE の bit6 一 bit4 で は フ ァイル の シェ アリ ング モー ド を 指定 し ます . な お , CONFIG. SYS 
で ”SHARE=” を 指定 し て いな い 場 合 , シ ェアリング モー ド の 指定 は で きず , オー プン し た フ 
ァイル の 管理 は Human1.0x と 同様 (シェ アリ ング モー ド 『 不 可 な し 』 と 同等 ) に な り ま す . 








表 11 
] 二 os い 
| bit6 bit5 bit4 シェ アリ ング モー ド 
0 0 0 コン パチ ブル モー ド 
0 0 1 読み 込み / 書 き 込 み 不 可 
0 1 0 書き 込み 不可 
0 1 読み 込み 不可 
1 0 0 不可 な し 




















反 コ ン パ チ ブ ルモード 

コン パチ ブル モー ド で オー プン し た ファ イル は , 読み 出し オー プン に つい て は 無制限 に 

フーー ッ バン < で きま づこ 

次 の よう な 場合 , 共有 違反 と な り , エラ ー を 誠 し ます - 

@$ すでに コン パチ ブル モー ド で オー プン され て いる ファ イル (読み 込み , 書き 込み , 読 
み 込 み / 書 き 込 み モ ー ド に か か わら ず ) を 書き 込み , 読み 込み / 書 き 込み オー プン し よ ょ 
うだ 場 谷 

@ す で に コン パチ ブル モー ド で 書き 込み , 読み 込み / 書 き 込み オー プン され て いる ファ イ 
ル を , 再び コン パチ ブル モー ド で オー プン (読み 込み , 書き 込み , 読み 込み / 書 き 込 み 
モー ド に か か わら ず ) し よう と し な 場合 


に コ 





ィ 77 の 





持込み / 書 き 込 み 不 可 
j』= の モー ド で オー プン 中 の ファ イル は 。 クロ ー ズ する まで は いか な る モー ド で も オー プ 
鐘 還 きま せん . 
書き 込み 不可 

この モー ド で オー プン 中 の ファ イル は , クロ ー ズ する まで は コン パチ ブル モー ド で オー 
ゴン し た り , 書き 込み アク セス し た り 読 み 込 み / 書 き 込 み ア デア ク セス し た り で きま せん . コン 
還 寺 2/ レ モー ドド 以外 で オー プン し て ,、 読み 込み アク セス する こと は 可能 で す . 
= 生 み 込み 不可 

この モー ド で オー プン 中 の ファ イル は , クロ ー ズ する まで は コン パチ ブル モー ド で オー 
デン し た り , 読み だ し アク セス や 読み 込み / 書 き 込 み ア クセ ス し た り で きま せん . コン パチ 
プル モー ド 以 外 で オー プン し て , 書き込み ア クセ ス す る こと は 可能 で す 。 
= 不可 な し 

この モー ド で オー プン 中 の ファ イル は , クロ ー ズ する まで は コン パチ ブル モー ド で オー 
デン で きま せん が , それ 以外 の モー ド で オー プン すれ ば 読み 込み , 書き 込み , 読み 込み / 書 
き 込 み ア クセ ス と も に 可能 で す . 


この 他 は Human1.0x と 同様 で す . 


寺 ー リ ガレ 
move.Ww #MODE, - (SP) 
Dea NAMEPTR 
dc.w $FF3D 


addq. 1 #6,SP 


NAMEPTR : 
dc. "A:DATA\DATA PO',0 
参照 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
$FF3E close(FILENO) 
$FF5A creattmp (NAMEPTR, MODE) 
$FF5B create2 (NAMEPTR, MODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.207 SMPL9 
















お FF4B exeo[MDL * 己 55+MD, や や で ] 己 .UX 
引数 


Word 






MDL*256 十 MD > この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . MD が 0, 1, 3 の 
場合 、MOD は モジ ュー ル 番 号 の 指定 と な り ま す . 

その 他 の パラ メー タ は , 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て きま す . 
返り 値 
支 MD が 0 の 場合 
DO.L 正 の 数 の 場合 は プロ セス 終了 コー ド . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
支 MD が 1 の 場合 

DO0.L ロー ド し た プロ グラ ム の 実行 アド レス . 仙 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
A0.L PSP 一 $10 (メモ リ 管 理 テ ー ブ プル) へ の ポイ ンタ 

NE 当 読み 込ん を だ プロ セス に 確保 きれ た 最終 アド レス へ の ポイ ンタ 

42.L コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ポイ ンタ 

A3.L 環境 ポイ ンタ 

A4.L 実行 アド レス 
娘 MD が 2 の 場合 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
文 MD が 3 の 場合 
DO.L プロ グラ ム の 長き . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
文 MD が 4 の 場合 
DO.L 正 の 数 の 場合 は プロ セス 終了 コー ド . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
文 MD が 5 の 場合 

DO.L 指定 し た X メ ファ イル の モジ ュー ル 番 号 X256. 負 の 数 の 場合 は エニ ラー コー ド 
機能 
娘 MD が 0 の 場合 

exec (MOD*256 十 0, FIL, P1, P2) 
































1ong FIL ) 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 上 位 8 ビッ ト は ロー ディ ン 
グモ ーー (0.L,23)。 

1ong P1 ・ コ マン ドラ イン 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

long P2 j 環境 テー ブル を 指す ポイ ンタ 






P1 の コマ ンド ライ ン と , P2 の 環境 ポイ ンタ を 指定 し て FIL の プロ グラ ム を ロー ド し , 実 
行 し ます . P2 の 環境 ポイ ンタ と し て $00000000 を 指定 する と , 自分 と 同じ 環境 に な り ま 
束 : 

MOD は 通常 0 で す が , オー バレ イメ ファ イル の 中 か ら 他 の モジ ュー ル を ロー ド / 実 行 す 
る 場合 は , MOD で モジ ュー ル 番 号 を 指定 し ます . また , この 場合 , ファ イル ・ ネ ー ム と し 









人 ない 





注意 し て くだ さい . 
ロー ド し た プロ グラ ム に は , PSP の 各 パ ラメ ー タ の 他 に , 以下 の 値 が 渡さ れ ま す . 
4A0.L PSP 一 $10 (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル ) を 指す ポイ ンタ 

A1.L 読み 込ん だ プロ セス に 確保 され た 最終 アド レス を 指す ポイ ンタ 
42.L コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ポイ ンタ 

A3.L 環境 ポイ ンタ 
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A4.L 実行 アド レス 
プロ グラ ム 実 行 後 は D1 一 D7/40 一 A6 は 壊れ ます . 
災 MD が 1 の 場合 
exec (MOD*256 十 1, FIL, P1,P2) 
1ong FIL : 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 上 位 8 ビット は ロー ディ ン 
グモ ー ド (0,1, 2, 3). 
1ong P1 > コマ ンド ライ ン 文 字 列 を 指す ボイン タ 
1ong P2 : 環境 テー ブル を 指す ポイ ンタ 


P1 の コマ ンド ライ ン と P2 の 環境 ポイ ンタ を 指定 し て , FIL の プロ グラ ム を ロー ド し ま 
す . 実行 は し ませ ん . P2 の 環境 ポイ ンタ と し て $00000000 を 指定 する と , 自分 と 同じ 環境 
に な り ま す . 

MOD は 通常 0 で す が , オ ー バ レイ X メ ファ イル の 中 か ら 他 の モジ ュー ル を ロー ド す る 場合 
は , MOD で モジ ュー ル 番 号 を 指定 し ます . まだ た , この 場合 , ファ イル ・ ネ ー ム と し て 指定 
する の は 起動 し た い モ ジュ ー ル を 含ん だ オー バレ イメ ファ イル の 名 前 で ある 点 に 注意 し 
3 く : 光 さい ゃ 。 
ロー ド し た プロ グラ ム に は , PSP の 各 パ ラメ ー タ の 他 に , 以下 の 値 が 渡さ きれ ます . 

40.L PSP--$10( メ モリ 管理 テー ブル ) を 指す ポイ ンタ 

A1.L 読み 込ん を だ プロ セス に 確保 きれ た 最終 アド レス を 指す ポイ ンタ 

A2.L コマ ンド ライ ン を 指す ポイ ンタ 

A3.L 環境 ポイ ンタ 

A4.L 実行 アド レス 

文 MD が 2 の 場合 
exec (2, FIL, P1, P2) 
1ong FIL : 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 
long P1 > コマ ンド ライ ン 文 字 列 が 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
long P2 : 環境 テー ブル を 指す ポイ ンタ 

P2 の 環境 に 設定 され て いる Path を サー チ し て , FIL の コマ ンド 行 を ファ イル 名 (ドラ イィ 
ブ 名 , パス 名 つき ) と コマ ンド ライ ン に 分 け て , FIL と P1 で ポイ ント され る 各 バ ッ フ ァ 紀 
モ セット し ます . FIL の バッ ファ は 90 バ イト 以上 , P1 の バッ ファ は 256 バ イト 以上 必要 で す 。 
『P2 の 環境 ドイ ンタ と し て $00000000 を 指定 する と , 自分 と 同じ 環境 に な り ま す . 

この ファ ンク ショ ン 実 行 後 , MD=0 や 1 の exec フ ァ ン クシ ョ ン を 実行 する と ., 

て お いた パス ・ リ スト に し た が っ て プロ グラ ム を ロー ド / 実 行 で きま す . 
文 MD が 3 の 場合 
exec (MOD*256 十 3, FIL, P1, P2) 
1ong FIL : 起動 する ファ イル の 名 前 を 指す ポイ ンタ . 上 位 8 ビッ ト は ロー ディ ン 
交 圭 語 示 e《0.。 2.3)。 
1ong P1 3 5 二 所 の 導 ポ レ % 
1ong P2 > 氏 め ド ト デポ レス 

P1 の ロー ド ・ ア ドレ ス と P2 の リミット ・ ア ドレ ス を 指定 し て FIL の プロ グラ ム を ロー ド 
し ます . MOD は 通常 0 で す が , オー バレ イメ ファ イル の 中 か ら 他 の モジ ュー ル を ロー ド 
する 場合 は , MOD で モジ ュー ル 番 号 を 指定 し ます . また , この 場合 .、 フ ァイル ・ ネ ー ム と 
し て 指定 する の は 起動 し た い モ ジュ ー ル を 含ん だ オー バレ イメ ファ イル の 名 前 で ある 点 
に 注意 し て くだ さい . 
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MD が 4 の 場合 
exec (4, FIL, P1, P2) 
1ong FIL 5 夫人 7Z ドレ スズ 
1ong P1 ・ コ マン ドラ イン 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
long P2 : 環境 テー ブル を 指す ポイ ンタ 
FIL は 実行 アド レス を 示し , MD ニ 1 で ロー ド し た 後 の プ ログ ラム を 実行 し ます . 
プロ グラ ム 実 行 後 は D1 一 D7/A0 一 A6 は 壊れ ます . 
支 MD が 5 の 場合 
exec (5, FIL, P1) 
1ong FIL : オー バレ イ 双 ファ イル 名 を 指す ポイ ンタ 
long P1 ・ サ ー チ する モジ ュー ル の 名 前 を 指す ポイ ンタ 
FIL で 指定 し た オー バレ イメ ファ イル の 中 か ら P1 で 指定 し た モジ ュー ル を 捜し , み つか 
っ だ な 場合 その モジ ェ ュ ェ ー ル 番号 *256 を 返し ます . 
コー ル 
( 例 は MD が 5 の 場合 ) 
Dea E 洋 
Dea FIL 
move.W #$00 05, - (SP) 
dc. w $FF4B 
1ea 10 (SP) , SP 


dc.b "DUMP'0 


dc.b "MENU.X',0 


参照 
$FF48 malloc(LEN) 
$FF49 mfree(MEMPTR) 
$FF4A setblock (MEMPTR, NEWLEN) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.242 SMPL31 
P.472 ABD.X 








SFF55 common[MD,.NAME. や や の ] 仮 選 .Dx 


引数 
WOrd MD 
long NAME 


> この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 
> アク セ モス する デー タ ・ ブ ロッ ク 名 を 指す ポイ ンタ (12 バ イト 以内 )、 


その 他 の パラ メー タ は 。 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て きま す . 
返り 値 


支 MD が 0 の 場合 
DO.L デー タ ・ ブ ロッ ク の 長 さ . 人 負 の 数 の 場合 は エラ ー. 
支 MD が 1 の 場合 
DO.L 実際 に 読み 出し た デー タ の バイ ト 数 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー. 
支 MD が 2 の 場合 
DO.L 指定 し た バッ ファ の 内 容 を ブロ ッ ク に 書き 込ん だ 長き . 負 の 数 の 場合 は エラ ー. 
支 MD が その 他 の 場合 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー. 
機能 
CONFIG.SYS の "COMMON ニ "に よっ て 設定 され た コモ ン エ リア を アク セス する た め の フ ァ ン 
クシ ョ ン で す . “COMMON 三 "で コモ ン エ リア の サイ ズ を 指定 し て いな い 場 合 は ,。 この ファ ン 
用 ショ ン も 使 そ まぜ ん . 
支 MD が 0 の 場合 
common (0, NAME) 
NAME で 指定 し た 名 前 の 付い た デー タ ・ ブ ロッ ク の 長 さ を DO に 返し ます . 
指定 し た 名 前 の ブロ ッ ク が 存在 し な い 場 合 は エラ ー と な り ま す . 
支 MD が 1 の 場合 
common (1, NAME, OFS, PTR, LEN) 


1ong OFS ) 読み だ し 開始 オフ セッ ト 
1ong PTR : デー ク を 読み 込 せ バップ ァ を 指す ポイ ンタ 
long LEN : 読み 出す バイ ト 数 


NAME で 指定 し た 名 前 の 付い た デー タ ・ ブ ロッ ク の 内 容 を , OFS バ イト 目 か ら , LEN で 指 
定 する 長き だ け , PTR で 指定 し た バッ ファ に 読み 出し ます . DO に は 実際 に 読み 出し た バイ 
ト 数 が 返り ます . バッ ファ は LEN バ イト 以上 必要 で す . 
指定 し た 領域 の 一 部 で も 他 の プロ セス に よっ て ロッ ク さ れ て いる 場合 や , 指定 し た 名 
前 の ブロ ッ ク が 存在 し な い 場 合 は エラ ー と な り ま す . 
支 MD が 2 の 場合 


common (2, NAME, OFS, PTR, LEN) 


long OFS : 書き 込み 開始 オフ セッ ト 
1ong PTR : 書き 込む デー タ の 入っ た バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
long LEN : 書き 込む バイ ト 数 


NAME で 指定 し た 名 前 の 付い た デー タ ・ ブ ロッ ク の , OFS バ イト 目 か ら , LEN で 指定 する 
長き だ け , PTR で 指定 し た バッ ファ の 内 容 を 書き 込み ます . 


指定 し た 領域 の 一 部 で も 他 の プロ セス に よっ て ロッ ク さ れ て いる 場合 は エラ ー と な り 
ます . 
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支 MD が 3 の 場合 
common (3, NAME, OFS, PSPID, LEN) 
long OFS > ロッ ク 開 始 オ フ セ モット 
1ong PSPID ・ ロ ッ ク を 行なう プロ セス (自分 ) の ID 
long LEN > ロッ ク す る 領域 の バイ ト 数 
NAME で 指定 し た 名 前 の 付い た デー タ ・ ブ ロッ ク の OFS か ら LEN バ イト の 他 の プロ セス か 
ら の アグ 半 多 巨 グ ます : 
PSPID に は , 現在 の プロ モス ID (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 十 $10) を 指定 し て くだ さい . 
自分 . ま た は 他 の プロ セス が この デー タ ・ ブ ロッ ク を ロッ ク し て いる 場合 は , ロッ ク 
を 行 な け こと が で きま せん . 
娘 MD が 4 の 場合 
common (4, NAME, OFS, PSPID, LEN) 
long OFS > ロッ ク 解 除 オ フ セ ッ ト 
1ong PSPID : ロック を 解除 する プロ セス (自分 ) の ID 
1ong LEN ・ ロ ッ ク 解 除 す る 領域 の バイ ト 数 
NAME で 指定 し た 名 前 の 付い た デー タ ・ ブ ロッ ク の ロッ ク を 解除 し ます . 
ロッ ク を 解除 する た め に は , その デー タ ・ ブ ロッ ク の ロッ ク 領 域 を 設定 し た 場合 と 同 
ー の 引数 , OFS, PSPID, LEN を 指定 する 必要 が あり , 違う 場合 は エラ ー と な り ま す . 
婦 MD が 5 の 場合 
common (5, NAME) 
NAME で 指定 し た 名 前 の 付い た デー タ ・ ブ ロッ ク を 削除 し ます . 
目的 の デー タ ・ ブ ロッ ク が 他 の プロ セス に よっ て ロッ ク さ れ て いる 場合 , 削除 で きま 
せん (自分 が ロッ ク し て いる の な ら ば 削除 も 可 ). 
コー ル 
( 例 は MD が 1 の 場合 ) 
move. 1 #LEN, - (SP) 
Dea PTR 
move.1 #OFS, - (SP) 
pea NAME 
move.Ww #1, - (SP) 
dc. W $FF55 
1ea 18 (SP) , SP 





dc.b "MSGO',0 


dc.b 光 6。 類 光 7 
$FFFD message (SENDER, RECIEVER, ATR, MESPTR, LEN) 2.0x 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.472 ABD.X 








F5 malloctLEN] 
F48 の malloc と まっ た だ たく 同一 


ビ ヒビ 5 へ oreattmp[NAMEPTH.ATH]〕] 仮 
記 数 


NAMEPTR : ファ イル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
mamd ATR : ファ イル の 属性 
圭 り 値 
燥 NPD ファ イル ・ ハ ンド ル . 仙 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド . 
上 MPPTR) .b- 作成 され た テン ポラ リ ・ フ ァイル ・ ネ ー ム 


奏 式 

テン ポラ リ ・ フ ァイル を 作成 し ます . 

SFF3C の create と 違う 点 は 。 ファ イル ・ ネ ー ム 中 に 特殊 文字 '?" が 使え る 点 で す . Human は 
3 を 適当 な 数 字 に 置き 換 を そる こと に よっ て , 既に 存在 する ファ イル の 名 前 と 重複 し な い 
= ミ う な を ファ イル ・ ネ ー ム を 生成 し, その 後 create と 同様 な 作業 を 行ない ます . 

』? を 使わ な い 場 合 で も , 指定 し た ファ イル 名 と 同名 の ファ イル が 存在 し た 場合 ,. そ の 
ヲ テ ァイル 名 が 数 字 を 含ん で いれ ば , 数 字 を 十 1 す る こと に よっ て 重複 し な い フ ァイル 名 の フ 
ァイル を 作成 し ます . 

既に 存在 する ファ イル の 名 前 と 重複 し な い 名 前 を 生成 で き な か っ だ た 場合, エラ ー が 発生 
し . ファ イル の 作成 は 行ない ませ ん . 

作成 され た テン ポラ リ ・ フ ァイル は シェ アリ ング の 対象 と な り ま す . し た が っ て , その 
茅 は ほ , CONFIG. SYS の "SHARE=" の 第 1 パラ メー タ で 指定 し た ファ イル 数 を 超え る こと は で き 
ませ ん . それ 以上 作成 し よう と し た 場合 , エ ラー に は な ら ず , 作成 で きる 状況 ( 例 : 価 の 
プロ モス が シェ アリ ング を 行なっ て いた ファ イル を クロ ー ズ し た 場合 な ど ) に な る まで 待 
呈し まい ます . 

CONFIG. SYS で "SHARE=” を 指定 し て いな い 場 合 , この よう な 現象 は 発生 せ ず , いく ら で る 
テン ポラ リ ・ フ ァイル を 作成 で きま す . 

ATR の 各 ビ ッ ト を 立て た 場合 , 以下 の よう な ファ イル の 属性 が 指定 され ます . 複数 の ビッ 
ト を 立て る こと も 可能 で す . 

bit5 通常 の ファ イル 

bit4 ディ レク トリ 

bit3 ボリ ュー ム TID 

bit2 シス テム ・ フ ァイル 

bi t1 隠し ファ イル 

bit0 読み 込み 専用 ファ イル 
(その 他 の ビッ ト は 意味 を 持た な い ) 
コー ル 

move.w #$20, - (SP) 





Dea NAMEPTR 
dc.w  $FF5A 
addq  #6,SP 


NAMEPTR: 
dc. 「 肖 間 2 0 

参照 

$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 

$SFF3D open (NAMEPTR, MODE) 

SFF3E close(FILENO) 

$SFF5B create2 (NAMEPTR, MODE) 
サン プル ・ プ ログ ラム 

P.248 SMPL35 


プロ グラ ミン グ に 便利 な ツー ル 類 ( { ) 

X68K の ソフ ト は 市 販 の も の は も ちろ ん , PDS と し て パソ ュ コン 通信 で 流通 し て いる も の や , 雑誌 に 掲載 され 
だ た も の に も 素晴らし いも の が あり ます . 

そう し た ソフ ト の 中 で , プロ グラ ミン グ の 際 に 私 も 重宝 し て いる も の を いく つか ご 紹介 し ます . 
久 /EMACS 3.9e (移植 :0BTJECT-X 氏 ) 

マル チ ・ フ ァイル / マ ル チ ・ ウ ィ ン ド ウ 対 応 の スク リー ン ・ エ ディ タタ です. EMACS に は いく つか の バー ジ 
ョ ン が 存在 し ます が , この “3.9e" と いう の は ユー ザー が マク ロ を 使っ て 好み の 機能 を プロ グラ ミン グレ し, 
エディ タ に 組み 込む せこ と が で きる よう に な っ て いる 点 で 『 通 好み 』 と 言え ます . 

アモ ンプ ブラ の ソー ス を 書く と き に は も ちろ ん , C の ソー ス を 書く 場合 に は 絶大 な 威力 を 発揮 し ます . 日 本 
語 禁 則 機 能 を 付加 し た 0BJECT-X 版 な ら ば ワー プロ が わり に も 使え ます . 

この ソン フト は フリ ー ウ ェ ア と し て PEKIN な ど で 入 手 で きま す ( ソ ー ス 付 )。 

また , さら に 強力 な EMACS 3.10 も 登場 し まし た . 
免 undel ( 作 : お お すず 氏 ) 

テス トラ ン や ソー ス の 修正 を 繰り 返し て いる 間 に , うっ か り 必 要 な ファ イル を デリ ー ト し て し まっ た 経 
験 を 持つ 方 も 少な く な いで し ょ う . いま まで は 大 変 な 手間 を か け て 手 作 業 で 復活 させ る か , 諦め る か し か 
な か っ だ わけ で す が , この ソフ ト を 使う こと に よっ て 誰 で も 簡単 に ファ イル を 復活 で きる よう に な り ま し 
だ . 諦め る クチ だ っ た 私 な ど に と っ て は 救世 主 の よう な ソフ ト で す . 

この ソン フト は フリ ー ウ ェ ア と し て PEKIN, 梁山 泊 NET, サン デー ネッ ト , 電脳 倶楽部 (ディ スク マグ ジ 
ン ) な を ど で 入 手 で きま す ( ソ ー ス 付 ) . [P.161 に 続く ] 























SFF ら BB create ら [NAMEPTH.MODE] 仮 










引数 
long NAMEPTR ・ フ ァイル ・ ネ ー ム を 指す ポイ ンタ 
word ATR > フラ ァ イル の 属性 
返り 値 
DO.L ファ イル ・ ハ ンド ル . 負 の 数 の 場合 は エニ ラー コー ド . 
交 能 
ファ イル を 作成 し ます . 






$FF3C の create と 培う 点 は , 指定 し た 名 前 の ファ イル が 既に 存在 し て いた 場合 , エ ラー と 
な を り フ ァイル を 作成 し な い 点 で す . 

ATR の 各 ビ ッ ト を 立て た 場合 , 以下 の よう な ファ イル の 属性 が 指定 され ます . 複数 の ビッ 
ト を 立て る こと も 可能 で す . 















bit5 通常 の ファ イル 

bit4 ディ レク トリ 

bit3 ボリ ュー ム ID 

bit2 ング Rs2 ク アジ ゴ タ ジ 

bi t1 隠し ファ イル 

bit0 読み 込み 専用 ファ イル 
(その 他 の ビッ ト は 意味 を 持た な い ) 







コー ル 







move.w #$20, - (SP) 
NAMEPTR 
dc.w  $FF5A 
addq  #6,SP 








Dea 






NAMEPTR: 






dc.b 





"TMP0000',0 






参照 
$FF3C create (NAMEPTR, MODE) 
$FF3D open (NAMEPTR, MODE) 
$FF3E close (FILENO) 
$FF5A creattmp (NAMEPTR, MODE) 2.0x 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.249 SMPL36 
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お FF5 〇 Iook[MD.FNO.OFS.LEN] 仮 


引数 
word MD 


:・ こ の ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 


word FNO 史 56002 レク ドジ ドル 
1ong OFS > ロッ ク す る 領域 の オフ セッ ト 
1ong LEN > ロック する 領域 の 長き 


返り 値 


DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー. 


機能 


この ファ ンク ショ ン は , CONFIG. SYS の 中 で "SHARE ニ "で ロッ ク を 行なう ファ イル 数 と 領域 
数 を 設定 し て いな けれ ば 使え ませ ん . 
支 MD が 0 の 場合 


FNO で 指 


定 さ れ た ファ イル の , オフ セッ ト OFS か ら LEN バ イト の 領域 を ロッ ク し ます . 


ロッ ク さ れ な た 領域 は 。 ロッ ク を 行なっ た プロ セス 以外 の プロ モス か ら は 読み 出し も 書 
き 込 みち で き な く な り ま す . 
文 MD が 1 の 場合 


FNO で 指 
世 


定 さ れ た ファ イル の , オ プ セ モット OFS か ら LEN バ イト の 領域 の ロッ ク を 解除 し ま 


ロッ ク を 解除 で きる の は ロッ ク を 行なっ た プロ セス に 限ら ちら れ ます , また だ, OFS と LEN は 
ロッ ク し だ た と き と 同 じ 値 を 指定 し て くだ さい . 
コー ル 


dc. 


1ea 


$FF3C 
$FF3D 
$FF3E 
$FF5A 
$FF5B 


#LEN, - (SP) 
#OFS, - (SP) 
#FNO, - (SP) 
#0, - (SP) 

W $FF5C 
12 (SP)。。SB 


create (NAMEPTR, MODE) 
open (NAMEPTR, MODE) 
close (FILENO) 

creattmp (NAMEPTR, MODE) 
create2 (NAMEPTR, MODE) 


サン プル ・ プ ログ ラム 


P.250 SM 
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呈 F ビ 5 ロ F asgi 互 hnLMD.2PP] 仮 


引数 
word MD : この ファ ンク ショ ン の 動作 モー ド を 指定 し ます . 
その 他 の パラ メー タ は , 指定 し た モー ド に よっ て 意味 や 数 が 違っ て きま す . 
返り 値 
文 MD が 0 の 場合 
DO.L アサ イン イン デック ス . 負 の 数 の 場合 は エラ ー 
(BUF).b 一 ドラ イブ の アサ イン 状況 
@ ア デア サイン イン デック ス が $40 だ っ た 場合 
指定 し た ドラ イブ は ノー マル な 状態 の ドラ イブ で あり , BUF で 指定 し た バッ ファ に は 
その ドラ イブ の カレ ント ・ デ ィ レ クト リ の パス 名 が 返り ます . 
@ デ サイ ン イ ン デ ックス が $50 だ っ た 場合 
指定 し た ドラ イブ は 仮想 ドラ イブ で あり , BUF で 指定 し た バッ ファ に は その 仮想 ドラ 
イブ に 割り 付け られ て いる サブ ディ レク トリ の パス 名 が 返り ます . 
@ デ サイ ン イ ン デ ックス が $60 だ っ た 場合 
利 定 し た ドラ イブ は 他 の ドラ イブ の サブ ディ レク トリ に 割り 付け られ て お り , BUF で 
指定 し た バッ ファ に は その ドラ イブ が 割り 付け られ て いる サブ ディ レク トリ の パス 名 
が 返り ます . 
文 MD が 1 の 場合 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エニ ラー 
支 MD が 4 の 場合 
DO.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー 
機能 
ドラ イブ を ディ レク トリ と し て アク セス し た り , ディ レク トリ を 仮想 ドラ イブ と し て デア 
クセ ス す る 場合 の 設定 を 行なう ファ ンク ショ ン で す . 
仮想 ドラ イブ 名 は CONFIG. SYS 中 の "LASTDRIVE=" で 指定 し た 最終 ドラ イブ 名 を 超え る こと 
は で きま せん . 
現在 , この ファ ンク ショ ン に は 仮想 ドラ イブ 関係 の 機能 し か 用 意 き れ て いま せん が , Hu 
man68k 用 の LAN が 登場 し た 場合 , 拡張 され る 可能 性 が あり ます . 
娘 MD が 0 の 場合 
assign (0, DRVNAME, BUF) 
1ong DRVNAME : ド ライ ブ 名 を 指す ポイ ンタ 
1ong BUF : ドラ イブ の アサ イン 状況 が 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
DRVNAME で 指定 する ドラ イブ の アサ イン 状況 を 見 ます . アサ イン イン デック ス が DO に, 
アサ イン 状況 が BUF で 指定 し た バッ ファ に 返り ます . 
文 MD が 1 の 場合 2 
assign (1, DRVNAME, PATHNAME, IDX) 
1ong DRVNAME : ドラ イブ 名 を 指す ポイ ンタ 
long PATHNAME : パス 名 を 指す ポイ ンタ 
word IDX アサ イジ シイ ンジ デック グ シシ 
@ 1TDX が $50 の 場合 
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DRVNAME で 指定 し た ドラ イブ を , PATHNAME で 指定 し た パス 名 で アク セス で きる よう に 
設定 を 行ない ます . 
@TDX が $60 の 場合 
PATHNAME で 指定 し た パス を , DRVNAME で 指定 し た 仮想 ドラ イブ 名 で アデ ク セス で きる よ 
うに 設定 を 行ない ます . 
娘 MD が 4 の 場合 
assign (3, DRVNAWME) 
1ong DRVNAME : ド ライ ブ 名 を 指す ポイ ンタ 
DRVNAME で 指定 する ドラ イブ の アサ イン 状況 を デフ ォ ル ト 状 態 に 戻し ます . 
コー ル 
(MD が 1 の 場合 ) 
move.w +#$60, - (SP) 
Dea PATHNAME 
Dea DRVNAWME 
move.W #1, - (SP) 
dc.w $FF5F 
1ea 12 (SP) , SP 


PATHNAME: 

dc.b ”a:\Work\source”, 0 
DRVNAME: 

dc.b "wi 0 
参照 

$FF34 drvxchg (OLD, NEW) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.252 SMPL38 


お FF フ ブロ getfoDLFNO〕 仮 


引数 
word FNO mm 多 テ イカ ルッ ハン ドル 
返り 値 
DO.L FCB の アド レス . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
オー プン され て いる ファ イル の FCB (ファ イル ・ コ ント ロー ルプ ブロ ッ ク ) の アド レス を 求 
あま 3 
FCB は 1 つの ファ イル に つき $60 バ イト ずつ 用 意 き れ て いま す . 
コー ル 
move.W #FNO, - (SP) 
dc.w $FF7C 
addq. 1 #2, SP 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.253 SMPL39 





ラビ F フ ロ mallooc ら [MD.LEN〕 仮 


引 致 

word MD >: メモリ の 割り 当て 方 法 を 指定 し ます 

long LEN : 確保 する メモ リ の バイ ト 数 

有 り 値 

DO0.L 確保 し た メモ リ ・ ブ ロッ ク へ の ポイ ンタ (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 十 $10) 
指定 し た バイ ト 数 だ け 確 保 で き な い 場合 は , $81000000 十 最大 バイ ト 数 が 返り ま 
2 
完全 に 確保 で き な い 場合 は , $8200000x が 返り ます . 

桶 能 

メモ リ を LEN バ イト だ け 確 保 し ます . 

SFF48 malloc と の 違い は ,mal1oc が メモ リ の 下位 方 向 か ら 順に メモ リ を 割り 当て て いく 
の み で あっ た の に 対し , この ファ ンク ショ ン で は 上 位 方 向 か ら の 割り 当て や , 最小 メモ リ ・ 
プ ブロッ ク の 割り 当て な ど が 可能 に な っ て いる こと と , スレ ッ ド の 管理 メモ リ 領 域 操作 に 完 
全 対 応 し て いる こと の 2 点 で す . 

文 MD が 0 の 場合 
最も 下位 に あり , 指定 され た バイ ト 数 だ け 確 保 で きる メモ リ ・ ブ ロック を 割り 当て ます . 
SFF48 malloc と 同様 . 

文 MD が 1 の 場合 
指定 され た バイ ト 数 を 確保 で きる だ け の 最小 の メモ リ ・ ブ ロッ ク を 全 メ モリ 中 か ら 探 し 
し 。 出 の 当 で 謎 記 。 

文 MD が 2 の 場合 

メモ リ の 上 位 方 向 か ら 必要 な バイ ト 数 だ け 割 り 当 て ます . 

コー ル 
move.] #LEN, - (SP) 
move.W #MD, - (SP) 
dc.W $FF7D 
addq.1 +#6, SP 
参照 
$FF48 malloc(LEN) 
$FF49 mfree(MEMPTR) 
$FF4A setblock (MEMPTR, LEN) 
$FF7E mfree2 (MEMPTR) 2.0x 
$FF7F setmarea (THREAD, MEMPTR, ALLLEN, LEN) 2.0x 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.255 SMPL40 





お FF ノ EE mfree ら (MEMPT ロ 〕 仮 


引数 
1ong MEMPTR : メ モリ ・ ブ ロッ ク へ の ポイ ンタ (メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 十 $10) 
返り 値 
D0.L 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
MEMPTR で 指定 し た メモ リ ・ ブ ロッ ク を 開放 し ます . MEMPTR は $FF48 malloc, $FF7D mal1 
oc2 で 得 ち られ た ポイ ンタ を 指定 し ます . 
スレ ッ ド 0 以外 で 管理 メモ リ 領 域 全体 の た め の メ モリ 管理 ポイ ンタ 二 $10 を 指定 し た 場 
合 , 管理 メモ リ 領 域 の 中 の メモ リ ・ ブ ロッ ク を すべ て 開放 し , 現在 の スレ ッ ド を 停止 状態 
に し ます ($FEFF9 kill と 同様 な 動作 ).、 スレ ッ ド の た め の 管 理 メ モリ 領域 と し て 使用 きれ て 
いる メモ リ ・ プ ロッ ク が 開 族 き ダ る わけ で は な いこ と に 注意 し て くだ さい . 
それ 以外 の 場合 は SFF49 mfree と 同様 な 動作 を し ます . 
コー ル 
move.] #MEMPTR, - (SP) 
dc.w $FF7E 
addq.1 #4, SP 


$FF48 malloc(LEN) 
$FF49 mfree (MEMPTR) 
$FF4A setblock (MEMPTR, LEN) 
$FF7D malloc2 (LEN) 2.0x 
$FF7F setmarea (THREAD, MEMPTR, ALLLEN, LEN) 2.0x 
$FFF9 ki11 () 2.0x 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.255 SMPL40 





ィ ク タ 





お FF フ F setmarea[THREAD.MEMPTH.ALLLEN.LENJ 仮 .0 


引数 
word THREAD : ス レッ ド 番 号 
1ong MEMPTR : メ モリ ・ ブ ロッ ク へ の ポイ ンタ (管理 テー ブル 十 $10) 
1ong ALLLEN : 管 理 メ モリ 領域 全体 の バイ ト 数 
1ong LEN ・ 設定 す る 管理 メモ リ 領 域 の 中 か ら 確 保 し た い バ イト 数 
返り 値 
DO.L 設定 され た 管理 メモ リ 領 域 の 中 の 最初 の メモ リ 管 理 ポ イン タ 
機能 
THREAD で 指定 し た スレ ッ ド の た め の 管 理 メ モリ 領域 を 設定 し ます . 
MEMPTR で 指定 する の は , $FF48 malloc な ど で 得 られ た メモ リ 管 理 テ ー ブ ル 十 $10 の アド レ 
ズ スズ 
ALLLEN は 管理 メモ リ 領 域 全 体 の 大 きき で , あら か じ め 確 保 し て ある 領域 の 大 き さ を 超え 
て は いけ ませ ん . 
LEN は 設定 する 管理 メモ リ 領 域 の 中 か ら 確 保 し た い 領 域 の 大 きき さ で ,ALLLEN の 大 き さ を 弟 
<G4( は AS まる 5 の 
この コー ル 以 降 , THREAD で 指定 きれ た スレ ッ ド 中 で コー ル さ れる $FF7D malloc2, $FF7E 
mfree2 は , 設定 し た 管理 メモ リ 領 域内 を 対象 に 動作 する こと に な り ま す . 
コー ル 
#LEN, - (SP) 
#ALLLEN, - (SP) 
#MEWPTR, - (SP) 
#THREAD, - (SP) 
dc. w $FF7F 
1ea 14 (SP) , SP 


$FF48 malloc(LEN) 
-$FF49 mfree (MEMPTR) 
$FF4A setblock (MEMPTR, NEWLEN) 
$FF7D malloc2 (MD, LEN) 
$FF7E nmfree2 (MEMPTR) 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.472 ABD.X 
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呈 FFF5 getindos[ ] 仮 


引数 
な 志 
返り 値 
DO.L 2 の 6 ジョー リン の の TImD083 ア ラグ の アド ピス 
機能 

DO に ファ ンク ショ ンコ ー ル の ネス ティ ング レベ ル を 格納 し て いる 1 ワー ド の ワー ク (ニテ 1 
nDO0S フ ラグ ) の アド レス が 返り ます . 

InD0S5 フ ララ グ は , ファ ンク ショ ンコ ー ル が 呼び 出さ きれ る と き に 十 1 さ れ , フラ ファンクション 
コー ル 処 理 か ら 呼 び 出し た プロ グラ ム に 戻る と き に 一 1 され る ワー ク で す . 

この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 

コー ル 

dc.w $FFF5 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.261 SPML42 


呈 FFFB faroalILADHJ 仮 


引数 
1ong ADR > コール する アド レス 
返り 値 
不定 
機能 
ADR で 指定 する アド レス を サブ ルー チン コー ル し ます . 
コー ル 先 へ は スー パー バイ ザ モ ー ド で 制御 が 移り ます (戻っ て きた と き に は 元 の 状態 に 
戻り ます )、. 
この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 
ーー ガレ 
move. 1 #ADR, - (SP) 
dc.w $FFF6 
addq.1 #4, SP 


サン プル ・ プ ログ ラム 
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P.263 SPML43 








呈 FFFZ memopy[SOUROE.DISTI.MODE〕 仮 


引数 
1ong SOURCE 転送 元 の アドレス 
1ong DISTI ) 転送 先 の アド レス 
word MODE : この コー ル の 動作 を 指定 し ます 
返り 値 
正常 終了 
DISTI ア クセ ス 時 に バス エラ ー が 発生 し た 
SOURCE ア クセ ス 時 に バス エラ ー が 発生 し た 
お か し な モー ド を 指定 し た か , 奇数 アド レス を アク セス し よう と し た (M 
ODE=2, 4) 問 0 


MODE で 指定 し た サイ ズ の デー タ を 転送 し ます . 

バス エラ ー や アド レス エラ ー が 発生 し て も エラ ー ウ ィ ン ド ウ は オー プン さき れず, 返り 値 
で 通知 きれ ます . 

SOURCE, DISTI に は スー パー バイ ザ 領 域 も 指定 で きま す . 


娘 MODE が 1 の 場合 
SOURCE で 示さ れる アド レス に 格納 され て いる 1 バイ ト の デー タ を DISTI へ 転送 し ます . 
娘 MODE が 2 の 場合 
SOURCE で 示さ れる アド レス に 格納 され て いる 1 ワー ド の デー タ を DISTI へ 転送 し ます . 
文 MODE が 4 の 場合 
SOURCE で 示さ れる アド レス に 格納 され て いる 1 ロン グ ワ ー ド の デー タ を DISTI へ 転送 し ま 
す . 
この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 
コー ル 
move.w #MODE, - (SP) 
move.1 #DISTI, - (SP) 
mOVe. #SOURCE, - (SP) 
dc.w $FFF7 
1ea 10 (SP) , SP 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.264 SMPL44 
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お FFF8 newthreadLNAME.LVL.BUSP.BSSP,BSH. 
選 還 邊 韻 9 自選 戸 選民 戸 ] 仮 


引数 
1ong NAME : ス レッ ド 名 (16 バ イト 以内 ) を 指す ポイ ンタ 
word LVL ・ ス レッ ド の レベ ベル (1 一 255) 
1ong BUSP : 起 動 す る スレ ッ ド の た め の USP 
1ong BSSP : 起 動 す る スレ ッ ド の た め の SSP 
word BSR  : 起 動 す る スレ ッ ド の た め の SR 
1ong ENTRY : スレ ッ ド の エン トリ ・ ア ドレ ス 
1ong BUFF : プ ロ セ ス 問 通信 バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
1ong SLEEP : 初期 スリ ー プ 値 (0 一 $FFFFFFFF. 0 の 場合 は 無期 限 に スリ ー プ する ) 
返り 値 
DO.1 スレ ッ ド 番号 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
新しい スレ ッ ド を 起動 し ます . 
BUFF で 示す バッ ファ は 湊 の よう な 初期 構造 を し て いる 必要 が あり ます . 
BUFF: dc.1 LEN * バップ ファ の バイ ト 数 
dc. 1 BODY * バッ ファ 本 体 が ある アド レス 
dc. w $0000 * メ ッ セ ー ジ アト リ ビ ュ ー ト 
dc. W $FFFF * メッ セー ジ 発 信者 ID 
BODY: (実際 に は BODY は BUFF の 直後 で な く て も よい ) 
ds.b LEN 


SLEEP と し て 0 を 指定 し た 場合 ., ス レッ ド は 最初 無期 限 の スリ ー プ 状態 に な り ま す . 他 の 
スレ ッ ド か ら $FFFD message を 使っ て スリ ー プ 解除 し な いか ぎり , 動 き 出 すこ と は あり ませ 
ん . 


この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん が , 新しい スレ ッ ド を 起動 し た 
直後 , $FFF8 の ベク タ に し た が っ て コー ル を 行ない ます . 
(デフ ォ ル ト で は な に も せ ず リタ ー ン する ) . 
コー ル 

move. 1 #SLEEPP, - (SP) 

Dea BUFF 

Dea ENTRY 
SR, - (SP) 

Dea BSSP TOP 

Dea BUSP TOP 
#LVL, - (SP) 

Dea NAME 

dc. w $FFFS 

1ea $1C (SP) , SP 





$FFF9 
$FFFA 
$FFFB 
$FFFC 
$FFFD 


$FFFE 

$FFFF 
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"BACK GROUND1', 0 


LEN 
BODY 
0 
$FFFF 


LEN 


> シス テム ・ ス タッ ク 領 域 


> ユー ザー スタ ッ ク 領 域 


ki11() 

getthread (THREAD, BUF) 

suspend (THREAD) 

sleep (TIME) 

message (SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) 
getsystimer () 

juggle() 





7?0 


中 FFF Kill[ ] 仮 


引数 
Ks: 
返り 値 
な し 
機能 

現在 の スレ ッ ド を 停止 状態 に し , バッ ク グ ラウ ンド ・ タ スク ・ マ ネー ジャ に 戻り ます . 
以降 ., この スレ ッ ド が 呼び 出さ れる こと は あり ませ ん . また , この スレ ッ ド に よっ て 動作 
し て いた だ た プロ セス は , メモ リ か ら 解 放さ きれ ます . 

主 ス レッ ド (Human68k System) は , この コー ル を 呼び 出し て は いけ ませ ん . 

(呼び 出し て も よい が , 他 の スレ ッ ド が 生成 され て いな い 場 合 、 ハ ング アッ プ す る こと に な 
) り 6 

この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん が , スレ ッ ド を 停止 状態 に し た 


直後 , $FFF9 の ベク タ に し た が っ て コー ル を 行ない ます . 
(デフ ォ ル ト で は ば は なにせ ずり リターン する ) . 
コー ル 


dc. w $FFF9 

参照 
$FFF8 newthread (NAME, LVL, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEEP) 
$FEFFA getthread (THREAD, BUF) 
$FFFB suspend (THREAD) 
$FFFC sleep (TIME) 
$FFFD message (SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) 
$FFFE getsystimer () 
$FFFF juggle() 
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お FFFA getthreadLTHRHEA 品 . 巳 UF] 仮 
引数 


Word 










THREAD : ス レッ ド 番 号 
long BUF > スレ ピッ ド の 情報 が 返る バッ ファ へ の ポイ ンタ 
返り 値 
DO.L スレ ッ ド 番号 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
(BUF).b- スレ ッ ド の 情報 
機能 
THREAD で 指定 し た スレ ッ ド の 情報 を , BUF で 指定 し た パッ ファ に コピ ー し ます . 元々 の スネ 
レッ ド 情 報 は 87C バ イト あり ます が , コピ ー さ れ て くる の は その うち の 先頭 74 バ イト で す -. 
し た が っ て , バッ ファ は $74 バ イト 用意 する 必要 が あり ます . 
THREAD は 原則 と し て 0 一 31 の 値 を と り ま す が , 一 1, 一 2 を 指定 する こと で 特殊 な 機能 を 利 
用 で きま す 。 
THREAD が 一 1 の 場合 
BUF で 指定 する バッ ファ の 中 に , ス レッ ド 名 だ け を 記入 し た 仮 の スレ ッ ド 情報 バッ ファ 
を 作成 し て お いて この ファ ンク ショ ン を コー ル す る こと に より , 合致 する 名 前 を 持つ ス 
レッ ド の 情報 が BUF で 指定 する バッ ファ の 上 に 重ね て コピ ー さ れ て き ま ) 応 
同時 に , その プロ セス の ID ナン バー も D0 に 返り ます . 指定 し た 名 前 の スレ ッ ド が 存 大 
し な い 場 合 , 一 1 が 返り ます . 
娘 THREAD が 一 2 の 場合 
BUF で 指定 する バッ ファ の 中 に , 現在 の スレ ッ ド (自分 ) の 情報 を コピ ー し ます 。 同時 
に , 自分 の スレ ッ ド 番号 が DO0 に 返り ます . 























この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 
ヨー ル 








Dea BUF 
move.W #THREAD, - (SP) 
dc.w $FFFA 


#6, SP 






ds.b $74 












$FFF8 





newthread (NAME, LVL, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEEP) 











$FFF9 kil1() 2. 0* 
$FFFB Suspend (THREAD) 2. 0 
$FFFC sleep (TIME) 2. Ox 
$FFFD meSSsage (SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) 2. Ox 
$SFFFE getsystimer () 2. 0 ェ 
$FFFF juggle () 2. 0 
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中 ビビ FB suspend[THRHEAD]〕 仮 


引数 
word THREAD : ス レッ ド 番 号 
返り 値 
D0.1 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
THREAD で 指定 し た スレ ッ ド を サス ペン ド 状 態 に し ます . 
サス ペン ド 状 態 は 無期 限 の スリ ー プ 状態 と ほぼ 同様 で す が , 他 の スレ ッ ド か ら の $FFFD m 
essage に よっ て サス ペン ド を 解除 きれ た 場合 も . それ まで の レジ ス タ の 値 に 変化 は あり ま 
せん . 
この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 
コー ル 
move.w #THREAD, - (SP) 
dc.w $FFFB 
addq.1 #2,SP 


$FFF8 newthread (NAME, LVL, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEET) 
$FFF9 ki1l10) 
$FFFA getthread(THREAD, BUF) 
$SFFFC sleep (TIME) 
$FFFD message(SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) 
$FFFE getsystimer () 
$FFFF juggle() 
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ラビ FFCC gleep[TIME] 仮 刀 .Dx 


ョ 数 

long TIME > スリー プ カ ウ ンタ に セッ ト す る 値 
土 り 値 

DO.L スリ ー プ カウ ンタ の 残り 

栓 能 


スリ ー プ カウ ンタ に カウ ンタ 値 TIME を 設定 し , スリ ー プ 状態 に 入り ます .。 TIME と し て 0 
を 指 定 し た 場合 , 無期 限 の スリ ー プ 状態 と な り ま す . 

この コー ル か ら 戻 っ て くる 場合 に は 以下 の 2 つが あり ます . 
スリ ー プ を 正常 に 終了 し た 場合 

スリ ー プ カウ ンタ に 指定 し た だ け の 時 間 が 経 包 し , スリ ー プ 状態 か ら 復帰 し た 場合 . 
この 場合 , DO に は 0 が 返り ます . 
@ 爺 の スレ ッ ド か ら 強 制 的 に スリ ー プ 解除 され た 場合 

他 の スレ ッ ド の SFFFD message に よっ て 強制 的 に スリ ー プ を 解除 きれ た 場合 . この 場 
合 , DO0 に は スリ ー プ カウ ンタ の 残り が 入り ます (無期 限 の ス リー 太っ つ だ 場合 は 0). 


スリ ー プ カウ ンタ は バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ が スレ ッ ド を 切り 替え る 度 に 一 1 され 。 0 
に な っ た だ た 時点 で スリ ー プ を 正常 に 終了 し ます . 
この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 


コー ル 
move. ] #TIME, - (SP) 
dc.w $FFFC 
addq.1 #4,SP 
参照 
$FFF8 newthread (NAME, LVL, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEEP) 2.0x 
$FFF9 kil1() 2.0x 
$FFFA getthread (THREAD, BUF) 2 ョ 0 
$FFFB suspend (THREAD) 2.0x 
ゃ FFFD message(SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) 2 
$FFFE getsystimer () 2. 0x 
$FFFF juggle() 2. 0X 
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7 ラ タ 


お FFFD messaggLSENDEH.HEOCEIVERH.ATH. 
MESPTRH.LEN]〕 仮 


引数 
word SENDER : 発信 側 の スレ ッ ド 番号 
word RECEIVER : 受信 側 の スレ ッ ド 番号 
word ATR ・ メ ッ セ ー ジ の 付加 情報 
1ong MESPTR  : 送信 する メッ セー ジ の 格納 きれ て いる バッ ファ へ の ポイ ンタ 
1ong LEN : 送信 メッ セー ジ の バイ トト 数 
返り 値 
DO.L 人 負 の 数 の 場合 は エラ ー コ ー ド 
機能 
RECIEVER で 指定 し た スレ ッ ド に MESPTR で 示す バッ ファ に 格納 され だ メッセージ を LEN バ イ 
ト 送 信 し ます . 
受信 側 に 用 意 さ きれ て いる メッ セー ジ バ ッ プ ァ 容量 より も 長い メッ セー ジ 送 っ て は いけ ま 
せん . 
受信 側 の スレ ッ ド が な が スリープ / サ スペ ンド 状態 で あっ た 場合 ,、 スリープ / サ スペ ンド は 解 
除き れ ま す . 
ATR は メッ セー ジ と と も に 受信 側 の スレ ッ ド に 送ら れる 値 で す . その 値 は 任意 で す が , 特 
定 の 値 を 指定 し た 場合 , 特殊 な 動作 を 行ない ます . 
支 ATR が $FFFB の 場合 
メッ セー ジ は 送信 せ ず , RECEIVER で 指定 する スレ ッ ド の スリ ー プ サス ペン ド の 解除 の 
み を 行ない ます . 指定 し た スレ ッ ド が 存在 し な い 場 合 は エラ ーー1 が 返り ます . この 場 
合 , MESPTR, LEN の 値 に 意味 は あり ませ ん . 


この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 
コー ル 

move.1 #LEN, - (SP) 

Dea MESPTR 
#ATR, - (SP) 
#RECEIVER, - (SP) 
#SENDER, - (SP) 
$FFFD 
14 (SP) , SP 


MESPTR: 
dc.b 
参照 
common (MD, NAME, ???) 
newthread (NAME, LVL, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEEP) 
ki110) 
getthread (THREAD, BUF) 
suspend (THREAD) 
sleep (TIME) 
















$FFFE getsystimer () 
$FFFF juggle() 59005 
サン プル ・ プ ログ ラム 

P.472 ABD.X 














呈 FFFE getsysgtimer[ ] 仮 


引数 
なじ 
返り 値 

DO.1 シス テム ・ タ イマ ー の 値 

機能 

タイ ム ス ラ イス ご と に 十 1 さ れる ロン グ ワ ー ド の カウ ンタ の 値 を 得 ます . 
CONFIG. SYS の "PROCESS= ニ "の 第 3 や ラメ ー タ で 10 を 指定 し た だ 場合. この カウ ンタ が か 以前 調 
べた と きか ら 十 5 され て いた な ら ば , 約 50ms が 経過 し た こと に な り ま す . 













この コー ル は ベク タク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん . 
コー ル 











dc.w $FFFE 





参照 
$FFF8 newthread (NAME, LVL, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEEP) 
$FFF9 ki1l10) . Ox 
$FFFA getthread (THREAD, BUF) . Ox 


2. 0X 
2 
2 
$FFFB suspend (THREAD) 2.0x 
2 
2 
2 









$FFFC sleep(TIME) 0 
$FFFD message(SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) . Ox 
$FFFF juggle () - Ox 
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中 F 條 正和 還 軸 四 概 


引数 . 
2 張 し に 
返り 値 
Sly 
機能 
現在 の スレ ッ ド (自分 ) を 中 断 し , バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ に 制御 を 戻し ます . 
この コー ル を 使わ な く て も , スレ ッ ド に 与 を られ た タイ ム ス ラ イス を 使い 終わ れ ば 自動 
的 に バッ ク グ ラウ ンド ・ モ ニタ に 戻り , 次 の スレ ッ ド の 処理 の 続き を 行なう こと に な り ま 
す . し か し , 次 の よう な 場合 は この コー ル を 利用 し た 方 が シス テム 全体 の スル ー プ ブッ ト が 
上 が り ま す . 
@e キー ボー ド な どの デバ イス の 入力 待ち の 場合 
入力 待ち の ルー プ の 中 に この コー ル を は さむ こと で , 遅い デバ イス か ら の 応答 時 間 を 他 
の タス ク の た だ ため に 使う こと が で きま す . 
@ 他 の スレ ッ ド と 同期 を と る 場合 
他 の スレ ッ ド に メッ セー ジ を 送れ る 状態 に な る まで 待つ 場合 や , 他 の スレ ピッド か ら の メ 
ッ セ ー ジ を 待つ 場合 な ど . 待ち ルー プ の 中 に この コー ル を 挿入 し ます . 
o 決 に MPU の 使用 権 が まわ っ て くる まで する こと が な い 場 谷 


この コー ル は ベク タ を 書き 換え て 処理 を 変更 で きま せん が , 次 の スレ ッ ド に 切り 替え た 
直後 , SFFFF の ベク タ に し た が っ て コー ル を 行ない ます . 
(デフ ォ ル ト で は な に も せ ず リタ ー ン する ) 
コー ル 

dc. w $FFFF 

参照 
$FFF8 newthread (NAME, MD, BUSP, BSSP, BSR, ENTRY, BUFF, SLEEP) 
$FFF9 ki1l1() 
$FFFA getthread (THREAD, BUF) 
$FFFB suspend (THREAD) 
$FFFC sleep (TIME) 
$FFFD message(SENDER, RECEIVER, ATR, MESPTR, LEN) 
$FFFE getsystimer () 
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メッ セー ジ の 付加 情報 の 意味 

$FFFD message で 他 の スレ ッ ド に 送る メッ セー ジ は , 決め られ た 長 さ 以内 の メッ セー ジ 本 体 と ョ テア ー ド の 
付加 情報 で 構成 きれ る こと は 説明 し まし た . 

この 付加 情報 の 意味 で す が , 完全 に ユー ザー に 任 さ きれ て いる と いう わけ で は な いよ う で ます. 沢 の 3 つの 吉 


実に 注目 し て くだ さい . 
(1) 付加 情報 と し て $FFFD を 指定 し た 場合 , メッ セー ジ は 送信 きれ ず , 送り 先 の スレ ッ ド の スリ りー プス 


ンド が 解除 され る . 
ー$FFED は ファ ンク ショ ンコ ー ル suspend の 番号 . 
(2)TIMER_X に お いて , オプ ショ ン と し て "/ki11” を 指定 し た 場合 , TIMER.X の 常駐 部 を 動 信 き 二 て いる ス レッ 
ド に は $FFF9 の 付加 情報 付 の タメ ッ セ モー ジ が 送ら れる . 
ー$FFF9 は ファ ンク ショ ンコ ー ル kil1 の 番号 . 


この こと か ら , どう や ら 付 加 情 報 と し て $FFxx と いう 値 を 指定 し た 場合 , 付加 情報 と 同じ 秋 号 の フェ ンク 


ショ ン ・ コ ー ル に 関係 し た 動作 を 指示 する こと に な る よう で す . 
付加 情報 に $FFFD を 指定 し た 以外 は シス テム は 関知 し な い の で , ユー ザー が 対語 し を け 友 ほぼ を 9 ま せん . 





7 ラ Z 








Human に は すでに いく つか の 日 本 語 フ ロン ト ・ プ ロ セ ッ サ が 登場 し て いま す 
が , ここ で は 標準 で 付属 する ASK68KVer1.0x/Ver2.0x (以下 それ ぞ れ ASK1.0x/ 
ASK2.0x) に つい て の デー タ を 掲載 する こと に し ます . 

これ ら の フロ ント ・ プ ブ プロセッサ は いずれ も デバ イス ・ ド ライ バ の 形 で Human に 
組み 込ま れ , 新しい CON デバ イス と し て 機能 し ます . 組み 込み と き に は , ファ ン 
クシ ョ ンコ ー ル の $EF22 knjctrl,$FF24 keyctrl の ベク タ を 書き 換え , フロ ント ・ プ 
ロ セ ッ サ 用 の ルー チン に 置き 換え る と いう 処理 も 行なう こと に な っ て いま す . 

$FF22 knjctrl で 呼び 出さ れる 機能 は , 特に FP コー ル と 呼ば れ ま す . 


J. | 
ログ トペ ッッ ンド セト RM の De ニン ダーー ブ エ 
イス は Human に よっ て ある 程度 規定 きれ て お り , フ 
ロン ト ・ プ プロセッサ は 原則 と し て 変換 中 の 表示 , 
候補 表示 , モー ド 表 示 な ど に $FF18 hendsp を 使う 
こと に な っ て いま す . その た め , 普通 に フロ ント ・ 
プロ セッ サ を 使っ て いる 場合 は . か な ら ず 画面 最 
下行 が フロ ント ・ プ ロモ セッ サ 用 と し て 使用 され ま 
す . 

これ で は 困る 場合 の 対応 に つい て , プロ グラ マ 
ー ズ ・ マ ニュ アル の 記述 を 補足 し て お きま す . 





①$FF18 hendsp を アプ リケーション で エミ ュ レ 
ー ト する 

フロ ント ・ プ ロモ セッ サ の 表示 関係 を すべ て 受け 
持っ て いる $FF18 hendsp の ベク タ を 書き 換え , ア 
プリ ケー ショ ン の 中 の 別 の 表示 ルー チン と 置き 換 
える こと で , 表示 を 変更 する 方 法 で す . 

この 場合 。 $FF18 hendsp に 替わる 表示 ルー チン 
さえ 用意 し て お け ば , その 他 の 入出 力 関係 は フロ 





フロ ント ・ プ プロセッサ の か な 漢字 変換 モジ ュー 
ル の カー ネル 部 は FP コ ー ル を 通し て ユー ザー に 開 
放さ れ て いま す ."FP コ ー ル の 19 一 27, 33 一 40 が そ 
れ で , これ ら を 利用 する こと で ユー ザー は 独自 の 
ユー ザー イン ター フェ イス で か な 漢字 変換 を 行 な 
うこ と が 可能 に な り ま す . 

これ ら を 利用 し て , 「 一 括 変 換 , 辞書 先読み な 
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フロ ント ・ プ ロ セ ッ サ の ユー ザー イン ター フェ イス 


3.E フロ ント ・ プ ロ セ ッ サ の 漢字 変換 カー ネル 





ント ・ プ ロモ セッ サ が すべ て 処理 し て くれ ます . 


②$FF22 knjctrl で FP の 漢字 変換 カー ネル を 呼 
び 出 す 

Hauman の キー 入力 関係 の ファ ンク ショ ン で は , 
CTRL | 十 | XF1 | (ASK2.0x の 場合 は 変更 可能 ) を 押 
し た 場合 , $FF18 hendsp を 利用 する 状態 で フロ ン 
ト ・ プ ロ セ ッ サ が 呼び 出さ れ て し まい ます . こ 視 
を 人 放 け る だ た だめ に , あら か じ め ア プリ ケー ショ ン で 
FP コ ー ル の 7 番 を 利用 し て , キー ボー ド か ら の 指 
示 で は フロ ント ・ プ ロ セ ッ サ を 呼び 出せ な いよ う 
SG さき パー ニー ザー の キー 入力 に 対し 。 デブ 人 
ケー ショ ン が 表示 や 変換 作業 (FP コ ー ル で 漢字 変 
換 カ ー ネ ル を 利用 ) を 行なう こと で , 表示 を 変更 
じ 湖 <9。 

この 場合 , キー の 入力 や 変換 状況 の 表示 な ども . 
すべ て アプ リケーション 側 で 受け 持つ こと に な り 
ます . 次 の 項 で も う 少 し 詳し く 解 説 し た いと 思い 
まず 。 























し 」,「 一 括 変換 , 辞書 先読み あり 」, そし て "逐次 
変換 」 の 3 つの 方 式 で か な 漢字 変換 を 行なう 手順 
を 解説 し ます . 


文 前 準備 
FFP コー ル 1, 7 を 使っ て , キー 入力 を 通常 入力 状態 
(vv ツ クー レー で こ お - さ "に 9 デ 





※ー 括 変換 , 辞書 先読み な し 

最も 基本 的 な 変換 方 法 で す . 変換 作業 を 変換 開 
始 時 に まとめ て 行なう た め , 若干 待た され る 場合 
3 あり ます 

変換 ウィ ンド ウ の モー ド 表 示 部 に 「 一 括 」 と 表 
示さ れ て いる 場合 は , この 辞書 先読み な し の 一 括 
変換 で は な く , 辞書 先読み あり の 一 括 変 換 を 行 な 
iC いま - す 。 
① キ ー 入 力 

キー ボー ド か ら の 入力 を 受け 付け ます . この 際 
の エエ コー バック な ど は Human に 行なわ せ て も いい の 
で す が , か な 漢字 変換 前 の 読み の 入力 で ある わけ 
で すか ら , 色 を 変え て 表示 さき せる な り , 専用 の ウ 
イン ドウ の 中 に 表示 させ る な り し た 方 が 望ま し い 
EGO 


ユー ザー が 変換 を 指示 する まで , 入力 され た 読 . 


み は バ バッファ に 納まっ て いま す . た だ し , 変換 前 
/ 変 換 後 の 文字 列 は 79 バ イト 以下 の 制限 が あり ま 
3 
② 変 換 開始 

ユー ザー か ら 変 換 開始 の 指示 が あっ た 場合 , キ 
ー 入 力 結 果 を 納め た バッ ファ を 指定 し て FP コ ー ル 
19 で 変換 を 開始 し ます . コー ル の 結果 , 最初 の 文 
節 の 此 1 番 目 の 候補 と 候補 の 数 . そし て 後続 文節 
を も 得 る こと が で きま す 』a デ プリ ケ ニ エニ シ ョ ン は と これ 
ら の 表示 を 行ない ます . 

フロ ント ・ プ ロモ セッ サ 内 部 に は この 時 点 で いく 
つか の 候補 群 (候補 ブロ ッ ク ) が 用 意 き され て いま 
す . 
③ 候 補選 択 

ユー ザー か な ら 候 補選 択 指 示 が あっ た 場合 , FP コ 
ー ル 20, 21 を 使っ て ,② で 得 ら れ だ 最初 の 文節 の 前 
候補 / 次 候補 を 選択 し ます . こ れ ら も 表示 を 行なっ 


て ユー ザー に 選択 を うながす 必要 が ある で し ょ う . 


それ で も まだ 目的 の 候補 が 得 ら れ な い 場 合 は , 
FP コ ー ル 22, 23 を 使っ て 前 候補 / 次 候補 プロ ッ ク を 
得 て か ら 同 様 に し て 前 候補 / 次 候補 を 選択 し ます . 
(④ 文 節 移動 

ユー ザー か ら 別 の 文節 へ の 移動 の 指示 が あっ た 
場合 、FP コ ー ル 35, 36 を 使っ て 前 文節 / 次 文節 に 移 
動 し ます . コー ル の 結果 , 移動 先 の 文節 の 第 1 番 
目 の 候補 と 後続 文節 を 得る こと が で きま す . アプ 
リケーション は これ ら の 文字 列 を 利用 し て 文節 の 


に 3 





移動 を 表現 する 必要 が あり ます . 

文節 移動 後 は FPP コー ル 20, 21, 22, 23 を 使っ た 場 
谷 , 移動 先 の 文節 に 対し て 前 候補 大 候補 / 前 候補 
ブロ ッ ク / 次 候補 ブロ ッ ク を 得る こと ほな ます . 
⑤ 文 節 伸張 

ユー ザー か ら 文 節 伸 張 の 指示 が あっ た 場合 . FP 
コー ル 33, 34 を 使っ て 現在 対象 と な っ て いる 文節 を ・ 
伸張 。 再 変換 し ます . アプ リケーション は 文節 伸 
張 。 再 変換 し た 結果 を 表示 し ます . 
⑥ 全 体 確定 

ユー ザー か ら 全 体 確定 の 指示 が あっ た 場合 , FP 
コー ル 24 を 使っ て すべ て の 文節 を 確定 し ます . ア 
プリ ケー ショ ン は それ まで の 入力 文字 列 の 表示 , 
候補 表示 な ど を 消去 し , コー ル の 結果 得 ら れ た 最 
終 的 な 確定 文字 列 を 表示 し ます . 

以上 で ひと と お り の 変換 作業 は 終了 で す . ふた 
た び ① に 戻り , 決 の 変換 作業 を 始め ます . 


※ー 括 変換 , 辞書 の 先読み あり 


外見 は 辞書 の 先読み な し の 一 括 変 換 と 変わ り ま 
せん が , 内 部 的 に は むし ろ 乏 決 変換 に 近い 方 法 で 
変換 し ます . 

文字 列 が 入力 され る と 同時 に あら か じ め 辞 書 を 
先読み し ます か ら , 変換 開始 時 の 作業 時 間 が 短縮 
人 きき 29 で 

変換 ウィ ンド ウ の モー ド 表 示 部 に 「 一 括 」 と 表 
示さ れ て いる 場合 は , この 辞書 先読み あり の 一 括 
変換 を 行なっ て いま す . 
① キ ー 入 力 / 先 読み 

キー ボー ド か ら の 入力 を 受け 付け ます . 

ユー ザー が 変換 を 指示 する まで , 入力 され た な 計 
み は バ ッ フ ァ に 納め て お きま す . それ と 同時 に 。 
mode と し て 1 を 指定 し て FP コ ー ル 26, 27 を 呼び 出 
し ジロ ント デ ロ セ ッ サ 内 部 の な が み 尻 衣 引 本 詳 
字 ず つ (複数 文字 ずつ で も 可 ) 文字 列 を 追加 し て 
行き ます (27 の 場合 , 前 除 し ます ). 文字 (文字 列 》 
が 追加 (削除 ) され る と 同時 に , 内 部 で 繧 二 書 の 
先読み が 行なわ れ て いま す . 

コー ル の 結果 , 入力 され た も の と 同じ 文字 ( 文 
字 列 ) が 返り ます の で , それ を 表示 すす る こと で エ 
ラー パ み 名 を 実現 人 きま 二 。 

変換 前 / 変 換 後 の 文 字 列 は 79 バ イト 以下 の 制限 が 
あり ます の で 注意 し て くだ さい . 変 把 和 前身 字 列 が 
内 部 バッ ファ の 中 で 79 文 字 を 事 え た 場合 。FP コ ュー 
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ル 26 は エラ ー コ ー ド を 返し ます . この 場合 , ユー 
ザー に 対し て 警告 を 発し , それ 以上 の 文字 の 追加 
を 禁止 する 必要 が あり ます . 
② 変 換 開始 

ユー ザー か な ら 変 換 開始 の 指示 が あっ た 場合 , buf 
と し て $00000000 を 指定 し て FP コ ー ル 19 を 呼び 出 し 
ます . コー ル の 結果 , 最初 の 文節 の 第 1 番目 の 候 
補 と 候補 の 数 , そし て 後続 文人 節 を 得る こと が で き 
ます . アプ リケーション は これ ら の 表示 を 行ない 
ます 

以降 は 辞書 先読み な し の 一 括 変 換 と 同様 で す . 
先読み な し の 一 括 変 換 の ③ 以 降 を 参照 し て くだ さ 
い . 


六 要 次 変換 


入力 する 端 か ら 自 動 的 に 変換 し て いく 変換 方 法 
で す . 辞書 先読み あり の 一 括 変換 に 近い 方 法 で 変 
換 を 行ない ます . 

辞書 先読み あり の 一 括 変 換 と の 違い は 以下 の 2 
点 で す . 

・ 自 動 的 に 行なわ れ た 変換 結果 を 表示 する . 

・ あ る 一 定 長 以上 の 読み を 入力 し た 場合 , 先頭 か 

ら 自 動 的 に 確定 し て いく . 
① キ ー 入 力 / 近 次 変換 

キー ボー ド か ら の 入力 を 受け 付け ます . 

ユー ザー が 変換 を 指示 する まで , 入力 され た 読 
み は バ ッ フ ァ に 納め て お きま す . それ と 同時 に , 
mode と し て 0 を 指定 し て FP コ ー ル 26, 27 を 呼び 出 
し , フロ ント ・ プ ロ セ モッ サ 内 部 の パッ ファ に 1 文 
字 ず つ (複数 文字 ずつ で も 可 ) 文字 列 を 追加 し て 
行き ます (27 の 場合 削除 し ます ) . 文字 (文字 列 ) 
が 追加 (削除 ) きれ る と 同時 に , 内 部 で は 自動 的 
に 変換 が 行なわ れ て いま す . 

コー ル の 結果 , 途中 の 変換 結果 が 返り ます の で , 
それ を 表示 する こと で エコ ー バ ッ ク を 実現 で きま 
9: 

変換 前 / 変 換 後 の 文 字 列 は 79 バ イト 以下 の 制限 が 
ある の で 注意 し て くだ さい . 変換 前 文字 列 が 内 部 
バッ ファ の 中 で 79 文 字 を 超え た 場合 , FP コ ー ル 26 
は エラ ー コ ー ド を 返し ます . この 場合 , FP コ ー ル 
25 で 先頭 文節 か ら 部 分 確定 し て いく 必要 が あり ま 
す . 
② 部 分 確定 

入 カ バッ ファ が いっ ぱい に な りか けた 場合 先 


六 


7 タ の 


頭 文 節 を 自動 的 に 部 分 確定 し て バッ ファ か ら 追 い 

出す 必要 が あり ます . 
部 分 確定 の 手順 は 次 の と お り で す . 

a)no, buf, kouho, kouzoku。nkouho な どの > パラ メ 
ー タ を 指定 し て FP コ ー ル 25 を 呼ん で 部 分 確定 . 

b)FP コ ー ル 25 は , 確定 し た 文節 十 次 文節 を buf で 指 
定 し た バッ ファ に 返し ます .kouho で 指定 し た バ 
ッ フ ァ の 中 に 入っ て いる 文字 数 を 計算 し て , 確 
定 し た 文節 だ け を 取り 出し , 変換 が 完了 し た 文 
字 列 と し て 扱い ます . これ で 一 応 部 分 確定 は 終 
で く お 2 

c)FP コ ー ル 25 は , DO に 確定 し た 文節 の 読み の バイ 
ト 数 を 返し ます . それ を 使っ て , アプ リ ケ ー シ 
ョ ン が 読み の 入力 を 保存 し て お いた バッ ファ の 
中 の , 次 文節 が 読み が 始ま る アド レス を 求め ま 
す . まず , buf と し て $00000000 を 指定 し て FP コ 
ー ル 26 を 呼び 出し , 須 次 先読み を 初期 化し た 上 
で , 次 文節 の アド レス を 指定 し て FP コ ー ル 26 を 
呼び 出し ,① に 戻り 後続 文節 の 館 次 変換 を 続行 
(っ 

③ 変 換 開始 
ユー ザー か ら 変 換 開始 の 指示 が あっ た 場合 , buf 

と し て $00000000 を 指定 し て FP コ ー ル 19 を 呼び 出し 

ます . コー ル の 結果 , 最初 の 文節 の 第 1 番目 の 候 

補 と 候補 の 数 , そし て 後続 文節 を 得る こと が で き 

ます . アプ リケーション は これ ら の 表示 を 行ない 

ます 
以降 は 辞書 先読み な し の 一 括 変 換 と 同様 で す . 

先読み な し の 一 括 変 換 の ③ 以 降 を 参照 し て くだ さき 


い . 





3.3 FP コー ル の 呼び 出し 方 
FP コ ー ル を 呼び 出す 場合 は 一 般 的 に 次 の 手順 に ①FP コ ー ル に 与え る パラメータ は , FP コ ー ル 番号 
従い ます . を 含め て すべ て ロン グ ワ ー ド で す . 
レジ スタ は D0 以 外す べ て 保存 きれ ます 
③FP コ ー ル の 呼び 出し も , マク ロ を 作っ て お く と 





① 各 FP コ ー ル に 渡す た め の 値 を ユー ザー スタ ッ ク 














0 便利 で す . これ は , その 一 例 で す . 
②FP コ ル 番 号 を ユー ザー スタ ッ ク に 積む . 
③$FF22 knjctrl を コー ル す る . FPFNC macro number 
④ 戻 っ て きた ら ユ ー ザ ー ス タッ ク ・ ポ イン タ を 補 move. 1 #number, 一 (SP) 
Hi 訓 dc.w $ff22 
endm 








FP コ ー ル を 使う 上 で 右記 の よう な 事項 に 注意 し 
て くだ さい . (この マク ロ の 場合 , スタ ッ ク ・ ポ イン タ は FEP コ ユー 
ル 番 号 の 分 も 含め て 補正 する 必要 が あり ます ) 


3.4 ASK68 に Ver1.0x の 上 P コー ル 使 用 法 解 説 





Human の 標準 フロ ント ・ プ ブロ セッ サ で ある ASK68 すか ら , 他 の フロ ント ・ プ プロセ ッ サ も ASK1. 0x の EP 
KVer1.0x の FP コ ー ル の 解説 を 番号 順に 行ない ます . コー ル と の コン フン マチ ビリ ティ を 維持 する こと が 鹿 
ASK1.0x は 基準 と な る べき フロ ント ・ プ ブロ セッ サ で まし いと 妃 お われ ま 氷 . 





FP ピ コー ル 1 KNJOCOTHRHLE 183.8Ouroe,diSt〕 








【 (FP コー ル 番 号 ) 0 すっ ト ) 
引数 (引数 の 名 前 と 内 容 ) 終端 に $00 が 置か れ て いる も の と し ます . 
source 半角 文字 列 を 指す ボ ポイ ンタ コー ル (一 般 的 な コー ル 方 法 ) 
dest 変換 され た 全角 文字 列 が 返る バッ ファ を Dea dist 
指す ポイ ンタ Dea SOurCe 
返り 値 ( 返 り 値 の は いる レジ スタ , バッ ファ と その 内 move.] #13, - (SP) 
容 ) dc.w $FF22 
DO.L 0.。 正 淀 終了 1ea 12 (SP) , SP 
く > 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ 
ァ 先頭 か ら の バイ ト 数 SOUTCG: 
(dist) .b 一 全角 に 変換 きれ た 文字 列 dc.b "ABCDEF', 0 
機能 (機能 の 概略 ) dist: 
半角 文字 列 を 全角 文字 列 に 変換 し ます . ds.b 80 


文字 列 は 変換 前 , 変換 後 共 に 79 バ イト 以下 で , 
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ーー メ P デ ト 


引数 

mode か な 漢字 変換 モー ド 
三 0 通常 入力 モー ド 
デ 1 一 括 変 換 , 辞書 の 先読み な し 
三 2 一 括 変換 、 辞書 の 先読み あり 


KNJCTHRLE 1.mode] 


3 決 変換 

返り 値 

DO.L 三 0 正常 終了 
1 ドラ イブ の 準備 が で き て いま せん 
三 2 _ モード の 誤り 

機能 


か な 漢字 変換 モー ド , 通常 入力 モー ド を 切り 将 


FP コ ーッ ル 戸 =KNSJ6〒F 骨 Et 足 J 


引数 

2 ( レ 

返り 値 

DO.L か な 漢字 変換 モー ド 
三 0 通常 入力 モー ド 
1 一 括 変 換 , 辞書 の 先読み な し 
2 一 括 変 換 , 辞書 の 先読み あり 
三 3 逐 次 変換 


FP ピ コー ル 8 KNJUOTRHLL3.modg]〕 


引数 
mode フト ジン ツン に 
0 フラ ッシュ モー ド の 解除 
デ 1 フラ ッシュ モー ド の 設定 
返り 値 
DO.L 三 0 正常 終了 
2 _。 モー ド 指 定 の 誤り 
機能 


フラ ッシュ モー ド を 設定 / 解 除 し ます . 
フラ ッシュ モー ド を 設定 し た 状態 の 場合 , $FFO 


お 9 

mode が 1, 2. 3 の 場合 は , 画面 の 最 下 行 が か な 漢字 
変換 ウイ ンド ウ と な り ま す . mode が 0 の 場合 は 大 
な 漢字 変換 ウイ ンド ウ が クロ ー ズ され , 通常 入 放 
モー ド 加 居り ます 5 


コー ル 
move.]1 #mode, - (SP) 
move.] #1, - (SP) 
dc. w $FF22 
addq.1 #8, SP 

機能 


か な 漢字 変換 モー ド に 入っ た 場合 の か な 漢字 座 
換 モ ー ド を 返し ます . 

この コー ル を 呼び 出し た 時 点 で 通常 入力 モー ド 
で あっ た 場合 も , 返り 値 と し て 0 は 返ら ず , か な 
漢字 変換 モー ド に 入っ た 場合 の モー ド が 返り ます 』 
lc デリ 
#2, - (SP) 
dc. w $FF22 
addq.1 #4,SP 


move. 1 


C kflush で キー 入力 を 行なう 場合 , フ ロン ト ・ プ 
ロモ セッ サ の バッ ファ も 空 に し ます . フラ ッシュ モ 
ー ド を 解除 し た 状態 の 場合 は , フロ ント ・ プ ロ セ 
ッ サ の バッ ファ は 空 に な り ま せん . 
ーー 

move.] #mode, - (SP) 
#3, - (SP) 
dc. w $FF22 


-addq.1 #8, SP 


move. 1 


mm 


包 
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FP コ ー ル 4 KNJOT 昌 L〔 コ ] 


引数 機能 
2 の 現在 の フラッ ジ ご モー ド を 返 吉 お 
返り 値 コー ル 
DO0.L 現在 の アラ アド 2: モ ピ ド move.1 #4, - (SP) 
0 解除 きれ て いる dc.w $FF22 
自生 寺 衝 じ で ん や る addq.1 #4, SP 





FPP コ ー ル 巳 KN で HPLC5.madgJ〕 


引数 人 の 馬 
天 加 素 罰 才 一 や mode の ビッ ト ・ パ ター ン だ よっ そる 記 豆 定 IN 
ロ セ ッ サ の 入力 モー ド を 設定 し ます . 
bit$F bit$3 bit$2 bit$1 bit$9 プロ グラ マー ズ ・ マ ニュ アル の ビッ ト 配 置 は ー 
| り | | 0 | | | | 部 間違っ で いま す . 注意 し て くだ さい 、. 
bit$2 0: ロー ママ 字 変 換 /1: 通 常 モ ー ド コー ル 
bit$1 0: ひら が な /1: カ タカ ナ - 。 move.]1 #mode, - (SP) 
bit$0 0: 全角 /1: 半 角 move.1 #5, - (SP) 
dc.w $FF22 
返り 値 addq.1 #8, SP 
DO.L 0 正常 終了 
三 2 モー ド 指 定 の 誤り 





F ビ コー ルル 、 KNOOT 有 PLUB9 


引数 返り 値 の 意味 は , FP コ ユー ル 5 番 の 引数 と 同様 で 
な し す . bit$3, $2, $1 以 外 の ビッ ト に は 意味 が あり ませ 
返り 値 ん の で 無視 し て 結構 で す . 
DO.L 入力 モー ド コー ル 
機能 move.1 +#6, - (SP) 

フロ ント ・ プ ロモ セッ サ の 現在 の 入力 モー ド を 返 dc.w SFF22 
生 すき addq.1 #4,SP 
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FP ピ コー ルフ KNJOTRLCZ ア .mgde] 
引数 ロッ ク し た 場合 .、 キー ボー ド か ら の 指示 は 無視 


Ii 計 き か な 漢字 変換 モー ド の ロッ ク され る よう に な り ま す . ロッ ク を 解除 し た 場合 。 
ー0 か な 漢字 変換 モー ド を ロッ ク キー ボー ド か ら の 指示 で か な 漢字 変換 モー ド か ら 
ー1 か な 漢字 変換 モー ド の ロッ ク 解 除 出入 りす る こと が 許可 きれ ます . 

返り 値 か な 漢字 変換 カー ネル を 呼び 出す 場合 , か な 漠 

DO.L 三 0 正常 終了 字 変 換 モ ー ド を ロッ ク し て お く 必 要 が あり ます . 
2 モー ド 指 定 の 誤り 2 

機能 move.] #mode, - (SP) 

キー ボー ド か ら の 指示 に よっ て か な 漢字 変換 モ TA た 全 55S 
ー ド か ら 出 入り する こと を 許可 する か , 禁止 する dc.Ww SFF22 
か の 設定 を 行ない ます . 0 





F ピ コール KNJOTHL〔] 


引数 機能 
和み 衣 し 現在 の か な 漢字 変換 モー ド の ロッ ク 状 態 を 返し 
返り 値 まま 9 
DO0.L 現在 の か な 漢字 変換 モー ドロ ッ ク 状 態 コー ル 
デー0 。 ロッ 少 さ が で いる move.] #8, - (SP) 
1 ロッ ク 解 除き れ て いる dc. w $FF22 


addq.1 #4, SP 
ai 


FP ピ コー ル _ KNJOCTRLC.modg〕 


引数 機能 

mode JIS/ 和 句点 モ ー ド の 指定 コー ド 入 力 時 の 漢字 コー ド 体 系 を 指定 し ます . 
三 JIS/ シ フト JIS モ ー ド コー ル 
ー 句点 モー ド move.1 +#mode, - (SP) 

返り 値 move.]1 #9, - (SP) 

DO.L 三 0 正常 終了 dc.w $FF22 
2 _。 モー ド 指 定 の 誤り addq.1 #S8, SP 


ーーーーーーーー 一 


FP コ ー ル 10 KNJOTHRLC 1 ピロ 〕 


引数 機能 
な し 現在 設定 され て いる コー ド 入 力 時 の 漢字 コー ド 
返り 値 体系 を 返し ます . 
DO.L コー ド 入 力 時 の モー ド コー ル 
=0 JIS/ シ フト JIS モ ー ド move.1 #10,-(SP) 
ー1 句 点 モ ー ド dc.w SFF22 


addq.1 +#4, SP 
Euq 有 1 や RIRI5I52525'59 す 9090w0o0coc や も ⑯ >。>。>> っ つっ っ っ 1 


es 


タタ 





II 
FP コ ー ル 1 1 KNJOTHLE 1 1 modg] 


引数 機能 

ョ ode 学習 モー ド フロ ント ・ プ ロモ セッ サ の 学習 モー ド を 指定 し ま 
三 メモ リ に 学習 9 
ーー ルリ デイ スタ ア 納 学習 コー ル 

妥 り 値 move.1 #mode, - (SP) 

DO.L 三 0 正常 終了 move.] 11, - (SP) 
三 1 モー ド 指 定 の 誤り dc. W $FF22 


addq. 1 #8, SP 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-ー-----ー-ーーーmーーーーーーTーーーーーTTTーー 一 
FP ピ コー ル ]1 己 KNJOTHLL 1 ら ]〕 


ョ 数 機能 
を し 現在 の 学習 モー ド を 返し ます . 
計り 値 コー ル 
DO.L 現在 の 学習 モー ド move.1 #12, - (SP) 
三 0 メモ リ に 学習 dc. w $FF22 
ニニ 1 ディ スク に 学習 addq.1 #4,SP 


too で 地 妊 き ギ 計 座 党 somuos 
FP ピ コー ル 183 KNJOCTRL[ 13.sOuroe,dist] 


ョ 数 コー ル 
source 半角 文字 列 を 指す ポイ ンタ Dea dist 
gst 変換 され た 全角 文字 列 が 返る バッ ファ を pea SOurCe 
指す ポイ ンタ move.1 #13, - (SP) 
計り 値 dc.w $FF22 
DO.L 三 0 正常 終了 1ea 12 (SP) , SP 
<> 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ : 
ファ 先頭 か ら の バイ ト 数 SOurce: 
Ndist) .b 一 全角 に 変換 され た 文字 列 dc.b "ABCDEF* , 0 
琶 能 dist: 
半角 文字 列 を 全角 文字 列 に 変換 し ます . ds.b 80 


文字 列 は 変換 前 , 変換 後 共 に 79 バ イト 以下 で , 
誌 瑞 に $00 が 置か れ て いる も の と し ます . 
ーー 








FP コ ー ル 14 KNJOTRL[ 1 4.SOurce.dist〕] 


引数 
source 全角 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
dist 変換 され た 半角 文字 列 が 返る バッ ファ を 


指す ポイ ンタ 
返り 値 
DO0.L 三 0 正常 終了 
<> 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ 
ファ 先頭 か ら の バイ ト 数 
(dist) .b 一 半角 に 変換 され た 文字 列 
機能 


全角 文字 列 を 半角 文字 列 に 変換 し ます . 
文字 列 は 変換 前 , 変換 後 共 に 79 バ イト 以下 で , 
終端 に 800 が 置か れ て いる も の と し ます . 


コー ル 

Dea dist 

Dea SOUTCGe 

move. 1 #14, - (SP) 

dc. W $FF22 

1ea 12 (SP) , SP 
SOUTCG : 

dc.b "ABCDEF',0 
dist: 


ds.b 80 


FP ピ コー ル ] 弓 KNJCTRL[ 1 5.SOuroCB:diSt〕 


引数 

source 半角 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

dist ロー マ 字 変換 され た 全角 カタ カナ 文字 列 
が 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 


返り 値 
DO0.L 三 0 正常 終了 
<> 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ 
ファ 先頭 か ら の バイ ト 数 
(dist) .b 一 全角 カタ カナ に 変換 され た 文字 列 
機能 


半角 文字 列 を 全角 の カタ カナ 文字 列 に ロー マ 字 
変換 し ます . 
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文字 列 は 変換 前 , 変換 後 共に 79 バ イト 以下 で . 
終端 に $00 が 置か れ て いる も の と し ます . 
コー ル 


De3 dist 

Dea SOUTCG 
move. 1 #15, - (SP) 
dc.w $FF22 


1ea 12 (SP) , SP 


SOUTCG: 

dc.b "KAKIKUKEKO' , 0 
dist: 

ds.b 80 








FP ピ コー ル 1B6 KNJOTHLE1 6.source,dist〕 


数 

計 Erce 半角 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

必 sSt ロー マ 字 変換 され た 全角 ひら が な 文字 列 
が 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 


正常 終了 
< 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ 
ファ 先頭 か ら の バイ ト 数 
才 iSt) .b 一 全角 ひら が な に 変換 され た 文字 列 
倒 台 
半角 文字 列 を 全角 の ひら が な 文字 列 に ロー マ 字 
要 換 し ます . 


文字 列 は 変換 前 。 変換 後 共 に 79 パ イト 以下 で , 
終端 に $00 が 置か れ て いる も の と し ます . 
コー ル 


Dea dist 

Dea SOUuTCG 
move.1 #16, - (SP) 
dc. w $FF22 


1ea 12 (SP) , SP 


SOUTCG: 
dc.b "SASHISUSESO' , 0 
dist: 
ds.b 80 


ーー 一 
攻 ピ コール サフ KNJCOT 則 思 T プ 8O0UFOB.H8 


ョ 数 
source 全角 カタ カブ ナ 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
ist 変換 され た 全角 ひら が な 文字 列 が 返る バ 
ッ フ ァ を 指す ポイ ンタ 
計り 値 
DO.L 三 0 正常 終了 
< 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ 
ファ 先頭 か ら の バイ ト 数 
ldist) .b 一 全角 ひら が な に 変換 され た 文字 列 
将 能 
全角 カタ カナ 文字 列 を 全角 ひら が な 文字 列 に 変 
換 し ます . 


文字 列 は 変換 前 。 変換 後 共に 79 バ イト 以下 で 、 
終端 に 00 が 置か れ て いる も の と し ます . 
コー ル 


Dea dist 

Dea SOUuTCGe 
move.1 #17, - (SP) 
dc.w $FF22 


1ea 2.GSEUSISE 


SOuTC6: 

dc.b ググ カ RW 
KSYE: 

ds.b 80 


了 タ Z 





FP ピ ヨー ルル 1 日 KNeHGSTP 目 EN 和光 OUIPGBN き 


引数 
source 全角 ひら が な 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
dist 変換 きれ た 全角 カタ カナ 文字 列 が 返る バ 
ッ フ ァ を 指す ポイ ンタ 
返り 値 
DO.L 三 0 正常 終 耳 
<> 0 変換 エラ ー が 起き た 文字 の , バッ 
ファ 先頭 か ら の バイ ト 数 

(dist) .b 一 全角 カタ カナ に 変換 され た 文字 列 
機能 

全角 ひら が な 文字 列 を 全角 カタ カナ 文字 列 に 変 
換 し ます . 


文字 列 は 変換 前 , 変換 後 共に 79 バ イト 以下 で , 
端 に $00 が 置か れ て いる も の と し ます . 
コー ル 


Dea dist 

pea SOuTCe 
moVve.1 #18, - (SP) 
dc.w $FF22 


1ea 12 (SP) , SP 


SOUTCG : 

dc.b "ひらがな",0 
dist: 

ds.b 80 


FP ピ コー ル 1 KNJUOTRLE 1 .Duf, 上 KOuUhO, 上 KODUZ ロ U] 


引数 

buf 全角 ひら が な 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

kouho 最初 の 候補 の 入る バッ ファ を 指す ポイ ン 
交 

kouzou 後続 文節 の 入る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 

返り 値 


DO0.L 候補 数 . 負 の 数 の 場合 は エラ ー 
(kouho) .b 一 最初 の 候補 文字 列 

(kouzou) . b 一 後続 文節 の 文字 列 

機能 


一 括 変 換 .、 お よび 乏 溢 先読み の , 最初 の 変換 候 
補 群 と 後続 文節 を 作成 し ます . つま り , 読み を 入 
力 し て , 最初 に 変換 キー を 押し た 場合 の 処理 を 行 
な いま す . 

最初 の 文節 は 自動 的 に 判断 され , その 文節 に 対 
する 第 1 番目 の 候補 が kouho で 示さ れる バッ ファ に 
返り ます . ここ で 得 ら れる 候補 は , 候補 プロ ッ ク 
内 の 候補 番号 1 の 候補 と いう こと に な り ま す . 最 
初 の 文節 以降 の 文字 列 も 変換 され て kouzoku で 示さ 
れる バッ ファ に 返り ます . DO に は 最初 の 文節 に 用 
意 き れ た 候補 の 数 が 返り ます . 

有 次 先読み の 場合 , buf で 指定 し た で 文字 列 で は 
な く , FP コ ー ル 26, 27 で フロ ント ・ プ ロモ セッ サ 内 部 
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の バッ ファ に 作成 され た 読み バッ ファ の 内 容 が 変 
換 の 対象 と な り ま す . この 場合 , buf と し て $0000 
0000 を 指定 し ます . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
変換 文字 列 は 79 バ イト 以内 で す . 


コー ル 

Dea kouzoku 

Dea kouho 

Dea buf 

move.] #19, - (SP) 

dc.w $FF22 

1ea 16 (SP) , SP 
buf : 

dc.b 3 へ ん か ん も じ れ つ "0 
kouho : 

ds.b 80 
kouzoku: 

ds.b 80 








ポイ 


中 mazoku) . b 一 
モヨ 
謀 補 群 プ ロッ 


前 候補 が 格納 さき れる バッ プ 巡 を 指す ポ 
シタ 
後続 文 侵 が 格納 され る バッ ファ を 指す 


ンク 


候補 な し 
候補 番号 
前 候補 

後続 文節 


ク の 中 の 前 候補 を 得 ます . 


この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 
ゲロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 


2 ル 


kouho: 


kouzoku : 


盾 選 コ ー ル どら ロロ KNJUCOTHLLBO.kOuhO,KOuZOKu] 


move. 1 
dc.w 


1ea 








kouzoku 
kouho 
#20, - (SP) 
$FF22 
12.(SP)S SE 


80 


80 


ーー… 





F ピ コー ル ら 1 KNJUOCTHRLC 1 ,kOuhO.KOUZOKUu] 
ョ 数 コー ル 
mouho 次 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポイ pea kouzoku 
ジグ Dea kouho 
mouZoku 後続 文節 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポ move.1 #21, - (SP) 
1 多久 dc.w $FF22 
受 り 値 1ea 12 (SP) , SP 
DO0.L 0 候補 な し 8 
< 0 候補 番号 kouho: 
(kouho).b 一 決 候補 ds.b 80 
(kouzoku) . b 一 後続 文節 kouzoku: 
徐 能 ds.b 80 


候補 群 プ ロッ ク の 中 の 次 候補 を 得 ま す . 

この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 

え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
EE 


ィ タ の 





FP ピ コー ル ら らら KNJOCTHRL[ ら ,KOuhO.,KOUZOKUJ 


引数 
kouho 前 候補 ブロ ッ ク の 最初 の 候補 が 格納 され 
る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
kouzoku 後続 文節 が 格納 され る バッ ファ 
返り 値 
DO.L ー0 候補 ブロ ッ ク な し 
< 0 前 候補 ブロ ッ ク の 候補 数 


(kouho)-b 一 前 候補 ブロ ッ ク の 最初 の 候補 
(kouzoku) . b 一 後続 文節 
機能 


前 候補 プロ ッ ク を 作成 し , 作成 され た 前 候補 プ 
ロッ ク の 最初 の 候補 を 得 ます . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 


だ が 互 入 当 さ れ た 状態 で 呼び 出し て く だ きい: 
レニ ルン 


Dea kouzoku 
Dea kouho 
move.1 #22, - (SP) 
dc.w $FF22 


1ea 12 (SP) , SP 
kouho: 


kouzoku: 
ds.b 80 


FP ピ コー ル ら 3 KNJCTRLES3.KkOuhO.KOuUZOKUu] 


引数 
kouho 次 候補 ブロ ッ ク の 最初 の 候補 が 格納 さ 
れる バッ ファ を 指す ポイ ンタ 


kouzoku 後続 文節 が 格納 され る バッ ファ 
返り 値 
DO.L ー0 候補 デブ ロッ ク な し 


< 0 次 候補 ブロッ ク の 候補 数 


(kouho).b 一 次 候補 ブロ ッ ク の 最初 の 候補 
(kouzoku) . b 一 後続 文節 
機能 


決 候補 プ ブロック を 作成 し, 作成 され た 前 候補 ブ 
ロッ ク の 最初 の 候補 を 得 ます . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 





FP コ ー ル ら 4 KNJOTHRL〔 選 4,Duf] 


引数 
buf 確定 後 の 全 体 の 文字 列 が 格納 され る バ 
ッ フ ァ を 指す ポイ ンタ 
返り 値 
DO.L 三 0 正常 終了 
2 の 0" アー 
機能 


FP コ ー ル 19 で 変換 を 開始 し た 文字 列 の 全体 を 確 
定 し , 全体 の 文字 列 を buf で 示さ れる バッ ファ に 返 
し 諸 す 。 


aa 


75 の 


を が ロッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
ニーー ッ レ 


Dea kouzoku 
Dea kouho 
move.1 #23, - (SP) 
dc.w $FF22 


1ea 12.(SP) ,SE 


kouho : 

ds.b 80 
kouzoku: 

ds.b 80 


学習 結果 は この 時 点 で 記録 きれ ます . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 笑 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
コー ル 
Dea buf 
move.1 #24, - (SP) 
dc.W $FF22 
addq.1 #8,SP 


buf : 








ーー 


エピ コー ル ら 5 KNJOTHRL〔 ら 5,nO.Duf, 上 kOuUhO,KOUZOKU.nKOuhO] 


ミ き 数 

5 先頭 文節 を 確定 する 候補 の 候補 番号 

Buf 確定 され た 先頭 文節 十 次 文節 が 格納 され 
る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 

mmmho 次 文節 の 第 1 番目 の 候補 が 格納 され る バ 
ッ フ ァ を 指す ポイ ンタ 

jmmzoku 次 文節 に 続く 後続 文節 が 格納 され る バッ 
ファ を 指す ポイ ンタ 

康 auho 次 文節 の 候補 数 が 返る , 1 ワード の バッ 
ファ を 指す ポイ ンタ 


主 り 値 
B0.L 三 0 候補 番号 が 不正 

< 0 確定 文節 の 読み の バイ ト 数 
Wbuf) .b 一 確定 され た 先頭 文節 十 次 文節 
jouno).-b 一 決 文節 の 第 1 番目 の 候補 


ouzoku) - b 一 次 文節 に 続く 後続 文節 
lnEouho) . w 次 文節 の 候補 数 (ワー ド ・ デ ー タ ) 
主 ピ 

先頭 文節 を 部 分 確定 し ます . 近 次 変換 で , 入力 
ボッ ファ が いっ ぱい に な っ た 場合 に , 先頭 文節 を 
護 定 し て 吐き 出す と き を など に 使い ます . 

秦 定 後 , 後続 文節 の 近 次 変換 を 続け る 場合 は , 
に 返っ た 値 を 利用 し て , アプ リケーション 側 で 


保存 し て お いた 読み の 入力 バッ ファ の 中 の 決 文節 
の 読み の アド レス を 計算 し, FP コ ー ル 27 を 呼び 出 
し ます 

この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
コー ル 


Dea nkouho 
Dea kouzoku 
Dea kouho 
Dea buf 


move.]1 #no, - (SP) 
move.1 #25, - (SP) 
dc.w $FF22 

1ea 24 (SP) , SP 


buf : 
ds.b 80 

kouho : 

ds.b 80 
kouzoku: 

ds.b 80 
nkouho: 

ds. w 1 


ーー 一 
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引数 
buf 内 部 の 読み バッ ファ に 追加 する 文字 列 を 
指す ポイ ンタ 
retbuf 途中 の 変換 文字 列 が 格納 され る バッ ファ 
を 指す ポイ ンタ 
mode 三 0 乏 次 変換 
ー1 一 括 変換 , 辞書 先読み あり 
返り 値 
DO.L 三 0 正常 終了 
<> 0 エラ ー (変換 バッ ファ が いっ ぱい 
に な っ た 場合 な ど ) 
(retbuf) .b 一 途中 の 変換 文字 列 
機能 
辞書 先読み あり の 一 括 変 換 , 逐次 変換 で 使う FP 
コー ル で す . フロ ント ・ プ ロモ セッ サ 内 部 の 読み バ 
ッ フ ァ に 読み 文字 列 を 追加 し ます . 
buf と し て $00000000 を 指定 する と , フロ ント ・ 
プロ セ モッ サ 内 部 の 読み バッ ファ は 初期 化 き さき れ ます . 
最初 の 読み の 入力 の 直前 や , 部 分 確定 を 行なっ た 
直後 な ど に は か な ら ず いち ど 初 期 化 する よう に し 
て くだ さい . 
retbuf で 示さ れる バッ ファ に は , 変換 途中 の 文 
字 列 が 返り ます が , mode に よっ て 返る 内 容 が 違い 
まま 


引数 

n 内 部 の 読み バッ ファ か ら 削 除 す る バイ ト 
数 

retbuf 途中 の 変換 結果 が 格納 され る バッ ファ を 
指す ポイ ンタ 

逐 溢 変換 

1 一 括 変換 , 辞書 先読み あり 


mode 三 0 


返り 値 
DO.L 三 0 正常 終了 

く > 0 EE デ ー 
(retbuf) .b 一 途中 の 変換 文字 列 
機能 


辞書 先読み あり の 一 括 変 換 , 逐次 変換 で 使う FP 
コー ル で す . フロ ント ・ プ プロセッサ 内 部 の 読み バ 
ッ フ ァ か ら 文 字 列 を 削除 し ます . ぉ 。= 
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FP ピ コー ル ら 8 KNJCTRHL[B.Duf,retDuf,mOd@]J 


FP ピ コー ルフ KNJOCOTHRL[ ら プ ,n.retDuf,mOdg]〕 


支 mode が 0 の 場合 ( 卒 次 変換 ) 
retbuf で 示さ れる バッ ファ に は , 初期 化 / 全 体 軒 
定 以 降 に 内 部 の 読み バッ ファ に 追加 され た 文字 詞 
を , 漢字 に 変換 し た 中 間 結 果 が 返り ます . 
文 mode が 1 の 場合 (一 括 変換 、 辞書 先読み あり 」 
retbuf で 示さ れる バッ ファ に は , 初期 化 / 全 体 軒 
定 以 降 に 内 部 の 読み バッ ファ に 追加 され た 文字 姓 
が その まま 返り ます . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 先 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
buf, retbuf で 指定 され る バッ ファ は , いずれ 
79 バ イト 以下 で ある こと に 注意 し て くだ さい . 
コー 地 
move.1 #mode, - (SP) 


Dea retbuf 
Dea buf 
move.1 #26, - (SP) 
dc.w $FF22 


1ea 16 (SP) , SP 


buf : 

dc.b * つ いか も じ れ つ 「,0 
retbuf : 

ds.b 80 







内 部 の 読み バッ ファ の 終端 か ら n で 指定 し た 有朋 
イト 数 だ け 文 字 を 削除 し , その 結果 で 再 変換 ( 下 
辞書 先読み ) を 行ない ます . 

retbuf で 示さ れる バッ ファ に は , 再 変換 され な 
変換 途中 の 文字 列 が 返り ます が , mode に よっ て 息 
る 内 容 が 違い ます . 

文 node が 0 の 場合 (逐次 変換 ) 

retbuf で 示さ れる バッ ファ に は , 文字 の 削除 短 
理 を 施さ きれ た 内 部 の 読み バッ ファ の 内 容 を 漢字 に 
変換 し た 中 間 結 果 が 返り ます . 

文 mode が 1 の 場合 (一 括 変 換 , 辞書 先読み あり ) 

retbuf で 示さ れる バッ ファ に は , 文字 の 削除 乱 
理 を 施さ ほれ た 内 部 の 読み バッ ファ の 内 容 が その ま 

返り ます . 

この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 









等 り 値 





ミ が ロッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . move. 1 #27, - (SP) 
buf, retbuf の どちら で 指定 され る バッ ファ も dc.w $FF22 
9 バ イト 以下 で ある こと に 注意 し て くだ さい . 1ea 16 (SP) , SP 
コー ル < 
move.1 #mode, - (SP) retbuf ・ 
Dea retbuf ds.b 80 
move.1 #m, - (SP) 
陳 記 ヨー ル 己 日 KNgO 和 T 月 引 過 日 
ョ 数 機能 
な し 辞書 ファ イル を オー プン し ます .。 写 コ ー ル 19 


ー27, 30, 31, 33 一 40 を 使う 前 に は , 辞書 ファ イ 





DO.L ー0 正常 終了 ル を オー プン し て お く 必 要 が あり ます 。 
1 ドラ イブ の 準備 が で き て いな い コー ル 
その 他 エラ ー move.1 #28, - (SP) 
dc. w $FF22 
addq. 1 #4,SP 
還 ジ ヨー ル 己 引 KNOOT PEU 到 1) 
引数 機能 
計 し 辞書 ファ イル を クローズ し まき 9W 
返り 値 9 
DO.L 三 0 正常 終了 move.] #29, - (SP) 
< で 半 と みそ dc.w $FF22 
addq.1 #4,SP 
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FP ピ コー ル 30 KNJOCOTHLC30,.fd.yOmi.tan 互 O.Syn] 


引数 
fd 単語 登録 を 行なう 辞書 
デ 0 。 メイ ン 辞 書 
ー1 が ザ プ 辞 書 
yomi 登録 する 単語 の 読み の 文字 列 
が な , 全角 英 数 字 ) を 指す ポイ ンタ 
tango 登録 する 単語 の 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
SYn 大法 Si 貞 
返り 値 
DO.L 1 
三 1 辞書 の 種類 が 不適 当 
三 2 。 文法 コー ド が 不適 当 
三 3 読み が 不適 当 
4 登録 する ペー ジ が な い 
機能 
辞書 に 単語 を 登録 し ます . 


文法 コー ド は PF.494 を 参照 し て くだ さい . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 
そえ が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 


コー ル 
move. 1 
Dea 
Dea 
move. 1 


move. 1 


Yomi : 


tango: 


dc.b 


#syn, - (SP) 
tango 

Yomi 
#syn, - (SP) 
#30, - (SP) 
$FF22 

20 (SP) , SP 
2 SN 0 
登録 ",0 





FP ピ コー ル 1 KNJOCTHRLE3 1 .fd,yOmi,tan 互 O,Syn〕 


引数 

fd 単語 削除 を 行なう 辞書 
0 メイ ン 矢 書 
ー 由 六 7 著書 


yomi 削除 する 単語 の 読み の 文字 列 (全角 ひら 
が な , 全角 英 数 字 ) を 指す ポイ ンタ 
tango 削除 する 単語 の 文字 列 を 指す ポイ ンタ 


syn だ 呈 ド 


返り 値 

DO.L ー0 正常 終了 
0 一 1 削除 すべ き 単 語 が な か っ た 

辞書 の 種類 が 不適 当 

三 2 文法 コー ド が 不適 当 
三 3 読み が 不適 当 
三 4 辞書 が な か っ た 

機能 

辞書 か ら 単語 を 削除 し ます . 


文法 コー ド は P.494 を 参照 し て くだ さい . 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さき さい. 


コー ル 


move. 1 


Yomi : 


tangO : 


#syn, - (SP) 
tango 

Yomi 

#syn, - (SP) 
#31, - (SP) 
$FF22 

20 (SP) , SP 
SI し よ 5..0 
削除 ',0 
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ピコ ー ル 3 紀 KNJCOTRLL3,maindio.,SuDdiC] 


人 コー ル 
mm ョ mic メイ ン 辞 書名 を 指す ポイ ンタ pea 
計時 C サブ 辞書 名 を 指す ポイ ンタ pea 
和 茎 り 値 move. 1 
BL 三 0 正常 終了 dc.w 
1 ドラ イブ の 準備 が で き て いな い 1ea 
要 季 
ポイン 辞書 , サブ 辞書 の ファ イル 名 を 登録 し ま maindic: 

四 』 ファ イル 名 登録 後 は FPP コ ー ル 28 で オー プン し dc.b 
KW だ さい . subdic: 

dc.b 


Subdic 
maindic 
#32, - (SP) 
$FF22 

12 (SP) , SP 


"Aa:\ASK\X68K_M.DIC , 0 


*D:\X68K_S.DIC', 0 





ョ 到 コー ル 
no 最初 の 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す Dea 
2 ング Dea 
mmzoku 後続 文節 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポ move. 1 
人 ジジ タク dc.w 
寺 り 値 1ea 
90-L 候補 数 
姜 参 kouho: 
翼 在 変換 対象 に な っ て いる 文節 を 1 文字 分 だ け ds.b 
胡 く し て 再 変換 し ます . kouzoku: 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 ds.b 


放 が ロッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 


ビー ピコ ー ル 3 紀 KNJCTRLC33.kOuhO,KOUZOKUu] 


kouzoku 
kouho 
#33, - (SP) 
$FF22 

12 (SP) , SP 


80 


80 


ーー 


ョ 数 コー ル 
souho 最初 の 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す pea 
em ジグ Dea 
konzoku 後続 文節 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポ move. 1 
4 ジグ dc. w 
妥 り 値 1ea 
DO.L 候補 数 
王 能 kouho: 
現在 変換 対象 に な っ て いる 文節 を 1 文字 分 だ け ds.b 
短く し て 再 変換 し ます . kouzoku: 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 ds.b 


そえ が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 
OIDS 


に 


ビ ピ コー ル 34 KNJCTHRHLL づ イ .KOUhO.KDUZOKU]〕 


kouzoku 
kouho 
#34, - (SP) 
$FF22 

12 (SP) , SP 


80 


80 


75 ヶ 

















FPP コール 紀 KNJCT 骨 L 王 ,kKguhO.KGuZOKUJ 


引数 コー ル 
kouho 前 文節 の 最初 の 候補 が 格納 され る バッ プ フ プ pea kouzoku 
ァ を 指す ポイ ンタ pea kouho 
kouzoku 前 文節 に 続く 後続 文節 が 格納 され る バッ move.1 #35, - (SP) 
ジア を 指す 2 クウ dc.w $FF22 
返り 値 1ea 12 (SP) , SP 
DO.L 三 0 前 文節 が な い : 
< 0 候補 数 kouho: 
機能 ds.b 80 
前 文節 に 移動 し ます . kouzoku: 
この FP コ ー ル は ほ キーボー ド か ら の モー ド 切 り 変 ds.b 80 


え が ロ ッ ク さ れ だ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 


后 ピ ヨー ル 86 KNJOTRHLC3B.kKouho.KOuZOKu] 


引数 コー ル 
kouho 次 文節 の 最初 の 候補 が 格納 され る バッ フ Dea kouzoku 
ァ を 指す ポイ ンタ pea kouho 
kouzoku 次 文節 に 続く 後続 文節 の 格納 され る バッ move.1 #36, - (SP) 
ファ を 指す ポイ ンタ dc.w $FF22 
返り 値 1ea 下 2(SB) SP 
DO.L 0 次 文節 が な い 
< 0 候補 数 kouho: 
機能 ds.b 80 
次 文節 に 移動 し ます . kouzoku: 
この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 変 ds.b 80 


え が ロ ッ ク さ れ た 状 胡 で 呼び 出し て くだ さい . 
Ioels vs_WwIw EEE msms=sSsI ARMS 
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FP ピ コー ル 紀 フ KNJOCTHLL づ ププ,KOuUhO.KOuUZOKUu] 

















引数 

kouho 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポイ ン 
グ 

kouzoku 後続 文節 の 格納 され る バッ ファ を 指す ポ 
イン タ 

返り 値 

DO.L 正常 終了 

<> 0 エラ ー 
機能 


現在 変換 対象 に な っ て いる 文節 を カタ カナ に し 
ます . 














この コー ル は , 候補 を 選択 する FP コ ー ル と 同様 
に 使い ます . 呼び 出 き れ た 結果 , 最初 の 候補 プロ 


ッ ク が 作成 され, カタ カナ 候補 が 第 1 番目 の 候補 





に な り ま す . 


この PE コー ル は キー ボー ド か ら の 是 二 ドド 昌 り 変 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し で だ だ さい. 


コー ル 
Dea 
Dea 
moVe. 1 
dc.w 


1ea 


kouho : 
ds.b 
kouzoku: 
ds.b 


kouzoku 
kouho 
#37, - (SP) 
$FF22 

12 (SP) , SP 


80 


80 





FP コ ー ル 3 KNJOTHLE38.kOuhO.KOuZOKUJ 


引数 

kouho 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポイ ン 
2 

kouzoku 後続 文節 の 格納 され る バッ ファ を 指す ポ 
2 

返り 値 

DO.L ー0 正常 終了 

く > 0 ビラ アー 
機能 


現在 変換 対象 に な っ て いる 文節 を ひら が な に し 
ます . 

この コー ル は , 候補 を 選択 する FP コ ー ル と 同様 
に 使い ます . 呼び 出さ きれ た 結果 , 最初 の 候補 ブロ 
ッ ク が 作成 きれ , ひら が な 候補 が 第 1 番目 の 候補 


に な り ま す . 


この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 功 り 族 
そえ が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい 


コー ル 
Dea 
Dea 
move. 1 
dc.w 


1ea 


kouho : 
ds.b 
kouzoku: 
ds.b 


kouzoku 
kouho 
#38, - (SP) 
$FF22 
12:(SB)5SB 


80 


80 


PF HH 
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FP ピ コー ル 紀 KNJOTRL[3 紀 .kOuhO.KOUZOKUuJ〕 


引数 

kouho 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポイ ン 
ング 

kouzoku 後続 文節 の 格納 され る バッ ファ を 指す ポ ボ 
イン タ 

返り 値 

DO.L 三 0 正常 終了 
く >p0 エラ ー 

機能 

現在 変換 対象 に な っ て いる 文節 を 半角 文字 に し 
9:: 


この コー ル は , 候補 を 選択 する FP コ ー ル と 同様 
に 使い ます . 呼び 出さ れ た 結果 , 最初 の 候補 プロ 
ッ ク が 作成 され , 半角 文字 候補 が 第 1 番目 の 候補 


FP ピ コール 40D KNJCTHLL40.KkOuhO.KOuZOKU] 


引数 
kouho 候補 が 格納 され る バッ ファ を 指す ポイ ン 


ン 2 


kouzeku 後続 文節 の 格納 され る バッ ファ を 指す ポ 


イン タ 
返り 値 
DO.L =0 
<> 0 


正常 終了 
ジー 
機能 

現在 変換 対象 に な っ て いる 文節 を 全角 文字 に し 
ます ・ 

この コー ル は , 候補 を 選択 する FP コ ー ル と 同様 
に 使い ます . 呼び 出さ れ た 結果 , 最初 の 候補 ブロ 
ッ ク が 作成 され , 全角 文字 候補 が 第 1 番目 の 候補 

















75@ 


に な り ま す . 


え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 


コトー リ レ 
Dea 
Dea 
move. 1 
dc.W 


1ea 


kouho : 
ds.b 
kouZoku: 
ds. b 


に な り ま す . 


kouzoku 
kouho 
#39, - (⑤P) 
$FF22 
2.(SB) SP 


80 


80 


この FP コ ー ル は キー ボー ド か ら の モー ド 切 り 族 
え が ロ ッ ク さ れ た 状態 で 呼び 出し て くだ さい . 


コー ル 
Dea 
Dea 
move. 1 
dc. w 


1ea 


kouho: 
ds.b 


kouzoku: 


kouzoku 
kouho 
#40, - (SP) 
$FF22 

12 (SP) , SP 


80 


80 





ーー 一 


石 ピ コー ルス 1 KNJUOCTHLE24 1.maindic,SBuDdio] 








= 数 コー ル 
mmmdic メイ ン 矢 書 名 が 格納 され る バッ ファ を 指 Dea Subdic 
す ポ ボ ポイ ンタ Dea maindic 
計 sdic サブ 辞書 名 が 格納 され る バッ ファ を 指す move.1 #32, - (SP) 
ポイ ンタ dc. w $FF22 
垂 り 値 1ea 中 2,(SP)。SP 
L 三 0 正常 終 了 
く > 0 GE トー maindic: 
ds.b 40 
現在 使用 中 の メイ ン 辞 書 フ ァイル 名 , サブ 辞書 Subdic: 
ラテ ァイル 名 を 得 ま す . ds.b 40 





3.5 ASK6B に <Vere.0x の FP コー ル 使 用 法 解 説 





Human が Ver2.0x に バー ジョ ン ア ッ プ する の に 任 ます . 

, ASK も バー ジョ ン ア ッ プ され , ASK68SKVer2. 0x FP コ ー ル も ASK1.0x と 互換 性 を 保ち な が らち 季 張 さ 
と な り , 変換 が 高速 化 さ れ , 環境 の カス タマ イズ れ て いま す . この 謗 で は , 拡張 され だ E コ ー ル に 
が 可能 に な る な ど , 使い 勝手 の 向上 が 図ら れ て い つい て 解説 し ます . 





ピヨ デル BB ロ ・ KNJOTRIEG 兄 ( 下 


引数 な お , ASK1.0x で この FP コ ー ル を 呼び 唱 し た 場 


な し 合 , 存在 し な い FP コ ー ル を 呼び 出し た と し て D0 に 
返り 値 ー1 が 返り ます . 
DO0.L ASK2.00 の 場合 200(10) ($000000C8) コー ル 
ASK2.01 の 場合 201(10) ($000000C9) move.1 #50, - (SP) 
機能 dc. w $FF22 
ASK2.0x の バー ジョ ン が 返り ます . addq.1 #4, SP 


EE で 


ビビ コー ル 巳 ]。 。KKM MC て PLTB 1J 











2 ー ジ ョ ン を 返し ます . 
3 ASK2. 0x 用 の メイ ン 辞 書 ファ イル は ほ き SR1_ 9x 用 の 
返り 値 辞書 ファ イル に 変換 スピ ー ド 向上 の た ちの 情報 が 
DO.L メイ ン 辞 書 フ ァイル の バー ジョ ン 追加 され て いま す . ASK1. 0x と の 皇 生 性 結 鞭 圭 さ れ 
ASK1.0x 用 の 辞書 ファ イル の 場合 て いる の で 。 ASK2.0x で も SRI 1 
100 10) を 使う こと が で きる よう に な 
ASK2.0x 用 の 辞書 ファ イル の 場合 = 机 動 も 
200 (10) move.1 351. - (SE 
dc.w $FF22 
人 addq.1 34.SP 
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F ビ コー ル ロ 選 KNRIUGTPIE ESaNVTTB3 





引数 初期 化し ます . 
envfile 環境 ファ イル 名 が 格納 きれ る バッ ファ を コー ル 
指す ポイ ンタ Dea envfile 

返り 値 move.1 #52, - (SP) 
DO.L 0 詳 下 半 あ Si dc. w $FF22 

<> 0 エラー addq.1 #8,SP 
機能 

envfile で 指定 し た 環境 ファ イル を 読み 込ん で , envfile: 

ASK2.0x の 日 本 語 変換 環境 を 設定 し ます . dc.b 人 上ル:\ ま ASK\ENV1. ASK', 0 


envfile と し て $00000000 を 指定 する と , 環境 を 





切 選 コー 上ル 5 紀 、KNJCTHL[ 紀 


引数 ロン グ ワ ー ド に 符号 拡張 し た も の を 返し , キー が 
な し 押さ れ て いな い 場 合 は $00000000 が 返り ます . 
返り 値 エコ ー バ バック, ブレ ー ク チェ ッ ク は 行ない ませ 
DO.L 入力 され た キャ ラク タコ ー ド . 1 バイ ト ん . 

の キャ ラク タコ ー ド が ロン グ ワ ー ド に 符 コー ル 

号 拡張 され て いる . move.1 #53, - (SP) 
機能 dc. w $FF22 

キー が 押さ れ て いる 場合 は キャ ラク タコ ー ド を addq.1 #4,SP 





FP ピ コー ル 5 イ KNJOCTRL(54.eChOmodg] 


引数 カー ソル 行 へ の エコ ー バ ッ ク は , $FF18 hendsp 
echomodeー0 変換 行 に エコ ー を 拡張 する こと に よっ て 実現 きれ て いる わけ で は 
1 カー ソル 行 に エコ ー な く , ASK2.0x が 直接 画面 表示 ファ ンク ショ ンコ ー 
返り 値 ル /I0CS を 呼び 出し て いま す . 
DO.L 0 正常 終了 コー ル 
め お か し な モー ド を 指定 し move. 1 #echomode, - (SP) 
< 0 エラー move.1 #54, - (SP) 
機能 dc.w $FF22 
変換 中 の エコ ー バ ッ ク を 行なう 場所 を 指定 し ま addq.1 #8,SP 


9 。 





F ピ コー ル 55 弓 、 KNJOCTHL(5 ら 55] 


引数 機能 
な 現在 の エコ ー モ ー ド を 返し ます . 
返り 値 コー ル 
DO0.L = 四 変換 行 に エコ ー move. 1 #55, - (SP) 
二 ! み カー ン ソル 行 に エコ ー dc. w $FF22 


addq.1 #4,SP 
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FP ピ コー ル 56_ KNJOCTRLC5B.mode]〕 


ョ | 数 機能 

本 ー ニ 0 エコ ー モ ー ド を ロッ ク キー ボー ド か ら の エコ ー モ ー ド の 切り 替え を ロ 
ー1 エコ ー モ ー ド の ロッ ク 人 解除 ッ ク し た り , ロッ ク を 解除 し た り し ます . 

守り 値 Py 

D0.L ー0 = 正常 終了 move.1 #mode, - (SP) 
ー2 お か し な モー ド を 指定 し た We kc.917 
KO 年 ウ ーー dc. w $ff22 


addq.1 #S8, SP 





プロ グラ ミン グ に 便利 な ツー ル 類 (II) 
久 nI5 iocs ( 作 :beeps 氏 ) 
X68K の Human/I0CS を 使っ た 文字 表示 は 若干 遅く , な に か と せっ か ち に な っ て いる プロ グラ ミン グ 時 
イラ イラ の も と と な り ま す . 
n15_iocs は , TI0CS の (ひい て は Human の ) 文字 表示 ルー チン を チュ ー ン アッ プ し て 部 高速 に する ば か りか 、。 
好み の フォ ント の 定義 , 縮小 表示 . エス ケー プシ ー ケ ンス の 拡張 な ど , 多彩 な 機能 を 付加 し て くれ ます 
この ソフ ト は フリ ー ウ ェ ア と し て PEKIN な ど で 入 手 で きま す . 
さら に 強力 な n18 iocs も 登場 し まし た . 
セミ オー ト ・ デ ィ ス アセ ンプ ブラ ・dgds ( 作 : た こ 太 郎 氏 ) 
他人 の プロ グラ ム を 読ん で 参考 に する の は , プロ グラ ミン グ の 力 を つけ る た め に は 非常 に 有効 を 手 胡 て 
す . ソー ス が 付属 し て いる 場合 は と も か く , オブ ジェ クト コー ド だ け の 場合 は どう し て も ディ 
ラ が 必要 に な っ て きま す . し か し , 普通 の ディ ス ア セン ブラ だ と , プロ グラ ム の 中 に デー タ が あっ 
る と , 途 端 に めちゃ くち ゃ な 結果 を 吐き 出し て くれ る ん で す よ ね . 
この セミ オー ト ・ デ ィ ス アセ ンプ ブラ の 場合 。 ある 程度 プロ グラ ム と デー タ を 判別 し て く 
り 正確 に ディ ス ア セン ブル ・ リ スト を 出力 し て くれ ます . 
この ソフ ト は MO の 198 フ 年 11 月 号 を 見 て 入力 する か , コム パッ ク の ディ スケ ッ ト サ ービス を 世 - 
入手 で きま す ( デ ィ ス ケッ ト サ ー ビ ス の 場合 は ソー ス 付 ). 
名 Tiny make 
一 般 に 広く 使わ れ て いる 分 割 コ ン パ イル / ア セン ブル 支援 ツー ル ・make の Tiny 版 で 言 
MS-DOS の MASM に 付属 する 簡易 版 の make と 同 程 度 の 機能 し か 用 意 し て いな いか ら で き す 。 
本 当 は も っ と 高 機能 な make も 出回っ て は いま す が , と りあ え ず これ で も ゃ る ち ぢ ち 役 に 闘 
な お , この ソフ ト は 私 が 作り まし た . PDS と し て TeleStar な ど 
いく だ さい (ソー ス 付 ) 








ィ 767 





Human68sk に は 浮動 小数 点 演 算 機能 を サポ ー ト する た め に "FLOAT1.X", 
"ELOAT2.X"、 そし て "ELOAT3.X” の 3 種類 の 浮動 小数 点 演 算 フ パパ ッ ケ ー ジ が 用 意 


され て いま す . 
これ ら の パッ ケー ジ は 特殊 な デバ イス ・ ド ライ バ の 形 で Human68k に 組み 込ま れ 


ます . 組み 込ん だ 後 は , 68000MPU の 未定 義 命令 , $FExx(xx は $00ー$FF) が 有 
効 と な り , 簡単 に 浮動 小数 点 演算 を 行なう こと が 可能 に な り ま す . これ を FE ファ 
ンク ショ ンコ ー ル と 呼び ます 。 

提 昌 馬上 MI ELAOT2. メ "は 。 - ソフトウェア で 演算 を 行ない ます . この 2 つ 
の 違い は 浮動 小数 点数 の 表現 方 法 の 違い で , 前 者 は 「 シ ャ ー プ ・ フ フォー マット 」, 
後者 は 「IEEE フォ ー マ ッ ト 」 を 採用 し て いま す . "FLOAT3.X” は 別売 り の 数 値 演 
算 プ ロ セ ッ サ ボー ド (CZ-6BP1) で 演算 を 行ない ます . 


4.1 浮動 小数 点 デー タ 形 式 

浮動 小数 点数 の 形式 は 、「 シ ャ ー プ ・ フ ォ ー マ ッ 64 ビ ピット (8 バイ ト ) で 表現 され る 倍 精 度 の 2 竹 
ト 」 と 「TIEEE フ ォ ー マ ッ ト 」 の 2 種類 が あり , さ 類 に 分 けら れ ま す . 
ら に 32 ビ ッ ト (4 バイ ト ) で 表現 され る 単 精度 , 


シャ ー プ ・ フ ォ ー マ ッ ト (FLOAT1 .X) 














田 倍 精度 
63 62 11 10 0 
1 
仮数 部 の 符号 
画 単 精度 
31 30 は ん 0 
1 
仮数 部 の 符号 
IEEE フォ ー マ ッ ト (FLOAT2.X, FLOAT3.X) 
画 倍 精度 
63 62 8 0 
{ 
仮数 部 の 符号 
罰 単 精度 
31 30 28 22 0 
{ 
仮数 部 の 符号 
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4.? FE ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル の 呼び 出し 方 


語 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル の 呼び 出し は , 一 般 的 
= 有明 下 の よう な 手順 で 行ない ます . 





各 FE フ ァ ン クシ ョ ン に 渡す ため の 値 を レジ スタ 
= 入れ る (FE ファ ンク ショ ン に よっ て は ユー ザ 
ー ス タッ ク に 積む ). 
四 未 定義 命令 $FE に 続く FE ファ ンク ショ ン 番 号 ( 1 
イト ) で 構成 され る FE ファ ンク ショ ンコ ー ル 
靖 2 シク ショ ン に よっ で は , て きた 後に 


ュー ザー スタ ッ ク ・ ポ イン タ を 補正 . 


洒 
Q 


FE ファ ンク ショ ン を 使う 上 で は 次 の 事項 に 注意 


呈 く ださい. 


引数 を 渡す た め に 使っ た レジ スタ , 返り 値 が 入 
る レジ スタ , ステ ー タ ス ・ レ ジス タ (フラ グ 類 ) 
の 内 容 は , FE ファ ンク ショ ンコ ー ル 実行 後 破壊 
きれ る 場合 が あり ます . 必要 な 値 の 入っ た レジ 
スタ は 待避 させ て お いて くだ さい . 

う 返 り 値 の 返し 方 は 統一 きれ て いま せん . スタ ッ 
ク を 利用 し て 返す な ど 特 殊 な 場合 も あり ます の 
で , 各 FE フ ァ ン クシ ョ ン の 解説 の 返り 値 の 項 で 





4.3 個々 の FE ファ ンク ショ ン 使 用 解説 


確認 し て お く こ と を お 勧め し ます . 

③Human68k の ファ ンク ショ ンコ ー ル と 同様 に . あ 
ら か じ め FE フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ル 用 マク ロコ を 2 
義 し て お く と 便利 で す . これ は , その 一 例 で す . 























FEFNC macro nurmber 
dc. b $ ゃ fe 
dc. b nurmber 
endm 








シャ ー プ か ら も "FEFUNC.H" と いう アモ セン プラ 用 
の ヘッ ダ ・ フ ァイル が 提供 され て いま す . この フ 
ァイル を アセ ンプ ブラ ・ ソ ー ス の 先頭 で イン クル ー 
ド し て お け ば , "FPACK UMUL” と いう 具合 い に 
FE ファ ンク ショ ン 名 で 呼び 出す こと が で きま す . 

2TEEUNC.H" は 。 CC コン パイ ラ の ライ ブラ 重定 較 
ィ ス ク の 中 の "CLIB. ARC"” に アー カイ ブ き れ て いま 
す の で , AR.X を 使っ て 取り 出し て お く と 便利 で す . 

数 値 演 算 プ ロモ セッ サボ ー ド を お 持ち の 方 は , 付 
属 デ ィ ス ク の 中 の ディ レク トリ "WSAMPLE" の な か に 
納め られ て いま す の で , そちら を 利用 する と よい 
GE * う で 





解説 の 例 


SFE 1 DTOL 


(FE ファ ンク ショ ンコ ー ル 命令 ) (FE ファ ンク ショ ンコ ー ル 名 ) 


引数 (引数 の 名 前 と 型 ) 

DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 

(D0 が 上 位 4 バイ ト ,D1 が 下位 4 バイ ト と いう 意味 ) 
返り 値 (返り 値 の 入る レジ スタ , 型 , そし て その 意味 ) 
DO.L 変換 され た ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 
コン ディ ショ ンコ ー ド (変化 する フラ グ と その 意味 ) 
C エン ーー が あれ ば セッ 2 ト 








フラ グ の 名 称 に は 次 の 略称 を 使い ます ] 
6G: キ ャ リー ラフ ラグ の ES ジング 
Ac ジン ドア ラグ や オー バー ジロ 一 ラン シン 
Ne で デイ ジア ラグ 
機能 (機能 の 概略 ) 
倍 精度 浮動 小数 点数 を ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 
数 に 変換 し ます . 少数 部 分 は 切り 捨て られ ます . 
変換 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 の 範囲 を 
超え た 場合 は エラ ー に な り ま す . 
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お FEOUO . 径 必 束 放 有 
引数 

DO.L 被 乗 数 

D1.L 乗数 

返り 値 

DO.L 演算 結果 

コン ディ ショ ンコ ー ド 

9 エラ テラー が あれ ば セット 

お FEO0 1 も 用 ん 
引数 

DO.L 被 除 数 

D1.L 除 数 

返り 値 

DO.L 演算 結果 

2 デンシ ン ョ ジン コト 

C エラ ー が あれ ば モッ ト 

お FE ヒロ ど し 艇 省 間 
引数 

DO.L 被 除 数 

D1.L 除 数 

返り 値 

DO.L 演算 結果 

お に は き 因 とき 伴 用 WEJ 唱 。 
引数 

DO.L 被 乗 数 

D1.L 乗数 

返り 値 


DO.L 演算 結果 
コン ディ ショ ンコ ー ド 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 
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機能 

DO=DO xD1 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 どう し の 乗算 を 行 主 
いま す . 

演算 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 を 超え 夏 
場合 は エラ ー と な り ま 示 . 


機能 

DO=DO0+D1 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 どう し の 除算 を 行 硫 
いま す . 

除 数 が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま す . 


ンコ ー ド 


コン ディ ショ 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 


機能 

DO0=DO mod D1 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 どう し の 除算 の 剰 薫 
を 計算 し ます . 


除 数 が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま す . 


機能 

D0 ニ DO ※D1 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 乗算 を 行 医 
いま す . 

演算 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 を 超え な 
場 倫 ほ は エラー と な り ま すず す . 








ロイ ER LU 










疲 除 数 
除 数 


4 演算 結果 
ディ ショ ンコ ー ド 
テラー が あれ ば セッ ト 


- 」 言 記 還 ー PTIM 自 名 


被 除 数 


回 除 数 
幸 り 値 
四 還 演算 結果 


所 シディ ショ ンコ ー ド 
エラ ー が あれ ば モ セット 


pF 上 ビ 0 リコ _-_IMUL 


ョ 数 
[ 和枝 乗数 

年 L 乗数 

計り 値 

語 L 演算 結果 の 上 位 4 バ イト 
し 演算 結果 の 下位 4 バイ ト 


ぶ F ビ ロロ ー- 半 AA 


引数 

DO.L 被 除 数 

DI.L 除 数 

返り 値 

DO.L 演算 結果 ( 商 ) 
D1.L 演算 結果 (剰余 ) 





機能 

DO テ DO テ D1 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 除算 を 行 な 
いま す . 

除 数 が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま す . 


機能 

DO 三 DO mod D1 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 除算 の 剰余 
を 計算 し ます . 

除 数 が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま す . 


機能 

DO0/D1= ニ DO xD1 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 乗算 を 行 を 
いま す . 演算 結果 は 64 ビ ッ ト ま で 対応 し て いま す 
か ら , どの よう な ロン グ ワ ー ド 整数 どう し を 乗算 
し て も エラ ー は な 発生 し ませ ん . 


gg PPP: cpm==ー ァ Psiaoerc se antcPraRSEEBTTERERETE286SREGatmasamCE 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
0 エラ ー が あれ ば セ モット 
機能 
DO0 ニ DO テ D1 (余り は D1 へ ) 
ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 除算 を 行 な 
いま す . 除 数 が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま す . 
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__ ロロ ANDOMI グ ヒ 


引数 機能 

DO.L ラン ダム ・ シ ー ド ロン グ ワ ー ド 符号 付 ー32, 768 か ら 32, 767 ま で の 範囲 で ラン ダム ・ ジ 
き 整 数 ー ド を 与 を , 乱数 を 初期 化し ます . 引数 の 範囲 が 

返り 値 正しく な い 場 合 は 乱数 を 初期 化し ませ ん . 

8 っ 

コン シン デイ シン ヨン = 還 5 


な し 





や FEUDD _-_- つ ロ AND 


引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L ラン ダム ・ シ ー ド ロン グ ワ ー ド 符号 付 2 の 
き 整数 機能 
返り 値 0 か ら 65, 535 ま で の 範囲 で ラン ダム ・ シ ー ド を 
な し 与え , 乱数 を 初期 化し ます . 引数 の 範囲 が 正 し 


な い 場 合 は 乱数 を 初期 化し ませ ん . 











pF モビ ーー ロロ AN 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
3 な し 
返り 値 機能 
DO.L 乱数 ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 (0 一 ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 の 乱数 を 返し ます . 
32.767) 
お 所 1) =-s5 き は も ル 
引数 法 が お か し い 場 合 セ モット 
A0.L 文字 列 を 指す ポイ ンタ V (C が セッ ト さ れ て いる 場合 ) オ ー バ ー フ 
返り 値 ロー が 発生 し た 場合 セッ ト 
DO.L 変換 され た ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 機能 
コン ディ ショ ンコ ー ド 文字 列 を ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 に 変換 し ま 
(0 エラ ー が あれ ば モ セット す . 文字 列 の 最後 に は NULL コー ド が 必要 で す . 
N (C が セ モット され て いる 場合 ) 数 値 の 記述 
に .-) 人 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 cl の 
A0.L 変換 きれ た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 機能 
す ポ イン タ ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 を 文字 列 に 変換 し ま 
返り 値 es す . バッ ファ は 充分 な 大 きき を と っ て お いて くだ 
(40) 一 変換 され た 文字 列 1 きい . 
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間 ーー ー オル 


1 

ま L 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

圭 り 値 

L 変換 され た ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


も 


le 





法 が お か し い 場 合 セ モッ ト 

MM (C と が セッ ト さ れ て いる 場合 ) オー バー フ 
ロー が 発生 し た 場合 セッ ト 

機能 








頭 se デ ィ シ ョ ンコ ー ド 16 進 数 を 表わす 文字 列 を ロン グ ワ ー ド 符号 な し 
と エラ ー が あれ ば モッ ト 整数 に 変換 し ます . 文字 列 の 最後 に は NULL コー ド 
_ (C が セッ ト さ れ て いる 場合 ) 数 値 の 記述 が 必要 で す . 
路上 ヒビ 1 ーー 
=| 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
36.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 4 レ 

す ポ イン タ 機能 
1L. ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 を 16 進 表現 の 文字 列 
圭 り 値 に 変換 し ます . バッ ファ は 充分 な 大 きき を と っ て 


訓 ) 一 変換 され た 文字 列 


中 上 1 ブイ の ル 0 57 
ョ 数 

0.L 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

革 り 値 

DO.L 変換 され た ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


お いて くだ さい . 





法 が お か し い 場 合 セッ ト 

V (C が セッ ト さ れ て いる 場合 ) オー バー フ 
ロー が 発生 し た 場合 セッ ト 

機能 





コン ディ ショ ンコ ー ド 8 進数 を 表わす 文字 列 を ロン グ ワ ー ド 符号 を し 
エラ ー が あれ ば セッ ト 整数 に 変換 し ます . 
(C が セット され て いる 場合 ) 数 値 の 記述 

時 に ビ | も 

数 ココ の デイ ンジ ンジ ョ ヨー 

OL 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 が し 

す ポ イン タ 機能 

DO.L ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 を 8 進 表 胡 の 文字 到 
守り 値 に 変換 し ます . 


は 0) 一 変換 され た 文字 列 
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お FE1B お 回 思 


引数 

0.L 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

返り 値 

DO.L 変換 きれ た ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


2 デイ ショ ンコ ー ド 


8 エラ ー が あれ ば セット 

di に 本 1 ブ CU 

引数 

A0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 
9 ボン 

DO.L ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 

返り 値 

(40) 一 変換 され た 文字 列 

に に tD 過 _- 上 良 夫 用 NB 

引数 

DO.L ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 

1 桁 数 

A0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 
39> ポ KK ンダ 

返り 値 

(40) 一 変換 され た 文字 列 

コン ディ ショ ンコ ー ド 

泰 # 坦 

Eif ニ へ __ | ]/ 介 ) 

引数 

DO.L ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 

返り 値 


DO/D1 変換 され た 倍 精 度 浮 動 小数 点数 


N (と が セ モット きれ て いる 場合 ) 数 値 の 記 較 
法 が お か し い 場 合 セ モッ ト 
V (C が セ モット され て いる 場合 ) オ ー バ ー 主 


ロー が 発生 し た 場合 セッ ト 
機能 
2 進数 を 表わす 文字 列 を ロン グ ワ ー ド 符号 な 上 
整数 に 変換 し ます . 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
な し 
機能 
ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 を 2 進 表現 の 文字 列 
に 変換 し ます . 


機能 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 を 文字 列 に 変換 し ま 
す . 変換 後 の 数値 が 指定 し た 桁 数 に 満た な い 場 合 
は , ゼロ ・ サ プレ ス を 行なっ た 上 で 右 詰め に し で 
返し ます . 

指定 桁 数 より も 文字 列 が 長く な る 場合 は , 桁 祥 
を 無視 し て 必要 な だ け の 長 さ の 文字 列 を 返し ます . 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
ぶし 
機能 
ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 を 倍 精度 浮動 小数 点 
数 に 変換 し ます . 
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員 FE 1 日 4 凍 すず)| 

ョ 数 機能 

昌 /D1 倍 精度 浮動 小数 点数 借 精 度 浮動 小数 点数 を ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 
守り 値 数 に 変換 し ます . 小数 部 分 は 切り 捨て られ ます . 
昌 -L 変換 され た ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 変換 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 の 範囲 を 
凍 22 デ イィ ショ シコ ー ド 部 えた 場合 は エラ ー に な り ま す . 

し エラ ー が あれ ば セ モット 

苦 ii 
FE ビ 1 ekuAS( 六 に 

ョ | 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

WO.L "ロング ワー ド 符 号 付き 整数 な し 

忘 り 値 機能 

DO L 変換 きれ だ た 単 精度 浮動 小数 点数 ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 を 単 精度 浮動 小数 点 

数 に 変換 し ます . 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 一 
時 | 円 | 

引数 機能 

ML 単 精度 浮動 小数 点数 単 精度 浮動 小数 点数 を ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 
守り 値 数 に 変換 し ます . 少数 部 分 は 切り 捨て られ ます . 
MO-L 変換 され た ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 変換 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 の 値 の 範 
コン ディ ショ ンコ ー ド 囲 を 意 え た 場合 は エラ ー に な り ま す 。 

し エラ ー が あれ ば セッ ト 


症 に に = 導 訂 1 (人 
ョ 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
語 L 単 精度 浮動 小数 点数 3 
土 り 値 機能 
有 WD1 変換 され た 倍 精 度 浮動 小数 点数 単 精度 浮動 小数 点数 を 倍 精 度 浮動 小玉 点 切 に 変 
換 し ます . 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー フ oo 
明 際 に に = 
ョ 粗 機能 
所 D1 倍 精度 浮動 小数 点数 億 精度 浮動 小数 点数 を 単 精度 浮動 小 厩 点 表 に 変 
寺 り 値 換 し ます . 単 精度 浮動 小数 点数 に 変換 で き を か っ 
上 変換 きれ た 単 精度 浮動 小数 点数 だ た 場合, エラー と な り ま す . 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
に エラ ー が あれ ば セ モット 





や F ヒ ビビ 


引数 

A0.L 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

返り 値 

DO/D1 変換 され た 倍 精 度 浮動 小数 点数 

D2.W 整数 フラ グ (文字 列 が 10 進 数 だ っ た 場合 
に 有効 ) 

ag 整数 値 (文字 列 が 10 進 数 だ っ た 場合 に 有 
効 ) 

コッ ポンデ イン ヨン の ーー 

(0 エラ ー が あれ ば モ セ モット 

N (C と が セッ ト さ れ て いる と き ) 数 値 の 記述 
法 が お か し い 場 合 セ モット 


_-_- ツ AL 


お デビ 1 


引数 
DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 
D2.【L 整数 部 分 の 桁 数 
D3.L 小数 部 分 の 桁 数 
D4.L トリ NE っ っ 4 ト 
A0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 
ポン イル スタ 
返り 値 
(40) 一 変換 され た 文字 列 
コン ディ ショ ンコ ー ド 
な し 
機能 
倍 精度 浮動 小数 点数 を 文字 列 に 変換 し ます . 文 
字 列 へ の 変換 は アデ アトリビュート D4 で 指定 し た 形 で 
行ない ます . 
アデ アトリ ビュ ー ト D4 の 各 ビ ッ ト は 次 の よう な 意味 


ーー けら HNG う 


7Z の 


V (C と が セッ ト さ れ て いる と き ) オ ー バ ー 請 
ロー が 発生 し た 場合 セッ ト 
機能 
文字 列 を 倍 精度 浮動 小数 点数 に 変換 し ます . 夏 
字 列 の 先頭 に "&H" が つい て いる 場合 は 16 進 の ” 還 識 
が つい て いる 場合 は 8 進 の "&B" が つい て いる 場 軒 
は 2 進 の 表現 きれ て いる も の と 判断 し ます . 
文字 列 が 10 進 数 だ っ た 場合 , 返り 値 と し て D2 
D3 が 有効 と な り ま す . 文字 列 が 整数 で . か つ 詩 
グ ワ ー ド 符号 付き 整数 で 表現 可能 な 場合 , 整数 講 
ラグ D2 は $FFFF と な り ,D3 に は その 整数 値 が 入り 主 
す . それ 以外 の 場合 , 整数 フラ グ D2 に は 0 が 入 軒 
9 。 


を 持っ て . お り , その ビッ ト を セッ ト す る こと 編 

より , その 機能 が 有効 と な り ま す . 複数 の ビッ 凍 

を セッ ト し て お く こ と は 可能 で す が , 矛盾 する 疾 

定 を 行なわ な いよ うに し て くだ さい . 

bit0: 整数 部 分 の 指定 桁 数 に 満た な い 部 分 ( 
側 ) を "*" で 埋め る (通常 は スペ ー ス で 斑 
め る ) 

bit1: 先頭 に "\ ギ "を 付加 する 

bit2: 整数 部 分 を 3 桁 ご と に ”,” で 区 切る 

bit3: 指数 形式 で 表現 する 

bit4: 正 の 数 の 場合 " 十 " を 先頭 に 付加 する 

bit5: 正 の 数 の 場合 " 十 " を , 負 の 数 の 場合 "- "大 
最後 尾 に 付加 する 

bit6: 正 の 数 の 場合 スペ ー ス を , 負 の 数 の 場 放 
"ーー" を 最後 尾 に 付加 する 











_ 曲 証 認 連 


数 

し 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

圭 り 値 

llD1 変換 され た 倍 精度 浮動 小数 点数 
5W 整数 フラ グ 


eo 


法 が お か し い 場 合 モ セット 
M (と が セッ トド され て の る! こさ の 2 2 ジン 
ロー が 発生 し た 場合 セット 
機能 
文字 列 を 倍 精度 浮動 小数 点数 に 変換 し ます . 文 








ま 3 し 整数 値 字 列 が 整数 で .。 か つ ロ ング ワー ド 整 数 で 表現 可能 
本 ディ ショ ンコ ー ド な 場合 , 整数 フラ グ D2 は $FFFF と な り , D3 に は その 
を エラ ー が あれ ば セッ ト 整数 値 が 入り ます . それ 以外 の 場合 は 整数 フラ グ 
開 (C と が セッ ト き され て いる と き ) 数 値 の 記述 D2 は 0 と な り ま す . 

較 に ビビ つ sk 
ミ 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
9 L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 な し 

す ポ イン タ 機能 

MD1 倍 精度 浮動 小数 点数 倍 精 度 浮動 小数 点数 を 文字 列 に 変換 し ます . 
革 り 値 
中 0) 一 変換 され な た 文字 列 

FE ら ノ _EOVT 
ョ 数 機能 


DD1 倍 精 度 浮動 小数 点数 

B2.B 全体 の 桁 数 

30.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 
す ポ イン タ 

寺 り 値 

DO.L 小数 点 の 位置 

DI.L 符号 (0: 正 , 1: 負 ) 

思 0) 一 変換 され た 文字 列 

ヨン ディ ショ ンコ ー ド 

・ 記 詳 


本 に に ピロ 


ョ 引 数 

0/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 

2.B 小数 点 以 下 の 桁 数 

0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 
す ポ イン タ 


た NOM す 


妥 り 値 
DO.L 小数 点 の 位置 


倍 精度 浮動 小数 点数 を 全体 の 桁 数 を 指定 し て 文 
字 列 に 変換 し ます . 
例 ) DO0/D1= テ 3.1415 
D2.B 三 10(10 進 ) 
A0.L result 
と いう 指定 で BCVT を 呼び 出し た 場合 、 決 の = 
う な 値 が 返さ れ ま す . 
result: dc.b '3141500000'.0 
DO0: 工 ) =1 
es) 


D1.L 符号 (0: 正 , 1: 負 ) 

(40) 一 変換 され た 文字 列 

コン ディ ショ ンコ ー ド 

な し 

機能 

倍 精度 浮動 小数 点数 を 。 中 炉 京 外 下 の 固 切 を 指 
定 し て 文字 列 に 変換 し ます 。 表 り 侍 に つい て は 
$FE24 ECVT を 参考 に し て く 


だ さい - 


em 
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串 に 包 己 避 eV 


引数 機能 

DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 億 精度 浮動 小数 点数 を , 全体 の 桁 数 を 指定 し た 
D2.B 全体 の 桁 数 浮動 小数 点 表 記 ま た は 指数 表現 の 文字 列 に 変換 し 
40.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 まず 。 

す ポ イン タ 負 の 値 の 場合 は 文字 列 の 先頭 に ”ー” が 付加 され 

返り 値 ます . 通常 は 浮動 小数 点 表 記 に 変換 され ます が , 
(40) 一 変換 され た 文字 列 桁 数 D2 で は 表現 で き な い 場合 に 指数 表現 に 変換 さ 
コン ディ ショ ンコ ー ド 26 選 ま 93。 

な し 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーwーmwーーーーーmーーーーーー ワ ーー ワー 

品 必 選 品 選 に に に に 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 の DO0/D1 が 0 なら ば モッ ト 

返り 値 N DO0/D1 が 負 の 数 な ら ば セ モット 

結果 は フラ グ で 返さ れ ま る 機能 


DO0/D1 で 与え る 倍 精度 浮動 小数 点数 と 0 と の 比較 
を し, 結果 を フラ グ で 返し ます . 





呈 F ビ Ed -E 拓 生 / 
引数 機能 2 
DO/D1 被 比較 数 倍 精度 浮動 小数 点数 どう し を 比較 し ます . 
D2/D3 比較 数 被 比較 数 DO0/D1 か ら 比 較 数 D2/D3 を 引い た 結果 が 
返り 値 フラ グ に の み 返 され ます 。 フ ラグ の 結果 に よっ で , 
結果 は フラ グ で 返さ れ ま す 次 の よう な 関係 を 導き 出す こと が で きま す . 
UEsrsMeipin D0/D1 > D2/D3 
= 立志 さ ヽ テ に 
N 人 ER ッ ト で 
2 間際 he 縛 償 がり SN 人 
@ ボロ ー が 発生 し た 場合 は セッ ト C ニ 0.2 ニ 1.N ニ 0 
DO/D1 < D2/D3 
= 半 の WN== 由 
中 FE 選 A ーー ト JN ビ 5 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO0/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 値 と cl 8 
返り 値 機能 
DO0/D1 演算 結果 倍 精度 浮動 小数 点数 値 の 符号 を 反転 し ます . 


EE や WW 





上 EPR 


只 転 選 忌 選 - ど 回 部 如 
引数 V (と が セ モット され て いる と き ) オー バー フ 
DO/D1 被 加算 数 ロー の 場合 セッ ト , アン ダー フロ ー の 場 
D2/D3 加算 数 合 は クリ ア 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 DO0/D1 ニ DO/D1 十 D2/D3 
コン ディ ショ ンコ ー ド 倍 精 度 浮動 小数 点数 どう し の 加算 を 行ない ます . 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 

時 に ビ ピ こも EL 証 
引数 V (C が モッ トド され て いる どき ミリ ギー2 マ デラ 
DO/D1 被 減算 数 ロー の 場合 セ モット , アン ダー フロ ー の 場 
D2/D3 減算 数 合 は クリ ア ・ 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 DO0/D1= ニ DO/D1 一 D2/D3 

コン ディ ショ ンコ ー ド 借 精 度 浮動 小数 点数 どう し の 減算 を 行ない ます . 
6 エラ ー が あれ ば セ モット 

詩人 ML 
- V (C が モッ ト さ れ て いる と き ) オ ー バ ー フ 
DO/D1 技 乗 数 ロー の 場合 セ モット, アン ダー フロ ー の 場 
D2/D3 乗数 合 は クリ ア 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 DO0/D1=DO/D1 xD2/D3 
4 か cp ロレ ーー ド 倍 精 度 浮動 小数 点数 どう し の 乗算 を 行ない ます . 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 

Bi に と ニッ トー ーー 
引数 ・ Z (と が セッ ト さ れ て いる 場合 ) 0 で 割っ 
DO/D1 補 除 数 だ と き や セッ ッ ト 
D2/D3 除 数 V (と が セッ ト さ れ て いる 場合 ) オー バー 
返り 値 フロ ー の 場合 モット, アン ダー フロ ー の 
DO/D1 演算 結果 場合 は クリ ア 
コン ディ ショ ンコ ー ド 機能 
C エラ ー が あれ ば セッ ト DO0/D1=D0/D1=D2/D3 


億 精度 浮動 小数 点数 どう し の 除算 を 行ない ます . 


・- 7Z タ 3 








症 人 = と ーー __DMOD 








引数 LM (C が セ モット され て いる と まき) オー バー フ 
DO/D1 被 除 数 ロー の 場合 セ モット, アン ダー フロ ー の 場 
D2/D3 除 数 合 は クリ ア 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 DO0/D1 三 DO/D1modD2/D3 
倍 精度 浮動 小数 点数 どう し の 剰余 を 求め ます . 
C エラ ー が あれ ば モ セット 
Z (C が セッ ト さ れ て いる と き ) 0 で 割っ た 
と き セ ッ ト 

BE _ 紀 ら 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 補 も 
返り 値 機能 


DO/D1 演算 結果 倍 精度 浮動 小数 点数 の 絶対 値 を 求め ます . 





中 生 ビ ロ ゼ -] ーー で "に 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 な し 
返り 値 機能 





DO0/D1 で 与え た 倍 精 度 浮動 小数 点数 と 等 し いか , 


DO/D1 演算 結果 
それ 以上 の 最小 の 整数 を 返し ます . 








ドラ に つら レッ [1 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 な し 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 D0/D1 で 与え た 倍 精 度 浮動 小数 点数 の 整数 部 を 求 
め ま す . 
お 玉 選 選 刀 ニニ) 信 上 6 只 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 な し 
返り 値 機能 


DO0/D1 で 与え た 借 精 度 浮動 小数 点数 と 等 し いか ま 


DO/D1 演算 結果 
だ た は それ より 小さ い 最 大 の 吾 数 を 返し ます . 











ーーーーーーーーーーーーーーー ナ Oo 


お FE コイ 


ョ 表 

DL 倍 精度 浮動 小数 点数 
圭 り 値 

還 DI 演算 結果 


ー だ 月 次 選 


コン ディ ショ ンコ ー ド 

な 人 

機能 

DO0/D1 で 与え た 倍 精度 浮動 小数 点 数 の 小数 部 を 求 
め ま す . 


ーーーーーーーーーーーーーーーー フ ーー 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
な なじ 
機能 
D0/D1 で 与え た 倍 精 度 浮動 小数 点数 が 正 か 負 か 0 
か を 調べ ます . 
正 な ら 十 1 鋼 な ら ー1,。 0 な ら 0 を 返し ます . 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
0 
機能 
角度 (ラジ アン 単位 ) を 与え て sin を 計算 し ま 
す . 


ーーーーーーーーーーーーーーーーOOOOOOOOOOOoooooooTo 


員 に Ed 避 -- リ お GN 
ョ 数 
詳 D! 倍 精 度 浮動 小数 点数 
言 り 値 
間 ] 精 果 ( 倍 精 度 浮動 小数 点数 ) 
局 認 こ 1 ら ー ご IN 
ミ 衣 
開 1 角度 (ラジ アン 単位 、 倍 精度 浮動 小数 点 
数 ) 
寺 り 値 
Im/D1 演算 結果 
pF 上 ビ コノ gs 
引数 
誠 D! 角度 (ラジ アン 単位 , 倍 精度 浮動 小数 点 
数 ) 
言 り 値 


症 D1 演算 結果 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
2 
機能 
角度 (ラジ アン 単位 ) を 与え て cos を 計算 し ま 
す . 


ーーーーーーーーーーーーーー テ ーーOOOOOOOooooooo マ To 


お ビ コ 日 ーー「AIN 
ョ 数 
間 /D1 角度 (ラジ アン 単位 , 倍 精度 浮動 小数 点 
表 ) 
計り 値 


MO/D] 演算 結果 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 


機能 


角度 (ラジ アン 単位 ) を 与え て tan を 計算 し ま 
す . 結果 が 無限 大 に な る よう な 角度 を 与え た 場合 
エラ ー に な り ま す . 


ーーーーーーーーーーーーーーー ナ OOOoOoOooToTo 


7Z ヶ 





上 ヒ 3 ー_ ム TAN 


コン ディ ショ ンコ ー ド 




















引数 
DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 な し 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 (ラジ アン 単位 ) atan を 計算 し ます . 
EE ん に に 局 
生 の 、 
DO/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 場合 セ モット 
返り 値 機能 
DO0/D1 演算 結果 1og を 計算 し ます . 引 数 が 0 の 場合 エラ ー に な り 
コン ディ ショ ンコ ー ド ます . 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 
吊 玉 居 己 紀 ーー 本 > に 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 エラ ー が あれ ば セット 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 指数 関数 を ほし ます . オー バー フロ ー が 発生 
3 六合 ア < 寺 と な がり ます. 
二 に ==SS に に 
引数 ク (C と が セッ ト さ れ て いる 場合 ) 引 数 が 0 の 
DO/D1 倍 精 度 浮動 小数 点 場合 セ モット 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 平方 根 を 計算 し ます . 引数 が 負 の 場合 エニ ラー に 
コン ディ ショ ンコ ー ド 2 きり いま Sa 
(0 エラ ー が あれ ば セッ ト 
cs1 本 
引数 ビン クラ を イン ジン ジニー ドド 
包 ッ 大 下 
返り 値 機能 
DO/D1 ヶ を ヶ を 倍 精 度 浮動 小数 点数 の 範囲 内 で 返し ます . 
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ヨミ =】= 


ミ 革 機能 

き 舎 精度 浮動 小数 点数 ヶ の 引数 倍 の 値 を 倍 精度 浮動 小数 点数 の 範 囲 内 

生 - 靖 で 返し ます . オー バー フロ ー が 発生 し た 場合 。 エ 

演算 結果 ラー に な り ま すず 。 

コー ディ ショ ンコ ー ド 

を エエ ラー が あれ ば セッ ト 

中 に ビビ ーー POMW 衝 因 

康 Wa (C と が セ モット され て いる 場合 ) オー バー フ 

還 ポ 被 べ き 乗 数 ロー の 場合 モット, アン ダー フロ ー の 場 

間 上 3 べき 乗数 合 ク リア 

生 り 値 機能 

Il 演算 結果 DO0/D1=D0/D1p2/ps 

ン ディ ショ ンコ ー ド べき 乗 を 計算 し ます . オ ー バ ー フ ロー/ ア ンダ ー 

と エラ ー が あれ ば セッ ト フロ ー が 発生 し た 場合 は エラ ー に な り ま す . 

pF ビス イロ AA NNI 生 

ミ 誤 コン ディ ショ ンコ ー ド 

。 の 

圭 り 値 機能 

NND1 乱数 ( 倍 精度 浮動 小数 点数 ) 倍 精度 浮動 小数 点数 で 乱数 (0 以上 1 未満 ) を 返 
の モ ic Pe 










EE っ 2 


FE スロ だ に だ だ 
ョ | 数 機能 
ml/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 借 精 度 浮動 小数 点数 の 仮数 部 と 指数 部 を 分 け ミ 
守り 値 99 
旨 /D1 仮数 部 を 示す 倍 精度 浮動 小数 点数 返り 値 D0/D1 は , 引数 の 仮数 部 は その まま で 。 北 
2.L 指数 部 を 示す ロン グ ワ ー ド 整数 数 部 を 1 に 変え た も の を 返し ます . 
コン ディ ショ ンコ ー ド 
な し 
EE 
本 に ニー ン [ へ __L)L DE※ ロ 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
D0/D1 仮数 部 デー タ ( 倍 精 度 浮 動 小 数 点数 ) C エラ ー が あれ ば モッ ト 


D2L 指数 部 デー タ (ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 機能 

数 ) 引数 の 仮数 部 デー タ D0/D1 と 判 雪 部 デー タ D2 を 結 
守り 値 合 し た 倍 精 度 浮動 小数 点数 を 返し ます 

DO/D1 引数 を 結合 し た 倍 精 度 浮動 小数 点数 

馬 キ ーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 生生 


ィ ZZ 


oo 


馬 だ の 四 _ DA 回 誠 包 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO/D1 倍 精度 浮 動 小数 点数 2 レ 

返り 値 機能 

DO/D1 演算 結果 引数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 に 1 を 加え ます . 

oo 
員 ビ ビス (し ーー ロロ GUBUR 司 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO/D1 倍 精度 浮動 小数 点数 な し 

返り 値 機能 


DO/D1 演算 結果 引数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 か ら 1 を 引き ます . 
る ろ ラ を 7 バ べ ヘ ヵ >〔 へ ぺ 有 且 _ へ べ へ べ へ べ うつ Zn 


員 E 和 4 ます)LJV | VWD 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 倍 精 度 浮動 小数 点数 剛 エラ ー が あれ ば セッ ト 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 引数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 を 2 で 割り ます . 


アン ダー フロ ー が 発生 し た 場合 エラ ー に な り ま 博 


oe 


9 呈 __DIEE ロ NM/ 
引数 機能 
D0/D1 シャ ー プ フォ ー マ ッ ト 倍 精度 浮動 小数 点 シャ ー プ フォ ー マ ッ ト 倍 精 度 浮動 小数 点数 を 
数 EE フォ ー マ ッ ト の 倍 精 度 浮動 小数 点数 に 変換 し ま 
返り 値 すま 。 
D0/D1 IEEE フォー マッ ト 倍 精度 浮動 小数 点数 FLOAT1.X を 使っ て いる 場合 に の み 意 味 を 持ち ま 
コン ディ ショ ンコ ー ド 時 
2 
is 
SEE ほ 品 だ など ビ K 義 ん 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO0/D1 IEEE フォ ー マ ッ ト 倍 精度 浮動 小数 点数 el 
返り 値 機能 
DO/D1 シャ ー プ フォ ー マ ッ ト 倍 精度 浮動 小数 点 IEEEP フ ォ ー マ ッ ト 倍 精度 浮動 小数 点数 を シャ ー 
数 プ フ ォ ー マ ッ ト 倍 精度 浮動 小数 点数 に 変換 し ます . 
FLOAT1.X を 使っ て いる 場合 に の み 意 味 を 持ち ま 
9 
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うべ ぺ べ うべ ペ > ペ 補 うべ > 補 補 カ 肛 >u.u わ Rm 


pF ヒビ ら 0 


引数 

NL 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

言 り 値 

L 変換 され た 単 精度 浮動 小数 点数 

語 W 整数 フラ グ (文字 列 が 10 進 数 だ っ た 場合 
に 有効 ) 

ドル 整数 値 (文字 列 が 10 進 数 だ っ た 場合 に 有 

効 ) 


_ FVAL 


コ 
19 エラ ー が あれ ば モ セ モット 
W 


(C が セッ ト さ れ て いる と き ) 数 値 の 記述 


法 が お か し い 場 合 セ モット 


中 に 所 己 1 こも を 4 に 9 トルコ 
ョ 数 
mL 単 精度 浮動 小数 点数 
92.L 整数 部 分 の 桁 数 
3.L 小数 部 分 の 桁 数 
D4.L た ドビー 生 ド 
AO-L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 
す ポ イン タ 
握り 値 


80) 一 変換 され た 文字 列 
シディ ジョ シン コード 
な し 
科 能 

単 精度 浮動 小数 点数 を 文字 列 に 変換 し ます . 文 
字 列 へ の 変換 は アト リ ビ ュ ー ト D4 で 指定 し た 形 で 
行ない ます . 


V (C が セッ ト き され て いる 場合 ) オ ー バ ー フ 
ロー が 発生 し た 場合 セ モット 

機能 

文字 列 を 単 精度 浮動 小数 点数 に 変換 し ます . 文 
字 列 の 先頭 に "WH" が つい て い る 場合 は 16 進 "%0" が 
つい て いる 場合 は 8 進 "WP" が つい て い る 場合 は 2 
進 表 現 き れ て いる も の と 判断 し ます . 

文字 列 が 10 進 数 だ っ た 場合 , 返り 値 と し て D2 と 
D3 が 有効 と な り ま す . 文字 列 が 整数 で , か つ ロ ン 
グ ワ ー ド 符号 付き 整数 で 表現 可能 な 場合 , 整数 フ 
ラグ D2 は $FFFF と な り ,D3 に は その 整数 値 が 入り ま 
す . それ 以外 の 場合 , 整数 フラ グ D2 に は 0 が 入り 
ます : 


アト リピ ビ ュー ト の 内 容 は 次 の と お り で す . 


bit0: 整数 部 分 の 指定 桁 数 に 満た な い 部 分 ( 左 
側 ) を "*” で 埋め る (通常 は スペ ー ス で 埋 


め る ) 
bit1: 先頭 に "を 付加 する 
bit2: 整数 部 分 を 3 桁 ご と に ",” で 区 切る 


bit3: 指数 形式 で 表現 する 

bit4: 正 の 数 の 場合 " 十 " を 先頭 に 付加 する 

bit5: 正 の 数 の 場合 " 十 " を , 負 の 数 の 場合 "ー" 
を 最後 尾 に 付加 する 

bit6: 正 の 数 の 場合 "(スペ ー ス )” を 。 貧 の 数 の 
場合 "ー" を 最後 尾 に 付加 する 


っ 2 レレ Euq ゝ ヘ ヨ も oo 


引 了 巨 、 壮 震 吉 NM に 


引数 

AO.L 文字 列 を 指す ポイ ンタ 

返り 値 

DO.L 変換 され た 単 精度 浮動 小数 点数 
D2.W 整数 フラ グ 


D3.L 整数 値 

ER シ ディ ショ ンコ ー ド 

C エラ ー が あれ ば セッ ト 

N (C が セッ ト き され て いる 場合 ) 数値 の 記述 


2 


法 が お か し い 場 合 モ ッ ト 
V (C と が セッ ト さ れ て いる 場合 ) オ ー バ ー フ 
ロー が 発生 すれ ば モ セット 
機能 
文字 列 を 単 精度 浮動 小数 上 京 数 に 変換 し ます . 文 
字 列 が 整数 で 。 かつ ロ ング ワー ド 整 数 で 表現 可能 
な 場合 . 整数 フラ グ D2 は $FFFF と な り , D3 に は その 
整数 値 が 入り ます - 
それ 以外 の 場合 は 整数 フラ グ D2 は 0 と な り ま す . 


ヤヤ TWW ヤ 5 キヤ キヤ b?【『|『|〔t〔 ぴ 〔〈 ツ 〔 ぴ Q パ よ と ウ うろ 5n つ ーー………… ボ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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お F ヒ 9 昌三 (「 ミ 








引数 返り 値 
A0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 (40) 一 変換 され た 文字 列 
す ポ イン タ コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO/D1 単 精度 浮動 小数 点数 が 0 
機能 
単 精度 浮動 小数 点数 を 文字 列 に 変換 し ます . 
あ に 所 還 ほ 和 ま 行 還 Y| 
引数 D1.L 符号 (0: 正 , 1: 負 ) 
DO/D1 単 精度 浮動 小数 点数 (40) 一 変換 きれ た 文字 列 
D2.B 全体 の 桁 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
A0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 な 必 
す ポ イン タ 機能 
返り 値 単 精度 浮動 小数 点数 を 全体 の 桁 数 を 指定 し て 文 
DO0.L 小数 点 の 位置 字 列 に 変換 し ます . 返り 値 に つい て は $FE24 __EC 
VT を 参考 に し て くだ さい . 
っ U っ C っ CREKRDRURF も U し ER へ ぐー………ー…ー…ー…ーーーーーーーーーーーーー 一 一 
申 に 区 己 局 fmF ビ V1 
引数 (40) 一 変換 され た 文字 列 
DO/D1 単 精度 浮動 小数 点数 ロン ディ ショ レコ ヨー デリ 
D2.B 小数 点 以下 の 桁 数 will 
A0.L 変換 され た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 機能 
す ポ イン タ 単 精度 浮動 小数 点数 を 小数 点 以 下 の 桁 数 を 指定 
返り 値 し て 文字 列 に 変換 し ます . 
DO.L 小数点 の 位置 返り 値 に つい て は $FE24 ECVT を 参考 に し て く 
ID 符号 "(Ok 正 .『 1: 貸 ) だ さい . 
串 居 居 選 上 に に gk 
引数 機能 
DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 単 精度 浮動 小数 点数 を 全体 の 桁 数 を 指定 し た 浮 
D2.B 全体 の 桁 数 動 小数 点 表現 また は 指数 表現 の 文字 列 に 変換 し ま 
A0.L 変換 きれ た 文字 列 の 格納 用 バッ ファ を 指 天 
す ポ イン タ 負 の 値 の 場合 は 文字 列 の 先頭 に "ー” が 付加 され 
返り 値 ます . 通常 は 浮動 小数 点 表記 に 変換 され ます が , 
(40) 一 変換 きれ た 文字 列 桁 数 D2 で は 表現 で き な い 場合 に 指数 表現 に 変換 さ 
コン ディ ショ ンコ ー ド れ ま す . 
の 
マモ モモ ビュ ビビ に ーー……ー…ーーーー…ー………ー…ーーーーーーーーーーー 一 
7 の 














pF ビビ 


ョ 引数 

MO.L 単 精度 浮動 小数 点数 
守り 値 

甘 果 は フラ グ で 返さ れ ま す 


ーー 6 に 


お F ビ ピロ 

| 致 

DO0.L 被 比較 数 

DI1.L 比較 数 

計り 値 

甘 果 は フラ グ で 返さ れ ま す 
コン ディ ショ ンコ ー ド 

\ 比較 し た 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 
Z 比較 し た 結果 が 0 で あれ ば セッ ト 
C ボロ ー が 発生 し た 場合 は セッ ト 
装 能 

単 精度 浮動 小数 点数 どう し を 比較 し ます . 


si 局 当 こ 7 


ョ 引数 

D0.L 単 精度 浮動 小数 点数 値 
守り 値 

DO-L 演算 結果 


PEOIM に 


== に 所 局 


語 に ビビ 


引数 

DO-L 被 加算 数 

D1.L 加算 数 

委 り 値 

DO0/D1 演算 結果 

コン ディ ショ ンコ ー ド 

し エラ ー が あれ ば モ セット 


_ 上 ADD 


コン ディ ショ ンコ ー ド 


の DO0/D1 が 0 な ら ば セッ ト 
N DO0/D1 が 負 の 数 な ら ば セッ ト 
機能 


D0/D1 で 与え る 単 精 度 浮動 小数 点数 と 0 と の 比較 
を し , 結果 を フラ グ で 返し ます . 


被 比較 数 DO か ら 比 較 数 D1 を 引い た 結果 が フラ グ 
に の み 返 され ます . フラ グ の 結果 に よっ て , 次 の 
よう を な 関係 を 導き 出す こと が で きま す . 


DO > D1 
C=0,Z=0,N=0 
DO = D1 
C=0, Z=1, N=0 
DO < D1 
C=1, Z ニ 0, N テ 1 


単 精度 浮動 小数 点数 値 の 符号 を 反転 し ます . 


Y (と が セッ ト さ れ て いる と き ) オ ーー フ 
ロー の 場合 モ セット, アン ダ デ ラ フラ 豆 一 の 更 
合 は クリ ア 

機能 

DO0 三 DO 十 D1 


単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 加 自 生 告 計 いま す . 


mm 


ィ 797 





Ro1 本 生還 四 





引数 Y (C と が セ モット され て いる と き ) オーバ ー フ 
DO0.L 被 減算 数 ロー の 場合 セ モット, アン ダー フロ ー の 場 
9) 上 減算 数 合 は クリ ア 
返り 値 機能 
DO/D1 演算 結果 DO ニ DO 一 D1 
コン ディ ショ ン ゴ モ ギ 単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 減算 を 行ない ます . 
則 エラ ー が あれ ば モッ ト 
っ uu っ カ モエ RE エ じい わ も Y エ も すわ くわ べ え べ え べ すす EK イーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーーー 一 
ca に 所 に な に 9 し 
引数 V (C が セッ ト さ れ て いる と き ) オー バー ブフ 
DO.L 被 乗数 ロー の 場合 セ モット , アン ダー フロ ー の 場 
尼 乗数 合 は クリ ア 
返り 値 機能 
DO.L 演算 結果 DO0 ニ DO0※D1 
コン ディ ショ ンコ ー ド 単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 乗算 を 行ない ます . 
[8 エラ ー が あれ ば モ セット 
ププ ゴブ プ バ プ バ RER プ フ 6 トレ ト K レ トー ミミ 2e キ ーーーーーー…ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
中 丘 己 三 = ェ ーー) 
引数 と き モ セッ ト 
DO0.L 被 除 数 V (C と が セ モット され て いる と き ) オ ー ノ マ 宇 紀 
動 陳 比 除 数 ロー の 場合 セッ ト , アン ダー フロ ー の 場 
返り 値 合 は クリ ア 
DO.L 演算 結果 機能 
コン ディ ショ ンコ ー ド D0=D0=D1 
(6 エラ ー が あれ ば モ セット 単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 除算 を 行ない ます . 
Z (C が セッ ト さ れ て いる と き ) 0 で 割っ た 
も 31 を MOD 
引数 Z (C と が セ モット され て いる と き ) 0 で 割っ た 
DO.L 被 除 数 と き セ ッ ト 
D1.L 除 数 V (C と が セッ ト さ れ て いる と き ) オ ー バ ー フ 
返り 値 ロー の 場合 セ モット , アン ダー フロ ー の 場 
DO.L 演算 結果 合 は クリ ア 
コン ディ ショ ンコ ー ド 機能 
C エラ テラー が あれ ば モ セット 0 RM mee 


単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 剰余 を 求め ます . 


55}$5{5j}j べ 5 ぶろ jjJ$J$ え ゝ え ゝ 〉J ぶ EE 
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Oo 
ビビ 60 _ FAB 


= 


ミ [ 表 コン ディ ショ ンコ ー ド 
IN | 単 精度 浮動 小数 点数 な し 
革 り 値 機能 
EL 。 活 濾 格 果 単 精 度 浮動 小数 点数 の 絶対 値 を 求め ます . 
吊 F 上 EG ] 人 に: 生 村 。 
ココ コン ディ ショ ンコ ー ド 
| 単 精度 浮動 小数 点数 な し 
計り 値 機能 
0 演算 結果 D0 で 与え た 単 精度 浮動 小数 点数 と 等 し いか , そ 
れ 以 上 の 最小 の 整数 を 返し ます . 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーOOOOOOOOooooK ッ To 
お FEB 選 2 
ョ 1 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
還 上 単 精度 浮動 小数 点数 な し 
計り 値 機能 
証人 引 果 DO で 与え た 単 精 度 浮動 小数 点数 の 整数 部 を 求め 
ます . 
。 恒 思 時 紅 _ F ビ FL OO ロ H 
ョ | 至 コン ディ ショ ンコ ー ド 
0L 単 精度 浮動 小数 点数 を し 
計り 値 機能 
DOL 演算 結果 D0 で 与え た 単 精度 浮動 小数 点数 と 等 し いか また 


は それ より 小さ ぃ い 最大 の 整数 を 返し ます . 


ーーーー ニ ーーーーーーー ニ ーー ナーOOOoOoOooooooooCCo 
pF ビス ーー IL 


> 


引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
D0.L 単 精度 浮動 小数 点数 の CI 
受 り 値 機能 
DO.L 演算 結果 D0 で 与え た 単 精度 浮動 小数 点 切 の ふ 表 癌 を 未 ち 
まま 9 
言 =1 凍り 
引数 コン ディ ショ ンコ ゴー 誠 
DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 2 が ルン 
返り 値 機能 
DO.L 結果 ( 単 精度 浮動 小数 点数 ) D0 で 与え た 単 精度 浮 華 小 数 吉 雪 刻 正 か み 仙 か 0 か 
を 調べ ます . 
正 な ら 十 1。 食 ら ー1 0 友 ら 0 を 返し ます . 








FEBB ーーF ご IN 








引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
D0.L 角度 (ラジ アン 単位 , 単 精度 浮動 小数 点 な し 
数 ) 機能 
返り 値 角度 (ラジ アン 上 単位) を 与え て sin を 計算 し ま 
D0.L 演算 結果 す . 
SF に ば ア だ し 60 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L 角度 (ラジ アン 上 単位, 単 精度 浮動 小数 点 克 
数 ) 機能 
返り 値 角度 (ラジ アン 単位 ) を 与え て cos を 計算 し ま 
DO.L 演算 結果 す . 
吊 た 尻 司 評 _ FTAN 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L 角度 (ラジ アン 単位 , 単 精度 浮動 小数 点 C エラ ー が あれ ば セ モッ ト 
数 ) 機能 
返り 値 角度 (ラジ アン 単位 ) を 与え て tan を 計算 し ま 


す . 結果 が 無限 大 に な る よう な 角度 を 与え た 場合 , 


エラ ー に な り ま す . 


DO.L 演算 結果 











中 F 巨 屋 虹 _ FAT 作 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 な し 

返り 値 機能 

DO.L 演算 結果 (ラジ アン 単位 ) atan を 計算 し ます . 

の に に ん 還 間 

引数 の (C が セッ ト さ れ て いる と き ) 引 数 が 0 の 
DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 場合 セッ ト 

返り 値 機能 

DO.L 演算 結果 1og を 計算 し ます . 引 数 が 0 の 場合 エラ ー に な り 
コン ディ ショ ンコ ー ド 9 。 

C エラ ー が あれ ば セッ ト 

78 タ 2 





























中 ビ ピロ MK 


ョ 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 (6 エラ ー が あれ ば セッ ト 

写り 値 機能 

OL 演算 結果 指数 関数 を 計算 し ます . オー バー フロ ー が 発生 


し た 場合 エラ ー と な り ま す . 














ーー 記 当 3 環 EE 
引数 2 (C が セッ ト さ れ て いる 場合 ) 引 数 が 0 の 
DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 場合 セッ ト 
返り 値 機能 
DO.L 演算 結果 平方 根 を 計算 し ます . 引数 が 負 の 場合 エラ ー に 
コン ディ ショ ンコ ー ド 252 まま 9 
C エラ ー が あれ ば モ セット 

記 る 3 隊 | | 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

な し Ko 
返り 値 機能 

DO.L ヶ ァ ヶ を 単 精度 浮動 小数 点数 の 範囲 内 で 返し ます . 
中 に ピピ に 4 

引数 機能 

DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 ァ の 引数 倍 の 値 を 単 精度 浮動 小数 点数 の 範囲 向 
返り 値 で 返し ます . 

DO.L 演算 結果 オー バー フロ ー が 発生 し た 場合 . エラ ー に な を なり 
コン ディ ショ ンコ ー ド ま 得 そ 

C エラ ー が あれ ば モ セット 

誤 康 の) に た WU に すり 

引数 Y (C が モット され て いる と き ) オ ーー フ 
DO.L 被 べ き 乗 数 ロー の 場合 セッ ト , アン ダー フロ ー の 場 
D1.L べき 乗数 合 ク リア 

返り 値 機能 

DO.L 演算 結果 DO0 テ DO0P+ 

Po シス コー スコ べき 乗 を 計算 し ます 。 オ ニーバ ニー フラ モ エー メア ンダ ー 
し エラ ー が あれ ば モット フロ ー が 発生 し た 場合 ほ エ ラー に を り ま す . 





7 ぷら 





5! 語 | 室 多角 _-ーF 上 HND 





引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

な し な し 

返り 値 機能 

DO.L 乱数 ( 単 精度 浮動 小数 点数 ) 単 精度 浮動 小数 点数 で 乱数 (0 以上 1 未満 ) を 
返し ます . 

5 ビブ 名 ー ド け FR 記 炎 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO0.L 単 精度 浮動 小数 点数 な し 

返り 値 機能 

DO.L 仮数 部 を 示す 単 精度 浮動 小数 点数 単 精度 浮動 小数 点数 の 仮数 部 と 指数 部 を 分 け ま 

D1.L 指数 部 を 示す ロン グ ワ ー ド 整数 9 


返り 値 D0/D1 は , 引数 の 仮数 部 は その まま で , 指 
数 部 を 1 に 変え た も の を 返し ます . 





edF 尻 ん ヒド 中 SS 挟 導 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L 仮数 部 デー タ ( 単 精度 浮動 小数 点数 ) C エラ ー が あれ ば セッ ト 
D1.L 指数 部 デー タ (ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 機能 
数 ) 引数 の 仮数 部 デー タ D0 と 指数 部 デー タ D1 を 結合 
返り 値 し た 上 単 精度 浮動 小数 点数 を 返し ます . 


DO.L 引数 を 結合 し た 単 精度 浮動 小数 点数 





9 に _ FALLCONE 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 Kcal 
返り 値 機能 
DO0.L 演算 結果 引 表 の 単 精度 浮動 小数 点数 に 1 を 加え ます . 
ei 
CD に 所 人 し ョ 5 も 昌 ONE 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
DO.L 単 精度 浮動 小数 点数 だ 。 ほ 
返り 値 機能 
DO0.L 演算 結果 引数 の 単 精度 浮動 小数 点数 か ら 1 を 引き ます . 








pF ノロ ーーF 上 IAZWWG 


引数 
央 上 単 精度 浮動 小数 点数 


圭 り 値 機能 
呈 上 演算 結果 引数 の 単 精度 浮動 小数 点数 を 2 で 割り ます . 


アデ アン ダー フロ ー が 発生 し た 場合 エラ ー に な り ま 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
C ーー が あれ も セット 





す . 
内 ノビ ーー 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
OL シャ ー プ フォ ー マ ッ ト 単 精度 浮動 小数 点 な し 
数 機能 
寺 り 値 シャ ー プ フォ ー マ ッ ト 単 精度 浮動 小数 点数 を IE 
DO L IEEE フ ォ ー マ ッ ト 単 精度 浮動 小数 点数 EE フォ ー マ ッ ト に 変換 し ます . FLOAT1.X を 使っ て 


いる 場合 に の み 意 味 を 持ち ます . 


ドー aa 


還 Ne ビジ ビビ ほ を | 選 所 WNW 

ョ 数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO.L IEEE フ ォ ー マ ッ ト 単 精度 浮動 小数 点数 2 

土 り 値 機能 

DO.L シャ ー プ フォ ー マ ッ ト 単 精度 浮動 小数 点 IEEE フ ォ ー マ ッ ト 上 単 精度 浮動 小数 点数 を シャ ー 
数 プ フ ォ ー マ ッ ト 単 精度 浮動 小数 点数 に 変換 し ます . 


FLOAT1.X を 使っ て いる 場合 に の み 意 味 を 持ち ま 坊 . 


ーー 一 


馬 y に ビ () re 

引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

旭 7) .【 被 乗 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 C エラ ー が あれ ば セッ ト 

(7).L 乗数 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 機能 

反り 値 (47) = (A7) ※ 4 (47) 

(&7) .L 演算 結果 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 どう し の 径 切 を 行 を 


いま す . 演算 結果 が ロン グ ワ ー ド 符 二 替 き 鞭 表 の 
男 囲 を 超え た 場合 は エラ ー と な り ま す . 


EE ミー ポープ 


78〆Z 





引戸 】 還 を 


引数 
(A7).L 被 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 
4(A7).L 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 


返り 値 
(A7).L 演算 結果 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 


ョ ンコ ー ド 
エラ ー が あれ ば セット 
機能 

(47) = (47) 4 (47) 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 どう し の 除算 を 行 な 
いま す . 除 数 4 (47) が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま 
9 の 





Sd 瑞 可 末 = し LMODU 


引数 
(47).L 被 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 


4 (47) .L 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 


返り 値 
(A7).L 演算 結果 の ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
(6 エラ ー が あれ ば セッ ト 
機能 

(47) テ (47) mod 4 (47) 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 どう し の 除算 の 剰余 
を 求め ます . 除 数 4 (47) が 0 の 場合 は エラ ー と な り 
ます 





中 F ビ ビビ - LM 


引数 

(47).L 撤 乗 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 
4 (A7) .L 乗数 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 
返り 値 

(47).L 演算 結果 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
C エラ ー が あれ ば モ セット 
機能 

(47) = (47) ※ 4 (47) 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 乗算 を 行 な 
いま す . 演算 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 の 
範囲 を 超え た 場合 は エラ ー と な り ま す . 





トリ トー に ドー 
引数 

(A7) .L 被 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 
4 (A7) .L 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


返り 値 
(A7).L 演算 結果 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


ー ル ルル の 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
C エラ ー が あれ ば モ セット 


機能 

(A7) = (47) - 4 (47) 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 除算 を 行 な 
いま す . 除 数 4(A7) が 0 の 場合 は エラ ー と な り ま 
法 
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唐 FE ビ EE 是 


引数 

(47).L 被 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 

4 (47) .L 除 数 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 
返り 値 

(47).L 演算 結果 の ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 


_-_-UUMOD 


氏 ビ 巨 量 5 ie の W ま 抽 ! 凍 | 
引数 

(47)-L ロン グ ワ ー ド 待 号 付き 整数 

返り 値 


(47) /4 (47) 倍 精度 浮動 小数 点数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 
な し 
機能 

ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 を 倍 精 度 浮動 小数 点 
数 に 変換 し ます . 引数 は 4 バイト, 返り 値 は 8 バ 
4 ト で ある こと に 注意 し て くだ さい . 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
C エラ ー が あれ ば セ モット 
機能 

(A7) = (47) mod 4 (A7) 

ロン グ ワ ー ド 符号 な し 整数 どう し の 除算 の 剰余 
を 求め ます . 除 数 4 (47) が 0 の 場合 は エラ ー と な り 
ます . 


例 ) 実際 に は 次 の よう に 使い ます . 


move.1 #144, 一 (sp) 
FEFNC $E6 

(sp) , d0 
move.1 4(sp) , d1 
addq.] #4, sp 


*  CLTOD 


move. 1 


以上 の 操作 で DO0/D1 に 返り 値 が 入り ます . 


ce 


馬上 ヒ ピア 


引数 
(A7) /4 (47) 倍 精度 浮動 小数 点数 
返り 値 
(47) 変換 きれ た ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 
能 

倍 精 度 浮動 小数 点数 を ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 
数 に 変換 し ます . 小数 部 分 は 切り 捨て られ ます . 
エラ ー は 変換 結果 が ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 の 
範 囲 を 吉 えた 場合 に 生じ ます . 引数 は 8 バイ ト , 
返り 値 は 4 バイ ト で ある こと に 注意 し て くだ さい . 


こし に し 1 し 0 も 


鯉 に ビビ 日 まき ML at に 
引数 

7) .L ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 

朋 り 値 


(87).L 変換 きれ た 単 精度 浮動 小数 点数 


例 ) 実際 に は 次 の よう に 使い ます . 
DO0/D1 に 倍 精度 浮動 小数 点数 が 入っ て いる 下 合 。 


move.1 d1, 一 (Sp) 
move. 1 d0, 一 (Sp) 
FEFNC  $E7 

(sp) , d0 
addq. 1 #8, sp 


* CDTOL 


move. 1 


以上 の 操作 で DO0 に 返り 値 が 入り ま 。 


コン ディ ショ ンコ ー ド 
2 
機能 
ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整 炉 を 革 靖 話 浮 硬 小 数 点 
数 に 変換 し ます . 


証 2 アア ゥ 7 ヅ ヶ 人 て ろ 々 id 
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具 戸 選 選 名 


引数 

(47) .L 単 精度 浮動 小数 点数 

返り 値 

(47).L 変換 きれ た ロン グ ワ ー ド 符号 付き 整数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 

C エラ ー が あれ ば モ セット 


(7 LU テ 





検 能 

単 精度 浮動 小数 点数 を ロン グ ワ ー ド 待 号 付き 整 
数 に 変換 し ます . 小数 部 分 は 切り 捨て らち られ ます . 
エラ ー は 変換 結果 が ロン グ ワ ー ド 待 号 付き 整数 の 
範囲 を 超え た 場合 に 生じ し ます . 





oo 


お F ビ ビ ム 


引数 

(A7) -.L 単 精度 浮動 小数 点数 
返り 値 

(47) /4 (47) 変換 され た 倍 精 度 浮動 小数 点数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 

が し 
機能 

単 精度 浮動 小数 点数 を 倍 精度 浮動 小数 点数 に 変 
換 し ます . 引数 は 4 バイト , 返り 値 は 8 バイ ト で 
ある こと に 注意 し て くだ さい . 


ニー ニー ュー 


例 ) 実際 に は 次 の よう に 使い ます . 
DO に 単 精度 浮動 小数 点数 が 入っ て いる 場合 , 


move.1 d0, 一 (sp) 
FEFNC  $EA 
(sp) , d0 
move.] 4(sp) , d1 
addq. 1 #4, sp 


* 。 CFTOD 


move. 1 


以上 の 操作 で DO0/D1 に 返り 値 が 入り ます . 


ER 


中 情 恒 所 
引数 

(47)/4 (47) 倍 精 度 浮動 小数 点数 

返り 値 

(47).L 変換 され た 単 精度 浮動 小数 点数 

コン ディ ショ ンコ ー ド 

C エラ ー が 発生 し た 場合 セッ ト 

機能 

倍 精 度 浮動 小数 点数 を 単 精度 浮動 小数 点数 に 変 
換 し ます . エラ ー は 引数 が 単 精度 浮動 小数 点数 で 
表現 で き な い 場合 に 生じ し ます. 


まほ し ルル し ド 


例 ) 実際 に は 次 の よう に 使い ます . 
DO0/D1 に 倍 精 度 浮動 小数 点数 が 入っ て いる 場合 


move.] d1, 一 (sp) 
move.1 d0, 一 (sp) 
FEFNC  $EB 
move.1 (sp) , d0 
addq.1 #8, sp 


* 。 CDTOE 


以上 の 操作 で DO に 返り 値 が 入り ます . 


ーーーーーーーーーーーー フ Oo 
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中 に ビビ ーー 選 た M 販 


ミ 到 被 比較 数 (47) /4 (47) か ら 比 較 数 8 (47) /12 (47) を 
| ミ (7) 被 比較 数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 引い た 結果 が フラ グ に の み 返 され ます . フラ グ の 
ポリ )/12 47) 比較 数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 結果 に よっ て , 深 の よう な 関係 を 導き 出す こと が 
寺 り 値 SS ます 


転 末 は フン ラグ で 返さ れ ま す 


= 環 % (47) /4 (47) >8 (A7) /12 (A7) 
コン ディ ショ ンコ ー ド 


C= ニ 0,Z 三 0,N=0 
比較 し た 結果 が 負 で あれ ば セッ ト 役人 EDU 
ァ 比較 し た 結果 が 0 で あれ ば セッ ト ドニ トク ーー 
C ボロ ー が 発生 し た 場合 は セッ ト 5 な 
本 (47) /4 (47) <8 (7) /12 (47) 


き C 三 1, Z 三 0, N 王 1 
言 精 度 浮動 小数 点数 どう し を 比較 し ます . 











中 に ビビ [) ーー トド yl ドリ 

引数 V (C が セット きれ て いる と き ) オ ー バ ー フ 
上 )/447) 被 加算 数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 GS の 3 人 和 as レ グー フス ロー ゴ の 場 
37) /12 (47) 加算 数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 合 ク リア 

計り 値 機能 

喉 7) /4 (A7) 演算 結果 の 倍 精度 浮動 小数 点数 (A7) /4 (A7) (47) /4 (47) 十 8 (47) /12 (47) 

本 ダディ ショ ンコ ー ド 倍 精度 浮動 小数 点数 どう し の 加算 を 行ない ます . 
E エラ ー が あれ ば セッ ト 

時 に ビビ ビ ピ aa 上 
数 V (C が セッ ト さ れ て いる と き ) オー バー フ 
上 7)/4(47) 被 減算 数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 ロー の 場合 セッ ト , アン ダー フロ ー の 場 
き (37) /12 (47) 減算 数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 合 ク リア 
計り 値 機能 

は 7)/4(47) 演算 結果 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 (A7) /4 (47) = (7) /4 (47) 一 8 (47) /12 (47) 
ーー 倍 精 度 浮動 小数 点数 どう し の 減算 を 行 を な いま す . 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 

上 ビビ ほほ MUL 
引数 Y (C が モッ ト さ れ て いる と き ) キ オー ペー ラ 
(47) /4 (47) 被 乗 算数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 ロー の 場合 セッ ト , アン ター フロ 議場 
8 (47) /12 (47) 乗算 数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 合 ク リア 
返り 値 機能 

(7) /4 (47) 演算 結果 の 倍 精度 浮動 小数 点数 (47) 4/4 (47) = (A7) /4 (A7) XS@7J/12 @?) 
コン ディ ショ ンコ ー ド 倍 精度 浮動 小数 点数 どう し の 径 を 行 忘 いま す . 
C エラ ー が あれ ば セッ ト 
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二 民 屋 ビ り し DI ツ 





引数 Z (C が セッ ト さ れ て いる と き ) 0 で 割っ た 
(A7) /4 (A7) 被 除算 数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 と き セ ッ ト 

8 (47) /12(A7) 除算 数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 V (C が セッ ト き され て いる と き ) オ ー バ ー フ 
返り 値 ロー の 場合 セ モット, アン ダー フロ ー の 場 
(A7) /4 (47) 演算 結果 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 合 ク リア 

コン ディ ショ ンコ ー ド 機能 

C エラ ー が あれ ば セッ ト (A7) /4 (47) 三 (A7) /4 (A7) 8 (A7) /12 (47) 


倍 精 度 浮動 小数 点数 どう し の 除算 を 行ない ます . 


eee 








Ph 本 に __ ODMOD 

引数 V (C と が セッ ト さ れ て いる と き ) オー バー ブフ 
(A7) /4 (47) 被 除算 数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 ロー の 場合 セ モット, アン ダー フロ ー の 場 
8 (47) /12 (47) 除算 数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 合 ク リア 
返り 値 機能 

(A7) /4 (A7) 演算 結果 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 (A7) /4 (47) = (A7) /4 (A7) mod8 (A7) /12 (A7) 
コン ディ ショ ンコ ー ド 倍 精度 浮動 小数 点数 どう し の 除算 を 行ない , そ 
C エラ ー が あれ ば モ セット の 剰余 を 求め ます . 
Z (C が セッ ト さ れ て いる と き ) 0 で 割っ た 

と き モ ッ ト 

還 村 医 皇紀 _ DF 上 CM ロビ 
引数 機能 
(A7) .L 被 比較 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 単 精度 浮動 小数 点数 どう し を 比較 し ます . 
4(A7).L 比較 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 被 比較 数 (47) か ら 比 較 数 4 (47) を 引い た 結果 が フ 
返り 値 ラグ に の み 返 され ます . フラ グ の 結果 に よっ て , 
結果 は フラ グ で 返さ れ ま す 次 の よう な 関係 を 導き 出す こと が で きま す . 
ee (7)> 4 (87) 
N 比較 し た 結果 が 負 で あれ ば セッ ト C=0.Z ニ 0.N ニ 0 
Z 比較 し た 結果 が 0 で あれ ば セッ ト @7) ニ 4(@7) 
(9 ボロ ー が 発生 し た 場合 は モッ ト C ニ 0.2 ニ 1.N= ニ 0 

(A7) く 4 (47) 
(本 導 也 2ー0.N 王 1 

吊 玉 F 記 _ 上 ADD 
引数 V (C と が セッ ト さ れ て いる と き ) オ ー バ ー フ 
(47).L 披 加 算数 の 単 精度 浮動 小数 点数 ロー の 場合 セ モット, アン ダー フロ ー の 場 
4 (47) .L 加算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 合 ク リア 
返り 値 機能 

(A7) 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 (A7) = (A7) 士 4 47) 
コン ディ ショ ンコ ー ド 単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 加算 を 行ない ます . 
(の = ラー が あれ セッ トド 
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ーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーーーーーーーーー ーーeーewーーーーーーーーーーーーーーwーーーwmーwーwーーーー-ー---ーnnnn つ ns 


お ビビ ビ イ 


ミ 厩 

! L 被 減算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
= 上 L[ 減算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
茎 り 値 

上 訂 L 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 

ュ エラ ー が あれ ば セッ ト 


ー ば 宮 回 條 


お ヒビ F ロ 


ミ 数 

DL 被 乗 算数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
ミ ま )-L 乗算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
告 り 値 

中 7) L 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 

* エラ ー が あれ ば モ セット 


= た MLJL 


V (C が セ モット され て いる と き ) オー ボー 
フロ ー の 場合 セッ ト , アン ダー フロ ー 
の 場合 クリ ア 

機能 


(47) 三 (47) 一 4 (47) 
単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 減算 を 行ない ます . 


V (と が セッ ト さ れ て いる と き ) オー バー 
フロ ー の 場合 モット, アン ダー フロ ー 
の 場合 クリ ア 

機能 


(47) = (47) ※4 (47) 
単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 乗算 を 行ない ます . 


EE 


員 F ビ F 


ョ 数 

ドリ -L 守 除 算数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
ミ は 7 の -L 除算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
雇 り 値 

は の -L 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 
コン ディ ショ ンコ ー ド 


し エラ ー が あれ ば セッ ト 


キン 己 3 


Z (と が セッ ト さ れ て いる と き ) 0 で 割っ た 
と き セ モット 

V (C が セッ ト さ れ て いる と き ) オー バー フ 
ロー の 場合 モット, アン ダー フロ ー の 場 
合 ク リア 

機能 


(A7) = (47) 4 (47) 
単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 除算 を 行ない ます . 


ーーーー ニ ーーーーーーーーーーOOOOOOOOOOoooooo 


蘭 に に に 


引数 

(87) .t 被 除算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 
(47).L 除算 数 の 単 精度 浮動 小数 点数 

返り 値 

(47) .L 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 

コン ディ ショ ンコ ー ド 

C エラ ー が あれ ば セッ ト 

抽 (と が セッ ト さ れ て いる と まき) 0 で 割っ 


__- じ FMOD 


だ と き セ モット 

V (と が モッ ト さ れ て いる と き ) オ ー な 一 
フロ ー の 場合 セ モット, アン ダー ラフ ョ ー 
の 場合 クリ ア 


機能 

(A7) 三 (47) mod4 (47) 

単 精度 浮動 小数 点数 どう し の 除 を 行 を ぃ 、 そ 
の 剰余 を 求め ます . 
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ニー ト ここ に 2EJ1s91. 


引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

(A7) /4 (A7) 倍 精度 浮動 小数 点数 Z (A7) /4 (47) が 0 な ら ば セッ ト 
返り 値 N (A7) /4 (47) が 負 の 数 な ら セ モット 
結果 は フラ グ で 返さ れ ま す 機能 


(47) /4 (47) で 与え る 倍 精 度 浮動 小数 点数 と 0 と 
の 比較 を し , 結果 を フラ グ で 返し ます . 














転 居 選 mo に に こし 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
(47) .L 単 精度 浮動 小数 点数 Z (47) が 0 な ら ば セッ ト 
返り 値 N (47) が 負 の 数 な ら セ ッ ト 
結果 は フラ グ で 返さ れ ま す 機能 
(47) で 与え る 単 精度 浮動 小数 点数 と 0 と の 比較 
を し , 結果 を フラ グ で 返し ます . 
お FE ビビ ム ュ ( 旬 ) 槍 65 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
(A7) /4 (47) 倍 精 度 浮動 小数 点数 な し 
返り 値 機能 
(A7) /4 (47) 演算 結果 の 倍 精度 浮動 小数 点数 引数 の 倍 精度 浮動 小数 点数 に 1 を 加え ます . 
虹 民 選 胡 得 直幸 N ト コ 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
(47).L 単 精度 浮動 小数 点数 2 
返り 値 機能 
(47) .L 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 引 迷 の 単 精度 浮動 小数 点数 に 1 を 加え ます . 
SD 画 避 回 団 を 還 9 
引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 
(A7) /4 (A7) 倍 精 度 浮動 小数 点数 cl 
返り 値 機能 
(A7) /4 (A7) 演算 結果 の 倍 精度 浮動 小数 点数 引数 の 倍 精 度 浮動 小数 点数 か ら 1 を 引き ます . 








79 タ 


ココ 雇 当 玉生 っ ml 入間 5 う 


引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

(47) -L 単 精度 浮動 小数 点数 52 

返り 値 機能 

(47).L 演算 結果 の 単 精度 浮動 小数 点数 引数 の 単 精度 浮動 小数 点数 か ら 1 を 引き ます . 


3 思 当 詞 ーー ビビ VAHG 


引数 機能 
gs し 粗 み 込ま れ て いる 数 値 演算 デバ イス ・ ド ライ バ 
返り 値 の 種類 を 調べ ます . 








FLOAT1.X: DO.L 'HS86' ($48533836 
D1.L 'SOFT' ($534F4654 
FLOAT2.X: DO.L 'IEEE' ($49454545 


DO.L 数値 ド ライ バ 名 (1) ) 
) 

) 

D1.L 'SOFT' ($534F4654 ) 
) 

) 


ドラ イジ パ 名 :(G29 
コー ド 


FLOAT3.X: DO.L 'IEEE' ($49454545 
D1.L ”'FPCP' ($46504350 


| 科す 'TTEESDE ャ ト ミ す 間 に Y'I 二 か に 
お FEF ビ 


sear ビビ 5 


引数 コン ディ ショ ンコ ー ド 

DO.L FETBL の 番号 ($FE00 一 $FEFE) な し 

40.L 処理 アデ アド レス 機能 

返り 値 DO で 指定 し た FE ファ ンク ショ ン の 処理 先 ア ドレ 

DO.L 前 の 処理 アド レス ス を 変更 し ます . DO に 範囲 外 の 番号 を 入れ た 場合 
エラ ー と な り , DO0 に は 一 1 が 返っ て きま す . 


Oo 
ーー 




















ョ PUSH macTo Teg_list 
ま macro defination movem.] reg_list,-(sp) 
を endm 
FNC macro nhUmber POP macro reg_list 

dc.b Sff,.number movem.1 (sp)+.reg_list 

endm endm 
10CS macro number 

move.1 ま *number,.d0 TRUE = -1 

tTap =15 FALSE = 0 

endm 
* 
を FEFUNC sample program 3 SA 
ま bsr getarg プ を ー チ テテ ュー 

tst.1 DO = 

include macro.h 0 SD 
FEFUNC macTO number 

dc.b  sFE すこ 

dc.b number 

endm 

-text 
start: be 

st.b (42)+ * キ コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 

beq TOarg キ 0 な ら ば noarg へ 




















1ea arg3.40 * arg[3] calc_erTT: 
FEFUNC 3$20 * キ VAL pea Calc_erT_mSg 
bcs Val_err ォ エ ラー な ら ば val_err へ disp_exXit: 
PUSH D0-D1 * arg【3] の 倍 精度 浮動 小数 点 表現 FNC S09 ま Print 
addq.1 =4,.SP 
1ea argl.A0 * arg[l] 
FEFUNC 3$20 * VAL FNC $00 ま exit 
bcs val_err * ォ エラ ー な ら ば val_err へ 
getaTg: * arg 取 得 サ プル ー チ ン ( 簡 易 型 ) 
POP D2-D3 * DO/D1:argl . D2/D3:arg3 moveq 3#0.D0 * 文字 数 リセ ッ ト 
moveq  #0.D7 * ま arg 開始 フラ グリ セッ ト 
move.b arg2.D4 * arg[2] の 先頭 文字 getarg_loop: 8 
cmp.D # ま +'D4 が move.b (A2)+,D1 * 1 文字 get 
beq plus * 。 なら ば plus へ beq eol * 。 SO00 な ら ば eol へ ブラ ンチ 
cmp.b ま ー,D4 キー の cmp.b ま 「,D1 を スペース 7 
beaq minus * 。 な ら ば minus へ beaq delim * 。 な ら ば delim へ 
cmp.b ま ギ .D4 キー ポ 7 cmp.b =9.D1 ォ タ プ ブ ? 
beq mul *+ なら ば mul へ beaq delim * 。 な ら は ば は delim へ 
cmp.b きま /.D4 ギ / 7 * それ 以外 な ら ば . . 
beq div * 。 な ら ば div へ moveq #-1.D7 * arg 開始 フラ グ を セッ ト 
cmp.b まお.D4 ま Y 2 move.b D1.(A1)+ * arg パ バッ ファ に コピ ビー & ポイ ンタ 1 
beq mod * な ら は mod へ addq.1 #1.D0 * 文字 数 +1 
bra eXD_eTT * こ れ ら 以外 な ら exp_err へ 了 bra getarg_loop 
eliWE 
plusS: Sb wD7 * arg 開 始 済 み ?2 
FEFUNC S2B * 。 DADD bea getarg_loop * まだ な ら ば getarg_loop へ 
bra result eo1: 
WinuS: subq.1 =1.42 * キ コマ ンド ライ ン ポ イン タ 補 正 
FEFUNC S2C * DSUB clr.b (41)+ * arg に エン ド マ ー ク 
bra result 
mul: rts 
FEFUNC S2D * 。 DMUL 
bra result ・data 
diV: nhOaTg_WSg: 
FEFUNC S2E * DDIV dc.b "usage : fesample < く paral> (+|-|*/1Y) <para22> 13.10 
bra result dc.b 0 
08 aTg_6TT_mSg: 
FEFUNC S2F * _DMOD dc.b 引数 が 異常 で す ',13.10 
result: 1 dc.b 0 
bcs で e キネ 6 王 い から の Val_eTT_Sg: 
ROSA eS4HG8AGESI dc.b "数値 表現 が 異常 で す '.13.10 
move.1 #10.D2 * 整数 部 分 の 桁 数 2 0 
move.1 #10.D3 * 少数 部 分 の 桁 数 eXD_eTT_mSg: 
move.1 #%0010000.04 * ア トリ ピュ ー ト (+ーー 記 号 付 ) dc.b 演算 子 が 異常 で す '.13.10 
lea 。 buffer.A0 * 結果 が 入る パッ ファ Co 
FEFUNC S21 * USING cale_erT_WSg: 
2 dc.b "計算 中 に エラ ー が 発生 し まし た '.13.10 
pea buffer dcb 0 
FNC S09 * print Crlf_mSg: 
addq.1 #4.SP dc.b 13.10.0 
bss 
pea crIf_msg argl: 
FNC $09 * Print ds.b 20 
addq.1 4.SP ar82: 
ds.b 20 
FNC $00* キ eXit aTg3: 
ds.b 20 
IOaTg: buffer: 
pea noarg_mSg ds.b 30 
bra disp_exit 
arTg_eTT: end 
pea aTg_6TT_mSg 
bra disp_exit * コマ ンド ライ ン で 指定 し た 式 を 計算 し ます 。 項 の 数 は 2 つ で 、 注 算 子 は "+' 
Val_err: * (加算 )、'-' (減算 ) 、'* (乗算 )、'/ (除算 ) 、'Y' (剰余) が 使用 で きま す 。 小 
pea val_err_msg * 数 点 演算 も 可能 で す 。 項 や 演算 子 の 間 は スペ ー ス で 区 切っ て くだ さい 。 
bra disp_exit * 
eXD_eTT: キ USag6: fesample <paral> 人 は |-||/1Y) <para2> 
pea eXP_GTT_mSg 
bra disp_exit 
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ai 


2 


start: 


SDaCG: 


eOf : 


hex2: 


hex1: 


hex0: 


まま ます: 


Function cal1 
$FF00 
$FF01 
$FF02 
*$FF07 
$FF08 


includ 
SEeXt 


FNC 
FNC 
FNC 
CmWD.W 
beq 
mOVe.W 


bsr 
mOVe.W 
bsr 
bsr 


bra 


mOVe.W 
FNC 
addq.1 


rts 


bsr 
FNC 


move. 1 
1sr.w 
bsr 

mOve.1 


and.W 
add. w 
CmD.W 
bcs 

add.w 


mOVe.W 
FNC 
addq.1 


rts 


mOVe.W 
FNC 
addq.1 
mMOVe.W 
FNC 
addq. 1 


ず も S 


saWple program #01 


exit 
getchar 
putchar 
inkey 
getc 
e macro.h 
$01 * getchar 
$07 * jnkey 
$08 * getc 
#$1A, DO * CTRL-2 が 入力 され た な ら ば 
eof プログ ラム の 終了 イベ ブル ジ の チ 
DO,result 
SDaCG * スペ ー ス 表示 サブ ルー チン コー ル 
result,DO 
hex2 * 1 6 進 2 桁 家 示 サブ ルー チン コー ル 
SDacGe * スペ ー ス 表示 サブ ルー チン コー ル 
start 
* スペ ー ス 表示 サブ ルー チン 
本 テニ (SP) * スペ ー ス を 表示 
$02 * putchar 
#2.SP 
crlf * 改行 サブ ルー チン コー ル 
$00 * eXit 
* 1 6 進 2 桁 表示 サブ ルー チン 
DO0,-(SP) 
#4,.D0 
hex1 
(SP)+, D0 
#$0F, DO 
# ま 0 ,D0 
#$34,D0 
hex0 
#$07,D0 
DO, -(SP) 
$02 * putchar 
#2,SP 
#$0D, -(SP) * CR コー ド 
$02 * putchar 
2 SE 
#$0A, -(SP) HMI ド 
$02 * putchar 
#2,SP 











-bss 
TeSult: 


- end 


* 押さ れ た キー の コー ド を 表示 する プロ グラ ム で す 。 コン トロ ー ル を Z を 入力 
* する こと で プロ グラ ム は 終了 し ます 。 

* 現在 、 getchar で キー 入力 を 行っ て いま す が 、 ここ を inkey、getc に 置き 換 
本 SC 動作 の 違い を 確認 し て くだ さい 。 


W SMPL g 


* 
3 Function cal1 Sample program #02 
* $FF03 cominp 
* $FF04 comout 
$FF06 jinpout 
* $FF12 cinsns 
* ま $FF13 coutsns 
* 
include macro.h 
.text 
Start: 
move.w #-1.D1 
10CS $30 * SET232C (IO0CS) 
move.w DO0,D1 
10CS $30 * SET232C (I0CS) 
*# RS-232C を 初期 化す る 
aUXin: 
FNC $12 * cjnsns 
tst.1 DO * AUX か ら 入力 可能 で な けれ ば 
beq keyin * 。 keyin に プラ ンチ 
10CS $31 * LOF232C (1I0CS) 
tst.w DO * 受信 バッ ファ に デー タ が な けれ ば 
beq keyin * keyin に プラ ンチ 
FNC $03 * cominbp 
cmp.w  #$FB,DO * AUX か ら の 入力 が $FE 以 上 な ら 
bec keyin * 。 keyin に ブラ ンチ (表示 の 都合 ) 
move.w DO,-(SP) 
FNC $06 * jinpout : code 苑 $FF、 地 $FE で 画面 表示 
addq.1 #2.SP 
keyin: 
tst.w code ネ 前 の キー の 内 容 が 出力 で きず に 残っ て いた ら 
bne auXout * 。 auxout へ ブラ ンチ 
mOVe.W #$FF, -(SP) 
FNC $06 *# jnpout : codes$FF で キー 入力 
addq.1 #2.SP 
tst.1 DO * キー 入力 が な けれ ば 
beq auxXinm * 最初 に 戻る 
move.w DO,code * 押さ れ た キー の コー ド を ワー ク code に 保存 
auXOUt: 
FNC $13 * coutshns 
tst.1 DO * AUX に 出力 可能 で な けれ ば 
beq auxin * 最初 に 戻る 
mOVe.Ww code, -(SP) * キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た コー ド を 出力 
FNC $04 * comout 
addq.1 #2,SP 
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clr.w code * code を クリ ア 


bra auXin 
-bss 
code: 
ds. w 5) 
. end 


簡単 な ター ミナ ルプ ログ ラム で す 。RS-232C の パラ メー タ 等 の 設定 は SPEED.X 
で 行っ て くだ さい 。 プ ログラム を 終了 する た め に は イン タラ ブ ト ボタ ン を 押 


し て くだ さい 。 
コン トロ ー ル C を 押し た 場合 、 タ イミ ング に よっ て は cominp の ブレ ー ク チェ ッ 


ク に ひっ か か る こと が あり ます 。 


逆 Bi 


に 


* 
Function call sample program #03 
に $FF05 prnout 
* $FF11 prnsns 
* 
include macro.h 
・ も eXt 
start: 
tst.b  (A2)+ コマ ンド ライ ン の 文字 数 を 確認 し て 
beq nostr 0 な ら な に も せ ず に 終了 
1oop1 : 
moveq  #0,DO DO0 を クリア 
move.b (42)+,DO コマ ンド ライ ン か ら 次 の 1 文字 を と っ て き て 
beq eo1 NULL コー ド な ら 文 字 列 終了 で プラ ンチ 
bsr out_lchar プリ ンタ 1 文字 出力 ルー チン コー ル 
bra 1oop1 
e01 : 
1ea crlf_data.A2 改行 コー ド を 出力 
1oop2 : 
move.b (A2)+,D0 炊 の 1 文字 と っ て き て 
beq exit NULL コー ド な ら す さ で べ 終 了 
bsr out_lchar プリ ンタ 1 文字 出力 ルー チン コー ル 
bra 1oop2 
eXit: 
noStr: 
FNC $00 exit 
out_lchar: プリ ンタ 1 文字 出力 ルー チン 
move.w DO,code コマ ンド ライ ン の 文字 を code に 保存 
DTh_Wait: 
FNC $11 prnSnSs 
tst.1 DO PRN へ 出力 可能 ? 
bea Drn_wait 出力 不可 な ら ば 、prn_wait ヘ へ ブラ ンチ 
move.w code,-(SP) 
FNC $05 prnout 
addq.1 #2.SP 
rts 


20 の 





-data 


ETIE_data: 
dc.b 13.10,.0 
-bss 
code : 
ds.w 1 
. end 


= コマ ンド ライ ン で 指定 し た 文字 列 を プリ ンタ に 出力 し ます 。 文字 列 に は 改 
= 行 コ ー ド (CR+LF) を 付加 し ます 。 

エ 

ま Sa86: sample03 <strings> 


Ii 





ま 
ロ Function call sample program #04 
キ $FF09 print 
ま $FF0A gets 
キ $FF1A getss 
キ 
include macro.h 
.text 
start: 
pea promptl * 入力 プロ ンプ ト を 表示 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
pea inpptr * 文字 列 を 入力 
FNC $0A * gets 
を FNC $1A * getSS 
addq.1 #4,SP 
tst.1 DO * 入力 され た 文字 数 を チェ ッ ク 
beq nul1l * 改行 の みな ら ば 、 終 了 へ 
1ea inpptr+2,A0 * 入力 文字 列 を 指す ポイ ンタ 
1ea buffer,A1 * 加工 後 の 文字 列 を 納め る ッ 77 を 指す か 17 
1ooD: 
move.b (40)+,D0 
cmp.b #A',DO 
bcs notouch 
cmp.b #[',DO 
bcs tosmall * 大 文字 な ら ば 小文字 化 処理 へ 
cmp.b #a,DO 
bcs notouch 
cmp.b #(,DO 
bcc notouch 
toupDeT: * 小文字 な ら ば 大 文字 化 処理 
sub.b  #$20.D0 
bra notouch 
tosmall: 
add.b  #3$20,D0 
notouch: 
move.b DO0,(A1)+ 
bne 1oop * 行 端 コ ー ド (NULL) で な けれ ば 1loop へ 
bsr crlf2 * 改行 サブ ルー チン コー ル 
pea prompt2 * 出力 プロ ンプ ト 表 示 
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FNC 
addq. 1 
pea 
FNC 
addq. 1 


bsr 
bra 


null: 


FNC 


6 ぐず < 
pea 
FNC 
addq. 1 


.data 
DTOmDtl: 

dc.b 
DTOWDt2: 

dc.b 
crlIf2_data: 

dc.b 
inpptr: 

dc. 

GC: 

ds.b 


ご 


-bss 
buffer: 
ds.b 


. end 


$09 


#4,SP 
buffer 


$09 
#4,SP 
ます する 


start 


cr1f2 


$00 


crlf2_data 
$09 
#4, SP 


: 大 力 :"。0 
" 軸 少 * 0 
13,10,0 

80 


0 
80+1 


80+1 


に 、 コ 


に 、 コ 


* 


print 
処理 結果 表示 


print 


改行 サブ ルー チン コー ル 


改行 サブ ルー チン コー ル 
eXit 
改行 サブ プ ブルー チン 


改行 デー タ 
prTint 


* 入力 プロ ンプ ト に 続い て 入力 し た 1 行 の 文字 列 の 、 大 文字 は 小文字 に 、 小 
* 文字 は 大 文字 に 変換 し て 表示 し ます 。 漢字 に は 対応 し て いな い の で 正しく 表 
* 示さ れ な いこ と が あり ます 。 プ ログ ラム を 終了 する た め に は リタ ー ン キー の 
ネ 


み を 押し て くだ さい 。 


科 MEEW 


Function call sample program #05 
$FFOB keysns 
$FFOC kflush 
$FF27 gettim2 
$FF28 settim2 


include macro.h 


* 

* 

* 

* 

* 

ネ 

* 
text 

Start: 
mOVe.W 
FNC 
addq.1 

1oop: 

ク 02 


#0,-(SP) 
$0C 
#2, SP 


キ 
ネ 


キー バッ ファ の フラ ッシュ の み 
kflush 








1: 


inptime: 


pea 
FNC 
addq. 1 
FNC 
moVve. 1 
1sr.1 
lisrs 1 
bsr 
bsr 
move.1 
is 
bsr 
bsr 
move. 1 
bsr 


Dea 
FNC 
addq. 1 


FNC 
tst。1 
beq 


FNC 


cmp.b 
beq 
cmD.b 
beq 


Dea 
FNC 
addq. 1 


bra 


pea 
FNC 
addq. 1 


pea 
FNC 
addq. 1 
cmD.W 
bne 


moveq 
1ea 
bsr 
の 1 
bmi 
or.b 
ks。 
1ea 
bsr 
tst.1 
bmi 
or.b 
sl 。 1 
1ea 
bsr 
sbs. 1 
bmi 
or.b 
ove.1 


IOVe.W 


IOW_mWSg 
$09 

#4, SP 
$27 
D0,D7 
#8.D0 
#8.D0 
putdeci2 
colon 
D7.D0 
#8,D0 
putdeci2 
colon 
D7,D0 
putdeci2 


change_mSg 
$09 
#4,SP 


$0B 
DO 
1b11 


$01 
#$20,D0 
#y,DO 
inptime 
#n ,D0O 
nochange 


cuTmOVe 
$09 
#4,SP 


1oop 


prompt 
$09 
#4,SP 


inpptr 
$04 

#4, SP 
#8,.D0 
inptime 


#0.D7 
inpptr+2,40 
getdeci2 

D0 

inptime 
D0,D7 

#8.D7 
inpptr+5, 40 
getdeci2 

DO 

inptime 
DO0,D7 

#8.D7 
inpptr+8,40 
getdeci2 

D0 

inptime 
DO0.D7 
D7,settime 


#0,-(SP) 


と コ に EE、 コ ドコ 3 


EE 


に 、 コ 


EE 3 EE コ 


33 


print 

gettim2 

gettim2 の 返り 値 を D7 に 保存 
hour 

10 進 2 桁 表 示 ル ー チ ンコ ー ル 


コロ ン 表 示 ル ー チ ンコ ー ル 


minute 

1 0 進 2 桁 表示 ルー チン 
コロ ン 表 示 ル ー チ シコ ー ル 
second 

10 進 2 桁 表 示 ル ー チ ン 


print 


keysns 
キー は 押さ れ て いる ? 
押さ れ て いな けれ ば lb1l1 へ 


getchar 

大 文字 一 小文字 処理 

入力 文字 が 'Y' な ら ば 
inptime へ ブラ ンチ 

入力 文字 が 'N' な ら ば 
nochange へ ブラ ンチ 


print 


print 


gets 


入力 文字 は 8 文字 ? 
で な けれ ば 再 入力 


hour 
10 進 2 桁 get サ ブ プルー チン コー ル 
ユラ ーッ 


な ら ば 再 入力 


minute 
10 進 2 桁 eet サ プ ブルー チン コー ル 
エラ ー? 


な ら ば 再 入力 


second 
10 進 2 桁 get サ プル ー チ ンコ ー ル 
エラ ー ア タツ 

な ら ば 再 入 力 
設定 時 刻 を settime へ 


キー バッ ファ の フラ ッシュ の み 


グ の ラ 





FNC $0C * kflush 
addq.1 #2.SP 
Dea DuShany_MWSg 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,.SP 
move.W #7,-(SP) ま key flush & jinkey 
FNC $0C * kflush 
addq.] #2.SP * 結果 は 読み 捨て る 
move.] settime,-(SP) 
FNC $28 * settim2 
addq.1 #4,SP 
pea Set_msg 
FNC $09 * print 
addq.] #4,SP 
FNC $00 * exit 
Iochange: 
Dea nochange_mSg 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,.SP 
FNC $00 * exit 
putdeci2: * 10 進 2 桁 表 示 ル ー チ ン 
and.1  #S$FF,DO 
divu #10,D0 
add. 1 #$0030_0030,.D0 
move.1 DO0,D1 
SWaPp D1 
move.w DO0,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.1] #2,SP 
move.Ww D1,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.] #2,.SP 
rts 
getdeci2: * 10 進 2 桁 get ル ー チ ン 
moveq #0.D0 
moveq  #0.D1 
move.b (40)+,D1 
sub.b #0',D1 
bcs getdeci2_ illegal 
cmp.b  #10,D1 
bcc getdeci2 illegal 
mulu #10,D1 
move.b (40)+, DO 
sub.b # ま 0',DO 
bcs getdeci2_illegal 
cmp.b  #10,.D0 
bcc getdeci2_illegal 
add.w  D1,.D0 
Trts 
getdeci2 illegal: 
moveq  #-1,.D0 
rts 
colon: 
move.Ww # : ,-(SP) 
FNC $02 * ま putchar 
addq.1 #2.SP 
rts 
-data 








HOW_ WSg: 


dc.b "現在 の 時 刻 : 「,0 


CUTmOV6: 
dc.b 19.27、[A',0 
change_mSg: 
dc.b 13,.10 
dc.b "変更 し ます か ? (⑪/N)',27。. [OK'.0 
PTODt: 


dc.b 13," 設 定 す る 時 刻 を 入力 し て くだ さい : 「,27."[OK'.0 


pUShany_mSg: 


dc.b 13,.10 
dc.b "設定 を 行う 時 刻 に な っ た ら 、 な に か キー を 押し て くだ さい ',0 
Set _mSg: 
dc.b 13.10 
dc.b "設定 し まし た ',13,.10 
dc.b 0 
nOChange_mSg: 
dc.b 13,.10 
dc.b "設定 は 行い ませ ん で し た ',13,10 
dc.b 0 
inpDtT: 
dc.b 8 
ds.b 1 
ds.b 8+1 
-bss 
settime: 
ds. 1 0 
. end 


* 時 計 を 設定 する た め の プ ログ ラム で す 。 画面 の 指示 に 従っ て 操作 を 行う こ 
* と で 、 内 部 時 計 を 正確 に 設定 で きま す 。 

* 注 ) 時 刻 表 現 は 'hh:mm:ss で す が 、 コ ロン で な く て も エラ ー は 発生 し ませ ん 。 
* また 、 各 桁 は 必ず 1 0 進数 2 桁 で 表現 し て くだ さい 。 
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キ 
* Function call sample program #06 
ネ $FFOD fflush 
* $FFOF drvctrl 
* 
include macro.h 
s Ge 池 
Start: 
tst.b  (A2)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
beq nonum * 0 文字 な ら な に も せ ず に 終了 
moveq #0,.DO * DO を クリ ア 
move.b (A2),D0 * コマ ンド ライ ン の 最初 の 1 文字 
cmP.b # お 0',DO * ま 0 7? 
bcs hUW_eTT * 。 より 小さ けれ ば エラ ー 
cmp.b # お 2',D0 本 
bcc Um 6TT * 。 以上 な ら エ ラー 
sub.b #0'-1.D0 
move.w DO.drvnum * ドラ イブ ナンバ パー を drvnum に 保存 
FNC $0D * fflush 
* 特に 必要 は な い が 、 念 の た め 
move.w #$100.D0 * EJECT 


20 ぢ 5 





OT.W drvnum, DO * イ ジェ クト する ドラ イブ ナン バー と 合成 
move.w DO,-(SP) 


FNC $OF * drvctrl 
addq.1 #2.SP 
OnU: 
FNC $00 * exit 
TIUW_6TT: 
pe34 TIONUmW_WSg 
FNC $09 * pTint 
addq.1 #4,.SP 
FNC $00 * exXit 
.data 
OnUW_WSg: 
dc-.b "ドラ イブ ナン バー(0 or 1) を 指定 し て くだ さい 「,19.10 
dc.b 0 
-bss 
drvnuWi 
ds.w 1 
. end 
キネ 0.1 で 指定 し た ドラ イブ を イジ ェクト し ます < 
ネ 
* USa86: sample06 [0,11 
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* 
ネ Function call sample program #07 
* $FFOE chgdrv 
キ を $FF19 curdrv 
* 
include macro.h 
。eXt 
start: 
FNC $19 * cuUTOdTV 
addq.w #1.D0O * 次 の ドラ イブ 番号 
move.w DO,nxtdrv * nextdrv に 保存 
move.w DO0,-(SP) 
FNC $OE * chgdrv 
addq.1 #2,.SP 
cmp.w nxtdrv,DO * 指定 可能 な ドラ イブ だ っ た 場合 
bgt noerr * 。 noerr ヘ へ ブラ ンチ 
move.w #0,-(SP) * ドラ イブ A へ 
FNC $0E * chgdrv 
addq.1 #2.SP 
nhOeTT: 
FNC $00 * exit 
.bss 
nxtdTV: 
dS. W 1 
. end 
* カレ ント ドラ イブ の 次 の ドラ イブ へ 移動 し ます 。 最 後 の ド ライ ブ の 次 は ド 
* ライ ブ A へ 移動 し ます 。 


206 













Ww SMPL 8 


キ 
を Function call1 sample program #08 
ま $FF17 fatchk 
キ 
include macro.h 
も et 
start: 
tst.b (42)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 を チェ ッ ク 
beq noname * 文字 数 が 0 な ら noname へ 
pea buffer * 結果 の 返る バッ ファ の 指定 
move.1 42,-(SP) * 調べ る ファ イル 名 
FNC $17 * fatchk 
addq.] #8,SP 
cmp.1  #8.D0 * セク タ は 連続 し て いる 7 
beq fatcnt * 連続 し て いれ ば fatcnt へ 
pea mSg1 
FNC $09 * Print 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
fatcnt: 
pe34 WSg2 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
nOIamG: 
FNC $00 * exit 
-data 
時 Sgl: 
dc.b "セク タ は 連続 し て いま せん 。「',13,.10 
dc.b 0 
人 Sg2: 
dc.b "セク タ は 連続 し て いま す 。「,13,10 
dc.b 0 
.bss 
buffer: 
ds. w 1 * ドラ イブ 番号 が 入る 
ds.w 2*10 * 先頭 セク タ 、 セ クタ 数 が 入る (1 0 個 ぶ ん ) 
. end 


ヨコ ヨ マ ン シド ライ ン で 指定 し た ファ イル が 連続 し た セク タ に 格納 され て いる か 


* どう か チェ ッ ク し ます 。 現在 、 バッ ファ に 返さ れ た 情報 は まっ た く 利 用 し て 
まい ませ ん 。 
ま 


ま USage: Sample08 <filename> 


w SMPL 9 


Function call sample DrOgram #09 
$SFF1B fgetc 
$FF1D fputc 
$FFIF allclose 
$FF3C create 





2 の Z 


start: 


1oop: 


1b1l1: 


2 の 9 


$FF3D open 
$FF42 seek 


include macro.h 


-text 
addq. 1 


1ea 
bsr 
bs む 。 1 
beq 


1ea 
bsr 
tst. 1 
beq 


1ea 
bsr 
tst.1 
beq 


mOVe.W 
pea 
FNC 
addq.1 
Sb。 1 
bmi 


mOVe.W 


mOve.w 
pe4 
FNC 
addq.1 
tst.1 
bmi 


mOVe.W 


WOVe.W 
pea 
FNC 
addq.1 
ts。1 
bmi 


IOVe.W 
(Ob 


mmOVe.W 
FNC 
addq. 1 
tst.1 
bmi 


move. 1 


mOVe.W 
FNC 
addq. 1 
tst.1 
bp1 


も 


#1.42 


arTgl,A1 
getarg 

DO 
illegal_cmd 


arg2,.A1 
getarg 

DO 
illegal_cmd 


arg3,A1 
getarg 

D0 
illegal_cmd 


#$20, -(SP) 
arg3 

$3C 

#6,.SP 

DO 
CTeate_err 


DO,hand13 


#0,-(SP) 
arg1l 

$3D 

#6,.SP 

DO 
openl_err 


DO,handl1l 


#0,-(SP) 
aTg2 

$3D 

#6,.SP 

DO 
open2_err 


DO0, hand12 
D? 


hand11, -(SP) 
$1B 

2 

DO 

eof 


DO0,.D1 


hand12, -(SP) 
$1B 

#2, SP 

DO 

1b12 


D7 


EE EE コ 


EE 3 


ドコ 


argv[ 1] 
arg 取 得 サ ブル ー チ ンコ ー ル 
argv[1] 文字 数 

0 な ら illegal_cmd へ 


argv[ 2] 
arg 取 得 サ ブ プルー チン コー ル 
argv[2] 文 字数 


0 な ら illegal_cmd へ 


argv[3] 
arg 取 得 サ ブ プルー チ ンコ ー ル 
argv[3] 文 字数 


0 な ら illegal_emd へ 


通常 ファ イル 
ファ イル 3 
create 


エタ ダー タイ 
な ら ば create_err へ 


ファ イル ハン ドル を hand13 に 保存 


READ 

ファ イル 1 
open 

エラ ター タイ 


な ら ば openl_err へ 
ファ イル ハン ドル を hand11 に 保存 


READ 
ファ イル 2 
open 


> み デ 
な ら ば open2_err へ 


ファ イル ハン ドル を hand12 に 保存 
ファ イル 2 の セッ トク リア 


ファ イル 1 か ら 1 文字 入力 
fgetc 


ファ イル 1 終端 ? 


ファ イル 2 か ら 1 文字 入力 
fgetc 


ファ イル 2 終端 ? 
で な けれ ば 1b12 へ 


ファ イル 2 の 文字 数 が 0 な ら 


2 - 


So - 


sgal_cmd: 












Bapenl err: 


pen2 err: 


SFeate_erT: 


isp_abort: 


EL4Tg: 


getarTg_loop: 


delim: 


eo1 : 


Ioo_Short_erTr: 


beq 


WOVe.W 
move. 1 
mOVe.W 
FNC 
addq. 1 
Ce 1 


bra 


addq. 1 
eor.b 


mOVe.W 
mOVe.w 
FNC 

addq. 1 


bra 
FNC 


FNC 


Dea4 
bra 


pea 
bra 


De4 
bra 


pea 
bra 


Dea 


FNC 
addq. 1 


FNC 


OVeq 
mmOVeqd 


move.b 
beq 
cmp.b 
beq 
cWp.b 
beq 


moveq 
ove.b 
addq. 1 
bra 


tst.1 
beq 


subq.1 
clr.b 


rts 


too_short_err ネ 


#0, -(SP) * 
#0,-(SP) * ま 
hand12, -(SP) * 
$42 
#8,SP 

D?7 * ま 
1b11 

#1.D7 * 
D0,D1 * ま 
hand13, -(SP) * 
D1,-(SP) ネ 
$1D キネ 
#4,SP 

1oop 

$IF * 
$00 * 


illegal_cmd_msg 
disp_abort 


openl_err_msg 
disp_abort 


ODe2_err_mSg 
disp_abort 


CTeate_erTT_mSg 
disp_abort 


too_short_err_msg 


$09 * 
#4, SP 
$00 ま 











too_short_err へ 
ファ イル 先頭 か ら 
オフ セッ ト 0 に 移動 (つま り フ ァイル 先頭 ) 
ファ イル 2 
Seek 


ファ イル 2 の オフ セッ トク リア 


ファ イル 2 オフ セッ ト 二 1 
ファ イル 1 と 2 の 文字 を XOR 


ファ イル 3 
XOR の 結果 
fputc 


allclose 


eXit 


print 


exit 


* arg 取 得 サ ブ プルー チン (簡易 型 ) 


#0.D0 
#0.D7 


EE 、 コ 


(42)+, D1 
eo1 
sD1 
delim 
#9,.D1 
delim 


#-1,. D7 

D1, (A1)+ 
#1.D0 
getarg_loop 


EE 


に 


D7 
getarg_loop に 


#1.A2 * 
(A1)+ 


に 


文字 数 リセ ッ ト 
arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 


1 文字 get 

$00 な ら ば eol へ プラ ンチ 
スペ ー ス ?7 

な ら ば delim へ 
タグ アダ 

な ら ば delim へ 
それ 以外 な ら ば . . 

arg 開 始 フ ラグ を セッ ト 
aTg バ パッ ファ に コピ ー & ポイ ル タ 寺 ます 
文字 数 + 1 


arg 開 始 済み ? 
まだ な ら ば getarg_loop へ 


コマ ンド ライ ン ポ イン タ 補 正 
arg に エン ド マ ー ク 


ク の 9 


.data 


illegal_cmd_msg: 
dc.b ・ パ ラメ ー タ の 指定 が 間違っ て いま す 「,13.10 


dc.b 0 

openl_eTT_WSg: 
dc.b "ファ イル 1 を オー プン で きま せん 「,13.10 
dc.b 0 


OpDeh2_eTT_mSg: 
dc.b "ファ イル 2 を オー プン で きま せん ',13.10 
dc.b 0 

CTeate_eTT_WSg: 
dc.b "ファ イル 3 を 作成 で きま せん 「,13.10 


dc.b 0 

toOO0_ShOTt_6TT_WSg: 

dc.b ・ フ ァイル 2 の 内 容 が あり ませ ん 「,13.10 

dc.b 0 

.bss 
aTgl: 

ds.b 40 
し 49 

ds.b 40 
aTg3: 

ds.b 40 
hand1l1: 

ds.w 1 
hand12: 

ds.w 1 
hand13: 

ds.w 1 

. end 
* コマ ンド ライ ン で 指定 し た 3 つの ファ イル 、 フ ァイル 1 、 ファ イル 2 、 フ ァ 
* イ ル 3 に つい て 、 フ ァイル 2 の 内 容 を キー と し て ファ イル 1 の 内 容 を 暗号 化 
* し 、 そ の 結果 を ファ イル 3 に 書き 込み ます 。 
* 同じ キー を 使用 し て 、 フ ァイル 3 と し て 作成 し た ファ イル に 暗号 処理 を 施 
* すこ と で も と の ファ イル 1 と 同じ 内 容 を 復元 する こと が で きま す o 
* 
* ネ USag6: sample09 <filel> <file2> <file3> 


WW aupuii 


キネ 
* Function call sample program #10 
に $FFIC fgets 
* $FFIE fputs 
ま 
include macro.h 
.text 
start: 
tst.b  (A2)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 の チェ ッ ク 
beq noname を 0 な ら ば noname へ 
move.w #$00,-(SP) * READ 
move.1 42,-(SP) * コマ ンド ライ ン が ファ イル ネー ム 
FNC $3D * open 
addq.1 #6,SP 
tst. 1 DO * ま エラー な ら 
bmi Openerr * openerr へ ブラ ンチ 
move.w DO,hand1 * ファ イル ハン ドル を hand1 に 保存 
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loopD : 


inDl: 


WPD2: 


HOIHa4IG: 


ODeIeTT: 


GE ・ 


MOVe.W 
pea 
FNC 
addq. 1 


IOVe.W 
pea 
FNC 
addq. 1 


moVe.W 
pea 
FNC 
addq. 1 


clr.b 
clr.b 
moOVeq 


not.w 
bne 


1ea 
1ea 
bra 


1ea 
1ea 


WOVe.W 
move. 1 
FNC 

addq. 1 


1 
bp1 


mOVe.W 
pea 
FNC 
addq. 1 


addq. 1 
WOVe.W 
move. 1 
FNC 

addq.1 


bsr 
mmOVe.W 
FNC 
addq. 1 
FNC 
mOVe.W 
Dea 
FNC 
addq. 1 
FNC 


mOVe.W 
pea 





DO,-(SP) 
inpptrl 
$1C 

#6, SP 


#1, -(SP) 
headmsg 
$IE 
#6,SP 


#1, -(SP) 
inpptr1+2 
$IE 

#6,SP 


crlf 


inpptr1+2 
inpptr2+2 
#0.D7 


D7 
inp2 


inpptrl,A1 
inpptr2,.42 
inp 


inpptr2.A1 
inpptr1l,A2 


hand1, -(SP) 
A1, -(SP) 
$1C 

#5, SP 


D0 
1oop 


#1,-(SP) 
tailmsg 
SIE 
#6,.SP 


#1.A2 
#0.-(SP) 
42,-(SP) 
SIE 
#6, SP 


crlf 

hand1, -(SP) 
$3E 

#2,. SP 

$00 

#2, -(SP) 
Openerr_mSsg 
$1E 

#6, SP 

$00 


#1,-(SP) 
crTlf_msg 


に コ 


レコ 


ドコ 


に コ 


fgets 


標準 出力 へ 出力 


fputs 


標準 出力 へ 出力 


fputs 


パッ コ フ ョ 1 を クリア 
パッ ファ 2 を クリ ア 
D7 は 入力 バッ ファ の 切り 替え スイ ッ チ 


スイ ッ チ を 反転 


スイ ッ チ が 0 に な っ た ら inpptrl で 入力 
inpptr2 で 表示 


スイ ッ チ が -1 に な っ た ら inpptr2 で 入力 
inpptr1 で で 表示 


fgets 


入力 文字 数 が 0 (ファ イル 終端 ) か ? 


そう で な けれ ば 1loop へ 
標準 出力 へ 出力 
fputs 
標準 出力 へ 出力 
fputs 
close 
exit 
標準 エラ ー 出 力 へ 出力 


fputs 


改行 サブ ルー チン 
標準 出力 へ 出力 
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headmsg: 


tailmsg: 


ODeTeTT_MWSg: 


crTIf_mSg: 


inpptr1: 


inpptr2: 


hand1: 


FNC $1E 
addq.1 #6,.SP 
rts 

.data 

dc.b "HEAD: , 
dc.b 60 
dc.b "アァ アイ 
dc.b 0 


dc.b 13,.10,.0 


dc.b 80 
ds.b 1 
ds.b 80+1 
dc.b 80 
ds.b 1 
ds.b 80+1 
-bss 

- eVehn 

ds.w 1 

. end 


* fputs 


0 


,0 


ル が オー プン で きま せん で し た ',13.10 


* 最大 8 0 文字 


* 最大 8 0 文字 


コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル の 先頭 の 行 と 最終 行 を 表示 し ます 。 
プロ グラ ム 中 で は 表示 を 行う た め に 標準 出力 ハン ドル へ の fputs を 行っ て い 
ます が 、 も ちろ ん $FF0O9print を 使用 し て も 構い ませ ん 。 た だ し 、 エ ラー 


を 指定 し て も エラ ー 表 示 だ け は リダイレクト され な いこ と を 確認 し て くだ さ 


い 。 
ネ USa86: 
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Sample10 <filename> 


* 
ネ 
* 
* の 表示 に だ け は 標準 エラ ー 出 力 を 利用 し て いま す 。 そ の た め 、 リ ダイ レク ト 
キネ 
* 
ま 





SMPL 11 


Function cal] sample program #11 
$FF20 super 


include macro.h 


.text 
ご ュ 
clr.1  -(SP) * ま スー パー バイ ザ モ ー ド へ 
FNC $20 * SUDer 
addq.1 #4,SP 
move.1 DO, usp * USP の 内 容 を _usp に 保存 
move.b $e8e007,DO * スー パー バイ ザ エ リア に アク セス で きる 
eor.b 敬 0001.D0 * H/L Res.LBD 反転 


move.b D0,$e8e007 


move.1 usp,-(SP) * ユー ザー モー ド へ 復帰 
FNC $20 * SUDeT 
addq.1 #4,.SP 
FNC $00 * exjit 
- bss 
民 SD : 
ds. 1 1 
. end 
特権 状態 を スー パー バイ ザ モ ー ド に 切り 替え 、 直接! ノン 0 ポー ト に アク セ 
ス し て み ま す 。 こ の プロ グラ ム で は H/L Res.LBD を 反転 し ます 。HD タ イプ の 
えさ 6 8K で は 結果 を 確認 で きま せん 。 





3 1g 


Function call sample program #12 
$SFF21 fnckey 
$SFF23 conctrl 


include macro.h 


FEFUNC MaCTO number 


dc.b $FE 
dc.b number 
endm 
.text 
start: 
tst.b (42)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
beq nOaTg * 。 な ら ば noarg へ 
1ea argl,A1 * argv[l] 
bsr getarg * arTg 取 得 サ ブ プルー チン コー ル 
tst.1 DO * 文字 数 07 
beq aTg_err ネ な ら ば arg_err へ 
1ea arg2,AI * aTgv[2] 
bsr getarg * arg 取 得 サ ブ プルー チン コー ル 
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1oop: 


blink_end: 


IO8TE: 


8Tg_eTT: 


Keynum_eTT: 


disp_abort: 


getaTg: 


getarg_loop: 


まま 1 
beq 


1ea 
FEFUN 
bcs 
cmp.b 
bcs 
cmp.b 
bcc 


Dea 
add.w 
mOVe. 
FNC 
addq. 


mOoVe. 
mOV6e. 
FNC 

addq. 
TOV6. 


TOV@. 


moV@. 
mOV6. 
FNC 

addq. 


bsr 
moVe. 
mOV6. 
FNC 
addq. 
bsr 
dbra 
MOVG. 
mOVe. 
FNC 
addq. 
FNC 
pea 


bra 


pea 
bra 


pea 


FNC 
addq. 


FNC 
moOved 
moved 


IOVed 


MOVG. 


C 


1 


1 


b 


D0 
aTg_eTr 


argl,A0 
$10 
keynum_err 
#1.D0 
Keynum_err 
#21,.D0 
Keynum_err 


arg2 
#$100,D0 
D0,-(SP) 
$21 
#6,SP 


1 王 (SP) 
#14, -(SP) 
$23 

#4.SP 
DO,orgmode 


#5.D1 


#0,-(SP) 
#14, -(SP) 
$23 

#4. SP 


wait 

#2。- (SP) 
#14, -(SP) 
$23 

#4,SP 
wait 

D1, 1oop 
orgmode, -(SP) 
#14, -(SP) 
$23 

#4,SP 

$00 
IOaTg_MmSg 


disp_abort 


aTg_eTT_mSg 
disp_abort 


keynum_errT_mSg 


$09 
#4,SP 


$00 

#0.D0 
#0.D6 
#0,.D7 


(A2)+, D1 


* 区 字数 07 


に に ドコ 


キモ 


な ら ば arg_err へ 


argv[1] を 数 値 に 変換 
__ST0L (FEFUNC) 

エラ ー な ら ば keynum_err へ 
1 より 小さ い ? 

な ら ば keynum_err 
2 1 以上 ? 

な ら ば keynum_err 

14 


argv[2] を FP キ ー に 設定 


* 設定 モー ド 


に コ 


に コ 


に 


keyctrl 


現在 の FP キ ー 行 の モー ド を 得る 
conctrl 


orgmode に 保存 


FP キ ー 行 表示 

conctrl 

wait サ ブ プルー チン コー ル 
FP キ ー 行 非 表 示 


conctrl 


wait サ ブルー チン コー ル 


FP キ ー 行 再 設定 


conctrl 


馬上 ま 


print 


arg 取 得 サ ブ プルー チン 
文字 数 リセ ッ ト 
quote フ ラグ リセ ッ ト 
arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 


1 文字 get 





beaq eol * 。 $00 な ら ば eol ヘ へ ブ ネン チ 
cmpD.b  #$22.Di * ダ ブル クォート ?7 
beaq quote * 。 な ら ば quote へ 
cmp.b # ',DI * スペ ー ス ? 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
cmp.b  #9.D1 * タブ ウ 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
other: * それ 以外 な ら ば . . 
moveq #-1,D7 * arg 開始 フラ グ を セッ ト 
move.b D1, (A1)+ * aTg パ バッ ファ に コピ ー & ポイ ンタ 二 1 
addq.1 #1.D0 * 文字 数 +1 
bra getarg_loop 
quote: 
tst.1 D6 * quote 開 始 済み ? 
bne eol * 。 な ら ば eol へ 
moveq #-1.D6 
bra getarg_loop 
delinm: 
DS 3D7 * arg 開 始 済み ? 
beaq getarg loop * まだ な ら ば getarg_loop へ 
tst.1 D6 * quote 開 始 済み ? 
bne other * 。 な ら ば other へ 
eo1 : 
subq.1 #1.A2 * コ マン ドラ イン ポイ ンタ 補正 
clr.b  (A1)+ * arg に エン ド マ ー ク 
Tts 
Wait: * ウェ イト サブ ルー チン 
NOVe.W #16384.D2 
dbra D2,*-2 * その 場 で wait 
wait_end: 
rts 
.・data 
IOaTgE_WSE: 
dc.b "usage : Samplel12 <key#> <str>' ,13.0 
dc.b 0 


aTg_6eTT_mSg: 
de.b "パラメータ が 異常 で す ',13.10 
dc.b 0 

KeyhUm_eTT_WSE: 
dc.b "キー 番号 が 異常 で す ',13,10 


dc.b 0 

-bss 
aTg1: 

ds.b 40 
arTg2: 

ds.b 40 
OTgmOde: 

ds.w 1 

. end 


* コマ ンド ライ ン の 第 1 パラ メー タ で 指定 し た ファ ンク ショ ン キ ー に 、 第 2 
* パラ メー タ の 文字 列 を 設定 し ます 。 KEY.X で も 同様 な 操作 が 可能 で す が 、 こ の 
* プロ グラ ム の 場合 、 文 字 列 を ダブ プル クォーテーション で 囲む こと と で デリ ミタ 
* (スペ ー ス や タブ ) も キー に 設定 で きま す 。 

* 設定 後 、FP キ ー 表 示 部 を プリ ンク させ て 注意 を 引き ます 。 
ネ 

ネ US8g6: Samplel12 <key#> <string> 
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PL ig 


Function call] sample program #13 
$FF24 keyctrl 


EEE に コ 


include macro.h 


.text 
start: 
move.w #2,-(SP) * シフ トキ ー 類 の 状態 を 得る 
FNC $24 * keyctrl 
addq.1 #2,.SP 


and.w  #$0003,.D0 
move.w DO0,-(SP) * エラー コード 
FNC $4C * exit2 で 


. end 


T も CTRL も 押さ れ て いな い 
T が 押さ れ て いる 
が 押さ れ て いる 

IFT と CTRL が 押さ れ て いる 

に バッ チ フ ァイル で 使用 する と よい で し ょ う 。 


sample13 
if exitcode 1 goto SHIFT 
if exitcode 2 goto CTRL 


:SHIFT 
echo “SHIFT が 押さ れ て いま す " 


ae 


蘭 EPL 


Function call sample program #14 
$FF25 intvcs 
$FF35 intvcg 
$FF31 keeppr 


に 、 コ 


に に EE EE、 コ 


include macro.h 


.text 
IVR equ * 


DrTOCeSS_j3WG: 
dc.b SAMPLE14 
original _adr2: 
ds. 1 1 * も と も と の ルー チン へ の アド レス 
main: * 割り 込み で 駆動 され る 部 分 
PUSH D0-D2/A1 


1ea pcmdat,A1 

move.Ww #$0403.D1 * 15.6kHz,R/L 
move.1 datalen.D2 

10CS $60 * ADPCMOUT (10CS) 


POP DO0-D2/A1 
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Original _adr: 


datalen: 


start: 


込み 


eXist: 


not_exist: 


de.w 


ds. 1 


dS。 1 


の まき 
FNC 
addq. 1 


IOVe.W 


FNC 
addq. 1 


ュー 


OVe. 
IOV. 
TOV@. 


ュー ルー 


1ea 
cmp.1 
bne 
cmp.1 
bne 


move.1 
sub. 1 
mOVe.W 
FNC 
addq. 1 


move. 1 
FNC 
addq. 1 


pea4 
FNC 
addq. 1 


FNC 


tst.b 
beq 


fmOVe.W 
move. 1 
FNC 
addq. 1 
8 を も 1 
bmi 


move. 1 


move. 1 
pea 
mOVe.W 
FNC 
1ea 
tst.1 
bmi 


move.1 
move.W 


FNC 
addq. 1 


$4EF9 キ ま 


ま 
-(SP) * 
$20 * ま 
#4,SP ま 

* 
#$61, -(SP) ネ 


$35 * 
#2,.SP 


D0,A1 
Al1,original_adr * 
Al,original_adr2 


-12(A1),A1 * 

# SAMP', (A1) リ 

not_exist ま 

#'LE14' ,4(A1) * 

not_exist * 
* 

8(A1), -(SP) * 

#$FO,A1 *# 

#$61, -(SP) * 

$25 ネ 

#6, SP 

A1, -(SP) 

$49 * 

#4, SP 

free_mSg 

$09 ネ 

#4,SP 

$00 * 

(A2)+ * 

noname ネ 

#0,.-(SP) * 

A2, -(SP) 

$3D * 

#6,.SP 

DO ネ 

OpDen_eTr ネ 

DO0,D7 ま 

#$FE00, -(SP) キネ 

pcmdat 

D7,-(SP) 

$3F * 

10 (SP), SP 

D0 * 

Tead_err * ネ 

DO0,datalen に 

D7,-(SP) 

$3E *# 

#2,.SP 


= jmp 


も と も と の ルー チン の アド レス へ ジャ ンプ 


初期 化 部 分 の スタ ー ト 
スー パー バイ ザ モ ー ド へ 
SUDeT 

返り 値 は 読み 捨て る 


(ユー ザ モ ー ド へ の 復帰 を 省略 し た た め ) 
INT ベ クタ ー#$61 : 2HD 挿 入 プ イジ ェクト 割り 


intvcg 


オリ ジ ナ ル の ベク タ を 保存 


PTOceSS_Iame 

process_name の 前 4 バイ ト は 一 致す る か ? 
一 致し な けれ ば not_exist へ 

procesS_name の 後ろ 4 バイ ト は 一 致す る か 7 
一 致し な けれ ば not_exist へ 

すでに SAMPLE14 が 組み 込ま れ て いた 場合 

も と も と の ルー チン の アド レス 

PSP+$10 を 求め る 

ベク ター 番号 


intvcs 


* 常駐 し て いた SAMPLE14 の PSP+$10 


mfree 


print 

exit 

コマ ンド ライ ン の 文字 数 を チェ ッ ク 
0 な ら ば noname へ 

READ 


OPDeI 


よこ ラー。7 
な ら ば open_err へ 


ファ イル ハン ドル を D7 に 待避 
SFE00 バ イト 以内 を ロー ド 
read 
エマ ラー ? 

な ら ば read_err へ 


実際 に 読み 込ん だ バイ ト 数 を datalen へ 保存 


close 
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IOIaG: 


OD6I_eTT: 


Tead_erTT: 


disp_abort: 


IOhame_mSg: 


ODeh_eTT_Sg: 


Tead_errT_mSg: 


free_mSsg: 


Keep_mSg: 


pcWdat: 


USag6: 


OO 


ク 7@ 


pea 
mmOVe.W 
FNC 
addq. 1 
pea 
FNC 
addq. 1 


1ea 
add. 1 
mOVe.W 


move. 1 
FNC 


pea 
bra 


pea 
bra 


Dea 


FNC 
addq. 1 


FNC 
dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


. end 


main * 新しい ルー チン の アド レス 


#$61,-(SP) * ベク ター 番号 
$25 * intVcs 

#6, SP 

Keep_mWSg 

$09 * print 

#4,.SP 

pcmdat-TOP, A0 

datalen,A0 

#0,-(SP) * 終了 コー ド 0 
40,-(SP) * 常駐 きせ る バイ ト 数 
$31 * keeppr 
nonam6e_mSg 

disp_abort 


OPDeI_eTT_mSg 
disp_abort 


Tead_eTT_WSg 


$09 * print 
#4.SP 
$00 * exXit 


"ファ イル ネー ム を 指定 し て くだ さい ',13,10 
0 


『 ジ ァイル を オー プン で きま せん で し た "「,13.10 
0 


"ファ イル 読み 込み で エラ ー が 発生 し まし た ',13,10 
0 


常駐 解除 し まし た ',13,10 


0 

常駐 し ます ',13.10 

0 

start * start か ら 実 行 を 開始 する こと を 指示 


ベク ター$6 1 (2HD デ ィ ス ク 挿 入 プ イジ ェクト 割り 込み ) を 書き 換え 
て 、 デ ィ ス ク の 挿入 プイ ジェ クト 時 に コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル の 
内 容 を PCM デ ー タ と し て 発音 し ます 。 

一 度 実行 する と 、 そ れ 以 隆 挿入 プイ ジェ クト の た びに PCM デ ー タ が 発音 
され ます 。 も う 一 度 実行 する と 、 プ ログ ラム の 常駐 を 解除 し 、 占 有 し て いた 
メモ リ を 開放 し ます 。 

PCM デ ー タ ファ イル に は 、15kHz で サン プリ ング し た デー タ を 納め て お い 
Ko い 。 


sample14 [<file_name>] 


1 常駐 解除 時 に は 不用 


* 








了 ME 


Function call 
$FF26 


$FF4A 
$FF50 
$FF51 


ae ae EC 36 96 2 


includ 


.text 
Start: 

mOVve. 1 

pea 

FNC 

addq. 1 


FNC 
WOVe. 1 


move. 1 
FNC 
addq. 1 
tst.1 
bmi 


move. 1 


move. 1 
FNC 
addq.1 


move. 1 
1ea 
mOVe.W 
Es D 
move. 1 
move.1 
GE b 


CT。 1 
pea 
pea 
mOVe.W 
FNC 
1ea 
move. 1 


move. 1 
FNC 


addq.1 
mOVe. 1 


tst. 1 
bmi 


move. 1 
FNC 
addq.1 


FNC 


Sample program #15 
DSpset 


$FF48 malloc 
$FF49 mfree 


setblock 
setpdb 
getpdb 


e macro.h 


# ロ 1'.$C8(A0) 新しい プロ セス の 名 前 (2) 


#BOTTOM-start+$FO0,-(SP) * 自分 に 必要 最小 限 の メモ リ 
16 (40) * 現在 の PSP 
$4A * setblock 
#8,SP 
$51 * getpdb 
D0, nowpdb * 現在 の PDBADR を nowpdb に 保存 
#$200,-(SP) * $200 バ イト 確保 
$48 * malloc 
#4,SP 
DO * エラ ー?7 
alloc_err * 。 な ら ば alloc_err へ 
DO,memptr * 確保 し た メモ リ の ポイ ンタ を memptr へ 
DO,-(SP) 
$26 * psSpSet 
#4.SP * ! こ こ か ら 下 は 新しい 7' nt ぇ と し て 実行 され て いま す 
キネ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 
memptr,A0 * 圭 
-$10(A0),40 ネ 二 
# ま 2? .$80(A40) *+ 新 し い プ ロ セ ス の ドラ イブ 名 (1) 
$82 (40) *+ 新しい プロ セス の ドラ イブ 名 (2) 
# 子 プ ',$C4(A0) *+ 新しい プロ セス の 人 前 (1) 
ネ 二 
$CC(A0) *+ 新しい プロ セス の 名 前 (3) 
-(SP) * + 現存 の 環境 
Pl *+ コマ ンド ライ ン : /c process 
FILE *+ ファ イル 名 : ai:\command.x 
#0,-(SP) *+ load & exec 
$4B * ネ + eXeC 
14(SP), SP * 二 
D0,-(SP) *+ exec の 返り 値 を プッ シュ 
nowpdb, -(SP) * 寺 
$50 キ setDdb ーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーー ニ ーーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニーー ほ 
#4, SP * 人 これ で 元 の プロ セス に 復帰 し まし た 
(SP)+, D0 * exec の 返り 値 を ポッ プ 
D0 * エラ ー?7 
eXec_err * な ら ば exec_err へ 
memptr,-(SP) * 新しい プロ セス の メモ リ を 開放 
$49 * mfree 
#4, SP 
$00 * exit 


ダチ の 


alloc_err: 


pea alloc_err_msg 

bra disp_abort 
eXeC_@TT: 

pea eX6C_eTT_mSg 
disp_abort: 

FNC $09 * pTint 

addq.1 #4,SP 

FNC $00 * exit 
ま 【LB> 

dc.b "a:Ycommand.X',0 
2 

dc.b 10 

dc.b "/c process' ,0 


alloc_err_mSg: 
dc.b "メモ リ を 確保 で きま せん ',13,10 
dc.b 0 

eXeC_eTT_mSg: 


dc. "command.x を 実行 で きま せん ',13,10 


トー 


dc.b 0 

eVen 
nhOwpdb: 

ds. 1 1 
memptT: 

@⑱51 1 
BOTTOM: equ * 

- end 


* 新しい プロ セス を メモ リ 上 に 作成 し て み ま す 。 表示 され る プロ セス の 状況 
* の 中 で " 子 プ ロ 1“ と 表示 され て いる の が 作成 し た プロ セス で す 。 

* プロ セス の 状態 を 表示 する た め に "process.x' を 子 プ アロ セス と し て 起動 し て 
* いま す 。 そのため 、 こ の プロ グラ ム を 実行 する 場合 に は 、 以 下 の よ うな 条件 
* が 必要 で す 。 

* 護 "command.x' が ドラ イブ A の ルー トディ レク トリ に 存在 する 。 

* 護 "process.x" が 実行 パス に 存在 する 。 


SM 


ネ 
* Function call sample program #16 
* $SFF29 namests 
* 
include macro.h 
.text 
start: 
tst.b (42)+ * コ マン ドラ イン の 文字 数 を チェ ッ ク 
beq noname * 。 0 な ら ば noname へ 
pea buffer 
move.1 A2,-(SP) 
FNC $29 * namests 
addq.] #8,.SP 
1ea buffer, A1 
Dea4 drvmsg 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
moveq  #0,.D0 


22 の 











HOIamG: 


hex2: 


hexl: 


hex0: 


CT 人 よく 


move.b 
bsr 
bsr 


pea 
FNC 
addq. 1 
pe34 
FNC 
addq. 1 
bsr 


move.b 
clr.b 
pea 
FNC 
addq.1 
pe4 
FNC 
addq.1 
bsr 


move.b 
move.b 
Eb 
pe 
FNC 
addq. 1 
pea 
FNC 
addq. 1 
bsr 


move.b 
pe4 
FNC 
addq.1 
pe4 
FNC 
addq.1 
bsr 


FNC 


move.1 
lsr.w 
bsr 

move. 1 


and.w 
add.w 
cmD.W 
bcs 

add.w 


mOVe.W 
FNC 
addq.1 


rts 


pea 
FNC 
addq. 1 
rts 


1(A1),D0 
hex2 
crlf 


pathmsg 
$09 
#4.SP 

2 (41) 
$09 

#4, SP 
ef 


75(A1),D7 
75(A1) 
naWelmSg 
$09 

#4,.SP 
67(A1) 
$09 

#4,SP 
crlf 


D7.75(A1) 
78(A1).D7 
78(A1) 
eXtmSg 
$09 

#4,.SP 
75(A1) 
$09 

#4,.SP 
crlf 


D7.78(A1) 
name2mSg 
$09 
#4,SP 
78(A1) 
$09 

#4,SP 
0 


$00 


DO,-(SP) 
#4.D0 
hex1 
(SP)+, DO 


#$0F, DO 
# ま 0'.D0 
#$34,D0 
hex0 
#7,.D0 


D0,-(SP) 
$02 
#2. SP 


crlf_msg 
$09 
#4,.SP 


* ドラ イブ 番号 


* print 


* パス 名 
* ま DTint 


* 拡張 子 の 最初 の 文字 を D7 に 保存 


* NULL コー ド 追 加 の 都合 


* prTint 


* ファ イル ネー ム (8 文字 目 ま で ) 


* 拡張 子 の 最初 の 文字 を 復帰 

* ファ イル 名 残り の 最初 の 文字 を D7 に 保存 
* NULL コー ド 追 加 の 都合 

* print 


* 拡張 子 


* ファ イル 名 残り の 最初 の 文字 を 復帰 
* prTint 


* ファ イル ネー ム (8 文字 目 ま で ) 


* exit 


* 16 進 2 桁 表 示 ル ー チ ン 


* putchar 


* 改行 ルー チン 


* print 
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・data 


dTVmWSg: 

dc.b "ドラ イブ 番号 :$,0 
pathmsg: 

dc.b 0 ス 4 名 10 
hamelmSg: 

dc.b "ファ イル 名 ずる 0 
eXtmSg: 

dc.b 「 拡 張子 5 3 
name2mSg: 

dc.b "ファ イル 名 (残り ):",0 
cTlf_msg: 

dc.b 13.10.0 

・ bss 

. eVen 
buffer: 

ds.b 88 

. end 


* コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル に つい て 、namests で 得 ら れる 情報 を 表 
* 示し ます 。 
* 


* ネ USag6: samplel6 <filename> 


Et 17 


ネ 
* Function call sample program #17 
ま $FF2A getdate 
* $FF2B setdate 
* ま $FF2C gettime 
ネ $FF2D settime 
* ネ $FF57 filedate 
ネ 
include macro.h 
eXt 
start: 
tst.b (A2)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
bea noname * 0 なら ば noname へ 
FNC $2A * getdate 
move.w DO,cur_date * 現在 時 刻 を cur_date に 待避 
FNC $2C * gettime 
move.w DO,cur_time * 現在 時 刻 を cur_time に 待避 
move.Ww #2,-(SP) * READ/WRITE 
move.1 A2,-(SP) 
FNC $3D * OpeH 
addq.] #6,SP 
PSt1 DO * ネ エラー リ 2 
bmi open_err * な ら ば open_err へ 
move.w DO,D7 * フ ァイル ハン ドル を D7 に 待避 
move.1 #0,-(SP) * ファ イル の 日 付 を 調べ る だ け 
move.w D7,-(SP) 
FNC $57 * filedate 
addq.1 #6,SP 
mmOve.1 DO,file date time 
swap.w DO * filedate の エラ ー は 上 位 ワ ー ド で 判定 
cmp.W  #SFFFF,DO * エラ ー? 
beq date_err * 。 な ら ば date_err へ 


2 



















move.w cur_date,DO 
swap.w DO 
mOve.Ww cur time,DO 
move.1 DO0,-(SP) * 現在 の 日 付 / 時 刻 を 設定 
move.w D7,-(SP) 
FNC $57 * filedate 
addq.] #6,SP 
move.1 file date time,D1 
move.w D1.-(SP) * ファ イル の 日 付 を 現在 の 日 付 / 時 刻 と する 
FNC $2D * settime 
addq.1 #2,.SP 
SWwap.Ww D1 
move.w D1,-(SP) 
FNC $2B * setdate 
addq.1 #2.SP 
move.w D7,-(SP) 
FNC $3E * close 
addq.1 #2,.SP 
FNC $00 * exit 
回 On3m6: 
pea noname_mSg 
bra disp_abort 
QPen_6TT: 
pea ODe_eTT_WSg 
bra disp_abort 
ate_eTT: ま 
pea date_err_mSg 
isp_abort: 
FNC $09 * pTint 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
-data 
On3m6_mSg: 


dc.b "ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい ',13.10 
dc.b 0 
DDpDeI_6eTT_NSg: 3 
dc.b "ファ イル が みつ か り ま せん ',19,.10 
dc.b 0 
ate_eTT_mSg: 
dc.b "ファ イル の 日 付 を 読み 出せ ませ ん ',13,10 


dc.b 0 
bss 

cuT_date: 

ds.w 1 
cuT_time: 

ds.w + 
ile_date_time: 

ds. 1 1 

. end 


ま 。 コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル の 日 付 / 時 刻 と 現在 の 日 付 / 時 刻 を 入 
* れ 替 えま す 。 

ま 0 PP 
* ま 正す る こと を お 勧め し ます 。 


samplel17 <filename> 


Waupu 18 





キ 
を Function call sample program #18 
* $FF30 vernum 
ま 
include macro.h 
.text 
Start: 
FNC $30 * VeTrHUW 
move.1 DO0,-(SP) 
pea osSname 
FNC $09 * prTint 
addq.] #4,SP 
move.] (SP)+,D0 
bsr hex4@ 
pea crTlf_msg 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * eXit 
hex46 : * 16 進 4 桁 表示 サブ プル ー テ チン ( 小 数 点 付 ) 
move.] DO,-(SP) 
lsr.w  #8,.D0 
bsr hex2 
mOVe.W # .,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.1 #2,SP 
move.] (SP)+,D0 
hex2: 
move.1 DO0,-(SP) 
lsr.w  #4,.D0 
bsr hex1 
move.] (SP)+,D0 
hex1: 
and.w  #$0F,DO 
add.w # ま 0',.DO 
cmDp.w  #$3A,.D0 
bcs hex0 
add.w  #7,.DO 
hex0: 
move.w DO,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.1 #2,.SP 
rts 
-data 
0SIaWG: 
「 dc.b "Human68k version ',0 
「 crIf_msg: 
に dc.b 13.10,.0 
・end 


* Human68k の バー ジョ ン を 表示 し ます 。 





SMPL 19 


Function cal] sample program #19 
$FF32 getdpb 


include macro.h 


*sGXt 

pea dpbptr 

move.w #0,-(SP) * カレ ント ドラ イブ 

FNC $32 * getdpb 

addq.] #6,SP 

pea msgl 

FNC $09 * prTint 

addq.1 #4,SP 

move.1 dpbptr+18.DO0  * 装 置 ド ライ バ へ の ポイ ンタ 
bsr hex8 * 16 進 8 桁 表 示 ル ー チ ンコ ー ル 
pea mSg2 

FNC $09 * print 


addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 


* 16 進 8 桁 表示 サブ ルーチン 
move.1 DO,-(SP) 
SWaDp DO 
bsr hex4 
move.1 (SP)+,D0 


move.1 DO0,-(SP) 
lsr.w  #8,.D0 
bsr hex2 
move.] (SP)+,D0 


move.1 DO,-(SP) 
lsr.w  #4.D0 
bsr hex1 
move.1 (SP)+, D0 


and.w  #$0F,DO 
add.w # ま 0',.DO 
cmDp.Ww  #$3A4.D0 
bcs hex0 
add.w  #7,DO 


move.w DO,-(SP) 


FNC $02 * putchar 
addq.] #2,SP 





rts 


-data 


dc.b "カレ ント ドラ イブ の デバ イス ドラ イ バ : $'.0 


dc.b 13,10,.0 





-bss 





ds.b 94 


・ end | 
| 
「 
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W、 SMPL EU 


3 
ま Function call sample program #20 
* $FF33 breakck 
* 
include macro.h 
。 も eX 
start: 
move.w #-1,-(SP) * BREBAK フ ラグ の 設定 状況 を 調べ る 
FNC $33 * breakck 
addq.1 #2,SP 
tst.1 DO * BREAK = OFF ? 
beq turn_on * 。 な ら ば turn_on へ 
cmp.1 #1.D0 * BREAK = ON ? 
bea turn_off * 。 なら ば turn_off へ 
pea4 break kill msg * それ 以外 な ら BREAK = KILL(V2. 00) と 判断 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,.SP 
FNC $00 * exit 
turn_Ooh: 
move.w #1.D0 * BREAK = ON 
1ea break on_msg,》1 
bra set_break 
turn_off: 
move.Ww #0.DO * BREAK = OFF 
1ea break_off_msg,Al 
set_break: 
move.w DO,-(SP) 
FNC $33 * breakck 
addq.1 #4,SP 
move.1 Al1,-(SP) 
FNC $09 * prTint 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
.data 


break_onh_WSg: 
dc.b *BREAK を <on> に し まし た 「,13.10 
dc.b 0 

break_off_msg: 
dc.b *BREAK を <off> に し まし た 「,13,.10 
dc.b 0 

break_kill_msg: 
dc.b "BREAK は <kill> 状態 で す ',13.10 
dc.b 0 


. end 


* プレ ー ク フラ グ を チェ ッ ク し 、<on>、<off> を 切り 替え ます 。 Human2.00 で 
* <kil1> を 指定 し て いる 場合 は な に も し ませ ん 。 


ni 回 


Function call sample program #21 
$FF34 drvxchg 


NE 
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include macro.h 


.text 
Start: 
tst.b  (A2)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 を チェ ッ ク 
beq noname * ま 0 なら ば noname へ 
moveq.] #0.D0 
move.b (42),D0 * 1 文字 取っ て くる 
or.b #$20,D0 * 大 文字 対応 処理 
sub.b  #560,D0 * ドラ イブ 番号 
move.w #0,.-(SP) * ま カレ ント ドラ イブ 
move.w DO0,-(SP) 
FNC $34 * drVxXchg 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
TOIam6: 
pe34 mSgl 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
-data 
Sgl: 
dc.b "ドラ イブ 名 を 指定 し て くだ さい ",13.10 
dc.b 0 
. end 
* コマ ンド ライ ン で 指定 し た ドラ イブ と カレ ント ドラ イブ を 入れ 替え ます 。 
ネ 
* ネ USag6: Sample21 <drive_name> 


W MPL 9 


ネ 
ま Function call sample program #22 
キ SFF36 dskfre 
3 
include macro.h 
.text 
Start: 
tst.b  (A2)+ * コ マン ドラ イン の 文字 数 の チェ ッ ク 
beq Ioname * 文字 数 0 な ら noname へ 
oveq  #0.D1 
move.b (4A2),D1 
or.b #$20,D1 * 小文字 処理 
sub.b  #S$60,D1 * DI に は ドラ イブ 番号 
pea buffer 
_mOve.w D1,-(SP) 
FNC $36 * dskfre 
addq.] #6,SP 
tst.! D0 * エラ ー ウ 7 
bmi eTTOr * 。 な ら ば error へ 
pea msgl 
FNC $09 * print 
addq.1 #4.SP 


IOIaWG: 


erTTOFT: 


hex8: 


hex4: 
hex2: 


hex1: 


hex0: 


WSg1: 


6TT_NSE: 


crlf_msg: 


buffer: 


* 
キ 
ま Sage: 
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1ea 
WOVe.W 
mulu 
ulu 


bsr 
pea 


FNC 
addq. 


ーー 


FNC 


pea 
FNC 
addq. 


FNC 


move. 1 
SWap 
bsr 
move. 1 


move. 1 
lsr.w 
bsr 

move.1 


move. 1 
lsr.w 
bsr 
move. 1 
and.w 
add.w 
cmD.W 
bcs 
add. w 
mmOVe.W 
FNC 
addq.1 
rts 
.data 
dc.、b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
-bss 
dc. w 


. end 


buffer,Al 

4(41).D0 * 1 クラ スタ あ た 
6(A1).D0 * 1 セクタ あ た 
(A1),D0 * 使用 可能 な ク 


り の セク タ 数 
の バイ ト 数 
スタ 数 


hex8 * 1 6 進 8 桁 表 示 サ プ ブ プルー チン コー ル 


NN 


crTlf msg 
$09 ま print 
#4,SP 


$00 * exit 


eTT_mSg 
$09 * print 
#4,SP 


$00 


* 16 進 8 桁 表 示 サ ブル ー チ ン 
D0,-(SP) 
D0 
hex4 
(SP)+, D0 


D0, -(SP) 
#8.D0 
hex2 
(SP)+, DO0 


DO0,-(SP) 
#4,.D0 
hex1 
(SP)+, D0 


#$OF,DO 
#0',DO 
#$3A, DO 
hex0 
#7.D0 


D0,-(SP) 


$02 * putchar 
#2.SP 


"ドラ イブ の 残り バイ ト 数 : $.0 


"ドラ イブ の 指定 に 誤り が あり ます ',13,10 
0 


13.10,0 


指定 し た ドラ イブ (4.B,..) の 残り 容量 を 1 6 進数 で 表示 し ます 。 


sample22 <drive> 





OOIIam6: 







mmKdir_err: 


chdir_err: 


disp_abort: 


HOnam6_mSg: 


cmdlinme: 


mkdir_err_msg: 


chdir_err_msg: 


ら SMPL g93 


Function call sample program #23 


$FF939 mkdir 
$FF3B chdir 


include macro.h 


: 訪 @ も 


tst.b 
beq 


move. 1 


move. 1 
FNC 
addq.1 
結 を 。』 
bmi 


move. 1 
FNC 
addq. 1 
tst. 1 
bmi 


FNC 
pea 
bra 


pea 
bra 


pea 


FNC 
addq. 1 


FNC 
・data 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


. end 


(42)+ 
noname 


A2,cmdline 


A2,-(SP) 
$39 

#4,SP 

DO 
mkdir_err 


cmd1ine,-(SP) 
$3B 

#4.SP 

DO 

chdir_err 


$00 


InOam6_mSg 
disp_abort 


mkKdir_err_msg 


disp_abort 


chdir_err msg 


$09 
#4, SP 


$00 


* コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
* 。 0 な ら ば noname へ 


* コ マン ドラ イン = ディレク トリ 名 
* mkdjir 


* エラ ー?7 
* 。 な ら ば mkdir_err へ 


* print 


* exit 


"ディ レク トリ 名 を 指定 し て くだ さい '.13.10 


0 


"ディ レク トリ を 作成 で きま せん '",13.10 


0 


"ディ レク トリ を 移動 で きま せん ',13.10 


0 


Sample23 <pathname> 


コマ ンド ライ ン で 指定 し た ディ レク トリ を 作成 し 、 そ の 中 へ 移動 し ます 。 
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| g4 


* 
ネ Function cal] sample program #24 
ネ $FF3A rmdir 
* $FF47 curdir 
キ 
include macro.h 
seXt 
Start: 
Pea buffer 
move.w #0,-(SP) * ま カレ ント ドラ イブ 
FNC $47 * curdir 
' addq.1 #6,SP 
tst.b buffer *ー ル ルード ディ レク トリ 7 
beq root * 。 な ら ば root へ 
pe4 to_mother 
FNC $3B * chdir 
addq.1 #4,SP 
tst.1 DO * 生 ッ ラー ダダ 
| bmi chdir_err * 。 な ら ば chdir_err へ 
作 pea path * 前 の カレ ント ディ レク トリ を 削除 
昌 | FNC $3A * rmdir 
| addq.1 #4.SP 
「 1 DO 2c 
| | bmi Tmdir_err * 。 な ら は ば rmdir へ 
| FNC $00 * exit 
| | Toot: 
削 pea root_mSg 
| bra disp_abort 
chdir_err: 
| Pe4 chdir_err_msg 
| bra disp_abort 
| Tmdir_erT: 
| Dea TmdiT_erT_WSg 
disp_abort: 
FNC $09 * prTint 
addq.] #4,SP 
FNC $00 * exit 
-data 
to_mother: 
dc.b 2 0 
TOO{ Sg: 


dc.b "ルー トディ レク トリ は 削除 で きま せん ',13.10 
dc.b 0 
chdir_erT_mSg: 
dc.b "ディ レク トリ を 移動 で きま せん ',13,10 
dc.b 0 
TmdiT 6TT_WSg: 
dc.b "ディ レク トリ を 削除 で きま せん ',13.10 
dc.b (内容 が 空 で な いか 、 発 見 で き な い ) 「,13.10 
de。b 0 
path: 
dc.b 9 
buffer: 
ds.b 66 


- end 
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WSE 5 


日 
ま Function cal1l sample DrOgram #25 
日 $FF3E close 
きま $SFF3F read 
を $FF40 write 
日 $FF42 seek 
日 
include macro.h 
・text 
Start: 
addq.] #1,A2 
1ea arg1,A1 
bsr getarg 
tst.1 DO 
beq illegal_cmd 
1ea arg2,A1 
bsr getarg 
tgt。1 DO 
beq illegal_cmd 
mOVe.w #2,-(SP) 
De34 arg』 
FNC $3D 
addq.] #6,SP 
tst.] DO 
bmi openl _err 
move.w DO0,hand11 
move.w #0,-(SP) 
pea aTg2 
FNC $3D 
addq.】 #6,SP 
tst.1 D0 
bmi OpDen2_err 
move.w DO,hand12 
moVve.Ww #2,-(SP) 
move.1 #0,-(SP) 
mOve.Ww hand11,-(SP) 
FNC $42 
addq.1 #8.SP 
tst.1 DO 
bmi Seek _err 
loop: 
move.1 #$8000,-(SP) 
pea buffer 
move.w Hand12,-(SP) 
FNC $3F 
1ea 10(SP), SP 
ove.1 DO0,D1 
move.] DO0,-(SP) 
pea buffer 


に EE 3F 3 


EE FE コ 


に 、 コ 


ヒコ 


EE コ 


トコ 


に コ 0 


に 、 コ 


日 カレ ント ディ レク トリ か ら 親 ディ レク トリ へ 戻り 、 前 の カレ ント ディ レク 
* より を 削除 し ます 。 そ の 際 、 削 除 す る ディ レク トリ は rmdir コ マン ド の 場合 と 
* 同様 な 条件 が 必要 で す 。 


argv[1] 
arg 取 得 サ プル ー チ ンコ ー ル 
argv[l] 文 字数 

0 な ら illegal_cmd へ 
argv[2] 
arg 取 得 サ プ ブルー チン コー ル 
argv[2] 文 字数 

0 な ら jillegal_cmd へ 
RBAD/WRITB 
Open 
エラ ー? 

な ら ば openl_err へ 
ファ イル ハン ドル を hand11 に 保存 
READ 
open 
エラ ー? 

な ら ば open2_err へ 
ファ イル ハン ドル を hand12 に 保存 
ファ イル 終端 か ら の オフ セッ ト 
オフ セッ ト 0 
アガ イー J 
Seek 
エラ ー?7 

な ら ば seek_err へ 
読み だ し サイ ズ $8000 バ イト 
読み だ し た デー タ が 入る バッ ファ 
ファ イル 2 
read 
読み だ し バイ ト 数 を DI に 保存 


書き 込み サイ ズ 
書き 込む デー タ が 入っ て いる バッ ファ 
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mmOVe.w hand1l1,-(SP) * ファ イル 1 
FNC $40 * write 
1ea 10(SP), SP 





cmp.1 DO0,.D1 ネ 読み こん だ / 信 数 と 書き こん だ / 代数 を 比較 
bne write_err * 等 し く な けれ ば write_err へ 
cmp.1 #$8000,D1 * 読み だ し た バイ ト 数 を チェ ッ ク 
beq 1oop ま ファ イル 終端 で な けれ ば 1loop へ 
move.w hand1l1,-(SP) * ファ イル 1 を クロ ー ズ 
FNC $3E * close 
addq.1 #4,SP 
move.w hand12,-(SP) * ファ イル 2 を クロ ー ズ 
FNC $3E * close 
addq.] #4,SP 
FNC $00 * exit 
illegal_cmd: 
pea illegal_cmd_msg 
bra disp_abort 
OpDenl erT: 
Dea4 Openl_err_msg 
bra disp_abort 
Open2_err: 
pea Open2_err_msg 
bra disp_abort 
Seek _err: 
pea Seek_err_msg 
bra disp_abort 
WTite_err: 
pea WTite_eTT_mSg 
disp_abort: 
FNC $09 * ネ prTint 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
getarg: * arg 取 得 サ プル ー チ ン ( 簡 易 型 ) 
moveq #0.D0 * 文字 数 リセ ッ ト 
moveq  #0.D7 * arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 


getarg_loop: 


move.b (A2)+,D1 * 1 文字 get 
beaq eol * 。 $00 な ら ば eol へ プラ ンチ 
cmp.b # ',DI * スペ ー ス 7 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
cmp.b  #9.D1 を タ ジ 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
* それ 以外 な ら ば . 
moveq #-1,D7 * arg 開始 フラ グ を セッ ト 
move.b D1, (4A1)+ * aTg バ パッ ファ に コピ ー & ポイ ンタ 二 1 
addq.] #1,D0O * 文字 数 二 1 
bra getarg_loop 
delim: 
tst.] D7 * arg 開 始 済み ? 
beq getarg_loop * まだ な ら ば getarg_loop へ 
e01 : 
subq.1 持 ,A2 * キ コマ ンド ライ ン ポ イン タ 補 正 
clr.b (41)+ * arg に エン ド マ ー ク 
rts 
-data 


illegal_cmd_msg: 
dc.b - パラメータ の 指定 が 間違っ て いま す ",13.10 


OpDen]1 _eTT Sg: 
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dc.b "ファ イル 1 を オー プン で きま せん ',193.10 
dc.b 0 








































Ben2 erT_mSg: 
dc.b "ファ イル 2 を オー プン で きま せん ',13.10 


dc.b 0 
BESK_eTT_mSg: 
dc.b "ファ イル 1 の seek 時 に エラー が 発生 し まし た ',13,.10 
dc.b 0 
WEe_eTT_mSg: 
dc.b "ファ イル 1 の write 時 に エラ ー が 発生 し まし た ",13,.10 
dc.b 0 
bss 
=F gl : 
ds.b 40 
まき 『g2 : 
ds.b 40 
生 amd] 1 : 
ds.w 1 
and1 2 : 
ds.w 1 
buffer: 
ds.b $8000 
. end 


ま コマ ンド ライ ン で 指定 し た 2 つの ファ イル 、 フ ァイル 1 と ファ イル 2 に っ つ 
まい て 、 フ ァイル 1 の 後ろ に ファ イル 2 の 内 容 を 追加 し ます 。 テ キス ト フ ァ イ 
ミル の 場合 、 フ ァイル 1 の 終端 に BOF コ ー ド ($1A) が 入っ て いる と き に は 、 結合 
* 後 TYTPE し て みて も ファ イル 1 の 内 容 し か 表示 され ませ ん の で 、DUMP で 結合 を 
ま 確 認 し て みて くだ さい 。 

ま 


ま USag6: sample25 <filel> <file2> 


W、 SMPL 86 


キ 
ネ Function call sample program #26 
キネ $FF37 nameck 
ネ $FF41 delete 
ま $FF4E files 
キネ $FF4F nfiles 
日 
include macro.h 
・text 
Start: 
addq.1 #1.42 
1ea argl1,A1 * arTgvV[1]] : ファ イル マス ク 
bsr getarg * arg 取 得 サ プル ー チ ンコ ー ル 
tst.1 DO * argv[1] 文 字数 
beaq illegal_cmd * ま 0 な ら illegal_cmd へ 
pea namebuf 
pea arg1 
FNC $37 * nameck 
addq.1 #8,.SP 





1ea namebuf,A0 


(40)+ 
nulsrc 
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1b11: 


1oop: 


1b12: 


1b13: 


クラ 3 タ 


Subq.1 
move. 1 


1ea 
bsr 
tst.1 
beq 


1ea 
bsr 
tst.1 
bmi 
mOVe.W 


mOVe.W 
1ea 
bsr 

た 91 
beq 


1ea 
bsr 
tst.1 
bmi 
mmOVe.W 


move.W 
mOVe.w 
pea 
pea 
FNC 
1ea 
tst.1 
bmi 


bra 


pea 
FNC 
addq. 1 
な 
bmi 


1ea 
MOVe.W 
MOVe.W 
cmD.W 
bcs 
cmD.W 
bcs 


add.w 


pea 
FNC 
addq. 1 
pea 
FNC 
addq. 1 


FNC 
move. 1 


pea 
FNC 
addq. 1 


or.b 


#1.A0 
A0,nameptr 


arg2,A1 
getarg 

D0 
illegal_cmd 


arg2,A1 
ascdatebin2 
DO 

date_err 
D0,date 


#0,time 
arg3,A1l 
getarg 
DO 

1b11 


arg3,4A41 
asctimebin2 
D0 

time_err 
DO,time 


#0,filenum 
#$20,-(SP) 
argl 
filbuf 

$4E 
10(SP), SP 
DO 

nomatch 


1b12 


filbuf 
$4F 
#4,SP 
DO 
nomatch 


filbuf, A1 
22(A1),D0 
24(A1),D1 
date,D1 
1oop 
time, DO 
1oop 


#1.filenum 


30(A1) 
$09 

#4,SP 
delyn_msg 
$09 

#4,SP 


$01 
D0,D1 


crlf_msg 
$09 
#4, SP 


#$20,.D1 


に 3 


EE に. コ 


EE 3 EE に. コ 


EE コ 


トコ 


ドコ 


EE 


ドコ 


argv[2] : 日 付 
arg 取 得 サ プル ー チ ンコ ー ル 
argv[2] 文 字数 

0 な ら illegal_cmd へ 


日 付 (ASCII) つ バイ ナリ ルー チン コー ル 
ラー マツ 
な ら ば date_err へ 


日 付 の 内 容 を date に 保存 


時 刻 00:00:00 
argv[3] : 時 刻 
arg 取 得 サ ブ プルー チン コー ル 
argv[3] 文 字数 
0 な ら lbl1 へ 


時 刻 (ASCII) バ イナ リル ー チ ンコ ー ル 
示 ラー か 
な ら ば time_err へ 


時 刻 の 内 容 を time へ 


マッ チ し た ファ イル 数 を リセ ッ ト 
通常 ファ イル 

arg[1] 

結果 が 返る バッ ファ 


files 


該当 する ファ イル は ある か ? 
な いな ら ば nomatch へ 


結果 が 返る バッ ファ 


nfiles 
これ 以上 該当 する ファ イル は ある か ? 


な いな ら ば nomatch へ 


ファ イ ル の 時 刻 

ファ イル の 日 付 

指定 され た 日 付 と チェ ッ ク 
date よ り 前 な ら loop に 戻る 

指定 され た 時 刻 と チェ ッ ク 
time よ り 前 な ら loop に 戻る 

マッ チ し た ファ イル 数 十 1 

PACKEDNAME 

print 


print 


getchar 


print 


大 文字 に 対応 する 処理 





delete: 


中 3 骨 GCODY: 


OmWatch: 


Ofile: 


lb14: 


jilegal_cmd: 


date_err: 


time_erT: 


delete_err: 


disp_abort: 


getarg: 


getarg_loop: 


delim: 





Cmp.b 
beq 
cmDp.b 
beq 


bra 


move.1 
1ea 
mOVe.W 


move.b 
dbra 


Dea 
FNC 
addq. 1 
tsSt.1 
bmi 


tst.w 
beq 
pea 
bra 


Dea 


FNC 
addq. 1 


FNC 


pea 
bra 


pea 
bra 


pea 
bra 


De3 


FNC 
addq. 1 


FNC 


moveq 
moveq 


move.b 
beq 
cmWD.b 
beq 
cmp.b 
beq 


mOVveq 
move.b 
addq. 1 
bra 


ks 示 。 1 
beq 


#y ,D1 まこ ッ が か が 

delete * 。 な ら ば delete へ 

# ま n ,D1 * "n" か? 

1oop * 。 な ら ば は loop へ 

1b13 * それ 以外 な ら 再 び 尋 ね る 
nameptr,A0 

30(A1),A1 

#22,D0 


* パス 名 と ファ イル 名 を 結合 
(A1)+, (40)+ 
DO0,namecopy 


namebuf 

$41 * delete 
#4, SP 

DO 

delete_err 


1oop 
filenum 
nofile 
IOWOTe_WSg 
1b14 


nofile_msg 


$09 * print 
#4, SP 


$00 * exit 
illegal_cmd_msg 
disp_abort 


date_err_mSg 
disp_abort 


time_eTr_mSg 
disp_abort 


delete_err_msg 


$09 * prTint 
#4, SP 
$00 * exit 
* arg 取 得 サ ブ プルー チン ( 簡 易 型 ) 
#0,D0 * 文字 数 リセ ッ ト 
#0.D7 * arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 
(42)+, DI * 1 文字 get 
eo1 * 。 $⑧00 な ら ば eol へ ブラ ンチ 
月 * スペ ー ス の 
delinm * 。 な ら ば delim へ 
#9,.D1 * タ ブウ 
delim * 。 な ら ば delim へ 
* それ 以外 な ら ば . 
#-1.D7 * arg 開始 フラ グ を セッ ト 
D1, (A1)+ * aTg パ ッ フ ァ に コピ ー & ポイ ンタ キキ 
#1.D0 * 文字 数 二 1 
getarg_loop 
D?7 * arg 開 始 済み ? 
getarg_loop * ま まだ な ら ば getarg_loop へ 
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eol : 


ascdatebin2: 


adb2_exit: 


asSctimebin2: 


atb2_exit: 


illegal_cmd_msg: 


date_erT_mSg: 


time_erTT_mSg: 


delete_err_mSg: 


delyn_mSg: 


ONOT6_WSg: 


nofile_msg: 


crTIf_mSg: 


Iamebuf: 


filbuf: 
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subq.1 
始ま 。 も 


Tts 


10CS 
tst.1 
bmi 
move. 1 
move. 1 
and. 
and. 
1sr. 
and. 
Sub. 
1sr. 
要 。。1 
Or. 1 


ーー に っ トー っ 


rts 


10CS 
tst.1 
bmi 
move. 1 
move. 1 
and. 
1S. 
and. 
1sr. 
and. 
1 
or. 1 
or. 1 


ーー セー ミー ゴー | 


rts 


.data 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


#1.A2 * コマ ンド ライ ン ポ イン タ 補 正 
(A1)+ * arg に エン ド マ ー ク 


* 日 付 (ASCII) つ バイ ナリ ルー チン コー ル 
$58 * DATECNV (1I0CS) 
DO 
adb2_exit 
D0,D1 
D0,D2 
#%000000000000.00000000 00011111,.D0 * day 
#%000000000000.00001111 00000000,.D1 * moOnth 
#3.D1 
#%111111111111 00000000_00000000,D2 * year 
#$7BC_00_00.D2 
#7.D2 
D1.D0 
D2.D0 


* 時 刻 (ASCI1I1) つ バイ ナリ ルー チン コー ル 
$59 * TIMECNV (10CS) 
DO 
atb2_exit 
D0.D1I 
D0.D2 
#%00000000.00000000.00111110.D0 * sec 
#1.D0 
#%00000000.00111111 00000000.D1 * min 
#3.D1 
#%00011111_00000000.00000000.D2 * hour 
#5,.D2 
D1.D0 
D2,D0 


"パラ メー タ の 指定 が 間違っ て いま す ',13,10 
0 


"日 付 の 指定 が 間違っ て いま す ',13,10 
0 


"時 刻 の 指定 が 間違っ て いま す ',13,10 
0 

"デリ ー ト で きま せん で し た ',13.10 

0 

"DELETE (Y/N) ? 「,0 


"以上 で す '.13.10 
0 


"該当 する ファ イル は あり ませ ん '.,13.10 
0 


13.10.0 


92 


53 





3Fg1 : 

ds.b 40 
ョ FTg2 : 

ds.b 40 
ョ FEg3・: 

ds.b 40 

-eVen 
ime: 

ds. w 1 
date: 

ds.w 1 
ilenum: 

ds.w 1 
員 3m6DtT: 

ds. 1 1 

・ end 


ま コマ ンド ライ ン で ファ イル マス ク 、 日 付 、 時 刻 を 指定 し 、 フ ァイル マス ク 

* に 一 致す る ファ イル 和 群 の 中 の 、 指 定 し た 日 付 ン 時刻 以 降 の も の を 消去 し ます 。 
* 消去 する 前 に は 確認 を 求め て きま す 。 時刻 は 省略 可能 で す 。 
ま 
ま 


USag6: sample26 <mask> <date> [<time>] 


PL 7 





キ 
キ Function call sample program #27 
ネ $FF43 chmod 
ま 
include macro.h 
.text 
StarTt: 
tst.b (42)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 を チェ ッ ク 
bea noname * 0 な ら noname へ 
move.W #-1,-(SP) * 現在 の モー ド を 得る 
move.1 A2,-(SP) 
FNC $43 * chmod 
addq.1 #6,.SP 
tst.1 DO * エ ラー? 
bmi nofile * 。 な ら ば nofile へ 
eor.w  #$0001.D0 * Read/0nly 属 性 を 反転 
move.w DO,-(SP) 
move.] 42,-(SP) 
FNC $43 * chmod 
add.1 #6,SP 
FNC $00 * exit 
noname: 
pea noOnam6_mSg 
FNC $09 * prTint 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
nofile: 
pea nofile_msg 
FNC _$09 * DTint 
addq.1 #4,.SP 
FNC $00 * exit 


2 ラ 3Z 








-data 
IOI1aW6_Sg: 
dc.b 
dc.b 
nofile_msg: 
dc.b 
dc.b 
end 
* 
ネ 
ま USag6: 


"ファ イル を 指定 し て くだ さい ',13,10 
0 


ーー ファ イル が みつ か り ま せん ',13.10 
0 


コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル の Read/Only 属 性 を 切り 替え ます 。 


Sample27 <filename> 


WupL CB 


Function call sample program #28 
$FF44 ioctrl 


に に に コ 


Start: 


1bl1: 


1b12 : 


nothing: 


23 ぎ @ 


include macro.h 


.text 


mmOVe. W 
pea 
FNC 
addq. 1 


move. 1 


moVve. 1 
pe4 
mOVe.W 
mOVe.W 
FNC 
1ea 


OVe.W 
FNC 
addq. 1 


mOVeq 
move.b 
beq 
cmp.b 
bcs 
sub.b 


cmD.b 
bcs 
sub.b 


suba 
lsl.w 
1ea 
move. 1 
FNC 
addq. 1 


FNC 


pea 
FNC 


#$02, -(SP) * READ/WRITE 

DCmname * PCM デ バイ ス を オー プン 
$3D * open 

#6,SP 


D0,D1 * ハンドル を D2 に 保存 


#1,-(SP) * PCM7 12 の この ioctrl で は 意味 を 持た な い 
buffer * 値 の 返る バッ ファ を 指す ポイ ンタ 
D1,-(SP) * ハン ドル 

#2, -(SP) * デバ イス ドラ イ バ か ら の 直接 入力 
$44 * jioctrl 

12 (SP), SP * 現在 の PCMz の 実行 状況 が 返る 


D1, -(SP) 
$3E * close 
#2, SP 


#0.D0 
buffer,D0O 
nothing 
#$20,D0 
1b11 
#$0C, DO 


#$10,D0 
1b12 
#$0C, DO 


#2.D0 
#1.D0 
mSsg_table,A0 


(A0,D0.w), -(SP) 

$09 * print 
#4,SP 

$00 * exit 


nothing_mSsg 
$09 * prTint 





addq.1 #4,SP 
FNC $00 * eXit 


-data 
DC 邊 HG: 
dc.b "PCM',0 
nmOthing_mSg: 
dc.b  ' 何 も 実 行 し て いま せん 。「,13,10,0 


.・eVehn 
mmSg_table: 

dc. 1 mSg02.msg04,msg12.msgl4.msg22,msg24 
呈 Sg02: 

dc.b "出力 中 : IO0CS コ ー ル $60 を 実行 中 。',13,10,.0 
呈 Sg04: 

dc.b "入力 中 : IOCS コ ー ル $61 を 実行 中 。',13,10,.0 
叶 Sg12: 

dc.b "出力 中 : 10CS5 コ ー ル $62 を 実行 中 。',13,10,0 
叶 Sg14: 

dc.b "入力 中 : 10C5 コ ー ル $63 を 実行 中 。',13.10,0 
時 Sg22: 

dc.b "出力 中 : 10C5 コ ー ル $64 を 実行 中 。',18,10,0 
ョ Sg24: 

dc.b "入力 中 : I10CS コ ー ル $65 を 実行 中 。',13,10,0 

bss 

buffer: 

ds.b 1 

. end 


ま IOCTRL 可 能 な デバ イス “PCM" を 利用 し て 、 現 在 の PCM の 実行 状況 を 表示 し ま 
* す 。 


w、 ら SMPL 88 





ま 
キ Function call sample program #29 
* $FF2F dup0 
キ 
include macro.h 
-text 
SaTt: 
tst.b  (A2)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
beq noname * 。 0 な ら ば noname へ 
move.w #$20,-(SP) * 通常 ファ イル 
move.]1 4A2,-(SP) * コ マン ドラ イン = ニテ ファ イル 名 
FNC $3C * create 
addq.1 #6,.SP 
tst.1 DO * テ ラー? 
bmi crTeate_err * 。 な ら ば create_err へ 
move.w DO0,hand1 * ファ イル ハン ドル を hand1 へ 
move.w #2,-(SP) * 標準 エラ ー 出 力 
move.w DO0,-(SP) 
FNC $2F * dup0 
addq.1 #4,.SP 
St。 1 DO ャ テーマ 
bmi dup0_err * 。 な ら ば dup0_err へ 


move.1 #BOTTOM-start+$F0,-(SP) * 自分 に 必要 最小 限 の メモ リ 
pea 16 (A0) * 現在 の PSP 


239 





jO4W6: 


crTeate_err: 


dup0_err: 


eXe6C_eTT: 


disp_abort: 


IOnam6_WSg: 


Create_err_MWSg: 


dup0_err_msg: 


eX6C_6TT_mSg: 


Pl: 


FILB: 


hand1 : 


BOTTOM: 


クタ の 


FNC 
addq. 1 


電信 間 よ 
pea 
pea 
mOVe.W 
FNC 
1ea 

も も 全 ま 。 よ 
bmi 
mOVe.W 
mOVe.w 
FNC 
addq. 1 
WOVe.W 


FNC 
addq. 1 


FNC 
pea 
bra 


pea 
bra 


pea 
bra 


pe4 


FNC 
addq. 1 


FNC 
-data 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 
dc.b 
dc.b 
・bss 
ds.w 
equ 


・end 


$4A4 * setblock 

#8,SP 

-(SP) * 現在 の 環境 

P1 * コ マン ドラ イン : (nu11) 
FILE * ファ イル 名 : 8:\command.x 
#0, -(SP) * load & exec 

$4B * eXeC 

14(SP), SP 

DO * エラ ー? 

eXeC_eTr * 。 な ら ば exec_err へ 
#2,-(SP) * 標準 エラ ー 出 力 
#2,-(SP) * も と に 戻す 

$2F * dup0 

#4, SP 

hand1, -(SP) 


* も と の 77 化 を 2n-Z (dup0 の 返り 値 を 渡し て も よい ) 
$3E * close 


#2, SP 
$00 * exit 
IOIam6_mSg 


disp_abort 


crTeate_erT_WSg 
disp_abort 


dup0_err_mSsg 
disp_abort 


Xe6C_eTT_mSg 


$09 * print 
#4,SP 
$00 * exit 


"ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい ',13.10 
0 


"ファ イル を 作成 で きま せん ',13,10 
0 


"ファ イル ハン ドル を 強制 榎 写 で きま せん ',13,10 
0 


"command.x を 起動 で きま せん ',13,10 
0 


0 


"ai\command.x ,0 





標準 エラ ー 出 力 を す 、 コ マン ドラ イン で 指定 し た ファ イル ヘ へ リダイレクト し 
た 状態 で command.x を 起動 し ます 。 その 結果 、 こ の command.x か ら 立 ち 上 げた 
ブロ グラ ム が 標準 エラ ー 出 力 に 出力 し た 文字 列 は 、 指 定 し た ファ イル の 中 に 
入る こと に な り ま す 。 


EE に コ 


USag6: Sample29 <filename> 


W MPL 30 


ネ 
ま Function call sample program #30 
を $FF45 dup 
ネ $FF46 dup2 
ネ 
include macro.h 
・text 
Start: 
move.w #1,-(SP) * 標準 出力 
FNC $45 * dup 
addq.] #2,SP 
tst.1 DO * エ ラー7?7 
bmi dup_err * ま な ら ば dup_err へ 
move.w DO0,hand11 * 複写 先 の ハン ド ル を 保存 
addq.w #1.D0 * 次 の ハン ドル 
move.w DO0,hand12 * 捜 写 先 の ハン ドル を 保存 
move.w DO,-(SP) * 次 の ハン ドル に 複写 
move.Ww #],-(SP) * 標準 出力 
FNC $46 * dup2 
addq.1 #4,SP 
を は も 、 1 D0 
bmi dup2_err 
move.w hand11,.D1 
move.w D1,-(SP) * 複写 ハン ドル 1 に 出力 
pea4 Sgl 
FNC $1E * fputs 
addq.】 #6,SP 
move.1 D1,D0 
bsr hex2 * 16 進 2 桁 表 示 サ ブ プルー チン 
move.w D1,-(SP) * 複写 ハン ドル 1 に 出力 
pea mSg2 
FNC $1E * fputs 
addq.1 #6,SP 
move.Ww hand12,.D1 
mOve.w D1,-(SP) * 複写 ハン ドル 2 に 出力 
pea msgl 
FNC $IE * fputs 
addq.1 #4,SP 
move.1 D1,DO 
bsr hex2 * 16 進 2 桁 表 示 サ プ ブルー チン 
WOVe.w D1,-(SP) * 補 写 ハン ドル 2 に 出力 
pea WSg2 
FNC $IE * fputs 
addq.1 #6,SP 
mOVe.Ww hand11,-(SP) 
FNC $3g * close 
addq.1 #4,SP 
mOVe.w hand12,-(SP) 
FNC $3E * close 


addq.1 #4,SP 


クタ 7 





FNC 


duD_eTT: 
pea 
FNC 
addq. 1 


と FNC 
dup2_ errT: 
pea 
FNC 
addq.1 


FNC 


hex2: 
move.1 
Et 』 
bsr 
move.1 
hexl: 
and.w 
add.W 
cmD.W 
bcs 
add.w 
hex0: 
mOVe.W 
mOVe.W 
FNC 
addq. 1 


rts 


.data 
mSg1: 
dc.b 
mSg2: 
dc.b 
dc.b 
duUD_eTT_mSg: 
NN dc.b 
dc.b 
duUD2_eTT_mSg: 
dc.b 
dc.b 


.bss 
hand11: 

ds.w 
hand12: 

dS.w 


. end 


$00 


duD_erTT_mSg 
$09 
#4,.SP 


$00 


dup2_err_WSg 
$09 
#4, SP 


$00 


D0,.-(SP) 
#4.D0 
hex1 
(SP)+, D0 


#$0F, DO 
#0',D0 
#$3A, DO 
hex0 
#7,D0 


D1,-(SP) 
DO,-(SP) 
$1D 
#4,SP 


* eXit 


* print 
* eXit 


* prTint 


メ 


* exit 


* 16 進 2 桁 表示 サブ ルー チン 
* (出力 ハン ドル 指定 ) 


* fputc 


"ファ イル ハン ドル 「,0 


に 出力 し て いま す ',13,.10 


0 


"ファ イル を 複写 (dunp) で きま せん ',13,10 


0 


"ファ イル を 強制 提 写 (dup2) で きま せん ',13.10 


0 


* 標準 出力 を 複写 強制 複写 し 、 そ れ ぞ れ の 複写 先 の ファ イル ハン ドル を 使っ 
* で 、 標 準 出力 に 設定 され て いた デバ イス に 文字 列 を 出力 し て みせ ます 。 


um 


a) "SAMPLBE31.S" 
3 
3 Function call sample program #31 part1 
に $FF4B exec 
ネ $FF4D wait 
ネ 
クタ ク 





include macro.h 


sitext 
ルコ 
move.1 #BOTTOM-start+$F0,-(SP) * 自分 に 必要 最小 限 の メモ リ 
Dea 16 (40) * 現在 の PSP 
FNC $4A * setblock 


addq.1 #8.SP 





clr.1  -(SP) * 環境 は 現在 の も の を 引き 継ぐ 
D94 P1 * コマ ンド ライ ン の ポイ ンタ 
Dea FILE * ファ イル ネー ム 
move.W #0,-(SP) * モー ド 0 :LOAD & EXEC 
FNC $4B * eXec 
lea 14(SP),SP 
tst.1 DO * エ ラー の 
bmi canitot_exec * 。 な ら ば cannot_exec へ 
FNC $4D * wait 
lsl.w  #2.D0 * 終了 コー ド ※ ポ 4 
1ea msgtabl,A0 
move.] (A0,.D0.w),-(SP) 
FNC $09 * print 
addq.1 #4.SP ・ 
FNC $00 * exit 
3mhOt_eXeC: 
pea CahnOt_eXec_mSg 
FNC $09 * print 
addq.1 #4.SP 
FNC $00 1 * exit 
Pl: 
dc.b 0 
FILE: 
dc.b 人 92 0 
eVen 
Sgtabl : 
d6 賠 WSgl.mSg2,msg3 
Sg]1 : 
dc.b "パワー スイ ッ チ だ より 起動 し まし だ 19.10 
dc.b 0 
S82: ・ 
dc.b "外部 スイ ッ チ に より 起動 し まし た ',13.10 
dc.b 0 
Sg3: 


dc.b "タイ マ に より 起動 し まし た ',13.10 
dc.b 0 


canOt exec_mSg: 
dc.b "s31_2.x を 実行 で きま せん で し た ',13,10 


dc.b 0 

BOTTOM: eqU ネ _ 
- end 

DS31 2.9" 

キ 

ネ Function call sample program #31 part2 

* $FF4C exit2 

キ 


include macro.h 


フタタ 


Start: 


2 


ぁ 此 6Xt 


10CS $8E 
lsr.1 #8.D0 
lsr.1 #8,.D0 
lsr.1  #8,.DO 
move.w DO,-(SP) 
FNC $4C 

. end 


WEu 39 


に に に に に 、 コ 


Start: 


SeaTch: 


601 : 


クタ タ 


Function call sample progrTam #32 
$FF52 setenv 
$FF53 getenv 


include macro.h 


tst.b  (A2)+ 

beq honame 
move.1 A2,cmdptr 
pea getbuf 

clr. 1 -(SP) 

pea getname 

FNC $53 

1ea 12 (SP), SP 
Si DO 

bmi get_err 

1ea getbuf,A1 
move.1 Al,begin_ptr 
move.1 cmdptr,A2 
clr.b skipping 
clr.b eol_flag 
move.b (A1)+, DO 

beq eo1 

cmp.b #:,DO 

beq delim 

tst.b skipping 

bne search 

cmp.b (42)+.D0 

beq search 
mmOVe.b #-1,skipping 
bra search 
move.b #-1,eol_flag 
sub. 1 #1.begin_ptr 


* BOOTINF (10CS) 


* 起動 情報 を 得る 


* exit2 


3 de に 、 コ 


3 


この サン プル は 2 つの プロ グラ ム を 1 組 と し て 使用 し て くだ さい 。 
【partl に つい て 】 
$FF4 Bexec で part2 を ロー ド 改 実行 し て いま す 。 終了 コー ド は exec コ ー 
ル の 返り 値 と し て DO に 返っ て きま す が 、 こ こ で は あえ て $FF4Dwait を 使 
用 し て 再度 終了 コー ド を 得 て い ます 。 
【partL2 に つい て 】 

IOCS を 利用 し て 得 ら れ た 起動 情報 を 終了 コー ド と し て 返し て いま す 。 


parti と part2 は 同じ ディ レク トリ に ある 必要 が あり ます 。 


コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
0 なら ば noname へ 


環境 変数 'path' 


getenv 


に 
な ら ば get_err へ 


バッ プア ァ の 先頭 か ら サ ー チ 開始 


コマ ン の 内 容 を サー チ 
スキ ラグ クリ ア 
行末 リア 
バッ ファ か ら 1 文 字 
$00 な ら 行 末 。 eol へ 
ウリ 0 ミ ダグ MSZ 
な ら ば delim へ 
スキ ッ プ 中 ? 
な ら ば search へ 
コマ ンド ライ ン と 比較 
一 致す る な ら マ ッ チ ング を 続け る 


ンド ライ 
ッ プ 中 フ 
プラ ググ ク 


スキ ッ プ 開始 


行末 フラ グ を 立て る 
最後 の : を 消す た め 








し コ 91 日 


elim2: 


吾 き tch : 


呈 3tch_ loop: 


not_found: 


HOI8MG: 


get_err: 


set_err: 


disp_abort: 


not_found_mSg: 


IOIamGe_MSg: 


get_eTT_WSg: 


Set_6TT_WSg: 


getname: 


cdDtr: 


begin_ptr: 


tst.b skipping * スキ ッ プ 中 だ っ た ? 

bne delim2 * 。 な ら ば delim2 へ 

tst.b (42) * 比較 文字 列 も 行末 ? 

beq match * 。 な ら ば 完全 一 致 で match へ 
tst.b eol_flag * 行 来 だ っ た 7 

bne not_found * 。 な ら ば not found へ 
move.1 Al,begin_ptr * ポイ ンタ 更新 

move.] cmdptr,A2 * 再び コマ ンド ライ ン 先 頭 か ら マ ッ チ ング 
clr.b skipping * スキ ッ プ 中 フラ グ は クリ ア 
bra search 

move.w #255,D0 * 最高 で も 2 55 文 字 ま で 


move.1 begin_ptr,A2 

* 削除 開始 
move.b (A1)+, (42)+ 
dbeq DO,match_loop 


pea getbuf * 処理 後 の 変数 の 内 容 
Cl: 人 4 = 所 

pea getname * 環境 変数 path' 
FNC $52 * setenv 

addq.1 #8,.SP 

し 31 DO を ダー ダ 

bmi set_err * 。 な ら ば set_err へ 
FNC $00 * exit 

pe4 not_found_mSsg 

bra disp_abort 

pea IOnam6_mWSg 

bra disp_abort 

pea get_erT_mSg 

bra disp_abort 

pea Set_err_mSg 

FNC $09 * print 

addq.1 #4,.SP 

FNC $00 * exit 

.data 


dc.b 指定 され た パス は 登録 され て いま せん ',13,10 
dc.b 0 


dc.b "削除 する パス 名 を 指定 し て くだ さい ',13,.10 
dc.b 0 


dc.b * 環境 変数 ,$27,'path ,$27. が あり ませ ん ',13.10 
dc.b 0 


39 環境 変数 ,$27.'path'.$27.' を 設定 で きま せん '.13.10 
Ca 0 


dc.b "path',0 


-bss 
ds. 1 1 
ds. 1 1 


22 ぢ 


getbuf: 


ds.b 256 
skipping: 

ds.b | 

. end 


* 環境 変数 path' に 登録 さも れ て いる バス の 中 か ら 、 コマ ンド ライ ン で 指定 し 
* た パス を 削除 し ます 。 

ネ 

ま USa86: sample32 <path> 


Ww、 SMPL 33 


ネ ( 
* Function call sample program #33 
ま $FF2E verify 
* ま $FF54 verifyg 
* 
include macro.h 
eX も 
StaTt: 
FNC $54 * Verifyg 
tst.1 DO * ベリ ファ イ し て いる ? 
bne turn_off * ネ し て いる な ら ば turn_off へ 
tuTn_On: 
move.Ww #1.DO * VERIFY = ON 
1ea verify_on_mSsg,Al 
bra set_verify 
turn_off: 
move.w #0,.DO * VERIFY = OFF 
1ea verify_off_msg,A1 
set_verify: 
move.w D0,-(SP) 
FNC $2E * verify 
addq.1 #2,SP 
move.1 Al,-(SP) 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * eXit 
.data 


Verify_on_WSg: 
dc.b "VERIFY を <on> に し まし た 「,13.10 
dc.b 0 

Verify_off_msg: 
dc.b *VERIFY を <off> に し まし た 「,13.10 
dc.b 0 


- end 


* 。 VERIFY の <on>、<off> を 切り 替え ます 。 


2 タダ 6 











ei 94 


ま 
ま Function call sample program #34 
モ $FF56 rename 
キモ 
include macro.h 
。 6Xt 
Siart: 
tst.b  (A2)+ 
beq noname 
1ea argl, Al 
bsr getarg 
も 1 DO 
beq aTg_eTT 
1ea arTg2,A1l 
bsr getarg 
tst.1 DO 
beq aTg_erT 
pea arTg2 
pe3 arTg1 
FNC $56 
addq.1 #8,.SP 
tst.1 DO 
bmi Ten_err 
FNC $00 
Ten_err: 
pea Ten_eTT_mSg 
FNC $09 
addq.1 #4.SP 
FNC $00 
IOIamW6: 
pea Ioname_mSg 
bra disp_abort 
aTg_eTT: 
pea aTg_eTT_WSg 
disp_abort: 
FNC $09 
addq.] #4,SP 
FNC $00 
getarg: 
moveq  #0,.D0O 
moveq #0.D7 
getarg_loop: 
move.b (42)+, DI 
beq eol 
cMD.D お だ,D1 
beq delim 
cmDp.b  #9.D1 
beq delim 
WOVeq  #-1.D7 
move.b D1,(A1)+ 
addq.1 #1,D0O 
bra getarg_loop 
delim: 
tst.1 D7 
beq getarg_loop 


トコ 


EE 


EE コ 


コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
0 な ら ば noname へ 


argv[1] 
arg 取 得 サ ブ プルー チン コー ル 
文字 数 は 0 ? 

な ら ば arg_err へ 


argV[2] 
arg 取 得 サ プ ブルー チン コー ル 
文字 数 は 0 ? 

な ら ば arg_err へ 


* 変更 後 の 名 前 


* 変更 前 の 名 前 

* Tename 

東征 あー マヤ 

* exit 

* prTint 

* exit 

* print 

* exit 

* arg 取 得 サ プル ー チ ン (簡易 型 ) 
* 文字 数 リセ ッ ト 

* arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 

* 1 文字 get 

* 。 $⑧00 な ら ば eol へ ブラ ンチ 
* スペ ー ス 7 

* 。 な ら ば delim へ 

* タブ 7 

* 。 な ら ば delim へ 

* それ 以外 な ら ば . . 

* arg 開始 フラ グ を セッ ト 

* aTg パ バッ ファ に コピ ー & ポイ ンタ 二 1 
* 文字 数 +1 

* arg 開 始 済み ? 

* 。 まだ な ら ば getarg_loop へ 


クタ Z 


Se01 : 
subq. 1 
Cr。b 


Tts 


-data 
IOnamWe_Sg: 

dc.b 

dc.b 
aTg_eTT_WSg: 

dc.b 

dc.b 
Ten_eTT_mSg: 

dc.b 

dc.b 


-bss 
aTg1l: 

ds.b 
aTg2: 

ds.b 


. Id. 


#1.A2 
(A1)+ 


* コ マン ドラ イン ポイ ンタ 補正 
* arg に エン ド マ ー ク 


~ 旧 、 新 各 フ ァイル 名 を 指定 し て くだ さい ',13.10 


0 


"パラ メー タ が 異常 で す ',13.10 


0 


"リネ ー ム に 失敗 し まし た ',13,10 


0 


64 


64 


* コマ ンド ライ ン で 指定 し た 旧 、 新 各 フ ァイル 名 に 従っ て リネ ー ム を 行い ま 
* す 。 COMMAND.X の REN コ マン ド と は 、 新 旧 で 異な る ディ レク トリ を 指定 し た 場 
* 合 、 フ ァイル の 移動 も 行う 点 、 そ し て ディ レク トリ 名 の リネ ー ム も 行え る 点 


ネ 
に 
* 
に 


ei 35 


EE 


include macro.h 


.text 
Start: 

mmOVe.W 
1oop: 

mOVe.W 

pea 

FNC 

addq.1 

も 8 泥 。 間 

beq 


MOV6.W 


FNC 
addq. 1 


dbra 

FNC 
Open_eTT: 

pea 


FNC 
addq. 1 


2 タダ 


#3-1,D7 


#$20,-(SP) 
name 

$5A 

#6,SP 

DO 
open_err 


D0,-(SP) 


$3E 
#2,.SP 


D7, 1oop 
$00 
OPDeI_eTT_mWSg 


$09 
#4,SP 


Function call sample Drogram #35 
$FF5A creattmp 


* 


を 


で す 。 COMMAND.X で は 、 あ えて ファ ンク ショ ンコ ー ル $FF5 6rename の 機能 
を 制限 し て 利用 し て いま す 。 


USa86: sample34 <old_name> <new_name> 


3 個 フ ァイル を 作る 
通常 ファ イル 


creattmp 


close 


eXit 


print 














FNC 






.data 
だ 

dc.b 
HGN_STT_mSg: 


. end 


Wa 9D 


人 


teXt 
staTt: 

tst.b 

beq 


mmOVe.W 
move. 1 
FNC 

ま FNC 
addq.1 
tst.1 
bmi 


mOVe.W 
FNC 
addq.1 


pea 
FNC 
addq.1 


FNC 


eTTOT: 
cmWD. 1 
bne 


pea 

bra 
ODen_6TT: 

pea 

bra 
nofile: 

pea 
disp_abort: 

FNC 

addq. 1 


FNC 





ま 
利和 イト し ます 。 CONF1IG. 
ま 
日 


$00 


"temp??2?7.$$$ ,0 


* exit 


"これ 以上 テン ポラ リフ ァイル を オー プン で きま せん 「,13,10 


0 


テー タ は 3 以上 に し て くだ き 
数 回 続け て 実行 し て みる る と 動作 が よく 理解 で きる と 思い ます 。 


Function call] sample program #36 
$FF5B create2 


include macro.h 


(42)+ 
nofile 


#$20, -(SP) 
A2,-(SP) 
$5B 

$3C 

#6, SP 

D0 

eTTOT 


D0, -(SP) 
$3B 
#2.SP 


create_mSsg 
$09 

#4, SP 

$00 
#-$80,.D0 


ODeh_erTT 


eXist_mSg 
disp_abort 


ODeI_eTT_WSg 


disp_abort 
nofile_msg 


$09 
#4.SP 


$00 


# 


ネ 


ネ 


キ 


tmp?729.833 と いう マス ク で 表現 され る テン ポラ リフ ァイル を 3 個 ク リエ 
La "を 指定 し て いる 場合 、 第 1 パラ 


コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
0 なら ば nofile へ 


通常 ファ イル 

コマ ンド ライ ンー ファ イル 名 
cteate2 

create 


エラ ー? 


な ら ば error へ 


close 


print 


exit 


既に 同名 の ファ イル が 存在 ? 


print 


exit 


2 タ 29 


-data 


nofile_mSsg: 
dc.b "ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい ',13,10 
dc.b 0 

create_mSg: 
dc.b "ファ イル を 作成 し まし た ",13.10 
dc.b 0 

eXiSt _mSg: 


dc.b "ファ イル は 既に 存在 し ます ',13.10 
dc.b 0 

ODeI_6eTT_WSg: 
dc.b "ファ イル を 作成 で きま せん ',13,10 


dc.b 0 

- end 
* コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル 名 の ファ イル を 作成 し ます 。 既に 存在 
* する ファ イル と 同名 の ファ イル を 作成 し よう と し た 場合 、 作 成せ ず に 終了 し 
* ます 。 $FTF5Bcreate2 を 使用 し て いる 部 分 を $FF3 Ccreate に 置き 換え 
* て 違い を 確認 し て くだ さい 。 
ネ 
* USag6: sample36 <filename> 


7 に 97 


* 

を Function call sample program #37 

* $FF5C lock 

* 
include macro.h 
語 人 の も 

start: 
tst.b (42)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
beaq noOname * 0 なら ば noname へ 
move.w #0,-(SP) * Compatible/RBEAD 
move.1 42,-(SP) * コ マン ドラ イン = ニテ フ ァイル 名 
FNC $3D * OpeI 
addq.1 #6,SP 
tst.1 DO * エラ ー ツ ウツ 
bmi Open_err * な ら ば open_err へ 
move.w DO,hand1 * ファ イル ハン ドル を hand1 へ 
move.w #2,-(SP) * ファ イル の 終端 か ら . . 
move.1 #0,-(SP) * オフ セッ ト 0 の 地点 へ 
move.w hand1,-(SP) 
FNC $42 * seek 
addq.1 #8,SP * DO に は ファ イル サイ ズ 
move.] DO,filesize * フ ァイル サイ ズ を filesize へ 
move.1. D0,-(SP) * ファ イル 全域 を . . 
move.1 #0,-(SP) * ファ イル 先頭 か ら ロ ッ ク し ます 
move.w hand1,-(SP) 
move.w #0,-(SP) ォ * ォ ロック 設定 
FNC $5C * lock 
1ea 12 (SP), SP 
pea 1ock_msg 
FNC $09 *# print 
addq.1 #4,SP 


25 の 








OHamG: 


Open_eTT: 


eXec_eTT: 


disp_abort: 


1) 


FILE: 


lock_msg: 


Unlock_WSg: 


Oha4f6_WSE: 


ODeI_6TT_WSg: 


eXeGC_eTT WSg: 


mOve. 1 
pea 
FNC 
addq. 1 


や 1 
pea 
pea 
mOVe.W 
FNC 
1ea 
move. 1 


MOVE. 
moVe. 
mov6. 
MOVG6. 
FNC 
1ea 


= ネーー 


moVve. 1 
8 も 。 1 
bmi 
pea 
FNC 
addq. 1 
FNC 
pea 


bra 


pea 
bra 


pea 


FNC 
addq. 1 


FNC 
.data 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 
dc.b 
dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


#BOTTOM-start+$F0,-(SP) * 自分 に 必要 最小 限 の メモ リ 


16 (A0) 
$4A 
#8,SP 


ー(SP) 

P1 

FILE 
#0,-(SP) 
$4B 
14(SP),SP 
D0,-(SP) 


filesize, -(SP) 
#0,-(SP) 
hand1,-(SP) 
#1,-(SP) 

$5C 

12 (SP), SP 


(SP)+, D0 
DO 
eXeC_erTr 
unlock_msg 
$09 

#4,SP 

$00 
noname_mSg 


disp_abort 


OpDeh_6eTT_WSg 
disp_abort 


eXeC_6TT_mSg 


$09 
#4,SP 


$00 


0 
0 


"ai\command.X ,0 


* 
キネ 


EE EE 、 に 、 コ 


に 


* 


現在 の PSP 
setblock 


現在 の 環境 

コマ ンド ライ ン : (nu11) 

ファ イル 名 : ai\command.X 
1oad & exec 

eXec 

exec の 結果 を プッ シュ 


ファ イル 全域 を . . 
ファ イル 先頭 か ら ロ ッ ク し ます 


ロッ ク 解 除 


1ock 


exec の 結果 を ポッ プ 
エラ ター マヤ 
な ら ば exec_err へ 


print 


eXit 


print 


exit 


"ファ イル を ロッ ク し まし た 「,13.10 


0 


"ファ イル の ロッ ク を 解除 し まし た ',13,10 


0 


"ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい ',13.10 


0 


"ファ イル が みつ か り ま せん 「',13.10 


0 


'command.x が みつ か り ま せん ',13.10 


0 
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-bss 


handl: 

ds.w 1 
filesize: 

ds. 1 1 
BOTTOM: equ ネ 

- end 


* コマ ンド ライ ン で 指定 し た ファ イル 全域 を ロッ ク し た 状態 で command. x を 起 
* 動 し ます 。 TYPEB コ マン ド な ど を 使っ て 、 指 定 し た ファ イル に アク セス で き な 
* いこ と を 確認 し て くだ さい 。 

* この プロ グラ ム を 実行 する た め に は 、 ド ライ ブ A の ルー トディ レク トリ に 
* command.x が 存在 する こと が 必要 で す 。 
* 
* 


US4g6: sample37 <filename> 


Ke dB 


ネ 
ネ Function call sample program #38 
ま $FF5F assign 
ネ 
include macro.h 
.text 
start: 
tst.b (42)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 を チェ ッ ク 
beq noname * 文字 数 0 な ら nodrv へ 
pea buffer 
move.1 42,-(SP) * コ マン ドラ イン ニー ドラ イブ ネー ム 
move.Ww #0,-(SP) * アサ イン 状況 を 得る 
FNC $5F * aSSign 
1ea 10(SP), SP 
tst.1 DO 
bmi drVerr 
cmp.b  #$40,D0 * アサ イン イン デック ス が $40 な ら 
beq normal * normal へ 
cmp.b  #$50,.D0 * ア サイ ン イ ン デ ックス が $50 な ら 
beq vertical * vertical へ 
cmp.b  #$60,.D0 * ア サイ ン イ ン デ ックス が 3$60 な ら 
beq subdir を subdir へ 
bra nodrv 
normal: 
pea nOTmal_mSg 
bra 1b11 
Vertical: 
pea Vertical_mSg 
bra 1b11 
subdir: 
pea Subdir_msg 
1b11: 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
pea buffer 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
pea desu 





FNC $09 * print 






addq.1 #4.SP 
FNC $00 * exit 
pea nhOham6_WSg 
bra disp_abort 
pea4 drVeTT_mSg 
bra disp_abort 
pea TnOdTV_WSg 
FNC $09 * DTint 
addq.1 #4,.SP 
FNC $00 * exit 
.data 
本 本 で 理 SP: 
dc.b "ドラ イブ ネー ム を 指定 し て くだ さい 「,13.10 


dc.b 0 
me _mS5: 
dc.b "ドラ イブ ネー ム が 異常 で す ',13,10 
dc.b 0 
IGTm_mS5g: 
dc.b "ドラ イブ が 存在 し ませ ん ',13,10 
dc.b 0 
Nmmdal_mSg: 
dc.b ・ ド ライ ブ は 通常 の ドラ イブ で 、 カ レン トディ レク トリ は 「,0 
Nriical_mSg: 
dc.b "ドラ イブ は 仮想 ドラ イブ で 、 こ の ドラ イブ と し て アク セス する " 


dc.b "サブ プ デ ィ レ クト リ は 「,0 


mbdiT_mSE: 
dc.b ・ ド ライ ブ は 他 の ドラ イブ の サブ ディ レク トリ と し て アク セス .' 
dc.b "され 、 そ の ディ レク トリ は 「',0 
St : 
dc.b "で す 。「,13.10 
dc.b 0 
bss 
paffer: 
ds.b 65 
. end 
= コマ ンド ライ ン で 指定 し た ドラ イブ の アサ イン 状況 を 調べ ます 。 
キ 
ま USa86: sample38 <drive> 


、 39 


キ 
ネ Function call sample program #39 
キ $FF7C getfcb 
ネ 
include macro.h 
.text 
start: 
tst.b  (A2)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 を チェ ッ ク 
beq noname * ま 0 な ら noname へ 
clr.1  -(SP) * スー パー バイ ザ モ ー ド へ 


253 





FNC 
addq. 


mOoVe. 
mOVe. 
FNC 
addq. 
tst.1 
bmi 


WMOV@. 


WOVe. 
FNC 
addq. 


mOV6. 
mOVe. 
1oop: 
mOV6. 
bsr 
WOV6. 
FNC 
addq. 


dbra 


mOVe. 
FNC 
addq. 


FNC 


IO: 
pea 
FNC 
addq. 


FNC 


OPDen_eTT: 
pea 
FNC 
addq. 


FNC 


hex2: 
moOVe. 
lsr.w 
bsr 
WOV6. 
hex1: 
and. 
add.w 
cmD.W 
bcs 
add.w 


宇 


hex0: 
mOVe. 
FNC 
addq. 


rts 
・data 


HIOIa6_NSg: 
dc.b 


1 


W 
1 


1 


1 


1 


1 


1 


$20 
#4,SP 


#0, -(SP) 
A2, -(SP) 
$3D 

#4, SP 

DO 
open_err 


DO,D7 


D0,-(SP) 
$7C 
#4,SP 


D0,A1 
#$60-1.D1 


(A1)+, DO 
hex2 

# 「,-(SP) 
$02 

#2,SP 


Dl,1oop 


D7,-(SP) 
$3B 
#2.SP 


$00 


noOname_mSg 
$09 
#4, SP 


$00 


Open_eTrT_mSg 
$09 
#4, SP 


$00 


DO0,-(SP) 
#4,D0 
hex1 
(SP)+, D0 


#$0F,D0 
#0',.D0 
#$3A,D0 
hex0 
#7.D0 


D0,-(SP) 
$02 
#2.SP 


* SUDeT 

* 返り 値 は 読み 捨て る 

* (ユー ザ モ ー ド へ の 復帰 を 省略 し た た め ) 
* READ 

キネ OpDel 

* エ ラー? 


* 。 な ら ば open_err へ 


* ファ イル ハン ドル を D7 に 保存 


* getfcb 


* 1 6 進 2 桁 表示 ルー チン コー ル 


* putchar 


* close 


* exXit 


* Drint 


* exit 


* print 


* exit 


* 1 6 進 2 桁 表 示 ル ー チ ン 


* putchar 


"ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい ',13.10 











し ます 。 


sample39 <filename> 


SMPL 40 


Function call sample program #40 
$FF7D malloc2 
$FF7E mfree2 


include macro.h 


move.1 A0,A1 ネ 
move. 1 

pea 16 (40) * 
FNC $4A * 
addq.1 #8,SP 

pea mSgl 

FNC $09 * 
addq.1 #4,SP 

move.1 #$1000,-(SP) ネ 
move.W #0,-(SP) を 
FNC $7D * 
addq.1 #6,SP 

move.1 DO.mb0 

move.1 #0,.D2 

bsr area_disp 

move.1 #$1000,-(SP) * 
move.w #0,-(SP) キネ 
FNC $7D * 
addq.1 #6,SP 

move.1 DO,mb1l 

move.1 #1.D2 

bsr area_disp 

pea mSg2 

FNC $09 * 
addq.1 #4,SP 

move.1 mb0,-(SP) 中 
FNC $7E * ま 
addq.1 #4,SP 

move.1 mb1.DO 

move.1 #1.D2 

bsr area_disp 

pea mSg3 

FNC $09 ネ 
addq.1 #4,SP 


dc.b 0 
一 芋 Sg: 
dc.b "ファ イル が みつ か り ま せん ',13.10 
dc.b 0 
. end 


シンド ライ ン で 指定 し た ファ イル を オー プン し 、 そ の FC B の 内 容 を ダ 


PSP-$10 を A1 に 待避 


#BOTTOM-start+$F0,-(SP) * 自分 に 必要 最小 限 の メモ リ 


現在 の PSP 
setblock 


print 


メモ リブ ロッ ク 0 を 確保 
malloc と 同様 な 割り 当て 方 法 


malloc2 


メモ リブ ロッ ク 1 を 確保 
malloc と 同様 な 割り 当て 方 法 


malloc2 


print 


メモ リブ ロッ ク 0 を 開放 
mfree2 


print 


25 ぢ ? 


枯 OVe. 
TOVe. 


FNC 


addq. 
mOV6. 


加 OVe. 
可 OV@. 


bsr 


MOV@. 
IOVG. 


bsr 


pea 
FNC 


addq. 


TOV6e. 
IOVe. 


FNC 


addq. 
mmOVe. 


OVG@. 
剖 OV@. 


bsr 


mlOV6. 
WOVGe. 


bsr 


MOVe. 
TOV@. 


bsr 


pea 
FNC 


addq. 


MOV6. 
MOV6. 


FNC 


addq. 
mOV6. 
moVe. 
mOVe. 


bsr 


WOVGe. 
IOV6. 


bsr 


mOV6. 
TOV6. 


bsr 


MOVe、 
MOVe. 


bsr 


和 OVGe. 


FNC 


addq. 


FNC 


arTea_disD: 
MOV6. 


256 


っ ー 


ュー ルー 


に コ 


ュー トー 


ょ っ 


ュー 


ュー トー 


ュー 


* メ モリ ブロ ッ ク 2 を 確保 
* メ モリ の 上 位 か ら 割 り 当 て 
* malloc2 


#$1000,-(SP) 
#2, -(SP) 

$7D 

#6,SP 

DO0, mb2 


mb1, DO 
#1.D2 
area_disp 


mb2,D0 
#2.D2 
area_disp 


msg4 
$09 
#4, SP 


* print 


* メ モリ ブロ ッ ク 3 を 確保 
* malloc と 同様 な 割り 当て 方 法 


* malloc2 


#S$1000,-(SP) 
#0,-(SP) 

$7D 

#6.SP 

D0,mb3 


mb1,.D0 
#1,D2 
area_disp 


mb2,D0 
#2,.D2 
arTea_disp 


mb3,D0 
#3,.D2 
area_disp 


msg5 
$09 
#4,SP 


* print 


* メ モリ ブロ ッ ク 4 を 確保 
* 最小 メモ リ 割 り 当 て 
* alloc2 


#$10, -(SP) 
#1, -(SP) 
$7D 

#6, SP 

D0, mb4 
mb1,.D0 
#1.D2 
area_disp 


mb2,D0 
#2,.D2 
area_disp 


mb3.D0 
#3.D2 
arTea_disp 


mb4, DO0 
#4,.D2 
area_disp 


#0, -(SP) 
$7B 
#4, SP 


* mfree2 
$00 * exit 


D0,A1 











pea mb_msg 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 


move.1 D2,D0 
bsr hex2 


move.W # :,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.] #2,SP 


move.1 Al,.DO 
bsr hex8 


move.W #ー- ,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.1 #2,SP 


move.1 -8(A1),DO 


bsr hex8 
pea crTl1f_msg 
FNC $09 * Print 
addq.1 #4,.SP 
rts 
hex8: * 16 進 8 桁 表 示 サ ブ プルー チン 
move.1 DO0,-(SP) 
SWap DO 
bsr hex4 
move.] (SP)+,D0 
hex4: 
move.1 D0,-(SP) 
lsr.w #8.DO 
bsr hex2 
move.]1 (SP)+,D0 
hex2: 
move.1 DO,-(SP) 
lsr.w  #4,.D0 
bsr hex1 
move.] (SP)+,D0 
hex1: 
and.w  #$OF,DO 
add.w # お 0',DO 
cmp.Ww  #$3A,.DO 
bcs hex0 
add.w  #7,DO 
hex0: 
move.w DO,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq. 1 #2,.SP 
rts 
Sg]l: 


dc.b " 廊 S1000 バ イト の メモ リブ ロッ ク を 2 つ (MB00,.MB01)、 従 来 と 同じ 
方 法 で 取得 ', 13,10 


dc.b 0 
Sg2: 

dc.b " 支 NBO0 を 開放 ',13.10 

dc.b 0 
Sg3: 

dc.b " 衣 $1000 パ イト の メモ リブ ロッ ク (MBO02) を メモ リ の 上 位 方 向 か ら 表 
得 ',13,10 

dc.b 0 
MSg4: 

dc.b " 支 $1000 バ イト の メモ リブ ロッ ク (MB03) を 従来 と 同じ 方 法 で 豪 等 '。 
13,.10 


dc.b 0 


25Z 








唱 Sg5: 
dc.b " 支 S10 バ イト の メモ リプ ロッ ク (MBO4) を 最小 メモ リ 割 り 当 て で 取得 


二 BE3S10 
dc.b 0 
mD_mSsg: 
dc.b "Memery Block ',0 
cTIf_mSg: 
dc.b 13.10,.0 
・eVen 
mb0: 
ds. 1 1 
mb1: 
ds. 1 1 
mb2: 
ds. 1 1 
mb3: 
ds. 1 1 
mb4: 
ds. 1 1 
BOTTOM: equ * 
・end 


3 種類 の 方 法 を 使っ て メモ リ を 取得 し て みせ ます 。 
表示 を 行う た め 、 や や 冗長 な プロ グラ ム に な っ て いま す が 、 実 行 例 と 併せ 
て 各 メ モリ 取得 方 法 の 人 違い を 確認 し て くだ さい 。 


【 実 行 例 】 
充 $S1000 バ イト の メモ リブ ロッ ク を 2 つ (MBO0,MBO1) 、 従 来 と 同じ 方 法 で 取得 
Memery Block 00:00172120-00173120 
Memery Block 01:00173130-00174130 
文 MB00 を 開放 
Memery Block 01:00173130-00174130 
座 $1000 パ イト の メモ リブ ロッ ク (MBO2) を メモ リ の 上 位 方 向 か ら 取得 
Memery Block 01:00173130-00174130 
Memery Block 02:001AF000-001B0000 
文 $1000 バ イト の メモ リブ ロッ ク (MBO3) を 従来 と 同じ 方 法 で 取得 
Memery Block 01:00173130-00174130 
Memery Block 02:001AF000-001B0000 
Memery Block 03:00172120-00173120 
衣 $10 バ イト の メモ リブ ロッ ク (MBO4) を 最小 メモ リ 割 り 当 て で 取得 
Memery Block 01:00173130-00174130 
Memery Block 02:001AF000-001B0000 
Memery Block 03:00172120-00173120 
Memery Block 04:00075550-00075560 


Wayeu 41 


2 2 FE 2 2 Ke 2 FE ae ee 


* 
ネ Function call sample program #41 
ネ $FFF3 diskred 
ネ $FFF4 diskwrt 
* 
include macro.h 
.text 
Start: 
tst.b (4A2)+ * コ マン ドラ イン の 文字 数 チェ ッ ク 
beaq noOhame * ま 0 な ら ば noname へ 
1ea argl,A1 * argv[1] 
bsr getarg * arg 取 得 サ プル ー チ ンコ ー ル 
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chkloop: 





WTOIE: 


tst.1 
beq 


1ea 
bsr 
Ss も 。 ま 
beq 


moVeQq 
move.b 
or.b 
sub.w 
moOve.W 


moved 
move.b 
or.b 
sub.w 
mOVe.W 


mOVe.W 
mOVe.W 
mOVe.W 
pe3a 
FNC 
1ea 


mOVe.W 
mOVe.W 
mOVe.W 
pe 
FNC 
1ea 


1ea 


1ea・ 
mOVe.W 


cmp.b 
bne 
dbra 


pea 
FNC 
addq. 1 


FNC 


pea 
FNC 
addq. 1 


pea 
MOV6.W 
FNC 
addq. 1 


pea 
FNC 
addq. 1 


move.b 
or.b 
cmp.b 
beq 
cmp.b 
beq 


D0 
aTg_err 


arg2,A1 
getarg 
D0 
aTg_eTr 


#0.D0 
arg2,D0 
#$20,D0 
#$60,D0 
DO, subdrv 


#0.D0 
arg1,D0 
#$20,D0 
#$60,.D0 
DO0,maindrv 


#1, -(SP) 

#0, -(SP) 
maindrv, -(SP) 
mainipl 

$F3 

10(SP), SP 


#1,-(SP) 
#0,-(SP) 
subdrv, -(SP) 
subipl 

$F3 
10(SP), SP 


mainipl,A0 


subipl,A1 
#1024-1,D0 


(40)+, (A1)+ 
WTONg 
D0,chkloop 


Sam6_WSg 
$09 
#4,SP 


$00 


WTOng_mSg 
$09 
#4,SP 


inpptr 
#$0A, -(SP) 
$0C 

#6,SP 


crlf_msg 
$09 
#4,.SP 


inpptr+2,D0 
#$20,D0 
# ま y ,DO 
iplcopy 
# ま n ,D0O 
HOCODY 


* 文字 数 は 07 


< コ 


EE. コ 


* 


な ら ば arg_err へ 


argv[ 2] 
arg 取 得 サ ブ プルー チン コー ル 
文字 数 は 07? 

な ら ば arg_err へ 


サブ ドラ イブ 名 


ドラ イブ 番号 


メイ ンド ライ ブ 名 


ドラ イブ 番号 


1 セク タ 
第 0 セク タ 
メイ ンド ライ ブ 番 号 


diskred 


diskred 


IPL の 内 容 を チェ ッ ク 
違っ て いた ら wWrong へ 


print 


exit 


print 


key flush & gets 
kflush 


print 
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bra WTOHEg 


iplcopy: 
mOVe.W #1, 一 (SP) * 1 セク タ 
move.w #0,-(SP) * 第 0 セク タ 
move.w Subdryv, -(SP) * サ ブ ド ラ イブ 番号 
pea4 mmainipl 
FNC $F4 * diskwrt 
1ea 10(SP), SP 
pea CODY_mSg 
bra disp_abort 
IOCODY: 
pea ThOCODY_mSg 
bra disp_abort 
Ohame: 
pea IOname_WSg 
bra disp_abort 
aTg_eTT: 
pea aTg_eTT_mSg 
disp_abort: 
FNC $09 * pTint 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 * exit 
getarg: * arg 取 得 サ プル ー チ ン ( 簡 易 型 ) 


moveq  #0,.D0 # 文字 数 リセ ッ ト 
moveq  #0,.D7 arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 


に コ 


getarg_loop: 


move.b (4A2)+,D1 * 1 文字 get 
beq eo1 * 。 $00 な ら ば eol へ プラ ンチ 
CNDD * 洋 は * スペ ー ス 7 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
cmp.b  #9.D1 * タブ 7 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
* それ 以外 な ら ば . . 
moveq #-1.D7 * arg 開始 フラ グ を セッ ト 
move.b D1,(A1)+ * arg パ バッ ファ に コピ ー & ポイ ンタ 二 1 
addq.1 #1.D0O * 文字 数 1 
bra getarg_loop 
delim: 
et: 補 まき 9 * arg 開 始 済み ? 
beq getarg_loop * まだ な ら ば getarg_loop へ 
601 : 
subq.1 #1,A2 * コ マン ドラ イン ポイ ンタ 補正 
CESD ます (6 の * arg に エン ド マ ー ク 
rts 
-data 
Sam6_mSg: 
dc.b "IPL セ クタ に 相違 は 認め られ ませ ん ',13.10 
dc.b 0 
WTOng_mSg: 
dc.b "IPL セ クタ の 内 容 が 違っ て いま す ',13.10 
dc.b "IPL セ クタ の コピ ー を 行い ます か ? <Y/N> ',0 
CODY_NSg: 
dc.b "コピ ー を 終了 し まし た ",13.10 
dc.b 0 
IOCODY_NSg: 
直 .b "コピ ー は 行い ませ ん ',13,10 
dc.b 0 
OnaW6_WSg: こ 
dc.b "ドラ イブ ネー ム (MAIN,SUB) を 指定 し て くだ さい ',13.10 
ie.b 0 


arTg_eTT_ Sg: 
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dc.b "パラ メー タ が 異常 で す ',13,10 





dc.b 0 
crIf_msg: 
dc.b 13.10,0 
inpptT: 
dc.b 2 
dc.b 0 
ds.b 21} 
-bss 
aTgl: 
ds.b 40 
aTg2: 
ds.b 40 
mmaindrV: 
ds.w 1 
SubdrV: 
ds.w 1 
mainipl: 
ds.b 1024 
subipl: 
ds.b 1024 
. end 
* コマ ンド ライ ン で 指定 し た ドラ イブ (メイ ン 、 サ ブ ) の IPL セ クタ を 比較 
* し 、 違 い が 見 付か っ た 場合 は メイ ン の IPL セ クタ を サブ プ に コピ ー し ます 。 
* メイ ン 側 に は オリ ジ ナ ル の Human の シス テム ディ スク を 用 意 す る こと を お 
3 勧め し ます 。 
* ウイ ルス チェ ッ ク 等 に 利用 で きま す 。 
に 3 
ネ USag6: sample41 <main_drv> <sub_drv> 


Wu 48 


* 
ネ Function call sample program #42 
に $FFF5 getindos 
ネ 
include macro.h 
sb 人 
TOP: equ * 


Process_name: 
dc.b "SAMPLE42" 

main: * 割り 込み で 駆動 され る 部 分 
PUSH DO-D4/A0-A1 


FNC $F5 * getindos 
move.1 DO0,.40 * InDO0S フ ラグ の アド レス を 4A0 に 
tst.w (AO) * InDO0S フ ラグ は 0 か ? 
beq eraSe * 0 な ら ば erase へ 
move.b #%1010,DI 
bra disp 
erTaSe: 
move.b #%0000,D1 
disp: 
1ea indos_msg, Al 
move.Ww #94.D2 
move.w #31.D3 
move.Ww #2-1.D4 
I0CS $2F * B_PUTMES (IOCS) 
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2 de ae 2 9 


2 tt 2 ae 


和音 コ 


* 


ま 


初期 化 部 分 の スタ ー ト 
スー パー バイ ザ モ ー ド へ 
SUDeT 
返り 値 は 読み 捨て る 


(ユー ザ モ ー ド へ の 復帰 を 省略 し た た め ) 
INT ベ クタ ー#$46 : V-DISP 割 り 込 み (TIMER-A) 
intvcg 


DTOCeSS_IamG 

process_name の 前 4 バイ ト は 一 致す る か ? 
一 致し な けれ ば not_exist へ 

process_name の 後ろ 4 バイト は 一 致す る か ? 
一 致し な けれ ば not_exist へ 

すでに SAMPLE42 が 組み 込ま れ て いた 場合 

dammy 

割り 込み 解除 

VDISPST (1I0CS) 


常駐 し て いた SAMPLE46 の PSP+$10 
mfree 


print 


eX ま も 


乗 直 表示 期間 1 回 毎 に 割り 込み 
エン トリ ー は main 
VDISPST (IO0CS) 


print 
終了 コー ド 0 
* 常駐 きせ る バイ ト 数 
keeppr 
謗 ICO 


秒 ご と に Human の ファ ンク ショ ンコ ー ル の InDOS フ ラ 
OS ファ ンク ショ ンコ ー ル 実行 中 で あれ ば 画面 右 下 に 雄 印 を 表 


POP D0-D4/A0-A1 
rte 
indos_WSg: 
dc.b " 宙 誠 0 
- evehn 
Sa も 
clr.1  -(SP) 
FNC $20 
addq.1 #4,SP 
move.w #$4D,-(SP) 
FNC $35 
addq.1 #2,.SP 
move.1 DO,A1 
1ea -8(A1),A1 
cmp.1 # SAMP',(A1) 
bne not_exist 
cmp.1 #LE42',4(A1) 
bne not_exist 
eXist: 
move.w #$000,.D1 
きよ ゃ 夫 A1 
10CS $6C 
move.1 A1,-(SP) 
FNC $49 
addq.] #4,SP 
-De4 free_mSg 
FNC $09 
addq.1 #4,SP 
FNC $00 
not_exXist: 
move.w #$101,.D1 
1ea main,Al 
10CS $6C 
Dea keeD_WSg 
FNC $09 
addq.] #4,SP 
mOoVve.W #0,-(SP) 
move.1 #start-TOP, -(SP) 
FNC $31 
free_mSg: 
dc.b "常駐 解除 し まし た 
dc.b 0 
keeD_mSg: 
dc.b 常駐 し ます '.,13.10 
dc.b 0 
.end start 
* 。 約 1/60 
* グ を 調べ 、D 
* 示す る 常駐 プロ グラ ム で す 。 
* 一 度 実行 す 
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る と 常駐 し 、 も う 一 度 実 行 す る と 常駐 解除 し ます 。 








ら SMPL 43 


Function call sample program #43 
$FFF6 farca11 


include macro.h 


text 
SaTt: 
pea come_here * come_here を コー ル 
FNC $F6 * farca]1 
addq.1 #4,SP 


move.1 work,DO 





bsr hex8 * 16 進 8 桁 表示 ルー チン コー ル 
pea crTlf_msg 
FNC $09 * Print 
addq.1 #4.SP 
FNC $00 
eome_here: * ここ に 飛ん で くる 
move.1 0,work * スー パー バイ ザ エ リア (ここ で は $0) を 読ん で み 
る 
rts 
meX8: * 16 進 8 桁 表示 サ プ ブルー チン 
move.1 DO,-(SP) 
SWaD DO 
bsr hex4 
move.] (SP)+,D0 
hex4: 
move.1 DO0,-(SP) 
lsr.w  #8.D0 
bsr hex2 
move.]1 (SP)+, DO 
hex2: 
move.1 DO,-(SP) 
lsr.Ww  #4.D0 
bsr hex1 
move.1 (SP)+, DO 
hex1: 
and.w  #$0F,DO 
add.w # ま 0',.DO 
cmp.Ww  #$34.D0 
bcs hex0 
add.w  #7,DO 
hex0: 
move.w DO0,-(SP) 
FNC $02 * putchar 
addq.1 #2,SP 
rts 
・data 
CT1f msSg: 
dc.b 13.10,.0 
-bss 
WOTK: 
ds.1 1 
・end 
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* ま プロ グラ ム 内 の come_here を $FFF6farcall で 呼ん で み ま す 。farcall で 
* 呼ば れ た 先 で は スー パー バイ ザ モ ー ド に な っ て いる の で 、 ス ー パ ー バ イザ 領 
* 域 も アク セス する こと が で きま す 。 


区 apu 44 


* 
ネ Function call sample program #44 
ま $FFF7 memcpy 
* 
include macro.h 
.text 
Start: 
tst.b (42)+ * コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
beq noadr 
moveq  #0,.D7 * コマ ンド ライ ンー ロン グ ワ ー ド デー タ 
1oop: 
move.b (42)+,D0 
beq eo1 
sub.b #0',DO 
bcs illegal 
and.b  #%11011111,D0 
cmp.b  #$10,.D0 
bcs shift 
sub.b  #7,.DO 
shift: 
cmp.b  #$10,.D0 
bcc illegal 
lsl.1 #4.D? 
or.b D0,D7 
bra 1oop 
eol : 
move.Ww #2,-(SP) * word 
pea WOTK 
move.1 D7,-(SP) 
FNC $F7 * mmCDY 
1ea 10(SP), SP 
tst.1 DO 
bmi adr_err 
move.Ww work,DO 
bsr hex4 * 16 進 4 桁 表 示 ルー チン コー ル 
pe34 crl1f_msg 
FNC $09 * prTint 
addq.1 #4.SP 
FNC $00 * exit 
noadT: 
De34 n0adT_mSg 
bra disp_abort 
illegal: 
pea illegal_msg 
bra disp_abort 
adT_eTT: 
pea adT_eTT_WSg 
disp_abort: 
FNC $09 * print 
addq.] #4,SP 
FNC $00 * exit 


グ 6 タ 











ex4: 


ex2: 


ex1: 


ex0: 


IOadT_mWSg: 


illegal_msg: 


4dT_erTT_NSE: 


crTlf_mSg: 


WOTk: 


move.1 
lsr.w 
bsr 
move.1 


fove. 1 
lsr.w 
bsr 

move. 1 
and.w 
add.w 
cmD.W 
bcs 

add.w 
mmOVe.W 
FNC 

addq. 1 
rts 

・data 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
dc.b 


dc.b 
.bss 
ds.w 


・ end 


* 1 6 進 4 桁 表示 ルー チン 
D0,-(SP) 
#8,.D0 
hex2 
(SP)+, D0 


D0,-(SP) 
#4,.D0 
hex1 
(SP)+, D0 


#$0F, DO 
#0',.DO 
#$34,D0 
hex0 
#7,D0 


D0.-(SP) 


$02 * putchar 
#2, SP 


"アド レス を 指定 し て くだ さい ',13,10 
0 


"アド レス の 表現 が 異常 で す ',13,10 
0 


"アド レス エラ ー で すう 19.10 
0 


13,10,0 


ン で 指定 し た アド レス の ワー ド デ ー タ を 表示 し ます 。 


Sample44 <address> 
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凍 ii 


に 3 

* FP CALL sample program 

* $FF22 knjctrl 

ま 
include macro.h 
cy 4 

Start: 
tst.b (42)+ 
beq nonaWe 
mOVe.W #0,-(SP) 
move.] 4A2,-(SP) 
FNC $3D 
addq.] #6,SP 
tst.1 DO 
bmi OpPen_erT 
move.w DO,hand1l 
move.1 #0,-(SP) 
move.1 #7,-(SP) 
FNC $22 
addq.1 #8,.SP 
move.1 #0,-(SP) 
move.1 #,-(SP) 
FNC $22 
addq.1 #8,.SP 
GuD eof_flag 

line_start: 
clr.w counter 
clr.b onemore_flag 
clr.b 1f_flag 
1ea inbuf,A1 

line_loop: 
move.w hand1,-(SP) 
FNC $1B 
addq.1 #2,SP 
も を 。1 DO 
bmi eof 
move.b DO,(A1)+ 
addq.w #]1,counter 
cmp.b  #3$320,.D0 
bcs ctrl 
cmp.b  #$80,.D0 
bcs ank 
cmp.b  #$A0,D0O 
bcs Sjis 
cmp.b  #$E0,D0O 
bcs ank 

Sjis: 
tst.b onemore_flag 
bme ank 
move.b 
bra line_loop 

ahk: 
cmD.W  #78,counter 
bcs line_loop 
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に コ 


に コ 


3 


に コ 


に コ 


EE に コ 


に 、 コ 


EE 


ネ 
ネ 
ま 
* 
* ま 
ネ 
* 
キ 
ま 


* 


ネ 
ネ 


コマ ンド ライ ン の 文字 数 チェ ッ ク 
0 な ら noname へ 

READ 

コマ ンド ライ ン = テ ファ イル ネー ム 


Open 


エラ ー?7 
な ら ば open_err へ 


ファ イル ハン ドル を hand1 へ 保存 


か な 漢字 変換 モー ドロ ッ ク 
FP CALL #7 
Knjctr1 


通常 モー ド 
FP CALL #1 
knjctrl 


ファ イル 終端 フラ グ ク リア 


カウ ンタ クリ ア 

『 も う 一 文字 』 フ ラグ クリ ア 
LF フ ラグ クリ ア 

入力 バッ ファ の ポイ ンタ 


fgetc 


ファ イル 終端 な ら ば 
eof へ ブラ ンチ 


パッ ファ へ 


人 人力 カウ シン Rd1 


入力 され た 文字 が $20 以 下 な 
CNS ラチ 

入力 され た 文字 が $80 以 下 な 
ARKS ジョ ンチ 

入力 され た 文字 が $A0 以 下 な ら 
sjis ヘ へ プラ ンチ 

入力 され た 文字 が $E0 以 上 な ら 
ank へ ブラ ンチ 


Nu 


ぶ ッ 


『 も う 一 文字 フラ グ 』 が 立っ て いた ら 


ank へ 


#-1,onemore flag * 『 も う 一 文字 フラ グ 』 を 立て る 


入力 文字 数 は 7 8 バイ ト 以 下 ? 
な ら ば line_loop へ 














SErFl: 


HenKan: 


1b11: 


IOIaWG: 


ODeI_6eTT: 


henkan_err: 


disp_abort: 


eXit: 


clr.b 
bra 


move.b 
clr.b 
bra 


ガル 
cWD.b 
bne 
move.b 


pea 
pea 
pea 
move. 1 
FNC 
1ea 


pe3 
move. 1 
FNC 
addq. 1 
tst.1 
bne 


pea 
FNC 
addq. 1 


tst.b 
beq 


pea 
FNC 

addq. 1 
5 


tst.b 
beq 


mOVe.W 
FNC 
addq. 1 
bra 
pea 


bra 


pea 
bra 


pea 


FNC 
addq. 1 


move. 1 
move.1 
FNC 

addq. 1 


FNC 


(41) 
henkan 


#-1.eof_flag 
(41) 
henkan 


-1(A1) 
#$0A,D0 
henkan 
#-1,1f_flag 


kouzoku 
kouho 
inbuf 
#19, -(SP) 
$22 

16 (SP), SP 


retbuf 
#24, -(SP) 
$22 

#8.SP 

DO 
henkan_err 


retbuf 
$09 
#4,SP 


1f_flag 
1b11 


crlf_msg 
$09 
#4,.SP 
1f_flag 


eof_flag 
line_start 


hand1,-(SP) 
$9E 

#2, SP 

eit 
hOnam6_WSg 


disp_abort 


ODen_6TT_WSg 
disp_abort 


henkan_err_msg 


$09 
#4, SP 


#1, -(SP) 
#7,-(SP) 
$22 
#8,SP 


$00 


キキ 


EE EE コ に 


に コ 


に 


に 、 コ 


行末 コー ド 付 加 


ファ イル 終端 フラ グ を 立て る 
行末 コー ド 付 加 


バッ ファ の 最後 を 行末 コー ド に 
入力 され た 文字 は LF? 

で な けれ ば henlan へ 
NZ26 ジ ラッ グ SV で る 


この プロ グラ ム で は 利用 し な い 
この プロ グラ ム で は 刺 用 し な い 
入力 バッ ファ を 変換 

FP CALL #19 

knjctrl 


変換 後 の 文 字 列 が 入る バッ ファ 
FP CALL #24 
knjctrl 


エラ ー? 


な ら ば henkan_err へ 


print 


LF フ ラグ が 立っ て いる ? 
立っ て いな けれ ば 1b11 へ 

print 

縮 ララ グ ク リア 


ファ イル 終端 ? 


で な けれ ば line_start へ 
close 
print 
変換 モー ドア ン ロ ッ ク 


FP CALL #7 
knjctrl 


exit 
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-data 

TnOIaM6_mSg: 
dc.b "ファ イル 名 を 指定 し て くだ さい ',13,10 
dc. 0 


トー 


ODeI_eTT_MSg: 
dc.b "ファ イル が みつ か り ま せん ',13,10 
dc.b 0 

henkan_erT_mSg: 


dc.b "変換 中 に エラ ー が 発生 し まし た ',13,10 








dc.b 0 
CT1f _msg: 
dc.b 13.10,.0 
-bss 
hand1 : 
ds.w 1 
inbuf: 
ds.b 80 
retbuf: 
ds.b 80 
kou2oku: 
ds.b 80 
川 kouho: 
昌 ds.b 80 
| counter: 
ds.w 1 
eof_flag: 
ds.b 1 
onemOore flag: 
ds.b 由 
1f_flag: 
ds.b 1 
end 
* FP コ ー ル を 利用 し て 、 コ マン ドラ イン で 指定 し た ファ イル の 内 容 を 漢字 
* 変換 し つつ 表示 し ます 。 候補 の 選択 や 文節 の 切り 直し な ど は 一 切 で きま せん 。 
* フロ ント プロ セッ サ 自 身 の 変換 性 能 が 問わ れる プロ グラ ム と 言え まし ょ う 。 
* な お 、 途 中 で CTRL-C し た 場合 、 か な 漢字 変換 モー ド が ロッ ク さ れ た 状態 で 
* 終了 し て し まい ます の で ご 注意 くだ さい 。 
* 
* USag6: asksample <filename> 
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X68000 の ハー ドウ ェ ア 関 係 の サー ビス ・ ル ー チ ン 笑 「IOCS コー ル 」 に つい 
て , 基本 的 な 点 を 説明 し ます . 


1.1 IDCS と は や 


X68000 は 標準 で いく つか の 高度 な 外部 デバ イス 
を 備え て いま す . その た め , これ ら を 活用 し た 高 
度 な 処理 が 可能 で す . 

と ころ が , 実際 に これ ら の 高度 な ハー ドウ ェ ア 
を 活用 する プロ グラ ム を 作る 場合 , パラ メー タ の 
数 が 多く な っ た だ たり, 割り 込み 処理 に よっ て 制御 を 
行なう 必要 が あっ だ た りす る ため 、 か な り 難 し い プ 
ログ ラム に な り ま す . 量 的 に みて も デバ イス の 数 
が 少な く ぐ な いた め , それ ぞ れ の デバ イス に 対応 し 
た 基本 的 サ プ ル ー チ ン を 独自 に 作成 する 必要 が あ 
り 。 二 さん の デブ ログ ラベ を 作る こと に さる だ た め 
天変 で す . まだ , 同じ よう な 処理 を する 場合 は , 
サブ ルー チン を 共有 し た 方 が 合理 的 で す . 

さら に , 安全 性 の 面 か ら み て も 個々 に 処理 ルー 
チン を 作る の は 間 題 が な あり ます . これ は , 68000C 
PU が シス テム 保護 機能 と し て 「 ス ー パ ー バ イザ ・ 

の 206 ビュ 
を 持っ て いる た めで す . X68000 は ハー ドウ ェ ア 関 
係 の 1/0 ポ ー ト は 安全 の た めす べ て スー ノラ パー バイ ザ ・ 
エリ ア に マッ ピン グ き れ て お り , ユー ザー・ モ ー 
ド で は 1I/0 を 直接 制御 で きま せん . この た め , 1/0 
を 直接 制御 する プロ グラ ム は スー パー バイ ザ ・ モ 
RG) 動 介さ 292 と (SASU 2 ロジ の に ス 
が あっ だ 場合 革 走 し て し まい ます . 


これ ら の 問題 を 解決 する た め , X68000 に は ROM の 
形 で 基本 的 な ハー ドウ ェ ア 制 御 を する サブ ルー チ 
ン 群 が 用 意 き れ て いま す . それ が , これ か ら 説 明 
で いく ILO68S ラ ニラ ウレ です 。 

IOCS コ ー ル は X68000 の ハー ドウ ェ ア の ほとん ど 
を 制御 で き , レジ スタ や メモ リ に 入力 値 を 設定 し 
て 呼び 出す だ け で ハー ドウ ェ ア を 制御 で きま す . 
また だ, コー ル 時 に は TRAP 命令 を 使う た め ユ ー ザ ー 
モー ド か ら の アク セス が 可能 で す . よっ て , 10GS 
コー ニッ レン を 使え ば 委 人 性 の 高い ーー た SM 
で 簡単 に ハー ドウ ェ ア を 制御 で きま す . 

この よう に IOCS コ ー ル を 使う こと に よっ て 楽に 
グロ ンタ を 人 信 る 呈 AS 問題 
点 も あり ます . それ は , 「 処 理 速 
GE 1 k ブ ログ ラバ 28 
ら コ ー ル され る だ た だめ, 非常 SI Zs) 
> 9 時に 多 機能 る 必要 が ある た 
の 和 I じ 2325 ペ クト と NN に っ て い 
ます . その た め , これ ら の 点 が 原因 と な っ て 1I0CS 
コー ル の 処理 速度 は か な り 有 遅く な っ て いま す . 10 
CS を 使う プロ グラ ム を 作る 場合 は , この こと を 考 
え に 入 れ て お く 必 要 が あり ます (と くに , グラ フ 
ィ ッ ク 関 係 ). 











変 が 遅い 」 と いう 














1.g IOCS コー ル の 使用 法 と コー ル 時 の プロ セス に つい て 


I0CS コ ー ル は 基本 的 に コー ル し ま 


す . 


は 次 の よう に 





Imove. 1 #IOCS ナン バー, DO 
trap #15 














10CS ナ ン バ ー は 0 か ら $FF ま で の 数 で , 呼び 出す 
90 ジリ レー フーン た 3 月 2E ま 19 

IOCS に よっ て は 入力 値 を DO.1 以 外 の レジ スタ や 
メモ リ に 設定 し て お く 必 要 が あり ます . また , 返 
り 値 が ある も の は リタ ー ン し て きた 時 点 で レジ ス 
タタ や メ モリ に 結果 が 格納 きれ て いま す . どの IOCS 











2Z の 


コー ル で も , DO.1 は つね に 破壊 きれ ます (まだ は , 


結果 が 格納 され る ). 
68000CPU は TRAP 命令 に 出会う と,。 スー パー バイ 
ザ ・ モ ー ド に な り , PC と SR を スー パー バイ ザ ・ ス 





クッ ク に 待 層 さ せ 。 ペク クメン バー で が され る 2 
ドレ ス の 内 容 が 示す アド レス に ジャ ンプ し ます . 
X68000 の 場合 は ジャ ンプ 先 に 10CS 処 理 ル ー チ ン が 
あり , DO0.b で 指定 きれ る 機能 を 実行 し ます . そし 
て , 処理 が 終わ る と 結果 を 格納 し て 例外 処理 か ら 
の リタ ー ン を し ます (RED。 こ の と き に PC と SR が 
に 戻り , 元 の モー ド に な っ た 後 , TRAP 命令 以降 
の プロ ン ラン の SS 














ミ 68000 の ハー ド は 非常 に 





高度 で ある た め , IOCS コー ル が 用 意 き され て いて も ハ 


ー ド に つい て わか ら な い 点 が ある と 制御 で きま せん . そこ で , この 章 で は IOCS コ 
こよ っ て ハー ド を 制御 する た め に 必要 な 説明 を し て いき ます . 


e-] キー 入力 関係 


『. XB80O0O の キー 入力 に つい て 


還 8000 は サブ CPU (80C51) が キー ボー ド を 監視 
呈 ze4 ジ CPU に デー タダ を 送ら て そい ます 。 また , L 
ー ド な どの デー タ を メイ ン CPU か ら 受 け 取 っ て 


! 


り U 


テー が 押さ れ た 場合 、 サブ CPU は メイ ン CPU に 対 
し て 割り 込み を か け , 押さ きれ だ た キー の 情報 を 送り 
計 す . メ イン CPU は 割り 込み サブ ルー チン 内 で サブ 
記 有 の デー クタ を 受け 取り , 必要 な ら ば ハー ドコ ピー 
言 どの リア ル タ イ ム 動 作 を 行なっ た の ち , キー^ ヾ 

アァ ベ デ ー タ を 書き 込み ます . この バッ ファ を 
護 ろ 出す に は IOCS $00 を 使い ます . また だ , IOCS $ 
2. $04 用 テー ブル を 書き 換え ます . 入力 され る キ 

記 に よっ て 入力 モー ド が 変わ る 場合 ,LED モ ー ド を 
究 更 し ます . 

キー・ リ ピー ト の 入力 は キー が 押さ れ た 場合 と 
同じ 作業 を 行ない ます . キー が 離さ れ た 場合 は 10 
S $02, $04 用 の テー ブル を 書き 換え , 特殊 な キー 
(SHIFT, CTRL, OPT.1, OPT.2) は キー バッ ファ へ 
= グ を 書き 込み ます 。 

この よう に , 1I0CS コ ー ル の キー 入力 は 割り 込み 
で 得 た デー タ を 読み 出す だ け で ある た だ ため , IOCS コ 
ー ル 用 キー 入力 割り 込み ルー チン が 動作 し な い 場 
合 は デー タ が 更新 され な を なくなり ます . まだ , リア 
ル タ イ ム 処 理 も 行なわ れ な く な り ま す . 


. ソフ トウ ェ ア ・ キ ー ボ ー ド ・ 電 卓 に つい 
と 


ソン ソフトウェア ・ キ ー ボ ー ド は 1I0CS の レベ ル で サ 
ボー ト さ れ て いる 仮想 キー ボー ド で す . 1I0CS コ ユー 
ル の 範囲 で は , 実際 の キー ボー ド と 同じ も の と し 

に 扱わ れ て いま す . 

電 重 に よる 入力 も TO0CS の レベ ル で サポ ー ト され 
て いま す . その た め 電 卓 モ ー ド に は いる と , IOCS 





$00 キー 入力 バッ ファ ・ デ ー タ 読み 出し 

$01 キー 入力 バッ ファ ・ デ ー タ を 調べ る 

$02 シフ トキ ー 状 態 を 調べ る 

$03 キー 入力 関係 の 初期 化 
(キー 入力 バッ ファ を クリ ア ) 

$04 キー 入力 状態 を キー ご と に 調べ る 

$05 キー 入力 発生 

$06 キー ボー ド LED モー ド の 設定 

$07 キー ボー ド LED モー ド を キー 入力 モー ド 
に 合わ せる 

$O08 キー・ リ ピー ト の 開始 時 間 設 定 

$09 キー・ リ ピー ト 間 隔 の 設定 

$0A OPT.2 に よる テレ ビ コ ン トロ ー ル 許可 

$OB OPT.2 に よる テレ ビ コ ン トロ ー ル 禁止 

$OD キー ボー ド LED モード & キ ー 入 力 モ ー ド 
を 設定 











$00, $01 の 出力 に 影響 が 出 ま す (電卓 入力 に な る 
キー 入力 が IOCS $00, $01 に は 現れ な く な り ま 
す ). また , 電卓 モー ド に は いる た め の キ ー 操 作 は 
(OPT.1 圭 0PT.2 の 操作 ) IOCS $00, $01 に 出力 され 
まあ 9 


93. L ビ ED ロ モー ド と 入力 モー ド 


LED 付 き の キ ー( ひ ら が な , 全角 , か な , ロー マ 
字 , コー ド 入 力 , CAPS) の LED の 状態 が 「LED モ ー 
ド 」, 入力 さ れ た キー に 加え られ る 修正 の 種類 の 状 
英 が 「 入 力 モ ー ド 」 で す . 通常 は この 2 つの モー 
ド は 同じ 状態 に な っ て いま す が , I0CS コ ー ル の 中 
こ は 片 方 の モー ド し か 変更 し な い 物 が あり ます . 
この よう な IO0CS コ ー ル を 使っ た 場合 ,LED の 状態 と 
入力 モー ド が 一 致し な く な る 場合 が あり ます . 








2 ク Z7 


.P テキ スト 画面 








グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と し て の IDCS 

$10 CRT モー ド 設 定 

$11 コン トラ スト 設定 

$12 HSV デー タ か ら RGB デー タ を 計算 

$13 テキ スト ・ パ レッ ト 定 義 

$14 テキ スト ・ パ レッ ト 独 立 定義 

$15 アク セス ・ プ レー ン 設 

$17 テキ スト VRAM か ら の バイ ト 単 位 読み 
み 

$18 テキ スト VRAM へ の バイ ト 単 位 書き 込み 

$1A テキ スト VRAM か ら の ドッ ト 単 位 読み 込 
み 

$1B テキ スト VRAM へ の ドッ ト 単 位 書 き 込 み 

$1C テキ スト VRAM へ の ドッ ト 単 位 書 き 込 み 
(クリ ッ ピ ジジ グ 付 き ) 

$1D 表示 位置 設定 

$93 テキ スト 画面 の 表示 オン ・ オ フ 

$D3 水平線 を 描く 

$D4 垂直 線 を 描く 

$D6 ボッ クス を 描く 

$D7 塗り 潰し ボッ クス を 描く 

$D8 指定 範囲 を 反転 する 

$DF ラス ター コピ ー に よる VRAM デー タ ・ コ ピ 

文 キ ャ ラク タタ 画面 と し て の 10C 

$1E カー ソル ーー 時 停止 解除 

$1F カー ソル ーー 時 停止 





$20 文字 表示 

$21 文字 列表 示 

$22 文字 属性 の 設定 (カラ ー) 

$23 カー ソル 位置 指定 

$24 カー ソル を 1 行 下 へ 移動 する 
(スク ロー ル す る 位置 な ら ば スク ロー ル す 
る ) 

$25 カー ソル を 1 行 上 へ 移動 する 
(スク ロー ル す る 位置 な ら ば スク ロー ル す 
る ) 

$26 カー ソル を 指定 行 数 上 へ 移動 する (スク ロ 
ー ル な し ) 

$27 カー ソル を 指定 行 数 下 へ 移動 する 
(スク ロー ル な し ) 

$28 カー ソル を 指定 桁 数 右 へ 移動 する 
(スク ロー ル な し ) 

$29 カー ソル を 指定 桁 数 左 へ 移動 する 
(スク ロー ル な し ) 

$2A 複数 行 消去 (スク ロー ル な し ) 

$2B 複数 桁 消去 

$2C 複数 行 挿入 (スク ロー ル す る ) 

$2D 複数 行 消去 (スク ロー ル す る ) 

$2E 表示 範囲 指定 

$2F 画面 の 絶対 位置 に 文字 列 を 表示 する (コン 
ソー ル 画 面 範囲 の 影響 を 受け な い ) 

$AE カー ソル 表示 

$AF カー ソル 非 表 示 








1. グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と し て の テキ スト 画面 


支 テ キス ト 画 面 の 構成 

X68000 の テキ スト 画面 は IOCG コ ー ル に よっ て テ 
キス ト 文 字 を 表示 きせ る た め の 画 面 で す が , 実際 
に は 「1024X1024 ド ッ ト , ドッ ト 単 位 に 65536 色 中 





の 16 色 が 表示 可能 」 と いう グラ フィ ッ ク 画 面 で す . 


構成 は P.303 の 図 の よう に な っ て いま す . 
IO0CS で は 文字 表示 用 に プレ ー ン 0 名 1 を 使い , 
コト ウッ 胡 キ 呈 ド -・ 電卓 - マ 必 区 5 デジ 
ル の 表示 用 に プレ ー ン 2 錠 3 を 使っ て いま す . そ 
5 で テ 革 スコ RS バレ ウレ 斗 の -4 が 7 で た で JS8 
か ら $F ま で に それ ぞ れ 同じ カラ ー コ ー ド を 定義 す 
の 年 を 全 寺 で と ダラ 小 必 m 刀 g 北 寺 ボ 生 正 流 守 
が , プレ ー ン 0 層 1 に 表示 きれ て いる 文字 に よる 





2Z タ 


影響 を 受け な いよ うに し て いま す . この こと を サ 
ボート し て いる パレ ッ ト 定 義 I0OCS が $13, サ ポー ト 
し て いな い 1I0CS が $14 で す . また , 実 画面 は 1024 メ 
1024 ド ッ ト 分 あり ます が , 表示 で きる 範囲 は 最大 
で 768X512 ド ッ ト で す (24KHz モ ー ド を 使わ な い 場 
合 ). 表示 画面 は , 実 画面 内 に 収まる 範囲 に お い 
て 。 任意 の 位置 に 設定 で きま す . 

テキ スト ・ パ レッ ト は , ス プラ イト ・ フ パレット ・ 
プ ブロッ ク 0 と 同じ も の で す . 

ラス タ ・ コ ピー は CRTC の 機能 で , 指定 し た ラス 
夕 (双方 向 ラ イン の こと で , 縦 4 ド ッ ト ご と に 制 
御 で きる ) の VRAM 内 容 を 他 の ラス タ の 位置 へ コピ 
ー す る 機能 で す (高速 に コピ ー で きる ). 











E。 キャラクタ 画面 と し て の テキ スト 画面 


還 000 の TO0CS は , 1024 メ 1024 ド ッ ト の テキ スト 
WM ポ キッ と 指定 し た 範囲 に コン ソー ル 画 面 を 設定 


そし て , その 範囲 内 で の カー ソル 移動 , 


計 ま す 

講 王 示 な ど を サポ ー ト し て いま す . 通常 の 文字 
還 旨 きこ 秋 う 座 標 は すべ て コン ソー ル 画 面 内 で の 相 
MS $20,$521 で は 1 ババ イト ・ コ ント ロー ルコ ー 
邊 本 使え ます . まだ , 2 バイ トド ト 玉 字 は 1 バイ ト ど ご 


と に 送っ て も 表示 され ます . 

通常 の 文字 表示 の と き に は 基 本 的 に コン ソー ル 

画面 以外 に は 影響 は 出 ま せん が , スク ロー ル す る 
場合 は コン ソー ル 画 面 が ある 横 方 向 の ライ ン ぉ 一 
緒 に スク ロー ル し て し まい ます . 

色 指 定 は “1. グラ フィ ッ ク 画 面 と し て の テキ 
スト 画面 " で 述べ た よう に , 文字 表示 用 に 2 つの 
プレ ー ン し か 割り 当て られ て いらない ため ,。 4 色 し 
か 指定 で きま せん . た だ し , 表示 方 法 が 4 種類 あ 
り ま す (通常 , 強調 。 通常 反転 , 強調 反転 ). 


本 と だ と ど I 錠 | 





s10 CRT モー ド 設 定 

siD 表示 位置 設定 

$S30 グラ フィ ッ ク 表 示 モ ー ド に する 

331i グラ フィ ッ ク 画 面 モ ー ド の 設定 

s32 グラ フィ ッ ク ・ ペ ー ジ 間 ・ テ キス ト & ス プラ 
イト 画面 間 の プラ イオ リティ 設 

333 表示 切り 替え , 特殊 モー ド 設 定 

s84 グラ フィ ッ ク ・ パ レッ ト 設 

3535 書き 込み パレ ッ ト コ ー ド 設定 
($9A, $9B, $9C 用 ) 

536 読み 出し , 書き 込み を 行なう グラ フィ ッ 
ク ・ ペ ー ジ を 設定 する 

337 グラ フィ ッ ク 画 面 か ら デ ー タ を 読み 出す 

s38 グラ フィ ッ ク 画 面 に デー タ を 書き 込む 
(透明 パレ ッ ト コ ー ド 設定 可能 ) 

s39 グラ フィ ッ ク 画 面 に デー タ を 書き 込む 

Ss9A グラ フィ ッ ク 画 面 に ビッ ト ・ パ ー タ ー ン を 
書 に 込む (OR を と る ) 

S9B グラ フィ ッ ク 画 面 に ビッ ト ・ パ ター ン を 書 
き 込 む 


$9C グラ フィ ッ ク 画 面 に ビッ ト ・ パ ター ン を 符 
大 書き 込み (OR を と る ) 

$B1 読み 出し , 書き 込み ペー ジ の 設定 を 行なう 

$B2 表示 ペー ジ 設 

$B3 表示 位置 設 

$B4 ウィ ンド ウ を 設定 する (IOCS$BO 稚 台 に 
有効 ) 

$B5 グラ フィ ッ ク 画 面 ク リア 

$B6 ドッ ト セ ッ ト (PSET) 

$B7 指定 座標 の パレ ッ ト コ ー ド を 調べ る 
(POINT) 

$B8 直線 を 描く (LINE) 

$B9 ボッ クス を 描く (BOX) 

$BA 塗り 潰し ボッ クス を 描く (FILL) 

$BB 円 を 描く (CIRCLE) 

$BC 塗り 潰す (PAINT) 

$BD 文字 を 表示 する (SYMBOL) 

$BE グラ フィ ッ ク 画 面 か ら デ ー タ を 読み 出す 
(GET) 

$BF グラ フィ ッ ク 画 面 に デー タ を 書き 込む 
(PUT) 


(WIPE) 





1. グラ フィ ッ ク 画 面 の 概要 


X68000 は グラ フィ ッ ク 表 示 用 に 512KB の グラ フ 
ッ MM そし て , 4 種類 の 画 
面 モ ー ド を 取る こと が 可能 に な っ て いま す . 画面 
証 - デ ド は 次 の 志 お Ok で 3 





1024x1024 ド ッ ト ※1 枚 
ドッ ト 上 単位 に 65536 色 中 の 16 色 を 表示 可能 
512X512 ド ッ ト メ 1 枚 
ドッ ト 単 位 に 65536 色 を 表示 可能 


512X512 ド ッ ト ※2 枚 

ドッ ト 単 位 に 65536 色 中 の 256 色 を 表示 可能 
512X512 ド ッ ト メ 4 枚 

ドッ ト 単 位 に 65536 色 中 の 16 色 を 表示 可能 


10CS で は グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る モー ド 設 定 , 
表示 位置 指定 , 書き 込み ,. 読み 中 し. 待 球 モー ド 
の 設定 を サポ ー ト し て いま す . 

ー ド 設定 は IOCS $10 で 行 を 上 ます 。 た だ し, 
IOCS $10 だ け で は グラ フィ ッ ク 画 面 が 表示 モー ド 


2Z3 





に な り ま せん . 10CS $90 で 表示 モー ド に し て くだ 
さい . 表示 モー ド に な る と , 各 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 
が 表示 の オン オフ , プラ イオ リティ , パパ レッ ト ・ 
コー ド な ど に よっ て 指定 され る 形式 で 表示 され ま 
9 


g. グラ フィ ッ ク 画 面 の 機能 


グラ フィ ッ ク 画 面 は きま ざま な 特殊 機能 を 備え 
て いま す . IO0CS で は その ほとん ど を サポ ー ト し て 
ys 半 c99 


< 表示 位置 > 

各 グ ラフ ィ ッ ク ・ ペ ー ジ を 任意 の 位置 か ら 表 示 
させ る こと が で きま す . 文 方 向 , Y 方 向 に つい て , 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 大 きき の 値 ま で 指定 で きま す 
(球面 スク ロー ル ). 


< プラ イオ リティ > 

各 グ ラフ ィ ッ ク ・ ペ ー ジ 間 で 表示 優先 順位 を 設 
定 で きま す .。 パレット コー ド が 0 の と き , その 点 
が 和 凌 明 だ な り ' ま す 。 事 ぬ 5a グ ジン イッ ルク も 芝 ス 
ト , スプ ライ ト の 各 画 面 間 で の プラ イオ リティ も 
設定 で きま す . 


< 半 透 明 機能 > 

半 箕 明 機能 は 複数 の 画面 の カラ ー コ ー ド を 合成 
し て 表示 する 機能 で す . カラ ー コ ー ド の 合成 は , 
それ ぞ れ の コー ド を RR( 赤 ), G ( 緑 ), B ( 青 ), { ( 輝 
度 ) に 分 解 し て , 輝度 以外 の 平均 を 取る こと に よっ 
て 行ない ます . 合成 後 の 輝度 は , 半 透 明 エ リア を 
指定 し て いな い 側 の デー タ が その まま 使用 きれ ま 
す . 合成 パタ ー ン は , つぎ の 4 つが あり ます . 
① グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と 

テキ スト ・ パ レッ トコ ー ド 0 と の 間 

グラ フィ ッ ク 画 面 全体 に テキ スト ・ パ レッ トコ 

ー ド 0 の カラ ー コ ー ド を 半 透 明 合 成 き せま す . 


(② グ ラフ ィ ッ ク ・ ペ ー ジ と 

テキ スト & ス プラ イト 画面 と の 問 

グラ フネ ッ プ 0 桂 叶 区 よっ る で 指 征 され 2 だ 呈 導 上記 
で , グラ フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 科 ス プラ イト 画 
面 と の 間 の 半 透 明 合 成 を 行ない ます . この と き , 
半 穫 明 エリ ア を 指定 する グラ フィ ッ ク ・ ペ ー ジ は , 
全 表 示 画 面 中 で 最も 表示 優先 順位 が 高く な けれ ば 


27 タ を 





2 りり ま ニル 。。 


③ グ ラフ ィ ッ ク ・ ペ ー ジ 問 

全 表 示 画 面 中 で 最も 表示 優先 順位 が 高い グラ フ 
ィ ッ ク ・ ペ ー ジ と , 次 に 優先 順位 が 高い グラ フィ 
ッ ク ・ ペ ー ジ と の 間 で 半 透 明 合 成 を 行ない ます . 
半 透 明 エ リア は 最も 優先 順位 が 高い グラ フィ ッ ク ・ 
っ ページ で 4 捕 定 99 


〈《④ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と 
テレ ビ & ビ デオ 画面 と の 間 
全 表 示 画 面 中 で 最も 表示 優先 順位 が 高い グラ フ 
ィ イツ クー ペー ジ と 訓 デ ビビ を ビ デオ 画面 どの 間 で 
半 透 明 合 成 を 行ない ます . 半 透 明 エ リア は 最も 優 
先 順 位 が 高い グラ フィ ッ ク ・ ペ ー ジ で 指定 し ます . 


これ ら の 合成 パタ ー ン は 重複 で きる 組み 合わ せ 
が あり ます . また , 半 透 明 エ リア 指定 を 行なう た 
め に , グラ フィ ッ ク で 使え る 色 数 が 半分 に な り ま 
す . これ は , パパ マレット コー ド の 最 下 位 ビ ッ ト が 半 
透明 を 行なう か 行なわ な いか を 示す フラ グ の 意味 
を 持つ た めで す . よっ で エリ ア 指 定 を 行なう ペー 
ジ で は , 人 奇数 の パレ ッ ト コ ー ド は 無効 と な り 半 透 
明 を 受け る ペー ジ で は エリ ア 内 の カラ ー コ ー ド は 
奇数 パレ ッ ト の 内 容 が , エリ ア 外 の カラ ー コ ー ド 
は 偶数 パレ ッ ト の 内 容 が , それ ぞ れ 使わ れ ま す . 


< 特殊 プラ イオ リティ 機能 > 

特殊 プラ イオ リティ 機能 と は , グラ フィ ッ ク 画 
面 の 優先 順位 が テキ スト ・ ス プラ イト 画面 より 低 
い ぃ 場合 。 指定 し た エリ ア だ け は グラ フィ ッ ク の 優 
先 順 位 を 他 の 画面 より 高く する と いう 機能 で す . 
エリ ア の 指定 は グラ フィ ッ ク 画 面 中 最も 表示 優 
先 順 倍 が 高い グラ フィ ッ ク 。・. ペ ー ジ で 征 な いま す . 
この 指定 を 行なう だ た め に , - グ ラフ ィ ッ ク で 使え る 
色 数 が 半分 に な り ま す . これ は , パパ レッ トコ ー ド 
の 最 下 位 ビ ッ ト が 特殊 プラ イオ リティ を 行なう か 
行なわ な いか を 示す フラ グ の 意味 を 持つ た めで す . 
よっ て 奇数 の パレ ッ ト コ ー ド は 無効 と な り ま す . 





< 半 透 明 。 特殊 プラ イオ リティ エリ ア 指 定 > 

半 透 明 ・ 特 殊 プ ライ オリ ティ を 行なう 場合 , 機 
能 が 働く エリ ア を 指定 する 場合 が あり ます . この 
指定 は グラ フィ ッ ク 画 面 中 最も 表示 優先 順位 が 高 














王宮 フィ ッ ク ・ ペ ー ジ の デー タ の 最 下 位 ビ ッ ト 
間 垂 = で 行 信 いま す (1 の と き 指 定 ). よって, デ 
后 諾 補 : ぶ 3 パレ ピット コー ド は 偶数 の も の だ け に な 
呈 語 約 。 フ バレット コー ド は 半分 し か 使え な く な り 


ま . よ 。( デ ー タ が 才 贅 > 最 s ド 位 MEsya ト を の に と た と 
き に 示さ れる > マレット コー ド を 半 透 明 ・ 特 殊 プ ラ 
イオ リティ 表示 ). 


E.4 ディ スン ・ ド ライ ブ 


和 ハ 。 ど HHD ディ スク ・ ド ライ ブ 


SS000 の フロ ッッ ピー ディス ク ・ ド ライ ブ は , 5 
コチ 両面 高密 度 タ イプ (2HD) と な っ て いま す . 
庫 尋 る 々 スク は ディ スク の 片面 に つき 77 本 の トラ ッ 
子 ち り . ア ン フ ォ ー マ ッ ト 時 で 1. 6MB の 容量 が あ 
本 許す. 

実 守 に 使う 場合 は フォ ー マ ッ ト を 行ない , セク 

還っ て デー クタ が 書き 込め る よ す に ます 。 モ 
l 才 の 順番 は , トラ ッ ク 0 の サイ ド 0 の 1 番 セ モク 
証 契 最初 の セク タ で す . それ 以降 は , その トラ ッ 
mW、 サ イド に ある 最後 の セク タ ま で セタ タ 夕 番 号 順 
記 寺 び , その 湊 が サイ ド 1 の 同じ ヒト ラッ ク の セク 
還っ うっ てい ます. この 後 は トラ ッ ク .・ ナ ンー 
本 還 つ 増え ます . 


フォ ー マ ッ ト す る 場合 は 10CS $4D を 使い ます . 
二 ク タ の 大 きき は 128, 256, 512, 1024 バ イト が 使 
本 3 代表 的 な フー マッ トド ト ・ パ ター ン と じ て 
誌 Human68K の 1024 バ イト ・ セ クタ ベベ 8, X0S 一 9 の 
6 バイ ト ・ セ クタ ぶ 26 な ど が あり ます . 通常 の 読 
き 出 し は I0CS $46, 書き 込み は IOCS $45 を 使い ま 

68000 本 体 に 装備 され て いる ドラ イブ は , ディ 
スク の セッ ト ・ イ ジェ クト が 自動 的 に で きる よう 
本 っ て いい ます. まだ) OCS 64E。 $4BP に た だ よう て 。, 
隊 Z ア トウ ェ ア に よる イ 受 各 多 下 茜 是 が 可能 で す . 

ディ スク は 他 の ハー ド と 違っ て エラ ー が 起こ る 
可能 性 が あり ます . デー タ ・ エ ラー チェ ッ ク は CR 
も 巡回 符号 に よっ て , ハー ドウ ェ ア で 行なわ れ ま 
す . そし て , エラ ー が 検出 され る と CPU の 方 に エラ 
ー の 種類 , 発生 位置 な どの 情報 を 送り ます . 





$40 指定 位置 へ の シー ク 

$41 指定 デー タ と ディ スク の 内 容 を 比較 
(ベリ ファ イ ) 

$42 診断 の た め の 読 み 込み (通常 は 使わ な い ) 

$43 ディ スク 関係 の 初期 化 

$44 ディ スク ステ ー タ ス の 調査 

$45 書き 込み | 

$46 読み 込み | 

$47 トラ ッ ク 0 へ の シー ク , ドラ イブ の 存在 を 有 
べ る | 

$48 ハー ド デ ィ クス の 代替 トラ ッ ク の 設定 | 

$49 破損 デー タ の 書き 込み (通常 は 使わ な い ) | 

$4A ID デー タ 読 み 込み | 

$4B ハー ド デ ィ スク の 破壊 トラ ッ ク を 使用 不能 
に する 

$4C 破損 デー タ の 読み 込み (通常 は 使わ な い ) 

$4D フォ ー マ ッ ト | 

$4E ドラ イブ の 調査 , イジ ェクト 許可 ・ 禁 止 | 

$4F 強制 イジ ェクト | 











p. ハー ド デ ィ スク ・ ド ライ ブ 

X68000 の IO0CS は ハー ド デ ィ スク 関係 の 処理 を サ 
ボボ 人 R2CSCucak ま た し か し 、 ハ ハード 50 sz 
ロッ ピー ディ スク と 違っ て 容量 が 大 きい た め , 彼 
壊し て し まっ だ と き の 復 旧 が 将 し く , 同時 に 非常 
に 面倒 で す . で すか ら , ユー ザー が ハー ド デ ィ ス 
ク を 直接 デア クセ ス す る と いう こと は あま り 良 Mw こ 
と で は あり ませ ん . ハ ー ド ディ スク は DOS な ど を 通 
し で 多 = セス が よ 光 ほし て くだ さい 。 

個々 の 10CS の 説明 の と ころ で は , IOCS の 入出 力 
条件 と 実行 内 容 の み を 示す に 止め て あり ます 。 ど 
う し て も 使う 場合 は , それ な り の 覚悟 を 決め て 使 
CGNOS さい W ゆ <: 
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c.D ADPCM 








合 毎秒 7800 バ イト と な り ま す . 











X68000 は 「ADPCM」 方 式 の サン プリ ング 入出 力 が $60 ADPCM へ デー タ を 出力 
の $61 ADPCM か ら デ ー タ を 入力 
ー タ を 1 つ 前 の デー タ と 比較 し て , その 差分 を PC $62 ADPCM へ デー タ を 出力 
M デ ー タ と する 旋法 で す 。 X68000 の 場合 ,。 サン プリ (チェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よる 複数 デー タ 出 
ング 周波 数 は , 3.9KHz か ら 15.6KHz ま で の 5 種類 が 力 ) 
のり ます ココ ゴ ま ) だ 7 税 夫 ジリ エイジ クジ で (38mBS 光 (0 $63 ADPCM か ら デ ー タ を 入力 
ー255) で 量子 化 を 行ない , その デー タ と 1 つ 前 の (チェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よる 複数 デー タ 入 
デー タ の 差分 を 4 ビッ ト で (符号 ビッ ト も 含む ) 力 ) 
IT/0 に 出力 し ます ,. サン プリ ング 出力 は , I/0 か ら $64 ADPCM へ デー タ を 出力 
4 ビッ ト 差 分 デー タ を 受け 取り , サン プリ ング 入 (アレ イ ・ チ ェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よる 複数 デ 
力 の と き と 逆 に 合成 し て 音声 出力 し ます . デー タ ー タ 出力 ) 
量 は , 3.9KHz の 場合 毎秒 1950 バ イト , 15.6KHz の 場 $65 ADPCM か ら デ ー タ を 入力 
(アレ イ ・ チ ェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よる 複数 デ 
IOCS で は $60 一 $67 が PCM 用 に 割り 当て られ て いま コクチ や 吉本 身 ま 章 べ 
- $66 ADPCM の 実行 モー ド を 調べ る 
す . 入出 力 形式 は , 単純 な 転送 ($60, $61), チェ $67 ADPCM の 実行 を 制御 す る 
ー ン ・ テ ー ブ ル を 使う 複数 デー タ 転 送 ($62, $6 
39。 デビ イチ ゴー ン デー ジル を 使 字 柳 数 デー タ うだ ため ). デー タ 量 が 少な い 場 合 は すぐ に リタ ー ン 
し て きま す (出力 終了 まで 待た な い ). 


転送 ($64, $65), の 3 通り が あり ます (DMA を 使 





g.5 FM 音源 OPM に つい て 


X68000 は FM 音源 用 に 0PM を 搭載 し て いま す . 8 音 
まで の 同時 発 章 が で きる た め , ステ レオ 効果 を 出 


$68 FM 音源 レジ スタ ヘ へ デー タ を 書き 込む 
- と が で きま す .。 ま た. 低 周波 発振 器 (LFO) に $69 FM 音源 の 状態 を 調べ る 
に の 035 s こ , 低 周 渡 発 振 符 【 $6A FM 音源 割り 込み の 設定 


よる 周波 数 変調 。 振幅 変調 が か けら れ ま す . 
発音 きせ る に は , 音色 デー タ を 各 レ ジス タ に セ 
ッ ド ト し た 後 , キー・ オ シン に し まず . 














する 設定 を 行ない , また , OPM の レジ スタ も 設定 し 























0PM の 割り 込み を 使う 場合 は IOCS $6A で MFP に 対 ます 

$01 テス ト 通常 bit 1 以外 は 使い ませ ん 。bit 1 に 1 を 書き 込み , その 後 0 
を 書き 込む と, LFO の 出力 する 波形 が スタ ー ト 位置 に 戻り ま 
す . 

$O8 ノー ト オ ン ・ オ |bit 2 て 0 に チャ ン ネ ルナ ン バ ー を , bit 6 3 に スロ ッ ト の オ 

ピン ン ・ オ フ (bit 6= ニ C 2 5= テ M2 4=C1 3 テニ M 1 の キー 
オン ・ オ フ 1 とき オ ン ) を 書き 込む と , その チャ ン ネ ル の ス 
ロッ ト が 指定 し た 動作 を し ます . 

$OF ノイ ズ bit 7 を 1 に する と チャ ン ネ ル 8 の C2 が ノイ ズ に な り ま す ( 示 ホ 
ワイ トノ イズ ). 
bit 4 0 で ノイ ズ の 周波 数 を 指定 し ます . 

| s10 タイ マーA $10 の 内 容 ※ 4 ($11 の 下位 2 ビッ ト の 内 容 ) を X と する と , 

$11 タイ マーA (1024 一 X) X64 王 4000000 (ms) の 間隔 で オー バー フロ ー を 発生 

| し ます . 

$12 タイ マーB $12 の 内 容 を X と する と , (256 一 X) 1024 エ 4000000 (ms) の 間 | 


ク Z6 











計 - 


隔 で オー バー フロ ー を 発生 し ます . 





ss タイ マー 制御 


テ 





bit 0 を 1 に する と タイ マー A が , bit 1 を 1 に する と タイ マー 
B が カウ ント を 始め ます . 

bit 2 を 1 に する と タイ マーA オー バー フロ ー 時 に 割り 込み が 
か か り ま す . 

bit 3 を 1 に する と タイ マー B オー バー フロ ー 時 に 割り 込み が 
か か り ま す . 

bit 4 を 1 に する と タイ マーA オ ー バ ー フ ロー フラ グ を リセ ッ 
転じ ます 、 

bit 5 を 1 に する と タイ マーB オ ー バ ー フ ロー フラ グ を リセ ッ 
ド し ます 。 

bit 7 を 1 に する と タイ マーA オー バー フロ ー 時 に すべ て の ス 
ロッ ト を キー・ オ ン し ます . 

いち と ど 割 り 込 み が か か っ た 場合 , オー バー フロ ー・ フ ラグ を リ 
セッ ト し な いと , それ 以後 割り 込み が か か り ま せん . どちら の 
タイ マー か ら 割 り 込 み が か か っ た か は IOCS$69 で 調べ ます . 





_sis LFO 周波 数 


LFO 周波 数 を 指定 し ます . ここ で 指定 し た 値 と 実際 の 周波 数 は 
比例 し て いま せん . 





319 AMD・PMD 設定 








bit 7 を 1 に する と , 書き 込ん だ と き の bit 6 一 0 が PMD の 値 
と な り ま す . 
bit 7 を 0 に する と , 書き 込ん だ と き の bit 6 二 0 が PMD の 値 
と な り ま す . 





S1B 
ウェ ー プ フォ ー ム 


bit 1 一 0 で LFO の ウェ ー ブ ・ フ ォ ー ム を 指定 し ます . bit 7 一 
6 は 0 に し ます . 





320 て $27 
テ チャ ン ネ ル ご と の 指定 


bit 7 ンー6 LR 
Dit55 ご 3 フィ ョ ニ ド バ ッ ク レ ベル 
bit 2 一 0 アル ゴリ ズム 





28$2F 
チャンネル ご と の 指定 





bit 6 て 4 オク ター プ ブ | 
bit 3C0O 符号 (定義 きれ て いな い 数 値 が あり ます ) 


$0 D# $6 G# 

SE $8 A 

ふ 2 時 ド $9 A# 

4 F# $A _B 

$5 G $C C 
$D C# 
中 は 





) $30-37 
チャン ネル ご と の 指定 


bit 7 一 2 細か い 音 階 指定 (符号 の 間 の 音程 を 指定 で きる ) 
$28…$2F で 指定 し た 符号 が 表わす 音程 と , 次 の 音程 (1 度 上 ) 
と の 間 を 64 段 問 に 分 け て 指定 し ます . 





$38 て $3F 
チャ ン ネ ル ご と の 指定 


] 





bit 6 一 4 PMS 
bit 1…0 AMS 





40->$5F 
スロ ッ ト ご と の 指定 








チャ ン ネ ル 1 は スロ ッ ト 1, 9, 17, 25 で 構成 され る . 
bit 6 一 4 DT1 
bit 3 と 0 MUL 








2ZZ 





$60--$7F bit 6 て 0 TL 
スロ ッ ト ご と の 指定 





$80…$9F D 止 7 っ c 6 -。KS 
スロ ッ ト ご と の 指定 bt 4 一 0 AR 











$A0-$BF bit 7 AMS イネ ー ブ ル 
スロ ッ ト ご と の 指定 bit 4 と 0 D1R 
$CO て $DF bit7 ン 6 DT2 
スロ ッ ト ご と の 指定 bit 4 ン と 0 D2R 
$E0…$FF bit 7 ン 4 DIL 


スロ ッ ト ご と の 指定 bit 3>0 RR 














g.7 難 種 タ イマ ー 


X68000 は 割り 込み コン トロ ー ラ に よっ て 割り 込 
み の 許 可 ・ 禁 止 な ど を 行なっ て いま す . た だ し , 
TI0CS で は すべ て の 割り 込み は サポ ー ト し て いま せ 
ん ( 例 : キー ボー ド 割 り 込み ). 

割り 込み 発生 時 に 処理 アド レス に ジャ ンプ する 
時 点 で , CPU は スー パー バイ ザ ・ モ ー ド に な っ て い 
ます . 割り 込み 処理 を 行なう 場合 , 割り 込み ルー 
チン の 先頭 で レジ スタ を 保存 し , 終了 する と き に 
復帰 きせ ます . 割り 込み か ら の リタ ー ン は 「RTE」 
を 使い ます . な お , 割り 込み を スタ ー ト させ る 前 
に , 処理 ルー チン を 用 意 し て くだ さい . 





X68000 に は 標準 で マセ ウス が つい て いま す . IOCS 
で ウズ と ラーク "2 べり 3 の の す の る だ た だめ の ザラ クレ 
ーー ンジ を サポ ボー トド ト に で 民 ま す 。 1068S の レジ ツレ で 。 
マウ ス か ら の デー タ を 受け 取り , 解析 し て マウ ス ・ 
カー ソル の 座標 を 移動 きせ て いま す (マウ ス か ら 
は 移動 量 と ボタ ン の 状態 し か 送ら れ て こない ). 

マウ ス の 処理 は 基本 的 に は タイ マー 割り 込み ル 
ー チ ン 内 部 で 行なわ れ ま す . 割り 込み が 周期 的 に 
か か っ だ た と き に , 割り 込み ルー チン 内 部 で マウ ス 
に デー タ を 要求 し , 送ら れ て きた デー タ か ら マ ウ 
ス ・ カ ー ソ ル の 座標 を 移動 きせ て いま す . その た 
め , IO0CS が マウ ス ・ デ ー タ を 受け 取る た め に 使っ 
て いる 割り 込み を 禁止 する と , IOCS の マウ ス ・ デ 
ー タ は 更新 され な く な り ま す . 

マウ ス ・ み カー ソル は テキ スト VRAM の プレ ー ン 2 
3 に 表示 され ます . テキ スト 画面 に 表示 きれ て い 
る 文字 に よっ て マウ ス ・ カ ー ソ ル の グラ フィ ッ ク 





ク Z ざ 





$6A 
$6B 
$6C 
$6D 
$6E 
$6F 





OPM に よる 割り 込み 

タイ マー D に よる 割り 込み 
垂直 同期 に よる 割り 込み 
ラス ター 操作 に よる 割り 込み 
水平 同期 に よる 割り 込み 
プリ ンタ に よる 割り 込み 











これ ら の 割り 込み は ほとん ど が 一 定 周期 で 割り 


込み を 発生 する タイ プ で す が , 


プリ ンタ 割り 込み 


は ブリ ンタ が BUZY で な く な っ だ た と き に 割り 込み が 
2 の 2 の 0"D り まう 3 


E.B マウ ス 関 係 





$70 
$71 
$72 
$73 
$74 
$75 
$76 
$77 
$78 
$79 
$7A 


$7B 


$7C 


$7D 





マウ ス 初 期 化 

マウ スカ ー ソ ル 表 示 

マウ スカ ー ン ソル 消去 

マウ スカ ー ソ ル が 表示 され て いる か 調べ る 
マウ ス の 移動 量 ・ ボ タン の 状態 を 調べ る 
マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 調べ る 

マウ スカ ー ソ ル の 座標 を 指定 する 

マウ スカ ー ソ ル の 移動 範囲 を 指定 する 
マウ ス の ボタ ン を 離す まで の 時 間 を 調べ る 
マウ ス の ボタ ン を 押す まで の 時 間 を 調べ る 
マウ スカ ー ソ ル ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ パ ター ン 
を 設定 

マウ スカ ー ソ ル ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ パ ター ン 
を 選ぶ 

マウ スカ ー ソ ル ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ パ ター ン 
を 複数 選ん で アニ メー ショ ン に する 

ソフ トキ ー ボ ー ド 制御 








ーー 








症 胡 し 2 いよ うに する だ た め 。 テキ スト ・ ノ パレ ッ 
還 基 考 大 ら 7 まで と , 8 か ら $F ま で に それ ぞ れ 同 


2 ラーー と ーー ド お 


設定 し て いま す . 





mnYD0 は 外部 機器 と の 大 量 デ ー タ 転送 に DMA を 使 
m ます. DMA は 4 つの チャ ン ネ ル を 持ち , それ 
年 雪が 。 メモ リ ・2HD フ ロッ ピー ディ スク 間 , メモ 
『 天 問 . メモ リ ・ADPCM 間 , メモ リ ・ メ モリ 間 の 
下 グ 転送 を 行ない ます . 

IS 584 一 8D が サポ ー ト し て いる の は , メ モリ ・ 
間 デ ー タ 転送 で す . 
> デー タ の メモ リ 内 移動 が 高速 
デー タ 量 が 少な い 場 合 は 転送 中 に CPU が 他 の 
を 実行 で きま す (DMA が BUS を 占有 し な いた 


| 
り に 4 | 電 


WW 


MD i 


| 


チ ) 





lsS000 に は スプ ライ ト 機 能 が あり , ある 程度 ま 
Me - 移 動き 
こと が で きま す . また , スプライト 画面 に は 
ライ ト と は 別に バッ ク グ ラウ ンド 画面 が あり , 
間際 昌和 で 表示 で きま す 。 表示 色 は , 6 
ョ 36 色 中 16 色 が 使え ます (スプ ライ ト 画 面 全体 で 
語 6 色 まで ). 

ご お , スプ ライ ト 画 面 が 表示 で きる の は 表示 画 
結 の XX 方 向 が 512, 256 ド ッ ト の と き で す . 





1 
| W 


| 
| 


1. スプ ライ ト 


スプ ライ ト は 16※X16 ド ッ ト ・ パ パターン で , 最大 
』28 個 同時 表示 で きま す (XX 方向 は 32 個 まで ). 表 
未 位置 や 表示 方 法 は スプ ライ ト ・ レ ジス タ で 指定 
し ます . パタ ー ン の 一 部 が 画面 外 に 出る よう な 表 
東 も で きま す . パパ ター ン は 指定 し た PCG デ ー タ (1 
6X16 ド ッ ト ) を 使い ます . 表示 色 は スプ ライ トノ マ 
・ ブ ロッ ク の 指定 し た ブロ ッ ク に し た が い 





レッ ト 
上 まず: 
選 。 バッ ク グ ラウ ンド 

バッ ク グ ラウ ンド 画面 は 画面 モー ド に よっ て 決 
まる 大 き さ の パタ ー ン が 64※64 個 並ん だ も の で , 
最大 2 面 表示 で きま す . 表 示 位 置 は BG ス クロ ー ル ・ 
レジ スタ で , 表示 方 法 は BG コ ント ロー ル ・ レ ジス 
タ で 設定 し ます . 表示 色 は , 65536 色 中 16 色 が 使え 











これ ら の IO0CS に よっ て , 
ここ 4 な Xs ま 49 。 





$8A 
$8B 


$8D 





メモ リ 間 DMA 転送 | 
メモ リ 間 DMA 転送 | 
(チェ ー ン テー ブル に よっ て 複数 の デー | 
タ ・ ブ ロッ ク を 転送 ) | 
メモ リ 間 DMA 転送 

(アレ イチ ェ ー ン テー ブル に よっ て 複数 の 
デー タ ・ ブ ロッ ク を 転送 ) 

DMA の 実行 し て いる IOCS を 調べ る 





eg.IU スプ ライ ト 








スプ ライ ト 画 面 の 初期 化 

スプ ライ ト 画 面 の 表示 

スプ ライ ト 画 面 の 非 表示 

PCG の クリ ア 

PCG 定義 

PCG 読み 込み 

スプ ライ ト ・ レ ジス タ を 定義 し て 表示 する 
スプ ライ ト ・ レ ジス タタ 読み出し 

BG スク ロー ル ・ レ ジス タ 定 義 

BG スク ロー ル ・ レ ジス タ 読 み 出し 
BG コン トロ ー ル ・ レ ジス タタ 設定 
BG コン トロ ー ル ・ レ ジス タ 読 み 貞 し 
BG テキ スト クリ ア 

BG テキ スト 書き 込み 

BG テキ スト 読み 出し 

スプ ライ トバ パ レッ ト 定 義 





ます (スプ ライ ト 画 面 全体 で 256 色 まで )。 
バッ ク グ ラウ ンド は 双方 向 の モー ド 紀 まっ て 表 


示 形 体 が 違い ます . 
< く 256 ドット ・ モ ー ド 時 > 
バッ ク グ ラウ ンド 画面 は 2 つ 表 示 で きま ず 』 1 





つの キャ ラク タ は 1 つの PCG デ ー タ (8 8 ドッ ト ) 


を 表示 し ます . 64X64 キ ャ ラク タ 飼 の BG テ キス ト 
が ある の で バッ ク グ ラウ ンド 画面 全体 ほ 512 


ドッ ト に な り ま す . そし て , BG テ キス ト の 任意 の 
位置 か ら の 256X256 ド ッ ト 分 を 表示 で きま す . 


< く 51 つ ドッ ト ・ モ ー ド 時 > 

パック グラ ウン ド 画 面 は 1 つ 表 示 で きま す . 1 
つの キャ ラク タタ は 1 つの PCG デ ー タ (16X16 ド ッ ト ) 
を 表示 し ます . 64X64 キ ャ ラク タ 分 の BG テ キス ト 
が ある の で バッ ク グ ラウ ンド 画面 全体 は 1024x10 
24 ド ッ ト に な り ま す . そし て , BG テ キス ト の 任意 
の 位置 か ら の 512X512 ド ッ ト 分 を 表示 で きま す . 


3。 PCG 

スプ ライ ト や バッ ク グ ラウ ンド の キャ ラク タタ の 
2 マター ン は PCG に 定義 し て お き , 表示 する と き に P 
CG ナ ン バ ー を 指定 する こと に よっ て 表示 ター ン 


BG の 表示 位置 
画 256 ド ッ ト ・ モ ー ド 
512 ド ッ ト 

















BG テ キス ト ・ エ リア 


256 ド ッ ト 


アー らい 


256 ド ッ ト | 表示 エリ ア 


トコ 
いい NN だ も まく 
ア や い の ら 


さ 





人 
1 キャラ クタ …… 8X8 ビ ピット 


PCG コ ー ド 0 (16x16) は 4 つの PCG コ ー ド 0 一 3 
(8 8 ドット) と 重複 し て いる . 


PCG コ ー ド 0 


PCG コ ー ド 2 





PCG コ ー ド 3 








2 ぎの 





守 柏 定 じ ま す WP6G は 欠 デ ラシャ イ トト 5 パッ シブ ラン 
ド 共 通 で す . また , パパ ター ン の 大 き さ は 2 種類 あ 
り ま す が , 重複 し て いま す (4 つ の 8X8 ド ッ ト ・ 
ター ン が 1 つの 16X16 ド ッ ト ・ パ ターン に 相当 
する ). 


4. スプ ライ トバ パレ ッ ト ・ ブ ロッ ク 


スプ ライ ト や バッ ク グ ラウ ンド で 指定 する 色 は 
スプ ライ トマ レッ ト ・ ブ ロッ ク に 定義 し て お きま 
す . そし て , 表示 する と き に パパ レット ・ プ ロック 
ナン バー を 指定 する こと に よっ て , マタ ー ン で 指 
定 さ れる 16 種 類 の パパ レッ トコ ー ド に カラ ー コ ー ド 
を あて は め て 表示 し ます . フ マ レ ッ ト ・ ブ ロッ ク は 
16 個 あり ます が , 0 番 の ブロ ッ ク は テキ スト ・ ペ 
レッ ト と 同じ も の で す . 


還 512 ド ッ ト ・ モ ー ド 


1024 ド ッ ト 





BG テ キス ト エ リア 


512 ド ッ ト 


表示 エリ ア 


さぶ NM させ 宝 


512 ド ッ ト 





64 キ ャ ラク タ 


1 キャ ラク クタ に 9 16X16 ド ッ ト 














e.11 文字 フォ ント 


68000 は ROM に フォ ント ・ デ ー タ を 持ち , テキ ス 
ト ・ グ ラフ ィ ッ ク VRAM に 転送 ・ 書 き 込 み を 行なっ 
て 文字 を 表示 し て いま す .ROM に 格納 され て いる フ 
ォ ン ト の 種類 は 次 の 6 種類 で す . 


8SX8 ド ッ ト 1/4 角 文字 
8X16 ド ッ ト 半角 文字 
16X16 ド ッ ト 漢字 ・ 全 角 文 字 (第 1・ 第 2 水準 ) 
12X12 ド ッ ト 1/4 角 文字 
12X24 ド ッ ト 半角 文字 
24xX24 ド ッ ト 漢字 ・ 全 角 文 字 (第 1・ 第 2 水準 ) 


10CS で は これ ら の フォ ント に 加 そ て, 


10CS サ ブ 





$OF 外字 定義 | 
$16 文字 フォ ント ・ デ ー タ ・ ア ドレ ス を 調べ る | 
$19 文字 フォ ント を 読み 出す 

$38 外字 フォ ント ・ デ ー タ ・ ア ドレ ス 





ルー チン 内 で 12X12 ド ッ ト 漢 字 ・ 全 角 文 字 と 6 ※ 
12 ド ッ ト 半 角 文 字 を 作成 で きま す . 

T0CS $16,$19 で は IO0CS が 作り 出す 大 き さ の フォ 
ント に つい て も ROM に ある 大 き さ の フォ ント と 同じ 
よう に 扱え ます .。 よっ て 。 IO0CS ニ ユニ - 志 大 二 か ら 見 を 
場合 、 フォント は 8 種類 ある こと に な り ま す . 





g.1P その 他 の ハー ドウ ェ ア 


1. テレ ビ コ ン トロ ー ル 機能 





| $0A 
$0B 
$0C 


OPT. 2 に よる テレ ビ コ ン トロ ー ル 許可 
OPT.2 に よる テレ ビ コ ン トロ ー ル 禁 上 正 
テレ ビ コ ン トロ ー ル 








X68000 は 専用 ディ スプ レイ ・ テ レビ を ソフ トウ 
7 で ラン トト ロー ルル つき まず. また 。。 半 第 湖 。( 育 
面 の スイ ッ チ ) が ON で あれ ば , キー ボー ド に よっ 
CC コン シン トロ デル する こと も で きま す . 





g . 口 ら 3 どら 

$30 RS232C パラ メー ター 設定 
$31 受信 デー タ の 数 を 読み 出す 
$32 受信 

$33 受信 デー タ の 有無 を 調べ る 
$34 送信 可能 で ある か 調べ る 
$35 送信 











X68000 に は 標準 で RS232C と イン ター フェ イス が 1 
ポー ト 装 備 さ れ て いま す ( 増 設 可 )、 この ポー ト を 
使う こと に よっ て , 各種 周辺 機器 ( 例 : モデ ム , 
他 の ヨシ ピュ ー タ クタ ) 宮島 2 の や り と り が で き 
す . 





ッ ズ 


3. ジョ イス ティ ッ ク 





$3B ジョ イス ティ ッ ク 状 態 を 調べ る 











X68000 に は 2 つの アタ リ 社 規格 準拠 ジョ イス テ 
ィ ッ ク ・ ポ ー ト が あり , ゲー ム な ど で 使い ます . 


4。 プリ シタ ドイ ンタ ー ラ エイ 刺 





プリ ンタ イン ター フェ イス 初期 化 
出力 可能 か 調べ る 

直接 出力 

文字 出力 

プリ ンタ に よる 割り 込み 制御 











X68000 に は 1 つの セン トロ ニク ス 社 規格 準拠 の 
プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス が 装備 され て いま す . 
漢字 プリ ンタ を 制御 する 場合 , 漢字 モー ド の 指定 
と 解除 を 行なう 必要 が あり ます が , IOCS $3F で は 
指定 し た 文字 コー ド を 解析 し て , 自動 的 に 漢字 モ 
ー ド 指定 ・ 解 除 を 行ない ます . また , これ ら の 10 
CS は 接続 する プリ ンタ に よっ て 処理 を 変更 し な い 
と うま く 印 字 で き な い 場合 が あり ます . その た め , 

n68K の プリ ンタ ・ ド ライ バ な ど は , 処理 アド 
レス を 変更 し て いる 場合 が あり ます . 

プリ ンタ 割り 込み は ,. プリ ンタ が BUZY で な いと 

き に か か り ま す . 





5. 内 部 時 計 / ア ラー ム 機 能 





$50 


$51 


$52 


$53 


$54 
$55 


$56 
$57 


$58 
$59 
$5A 
$5B 
$5C 
$5D 
$5E 


$5F 





日 付 バ イナ リ ・ デ ー タ を 日 付 BCD デー タ 
に 変換 

内 部 時 計 を 日 付 に セッ ト に する (BCD デー 
タ ) 
時 刻 バ イナ リ ・ 
に 変換 

内 部 時 計 に 時 刻 を セッ ト す る (BCD デー 
タ ) 

内 部 時 計 か ら 日 付 を 読み 込む 

日 付 BCD デー タ を 日 付 バ イナ リ ・ デ ー タ 
に 変換 

内 部 時 計 か ら 読 み 込む 

時 刻 BCD デー タ を 時 刻 バ イナ リ ・ デ ー タ 
に 変換 

日 付 文字 列 を 日 付 バ イナ リ ・ デ ー タ に 変換 
時 刻 文字 列 を 時 刻 バ イナ リ ・ デ ー タ に 変換 
日 付 バ イナ リ ・ デ ー タ を 日 付 文字 列 に 変換 
時 刻 バ イナ リ ・ デ ー タ を 時 刻 文 字 列 に 変換 
曜日 バイ ナリ ・ デ ー タ を 曜日 文字 列 に 変換 
アラ ー ム の 禁 正 , 許可 

アラ ー ム の 時 刻 と 処理 内 容 (アド レス ) を 
アラ ー ム の 時 刻 と 処理 内 容 (アド レス ) を 
調べ る 


ー タ を 時 刻 BCD デー タ 








2@ ク 


X68000 に は バッ テリ ー バ バックアップ され だ た 時計 
が 装備 され て いま す . IO0CS $50 番 台 は , 時 計 に 対 
する 処理 を サポ ー ト し て いま す . 時 計 に 対し て は 
BCD デ ー タ し か 使え な い の で , デー タ 変 換 を 行なう 
10CS が 各種 あり ます . 

アラ ー ム を 使う こと に より , 指定 し た 時 間 に 専 
用 ディ スプ レイ テレ ビ や X68000 本 体 を 制御 で きま 
す . 10CS $5D 一 5F に よっ で 設定 が で きま す . 


6 . 日 本 語 処 理 用 文字 列 処理 





$A0 シフ ト JIS コー ド か ら JIS 漢字 コー ド を 計 


算 

$A1 JIS 漢字 コー ド か ら シ フト JIS コー ド を 計 
算 

$A2 ANK コー ド か ら 対 応 し た シフ ト JIS コー 
"を 計算 


$A3 ロー マ 字 仮名 変換 
$A4 濁 音 処理 
$A5 半 江 点 処理 











X68000 は IOCS の レベ ル で は 漢字 変換 は で きま せ 
ん . 1I0CS は ロー マ 字 変換 の た め の サ ブル ー チ ン を 
9 が ボート NZ で 宇 す !? 











' お 1 _HSVTORGB 


1 pcs コー ルナ ン バ ー (を キー (XC の ライ ブラ リ に 対応 し て いま す ) 
ョ 数 
本 1 HSV デ ー タ 
暗 033 V (0 一 $1F) 明る き 
bit 8 一 $S S (0 一 $1F) 偽 和 度 
bit $10 一 $17 V (0 一 $BF) 色相 
以下 の ビッ ト は 0 
ーーー そつ で 下 ーー も 
引数 と その 内 容 ,。 フォ ー マ ッ ト 
返り 値 ・ 
DO0.1 RGB カ ラー コー ド (%GGGGGRRR RRBBBBBB0) 
1。」 還っ 時 


返 値 と その 内 容 , フォ ー マ ッ ト 

後 能 

HSV デ ー タ を RGB カ ラー コー ド に 直し ます . 

= ノレ 
moVed #$12.D0 
move.1  #$80120F, D1 実際 の 方 法 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.444 IOCS サ ンプ ル 6 





29? 





ーー ーー 記 








お 0 り 0 -B_KEYINP 


引数 

ol 

返り 値 

DO.1 スキ ャ ンコ ー ド メメ 256 十 内 部 コー ド 
bit $F 0 の と き 押 され た (リピ ー ト し た ), 1 の と き 離 され た 
bit 8 一 $E キー の 位置 デー タ 
bit 0 一 7 ASCIT コ ー ド , また は 0 


5C 53 


間 
3 委 還 回 回 回 回 回 回 回 較 庁 因 
EE に EIETI 










キー コー ド は 16 進 数 


8 記号 
Lrs lp7|Frslps[riol 回 國 図 回 
図 開 還 較 李 茹 四 四 四 四 四 回 因 回 配 















ROLLIROLL 
elslkklwlslklklekk ド In 回 図 加 
店 当 還 国 国 還 較 囲 還 囲 国 ヶ 図 困 団 





に 


OPT.1 1 OPT.2 





mk sek la] om 





機能 
キー デー タ を 読み 出し ます (電卓 処理 に も 対応 し て いま す ). 入力 待ち を し ます . SHIFT, 
CTRL, OPT.1, 0PT.2 の 4 つの キー に つい て は , 放し た と き に も コー ド を 返し ます . スキ ャ 
ンコ ー ド の 値 は 対象 と な っ た キー の 位置 と . その キー が どう な っ た か と いう 情報 (押さ れ 
だ , リピ ー ト した, また は 離さ れ た だ た ) を 示し ます . 内 部 コー ド の 値 は 入力 され だ ASCII 文 字 
の コー ド で , SHIFT, CTRL, か な , CAPS キ ー に よっ て 修正 され ます . ASCII 文 字 が 定義 きれ 
て いな い キ ー を 押し た 場合 は 内 部 コー ド の 値 は 0 で す . 
キー 入力 は すべ て バッ ファ リン グ き され て いま す (ASCII 文 字 が 定義 され て いな い キ ー の デ 
ー タ も 含ま れる ). 特殊 な 働き を 持っ て いる キー は , その 働き を し た 後に 入力 され ます (C 
OPY&OPT.1 圭 0PT. 2 など). 
コー ル 
moveq  #O,DO 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.442 TO0CS サ ン デ プル 1 
例 
スペ ー ス キー が 押さ れ た 場合 , DO0.1 は $3520 に な る 


28 タ 








|' お SD]  _B_KEYSNG 


引数 

空 じ 

宮 り 値 

0O.1  $10000 十 スキャン コー ド ※256 十 内 部 コー ド 


bit $10 キー 入力 が ある 場合 は 1 

bit SF 1 の と き 押 され た (リピート した), 0 の と き 離 され た 
bit 8 一 $E キー の 位置 デー タダ 

bit 0 一 7 ASGTT コ ー ド 生ま 760880 


$0 の と き は キー は 押さ れ て いな い 


5C 





キー コー ド は 16 進 数 


8 記号 
FFPTTE2|Fs1 4 に 65s| |eWsLFz eaFie 國 國 回 回 


rr ROLLIROLL 
ebkkk ト kklkb kT | 屋 園 e 
2 に 

CTRL H H : 
回 還 国 国 因 因 較 還 因 還 図 阿 思 

< > ー 

|・ IFT 
衣 較 還 因 較 国 還 還 因 四 内 同 還 記 
EE3 還 EE 











BE 


OPT.1 1 OPT.2 





機能 
キー デー タ ・ バ ッ フ ァ 状 態 を 調べ ます (電卓 処理 に も 対応 し て いま す ). キー デー タ の 内 


容 は IOCS $00 と 同じ で す . 
状態 を 調べ る だ け な の で 読み 出し は 行ない ませ ん . バッ ファ の 内 容 は その まま 残り ます 


(IOCS $00 で 読み 出せ ます ). 
コー ル 





moveq  #1, DO 
trap #15 


例 
CAPS OFF、 か な OFF, SHIFT OFF, CTRL OFF の 状態 で 「A」 キ ー が バッ ファ に 入っ て い 


る 場合 , DO0.1 は $11E61 に な り ま す . 


28 ぢ 


お 0 どら - 過 お FT 軸 避 


引数 

2 し 

返り 値 

DO.w シフ ント キー 状 静 .( 提 し て いる , まだ た は LED が 点灯 kLaG い る と き に 1 に な る ) 
bit 0 SHIFT bit 8 か な 
Bt 人 Iー 拓 CTRL bit 9 ロー マ 字 
bit 2 OPT.1 bit $A コー ド 入 力 
MM も きす 。 0 欠 9 bit $B CAPS 
bit 4 か な bit $C INS 
本 も 5ーーgー マ bit SD ひら が な 
bit 6 コード 入力 bit $E 全角 
bit 7 CAPS 

機能 


シフ トミ キー 状態 を 調べ ます . 返り 値 の ビッ ト $0 か ら $7 ま で は キー 入力 モー ド , ビッ ト $8 
か ら 索 まで は LED の モー ド を 表わし て いま す . 
リッ ー リ レ 
moveq  #2, DO 
trap #15 
例 
「 か な 」ON で 「SHIFT」 が 押さ きれ て いる 場合 , DO0.w は $111 に な る 


RT) 近 に 7 


引数 

D1.b キー ボー ド LED 初 期 状態 (1 の と き LED が 点灯 する ) 
bit 0 か な 
bit 1 ロー マ 字 
bit 2 コー ドス 入力 
bii93 ま 人 挟 CAPS 
Diy 地 4 介し INS 
bit 5 ひら が な 
bt 合 6。 区 角 
BE 本 OFEG 固 定 

返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 


キー 入力 関係 を 初期 化し ます . キー・ バ バッファ が クリ ア さ れ ま す . 初期 化 後に ., キー ボ 
ー ド LED と キー 入力 モー ド を 指定 し た 状態 に し ます . 通常 は 使用 し ませ ん . 


店 ま ーー ガレ 
moveq  #3,D0 
move.b #%100001, D1 
trap #15 

ク 86 























jsD4 BiTSNG 


到 
| ) 季 Be ニード ーー グ ウレ ー ワ ナン パー (0 一 $85) 

寺 り 値 

| 。 生 キー コー ド ・ グ ルー プ 内 の キー 状態 
(押し て いる と き 。, 対応 し た ビッ ト が 1 に な る ) 





に モヨ 
北 定 し た キー が 押さ きれ て いる か どう か を 調べ ます . 
還 革 一 プレ 

moveq  +#4,D0 

move.w  #5,D1 


trap #15 
列 

moveq  #4, DO 

moveqd 2,D1 

trap #15 


3B」 キ ー が 押さ れ て いる 場合 , DO0.b の bit 0 が 1 と な る 





キー コー ド ・ 戻り 値 の bit 
3 4 5 5 7 


婦 
















グル ー プ ナン バー 0 1 2 
















0 

















































M > 








ROLL UPIROLL DN 1 
















(*) (8) 











(6) (2) 





















(便り 記号 登録 HELP XEF1 XXF2 え F3 




















XEF4 XE5 か な Is 生還 さき 次 力 CAPS INS ひら が な 














BREAK | COPY 1 E2 EF3 FE き FE5 


F6 EZ FS E9 | E10 
記 SHIETT CTR 60500 者 | 952 < 識 


注 ( ) は テン キー 














ロ DO|I 加 | ァ > 
枕 
届 


















262 ア コー 








お りら = 区 了 き 所 す 


引数 
MSH スキ ャ ンコ ー ド 
bit 7 1 の と き 押 され だ た (リピ ー ト し た), 0 の と き 離 され だ 
bit 0 一 6 キー の 位置 デー タ 
その ほか の ビッ ト は 0 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
機能 
ソフ ト 的 に キー 入力 を 発生 きせ ます . キー デー タ は サブ CPU が 送る デー タ と 同じ 形式 で 
す . 
コー ル 
moveq  #5, DO 
move.b #11,D1 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.442 IOCS サ ンプ ル 2 


お 0B Po 
引数 
D1.b キー ボー ド LBD 状 態 (1 の と き LED が 点灯 する ) 
DU 恒 0 。 が な 
biE ユ ローマ 学 
bit.2。 ラード 入 力 
DS3 CABS 
bit 4 INS 
bit 5 ひら が な 
bifP6 全角 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
キー ポー ド LED の モー ド を 設定 し まず 。 キー 入 娘 モー ド 人 ほ 身 更 さ きれ ま や せん. 
ドー 月 y 
moveq  +#6,DO 
moveq  #%1111010, D1 
trap #15 
例 
moveq  #6,D0 
moveq  #$11,D1 
trap #15 


この 場合 ,「 か な 」 と 「TINS」 の LED が 点灯 , その 他 の LED は 消灯 する 


28 ざ 











お ロ Z LE NOP “ 


引数 
な 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
キー ボー ド LED の モー ド を キー 入力 モー ド に 合わ せま す . 
コー ル 
moveq  #7,DO 
trap #15 
BOB KEY_REP| 
引数 
D1.b キー・ リ ピー ト 開 始 間 隔 (0 一 WP) 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
キー・ リ ピー ト 開 始ま で の 時 間 を 設定 し ます . 100 xD1.w 十 200ms に な り ま す . 
コー ル 
moveq  #8,D0O 
move.w #2.D1 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.443 IOCS サ ンプ ル 3 





OB _kEV_QEP ふ 


引数 
D1.b キー・ リ ピー ト 間 隔 (0 一度) 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
キー リピ ー ト 間隔 の 時 間 を 設定 し ます . 5 XD1.w2 十 30ms に な り ま す . 
コー ル 


moveq  #9,D0 

move.Ww #6,D1 

trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.443 10CS サ ンプ ル 3 


BTCOP て つう 、 TV CR し 
引数 


返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
OPT.2 キ ー の テレ ビ コ ン トロ ー ル が で きる よう に し ます . 
コー ル 
moveq  #$A, DO 
trap #15 


お り B 


引数 
2 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
0PT.2 キ ー の テレ ビュ ント ロー ル が で き な い よう に し ます . シ フト キー に よる コン トロ ー 
ル は で きま す . 
コー ル 
moveq  +#$B, DO 
trap #15 


290 





に = M け の 崩し 





ョ ョ 到 
1 レビ コン ドド ロー ルー コマ ンド 
1 ボリ ュー ム を 上 げ る 
2 ボリ テー を 下げ る 
3 ボリ ュー ム を 普通 に する 
4 チャ ン ネ ルコ ー ル 
上 テレ ビ 画 面 (初期 化 え リセ ッ ト ) 
6 音声 ミュ ー ト 
7 電源 ON 
8 テレ ビ ・ コ ンピュータ 画面 切り 替え 
9 テレ ビ ・ 外 部 入力 の 切り 替え た . ま た は コン ピュ ー タ 表示 モー ド の 切り 替え 
$A コン トラ スト を 普通 に する 
$B チャ ン ネ ル ア ッ プ 
$C チャ ン ネ ルル ダウン 
$D 電源 OFF 
$E 電源 ON・OFF 切 り 替 え 
$F スー パー・ イ ン ポ ー ズ 科 コ ント ・ ラ スト ダウ ン ・ 解 除 の 切り 替え 
$10 チャ ン ネ ル 1 
$11 チャ ン ネ ル 2 
$12 チャ ン ネ ル 3 
$13 チャ ン ネ ル 4 
$14 チャ ン ネ ル 5 
$15 チャ ン ネ ル 6 
$16 チャ ン ネ ル 7 
$17 チャ ン ネ ル 8 
$18 チャ ン ネ ル 9 
$19 チャ ン ネ ル 10 
$14 チャ ン ネ ル 11 
$1B チャ ン ネ ル 12 
$1C テレ ビ 画 面 (初期 化 々 を リ モ セット) 
$1D コン ピュ ー タ 画面 
$1E ズー パー イシ ボー ズ 交 コン ドジ スト ・ グ ダウ ジン 
$1F スー パー イ ン ボ ー ズ 乏 コ ント ラス ト ・ ノ ーママ ル 
十 $20 電源 ON の 後 , 上 記 の 機能 を 実行 する 
返り 値 コー ル 
DO が 破壊 きれ る moveq  #$C,DO 
機能 move.w #$D,D1 
専用 CRT を コン トロ ー ル し ます . trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.443 IO0CS サ ンプ ル 4 
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お DD 


指定 し た キー 入力 モー ド と , 


引数 
D 和 t. 1 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
D2.b 0 
| 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
コー ル 
moved 
moved 
moved 
trap 
例 
moved 
moved 
moved 
traDp 
この 場合 、 
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_-LEDMOD 








モー ド を セッ ト す る キー&LED 


か な 

ロー マ 字 
コー ド ゼ 入 カカ 
CAPS 

TNS 

ひら が な 
全角 

OFF 

ON (点灯 ) 


キー ボー ド LED の モー ド を 設定 し ます . 


#$D, DO 
#0,D1 

#1, D2 

#15 


#$D, DO 


#3, D1 
#1, D2 
#15 


「CAPS」 キ ー の LED が 点灯 し , CAPS 0N に な り ま す . 





お DE  -TGUSEMD 


引数 
pl.b 0 グラ フィ ッ ク 画 面 
1 テキ スト 画面 
2.b 0 使っ て いな い 
| シス テム で 使っ て いる (ソフ トキ ー ボ ー ド ・ 電 卓 ) 
2 アプ リケーション で 使っ て いる 
8 アプ リケーション で 使っ た 後 で 壊れ た まま で ある 
ー どの モー ド か を 調べ る 
返り 値 
D0. 1 D1 で 指定 し た 画面 の モー ド (0 一 3) 
ー1 の と き エ ラー 
交 能 


テキ スト ・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 使用 状態 を 設定 し ます . 
テキ スト 画面 を アプ リケーション で 使う 指定 を する と , マウ ス ・ カ ー ソ ル 多 ソフ トキ ー 
ボー ド 錠 電卓 が 表示 され ませ ん . これ ら の も の が あら か じ め 表 示さ れ て いた 場合 は ,。 マウ 
ス ・ カ ー ソ ル は その まま 表示 され , ソフ トキ ー ボ ー ド 錠 電 卓 は 消 を ます . グラ フィ ッ ク 画 
面 や テキ スト 画面 を 使う 場合 は , この IOCS コ ユール に よっ て , その 画面 を 使う こと を 宣言 
る よう に し ます . 
この I0CS コ ー ル を すべ て の アプ リケーション が 使う こと に より , アプ リケーション 間 で 
の 画面 の 重複 使用 が 避け られ ます . 
コー ル 
moveq  #S$E, DO 
move.b #1,D1 
move.b +#2,D2 
trap #15 


29? 


吊り F すう 王 腸 妥 思 


引数 
D1. 1 上 位 16 ビ ッ ト 文字 の 大 き さ 
0, 8 16*16, 8*16 
$C 24*24, 12*24 
下位 16 ビ ッ ト シフ ト JIS コ ー ド , JIS 漢 字 コ ー ド 
全角 :$EB9F 一 $EBFC($7621 一 $767B) 
$EC40 一 $EC7E, $EC80 一 $EC9F ($7721 一 $777E) 
半角 :$F400 一 $F5FF 
4A1.1 外字 パタ ー ン ・ デ ー タ ・ ア ドレ ス 























較 12 ベ 12 
bit 7 bit 0 bit7 bit 4 bit 3 bit 0 
十 0 只 1 | 使用 し な い 
2 + 3 [ 
| 十 $16 十 $17 | 
12F ッ ト | て re 
半 les で 放 
1 っ | トー12F ッ ト 
国 6 ベ 12 
bit 7 bit 2 bit 1 bit 0 


























二 $ | 使用 し な い 





12 ド ッ ト 
! 
| 
ト つ | トー6Fyt 
圏 16 ベ 16 0 還 8 ベ 16 
16 ド ッ ト 68 ドット 
bit7ーー み btO bi7ーーーbtO bt7 ーー>bittO 


16 ド ッ ト 











水 16 ド ッ ト 




















ク 9 タ 


田 2424 


BI7 ェ ーー> bitO bit7 ェ ーー bit0 bit7 ェ ーー bitO 





















画 12X24 SS 


5 ワーーー> bitO bit7 bit4 bit3 bitO 
使用 し な い 














十 $2E 十 $2F 


明 Zb = テー 





返り 値 
DO.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 

外字 を 設定 し ます . 
コー ル 


moveq  #S$F, DO 

move. 1 #$8*65536+$7621 
1ea ga1ji data, A1 
trap #15 
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|S1D OHTMOD 








引数 
D1.w 画面 モー ド ・ ナ ン バ ー 


D1.W の 値 表示 エリ ア グラ フィ ッ ク 画 面 の 構成 同期 周波 数 スプ ライ ト 





512 X512 1024※1024 16 色 1 枚 31kHz 
512X512 1024X1024 16 色 1 枚 15kHz 
256※256 1024X1024 16 色 1 枚 31kHz 
256 X256 1024 メ 1024 16 色 1 枚 15kHz 
512X512 512X512 16 色 4 枚 31kHz 
512 X512 512 x512 16 色 4 枚 15kHz 
256 256 512X512 16 色 4 枚 31k 昌 2 
256※256 512 メ 512 16 色 4 枚 15kHz 
512 512 512X512 256 色 2 枚 31kHz 
512X512 512X512 256 色 2 枚 15kHz 
256 メ 256 512X512 256 色 2 枚 31kHz 
256 X256 512 X512 256 色 2 枚 15kHz 
512X512 512X512 65536 色 1 枚 31kHz 
512X512 512X512 65536 色 1 枚 15kHz 
256 X256 512 X512 65536 色 1 枚 31kHz 
256 X 256 512X512 65536 色 1 枚 15kHz 
768X512 1024 1024 16 色 1 枚 31kHz 
1024X424 1024X1024 16 色 1 枚 24kHz 
1024X848 1024※1024 16 色 1 枚 24k 昌 Hz 


0 
1 
2 
3 
+ 
5 
6 
ん 
8 


当局 由 同 凡 司 司 過 局 





返り 値 
DO. 1 現在 の モー ド ・ ナ ン バ ー (D1.w テ ー1) 
それ 以外 の と き は 破壊 され る 

機能 

画面 モー ド を 設定 し ます . テキ スト VRAM の $E00000 一 $E3FFFF を クリ ア し , テキ スト ・ フ スパ 
レッ ト を 初期 化し ます . グラ フィ ッ ク 画 面 と スプ ライ ト 画 面 は トク リア され ず に 無 表示 モー 
ド に な り ま す . 

D1.w ニ ナン バー 十 $100 の と き は 画面 モー ド の 切り 替え だ け を 行ない ます .D1.w テ ニー1 の と 
き は 現在 の モー ドナ ン バ ー を 返し ます . 
コー ル 








moved  #$10,D0 

move.W  #$14,D1 

trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.444 TO0CS サ ンプ ル 5 
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員 11 _-CONTRHAST 


引数 
pb 


圭 り 値 
DO- 1 
威 束 


0 一 $F コン トラ スト の 設定 
寺 現在 の コン トラ スト を 調べ る 


シス テム 設定 値 に 戻す 


変更 前 (D1.b= 0 一 $F, 一 2), また は 現在 (D1.b ニ ー1) の 値 


ヨン トラ スト を 変更 し ます . 


コー ル 


moveq  #$11, DO 
move.b #$4,D1 
trap #15 


員 1 どど -HSVT OHGB 


引数 
D1. 1 


返り 値 
DO0.1 


機能 


HSV デ ー タ を RGB カ ラー コー ド に 直し ます . 返り 値 は 光度 が 0 と な っ て いま す . 


コー ル 


HSV デ ー タ 

bit 0 一 4 V (0 一 $1F) 明る さき 
bit 8 一 $C S (0 一 $1F) 飽 和 度 
bit $10 一 $17 H (0 一 $BF) 色相 
他 の ビッ ト は 0 


RGB カ ラー コー ド (%GGGGGRRR RRBBBBB0) 
= ラサ の の と き 生 ウー 


moveq  +#$12,D0 
move.1 #$80120F, D1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P. 444 


IO0CS サ ンプ ル 6 











馬 還 志和 選 AE 


引数 

D1.b テキ スト ・ パ レッ トコ ー ド 
0 が 欠 ドッ カタ ー.(⑩) 
1 と スー ド ニカ - テ ーー( こ つう 

2 の OS 2 ーー ズ (G2 

3 

4 





天 素 スト ・ カ ラーaG8 う 
ー7 ジジ トト ・ キ ー ボ テ ド 生 電 卓 カ ラ 。 ( 0 ) 
ze トマ カラ ーーG 和 デ 8) すべ ペ て 
8 一 ソフ ト ・ キ ー ボ ー ド 名 電卓 カラ ー (1) 
示 大.・ カ ラ 万 。G9 一) て 





D2. 1 0 一 $FFFF カラ ー コ ー ド (0 一 $FFFF) 


ai 現在 の カラ ー コ ー ド を 調べ る 
王 2 ジス テム 設定 値 に 戻す 
返り 値 
DO0.1 D2.1 デ テー1 の と き 現 在 の カラ ー コ ー ド 
機能 


テキ スト ・ パ レッ ト を 設定 し ます . D1.b=4 一 SF の と き は それ ぞ れ に 対応 し た テキ スト ・ 

み カラー が すべ て 設定 され ます . これ は , 10CS レ ベル で サポ ー ト し で いる ソフ トウ ェ ア デア キー 
ポー ド や 電卓 。 マウ ス ・ カ ー ソ ル を 背景 の 影響 あま まっ た く 受 け な い よう に 表示 させ る た め 
科す 。 
コー ル 

moveq  #$13,D0 

move.b #2,D1 

move.] + 半 $1234, D2 

trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
TI0CS サ ンプ ル 6 





員 14 -「 ピ ALET 如 


引数 
D1.b デキ スズ スト ・ フ パレ シッ ドコ ー ド 

0 一 評 テキ スト ・ み ラー (0 一 施 ) 
D2. 1 0 一 SFFFF カラ ー コ ー ド (0 一 $FFFF) 








人 
現在 の カラ ー コ ー ド を 調べ る 
返り 値 
D0. 1 D2.1 ニ ー1 の と き 現 在 の カラ ー コ ー ド 
ーー の と き モ デー 
比 能 
テキ スト ・ パ レット を 設定 し ます . IO0CS $13 と は 違っ て , テキ スト ・ カ ラー ご と に 独立 


29 ざ 


きせ て 設定 で きま す . 

コー ル 
moveq  #$14, DO 
move.b #3,D1 
move.1 #$1234, D2 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.445 ITOCS サ ンプ ル 7 


お 15 ら ー15BLOH 


引数 

D1.b アク セス され る テキ スト VRAM プレ ー ン 
0 テキ スト ・ プ レー ン 1 ($EO00000 一 $E1FFFF) 
1 テキ スト ・ プ レー ン 1 ($E00000 一 $E1FFFF) 
の テキ スト ・ プ レー ン 2 ($E20000 一 SE3FFFF) 
4 テキ スト ・ プ レー ン 3 ($E40000 一 $E5FFFF) 
8 テキ スト ・ プ レー ン 4 ($E60000 一 $E7FFFF) 

返り 値 

DO が 破壊 され る 
機能 


TO0CS コ ー ル ($1A4 一 $1CO で アク セス され る テキ スト VRAM プレ ー ン を 指定 し ます . アク セ 
ス 終 了 後 は テキ スト ・ プ レー ン 1 を 指定 し て くだ さい . 


コー ル 
moveq  +#$15, DO 
move.b #4,D1 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.446 IOCS サ ンプ ル 8 


クタ 9 の 














1 -FNTADR 


引数 
D1.w ジン トト 上 JTS コー ド , (JTS 漢字 コー ド 
の 1 文字 の サイ ズ 


6 12*12, 6*12 Dot 
8 16*16 8*16 Dot 
$C 24*24 12*24 Dot 


返り 値 

DO.1 バッ ファ アド レス (スー パー バイ ザ ・ エ リア ) 
D1.w (文字 パタ ー ン の 双方 向 の バイ ト 数) 一 1 

D2.w (文字 パタ ー ン の YY 方 向 の ドッ ト 数 ) 一 1 


一 12 ベ 12 
bit 7 bit0 bit7 bit 4 bit3 bit 0 





使用 し な い 






































+$16 に 。 電 和 7 1 
Py 
問 際 3 
9 
bit 7 bit 2 bit 1 bit 0 
十 0 使用 し な い 
+ 1 | 使用 し な い 
+ | 使用 し な い 
1 
at 
画 16<16 画 8X16 
16 ド ッ ト 8 ドッ ト 
bit7ーーーー bitO bit7 ーー bit0 ーー ニン bit0 
16 ド ッ ト ILL24 
十 2 十 3 十 1 
十 $1 ビ 十 $F 4 


9 の の 





2424 


bit7 ェ ーー bitO0 bt フーーー bit0 bit7 ェ ーー bitO 


























画 12X24 AL) 


bit7ーー bitO bit7 bit4 bit3 bitO 
十 1 
十 3 


ei 


十 $2E 十 $2F 





使用 し な い 



























「12 ド ッ ト 
A 24 ド ッ ト 
機能 


漢字 フォ ント マタ ー ン の アド レス を 調べ ます . 通常 ROWM の アド レス に な り ま す が , 外字 
や 12X12 ド ッ ト , ま た は 6 ※X12 ド ッ ト の フォ ント の ア ドレ ス は RAM の アド レス に な る こと が 


あり ます . よっ て この 場合 は フォ ント の デー タ が いつ まで も 残る と は 限り ませ ん . 

ーー ガ プル 
moveq  #$16,D0 
move.w #$2121, D1 
moveq #8, D2 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.456 IO0CS サ ンプ ル 8 

例 
moveq  #$16,D0 
move.w # 電 ',D1 
moved  #6,D2 
trap #15 


この 場合 D1.w 三 1, D2.w 三 $B, DO0.1 ニ フォ ント ・ デ ー タ の アド レス が モモ ッ ト さ ね れ 


9 の 7 





員 1 ノ - ツ HAMGET 





引数 

D1.w (バッ ファ の 双方 向 の バイ ト 数 ) 一 1 

D2.w (バッ ファ の YY 方向 の ドッ ト 数 ) 一 1 

D3.1 (テキ スト VRAM の 双 方 向 の バイ ト 数 ) 一 (D1.w) 一 1 
A1.1 バッ ファ の 先頭 アドレス 

A2. 1 テキ スト VRAM の 先頭 アド レス 

返り 値 


DO0, D1, D2,。 A1, A2 が 破壊 され る 







方向 バイ ト 数 (バイ ト ) 
> bit0 






+0 
十 ( X 方 向 バ イト 数 ) 


二 1 
填 (X 方 向 バ イト 数 ) 二 1 


†(X 方 向 バイ ト 数 一 1) 




















Y 方 向 
ドッ ト 数 





十 ( X 方 向 バイ ト 数 ) X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1) 


十 (X 方 向 バ イト 数 ) X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) 二 
(X 方 向 バイ ト 数 一 1) 

























Y 方 向 ド ッ ト 数 














ヶ 





(方 向 バ イト 数 )X 8 ドッ ト 
テキ スト 
VRAM 


0 の 2 





径 能 


コ 


例 


指定 し た 範囲 の テキ スト VRAM の デー タ を バイ ト 単 位 で 読み 込み ます . 





s 計 ソレ 
moveq  #$17, DO 
move.W #$F, D1 
move.Ww #$F,D2 
move. 1 #$6F, D3 
1ea bufadd, A1 
movea. ] #$E01000, A2 
trap #15 


moveq  #$17,D0O 
move.w #1,D1 
move.W +#$F, D2 
move. 1 #$80-1-1,D3 
1ea bufadd, A1 
movea. 1 #$E00000,42 
trap #15 


E60000 
MS 

E40000 ed) 

E20000 上 位 ビ ピット 下位 ビッ ト 


8 ドッ ト < 一 一 > 
yt| E00000 | E00001 
E00080 























1024 ド ッ ト 





7/ ル / 


吊 1 VRAMPUT 


引数 

D1.w (デー タ の 双方 向 の バイ ト 数 ) 一 1 

D2.w (デー タ の Y 方 向 の ドッ ト 数 ) 一 1 

D3.1 (テキ スト VRAM の 又 方 向 の バイ ト 数 ) 一 (D1.w) 一 1 
A1.1 デー タ の 先頭 アド レス 

A2.1 テキ スト VRAM の 先頭 アド レス 





え 方 向 バ イト 数 (バイ ト ) 
bitO 















bit7 ェ ー 










+0 
十 ( X 方 向 バ イト 数 ) 


+ 1 
+ (X 方 向 バイ ト 数 )+1 | 


十 (X 方 向 バ イト 数 一 1) 

















十 (X 方 向 バイ ト 数 ) X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) 


†(X 方 向 バイ ト 数 ) X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) 二 
(X 方 向 バイ ト 数 1) 

















Y 方 向 ド ッ ト 数 








み 





(X 方向 バ イト 数 ) X 8 ドッ ト 
テキ スト 
VRAM 


0 タ 





吉 り 値 
DO、D1, D2, A1, 42 が 破壊 され る 
受 能 
指定 し た 範囲 の テキ スト VRAM に デー タ を バイ ト 単 位 で 書き 込み ます . 
コー ル 


moveqd  #$17,D0 
move.w #$F,D1 
move.w #$F、D2 
move.1 #$6F,D3 
1ea bufadd, A1 
movea. 1 #$E01000, A2 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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ご HH ロ AM の 初期 化 方 法 


MM に は sritch.x で 設定 する メモ リ ・ ス イッ の 内 容 を は じ とめ と し て 。 シス テム が 正常 に 働く : 
の 本 め ら れ て いま す . この SRAM の 内 容 が 何 か の 拍子 で 書き 変わ っ て し まう と , いろ いろ と 問題 が ま 
ます . 正しい は ず の プロ グラ ム で 妙 な エラ ー が 頻発 し た り , 目的 の デバ イス か ら 正 し く プ ブート で き : 
っ た り し た 場合 は , SRAM の 内 容 が お か し く な っ て し まっ た 可能 性 が あり ます 。 

ーー 場合 は 。 次 の よう な プロ グラ ム を 久 才 た て 実生 し で み で くだ さき に 往還 二 議 還 計 
ら デ バッ ガ か ら 直 接 入 力 ・ 実 行 し て も よい で し ょ う . 





「 y 
に 

り 
怖 






由 
[ee 
が 4 
作 
作 M 






1 
% 


0 









move-.b #$31, $E8EOOD 
clr.b  $ED0000 
clr.b  $E8EOOD 
dc. w $ FFO0 
















実行 後 、 い ち ど リ モット を 行なう と, SRAM の 内 容 が 初期 化 さ れ ま す . 
グモ リ ・ ス イッ チ の 内 容 な ども すべ て 出荷 時 の 状態 に 戻っ て し まい ます か ら 。 
まず 。 
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介 
( 
山 
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誠 
! 
$ 











お 1 ak に 





引数 

D1.1 上 位 16 ビ ッ ト 文字 の 大 きき 
6 12*12, 6*12 
8 16*16, 8*16 
$C 24*24, 12*24 


下位 16 ビ ッ ト シフ ト JIS コ ー ド , JIS 漢 字 コ ー ド 
A1.1 外字 パタ ー ン 読み 込み バッ ファ アド レス 


返り 値 
(A1).w 文字 パタ ー ン の 双方 向 の ドッ ト 数 
2(A1).w 文字 パタ ー ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 


4 (A1) .b 以降 に フォ ント ・ デ ー タ が セッ ト き され て いる 
還 12X12 
bit 7 


bit 0 bit7 bit 4 bit 3 





bit 0 
使用 し な い 





























12Fy ト : ーー 
1 or 
トー| | ご 12F ド ッ ト 
国 6 ズ 12 
bit 7 bit 2 bit1 bit 0 
+0 !) 使用 し な い 
+ 1 | 使用 し な い 
+ $B ) 使用 し な い 
12 ド ッ ト ! で 
| 近 | 2 
あつ 
トー| トーeFyt 
圏 16 ベ 16 。 
16 ド ッ ト 


bit7 ェ ーー bitO bit7 ェ ーー bit0 


1 
の 











す ビ 
PL 








の 6 


国 8 ベ 16 


8 ドッツ 
bit7 ーー bitO 


| +0 | 
AA 16 ド ッ ト 
十 1 





還 2424 


bit7ーーー。 bitO bit7 ェ ーー bit0 bit7 ェ ーー bitO 
























較 12X24 0 


bt バケ ーー bitO bit7 bit4 bit3 bitO 
使用 し な い 














機能 
指定 し た 文字 の フォ ント ・ パ ターン を 読み 出し ます . 
か 
moved  #$19, DO 
move. 1 #$C*65536 十 $2121, D1 
1ea bufadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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90 の Z 











お 1A - ド 下 交 ET 








引数 

D1.w メド ッ ト 座 標 

D2.w Y ド ッ ト 座 標 

A1.1 デー タ ・ バ パ バッファ の 先頭 アド レス 


(A1) .w ッ パ ターン の 双方 向 の ドッ ト 数 
2(A1).w パター ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
4(A1).b 以降 が 読み 込み バッ ファ 
返り 値 

DO が 破壊 され る 


テキ スト VRAM ドッ ト 単 位 読み 出し デー ター フォ ー マ ッ ト 
X 方 向 バ イト 数 
> bitO 















こ 二 


(A1 十 4) 


bit7 ーー 一 





…ー + (方向 バイ 数 -]) 





X 方 向 ド ッ ト 数 が 8 












Y 方 向 上 中 の 倍数 で な い 時 に は 
ドッ ト 数 コラ 回 hit が あま る . 
十 (X 方 向 バイ ト 数 ) +(X 方 向 バイ 数 )X】 (0 に な る ) 


ーー (Y 方 向 ドッ ト 数 - 1 
(X 方 向 バ 介 数 1) 








X 
(Y カ 向 ドッ ト 数 -1) 
8 ドッ r ド 


( 例 ) 13 ド ッ ト 










区 切っ て 読み 出す 。 結 果 
ます 
十 0 十 1 十 2 十 3 十 4 5 十 6 +7 
B 6, 98, C2, 08, 5F , F 8,9A,00 





| ( 還 こ の よう な パタ ー ン を 読み 出す と , 黒 ワ ク の よう に 














あま っ だ bit は 
0 と みな され る 


機能 
指定 し た 範囲 の テキ スト VRAM の 内 容 を ドッ ト 単 位 で 読み 出し ます . 
コー ル 








moveq  +#$1A,DO 
move.W #$57,D1 
move.W #$45, D2 
1ea bufadd, A1 
trapD #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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づ 0 ぷ 





員 1 日 上 例 還 選 UT 


ョ 数 

Di.w ドッ ト 座 標 

D2.w Y ド ッ ト 座 標 

1.1 タダ タージ デー タタ の 時 頭 RIP み 


81) .w ッ パターン の 双方 向 の ドッ ト 数 
2(41).w パターン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
まき G1).b 以降 が 書き 込み デー タ 


テキ スト VRAM ドッ ト 単 位 書 き 込 み デ ダー ター フォー マッ ト 
X 方 向 バ イト 数 
bit0 












†(% 方 向 バイ ト 数 -]) . X 方 向 の ドッ ト 数 が 


8 の 代数 で な いと き 
に は hit が あま る 
(使用 され な い ) 












ペー 
レー トー 
十 








(X 方 向 バイ 数 
es (Y 方 向 ドッ ト 数 1 
(X 方 向 バ イト 数 - ) 


†(X 方 向 バ イト 数 ) 
X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1) 


















りー10 ド ッ ト 


1 作 SAA | この よう な パタ ー ン を 書き 込む 場合 , パターン デー 
ター は 黒 ワ ク の よう に 区 切っ て 作る . 結果 
# 

十 0 二 1 十 2 二 3 4 

5C, 80, 6C, C0。.42 








5 ドッ ト 




















あま っ た bit は 士 5 十 6 十 7 十 8 士 9 
無 意 味 と な り 00, 91, 40, 38, 00 
使用 きれ な い . 

返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 

指定 し た 範囲 の テキ スト VRAM に ドッ ト ・ パ ター ン を 書き 込み ます . 
コー ル 


moveq  #$1B, DO 
move.Ww #$57,D1 
move.W #$45, D2 
1ea bufadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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30 の 9 





吊 1 〇 人 - 村 EPFET 





引数 

D1.w メド ッ ト 座 標 

D2.w Y ド ッ ト 座 標 

了 し は が ター シマ データ の 和 願 アド シネ 
42.1 クリ ッ ピ ング ・ デ ー タ の 先頭 アド レス 


(41) .w ッ \ タ ー ン の 双方 向 の ドッ ト 数 
2(A1).w パタ ー ン の Y 方 向 の ドッ ト 数 
4(A1).b 以降 が 書き 込み デー タ 

(A2) .w 表示 領域 の 左端 の XX 座標 
2(A2).w 表示 領域 の 上 端 の Y 座 標 
4(A2).w 表示 領域 の 右端 の 座 標 
6(42).w 表示 領域 の 下端 の Y 座 標 


テキ スト VRAM ドッ ト 単 位 書き 込み デー ター フォ ー マ ッ ト 


X 方 向 バ イト 数 


bit7 ニーーー> bitO 








所 


(A1 十 4) 





†( 方 向 パイ 数 1) 上 Y 考 向 の ドッ ト 数 が 











8 の 倍数 で な いと き 





Y 方 向 





WC 
WC 


ーーー 






に は DIt が あま る 
(使用 され な い ) 








ドッ ト 数 






+†(X 方 向 バイ ト 数 ) 
X 

(Y 方 向 ドッ ト 数 1) 

8 ドッ ト 


























あま っ た だ た Bit は 


無 意 味 と な り 
使用 きれ な い . 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 


指定 し た 範囲 の テキ スト VRAM に ドッ ト ・ パ ター ン を 
書き 込み ます . クリ ッ ピ ング を 行ない ます . 


7 の 








+ (X 方 向 バイ ト 数 )X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 -1)+ 
(X 方 向 バイ ト 数 1) 





| 年 この よう な パタ ー ン を 書き 込む 場合 , パタ ー ン デー 
ター は 黒 ワ ク の よう に 区 切っ て 作る . 結果 


2 
+0 十 1 十 2 十 3 十 4 
5C,80,6C,C0,42 
十 5 十 6 十 7 8 9 
00, 91, 40, 38, 00 


コー 元 
moveq  #$1B, DO 
move.w #$57, D1 
move.w #$45, D2 
1ea bufadd, A1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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1 ロロ BCROLL 


委 致 
DI w 0 グラ フィ ッ ク 画 面 (0 ) を 設定 
1 グラ フィ ッ ク 画 面 (1 ) を 設定 
2 グラ フィ ッ ク 画 面 (2 ) を 設定 
5 グラ フィ ッ ク 画 面 ( 3 ) を 設定 
4 グラ フィ ッ ク 画 面 (0 ) を 調べ る 
5 グラ フィ ッ ク 画 面 (1 ) を 調べ る 
6 グラ フィ ッ ク 画 面 ( 2 ) を 調べ る 
7 グラ フィ ッ ク 画 面 (3 ) を 調べ る 
8 テキ スト 画面 を 設定 
9 テキ スト 画面 を 調べ る 
D2.w ドッ ト 座 標 
D3.w Y ド ッ ト 座 標 
返り 値 
DO0. 1 上 位 16 ビ ッ ト メド ッ ト 座 標 (設定 前 (D1.w ニ 0 一 3, 8) 
まだ た は 現在 の (D1.w ニ 4 一 7, 9) ) 
下位 16 ビ ッ ト Y ド ッ ト 座 標 (設定 前 (D1.w=0 一 3, 8) 
また は 現在 の (D1.w= ニ 4 一 7, 9) ) 
機能 
テキ スト & グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 表示 座標 を 設定 し ます . グラ フィ ッ ク 画 面 に つい て は す 
べ て の 位置 に 設定 で きま す . テキ スト 画面 に つい て は , Y 座 標 は すべ て の 位置 に , X 座 標 
は 表示 画面 が 実 画面 に 収まる 位置 に 設定 で きま す . 
コー ル 
moveq  #$1D, DO 
move.W #$3,D1 
move.W #$100, D2 
move.w #$100,D3 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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977 











お 1E "BUCURON | 
引数 











な 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
カー ソル の 一 時 停止 を 解除 し ます . 
2 
moveq  +#$1E, DO 
trap #15 
FwmBcBMRGF 。 。。 。 。 "amsskz ml 
引数 
8 し 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
機能 
カー ソル を 一 時 停止 し ます . 
コー ル 


moveq  #$1F, DO 
trap #15 


お ど り EL 


引数 
D1.w ジジ fAUUS コ ー コ ド 
(全角 文字 の 場合 は 第 1 バイト と 第 2 バイ ト を 列 べ つ に 送っ て も よい ) 
返り 値 
DO.1 上 位 16 ビ ッ ト カー ソル の 移動 後 の 桁 位置 
下位 16 ビ ッ ト カー ソル の 移動 後 の 行 位置 
機能 
カー ソル 位置 に 文字 を 表示 し ます . テキ スト 画面 の プレ ー ン 0&1 の 表示 範囲 内 に 書き 
込ま れ ま す . 大 端 へ くる と 次 の 行 に 移り ます ( 最 下 行 の 場合 は スク ロー ル し ます ). 
右端 に 全角 文字 表示 させ よう と する と , まず 半角 スペ ー ス が 表示 され て 次 の 行 に 移っ て 
"か ら 指 定 し た 全角 文字 を 表示 し ます . 
文字 の 属性 は IOCS $22 で 指定 し ます . 
コー ル 





moveq  #$20, DO 7 
move.Ww # AU,D1 
trap #15 


5 ょ ルフ 






























負 戸 1 = 二 引 骨 可 INT 


還 | 文字 列 デー タ 先 頭 ア ドレ ス (デー タ の 最後 は 0 ) 


BN 1 上 位 16 ビ ッ ト カー ソル の 移動 後 の 桁 位置 
下位 16 ビ ッ ト カー ソル の 移動 後 の 行 位置 
まき 1 文字 例 デ ー タ の 最後 の 0 の アド レス 


ニー ン ル 位置 に 文字 を 表示 し ます . テキ スト 画面 の プレ ー ン 0 る 1 の 表示 範囲 内 に 書き 
計れ ます . 右端 へ くる と 次 の 行 に 移り ます ( 最 下 行 の 場合 は スク ロー ル し ます ). 
右 著 に 全角 文字 を 表示 させ よう と する と , まず 半角 スペ ー ス が 表示 され て 次 の 行 に 移っ 
を っ ら 指 定 し た 全角 文字 を 表示 し ます . 
支 字 の 属性 は IOCS $22 で 指定 し ます . 
コー ル 
moveq  #$21,D0 
1ea string, A1 
trap #15 


員 己 ら -B_COLORH 


引数 
Mi.w カ み カラー コード 
0 テキ スト ・ パ レッ ト (0) 通常 黒 
1 テキ スト ・ パ レッ ト (1) 通常 水色 
2 テキ スト ・ パ レッ ト (2) 通常 黄色 
テキ スト ・ パ レッ ト (3) 通常 白 
4 十 上 記 それ ぞ れ の 強調 色 
8 十 上 記 。 それ ぞ れ の リバ ー ス 8 
WC 二 上 記 それ ぞ れ の 強調 色 の リバ ー ス 
ー+ 現在 の カラ ー を 調べ る 


返り 値 
DO.1 変更 前 の カラ ー (D1.w=0-$F) - 
現在 の カラ ー (D1.w ニ テー1) 
、 機能 IS 
表示 文字 の カラ ー 属 性 を 指定 し ます . IOCS $20, $21 で 表示 され る 文字 に 使用 きれ ます . 
コー ル 
moveq  +#$22, DO 
move.Ww #$1,D1 
#15 





trap 





7? 











呈 己 づ -B_LOCATE 
引数 


D1.w 桁 位置 

ー1 現在 の 座標 を 調べ る 
D2.w 行 位置 
返り 値 


DO.1 上 位 16 ビ ッ ト カー ソル の 移動 前 0D1.w ニ = ニー1 の と き は 現在 ) の 桁 位置 
下位 16 ビ ッ ト カー ソル の 移動 前 (D1.w= ニ ー1 の と き は 現在 ) の 行 位置 
機能 
カー ソル を 移動 し ます . 


コー ル 
moveq  #$23, DO 
move.W #$3, D1 
move.W +#$10,D2 
trap #15 


ドリ ニアン! -B_DOWN_S 


引数 
cd 
返り 値 
DO0 が 破壊 され る 
機能 

カー ソル を 1 行 下 へ 移動 し ます . いち ば ん 下 の 行 の 場合 は スク ロー ル ・ ア ッ プ し ます .。 
ーー 

moveq  #$24, DO 


trap #15 
と 1 こん 用 うう 
引数 
2 (し 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 


カー ソン ル を 1 行 上 へ 移動 し ます . 1 番 上 の 行 の 場合 は スク ロー ル ・ ググ 02 に に Rg 
コー ル 
moved  #$25, DO 
trap #15 


ヴ 7 タ 





市 下げ 


日 
_b 行 数 (0 は 1 と みな され る ) 
妻 り 値 
が 破壊 され る 
姜 靖 
ター ソル を 指定 し た 行 数 だ け 上 へ 移動 し ます (スク ロー ル は し な い ). 指定 し た 行 数 移動 
で き を ない 場合 は 移動 し ませ ん . 
ーー ルレ 
moveq  +#$26,D0 
move.b #$3, D1 
trap #15 


員 己 ノ -B_DOWN 


D1.b 行 数 (0 は 1 と みな され る ) 
所 り 値 
DO が 破壊 され る 
王 能 
カー ソル を 指定 し た 行 数 だ け 下 へ 移動 し ます (スク ロー ル は し な い ). 指定 し た 行 数 移動 
で き な い 場合 は 表示 範囲 の 最 下行 まで 移動 し ます . 
ー に フ 
moveq  +#$27,DO 
move.b +#$2, D1 
trap #15 


お ど 晶 に EMH は す 


D1.b 桁 数 (0 は 1 と みな され る ) 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
機能 
カー ソル を 指定 し た 桁 数 だ け 右 へ 移動 し ます (スク ロー ル は し な い ). 指定 し た 桁 数 移動 
で き な い 場合 は 表示 範囲 の 右端 へ 移動 し ます . 
ここ リョー ルレ 





moveq  #$28,D0 
move.b #$8, D1 
trap #15 


97 ぢ 











やど 5 必 打 小 


引数 

D1.b 桁 数 (0 は 1 と みな され る ) 

返り 値 

DO0 が 破壊 きれ る 

機能 

カー ソル を 指定 し た 桁 数 だ け 左 へ 移動 し ます (スク ロー ル は し な い ). 指定 し た 行 数 移動 

で き な い 場合 は 表示 範囲 の 左端 へ 移動 し ます . 

コー ル に 
moveq  #$29, DO 
move.b #$4,D1 
trap #15 











おど EL 間 呈 


引数 
D1.b 消去 エリ ア の 指定 
0 カー ソル 位置 か ら 最 終 行 右端 まで 
1 先頭 行 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 
2 画面 全体 (カー ソル は 先頭 行 左端 へ 移動 ) 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
画面 の 複数 の 行 を 消去 し ます . スク ロー ル は し ませ ん . 
コー ル 


moveq  #$2A, DO 
move.b #$1,D1 
trap #15 


ヴ 76 








消去 テリ ア の 指定 
0 カー ソル 位置 か ら 行 の 右端 まで 
1 行 の 左端 か ら カ ー ソ ル 位 置 ま で 
2 カー ソル の ある 行 す べ て 
言 ” 告 

還 亡 胡 壌 され る 


レモ ヨ 
の 簡 数 の 桁 を 消去 し ます . スク ロー ル は し ませ ん . 
ヨー ル 
moveq  +#$2B, DO 
move.b #$2, D1 
trap #15 


お どじ _B_JINS 

ョ 数 

BI.b 挿入 行 数 (0 は 1 と みな され る ) 
守り 値 


カー ン ソル 位置 に 複数 行 挿入 し ます . カー ソル は 左端 に 移動 し ます . カー ソル 位置 より 下 
の 行 は スク ロー ル し ます (カー ソル の ある 行 も 含む ). 
コー ル 
moveq  +#$2C, DO 
move.b #$5, D1 
trap #15 


呈 ど D 上 EEE. 


引数 
D1.b 削除 行 数 (0 は 1 と みな され る ) 


返り 値 6 


カー ソル 位置 か ら 複数 行 前 除 し ます . カー ソル 位置 より 下 の 行 は スク ロー ル し ます . 


コー ル 


moveq  #$2D, DO 
move.b #$2, D1 


trap #15 
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呈 ど ピ - 較 し EN 皮 ロ L 


引数 
D1.1 上 位 16 ビ ッ ト X え 方向 の 表示 開始 ドッ ト 位 置 (16 の 倍数 で 1008 以 下 ) 
下位 16 ビ ッ ト Y 方 向 の 表示 開始 ドッ ト 位 置 (4 の 倍数 で 1020 以 下 ) 
= 変化 きせ な い 
D2. 1 上 位 16 ビ ッ ト (XX 方 向 の 表示 桁 数 )ー 1 (0 一 127) 
下位 16 ビ ッ ト (Y 方 向 の 表示 桁 数 ) 一 1 (0 一 63) 
記 変化 させ な い 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
D1.1 上 位 16 ビ ッ ト 変更 前 の XX 方 向 の 表示 開始 ドッ ト 位 置 
下位 16 ビ ッ ト 変更 前 の Y 方 向 の 表示 開始 ドッ ト 位 置 
| 上 位 16 ビ ッ ト (変更 前 の 双方 向 の 表示 桁 数 ) 一 1 
下位 16 ビ ッ ト (変更 前 の Y 方 向 の 表示 桁 数 ) 1 
機能 
テキ スト 画面 の 表示 範囲 を 設定 し ます . カー ソル は 先頭 行 左端 に 移動 し ます . IO0CS $20 
ー2D で 扱う 座標 は 設定 され た 表示 範囲 の 左上 が (0,0) と な り , 表示 範囲 内 に 作用 し ます . 
だ だし, スク ロー ル ・ 画 面 ク リア は 表示 範囲 外 に 影響 が 出 ます . . 
ョ コール 
moveq  +#$2E, DO 
move. 1] #$100*65536 十 $10, D1 
move.1 #$30*65536 十 $20, D2 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.449 IOCS サ ンプ ル 12 


ヲ 7 ざ 


スク ロー ル ・ 画 面 ク リア の 影響 


点線 内 が IOCS $2E で 指定 し た 表示 革 囲 


一 は カー ソル 





上 の よう な と き に , カー ソル 位置 に 文字 を 表示 する と 下図 a の よう に な る . 
また 画面 クリ ア す る と 下図 b の よう に な る 





(b) 画 面 ク リア 
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| saF -B_PUTMES 











引数 

D1.b カラ ー コ ー ド 
0 テキ スト ・ ン マレット (0) 通常 時 
1 ウォ RC ウパ アグ ゃ シト デパ Y) 通常 水色 
2 テキ スト ・ ペ レッ ト (②) 通常 黄色 
3 テキ スト ・2 パ レッ ト (3) 通常 白 


ンコ に SE それ ぞ れ の 強調 色 
8 十 上 記 それ ぞ れ の リバ ー ス 
$C 二 上記 それぞれ の 強調 色 の リバ ー ス 

D2.w 絶対 桁 位置 

D3.w 絶対 行 位置 

D4.w (表示 桁 数 ) 一 1 

A1. 1 文字 列 デ ー タ 先頭 アド レス (デー タ の 最後 は 0 ) 

返り 値 

DO0, D4 が 破壊 され る 

D2.w 次 の 桁 位置 

A1.1 文字 列 デ ー タ の 最後 の 0 の アド レス 

機能 

文字 列 を 表示 し ます . 表示 桁 数 以上 は 表示 され ませ ん (全角 文字 が 半分 だ け 表 示 で きる 

場合 は , その 文字 は 表示 され ませ ん . 半角 分 スペ ー ス が 空く こと に な り ま す ). 行 が 変わ る 

場合 は それ 以降 の 文字 は 表示 され ませ ん . スク ロー ル も し ませ ん . 

コー ル 
moveq  #$2F, DO 
move.b #$3, D1 
move.W #$10,D2 
move.Ww #$E, D3 
move.W #$8,D4 
1ea String, A1 
trap #15 


2 の 










RS232C の 設定 値 
4 現在 の モー ド を 調べ る 


5232C 設 定 フ ォ ー マ ッ ト 


bt FEDCBA9876543210 


D1. ww そ で ーーー テ マーーー> で 1 と 
ボー レ 


0 0 





| 
還 


ロロ ロー らら の ム ら 
"ロー つら らら ロロ の 





ば 人 己 @ ど 己 ⑤* 己 G 
〇 ら 心 、 や ロビ の oO ロコ 
の の ぐ 心 DO の 〇 ら OO の w 
ら ぢ ど | で jS き ご G 
⑤ 5 ⑤ 


1 
に ーーXON/XOFF 処理 
0 処理 し な い 
1 処理 する 
ゃ ーー > ビッ ト 長 
00 5 ビット 以 F 
01 6 ビッ ト 
10 7 ビッ ト 
1 1 8 ビッ ト 
= > パリ ティ 
0 1 奇数 パリ ティ 
中 偶数 パリ ティ 
その 他 ノン パリ ティ 
ー ト スズ ス トップ ・ ピ ビッ 
Os1 由 
下 (0 1.5 
その 他 2 























返り 値 
DO.1 変更 前 の モー ド (D1.w <>ー1) 
現在 の モー ド (D1.w ニ ー1) 
機能 
RS232C の パラ メー タ を 設定 し ます . 
コー ル 
moveq  #$30,D0 
move.W #%00001111 00000100, D1 
trap #15 和 
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員 コ 1 本 る に) 包 き 


引数 
し 
返り 値 
DO.w バッ ファ アァ 内 の デー タ 数 
機能 
RS232C の 受信 バッ ファ 内 の デー タ 数 を 調べ ます . 
= ドー デール 『 
moveq  +#$31, DO0 
trap #15 
K 
引数 
あほ 
返り 値 
DO.b 受信 デー タ 
機能 


RS232C の 受信 デー タ を 読み 出し ます . 受信 デー タ が な い 場 合 は 受信 する まで 待ち ます . 
コー ル 
moveq  #$32,D0 


trap #15 
中 弓 紀 =* NB 
引数 
な し 
返り 値 


DO0.1 $10000 十 受信 デー タ 
0 の と き は 受信 デー タ は な い 
機能 
RS232C に デー タ が 送ら れ て いる か を 調べ ます . 読み 出し は IOCS $32 で 行ない ます . 
コー ル 
moveq  +#$33,D0 
trap #15 





0 の と き は 送信 で き な い 
4 の と き は 送信 で きる 





記 332C に 送信 が で きる か どう か を 調べ ます . バッ ファ が 空 で , XON で な いと き に 送信 可能 


本 本 り ま す . 
コール 
っ moveqd  #$34, DO 
trap #15 
ョ 引 数 
Bi_b 送信 デー タ 
守り 値 
』 が 破壊 され る 
槍 逢 
RS232C と に デー タ を 送信 し ます . 
還 =ー リ レ 


moveq  #$35, DO 
move.b # お ん A',D1 
等 trap #15 


S38 _-M く <、]) IPAD レ 


引数 
D1. 1 処理 アド レス 
D2.w カウ ンタ ー 初 期 値 (1 一 $FFFF, 0) 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
マウ ス か ら デ ー タ を 受信 し た と き に ジャ ンプ する アド レス を 設定 し ます . 通常 は マセ ウス 
TOC5 で 使う デー タ の 書き 換え を 行なう アド レス が 設定 され て いま す . この アド シス に ラミ 
ンプ し て くる と き は 41.1 が 示す アド レス か ら の 3 バイ ト に マウ ス か ら の 受信 デー タ な モッ 
ト さ れ て いま す . 
カウ ンタ ー の 値 を 大 きぐ する と , ジャ ンプ する 間隔 が 長く な り ま す (1 が 最短 ). 
コー ル 
moveq  #$36, DO 
move.1 #jobadd, D1 
move.W #1,D2 
trap #15 
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引数 
D1.1 処理 アド レス 
0 に する と 拡張 解除 (RTS の アド レス が セッ ト さ れる ) 


返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 

エス ケー プシ ー ケ ンス の うち , 「ESCD>」 系 統 の 拡張 処理 アド レス を 設定 し ます . この ア 
ドレ ス に ジャ ンプ し て くる 場合 , DO0.w に 「ESC ウ 2」 の 湊 の 2 バイト ・ デ ー タ , 40.1 に 「ESC 
(>」 の 「ESCC」 の アド レス が セッ ト さ れ て いま す . 処理 ルー チン の 最後 は 「RTS」 に し ま 
す . 
コー ル 








moveq  #$37,D0 
move.1 #jobadd, D1 
traD #15 





引数 


D1. 1 アキ ンド で アド レグ 
D2. 1 外字 グル ー プ ナン バー (0 一 5) 


サイ ズ JIS コ ー ド 

0 16X16 ド ッ ト ($2C21 一 $2D7B) 
1 16 メ 16 ド ッ ト ($7621 一 $7775) 
2 8X16 ド ッ ト ($F400 一 $F5FF) 
3 24X24 ド ッ ト ($2C21 一 $2D7B) 
4 24 メ 24 ド ッ ト ($7621 一 $7775) 
5 12 メ 24 ド ッ ト ($F400 一 $F5FF) 

返り 値 

D0.1 変更 前 の アド レス 
ー1 の と き エ ラー 

機能 

外字 フォ ント ・ デ ー タ ・ ア ドレ ス を 変更 し ます . 
コー ル 


moveq  +#$38,D0 
move.1 #gaijiadd, D1 
moveq  +#2,D2 

trap #15 
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ーgEEP_ じ ご MI 









BEEP 音 PCM デ ー タ 先頭 ドレ ス 
デー タ の バイ トト 数 


以前 の BEEP 音 PCM デ ー タ 先頭 アド レス 
以前 の デー タ の バイ ト 数 


#$39, DO 
#pcmadd, D1 
#pcmlen, D2 
#15 





TIMEH.X の 未 公開 オプ ショ ン 


Haman68K Ver2.0x の バッ ク グ ラウ ンド 機能 の サン プリ ルレ と し て 用 意 さ きれ て いる TIMER. X に は 未 全 識 の オォ プシ 
ョ ン が 用 意 さ きれ て いま す . 
旬 /X TIMEE く file_name > 
指定 し た 時 刻 に , <file_name> で 指定 し た プロ グラ ム を 起動 し ます ., 
倫 / KILL 
Timer.x の 常駐 を 解除 し , メモ リ を 開放 し ます . 
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| BS3A _PEN _CNR 


引数 
A1. 1 プリ ンタ IOCS 用 パラ メー タデ ー タ ・ ア ドレ ス 
0 の と き ROM の 初期 値 に な る 


フラ 多 や 年 ケー プシ ー ケ ンス 設定 





VRAM プレ ー ン 0 アド レス ($E00000) 

Y 方 向 ド ッ ト 数 12 一 1 (41) 

$FFFF00 

Y 方 向 ド ッ ト 数 二 24 一 1 (21) 

$FF0000 

X 方 向 ド ッ ト 数 8 一 1 (96) 
漢字 モー ド 指 定 コ ー ド 
漢字 モー ド 解 除 コ ー ド 

LE の コー ド 

改行 幅 12/180 イ ンチ 

改行 幅 1/180 イ ンチ 

改行 幅 8/180 イ ンチ 

改行 幅 4/180 イ ンチ 

ビッ トイ メー ジ 出 力 コ ー ド (1536 ド ッ ト 出 力 ) 
ビッ トイ メー ジ 出 力 コ ー ド (768 ド ッ ト 出 力 ) 
ビッ トイ メー ジ 出 力 コ ー ド (18 ド ッ ト 出 力 ) 
ビッ トイ メー ジ 出 力 コ ー ド (36 ド ッ ト 出 力 ) 
0 …MSB 一 LSB, 1 …LSB-IMSB の 順 で 出力 








返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
プリ ンタ 1I0CS で 使う パラ メー タ を 定義 し ます . 
ーー プ / 
moveq  #$3A, DO 
1ea prndat, A1 
trap #15 
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十 0.b コ ー ド バイ ト 数 
土 1.b コード 
十 n. b0 









日 ー う 06O 学 ET 


ョ | 数 

DI.w 読み 込む ジョ イス ティ ッ ク 番 号 
0 ジョ イス ティ ッ ク 1 
1 ジョ イス ティ ッ ク 2 


DO 所 
3 健生 
bt#2ー 一 沈 
bit3 者 
bit 5 トリ ガー2 
bit 6 トリ ガー1 
敏 能 
ジョ イス ティ ッ ク の 状態 を 調べ ます . 


コー ル 

moveq  #$3B, DO 
move.Ww #$1,D1 
trap #15 


moveq  #$3B,DO 
move.W 1#0, D1 
trap #15 


呈 づ 〇  _INIT_PRN 
引数 


ジョ イス ティ ッ ク の 状態 (ビッ ト が 0 の と き 入 力 あ り ) 


ジョ イス ティ ッ ク 1 が 上 に な っ て いる 場合 , D0.b の bit 0 が 0 に な る . 


D1.w 上 位 8 ビット (1 ペー ジ の 行 数 ) 一 1 


返り 値 
D0.1 0 の と き 出 力 で き な い 
$20 の と き 出 力 で きる 







後 能 


時 に , 出力 可能 か どう か 調べ ます . 
ヨー ル 

moveq  +#$3C, DO 

move.W #$3FF, D1 

trap #15 


ー1 ペー ジン 指定 な し 
下位 8 ビッ ト (1 行 の 文字 数 ) 一 1 
ー1 行 指定 な し 


プリ ンタ 関係 の 初期 化 を し ます . D1 レ ジス タ に よ る 指定 は IOCS $3F 用 で す . 初期 化 と 同 


呈 づ D -5NSPHN 


引数 
52 
返り 値 
DO.1 0 の と き 出 力 で き な い 
$20 の と き 出 力 で きる 
機能 
プリ ンタ に 出力 可能 か どう か 調べ ます . 
コー ル 
moveq  +#$3D, DO 
trap #15 


Ri】 ヨ JI し 


引数 
D1.b HE 罰 2 代 字 グ 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
プリ ンタ に デー タ を 出力 し ます . デー タ は その まま プリ ンタ に 送ら れ ま す . 通常 は プリ 
ンタ に 出力 が 完了 する まで 戻り ませ ん . 
コー ル 
moveq  #$3E, DO 
move.w #$20,D1 
trap #15 


お コ ビ -DUTPHN 


引数 
D1.b 出力 文字 (シセ フト JIS コ ー ド ) 
返り 値 
DO0 が 破壊 きれ る 
機能 
プリ ンタ に 文字 を 出力 し ます . 2 バイ ト 文 字 の 場合 は 2 回 に 分 け て コー ル し て くだ さい 
(上 位 , 下位 の 順 )、 文字 の コー ド は 変換 され だ た 後 プリ ンタ に 出力 され ます . 通常 は プリ ン 
タ に 出力 が 完了 する まで 戻り ませ ん . 
コー ル 
moveq  +#$3F, DO 
move.W #A,D1 


trap #15 
























上 E 位 8 ビット PDA 
馬 お 8。 ビ ピッ ト MODE 
目的 シー ク 位 置 


ODE 指定 フォ ー マ ッ ト 
臣 ま Eoy ピー ディ イズ ス グ 





2HD フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ・ ド ライ ブ 0 (本 体内 蔵 ) 
1 (本 体内 蔵 ) 
2 (外部 ) 
3 (外部 ) 


味 


0 = ニ FM( 単 密 ) モ ー ド 1= テ MEFM( 倍 密 ) モ ー ド 
0 テニ リト ライ し な い 三 10 回 リト ライ する 
(最初 の 5 回 は その まま , 後 の 5 回 は , リキ ャ リブ レー 
ト と シー ク を や りな お し て か ら リ トラ イ す る ) 

0 ニシ ー ク せ ず に 実行 1= ニ シーク 後に 実行 






意 



























) 0 に 固定 


画 ハ ー ド ディ スク 





ハー ド デ ィ スク ドラ イブ 0 
1 


15 


MODE は 意味 を 持た な い . 
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*・2HD フ ロッ ピー ディ スク 位置 指定 デー ター フォ ー マ ッ ト 


Bit 1F 
D2.1 


18 17 10F 8 7 0 


セク タナ ン バ ベー ( 1 - セ クタ 個数 ) 


ザイ 3RCO5。 9 








3 トラ テック (0 一 $4C) 








に セン ウタ 明 =60599 
0…128 バイ ト 
1…256 バ イト 
2 … 512 バイ ト 
3…1024 バ イト 


ii 一 ド デ ィ スク 
D2.| 256 バ イト 単位 の レコ ー ド 番号 


返り 値 
PDA が $90 一 $93 の 
DO0.1 bit $10 
bit $18 
PDA が $80 一 $8F の 


と き 


ー%17 。 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ナ ン バー 
の 多 電 まで 売 の ラキ スマ レジ メダ 0 


と き 


DO.1 ステ ー タ ス 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー コ ー ド 


機能 


ディ スク の 指定 位置 まで シー ク し ます . 


コー ル 
moVvedq 
move. W 
move. 1 
trap 
例 
moveq 
move. w 
move. 1 


trap 


#$40, DO 
#$9070, D1 
#034C0105, D2 
#15 


#$40, DO 
#$9170, D1 
#$03000001, D2 
#15 


この 場合 。2HD ド ライ ブ 1 の トラ ッ ク 0, サー フェ ス 0 の セク タ 1 に シー ク す る . 











間 ニ クズ へ ピジン グ 2HD プ ロッ ピー ディ ズ スク 


ST0( ス テー タス ・ レ ジス タ 0 ) 
ESO のり 全 き 2 1 O 


ドア イシ シン パー 
ヘッ ド 位 置 ( サ イド ) 
1 の と き NOTREADY 
1 の と き そ の ドラ イブ は な い (IOCSS$47 時 ) 
> り リキ ャ リプ ブレ ー ト ・ シ ー ク が 終了 する と 1 に な る 
(異常 が あっ て も 1 に な る) 
ーーーーーーーーーーーーー ヶ 00 コマ ンド 正常 終了 
0 1 
1 0 コマ ンド 暴 常 終了 
1 1 








ST 1( ス テー タス ・ レ ジス タ 1 ) 
-。 各 4 に eg: 9 あう Mi 


AM を 読め な か っ た と き に 1 に な る 

1 の と き 書 き 込 み 不可 

正しい ID を 読め な か っ た と き 1 に な る 
CPU の サポ ー ト が 遅い 時 1 に な る 
Py の ちる き 15 ま な は デー エタ 二 @RG 記 ウ ーー 
に ニー > 1 の と き 不 当 な アク セス 











ST2( ス テー タス ・ レ ジス タ 2 ) 
bit 7 6 5 4 3 2 1 0 


DAM ま た は DDAM を 読め な か っ た と き 1 に な る 
ID の C が 不適 当 な 値 に な っ て いる と き 1 に な る 
1 の と き 同 じ デ ー タ ー が な い (IOCSS41 時 ) 
/ あっ た (1OCS$41 時 ) 
ID の C が 存在 し な い 値 に な っ て いる と き 1 に な る 
に > 1 の と き デ ー タ ー 部 CRC エ ラー 
こ >DDAM セ クタ を 処理 し た 時 1 に な る 
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員 4 1 4 コミ 


引数 
D1.w 上 位 8 ビッ ト PDA 
下位 8 ビッ ト MODE 
D2.1 目的 チェ ッ ク 位 置 
D3.1 チェ ッ ク す る バイ ト 数 
A1.1 チェ ッ ク す る デー タ の 先頭 アド レス 


返り 値 

PDA が $90 一 8593 の と き 

DO0.1 bit 0 一 7 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ナ ン バー 
bit 8 一 SF ステー み タス ・ レ ジ ペ パグ 


bit $10 一 $17 ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 1 
bit $18 一 $1F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 0 
D2.1 最後 に 読み 込ん を だ セク タ の 位置 
D3.1 0 に な る 
A1. 1 比較 デー タ の 次 の アド レス 
PDA が $80 一 $8F の と き 
DO0.1 ステ ー タ ス 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー コ ー ド 


機能 
デー タ の 比較 チェ ッ ク を し ます . 2HD の 場合 は デー タ が 一 致し た 場合 は ステ ー タ ス ・ レ ジ 
スタ 2 の bit3 が 1 に な り ま す . 一 致し な い 場 合 は ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 2 の bit2 が 1 に な 
り ます. 
コー ル 
moveq  #$41,D0 
move.W #$9070,D1 
move.1 #$03000105, D2 
move.1 #$400,D3 
1ea data add, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.449 IOCS サ ンプ ル 13 


ヴ 32 












お づ ど -B_HEADDjI 


ミ 琶 
_ 上 位 8 ビッ ト PDA 
下位 8 ビット MODE 








1 目的 読み 出し 位置 
出し バイ ト 数 
読み 出し た デー タ の バッ ファ アテ ド レス 








ミ 志 
ロ ル ヒ 


き の 読み 出し の 場合 は 使い ませ ん . 


計り 値 
1 bit 0 一 7 コマ ンド 符 了 後 の ト ラッ ク ナ ン バー 
bit 8 一 $F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 2 
bit $10 一 $17 ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 1 
bit $18 一 $1F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 0 
BZ ] 最後 に 読み 込ん だ セク タ の 位置 
0 に な る 
読み 出し た デー タ の 次 の アド レス 
姜 茎 
= の 診断 の た め の テ ディ ス ク 読 みだし を し ます . 通 
= き ーー ガ レ 


moveq #$42.D0 
mOve.W #$9070,D1 
move.] #$03150107,D2 
move.] #$800,D3 

1ea data buf, A1 
trap #15 


" ヽ N”" は どこ に いっ た の 
知っ て いる 方 も 多い と 思い ます が , 
6 (と を 全 " グ う の 他 に "を 使う こと の SG で きま 示 、 


と ころ が , い 
ば 2 ペー ジョ シ 2..00。 
も と も と マニ ュ ア テル に 書か れ て いな い 機 能 で すし , 


パス の 区 切り 記号 は ” 壮 "以外 使わ な いよ うに する の が 無 


シン 2 シク クジ ンコ ジィ コー ニッ レ 、。 レヒ ベル で は , 





パス の 区 切り 記 ] 


く つか な 存在 する Human の バー ジ ョ ン の 中 に は , これ が 使え な いも の も 存在 する の ek それ 


この よう な 事情 る 発 
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員 コ 3 -B_DSKINI 


引数 

D1.w 引 位 8*E ッ > 仕 PDA 
下位 8 ビット MODE 

PDA が $80 一 $S8F の と き 


A1.1 0 デフ ォ ル ト に な る 
0 以外 アサ イン ・ ド ライ ブッ パラメータ の デー タ ・ ア ドレ ス 
PDA が $90 一 $893 の と き 
A1.1 0 デフ ォ ル ト に な ぞ 
0 以外 SPECIFY コ マン ド の デー タ ・ ア ドレ ス 
D2.w 0 デフ ォ ル ト に な る 
0 以外 モー ター オフ まで の 時 間 (1 三 0.01Sec) 
返り 値 


PDA が $90 一 893 の と き 
DO.1 bit$18-$1F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 3 


ST 3( ス テー タス レジ スタ ) 
bit 5。 26 に に < 85。 2、 0 


Unit Select 0 の 状態 
/ 整 が 
Side Select の 状態 
Two Side の 状態 
Track 0 の 状態 
紹 >Ready の と き 1 に な る 
に > ライ ト プ ロ テク ト 時 1 に な る 
>Fault の と き 1 に な る 























PDA が $80 一 $8F の と き 
D0. 1 フー タス 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 
機能 
ディ スク 関係 の 初期 化 を 行ない ます . 
コウ 
moveq  #$43, DO 
move.Ww #3000,D2 
1ea . data add, A1 
trap #15 





sntntnmnmtmtmimii 





5 コス BUDRVSNg 








引数 

り 1.w 上 位 8 ビッ ト PDA 
下位 8 ビット $00 

受 り 値 


PDA が $90 一 893 の と き 
DO. 1 bit $18 一 $1F ベ ペデ ー グ ステ レンジ ネタ 3 
PDA が $80 一 88F の と き 
DO0. 1 ンー クズ 

正 の 数 の と き 正 常 

負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー・ コー ド 
径 能 

カイ スク ・ ス テー タス の 調査 な いま す . 

ヨーー ノ ルレ 

moveq  #$44, DO 

move.W #$8000,D1 

trap #15 








XB8000 ユー ザー は パソ 通 5 ! 
いか に X68000 の 登場 以来 月 日 が た っ た と は いえ , その 間 , 月 に 1 度 し か 発行 され さい 月 刊 雑誌 た ちの その 
また 一 部 で し か な い X68000 関 係 の 情報 を 集め た と ころ で 。. Sc いい 魅力 を 知り つく すこ 
と は 不可 能 で す . 
都市 部 に 住ん で いて . 468000 に 好意 的 な ショ ッ プ で 情報 収集 が で き る ユー 、。 
地方 に 住ん を で いる ユー ザー は 情 報 的 に 孤立 し た 状態 に ある の で ! は な いで し ょ : 
そん な 方 に , 私 は 強力 に お 勧め し ます , いや 。. 命令 し ます . 0 5 始め を きい 
新鮮 を 情報 , 良 資 な PDS/ フ リー ウェ ア , そし て な に より も 大 替 の 「 征 間 」 が 得 ら れ ま す . 
こと に , PEKIN, 染 山 泊 な どの よう な X68000 中 心 に 異様 な 盛り 上 が り を 見 せる ネッ ト = を コ 
す . どちら も 大 規模 と は 言え を な い ネ ッ ト で す が , こと X68000 に 関す る こと で あれ ば 。 どこに ぁ 宣 』 
フー が 迷 き れ て いま す . ぜひ いち ど は アク セス させ て も らい ま し ょ う 。 だ だ し 。 茜 球 の 誠 須 天 親 模 な 
ネット で は な い の で , 回 線 数 が 限ら れ で いま す 。 他 の ユー ザー の こと も 考え て - 
モス する よう に し て くだ さい . 
モデ ム を 接続 し た あな た の X68K は 。 それ まで と は 違 う 顔 を みせ て くれ る こ Cd 0 っ 
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吊 ス 5 _-B_WHITE 

引数 

D1.w 上 位 8 ビ ッ ト PDA 
下位 8 ビッ ト MODE 

D2.1 目的 書き 込み 位置 

D3.1 書き 込み バイ ト 数 

A1.1 書き 込み デー タ 先 頭 ア ドレ ス 

返り 値 

PDA が $90 一 593 の と き 

DO.1 bit 0 一 7 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ナ ン バー 
bit 8 一 SF デュ ックス 2 
bit $10 一 $17 ベベ デー アタ ペー ピッ クック 2 
bit $18 一 $1F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 0 

D2. 1 最後 に 書き 込ん を だ セク タ の 位置 

D3.1 0 に な る 

A1.1 書き 込み デー タ の 次 の アド レス 


PDA が $80 一 $S8F の と き 
DO0. 1 2 デー ズ ダス 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 
機能 
ディ スク に デー タ を 書き 込み ます . 
コー ル 


movedq 
move. W 
move. 1 
move. 1 
1ea 
trap 

例 
movedq 
move. W 
move. 1 


move. 1 


#$45, DO 
#$9070, D1 
#$03010101, D2 
#$C00,D3 

data add, A1 
#15 


#$45, DO 
#$9070, D1 
#$03000001, D2 


#$C00, D3 
data add, A1 
trap #15 
この 場合 , data add か ら の $C00 バ イト が 2HD デ ィ ス ク に 書き 込ま れる . 返り 値 は , DO0.1= 
ステ ー タ ス , D2.1 三 $03000003。 D3.1=0, A1.1=data add 十 $C00 に な る . 


1ea 


ざ う 6 








| BS46  _B_HEAD 


引数 

D1.w 上 位 8 ビット PDA 

下位 8 ビット MODE 

D2. 1 目的 読み 出し 位置 

D3. 1 読み 出し バイ ト 数 

A1.1 読み 出し た デー タ の バッ ファ ・ ア ドレ ス 





返り 値 

PDA が $90 一 593 の と き 

DO. 1 bit 0 一 7 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ・ ナ ン バ ー 
bit 8 一 $F スズ ステー タス ・ レ ジス タ 2 
bit $10 一 $17 スズ ステー タス ・ レ ジス タ 1 
bit $18 一 $1F スズ ステー タス ・ レ ジス タ 0 


人 織 ! 最後 に 読み 込ん だ セク タ の 位置 
D3. 1 0 に な る 
A1. 1 読み 出し た デー タ の 湊 の アド レス 
PDA が $80 一 $8F の と き 
DO0. 1 ステ デー タス 

正 の 数 の と き 正 常 


負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 


機能 
ディ スク か ら デ ー タ を 読み 出し ます . 

コー ル 
moveq  #$46,D0 
move.w #$9070,D1 
move.1 #$03050006,D2 
move.1 #$1000,D3 
1ea data add, A1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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ヴ マ Z 


オノ _-B_HEOALI 


引数 
D1.w 江 邊 6 ビッ トト PDA 
下 穫 8 区 涼 $00 
2HD の 場合 に の み , 次 の 設定 が 可能 
D1.w 28 は EE 邊 $90 一 $93 (PDA) 
下位 8 ビッ ト $FF 
返り 値 
PDA が $90 一 $593 の と き (D1.b 三 0) 
DO0.1 bit $10 一 $17 コマ ンド 終了 後 の . ド テラ ゲ ク “で ナン パー 
bit $18 一 $1F デー ダ ズ マ ツジ ネ グ 0 
PDA が $90 一 8593 の と き (D1.b テ ー1) 
DO0.1 bit $10 一 $17 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ・ ナ ン バ パー 
bit $18 一 $1F ベベ デー クタ ダー レジ ズ スグ 0 
(bit 4 が 1 の 場合 は その ドラ イブ は な い ) 
PDA が $80 一 $8F の と き (D1.b 三 0 ) 
DO0.1 0 デ デ アズ 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビット が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 
機能 
D1.b 三 0 な ら ト ラッ ク 0 ヘ シ ー ク し ます (2HD 科 ハー ド デ ィ スク ). D1.b ニ ー1 の と き は 強 
制 レ ディ 状態 で の 調査 を 行ない ます . この 場合 は ドラ イブ の 有無 が 調査 で きま す (2HD の 
み ). 
ーー 
moveq  #$47, DO 
move.w #$9000,D1 
trap #15 


お 4 -B_ASSIGN 


引数 

D1.w 上 位 8 ビッ ト $80 一 $8F (PDA) 

D2. 1 レコ ー ド 番号 

D3.1 イン タリ ー ブ ・ コ ー ド 

A1.1 代替 トラ ッ ク 指 定 デ ー タ ・ ア ドレ ス 
(41).b 代替 トラ ッ ク 番 号 上 位 バ イト 
1(A1) .b 代替 トラ ッ ク 番 号 中 位 バ イト 
2 (A1) .b 代替 トラ ッ ク 番 号 下位 バイ ト 
3(A1).b 0 


3 ぎ ざ 








吉 り 値 
DO.1 ステ ー タ ス 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 
交 能 
ハー ド デ ィ スク の 代替 トラ ッ ク を 設定 し ます . 


ド 2『 ご 」 PWF 所 


引数 

Dl.w 上 位 8 ビット PDA 
下位 8 ビッ ト MODE 

D2. 1 目的 書き 込み 位置 

D3. 1 書き 込み バイ ト 数 

AA1. 1 書き 込み デー タ 先 頭 ア ドレ ス 


返り 値 
DO0.1 bit 0 一 7 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ・ ナ ン バ ー 
bit 8 一 $F ステ ー ア スズ ス … レジ スタ 2 


bit $10 一 $17 2 べ に 入 ン ッ ン ベ ペン 
bit $18 一 $1F ズ ステ デー タス ネ ・ー ピ レジ スタ 0 
D2. 1 最後 に 書き 込ん を だ セク タ の 位置 
D3. 1 0 に な る 
Al.1 書き 込み デー タ の 次 の アド レス 
機能 
2HD デ ィ ス ク へ 破損 デー タ を 書き 込み ます . 通常 の 書き 込み で は 使い ませ ん . 
ーー 月 > 
moveq  #$49,D0 
move.W #$9070,D1 
move. 1 #$03100004, D2 
move.1 #$400,D3 
1ea data add, A1 
trap #15 


も ちん / 








お 4A -B_HEADID 


引数 
D1.w 上 位 8 ビット PDA 
下位 8 ビット MODE 
D2.1 目的 読み 出し 位置 (トラ ッ ク と サー フェ ス の 指定 の み ) 
返り 値 
DO.1 bit 0 一 7 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ・ ナ ン バ ー 
bit 8 一 $F スネ ステー ズー ンジ スグ 2 
bit $10 一 $17 ベア デーツ グ スッ マジ ジス グ ヨ 
bit $18 一 $1F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 0 
2HD の ID 情報 を 読み 出し ます . 
コー ル 
moveq  +#$4A, DO 
move.w #$9070,D1 
move.1 #$110200, D2 
trap #15 
員 コ B -B_BADFMT 
引数 
D1.w $80 一 $8F (PDA) 
D2.1 レコ ー ド 番号 
D3. 1 ダリ ー ブ ィ ャ マー ド 
返り 値 
DO0.1 2 ベーク を ペ 
正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 
機能 


ハー ド デ ィ スク の 破壊 トラ ッ ク を 使用 不能 に し ます . 











馬 吉 コロ 日 EADDL 


引数 
MI.w 上 位 8 ビット PDA 
下位 8 ビット MODE 
D2.1 目的 読み 出し 位置 
D3.1 読み 出し バイ ト 数 
1 読み 出し た デー タ の バッ ファ ・ ア ドレ ス 


所 り 値 
DO.1 bit 0 一 7 コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ・ ナ ン バ ー 
bit 8 一 $F ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 2 


bit $10 一 $17 ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 1 
bit $18-$1F ステー タス ・ レ ジス タ 0 
D2.1 最後 に 読み 込ん だ セク タ の 位置 
D3.1 0 に な る 
A1.1 読み 出し た デー タ の 湊 の アド レス 
後 能 


2HD デ ィ ス ク か ら 破 損 デ ー タ を 読み 出し ます . 通常 の 読み 出し で は 使い ませ ん . 


コー ル 
moveq  #$4C, DO 
move.W #$9070, D1 
move.1 #$03150106, D2 
move.1 #$1000,D3 
1ea data add, A1 
trap #15 


ヴ タ 7 


コロ -B_FOHMAT 


引数 
D1.w 上 位 8 ビ ッ ト 
下位 8 ビッ ト 


PDA 
MODE 


D2.1 目的 フォ ー マ ッ トド 位置 

人 0: 填 イン ター リー プ ブ コ ー ド (PDA ニ $80 一 $8F) 
D3.1 ID デー タ ・ バ イト 数 (PDA 三 $90 一 $93) 
A1.1 ID デー タ 先 頭 ア ドレ ス (PDA 三 $90 一 $93) 


AL 1 

2 年 せ 
A1 十 2 
2 十 る 


D3.1 
バイ ト 


AA1 十 4 


A1 十 7 


A1 十 n 


A1 十 n 十 3 


返り 値 
PDA が $90 一 $893 の と き 
DO.1 bit 0 一 7 
bit 8 一 $F 
bit $10 一 $17 
bit $18 一 $1F 
PDA が $80 一 $8F の と き 
DO0.1 スズ ス テー タス 


トラ ッ ク ナ ン バ パー (0 一 $4C) 
サイ ド (0, 1) 
セク タ 番 号 (1 一 セク タ の 個数 ) 1 番目 の セク タ 
綴 グ グ 藤 (0 一 8) 
0…128 バ イト 


1… 256 バイ ト 
2… 512 バイ ト 
3…1024 バ イト 
2 番目 の セク タ 
※ セ クタ の 個数 (MEFM) 
256 バ イト 26 コ 
5 2 クッ ペイ 下 、 15 ラ が 普通 
最後 の セク タ 1024 バイ ト 83 


スゲ テグ 多角 飛 半 革 グ 0 

スズ ス テー タス ・ レ ジス タ 1 

ステ ー タ ス ・ レ ジス タ 2 

コマ ンド 終了 後 の ト ラッ ク ・ ナ ン バ ー 


正 の 数 の と き 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビット が SCSI か ら の エラ ー・ コ ー ド 


機能 


2 の を の オー マン ンド も き が 、 


マタ 2 








moveq  +#$4D, DO 
move.w #$9070, D1 
move.1 #$03000000,D2 
move.1 #4*8,D3 
1ea id data, A1 
trap #15 

テン プル ・ プ ログ ラム 
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WP.X の 未 公開 機能 


本 体 購 入 時 に 付属 し て きた WP.X に は いく つか の 未 公 開 機 能 が 存在 し ます . 


人 @ 起 動 時 に 編集 ファ イル 指定 
WP.X を COMMAND.X か ら 超 動 す る 場合 , コマ ンド ライ ン 上 か ら 編 集 す る ファ イル を 指定 し て 起動 で きま す . 


A>WP filename. SWP 
拡張 子 ".SWP”" は 必ず 必要 で す . ".swp”" で は ダメ で, 大 文字 で 指定 する よう に し て くだ さい . 


@ フ ァ ン クシ ョ ン ・ キ ー に 短文 登録 
文中 の 登録 し た い 文 字 列 を マウ ス で ドラ ッ ク し て 範囲 指定 状態 に し ます . この 状 表 で を 押し な 





が ら | F1 | 一 | F10 | を 押す と , その キー に 指定 し た 文字 列 が 登録 きれ ます . 以降 , ー |F10 | を 畠 
すこ と で , ワン キー で 文字 列 を 入力 で きま す . 

た だ し , 登録 され た 短文 は ディ スク な ど に 記録 さき れる こと は あり ませ ん の で , WP.X を 起動 する た びに 登 
録 を 行なう 必要 が あり ます . 
久 CUT の Undo / Redo 

CUT し た 直後 | UNDO | キー を 押す と CUT し た 部 分 を UNDO し ます . も うい ち ど 押 す と 再び CT 直後 の 式 藍 に 
戻り ます . 














ちな み に , 初期 ユー ザー の 間 で ウケ た , 『X68000 の 紹介 』 は , WP.X Ver1.01 で 削除 きれ て し まっ た よう で 
す ( ご ぞ ん じ な い 方 は , 最 下 行 の "X68000" と いう 文字 を クリ ッ ク し て みて くだ さい ). 





タラ 








お 2 


引数 
D1.w 


D2.w 


返り 値 
DO.b 


機能 


- DRHV6HK 


上 位 8 ビ ッ ト PDA 
下位 8 ビッ ト $00 
機能 番号 


Co ココ つの の 〇 中 CC ト や ロロ OO ら 


現在 の 状態 を 調べ る 

イジ ェクト する (禁止 され て いる と イジ ェクト で き な い ) 

イジ ェクト 禁 正 1 

イジ ェクト 許可 1 

ディ スク が セッ ト さ れ て いな いと き LED 点 減 

ディ スク が セッ ト さ れ て いな いと き LED 消 灯 - 
イジ ェクト 禁止 2 (0S で 使用 ) 

イジ ェクト 許可 2 (0S で 使用 ) 

前 回 の チェ ッ ク 以 来 イ ジェ クト し た か どう か を 調べ る (OS で 使用 ) 


状態 (D2.w 三 0-7) 


bit 0 誤 挿 入 
bit 1 挿入 
bit 2 Not Ready 
bit 3 Protect 
bit 4 ユー ザー 禁止 
bit 5 バッ ファ あり 
1 6 ゃ 字 ジ ェクト 禁止 
bit 7 LED 点 減 
状態 (D2.w=8) 
1 イジ ェクト し て いな い 
王 福 イジ ェクト され て いる 


2HD ド ライ ブ の 状態 を 設定 , 調査 し ます . 


コー ル 


movedq 
move.W #$9000, D1 
move.w #$4,.D2 


trap 


#$4E, DO 


#15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
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ミミ 誤 
生ま w 上 位 8 ビット PDA 
下位 8 ビット $00 
却 り 値 
四 ま ほぞ S90 一 593 の と き 
器 が 破壊 され る 
旧 ほ が S80 一 $8F の と き 
0 1 2 二 グ スズ 
正 の 数 な ら 正 常 
負 の 数 の と き は 下位 8 ビッ ト が SCSI か ら の エラ ー コ ー ド 
威 能 
イジ ェクト (2HD) また は シッ ピン グ C ヘ ー ド ディ スク ) し ます . イジ ェクト 禁 正 状 態 で 
る 実行 し ます . 
ssーー ノ レ 
moveq  #$4F, DO 
move.W #$9000, D1 
trap #15 


50 -DATEBCD 


引数 
D1.1 日 付 デ ー タ ( じ ヾ バイ ナリ) 
$0y yy mm dd 
$yyy 年 バイ ナリ (1980 一 2079) 
$mm 月 パイ ナリ (1 一 12) 
$dd 日 バイ ナリ (1 一 31) 
返り 値 
DO0.1 日 付 デ ー タ (BCD) 
$Ww YY MM DD 
$W 半年 カウ ンタ (0 一 3) 
$w 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 土曜 ) 
$YY 年 BCD (0 一 $99:0 三 1980 年 , $99 ニ 2079 年 ) 
$MM 月 BCD (1 一 $12) 
$DD 日 BCD (1 一 $31) 
= 日 付 が お か し い 場 合 (存在 し な い 日 付 ) 
機能 
日 付 デ ー タ を 内 部 時 計 に セ モット で きる 形式 に 変換 し ます . 
コー ル 例 
moveq #$50,D0 moved  #$50,D0 
move.1 #$07C50310, D1 move. 1 #$07C50308, D1 
trap #15 trap #15 


この 場合 , DO.1 三 $13090308 と な を る. 


2 





員 ロ 1 -DATESET 


引数 
D1.1 日 付 デー タ (BCD) 
$Ww YY MMDD 
' WW 関 年 カウ ンタ (0 一 3) 
| WSw 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 土曜) 
$YY 年 BCD (0 一 $99:0 三 1980 年 , $99 ニ 2079 年 ) 
$MM 月 BCD (1 一 $12) 
$DD 日 BCD (1 一 $31) 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
| 機能 
| 日 付 デ ー タ を 内 部 時 計 に セッ ト し ます . 
| コー ル 


moveq  #$50, DO 
move.] #$23 09 03 08,D1 
trap #15 





お らら -TIMEBCD 








| 引数 
| D1.1 時 刻 デ ー タ (バイ ナリ ) 
| $00 hh mm ss 
| Whh 時 バイ ナリ (0-23) 
| $mm 分 バイ ナリ (0 59) 
| $ss 秒 バ イナ リ (0-59) 
| 返り 値 
| D0.1 時刻 デー タ (BCD) 
| $01 HH MM SS 
| $HH 時 BCD (0 一 $23) 
$MM 分 BCD (0 一 $59) 
$SS 秒 BCD (0 一 $59) 
機能 
時 刻 デ ー タ を 内 部 時 計 に セッ ト で きる 形式 に 変換 し ます . 
コー ル 
moveqd  #$52, DO 
move.1 #$00021530, D1 
trap #15 
例 


moveq  #$52,D0 
move.1 #$000C2238, D1 
trap #15 

の 場合 . DO0.1 ニ $01123456 と な る . 


[Y 











| 5g ー ド MM 本 台 后 





引数 
D1.1 時 刻 デ ー タ (BCD) 
$01 HH MM SS 
$HH 時 BCD (0 一 $23) 
$MM 分 BCD (0 一 $59) 
$SS 秒 BCD (0 一 $59) 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
時 刻 デ ー タ を 内 部 時 計 に セッ ト し ます . 
ー 
moveqd  +#$53, DO 
move. 1 #$01 12 34 56,D1 
trap #15 





| B54 DATEGET 





$w 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 土曜 ) 
$YY 年 BCD (0 一 $99:0 三 1980 年 , $99 ニ 2079 年 ) 


引数 

を し 

返り 値 

DO.1 日 付 デー タ (BCD) 

$Ow YY MM DD 

$MM 月 BCD (1 一 $12) 
$DD 日 BCD (1 一 $31) 

機能 


内 部 時 計 か ら 日 付 を 読み 出し ます . 
コー ル 
moveq  #$54,D0 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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ぶら 5 ら -DATEBIN 


引数 
D1. 1 日 付 デ ー タ (BCD) 
$Ow YY MMDD 
$w 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 三 土 曜 ) 
$YVY 年 BCD (0 一 $99:0=1980 年 , $99 三 2079 年 ) 
$MM 月 BCD (1 一 $12) 
$DD 日 BCD (1 一 $31) 
返り 値 
D0.1 日 付 デ ー タ (C ヾ バイナリ) 
$wy yy mm dd 
$w 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 土曜) 
$yyy 年 バイ ナリ (1980 一 2079) 
$mm 月 イザ ナリ (1 エー12) 
$dd 日 バイ ナリ (1 一 31) 
機 能 
BCD 表 現 の 日 付 デ ー タ を バイ ナリ 表現 に 直し ます . 
コー ル 
moveq  #$55, DO 
move.1 #$03 09 03 08,D1 
trap #15 
例 


moveq  +#$55, DO 
move.1 #$03090308, D1 
trap #15 
この 場合 , DO0.1=$37C50308 と な る . 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.451 10CS サ ンプ ル 16 











ー ド 特攻 き ET 











革 り 値 

0_1 時 刻 デ ー タ (BCD) 

$00 HH MM SS 
$HH 時 BCD (0 一 $23) 
$MM 分 BCD (0 一 $59) 
$SS 秒 BCD (0 一 $59) 

友 天 

内 部 時 計 か ら 時 刻 を 読み 出し ます . 

コー ル 

moveq  #S$56,DO0 

trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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呈 ら ノ -TIMEBIN 


引数 

D1.1 時 刻 デ ー タ (BCD) 

$00 HH MM SS 
$HH 時 BCD (0 一 $23) 
$MM 分 BCD (0 一 $59) 
$SS 秒 BCD (0 一 $59) 

返り 値 

DO0.1 時 刻 デ ー タ (バイ ナリ ) 

$00 hh mm ss 
$hh 時 バイ ナリ (0 一 23) 
$mm 分 バイ ナリ (0 一 59) 
$SS 秒 ヾ バイ ナリ (0 一 59) 

機能 

BCD 表 現 の 時 刻 デ ー タ を バイ ナリ 表現 に 直し ます . 


コー ル 

moveq  #$57,DO 

move.1 #$00 12 34 56, D1 
trap #15 


moveq  +#$57, DO 

move.1 #$00123456, D1 

trap #15 サン プル ・ プ ログ ラム 
この 場合 ,。 DO0.1 モ $000C2238 と な る . ーー P.452 10CS サ ンプ ル 17 


ヴ タ の 


呈 588 -DATECNV 


引数 

A1.1 日 付 デ ー タ ・ ア ドレ ス (文字 列 : 最後 は 0 ) 
文字 列 の フォ ー マ ッ ト は (1989 年 3 月 8 日 の 場合 ) 
"1989/03/08 ,0 ま た は "89/03/08', 0 


区 切り は "一 " で も よい 。. 

返り 値 

DO.1 日付 デー み n (バイ SU9) 

$0y yy mm dd 

$yyy 年 バイ ナリ (1980 一 2079) 
$mm 月 バイ ナリ 1 一 12) 
$dd 四 2 さ が ナリ *(1es30) 

機能 

日 付 を 表わす 文字 列 の 示し て いる 日 付 を 読み 出し ます . 
コー ル 


moveq  #$58, DO 
1ea date add, A1 
trap #15 

例 
moveq  #$58, DO 
1ea datadd, A1 
trap #15 


datadd dc.b "89/03/08', 0 
この 場合 , DO0.1=$07C50308 と な る . 








ョ . 1 時 刻 デ ー タ ・ ア ドレ ス (文字 列 : 最後 は 0 ) 
文字 列 の フォ ー マ ッ ト は (12 時 34 分 56 秒 の 場合 
"12:34:56', 0 
革 り 値 
DO0. 1 時 刻 デ ー タ C ヾ イナ リ ) 
$00 hh mm ss 
$hh 時 バイ ナリ (0 一 23) 
$mm 分 で バイ ナリ (0 一 59) 
$Ss 秒 バ イナ リ (0-59) 
至 能 
時 刻 を 表わす 文字 列 の 示し て い る 時 刻 を 読み 出し ます . 
= 一 ルレ 
moveq  #$59,D0 
1ea time add, A1 
trap #15 
例 
moveq  #$59, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 


datadd dc.b >12:34:56',0 
この 場合 , DO0.1 三 $000C2238 と な る . 
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ぶら A -DATEASC 5 拓 


引数 
D1.1 日 付 デ ー タ (バイ ナリ ) 
$Fy yy mm dd 
$YYY 年 バイ ナリ 1980 一 2079) 
$mm 月 バイ ナリ (1 一 12) 
$dd 日 バイ ナリ (1 一 31) 
F は 変換 し た い 文 字 列 フ ォ ー マ ッ ト を 指定 する 
F=0 "1989/09/02', 0 











1 "1989-09-02', 0 
Fー2 *89/09/02', 0 
区 8 "89-09-02",0 
nM 作成 し た 文字 列 デ ー タ を 書き 込む アデ ドレ ス 
返り 値 
DO0.1 一 め と 党 先 ラ ー 
Ai.1 文字 列 の エン ド ・ ア ドレ ス (0 の アド レス ) 
機能 
バイ ナリ 表現 の 日 付 デ ー タ か ら 日 付 を 表わす 文字 列 を 作成 し ます . 
コー ル 


moveq  #$54D0 
move.1 #$07C50902, D1 
1ea buf add, A1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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お ら B - TIMEASC 


引数 
D1.1 時 刻 デ ー タ (バイ ナリ ) 
- WO00 hh mm ss 
$hh 時 バイ ナリ (0 一 23) 
*mm 分 バイ ナリ (0-59) 
$SS 秒 バ イナ リ (0 一 59) 
A1.1 作成 し た 文字 列 デ ー タ を 書き 込む アデ ドレ ス 
返り 値 
DO0.1 ー1 の (とき エ ラー 
A1.1 文字 列 の エン ド ・ ア ドレ ス (0 の アド レス ) 
文字 列 の フォ ー マ ッ ト は 「12:34:56', 0 
機能 
バイ ナリ 表現 の 時 刻 デ ー タ か ら 時 刻 を 表わす 文字 列 を 作成 し ます . 


952 











moveq  +#$5B, DO 
move.1 #$00100231, D1 
1ea buf_add, A1 
trap #15 

テン プル ・ プ ログ ラム 
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5 -DAYASC 


ョ 数 

Di.1 曜日 (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 = 土曜 ) 

1.1 作成 し た 文字 列 デ ー タ を 書き 込む セテ デ ド レス 

圭 り 値 

1 曜日 を 表わす 文字 列 デ ー タ ・ ア ドレ ス 
文字 列 の フォ ー マ ッ ト は 「 水 ",0 

腔 肛 


曜日 番号 か ら 曜日 を 表わす 文字 列 デ ー タ を 作成 し ます . 


証 和 ヒー リ レ 
moveq  #$5C, DO 
moveq  #$1,D1 
1ea buf add, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
『P.451 10CS サ ンプ ル 16 


ぶら 5D -ALAHMMOD 


引数 
D1.1 0 禁 下 
許可 
(2 現在 の 状態 を 調べ る 
返り 値 
D0.1 状態 
0 禁止 
1 許可 
襲 能 
アラ ー ム の 禁止 ・ 許 可 を 設定 し ます . 
コー ル 


moveq  #$5D, DO 
moveq  #$1,D1 
trap #15 


953 











呈 ら E ビ -ALAHMSET「 


引数 
凍 細 アラ ー ム 時 間 
$Ow DD H MM 
$w 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 = 土曜 ) 


$DD 日 BCD (1 一 $31) 
$HH 時 BCD (0 一 $23) 
$MM 分 BCD (0 一 $59) 
D2.1 テレ ビ ・ コ ンピュータ の 電源 を OFF に する まで の 時 間 (分 単位 ) 
0 の と き OFF に し な い 
A1.1 0 コシ ピラ ュー クタ 0N・ デ ジ ぽ ON 
ー1 コンビ き 一 グ (⑳N 
1 ー99F ケレ ビジ ラン ロール 
上 記 以 外 は 処理 アド レス と 見 な され る (処理 アド レス の 先頭 は $60 : BRA に する ) 


返り 値 
DO0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
アラ ー ム 時 間 と 処理 内 容 を 設定 し ます . 
コー ル 


moveq  #$5E, DO 
move.1 #$03080800,D1 
moveq  +#$0,D2 

1ea jobadd, A1 
trap #15 


ぶら F -ALAHMGET 


引数 
が し 
返り 値 
DO0.1 処理 アド レス 
9。 1 アラ ー ム 時 間 
$Ow DD HH MM 
$w 曜日 カウ ンタ (0 一 6:0 三 日 曜 , 6 土曜) 
$DD 日 BCD (1 一 $31) 
$HH 時 BCD (0 一 $23) 
$MM 分 BCD (0 一 $59) 
DC テレ ビ ・ コ ンピュータ の 電源 を OFF に する まで の 時 間 (分 単位 ) 
0 の と き OFF に し な い 


機能 
アラ ー ム 時 間 と 処理 内 容 を 調べ ます . 
ーー ルレ 
moveq  #$5F,DO 
trap #15 
う 5 タ 











お B0 -ADPCMOUT 


引数 
D1.w サン プリ ング 周波 数 X256 十 出力 モー ド 
サン プリ ング 周波 数 


0 3. 9KHz 

BB 5. 2KHz 

2 7.8KHz 

3 10.4KHz 

4 15. 6KHz 
出力 モー ド 

0 出力 し な ぃ い 
1 左 に 出力 
2 右 に 出力 
| 左右 に 出力 


D2. 1 出力 デー タ の バイ ト 数 
A1.1 出 必 ーー タ 4s27 ド レス 
返り 値 [ 
D0 が 破壊 され る 
機能 
ADPCM ヘ へ データ を 出力 し ます . デー タ の 長 さ が $FF00 バ イト 未満 の 場合 は すぐ に リ ンー ンス 
し て きま す . $FF00 バ イ ト 以 上 の 場合 は すぐ に リタ ー ン し まお ん ん 。 
コー ル 
moveq  #$60,D0 
move.W #4*256 十 3, D1 
move.] #$8000,D2 
1ea pcmdata, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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BB 1 -ADPOMINF 


引数 
D1.w サン プリ ング 周波 数 メ 256 十 入力 モー ド 
サン プリ ング 周波 古 
0 3. 9KHZ 
1 5. 2KHz 
2 7. 8KHz 
3 10. 4KHz 
4 15. 6KHz 
太 暫 自 寺 東 
1 
2 





左 か ら 入 力 
大 か ら 入 力 
3 左右 か ら 入 力 
D2.1 デー タ を 入力 する バイ ト 数 
A1.1 入力 バッ ファ アド レス 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
ADPCM か ら デ ー タ を 入力 し ます . デー タ の 長き が $FFO0 バ イト 未満 の 場合 は すぐ に リタ ー 
ン し て きま す . $WFF00 バ イト 以 上 の 場合 は すぐ に リタ ー ン し ませ ん . 
コー ル 
moveq  #$61, DO 
move.W #4*256 十 3, D1 
move.1 #$8000,D2 
1ea pcmbuf, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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お おど -ADPCOMAOT 








引数 
D1.w サン プリ ング 周波 数 メ 256 十 出力 モー ド 
サン プ ブリ ング 周波 数 


0 3.9KHz 

1 5. 2KHz 

の 7.8KHz 

3 10. 4KHz 

4 15. 6KHz 
出家 モー ド 

0 出力 し な い 
1 左 に 出力 
2 藻 に 出力 


256 


サー 一 守 湊 技 画 
1 出力 デー タ の 個数 
計 出力 デー タ ・ チ ェ ー ン ・ テ ー ブ プル ・ ア ドレ ネス 





0 (A1). 1 1 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 
4(A1).w 1 番目 の デー タ の 長き (1 ー$FFFF) 
6 (A1) . 1 2 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 
$A(A1). w 2 番目 の デー タ の 長 さ (1 一 $FFFF) 
$C(A1) . 1 3 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 
$10 (41) . w 3 番目 の デー タ の 長 さ (1 ー $FFFF) 
※ 
土 り 値 
呈 が 破壊 され る 


要 能 

チェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よっ て ADPCM へ デー タ を 出力 し ます . 
ヨー ル 

moveq  #$62.D0O 

move.W #3*256 十 3, D1 


move.1 #4,D2 
1ea pcmdata, A1 
trap #15 


列 
-moveq  #$62, DO 
move.W #4*256 十 3, D1 


move.] #2,D2 
1ea pcmdata, A1 
trap #15 
※ 

pcmdata dc.1 dataladd 
dc.w data1len 
dc. 1 data2add 
dc.w data21en 


る . 


この 場合 , dataladd か ら の data1len バ イト と data2add か ら の data21en バ バイ ト が 出力 され 


25Z 


お 5 -ADPCMAIN 

引数 

D1.w サン プリ ング 周波 数 X256 十 入力 モー ド 
サン プリ ング 周波 数 


0 3.9KHz 

1 5. 2KHz 

2 7.8KHz 

3 10.4KHz 

4 15. 6KHz 
入力 モー ド 

1 左 か ら 入力 
2 右 か ら 入 力 


3 左右 か ら 入 力 
D2.1 入力 デー タ の 個数 
導 al 入力 デー タ ・ チ ェ ー ン ・ テ ー ブ ル ・ ア ドレ ス 


0 (A1) . 1 1 番目 の バッ ファ の 先頭 アド レス 
4 (A1) . w 1 番目 の 入力 デー タ の 長き (1 一 $FFFF) 
6 (A1) . 1 2 番目 の バッ ファ の 先頭 アド レス 
$A(A1).w 2 番目 の 入力 デー タ の 長き (1 一 $FFFF) 
$C(A1) . 1 3 番目 の バッ ファ の 先頭 アド レス 
$10(A1).w 3 番目 の 入力 デー タ の 長 さ (1 一 $FFFF) 
※ 

返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 

チェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よっ て ADPCM か ら デ ー タ を 入力 し ます . 

紀 ー ル 
moveq  +#$63,D0 
move.Ww #2*256 十 3, D1 
move. 1 #$5, D2 
1ea pcmda ta, A1 
trap #15 

35 ざ 











引数 
D1.w 


A1. 1 


返り 値 







員 選 ス 









- 人 ADPOMLOT 


シマ" リッ シ グ 周 波数 xX256 本 出力 モー ド 
サン プリ ング 周波 数 


0 3. 9KHz 
1 5. 2KHz 
2 7. 8KHz 
3 10.4KHz 
4 15. 6KHz 
出力 モー ド 
0 出力 し な い 
] 左 に 出力 
2 右 に 出力 
3 左右 に 出力 
0 者 デ ャ アー ア テ シ ィ 式 豆 っ テー つえ 情 ア ポト ラス 
0@1).1 1 番目 の デー タグ の 先頭 アド レス 
を (00、wW 1 番目 の デー タ の 長 さ (1 srFFrF) 
6 4.1 2 番目 の デー タ の テー プル ・ テ トド トレス 
0Gf3.1 2 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 
(0 な ら テ ー プ ブル 終わ り ) 
4(?21) .w 2 番目 の デー タ の 長き (1 一 sFpp) 
663).1 3 番目 の デー タ の テー プル ・ テ トレ ス 
0(?22). 1 3 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 
(0 なら テー プル 終わ り ) 
4(?22) . w 3 番目 の デー タ の 長 さ (1 srFpf) 
6(??2) . 1 4 番目 の デー タ の テー プル ・ ア テア ド トレス 
※ 


DO が 破壊 さき れる 


機能 


デレ イチ ェ ー ン ・ ワー ジジ クレ 直 っ て 4DPCM ヘ へ データ を 串 カ まま 。 


コー ル 


例 


moved  #$64, DO 
mOVe.W #4*256 十 3,.D1 
1ea Dcmdata, A1 
trap #15 


moveq  #$64, DO 
mOVe.W #]*256 十 3, D1 


1ea table1, A1 
trap #15 
※ 


959 


table] dc.1 dataladd 


dc. w datallen 
dc. 1 table2 
※ 


table2 dc.1 data2add 
dc. w data21en 
dc. 1 table3 
table3 dc.1 0 
この 場合 , dataladd か ら の data11len バ イト と data2add か ら の data21en バ イト が 出力 され 
る . 


い sa ッ ー さ に 
キー バッ ファ に 先行 入力 が 溜まり すぎ た ら … 
X68K の 先行 入力 バッ ファ は 64 バ イト 用 意 き れ て いま す が , ここ に 先行 入力 が 溜まり すぎ る と パニ ッ ク に 
陥る 場合 が あり ます . 
た と えば , 適当 で な い 文 字 が 入力 され た ら ビ ー プ 音 が 鳴る よう に な っ て いる プロ グラ ム . この よう な プ 


ログ ラム が 走っ て いる 間 に 「 適 当 で な い 文 字 」 を 山盛り 先行 入力 し て し まっ た 場合 は 悲 惨 です. きら に , 
けた た まし い ビ ー プ 音 を 設定 し て いた 場合 な ど は も っ と 悲惨 で す . 
こん な 場合 は | SHIFT | | STOP | を 押し まし ょ う . 先行 入力 バッ ファ は 見 事 に クリ ア さ れ ま す . 
この 組み 合わ せ で | STOP | キー を 押し た 場合 , | CTRL | 十 |1S| を 押し た の と 同じ こと に なり , ブロ グ 
ラム を 中 断 し て し まう こと は あり ませ ん . 



























































6 の 











| seg - 人 ADPOMLIN 

引数 

D1.w サン プリ ング 周波 数 X256 十 入力 モー ド 
サン プリ ング 周波 数 








0 3. 9KHz 

1 5. 2KHz 

2 7. 8KHz 

3 10. 4KHz 
4 15. 6KHz 
炊 記 年 一 沢 


1 左 か ら 入 力 
2 右 か ら 入 力 
3 左右 か ら 入 力 
A1.1 入力 デー タ ・ ア レイ チェ ー ン ・ テ ー ブ ル ・ ア ドレ ス 


0 (A1) . 1 1 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 

4 (A1) .w 1 番目 の デー タ の 長き (1 一 $FFFF) 

6 (A1) . 1 2 番目 の デー タ の テー ブル ・ ア ドレ ス 
0(CPP 居 さ 1 2 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 


(0 なら テー ブル 終わ り ) 





4 (1).w 2 番目 の デー タ の 長き (1 一 $FFFF) 
6("?1). 1 3 番目 の データ の テー ブル ・ ア ドレ ス 
0 の 1 3 番目 の デー タ の 先頭 アド レス 
(0 な ら テ ー ブ ル 終わ り ) 
4(?22).w 3 番目 の デー タ の 長 さ (1 一 $FFFF) 
6(??2) . 1 4 番目 の デー タ の テー ブル ・ ア ドレ ス 
※ 

返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 


アレ イチ ェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よっ て ADPCM へ デー タ を 入力 し ます . 


コー ル 
moVeq #$65, DO 
move.W #4*256 十 3, D1 
1ea pcmda ta, A1 
trap #15 
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お 5B -ADPCOMSNS 


引数 

SM と 

返り 値 

DO0.1 実行 状態 
0 何 も し て いな を ない 
2 出力 中 (IOCS $60) 
4 入力 中 (IOCS $61) 


$12 出力 中 (IOCS $62) 
$14 入力 中 (IOCS $63) 
$22 出力 中 (IOCS $64) 
$24 入力 中 (IOCS $65) 


機能 
ADPCM の 実行 モー ド を 調べ ます . 
ーー ルル 
moveq  +#$66,D0 
trap #15 
例 


moveq  +#$66,D0 
trap #15 
10CS $60 に よる 出力 中 の 場合 。 DO0.1= ニ 2 と な る . 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.452 I0CS サ ンプ ル 17 


お B ノ -ADPCOMMOD 


引数 
D1. 1 制御 コマ ンド 
0 終了 本 
1 中 止 
の 再開 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
ADPCM の 実行 を 制御 し ます . 
ャ ーーー 乾 
moveq  #$67,DO 
moveq  #O,D1 
trap 5 


62 











8 PC を 1 


ョ 引数 
DI.b ウレ ラジ ンズ グマ ャ ザン パー 
B2.b ーー 
計り 値 
DO が 破壊 され る 
三 能 


0PM の レジ スタ に デー タ を 書き 込み ます . 書き 込め る 状態 に な る まで 待ち ます . 


sm プレ 
moveq  #$68, DO 
move.b +#$2F, D1 
move.b #$10,D2 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.452 IO0CS サ ンプ ル 18 


お - り PMSNS 


に 


が し 
返り 値 
DO0.b 2 ゲー 2 人 


bit 0 タイ マーB オ ー バ ー フ ロー の と き 1 に な る 
bit1 タイ マーA オ ー バ ー フ ロー の と き 1 に な る 


bit 7 0 な ら ば デー タ 書 き 込 み 可 能 


機能 
O0PM の ステ ー タ ス を 読み 込み ます . 
コー ル 


moveq  #$69,D0 
E5 





trap 





う 6? 


呈 BA -OPMINTST 


引数 
A1.1 割り 込み 処理 アド レス 
0 の と き 割 り 込 み 禁 止 
返り 値 
DO0. 1 0 の と き 割 り 込 み が 設定 され た 
それ 以外 の 場合 は すでに 設定 され て いる 
機能 
0PM に よる 割り 込み の 設定 を 行ない ます . MFP に 対し て の み 設 定 す る の で , 0PM の レジ スタ 
を 別に 設定 し て お く 必 要 が あり ます . 割り 込み を 禁止 する 場合 は , な る べく CPU を 割り 込み 
禁止 状態 に し て 実行 し て くだ さい . 
コー ル 
moveq  #$6A, DO 
1ea intadd, A1 
trap #15 


員 選 日 - TIMERHDST 


引数 
D1.w 単位 時 間 X256 十 カウ ンタ 
単位 時 間 
1 ん S 
2.5/zs 
4/s 
12.5/ s 
16/s 
25 ん S 
50s 
A1.1 割り 込み 処理 アド レス 
0 の と き 割 り 込み 禁止 


で - の 〇 の 愉 6O k ト 5 中 


DO0.1 0 の と き 割 り 込 み が 設 定 さ れ た 
それ 以外 の 場合 は すでに 設定 され て いる 
機能 
TIMER-D に よる 割り 込み を 設定 し ます . Human68K の バー ジョ ン 2. 0% で は シス テム が 使う た 
め 設定 で きま せん . 割り 込み を 禁止 する 場合 は , な る べく CPU を 割り 込み 禁止 状態 に し で 実 
行 し て くだ さい . 


ュー ル 
moveq 的 6B, DO 
move.W #5*256 十 10, D1 
1ea intadd, A1 
trap #15 

96 る を 

















お 5 -VDISPT 
ョ | 数 
り I.w タイ ミン グ ※256 十 カウ ンタ 
グイ ミ シ ジグ 
0 垂直 帰 線 期間 で 割り 込み 
1 垂直 表示 期間 で 割り 込み 
a1.1 割り 込み 処理 アド レス 
0 の と き 割 り 込 み 禁 正 
受 り 値 
DO.1 0 の と き 割 り 込 み が 設定 され た 
それ 以外 の 場合 は す で ( こ 設定 され て いる 
胎 能 
垂直 同期 に 2 り 込 み を 設定 し ます .s 剖 り 込み を 禁止 する 場合 は 





込み 禁止 状態 に し て 実行 し て くだ さい . 


コー ル 
moved  #$6C, DO 
mOVe.Ww #$0*256 十 $10, D1 
1ea intadd, A1 
trap #15 





-CHTCHA 


引数 
D1.w スグ ・ 方 パー 
1. 1 割り 込み 処理 アド レス 
0 の と き 割 り 込 み 禁 上 正 
返り 値 
DO.1 0 の と き 和 割り込み が 設定 され た 
それ 以外 の 場合 は す で ! 
機能 
ラス タ 操 作 に 割り 込み を 設定 
発生 し ます . 割り AN 合 ( 
くだ さい . 
= ニー ルレ 
moveqd  #$6D, DO 
move.w #$0,D1 
1ea intadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
『.454 TO0CS サ ンプ ッ レ 19 


に 設定 され て いる 


2 ニレ だ ラス ク を 夫 査 陣 始 する 


な る べく CPU を 割り 込み 禁 正 状態 に 





な る べく CPU を 割り 






る と 割り 込み が 
し て 実行 し て 


96 ヶ 


上 1. 1 割り 込み 処理 アド レス 
0 の と き 割 り 込 み 禁止 
返り 値 
D0. 1 0 の と き 割 り 込 み が 設 定 さ れ た 
それ 以外 の 場合 は すでに 設定 され て いる 
機能 
水平 同期 に よる 割り 込み を 設定 し ます . 水平 同期 信号 の 立ち 下がり 時 に 割り 込み が 発生 
し ます . 割り 込み を 禁止 する 場合 は , な る べく CPU を 割り 込み 禁止 状態 に し て 実行 し て くだ な 
さい . 
コー ル 
moveq  +#$6E, DO 
1ea 1ntadd, A1 
trap #15 


お ロビ -PHNINITST 


引数 
46 割り 込み 処理 アド レス 
0 の と き 割 り 込 み 禁止 
返り 値 
DO0.1 0 の と き 割 り 込み が 設定 され た 
それ 以外 の 場合 は すでに 設定 され て いる 
機能 
プリ ンタ に よる 割り 込み を 設定 し ます . 割り 込み を 禁止 する 場合 は . な る べく CPU を 割り 
込み 禁止 状態 に し て 実行 し て くだ さい . 


コー ル 
moveq  #S$6F, DO 
1ea intadd, A1 
trap #15 
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フロ 。 MS_JINIT 
引数 


革 り 値 
l デ 破壊 され る 
酸 能 
マウ ス を 初期 化し ます . 
コー ル 
moveq  #$70,D0O 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.455 IOCS サ ンプ ル 20 


員 ノ 1 -MS_CUHRON 


引数 
っ 旨 革 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
後 能 
マウ ス ・ み カー ソル を 表示 し ます . 
コー ル 
moveq  #$71,D0 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.455 IOCS サ ンプ ル 20 


お ノロ -MS_CUHOF 


引数 
2 し 2 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
マウ ス ・ カ ー ソ ル を 消し ます . 
コー ル 
moveqd  #$72,D0 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.455 TOCS サ ンプ ル 20 


6Z 


員 ノ _MS_5STAT 


引数 
Ro 
返り 値 
DO.w 0 表示 し て いな い 
1 表示 し て いる 

機能 

マウ ス ・ み カー ソル が 表示 され て いる か どう か を 調べ ます .。 
コー ル 


moveqd  #$73, DO 
trap #15 


お ノ ス _-MS_GETDT 


引数 
2 が (し 
返り 値 
DO0.1 マウ ス か ら の デー タ 
$XX YY LL RR 
XX X 方 向 移動 量 
90 方向 移動 量 
LL $00 左 ボ タン OFF 
$FF 左 ボ タン ON 
RR $00 右 ボ タン OFF 
$FF 大 ボタ ン ON 
機能 由 
マウ ス の 移動 量 と ボタ ン の 状態 を 調べ ます . 
コー ル 


moved  #$74, DO 

trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.455 10CS サ ンプ ル 20 


























マウ ス ・ カ み カー ソル の 座標 


SXXXX YYYY 
ロ XXXX XX 座標 
DOMG Y 座 標 
本 蓄 
マウ ス ・ カ み カー ソル の 座標 を 調べ ます . 


コー ル 
moveq  #$75, DO 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.455 IOCS サ ンプ ル 20 ヽ 


ノビ -MS_CURST 


引数 
.D1. 1 マウ ス ・ カ ー ソ ル の 座標 
$XXXX YYYY 
XXXX XX 座標 
YYYY Y 座 標 
返り 値 2 
DO0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 。 
マウ ス ・ カ ー ソ ル の 座標 を 指定 し ます . 
コー ル 


moveq  #$76, DO 


move.] #$01510012, D1 すす 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.455 IOCSG サ ンプ ル 20 
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お ノノ _-MS_LIMIT 


引数 
D1.1 マウ ス ・ カ み カーソル 移動 範囲 の 座標 (左上 ) 
$XXXX YYYY 
XXXX XX 座標 
YYYY YY 座標 
D2.1 マウ ス ・ カ ー ソ ル 移 動 範囲 の 座標 ( 右 忌 ) 下 
$XXXX YYYY 
XXXX XX 座標 
YYYY YY 座標 
返り 値 
DO.1 ek の ああ ラドー 
機能 
マウ ス ・ カ み カー ソル の 移動 範囲 を 設定 し ます . 
コー ル 


moveq  #$77,D0 
move.1 #$00000000,D1 
move.1 #$00FFOOFF, D2 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.455 IO0CS サ ンプ ル 20 


> オニ -MS_OFFTM 


引数 
D1.w 調べ る ボタ ン 
0 左 ボ タン 
ーー 宙 右 ボ タン 
D2.w 待 時 間 
0 離す まで 待つ 
上 記 以 外 の 場合 。 待 時 間 の 最大 値 
返り 値 
DO.w 0 ドラ ッ グ 中 
| 待 時 間 の 最大 値 を 越え た 
上 記 以 外 の 場合 , 待 時 間 
機能 
マウ ス の ボタ ン を 離す まで の 時 間 を 調べ ます . 
コー ル 
moveq  +#$78,D0 
move.w #-1,D1 
move.Ww #$0,D2 
trap #15 
ヲ Z の 

























や ノロ -MS_ONTM 


引数 
D1.w 調べ る ボタ ン 
0 左 ボ タン 
3 右 ボ タン 
D2.w 待 時 間 
0 離す まで 待つ 
上 記 以 外 の 場合 。 待 時 間 の 最大 値 
返り 値 
DO.w 0 ドラ ッ グ 中 
ー# 待 時 間 の 最大 値 を 越え た 
上 記 以 外 の 場合 , 待 時 間 
後 能 
マウ ス の ボタ ン を 押す まで の 時 間 を 調べ ます . 
ーー ブレ 


moveq  #$79, DO 

move.Ww #-1, D1 
ove.Ww #$0,D2 

ttap #15 





も うつ ひと つの C コン パイ ラ ・GNU 


X68000 に は XC と いう , いろ ん な 意味 で 「 強 力 な 」C コ ン パ イ ラ が 用 意 き れ て いま す . X-BASIC か ら C コ ン バ 
ー ト し て , それ を コン パイ ル し て し まう と いう 大 技 や 。 X68000 の 機能 の ほとん ど を サポ ー ト し て し ま ぶ 天 
量 の ライ ブラ リ な ど , これ は これ て で 充分 使え る C コ ン ノ バイ 写ら 

し か し , 世の中 に は つね に も っ と 上 を 望む 人 々 と い う の は いる も の で , そう いう 人 た ち が 産 み 男 し て 
まっ た の が GNU C コ ン ペ イラ ・X68000 版 で す . 

この コン パイ ラ は XC よ り も 整理 され た , 速い コー ド を 生成 し て < れ ま す . が , その 代償 と し で 』 と に か 
く な に か と 計 快 な や つ で , コン バイ ラ 自 体 も , 作業 に 必要 を な メモリ も , XC よ り も 巨大 で , 野 低 1MB の RAM 一 
設 は 必要 で す . まとも に 使 お うと 思っ た ら ハ ー ド デ ィ スク も 必要 で し ょ う (これ は XC ぞ 同 じ し で す が )- 

パワ ー・ ユ ー ザ ー ご 用 達 の GNU C. 興味 の ある 方 は , パソ コン 通信 を 通じ て あ ち こ ち 提 し て みる と よい で 
し ょ う . GNU C は フリ ー ウ ェ ア で すか ら , 原則 と し て 無料 で わけ て も ら うこ と が で きま す 。 そ の か わり , 原 
作者 , 移植 者 の 方 へ の 感謝 の 気持 ち (で きれ ば 言葉 も $) を 忘れ な く . 
な お , GNU C で も XC の ライ ブラ リ が 必要 で す . XC を お 持ち で な い 方 は 使え ませ ん の で 念 の た め . 





『 
ン 











お ノ A -MS_PATST 


引数 
D1.w ーー シノ の 共 ナ ルク ク あ 選 
人 1 1 2 バー も デー タデ ドレ ス 


0(A1) . w ッ パ ター ン の 左端 X 座 標 か ら マ ウス XX 座標 まで の 距離 
2(A1).w 2 パ ター ン の 上 端 Y 座 標 か ら マ ウス Y 座 標 ま で の 距離 
4 (A1) .b- ン ペ クー トン デー ダ 0) 
$24 (A1) . b- ク 2 パク ュー ジッ デー ダグ も し) 


マッ ウズ みつ レデ ー ジ ツ 存 パタ ー シ 
bt 7654321076543210 

十 0 十 1 

+ 2 | + 3 








16 ド ッ ト … カ ラー コー ド 4 一 7 の 色 


な 








DIt 27862524838 21076543210 


つの 


… 透 明 
1… カ ラー コー ド 8 一 $F の 色 
カラ ー コ ー ド 4 一 7 より 優先 され る 





返り 値 

DO が 破壊 きれ る 

機能 

マウ ス ・ カ ー ソ ル の パタ ー ン を 定義 し ます . 

= キー ガレ 
moveq  #$7A, DO 
move.W #$2, D1 
1ea patdata, A1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.455 10CS サ ンプ ル 20 


ヲ Z2 



























馬 還 クー ソル ナン バー 
アス ・ カ ー ソ ル の パタ ー ン を 選び ます . 
moveq  #$7B, DO 


move.W #$1,D1 
trap #15 


天 . 1 カー ソル ・ ナ ン バ パー テー ブル ・ ア ドレ ス 


0(41) .w カー ソル ナン メ > エー 1 
2 (A1) . w み カー ソル ナン バー 2 
4 (A1) .w カー ソル ナン バー 3 
※ 
PP (A1) . w ー1 (エン ド マ ー ク ) 
有 り 値 
0 が 破壊 され る 
王 能 


軸 ウ ス ・ カ ー ソ ル ・ バ ター ン を 枯 数 個 表示 させ る こと に よっ て アニ メー ショ ン 表 示し ま 
ェ 紀 


コー ル 
moveq  #$7C, DO 
1ea numtab1e, A1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 

P.455 TI0CS サ ンプ ル 20 


ヴ Z? 


呈 ノ プロ -5KEY_MOD 


引数 
D1.1 0 ジラ キー ボー ド 消 凌 
ソン テト ネー ポ ボード 表示 
2 ソフ トキ ー ボ ー ド の 表示 状態 を 調べ る 
= ソフ ト ・ キ ー ボ ー ド 自動 制御 (マウ ス 右 ボタ ン に よる 制御 ) 
0 基 | 表示 座標 (D1.1=1) 
$XXXX YYYY 
XXXX X 座 標 
YYYY Y 座 標 
返り 値 
DO.1 ソフ ト ・ キ ー ボ ー ド の 表示 状態 (D1.1 ニ 2) 
0 表示 し て いな い 
1 表示 し て いる 
機能 
ソフ ト ・ キ ー ボ ー ド の 制御 を 行ない ます . 
ュー ルル 


moveq  #$7D, DO 
move.1 #$1,D1 

move.1 #$00100010,D2 
trap #15 


員 ノ ビ -DENSNS 


引数 
し 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
電 上 刺 に よる 入力 を 調べ ます . 結果 は キー 入力 と し て 返り ます . 
コー ル 
moveq  #$7E, DO 
trap #15 











員 プ -ODNTIME 


引数 

な し 

返り 値 

D0.1 経過 時 間 (単位 は 1/100 秘 ) 
$0 か ら $83D5FF 

D1.1 経過 時 間 (単位 は 日 ) 
$0 か ら $FFFF 

径 能 

起動 し て か ら の 経過 時 間 を 調べ ます . 
コー ル 


moveq  +#$7F, DO 
trap #15 


お 0 -B_INTVCS 


引数 

Di.w 2 多 必 カジ グ ボ デー 
0 一 $FF 割り 込み ベク タ (割り 込み ルー チン の 最後 は 「RTE」) 
$100 一 $1FF I0CS コ ー ル ベク タ (処理 ルー チン の 最後 は 「RTS」) 


1. 1 処理 アド レス 
(この アド レス に ジャ ンプ する 時 点 で スー パー バイ ザ ・ モ ー ド に な っ て いる ) 
有り 値 
DO0.1 設定 前 の 処理 アド レス 
栓 能 
各種 ベク タ ・ テ ー ブ ル を 書き か えま す . X68000 は 通常 さま ざま な タイ マー 割り 込み な ど 

か みか っ て いま す . 書き 換え る 前 に 処理 ルー チン を 用 意 し て くだ さい . 
コー ル 

moveq  #$80,D0 

move.W #$120, D1 

1ea intadd, A1 

trap #15 


9Z ぢ 


お 日 1 洋三 ) 記 高 


引数 
A1. 1 0 ユー ザー・ モ ー ド か ら ス ー パ ー バ イザ ・ モ ー ド に 切り 替え る 
以前 の SSP スス デー Rh- が っ モード か な ロー ザー ィ ま 一 過 り 替え る 
返り 値 
D0.1 設定 時 の SSP 2 
0 (スー パー バイ ザ ・ モ ー ド ーー ユー ザー・ モ ー ド ) 
ー1 の と き エ ラー 7 
機能 


スー パー バイ ザ ・ モ ー ド , ユー ザー・ モ ー ド の 切り 替え を 行ない ます . ユー ザー・ モ ー 
ド で は メイ ン RAM の 0 番地 か ら 指 定 さ れ た 番地 まで と , $C00000 番 地 以 降 は アク セス で きま 
せん . 


コー ル 
moveq  +#$81, DO 
GE に ーー 
trap #15 


お 選 選 ー- 己 王 巳 覆 


引数 
A1.1 読み 込み アテ デ ド レス 
返り 値 


DO.b 読み 込み デー タ 
A1.1 次 の アド レス 
機能 
指定 アド レス か ら 1 バイト 読み 込み ます . ユー ザー・ モ ー ド の と き に , スー パー バイ ザ ・ 
エリ ア を アク セス する 場合 に 使い ます . 


コー ル 
moveq  +#$82,D0 
1ea work, A1 
trap #15 

マ Z6 











お 日 ー 四 を WI 四 作 民 


引数 
A1.1 読み 込み アド レス (偶数 番地 ) 


3 
DO. 読み 込み デー タ 


A1.1 次 の アド レス 
機能 
指定 アド レス か ら 1 ワ ー ド 読み 込み ます . ユー ザー・ モ ー ド の と き に , スー パー バイ ザ *・ 
エリ ア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
コー ル 
moveq  +#$83, DO 
1ea work, A1 
trap #15 


ド に i こ と! 5 に に 己 


引数 
A1.1 読み 込み アド レス (偶数 番地 ) 
返り 値 
D0.1 読み 込み デー タ 
Ai.1 次 の アド レス 
機能 
指定 アド レス か ら 1 ロ ング ワー ド 読 み 込み ます . ユー ザー・ モ ー ド の と き に , スー フー 
バイ ザ ・ エ リア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
コー ル 
moveq  +#$84,D0 
1ea work, A1 
trap #15 


ZZ 





ド は 1 -B_MEMSTHR 


引数 
AT.1 読み 込み アデ ドレ ス 
A2. 1 2 ペッ アザ デア ド レス 
D1. 1 読み 込 せ デー タ の バイ ト 数 一 1 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
A1.1 次 の アド レス 
A2N1 次 の バッ ファ アド レス 
機能 
指定 アド レス か ら 複 数 バイ ト の デー タ を 読み 込み ます . ユー ザー・ モ ー ド の と き に , ス 
ー パ ー バ イザ ・ エ リア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
コー ル 
moveq  #$85, DO 
1ea work, A1 
1ea bufadd, A2 
move.1 #$1000 一 1, D1 
trap #15 


お 8 較 ら 坦 1i) 


引数 
D1.b 書き 込み デー タ 
A1.1 書き 込み アデ ドレ ス 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
A1.1 次 の アド レス 
機能 
指定 アド レス に 1 バイト ・ デ ー タ を 書き 込み ます . ユー ザー・ モ ー ド の と き に , スー 
ー バ イザ ・ エ リア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
コー ル 
moveq  #$86, DO 
move.b #$12, D1 
1ea work, AA1 
trap #15 


ヲ Z ざ 








引数 

D1.w 書き 込み デー タ 

A1.1 書き 込み アド レス (偶数 番地 ) 
返り 値 

DO が 破壊 され る 

A1.1 次 の アド レス 

機能 


指定 アド レス に 1 ワー ド ・ テ デー タ を 書き 込み ます . ユー ザー・ モ ー ド の と き に , スー 


ー バ イザ ・ エ リア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
ーー クレ 

moveq  #$87, DO 

move.w #$1234, D1 

1ea work, A1 

trap #15 


お 日 だ KKE 


引数 
D1.1 書き 込み デー タ 
0 書き 込み アド レス (偶数 番地 ) 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
A1. 1 次 の アド レス 
機能 
指定 アド レス に 1 ロン グ ワ ー ド ・ デ ー タ を 書き 込み ます . ユー ザー モー ド の とき に 
マン ラク バ イイ ザ noW ア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
コー ル 
moveq  #$88,D0 
move. 1 #$12345678, D1 
1ea work, A1 
trap #15 





ヲ Z の 


お 昌紀 -B_MEMSET 


引数 
A1.1 書き 込み アドレス 
| A2. 1 プ ト ミッ ンク テア じ 必 ズ 
| D1.1 書き 込む デー タ の バイ ト 数 一 1 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
A1.1 次 の アド レス 
A2. 1 次 の デー タ ・ ア ドレ ス 
機能 
指定 アド レス に 複数 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます . ユー ザー モー ド の と き に , スー フ マ 
ー バ イザ ・ エ リア を アク セス する 場合 に 使い ます . 
こ ーー ツル 
moveq  #$89, DO 
1ea work, AA1 
1ea dataadd, A2 
move.1 #$400 一 1,D1 
trap #15 























、 づ 8 の 








呈 選 A -DMAMOVE 


引数 
D1.b 転送 モー ド 
bit 7 0 (41) か ら (42) へ 転送 する 
1 (42) か ら (41) へ 転送 する 


bit 3 一 2 %00 41 を 固定 する 
%01 41 を 増やす ( 二 1) 
%10 41 を 減ら す (一 1) 
bit 1 一 0 %00 42 を 固定 する 
%01 42 を 増やす ( 二 1) 
%10 42 を 減ら す (一 1) 
D2. 1 転送 する バイ ト 数 
2 転送 アド レス 1 
| 転送 アド レス 2 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
、 でき を 行 を な いま す 。 デー タ の 長き が WPPO0 バ イト 未 滴 の 場合 は すぐ に リタ ー ン し て き 
ます . $FF00 バ イ ト 以 上 の 場合 は すぐ に リタ ー ン し ませ ん . 


コー ル 
moveq  #$84, DO 
move.b #【%00000101, D1 
move. ] #$800,D2 
1ea da taadd, A1 
1ea work, A2 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.457 TOCS サ ンプ ツル 21 





287 


お 8 量 -DMAMOV_A 


引数 
D1.D 転送 モー ド 
bit 7 0 (アド レス 1 ) か ら (アド レス 2 ) へ 転送 する 
1 (アド レス 2 ) か ら (アド レス 1) へ 転送 する 
bit 3 一 2 %00 アド レス 1 を 固定 する 
%01 アド レス 1 を 増やす (1) 
%10 アデ アド レス 1 を 減ら す (一 1) 
bit 1 一 0 %00 アド レス 2 を 固定 する 
%01 アド レス 2 を 増やす ( 十 1) 
%10 アド レス 2 を 減ら す (一 1) 


D2.1 転送 デー タ ・ チ ェ ー ン ・ テ ー ブ ル の 個数 

A1.1 転送 デー タ ・ チ ェ ー ン ・ テ ー ブ ル ・ ア ドレ ス 
0 (41) . 1 転送 アド レス 1 (1) 
4 (A1).w 転送 デー タ ・ バ イト 数 1 (1 一 SFFFF) 
6 (41) . 1 転送 アド レス 1 (2) 
$4(A1) .w 転送 デー タ ・ バ イト 数 2 (1 一 $FFFF) 
$C (A1) . 1 転送 アド レス 1 (3) 
$10 (A1) . w 転送 デー タ ・ バ イト 数 3 (1 一 $FFFF) 

催 2 転送 アド レス 2 

返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 

チェ ー ン ・ テ ー ブ ル に よる DMA 転 送 を 行ない ます . 

コー ル 
moveq  #$8B, DO 
move.b #%00000101, D1 
move.] #2,D2 
1ea tab1e, A1 
1ea Work, A2 
trap #15 

例 
moveq  #S$S8B, DO table dc. 
move.b #0101, D1 dc. 
move.] せ #3,D2 dc. 
1ea table, A1 dc. dat21en 
1ea da tadd, A2 dc. dat3add 
trap #15 dc. w dat31en 


トー 


dat1add 
dat11len 
dat2add 


トー ーー ル テー 呈 


この 場合 , datladd か ら の dat11en バ バイ ト , dat2add か ら の dat21en バ イト , dat3add か ら の 
4 半 間 M 


382 

















吊 晶 ロ _-DMAMOV_L 
引数 
D1.b 転送 モー ド 
bit 7 0 (アド レス 1) か ら (アド レス 2 ) へ 転送 する 
1 (アド レス 2) か ら (アド レス 1) へ 転送 する 
bit 3 一 2 %00 アド レス 1 を 固定 する 
%01 アド レス 1 を 増やす ( 十 1) 
%10 . アド レス 1 を 減ら す (一 1) 
bit 1 一 0 %00 アド レス 2 を 固定 する 
%01 アド レス 2 を 増やす ( 十 1) 
%10 アド レス 2 を 減ら す (一 1) 


A].1 転送 データ ・ ア レイ チェ ー ン ・ テ ー ブ ル ・ ア ドレ ス 


0 (41) . 1 転送 アド レス 1 (1) 
4 (A1).w 転送 デー タ ・ バ イト 数 1 (1 一 $FFFF) 
6 (A1) . 1 次 の テー ブル ・ ア ドレ ス 
ひ 介 9. 1 転送 アド レス 1 (2) 
4(?1).w 転送 デー タ ・ バ イト 数 2 (1 一 $FFFF) 
6(?1) . 1 次 の テー ブル ・ ア ドレ ス (0 の と き テ ー プ ブル エン ド ) 
9) 1 転送 アド レス 1 (3) 
4(?2).w 転送 デー タ ・ バ イト 数 3 (1 一 $SFFFF) 
6 (?2) . 1 次 の テー ブル ・ ア ドレ ス (0 の と き テ ー プ ブル エン ド ) 
※ 

内 2。 1 転送 アド レス 2 

返り 値 

DO が 破壊 きれ る 

機能 

アレ イチ ェ ー ン に よる DMA 転 送 を 行ない ます . 

コー ル 
moveq  #$8C, DO 
move.b #%00000101, D1 
1ea table, A1 
1ea Work, A2 
trap #15 

例 
moveq  #$8C, DO 
move.b #%00000101, D1 
1ea table1, A1 
1ea datadd, A2 
trap #15 

tablel dc.1 dat1add 


dc.w dat1len 
dc. 1 table2 


3@? 








table2 dc.1 dat2add 
dc. W dat21en 
dc. 1 table3 

table3 dc.1 dat3add 
dc. w dat31en 
dc. 1 0 


この 場合 , datladd か ら の dat11en バ イト , dat2add か ら の dat21en バ イト , dat3add か ら の 
dat31en バ イト が この 順番 で 連続 し て datadd 以 降 に 転送 され る . 


お D -DMAMODE 


引数 

5 し 

返り 値 

D0.1 DMA 実 行 モ ー ド 
0 何 も ち し て いな い 
$8A IOCS $8A 実 行 中 
$8B IOCS $8B 実 行 中 
$8C IO0CS $8C 実 行 中 

機能 

DMA の 実行 モー ド を 調べ ます . 

コー ル 
moveq  #$8D, DO 
trap #15 


Amiga へ の ラブ コー ル 


と に か く , 究極 の 68000 パ ソコ ン と 言え ば , 誰が 何と 言 お うと Amiga で す (ちなみ に , Mac は 至高 の 68000 マ 


ソコ ン ). 

な に し ろ , 7.6MHz の 68000 で , マル チ ウ ィ ン ド ウ で マル チタ スク の 0S が 動い て いる と いう と ん で も な い 代 
物 . ゲー ム だ っ て , グラ フィ ックス だ っ て , 音楽 だ っ て 驚異 的 な クオ リティ で こなし ます . 世間 で は ゲー 
ム 機 だ と 思わ れ て いる か も し れ ま せん が , と ん で も な い . Amiga で 作っ た TV 番 組 の タイ トル ・ グ ラフ ィ ッ ク 


ス な ん か は 週 に 何 度 も お 茶の間 で 目 に で きる は ず で す . 

ハー ドウ ェ ア の 能力 な ら , 我 等 が X68000 だ っ て 負け て は いま せん . グラ フィ ッ ク の 分 解 能 , 色 数 , 特殊 
効果 機能 ・※ スプ ライ ト 機 能 . どれ を と っ て も Amiga に ひけ は と り ま せん (本 当 は 部 分 的 に ひけ を と っ て いる 
の で す が …). し か し , ソフ トウ ェ ア で は まだ まだ Amiga に 及ば な い の が 実情 で す . 

Amiga プ ログ ラマ ー た ちの 恐ろし いま で の パワ ー を 見 習っ て , 私 た ち も X68000 を 究極 の パソ コン に すべ 
く , 日 夜 努 力 し よう じゃ あり ませ ん か . 





、 づき 
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起動 情報 


下位 24 ビ ッ ト $80 一 $83 ハー ド デ ィ スク か ら 起 動 
$90 一 $93 2HD フ ロッ ピー ディ スク か ら 起 動 
$ED0000 一 $ED3FFE SRAM か ら 起 動 
上 記 以 外 ROM か ら 起 動 

上 位 8 ビット $00 パパ ワー スイ ッ チ に よっ て 起動 
$01 外部 スイ ッ チ に よっ て 起動 
$02 タイ マー に よっ て 起動 


二 動 情報 を 調べ ます . 


moveq  #$8E, DO 
trap #15 


moveq  #$8E, DO 
trap #15 


この と き , D0.1 三 $00000090 と な っ た 場合 は , パワ ー ス イッ チ に よっ て 2HD フ ロッ た ニン 
ョ スク ・ ド ライ ブ 0 か ら 超 動 し て いる . 


お ロビ -HOMVEHR 


ョ | 数 

を し 

妥 り 値 

凍 ) バー ジョ ン - デ ー タ 

WVV YY MMDD 

VV バー ジョ ン (BCD 表 現 ) 
YY 年 (BCD 表 現 ) 
MM 月 (BCD 表 現 ) 
DD 日 (BCD 表 現 ) 

機能 

ROM の バー ジョ ン と 作成 年 月 日 を 調べ ます . 


コー ル 
moveq  #$8F, DO 
trap #15 
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お ヨロ に に も 3 れい 


引数 
ol。 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し て 表示 モー ド に し ます . パレット は 標準 に 戻り ます . 
コー ル 
moveq  #$90,DO 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.458 IO0CS サ ンプ ル 22 


き BB ヨ 1 _cSTMOD ふ S 


引数 
D1.b グラ フィ ッ ク 画 面 モ ー ド 
0 16 色 4 画面 512512 
1 256 色 2 画面 512 x512 
3 65536 色 1 画面 5 直 2X.52 
4 16 色 1 画面 1024 ※1024 
= 引 現在 の モー ド を 調べ る 
返り 値 
DO0.1 グラ フィ ッ ク 画 面 モ ー ド (D1.b テ ー1) 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 モ ー ド を 設定 し ます . 
コー ル 
moveq  #$91, DO 
move.b #$4,D1 
trap #15 
し た 7/ 





























B CETPNT 
数 


引 
DiL.w デラ イオ リティ デー タ 
bit $D 一 $C スプ ライ ト 画 面 の 優先 順位 (0 一 2) 
bit $SB 一 $A テキ スト 画面 の 優先 順位 (0 一 2) 
bit 9 一 8 グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 (0 一 2) 
以上 は 0 が いち ば ん 優先 順位 が 高く , 2 が いち ば ん 低い 
bit 7 一 0 -。 グラ フィ ッ ク ・ ペ ー ジ 間 の 優先 順位 
グラ フィ ッ ク 画 面 4 ペー ジ の と き 
bit 7 一 6 1 番 優 先 順位 の 高い ミー ジ ナ ン バ ー (0 一 3) 
bit 5 一 4 2 番目 に 優先 順位 の 高い ペー ジ ナ ン バ ー (0 一 3) 
bit 3 一 2 3 番目 に 優先 順位 の 高い ペー ジ ナ ン バ ー (0 一 3) 
bit 1 一 0 1 番 優 先 順位 の 低い ペー ジ ナ ン バ ー (0 一 3 ぅ ) 
グラ フィ ッ ク 画 面 2 ペー ジ の と き 
bit 7 一 0 1110 0100 の と き ペ ー ジ 0 を 優先 表示 


%0100_ 1110 の と き ペ ー ジ 1 を 優先 表示 
ー1 の と き 現 在 の プラ イオ リティ を 調べ る 
返り 値 
D0.1 プラ イオ リティ デー タ (DI1.w=ー1) 
機能 
プラ イオ リティ の 設定 を 行ない ます . 
コー ル 
moveq  #$92,D0 
move.W #%01001001110010.D1 
trap #15 
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B ヨ 8 る 、6ET_ONO 


引数 
D1.w 画面 表示 切り 替え ・ 特 殊 モ ー ド 切り 替え デー タ 
bit SE 1 の と き , テキ スト ・> パ レッ ト 0 と グラ フィ ッ ク 画 面 と の あい だ で 半 透 
明和 表示 
bit $D 1 の と き , テレ ビ 科 ビデ オ 画 面 と 最も 表示 優先 順位 が 高い グラ フィ ッ ク 
画面 の 指定 され た エリ ア と の 間 で 半 透 明 表 示 
bit $C 1 の と き , 半 透 明 機 能 と 特殊 プラ イオ リティ 機能 が 有効 に な る 
bit $B 1 の と き 半 透明 モー ド , 0 の と き 特 殊 プ ライ オリ ティ ・ モ ー ド 
bit $A 1 の と き , 最も 表示 優先 順位 の 高い グラ フィ ッ ク VRAM の デー タ で 半 透 明 
と 特殊 プラ イオ リティ を 機能 さき せる エリ ア を 指定 する 
bit 9 1 の と き , グラ フィ ッ ク 画 面 (優先 順位 が 1 番 と 2 番 ) どう し で 半 透 明 
表示 
bit 8 1 の と き , テキ スト 画面 と 最も 表示 優先 順位 の 高い グラ フィ ッ ク 画 面 の 
指定 され た エリ ア と の 間 で 半 透 明 表示 
bit 6 スプ ライ ト 画 面 表示 (1 の と き 表 示 ) 
bit 5 テキ スト 画面 表示 (1 の と き 表 示 ) 
bit 4 一 0 グラ フィ ッ ク 画 面 表 示 オ ン ・ オ フ 
1024X1024 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の と き 
bit 4 1 の と き 表 示 
| 512X512 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の と き 
| 4 ペー ジ の と き (1 の と き 表 示 ) 
| bit 3 1 番 優先 順位 が 低い 画面 表示 
bit 2 3 番目 に 優先 順位 が 高い 画面 表示 
bit 1 2 番目 に 優先 順位 が 高い 画面 表示 
bit 0 1 番 優先 順位 が 高い 画面 表示 
2 ペー ジ の と き ( 絡 1 の と き 表 示 ) 
bit 3 一 2 優先 順位 が 高い 画面 表示 
bit 1 一 0 優先 順位 が 低い 画面 表示 
1 ペー ジ の と き (% ぬ 1111 の と き 表 示 ) 
bit 3 一 0 画面 表示 





返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 

画面 表示 と 特殊 モー ド の 設定 を 行ない ます . 

コー ルル 
moveq  #$93,D0 
move.W #%00011110 01101011, D1 
trap #15 


9@ ざ 











お コス = ピ ム AL 


生 w フレ ッ ト コ ー ド 
BB2.1 カラー コー ド 
ー1 の と き は 現在 の カラ ー コ ー ド を 調べ る 


WO 1 現在 の カラ ー コ ー ド (D2.1 ニ ー1) 


グラ フィ ッ ク ・ パ レッ ト を 設定 し ます (な お , 1987 年 3 月 18 日 バー ジョ ン の ROM の 場合 
記 6 メ 256 ド ッ ト ・ モ ー ド で は 正常 に 動作 し ませ ん ). 
ヨー ル 
moveq  #$94, DO 
move.W #$34, D1 
move. ] #$1234, D2 
trap #15 


お ヨ 5 _GPNUET) 


ョ 数 
1.1 パレット コー ド 
革 り 値 
叩 が 破壊 され る 
本 能 
クフフ ィ ッ ク ・ カ ラー コー ド を 設定 し ます . 10CS $94, $9B, $9C で 使用 きれ ます . 
コー ル 
moveq  #$95, DO 
move.1 #$1234, D1 
trap #15 
テン プル ・ プ ログ ラム 
『_459 TO0CS サ ンプ ル 23 





DI. 1 読み 書き する グラ フィ ッ ク ・ ペ ー ジ ナン バー CO2230 


有 り 値 
DO が 破壊 され る 
到 能 


グラ フィ ッ ク ・ ペ ー ジ を 設定 し ます . 10CS で 使用 され ます (TOCS $B1 と 共通 ). 
コー ル 





moveq  +#$96, DO 
move.] #1,.D1 
trap #15 
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お ヨプ フ 選 _ REA い ー smsl 











引数 

D1.w X ド ッ ト 座 標 
D2.w Y ド ッ ト 座 標 

A1.1 2 さ ッ アア アド ピス ズ 


(A1) . w 読み 出す 又 方 向 ド ッ ト 数 

2(A1).w 読み 出す Y 方 向 ド ッ ト 数 

4 (A1) .w みみ ラ デー モード マク バツ グン ア 
$F 16 色 モー ド 


$FF 256 色 モー ド 
$FFFF 65536 色 モー ド 
6 (A1) .b- ン N み プア 
16 色 モー ド の と き は 1 バイ ト に 2 ドッ ト 分 セッ ト さ れる 


グラ フィ ッ ク VRAM 読 み 書 き デ ー タ ー フ ォ ー マ ッ ト 


65536 色 モー ド 








†(X 方 向 ドッ ト 数 X2-1| 2 バイ ト で 1 ドッ ト 






















Y 方 向 十 (X 方 向 ドッ X2 の カラ ー コ ー ド を 表 
ドッ ト 数 (X 方 向 ドッ ト 数 X2) 
に 2 
†(X 方 向 ドッ ト 数 X2X †(X 方 向 ドッ ト 数 X2X 








(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) Y 方 向 ドッ ト 数 -1) 


X 方 向 ド ッ ト 数 X2 


256 色 モー ド 
1 ドッ ト 













+(X 方 向 ドッ ト 数 一 1) 


1 バイ ト で 1 ドッ ト 
の カラ ー コ ー ド を 表 
わす 


に 





Y 方 向 土 (X 方 向 ド ッ ト 
ドッ ト 孝 (X 方 向 ドッ ト 数 ) 








+ (X 方 向 ドッ ト 数 X M +(X 方 向 ドッ ト 数 X 
(Y 方 向 ド ッ ト 数 一 1)) Y 方 向 ド ッ ト 数 一 1) 











X 方 向 ド ッ ト 数 


16 色 モー ド (X 方 向 ド ッ ト 数 が 偶数 の 場合 ) 
bit7 ご bit4 bit3 つ bitO 1 ドッ ト 
+0 +i1 











+ (方 向 ドッ y ト 数 )X2-1)| 1 バイ ト で 2 ドッ ト 















Y 方 向 に 分 の カラ ー コ ー ド を 
NE 0 ッ ト 数 \2) 示 の 
Ao 2 2 
+ (X 方 向 ドッ ト 数 2X + (X 方 向 ドッ ト 数 X2X 











(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) Y 方 向 ドッ ト 数 -1)) 


29 の 





16 色 モー ド (X 方 向 の ドッ ト 数 が 奇数 の 場合 ) 

甘 本 的 に 偶数 の と き と 同 じ . た だ なし, 右端 に 余る 4 ビット ( 半 バ イト ニュ ドッ ト ) に 次 
の ライ ンク の 左端 の ドッ ト の カラー ュー ド が 対応 し , 以降 同様 に 詰め て ぃ いく. 
( 例 ) 


この パタ ー ン は 次 の よう に な る . 
03 あ 1 坦 2n 芋 59 二 20 明 58 和夫 6m 
$81 $00 SAD $B4 $32 $10 $98 $90 


最後 の 0 が 余り 





巡り 値 
DO が 破壊 され る 
冶 能 
グラ フィ ッ ク 画 面 か ら カ ラー パタ ー ン を 読み 出 し ます . 読み 出し デー タ は 4(41).w と 6 
1) .b 以降 に セッ ト さ れ ま す . 
= 一 リ レ 
moveq  #$97, DO 
move.w #$121, D1 
move.w #$21,D2 
1ea bufadd, A1 
trap #15 


29 の 7 





X ド ッ ト 座 標 


D2.w Y ド ッ ト 座 標 
D3.w 書き 込ま な い パ レッ トコ ー ド 
A1. 1 デー ダ ・ プ アドレス 
(A1) . w 書き 込む X 方 向 ド ッ ト 数 
2 (A1) . w 書き 込む Y 方 向 ド ッ ト 数 
4 (A1) . w カ み カラー モー ギド 
$F 16 色 モー ド 
$FF 256 色 モー ド 
$FFFF 65536 色 モー ド 
6 (A1) .b 一 書き 込む デー タ 


16 色 モー ド の と き は 1 バイ ト に 2 ドッ ト 分 モッ ト す る 


グラ フィ ッ ク VRAM 読 み 書 き デ ー タ ー フ ォ ー マ ッ ト 


65536 色 モー ド 






1 ドッ ト 





+(X 方 向 ドッ ト 数 X2-1)| 2 バイ ト で 1 ドッ ト 





Y 方 向 |+(X 方 向 ドッ ト 数 X2) 


ドッ ト 数 





の カラ ー コ ー ド を 表 








ペン 
ー ャ ン 





わす 


6 












(Y 方 向 ドッ 数 -1)) 


256 攻 所 ー す 
1 ドット 






†(X 方 向 ドッ ト 数 X2X 


†(X 方 向 ドッ ト 数 X2X 
Y 方 向 ドッ ト 数 1) 














+ (X 方 向 ドッ ト 数 1) 





1 パイ ト で 1 ドッ ト 





Y 方 向 圭 (方向 ド ッ ト 
ドッ ト 数 (X 方 向 ドッ ト 数 ) 





の カラ ー コ ー ド を 表 








ペン 
エン 


わす 


(6 
〈 








(X 方 向 ドッ ト 数 X 





Y 方 向 ドッ ト 数 1)) 


十 (X 方 向 ドッ ト 数 X 
Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) 


















16 色 モー ド (X 方 向 ド ッ ト 数 が 偶数 の 場合 ) 


bit7”biW4 bit3 っ bit0 
十 i0 









ょ ドッ ト 





填 ((X 方 向 ドッ ト 数 )X2-1)| 1 バイ ト で 2 ドッ ト 





Y 方 向 


+ (X 方 向 ドッ ト 数 \2 
ドッ ト 数 (方 向 ドッ 数 ) 


分 の カラ ー コ ー ド を 











ペー 
トン 


表わす 





C 
(4 





+ (X 方 向 ド y ト 数 Y2X 
(Y 方 向 ド ッ ト 数 1)) 





づ 92 





+ (X 方 向 ドッ ト 数 X2X 
Y 方 向 ドッ ト 数 1)) 



















記 狂 モー ド (X 方 向 の ドッ ト 数 が 奇数 の 場合 ) 
請 寺 的 に 偶数 の と き と 同 じ . た だ し , 右端 に 余る 4 ビッ ト ( 半 バ イト ニュ ドッ ト ) に 光 
計 イ ン の 左端 の ドッ ト の カラ ー コ ー ド が 対応 し , 以降 同様 に 詰め て いく . 


この パタ ー ン は 光 の よう に な る . 
填 0 二 1 十 2 十 3 十 4 十 5 十 6 十 7 
81 00 SAD $B4 $32 $10 $98 0 


最後 の 0 が 余り 


|』 ョ io0A 
DB432 
ji0989 


華 り 値 

大 デ 三 壊 され る 

委 束 

グラ フィ ッ ク 画 面 に カラ ー パ ター ン を 書き 込み ます . D3 レ ジス タ で 指定 し た レッ トコ 
ー ド は 書き 込ま れ ま せん (その ドッ ト に は 書き 込み を 行なわ な い ). 
ョ ヨー ル 

moveq  +#$98, DO 

move.w #$41,D1 

move.W #$18F, D2 

move.w #$10,D3 

1ea da tadd, A1 

trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 

『.455 IO0CS サ ンプ ル 20 
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D1.w X ド ッ ト 座 標 
D2.w Y ド ッ ト 座 標 
Al1.1 デー タ ・ ア ドレ ス 


(A1) . w 書き 込む 叉 方 向 ド ッ ト 数 
2 (A1) . w 書き 込む Y 方 向 ド ッ ト 数 
4 (A1) . w 2 学 モ で 

$F 16 色 モー ド 


$FF 256 色 モー ド 
$FFFF 65536 色 モー ド 
6 (41) .b- 書き 込 せ データ 
16 色 モー ド の と き は 1 バイ ト に 2 ドッ ト 分 モッ ト す る 


グラ フィ ッ ク VRAM 読 み 書 き デ ーー ター フォー マッ ト 


65536 色 モー ド 
1 ドッ ト 











2 バイ ト で 1 ドット 
の カラ ー コ ー ド を 表 
わす 


†(X 方 向 ドッ ト 数 X2-1) 














Y 方 向 |+(x x2 
ドッ ト 数 (X 方 向 ドッ ト 数 X2) 








+ (方向 ドッ 数 X2X| | 1X 向 Fyl 雪 x2x 
(Y カ 向 ッ 数 1) Y カ 向 ドッ ト 炎 -) 



















X 方 向 ド ッ ト 数 X 2 





256 色 モー ド 
1 ドッ ト 











1 バイ ト で 1 ドッ ト 
の カラ ー コ ー ド を 表 
わす 


+(X 方 向 ドッ ト 数 1) 














Y 方 向 十 
ドッ ト 雪 (X 方 向 ドッ ト 数 ) 









全 と 


[< 









†(X 方 向 ドッ ト 数 X 
Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) 


†(X 方 向 ドッ ト 数 X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) 



















X 方 向 ド ッ ト 数 


16 色 モー ド (X 方 向 ド ッ ト 数 が 偶数 の 場合 ) 


bit7obit4 bit3 っ bitO 1 ドッ ト 
























土 0 ((X 方 向 ド ッ ト 数 )X2-])) 1 バイ ト で 2 ドット 
Y 方 向 |」(x 后 F。 分 の カラ ー コ ー ド を 
ドッ ト 数 1 表わす 
スン ー マ っ ご 
+ (X 方 向 ドッ ト 数 \2X + (X 方 向 ドッ y ト 数 X2X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) Y 方 向 ドッ ト 数 1)) 


















づ 9 タ 








16 色 モー ド (X 方 向 の ドッ ト 数 が 奇数 の 場合 ) 

基本 的 に 偶数 の と き と 同 じ . た だ し , 右端 に 余る 4 ビット ( 半 バ イト テニ 1 ドッ ト ) に 次 
の ライ ン の 左端 の ドッ ト の カラ ー コ ー ド が 対応 し , 以降 同様 に 詰め て いく . 
( 例 ) 


この パタ ー ン は 次 の よう に な る 。. 
十 0 二 1 十 2 十 3 十 4 十 5 十 6 十 7 
81 $S00 SAD $B4 $32 $10 $98 $90 


最後 の 0 が 余り 





返り 値 

0 が 破壊 され る 

欄 能 

グラ フィ ッ ク 画 面 に カラ ーッ バ パ ターン を 書き 込み ます . IOCS $98 と 違い , 書き 込む 範囲 の 

ま ドット す べ て に 書き 込み ます . 

還 ー リ レ 
moved  #$98, DO 
move.w #$41,D1 
move.w #$18F, D2 
1ea da tadd, A1 
trap #15 

サン プル ・ プ ログ ラム 
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29 ぢ % 








呈 引 6 - ら _w_BTTPNT 


引数 

D1.w X ド ッ ト 座 標 

D2.w Y ド ッ ト 座 標 

A1.1 デー ジャ デア ドレ ネ 
(A1).w 書き 込む 叉 方 向 ド ッ ト 数 
2 (A1) .w 書き 込む Y 方 向 ド ッ ト 数 
4 (A1) .b 書き 込む デー タ 


グラ フィ ッ ク VRAM ビ ッ ト ノ パタ ー ン 書き 込み デー ター フォ ー マ ッ ト 
XX 方 向 バ イト 数 













ご の 5 
(A1 十 4) +0 


十 (X 方 向 バ イト 数 ) 


+(X 方 向 バイ ト 数 1) 


X 旋 向 の ドッ ト 数 が 
8 の 代数 で な いと き 




























に ーー に は bit が あま る 
Y 方 向 っ レン スン 電 (使用 され な い ) 
ドッ ト に 
十 (X 方 向 バ イト 数 ) 十 ((X 方 向 バイ ト 数 ) 
メ me X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1) (Y 方 向 ドッ ト 数 )-1). 
849 ウト 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 


グラ フィ ッ ク 画 面 に ビッ ド ・ マ ター ン を 書き 込み ます . ビッ ト が 1 の 点 は グラ フィ ッ ク ・ 
カ み カラー コード (IOCS $95 で 設定 ) が 書き 込ま れ , 0 の 点 に は 書き 込み ませ ん . 
コー ル 
moveq  +#$9A, DO 
move.w #$41,D1 
move.w #$10,D2 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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396 





お 、 避 _-V_ BTTPRT 


引数 
D1.w メド ッ ト 座 標 
D2.w Y ド ッ ト 座 標 
D3.w バッ ク ・ カ ラー コー ド 
A1. 1 2 学 ーー 泌 区 人 ス 
(A1).w 書き 込む XX 方 向 ド ッ ト 数 
2(A1).w 書き 込む Y 方 向 ド ッ ト 数 
4(A1) .b 書き 込む デー タ 
返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 に ビッ トマ パタ ー ン を 書き 込み ます . ビッ ト が 1 の 点 は グラ フィ ッ ク ・ 
カラ ー コ ー ド (IOCS $95 で 設定 ) が 書き 込ま れ , 0 の 点 に は バッ ク カ ラー コー ド が 書き 込 
まれ ます . 
= リーー ブ ノレ 
moveq  +#$9B, DO 
move.Ww #$41,D1 
move.w #$10,D2 


move.w #0,.D3 
1ea da tadd, A1 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
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の Z 




















|sgo _- ら 6_w_wnoe_wrt |-V - 躍 - gee | 


引数 
D1.w X ド ッ ト 座 標 
D2.w YY ドット 座標 
D3.w % 方 向 拡大 倍率 
W 
1 








D4. Y 方 向 拡 大 倍率 

A1. 2 ド ンス 
(A1).w 書き 込む 方 向 ド ッ ト 数 
2(A1) .w 書き 込む Y 方 向 ド ッ ト 数 
4 (A1) .b 書き 込む デー タ 


グラ フィ ッ ク VRAM ビ ッ ト フ パタ ー ン 書き 込み デ ダー ター フォ ー マ ッ ト 
X 方 向 バ イト 数 













Si の が 


(A1 十 4) 








土 0 
十 (X 方 向 バ イト 数 ) 


方 向 の ドッ ト 数 が 
8 の 倍数 で な いと き 
に は hit が あま る 
(使用 され な い ) 


†(X 方 向 バイ ト 数 1)) 














Y 方 向 
ドッ ト 数 


(4 
(4 


ーー ペン 
イン 





十 (X 方 向 バイ ト 数 ) CR ト 数 ), 
※ ・ 
(Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) (Y 方 向 Py ト 二 )-1 











8 ドッ ト 


返り 値 
DO が 破壊 きれ る 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 に ビッ ト ・ パ ター ン を 抜 大 し て 書き 込み ます . ビッ ト が 1 の 点 は グラ 
フィ ッ ク ・ カ ラー コー ド (IOCS $95 で 設定 ) が 書き 込ま れ , 0 の 点 に は 書き 込み ませ ん . 
ーー リル 
moveq  #$9C, DO 
move.W #$40,D1 
move.w #$10,D2 
move.w #2,.D3 
move.W #4,D4 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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AO -5FTJIS 

ョ 数 

Bllw 、 シ フト JIS 漢字 コー ド 

土 り 値 

DO.1 JIS 漢字 コー ド 

漢字 コー ド が 正しく な い 場 合 は DO.1 三 WSFFFF2228 が 返る 
pl.1 DO.1 と 同じ 

威 束 

シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド を JIS 漢 字 コ ー ド に 変換 し ます . 

コー ル 




















moveq  #$A0,DO 
move.W # 漢 ",D1 
trap #15 


JIS 漢 字 コ ー ド 


シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド 
漢字 コー ド が 正しく な い 場 合 は D0. 1 三 $FFFF81A6 が 返る 
DO.1 と 同じ 


JIS 漢 字 コ ー ド を シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド に 変換 し ます . 
計 キ ーー リ レ 

moveq  #$A1, DO 

move.Ww #$3B54, D1 

trap #15 
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員 A 選 -AKOONV 


引数 
D1.1 上 位 16 ビ ッ ト 
0 平仮名 に する 
1 片仮名 に する 
下位 16 ビ ッ ト 
ANK コ ー ド ($20 一 $7E, $A1 一 $DF) 
返り 値 


DO.1 シフ ト JIS 漢 字 コ ー ド 
ANK コ ー ド が 正しく な い 場 合 は DO.1= ニ $FFFF81A6 が 返る 


機能 
ANK コ ー ド を 対応 し た 全角 シフ ト JIS コ ー ド に 変換 し ます . 
=: 一 ルル 
moveq  #$A2,DO 
move.1 #$10000 十 "7 ア ',D1 
trap #15 
例 


moveq  +#$A2,D0 
move.1 # ア 7 ',D1 
trap #15 

この 場合 , DO0.1='* あ ' と な る . 


員 A 紀 -HMAOCNV 


引数 
D1.b ロー マ 字 の 文字 (アル ファ ベッ ト ) 
A1.1 変換 用 ワー ク ・ ア ドレ ス (初め て 変換 する 場合 は 先頭 に 0 を セッ ト し て お く ) 
A2.1 変換 結果 を 格納 する アド レス 
返り 値 
DO.1 ステ ー タ ス 
$0 変換 途中 で まだ 返す 文字 列 が な い 
2 変換 で き な い 文字 が 送ら れ た 
上 記 以 外 の と き は 変換 結果 文字 数 が 返る 
変換 結果 が 出 た 場合 は , DO0.1 に 加え て 変換 結果 も 返る 
(A2).b 変換 結果 (ANK 文 字 ) 
1(A2).b 0 
機能 
ロー マ 字 仮名 変換 を 行ない ます . アル ファ ベッ ト は それ ぞ れ 対応 し た 仮名 に 変換 され ま 
す . 変換 途中 の 場合 は .。 ワー ク ・ ア ドレ ス に デー タ が 保存 きれ , 変換 結果 は 返り ませ ん . 
コー ル 


moveq  #$A3, DO 1ea string, A2 
move.b #M,D1 GiNP。 (A1) 
1ea work, A1 trap #15 


の の 








呈 A ス -DAKJOB 


引数 
A1.1 全角 文字 列 の 最終 アド レス 十 1 (内 容 は 0 に する ) 
返り 値 
DO.1 文字 列 の 増え た バイ ト 数 
0 最後 の 文字 が 濁点 付き 文字 に な っ た 
2 点 を 追加 し た 
A1.1 全角 文字 列 の 最終 アド レス 十 1 (内 容 は 0 ) 
機能 


全角 文字 列 の 濁点 処理 を 行ない ます . 最後 の 全角 文字 に 濁点 が つ く 場合 は (か ・ さ ・ た ・ 
は …) その 文字 が , 渦 点 付 き 文 字 に 変換 され ます (が ・ ざ ・ だ ・ ば … う . 濁点 を 付け られ な 
い 文 字 の 場合 は 単に 全角 の 濁点 が 付け 足 さ れ ま す . 


コー ル 
moveq  +#$A4, DO 
1ea String, A1 
trap #15 

例 
moveq  +#$A4,D0 
1ea str, A1 
trap #15 

※ 


dc.b "ココ ンピュータ” 
str dc.b 0 
この 場合 ,! 夕 の 文字 が * ダ "に 変換 され る . 


る タ の 7 





お A ら -HANJOB 





引数 
A1.1 全角 文字 列 の 最終 アド レス 十 1 (内 容 は 0 に する ) 
返り 値 
DO.1 文字 列 の 増え た バイ ト 数 
0 最後 の 文字 が 半 濁 点 付 き 文 字 に な っ た 
2 半 濁 点 を 追加 し た 
A1.1 全角 文字 列 の 最終 アド レス 十 1 (内 容 は 0 ) / 
機能 


全角 文字 列 の 半 濁 点 処 理 を 行ない ます . 最後 の 全角 文字 に 半 濁 点 が つく 場合 は (は ・ ひ 
…) その 文字 が , 半 濁 点 付 き 文 字 に 変換 きれ ます (ば ・ ぴ …). 半 濁 点 を 付け られ な い 文 字 
の 場合 は 単に 全角 の 半 油 点 が 付け 足 さ れ ま す . 


コー ル 
moveq  #$A5, DO 
1ea string, A1 
trap #15 
例 
moveq  +#$A5, DO 
1ea str, A1 
trap #15 
※ 
dc.b " は ひ ふ へ いぼ" 


Str dc.b 0 
この 場合 , " ほ ' の 文字 が ' ぼ "に 変換 され る . 


呈 A ピ -08S_CURON 


引数 
な し 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
カタ カーソル 表示 モー ド に し ます . 
コー ル 
moveq  #$AE, DO 
trap #15 


の 2 











呈 AF SU ロビ 


引数 
な し 
返り 値 
DO が 破壊 さき れる 
機能 
カー ソル を 表示 し な い モ ー ド に し ます . 
コー ル 








* 


moveq  #$AE, DO 
trap #15 


お 日 1 - 人 AE 


D1.b 書き 込み ペー ジ ナ ン バ ー (0 一 3) 
ー1 の と き 現 在 の 書き 込み ペー ジ を 調べ る 


返り 値 
DO0.1 ステ ー タ ス (D1.b や ー1) 
0 正常 終了 
el グラ フィ ッ ク 画 面 が 使え な い 
ー2 ペー ジ ナ ン バ ー が お か し い 
や) 指定 され た ペー ジ ナ ン バ ー は 現在 の 画面 モー ド で は 使え な い 
ペー ジ ナ ン : バ バー (D1.b テ ー1) 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 読み 込み , 書き 込み ペー ジ を 設定 し ます . 
= トーリ レ 
moveq  #$B1, DO 
move.b #2,D1 
trap #15 
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員 己 ー-BAGE 


引数 

D1l.b 表示 ペー ジ 指 定 デ ー タ 
bit 0 ペー ジ 0 (1 の と き 表 示 ) 
bt 2 介 テ 光 14(4 の き 表 示 ) 
bit 2 ペー ジ 2(1 の と き 表 示 ) 
bit 3 ペー ジ 3 (1 の と き 表 示 ) 





返り 値 
DO0.1 炎 ゲ ー タ ズ 
0 正常 終了 
層 グラ フィ ッ ク 画 面 が 使え な い 
: 居 2 ペー ジ ・ ナ ン バ ー が お か し い 
計 3 旧 定 され た ペー ジ ・ ナ ン バ ー は 現在 の 画面 モー ド で は 使え な い 
機能 さ 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 ペー ジ を 設定 し ます . 引数 の ペー ジ ・ ナ ン バ ー は 絶対 的 な ナン 
バー で は な く ,。 表示 優先 順位 の 高い も の か ら 順 に 付け た ナン バー で す (いち ば ん 優先 順位 
が 高い ペー ジ が 0 と な る ). 


コー ル 
moveq  #$B2, DO 
move.b #%1011, D1 
trap #15 

例 


moveq  #$B2, DO 
move.b #%1100, D1 
trap #15 


この 場合 ,、 ペー ジ 2 と ペー ジ 3 を 表示 する . 


お 巳 -HOME 


引数 

D1.b ペー ジ 指 定 デ ー タ 
bit 0 ペー ジ 0(1 の と き 座 標 を 変更 する ) 
bit 1 ペー ジ 1(1 の と き 座 標 を 変更 する ) 
bit 2 ペー ジ 2(1 の と き 座 標 を 変更 する ) 
bit 3 ペー ジ 3(1 の と き 座 標 を 変更 する ) 
0 すべ て ペー ジ を 変更 する 

D2.w XX 座標 

D3.w Y 座 標 





返り 値 
D0.1 ステ ー タ ス 
0 正常 終了 
= グラ フィ ッ ク 画 面 が 使 を ない 
ー3 ペー ジ ナ ン バ ー が お か し い 
204 




















9 指定 され た ペー ジ ナ ン バ ー は 現在 の 画面 モー ド で は 使え な い 
和 機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 位置 を 変更 し ます . 
コー ル 
moveq  #$B3,D0 
move.b #%1000,D1 
move.W #$100,D2 
move.Ww #$10,D3 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
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員 日 コ -WINDOW 


引数 

D1.w ウィ ンド ウ 左 上 の 双 座 標 
D2.w ウィ ンド ウ 左 上 の Y 座 標 
D3.w ウィ ンド ウ 右 下 の 双 座標 
D4.w ウィ ンド ウ 右 下 の Y 座 標 


返り 値 

DO.1 デース 
0 正常 終了 
= グラ フィ ッ ク 画 面 が 使え な い 
ー2 座標 指定 が お か し い 

和 能 


グラ フィ ッ ク 画 面 の ウィ ンド ウ を 設定 し ます . IOCS ュ ー ル の $B0 番 友 の も の に 有効 で す . 
コー ル 

moveq  #$B4.D0 
move.w #$12.D1 
move.W #$34, D2 
move.W #$56,D3 
moVve.W #$78,D4 
trap #15 


タ の 5 





員 日 5 _-WIFE 


引数 
2 レン 
返り 値 
DO0.1 ー サ の と き エ ラー 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 を クリ ア し ます . 
jca 
moveq  +#$B5, DO 
trap #15 


お BB - 本 製 古 ます 


A1.1 プン パー ノッ ドー ピッ 
(41).w X 座 標 
2 (A1) .w Y 座 標 
4(A1).w ママ レッ トコ ー ド 


返り 値 
D0.1 の の 1 と SS 
機能 
“デラ フィ ッ ク 画 面 に 点 を 描き ます . 
コー ル 


moveq  #$B6, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 


吊 ロ フ --POINT_ 


引数 
A1. 1 の ラグ ンー グー ア ドル シス 
(A1).w 又 座 標 
2(A1).w Y 座 標 
4(A1) .w 返り 値 の パレ ッ ト コ ー ド 用 の ワー ク 
返り 値 
4(A1).w に パレ ッ ト コ ー ド が セッ ト さ れる 
DO0.1 ー 員 の と ど 舎 ーー 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 指定 され た 座標 の パレ ッ ト コ ー ド を 
ビー リル レ 


員 


調べ ます . 


moveq  #$B7, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 











お B 晶 = 因 柄 


引数 

ま 1 2N ラ パー タデ ー タ ・ デ ドレ 
(A1) . w 始点 叉 座標 
2 (41) . w 始点 Y 座 標 
4(A1) .w 終点 X 座 標 
6 (41) . w 維 点 Y 座 標 
8(A1) .w ノイ ジッ コー ドド 
$A(A1) . w ライ ンス タイ ル 

返り 値 

D0.1 ー1 の と き エ ラー 

機能 

グラ フィ ッ ク 画 面 に ライ ン を 描き ます . 
コー ル 


moveq  #$B8, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
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員 昌 ヨ 5 = ウザ /4 


引数 

A1.1 クマ ララ スト ーー グー タ ・ デ ドア ジス 
(41) . w 始点 X 座 標 
2 (41) . w 始点 Y 座 標 
4 (A1) .w 終点 XX 座標 
6 (41) . w 終点 Y 座 標 
8(41) .w 2 フレット コー ド 
$A(A1).w ライ ンス タイ ル 

返り 値 

DO0.1 ー1 の と き エ ラー 

機能 

グラ フィ ッ ク 画 面 に ボッ クス を 描き ます . 

コー ル 


moveq  #$B9,D0 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.460 IO0CS サ ンプ ル 24 


タ の Z 





お 人 FE 


引数 

A1. 1 ジン ンー ニク グー ディ ドリ ウス 
(41).w 始点 座標 
2(A1).w 始点 Y 座 標 
4(A1).w 終点 XX 座標 
6(A1).w 終点 Y 座 標 
8(A1) .w スマ マレット コ ー ド 


返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 に 塗り 潰し ボッ クス を 描き ます . 
コー ル 


moveq  #$BA,DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.460 10CS サ ンプ ル 24 


お 選 日 ー ウ EE 


引数 

A1. 1 ク ペ ガー ググ デ アーク ッッ デ ギド レス 
(A1).w 中 心 双 座標 
2 (A1) . w 中 心 Y 座 標 
4(A1) .w 半径 
6 (A1) .w マレ ッ ト コ ー ド 
8(A1).w 円 張 開始 角度 ( 度 ) 負 の 値 を 指定 する と 扇 型 を 描く 
$A(A1).w 円 疲 終了 角度 ( 度 ) 負 の 値 を 指定 する と 扇 型 を 描く 
$C(A1).w 比率 

返り 値 

D0.1 ー1 の と き エ ラー 

機能 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 円 (及び 椿 円 ) を 描き ます . 
コー ル 


moveq  #$BB, DO 
1ea da tadd, A1 
tap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.460 1I0CS サ ンプ ル 24 


と 4//】 








mmmmammaassssshntn0000〈00 


員 晶 -ーPAINT 


引数 
AA]1.1 2 ジー の デー ツー ゲド セス 
(41). w 始点 X 座 標 
2(A1) .w 始点 Y 座 標 
4 (41) . w パレット コー ド 
6 (41) . 1 作業 領域 先頭 アド レス 
$4(A1) . 1 作業 領域 終了 アド レス 
返り 値 
DO0. 1 ー1 の と き ェ ラー 
機能 


グラ フィ ッ ク 画面 の 指定 座標 を ふく む 男 囲 を 塗り 潰し ま す . 作業 領域 は 偶数 ア ドレ ス か 
らち 始ま る よ に - し て に だ きい . 作業 領域 不足 の 場合 は ペイ ント 途中 で 戻っ て きま す . 
コー ル | 
moveq  #$BC,DO 」 
1ea da tadd, 41 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 


P.460 TOCS サ ンプ ル 24 








謎 の "MEMDRV" 


Human68K Ver2. 00 以 降 に 付属 する process. * を 解析 し て みる と , 謎 の メ モリ ・ ブ ロッ ク TID を みつ ける こと 
が で きま お 。 その 名 は "MEMDRV'_. 

Drocess.x で は , ユー ザー・ モ ー ド で 動い て いる プロ セス は PUSER”. ペー ペー ジ ベ E で だ で モー ド で 動い て ぃ 
る プロ セス は "SUPERP", 常駐 し て いる フ ロモ セス は "KEEP” と 表示 され , $FF48 malloc な ど で 確 保 ミ きれ た メ 入り 
プ ブロッ ク は "MALLOC” と 表示 さき れる こと に な っ て いま す . それ で は , "MEMDRV” は ? 

"MEMDRV" と 表示 きれ る べき メモ リ ・ プ ブロック は , メモ リ 管 理 ポイ ン タタ の 「 こ の メモ リ を 確保 し た プロ セ 
ス の プ モ リ 管 理 ポ ン イ タ 」 が か が $FExxxxxx と い う 値 で ある こと に な っ て いる よう で す ( に この 最上 位 8 ビ ッ ト は 6 
8000 で は 意味 を 持た な い の で , メモ リ ・ ブ ロッ ク の ID と し て 使わ れ て いま す ). と こ ろ が , いく ら 捜 し 
も , 現時 点 で は こう いう メモ リプ ブロ ッ ク の 1D を 設定 する よう な ファ ンク ショ ン ・ コー ル は 存在 し ませ ん . 

ンー ジン は 、 いっ だ た い 何 を 用 意 し て くれ て いる の で し ょ う ? 楽し み で すね . 




























人 







タ の 9 


no 











員 日 D -5YMBOL 


引数 
hd 





ク ペ パラ グー ググ デ ー タ ょ アド レネ 


(A1) . w XX 座標 

2 (A1) . w Y 座 標 e 

4 (A1) . 1 文字 列 デ ー タ 先頭 アド レス 
8 (41) .b 横 方 向 の 倍率 

9 (41) .b 縦 方 向 の 倍率 

$A (A1) .w マレット コー ド 

$C(A1) .b 文字 フォ ント の タイ プ 


0 全角 が 12※12 ド ッ ト 
部 全角 が 16X16 ド ッ ト 
2 全角 が 24※X24 ド ッ ト 


$D (A1) .b 回 転 デ ー タ 
0 回 転 し な い 
6 90 度 回 転 
2 180 度 回 転 
3 270 度 回 転 
の GSI ン ー 


面 に 文字 を 表示 し ます . 


#$BD, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 


サン プル ・ プ ログ ラム 
P.460 IO0CS サ ンプ ル 24 


7 の 














| 
暫 e || | BE _GETGHM 
引数 


1 1 ペラ グー ツタ デ ー ジ クー 婦 ま 必 多 








(A1).w 始点 XX 座標 

2 (A1) . w 始点 Y 座 標 

4 (A1) . w 終点 X 座 標 

6 (A1) . w 終点 Y 座 標 

8 (A1) . 1 バッ ファ 先頭 アド レス (偶数 アデ ドレス) 
$C (A1) . 1 バッ プア 准 了 アド レス 


グラ アラ ィ ッ ク 'VBAD 読 み 章 き デ ーー フォ ー マ ッ ト 


65536 色 モー ド 
1 ドッ ト 











+(X 方 向 ドッ ト 数 X2-1)| 2 バイ ト で 1 ドッ ト 
の カラ ー コ ー ド を 表 


わす 











Y 方 向 | +(X 方 向 ドッ 数 X2 
Np (方向 ドッ ト 数 X2) 

















†(X 方 向 ドッ ト 数 X2X Ne +(X 方 向 ド トッ ト 数 X2X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) Y 方 向 ドッ ト 数 1) 


X 方 向 ド ッ ト 数 X 2 


256 色 モー ド 
1 ドット 

















+(X 方 向 ドッ ト 数 一 1) 


1 バイ ト で 1 ドッ ト 











Y 方 向 = の カラ ー コ ー ド を 表 
ドッ ト 数 †(X 方 向 ドッ ト 数 ) A 
スーン マラ スン 
十 (X 方 向 ド ッ ト 数 X +(X 方 向 ド ッ ト 数 X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 一 1)) Y 方 向 ドッ ト 数 一 1) 











X 方 向 ド ッ ト 数 


16 色 モー ド (X 方 向 ド ッ ト 数 が 偶数 の 場合 ) 





















bit7obit4 bit3obitO0 1 ドッ ト 
+0 十 1 (方 向 ドッ 数 )X2-1| 1 バイ ト で 2 ドッ ト 
Y 方 向 | +(X 方 向 ドッ ト 数 \2 | ' 分 の カラ ニコ ィ を 
ドッ ド (X 方 了 ) 表わす 


ペン ペン 
ー ン ー ン 


(6 





+ (X 方 向 ドッ 数 X2X 
Y 方 向 ドッ ト 数 1)) 


+ (方 向 ド y ト 数 Y2X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 - 1) ) 











タタ 77 





16 色 モー ド (X 方 向 の ドッ ト 数 が 奇数 の 場合 ) 

基本 的 に 偶数 の と き と 同 じ . た だ し , 右端 に 余る 4 ビッ ト ( 半 バ イト ニュ 1 ドッ ト ) に 次 
の ライ ング の 左端 の ドッ ト の カ み カラー コー ド が 対応 し , 以降 同様 に 詰め て いく <. 
( 例 ) 


この パタ ー ン は 次 の よう に な る . 
士 0 キオ 人 二 2 十 3 十 4 十 5 十 6 十 7 
81 $00 も AD も BB4 $32 $10 $B98 $90 
後 の 0 が 計り 





返り 値 
DO0.1 ー1 の と き 革 アー 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 か ら デ ー タ を 読み 込み ます . 
コー ル 


moveq  #$BE, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 


Dind.x の 未 公開 オプ ショ ン 


Haman68K Ver2.0x に 付属 する , オー バー レ イ X フ ァイル 作成 支援 ツー ル , "bind.x" に も 未 公開 オプ ショ ン 


が 存在 し ます . 


@/ ソ 

いわ ゆる , 「 バ ー ボ ー ズ モー ド 」 の 指定 で す . 作業 の 内 容 を 逐一 表示 し て くれ ま 
信 /A<file> 
念 / 








7 クラ 











| sBF -PUTGHM 





引数 
A1. 1 2 ツジ ター クツ ク デ ー ク ド デ や と 
(A1) . w 始点 双 座 標 
2 (A1) . w 始点 Y 座 標 
4 (A1) .w 終点 XX 座標 
6 (A1) . w 終点 Y 座 標 
8 (A1) . 1 デー タ 先 頭 ア ドレ ス (偶数 アテ ドレス) 
$C(A1) . 1 デー タ 終 了 ア ドレ ス 


グラ フィ ッ ク VRAM 読 み 書き デー ター フォ ー マ ッ ト 


65536 色 モー ド 
中 ドッツ . ド 












土 .0 
+† (方 向 ドッ ト 数 X2) | 


†(X 方 向 ドッ ト 数 X2-1)| 2 バイ ト で 1 ドッ ト 
の カラ ー コ ー ド を 表 


わす 













Y 方 向 
ドッ ト 数 











ペン ペン 
イン トン 


W 





+(X 方 向 ドッ ト 数 X2X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) 






†(X 方 向 ドッ ト 数 X2X 
Y 方 向 ドッ ト 数 - 1) 















X 方 向 ド ッ ト 数 X 2 


286 問 モー ザ 
1 ドット 











+(X 方 向 ドッ 数 1) 






1 バイ ト で 1 ドッ ト 
の カラ ー コ ー ド を 表 








Y 方 向 | +(x 方 向 ドッ ト 数 ) 






















ドッ ト 数 わす 
+ (X 方 向 ドッ ト 数 X 2 +(X 方 向 ドッ ト 数 X 
(Y 方 向 ドッ ト 数 一!)) Y 方 向 ドッ ト 数 1) 
X 方 向 ド ッ ト 数 


16 色 モー ド (X 方 向 ド ッ ト 数 が 偶数 の 場合 ) 
MN 赤 池村 NE3SbNtO 1 ドッ ツ ト 
+0 
† (X 方 向 ドッ ト 数 \2) 











1 バイ ト で 2 ドット 
分 の カラ ー コ ー ド を 
表わす 


+ (X 方 向 ドッ ト 二 )X2-!) 


ペン 
イン T ン 


+ (X 方 向 『 ッ ト 数 \2X ' ーー | 10 み myt 雪 x2x 
(Y 方 向 ドッ ト 数 1)) Y 方 向 ドッ ト 数 1) ) 





Y 方 向 
ドッ ト 数 









の 
ズン 


















タタ 7? 





16 色 モー ド (X 方 向 の ドッ ト 数 が 奇数 の 場合 ) 

基本 的 に 偶数 の と き と 同 じ . た だ し , 右端 に 余る 4 ビッ ト ( 半 バ イト テテ 1 ドット ) に 決 
の ライ ン の 左端 の ドッ ト の カラ ー コ ー ド が 対応 し , 以降 同様 に 詰め て いく . 

( 例 ) 


この パター シ は 次 の よう に た なる. 

土 0 1 二 2 十 3 十 4 十 5 十 6 十 7 

$81 お 00 SAD $B4 中 32 10 中 98 8 
最後 の 0 が 余り 





返り 値 
D0. 1 ーー の が と さや プー 
機能 
グラ フィ ッ ク 画 面 に デー タ を 書き 込み ます . ウイ ンド ウ に か か る 位置 に 表示 させ よう と 
する と , まっ だ く 表 示さ れ ま せん . 


コー ル 
moveq  #$BF, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 

7 タ 














呈 CO ご OF MIT 


引数 

な も 

返り 値 

DO0. 1 ステ ー タ ス 

0 正常 終了 
ビ i 画面 モー ド が 正しく な ぃ い 
機能 
スプ ライ ト 画 面 を 初期 化し ます . 
コー ルレ 


moveq  #$C0,DO 

trap #5 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.461 10CS サ ンプ ル 25 


お 1 -SGP_ON 


引数 
2 
返り 値 
D0. 1 デー ジス 

0 正常 終了 

呈 ] 画面 モー ド が 正しく な い 
機能 
スプ ライ ト 画 面 ( ス プラ イト と バッ ク グ ラウ ンド ) を 表示 し ます . 

に リ 

moveq  #$C1, DO 

借 rap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
IO0CS サ ンプ ル 24 


ERC 
引数 


な し 
返り 値 
DO0 が 破壊 され る 
機能 
スプ ライ ト 画 面 ( ス プラ イト と バッ ク グ ラウ ンド ) を 表示 し な いよ う (CS9 
コー リ レ 
moveq  #$C2, DO 
trap #15 


タ 7 ぢ 





| sca っ 5 CUGOLR 





引数 
蛋 新 PCG コ ー ド (0 一 $FF) 
返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 

指定 し た PCGC を クリ ア し ます . 
コー ル 


moveq  #$C3, DO 
move. 1 #$D0, D1 
trap #15 


ii っ だ に 宮 


引数 
D1. 1 PCG コ ー ド (0 一 $EFF) 
IM 志 | の NN クー の we ゃ 1 
0 8X8 ド ッ ト の パタ ー ン 
1 16X16 ド ッ ト の パタ ー ン 
A1.1 パタ ー ン ・ デ ー タ ・ ア デア ド レス (偶数 アド レス ) 
8X8 ド ッ ト の と き 32 バ イト 
16X メ 16 ドット の 時 128 バ イト 


返り 値 
DO0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
指定 し た PCC に パタ ー ン を 定義 し ます . 
コー ル 


moveq  #S$C4,D0 

move.] #$40,D1 

moveq  #1,D2 

1ea dataad, A1 

trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.461,P.463 TO0CS サ ンプ ル 25, 26 


SB ドッ トド 


1 ドット の デー ター 
bit7obit4 bit3obit0 











と きん 








雪 


16X ベ 16 ドット 


1 ドット の デー ター 
bit7obit4 bit3obit0 































































































ーー 
( 二 3 十 $40 ve +$43 | 
スン ロ スン スン ーー レ は 
問 内 ボン s ボン 内 SE ーー ボン s 
er し 1c 十 $1D 十 $1F 十 $5C 二 $5F 
1 十 $23 二 $60 十 $63 
の し は レン ロ 人 ( 明 
十 3F 7C 十 $7F | 
6*R ッ ー ト 
16 ド ッ ト 
16 ド ッ ト 
8 ドッ ト 








バッ ク グ ラウ ンド 機能 ファ ンク ショ ン の ベク タ 
プイ ログラム 実行 中 に ファ ンク ショ ンコ ー ル の PP2? に 出会っ た 場合 。1111 系 の 来 実装 命令 例 外 処理 が 発生 
内 部 の ファ ンク ショ ンコ ー ル 処理 ルー チン に 飛ん で きま す . ここ で は , WEF に 続く フェ ンク シュ 
ーーー ル 午 合 た 人 っ て 。91800 か ら 存在 する ベク タ さ 参照 し ベク タ に 机 定 きれ て いる 各 処 下 テ ドレ ス へ と 共 
岐 し ます . 

ファ ンク ショ ンコ ー ル は この よう な 方 法 で 呼び 出さ れ て いる わけ で す が , $FFF8 一 SFFFF の ベッ クア ラッ 
ンド 機能 関係 の ファ ンク ショ ンコ ー ル は 多少 異な っ て いま す . 

イケ ン クシ ョ ンコ ー ル 処理 ルー チン の 中 で , ファ ンク ショ ン 番 号 が $F8 一 $PF で ある と 判断 され た 場合 
ー ク ク は 補 胡 きま あお それ ぞ れ の ルー チン へ 直接 分 法 し て し まい ます 」 その ため: ベク ま 王 守 まま 
の 入 寺 変更 する こと は で きみ なく な っ て いま す 、 ま っ た く ペ クタ が 多用 され な Wo と に 計 二 

て さい, ファ ンク ショ ンコ ー ル 処理 ルー チン か ら 直 接 分 岐 し た と ころ で の 処理 が 区 わ っ だ と ころ で 。 科 
め て 参照 きれ 。 ペク タ に 従っ て 分 岐 す る よう に な っ て いま す . 

これ ら の ベク タク を 利用 する こと に よっ て , ペッ ク グ ラウ ンド 処理 を 考 刻 し た "ウキ シキ ツア マル チュ ク 
ノー を 使っ だ た 環境 を 構築 する こと も 可能 に 思え ます . 皆さん も 考え て みて は いか が で し ょ うみ 





























タ 7Z 


お ご 半生 界 人 


引数 

D1.1 PCG コ ー ド (0 一 $FF) 

D2.1 パタ ー ン ・ サ イズ 
0 8※X 8 ドッ ト の パタ ー ン 
1 16X16 ド ッ ト の パタ ー ン 

A1. 1 2 パ 必 記 ジー デ デー タク ョ ラバ ツン アア ドレ スー 偶数 アド レス ) 
8X 8 ドッ ト の と き 32 バ イト 
16X16 ド ッ ト の と き 128 バ イト 


8 .8 ドッ 


1 ドッ ト の デー ター 
bit7obit4 bit3obit0 












16 メ 16 ド ッ ト 
1 ドッ ト の デー ター 


… + 3 +*40 |…| 十 s43 


+$5F 
+$63 


スン < ンー < 
= で 


bit7obit4 bit3obit0 





1 


6 
( 





十 $1C 十 $1D 


16 ド ル 








)] 























16 ド ッ ト 























16 ド ッ ト 


























8 ドッ ト 


7 ざ 











返り 値 
D0. 1 ーー トン が だき さ 5 ンー 
機能 
指定 し た PCG デ ー タ を 読み 込み ます . 
コー ル 


moveq  #$C5, DO 
move.1 #$25, D1 
moveq  #0,D2 

1ea bufadd, A1 
trap #15 





5.X の バグ 
初代 X68K の シス テム ・ テ ィ スク に 入っ て いた だ た 『 福 袋 バ ー ジ ョ ン 』 な から, 最近 の C コ ン パ イラ / 福 袋 2.0 に 
付属 する バー ジョ ン 1.01 ま で , as.x に は 共通 の バグ が 潜ん で いま す -. 
次 の よう な プロ グラ ム を アセ ンプ ブル し て みて くだ さ い . 


中 人 を 










NO 有馬 






nop 
1b12: 













#lb12- 1b11, DO 
dc. w $ff00 

実際 に 生成 され た X フ ァ イル を db.x で 見 て みる と , 次 の よう な ュ コー ド が 出力 され て いる こと が わか り ま 

す . 


move. 1 













1b11 : 
0008BCD0 nOD 
1b12 : 
0008BCD2 move.]  #$00000002, DO 
0008BCD8 
0008BCDC 






















ori.b 










点線 部 の よう に , まっ た く 関 係 の な い コ ー ド が 出力 され て いま す . 
この バグ の 症状 を 一 般 化 する と , 次 の よう に 表現 で きま す . 
1 3 大 人生 で よる 4 の ドレ ッ シ ン グ に お いて 、 ソ ツー ス に ラベ ル 同 二 の 杜 覧 系 み 。 ecc. エイ オ 味 語 に 
アド レス ・ レ ジス タ 以 外 を 指定 し た 場合 , 異常 コー ド を 出力 する こと が ある . 

この バグ を 回 避 す る 方 法 は , すなわち この よ ょ うな プロ グラ ム を 書か な いこ と で す . 上 の 例 で あれ ば , mo 
Ye 命令 の 行 を 次 の よう に 書き 換え る こと で バグ の 発生 を 抑え る こと が で きま す . 











1ea 1b12-1b11, 40 
move.] 4A0,DO 














また , ラベ ル だ け を 独立 行 と せ ず . ラベ ル の 後ろ に ニモ ニッ ク を 書く よう に する と . この バグ は ほ は 発生 し 
な い 模 様 で す . 

なお, この バグ は 少な く と も 福袋 バー ジョ ン と as. 巡 バー ジョ ン 1. 01( タ イム スタ ン デ プ 88-0 ぇ -02 12:00:00) 
で 確認 きれ て いま す . 






タタ 7 の 


お CB SH 


引数 
D 玉 1 下位 7 ビット スプ ライ トナ シンバ パー (0 一 $7P) 
bit $1F 垂直 帰 線 間 の 検出 の 有無 (1 の と き 検 出し な い ) 
D2.1 X 座 標 (0 一 $3FF) $16 が 実際 の 画面 の 左端 に 相当 する 
ー1 の と き は 前 回 指定 し た 値 
D3.1 Y 座 標 (0 一 $3FF) $16 が 実際 の 画面 の 上 端 に 相当 する 
ー1 の と き は 前 回 指定 し た 値 
D4.1 パタ ー ン ・ コ ー ド 


bit 0 一 7 PCG コ ー ド (0 一 $EF) 
bit 8 一 $B カラ ー パ レッ ト ・ ブ ロッ ク ナ ン バー (0 一 鐘 ) 
bit 横 方 向 反 転 指定 (1 の と き 反 転 ) 
bit $F 縦 方 向 反 転 指定 (1 の と き 反 転 ) 
D5: 1 ビジ イッ - デ ィ 
0 スプ ライ ト を 表示 し な い 
1 スプ ライ ト は BGO&BG1 の 後ろ 
2 スプ ライ ト は BGO と BG1 の 間 
3 スプ ライ ト は BGO&BG1 よ り 前 
ー1 前 回 指定 し た 値 
返り 値 
D0. 1 ーー の か ニン 一 
機能 


スプ ライ ト ・ レ ジス タ の 設定 を 行ない , スプ ライ ト を 表示 し ます . 指定 し た スプ ライ ト 
が , 指定 し た 座標 で , 指定 され た パ バターン (PCG) を , 指定 し た パレ ッ ト を 使っ て 表示 し ま 


す . 


コー ル 

moveq  +#$C6, DO 
#$12, D1 
#$123, D2 


move. 1 
人 

move.1 +#$45, D3 
cu 


mOVe 


#$3*256 十 $51, D4 
move #$3, D5 
trap #15 
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mOVe 


2 の 





D1. 1 ペデ ライ トナ ン バ ー (0 一 $7F) 


返り 値 
DO0. 1 m 注 の と る エラー 
D2. 1 X 座 標 ( 0 一 $3FF) $16 が 実 祭 の 画面 の 左端 に 相当 する 
D3. 1 Y 座 標 ( 0 一 $3FF) $16 が 実際 の 画面 の 上 端 に 相当 する 
D4. 1 ター ン ・ マ ロード 
bit 0 一 7 PCG コ ー ド (0 -$FF) 
bit 8 一 $B 秒 ラ ウー パシ ッ ト ュ ロッタ ナチ と ぷー (0 一 $F) 
bit SE 横 方 向 反 転 指 定 (1 の と き 友 転 ) 
bit $F 縦 方 向 反 転 指 定 (1 の と き 友 転 ) 
D5. 1 プラ イオ リル ティ 
0 スプ ライ ト を 表示 し な い 
1 スプ ライ ト は BGO&BG1 の 後ろ 
2 スプ ライ ト は BGO と BG1 の 章 
3 スプ ライ ト は BGO&BG1 より 前 
機能 
スプ ライ ト ・ レジ スタ の 内 容 を 読み 出し ます . 
コー ル 


moved  +#$C7, DO 
moVve.] #$12,D1 
trap #15 








お C8 


引数 
D1. 1 bit 0 設定 する BG の ナン バー (0,1) 

bit $1F 垂直 帰 線 間 の 検出 の 有無 (1 の と き 検 出し な い ) 
D2.1 X 座 標 ( 0 一 $3FF) 

ー1 の と き は 前 回 指定 し た 値 
D3.1 Y 座 標 ( 0 一 $3FF) 

ー1 の と き は 前 回 指定 し た 値 


-BGS 〇 HLgT 





返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
BG ス クロ ー ル ・ レジ スタ の 設定 を 行ない ます . 
コー ル 


moveq  #$C8, DO 
move. 1 #$1,D1 

moVve.] #$12,D2 
move.] #$34,D3 
trap #15 


タク 7 


お _-BGSCHLGT 


引数 

D1.1 読み 出す BG の ナン バー (0, 1) 
返り 値 

DO0.1 の 人 ギュ ニ トン バー 


D2.1 X 座 標 (0 一 $3FE) 
D3.1 Y 座 標 (0 一 $3FF) 
機能 
BG ス クロ ー ル ・ レ ジス タ の 内 容 を 読み 出し ます . 
ーー テル 
moveq  #$C9, DO 
move.] #$0,D1 
trap #15 


お 本 基き [に 


引数 
D1.1 設定 する BG の ナン バー (0, 1) 
D2.1 テキ スト 還 連 チチ ジ の 療 一 (0,1) 
ー1 の と き は 前 回 指定 し た ナン バー 
D3.1 0 非 表 示 
1 表示 
ー1 の と き は 前 回 指定 し た 値 


返り 値 
DO.1 ーー の と きき ラー 
機能 
BG コ ント ロー ル ・ レ ジス タ の 設定 を 行ない , BG を 表示 し ます . 指定 し た BG が , 指定 し た 
BG テ キス ト を 表示 し ます . 
ーー 
moveq  #$CA,DO 
move.1 #$0,D1 
move.1 #$1,D2 
move.1 #$1,D3 
trap #15 
サン プル ・ プ ログ ラム 
P.463 10CS サ ンプ ル 26 











員 じ B = 中 公 刀 生 笠 LGT 


D1. 1 読み 出す BG の ナン バー (0, 1) 


D0.1 bit 0 1 の と き 表 示 , 0 の と き 非 表示 
bit 1 テキ スト ・ ペ ー ジ ナン バー (0,1) 
ー1 の が がき エラ プー 


BG コ ント ロー ル ・ レ ジス タ の 内 容 を 読み 出し ます . 
コー ル 
moveq  #$CB, DO 
move. 1 ##$1,D1 
trap #15 


や CO = 紀 屋 EXT ロ L 


D1.1 クリ ア す る BC テキ スト ・ ペ ー ジ ナン バー (0,1) 
D2. 1 フタ ー ン ・ コ ー ド 


bit 0 一 7 PCG コ ー ド (0 一 $FF) 
bit 8 一 $B カラ ー パ レッ ト ・ ブ ロッ ク ナ ン バー (0 一 $P) 
bit $E 横 方 向 反転 指定 (1 の と き 反 転 ) 
bit $F 縦 方 向 反転 指定 (1 の と き 反 転 ) 

返り 値 

DO0. 1 ー1 の と き エ ラー 

機能 

BC テキ スト を 指定 し た パタ ー ン ・ コ ー ド で 埋め ます . 
コー ル 


moveq  #$CC, DO 
move.] #$1, D1 
move.1 +#$0,D2 
trap #15 
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タク グラ タ 





CD TE 鐘 T 選 T 


引数 

D1.1 設定 する BC テキ スト ・ ペ ー ジ ナン バー (0, 1) 
D2.1 X 座 標 (0 一 $3F) 

D3.1 Y 座 標 (0 一 $3F) 

D4.1 2 ターン ・ コ ー ド 


bit 0 一 7 PCG コ ー ド (0 一 $FF) 
bit 8 一 $B カ み カラー パ レッ ト ・ ブ ロッ ク ナ ン バー( 0 一 $F) 
bit $E 横 方 向 反転 指定 (1 の と き 反 転 ) 
bit $F 縦 方 向 反 転 指 定 (1 の と き 反 転 ) 

返り 値 

DO. 1 呈 小 の 衝 き ラ ーー 

機能 

BG テ キス ト に デー タ を 書き 込み ます . 
コー ル 


moveq  +#$CD, DO 
move. 1 #$1,D1 
move.1 #$20, D2 
move.] +#$15, D3 
move.] #$6A, D4 
trap #15 


お じ ビ に TE 入 ま も 5 け 


引数 

| 読み 出す BG テ キス ト ・ ペ ー ジ ナン バー (0,1) 
D2.1 X 座 標 (0 一 $3F) 

D3. 1 Y 座 標 (0 一 $3F) 


返り 値 

DO0.1 ク 2 パタ ダー ジャ ラー ド 
bit 0 一 7 PCG コ ー ド (0 一 $FF) 
bit 8 一 $B カラ ー パ レッ ト ・ ブ ロッ ク ナ ン バー( 0 一) 
bit $E 横 方 向 反転 指定 (1 の と き 反 転 ) 
bit $F 縦 方 向 反転 指定 (1 の と き 反 転 ) 
ご 雪 め どき 球 ラ テー 

機能 

BG テ キス ト か ら デ ー タ を 読み 出し ます . 
コー ル 


moveq  #$CE, DO 
move. 1] #$1,D1 
move. 1 #$12, D2 
move. 1 #$30,D3 
trap #15 


クタ 





下位 4 ビット ッ パ レッ トコ ー ド (0 一 SE) 

bit $1F 垂直 帰 線 期間 の 検出 の 有無 (1 の と き 検 出し な い ) 
D2.1 ッ パ レッ ト ・ ブ ロッ ク ナ ン バー (1 一 議 ) 
D3.1 カラ ー コ ー ド (0 一 $FFFF) 

ー1 の と き デ ー タ を 読み 出す 


返り 値 
DO.1 設定 前 の (D3.1 ニ ー1 の と き は 現在 の ) カラ ー コ ー ド (0 一 $PFFFF) 
ー1 の と き エ ラー 
ー2 の と き パ レッ ト ・ ブ ロッ ク 0 を 指定 し た 
機能 
スプ ライ ト ・ パ レッ ト の 設定 ・ 読 み 出 し を 行ない ます . 
コー ル 
moveq  #$CF, DO 
move.1 +#$2,D1 
move.1 +#$4,D2 
move.1 +#$1234, D3 
trap #15 
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タ 2 ぢ | 














お D3 ー お AlelkM に 


引数 
1 隊 間 | パラ メー タデ ー タ ・ ア ドレ ス 
(A1).w テキ スト ・ デ レー ンジ ナン バー 

$E00000 一 $E1FFFF 
$E20000 一 $E3FFFF 
$E40000 一 $E5FFFF 

3 $E60000 一 $E7FFFF 
2 (4A1).w X* ド ッ ト 座 標 
4(A1).w Y ド ッ ト 座 標 
6 (41) .w 水平 線 の 長き 
8(A1).w ライ ンス タイ ル 


t ト うっ 己 G 


返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
テキ スト 画面 に 水平 線 を 描き ます . 
コー ル 
moveq  #$D3,D0 
1ea da tadd, A1 
trap #15 


や D け 4 = たよ 1bE 


引数 
A1.1 の の ニー グー クー ドル ンス 
(A1) . w テキ スト ココ プ レ ー ン ナン と パー 
0 $EO0000 一 $E1FFFF 
1 $E20000 一 $E3FFFF 
2 $E40000 一 $E5FFFF 
3 $E60000 一 $E7FFFF 
2 (A1) . w X ド ッ ト 座 標 
4 (A1) . w Y ド ッ ト 座 標 
6 (41).w 垂直 線 の 長 さ 
8(A1) .w ライ ンス タイ ル 
返り 値 
DO0 が 破壊 きれ る 
機能 
テキ スト 画面 に 垂直 線 を 描き ます . 
コー ル 
moveq  #$D4,DO 
1ea datadd, A1 
trap #15 
26 








SDB  _-TXBOX 


デキ スト ・ プ レー シン ナジ ペデ 


0 $E00000 一 $E1FFFF 
1 $E20000 一 SE3FFFF 
2 $E40000 一 SE5FFFF 
3 $E60000 一 $E7FFFF 


% ド ッ ト 座 標 
Y ド ッ ト 座 標 
知 形 の 叉 方 向 長 さ 
邊 形 の Y 方向 長き 
プイ シネ タイ 2 ピ 


引数 

A1.1 の 2 ウー の 6 の ーー アド ゼ 
(41) . w 
2 (A1) . w 
4(A1) .w 
6 (A1) .w 
8 (A1) . w 
$A(A1).w 

返り 値 

DO が 破壊 され る 

機能 


テキ スト 画面 に ボッ クス を 描き ます . 


コー ル 
moveq  #$D6, DO 


1ea da tadd, A1 


trap #15 
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タク Z 





呈 や け ノ ー- 寺 RHL 





引数 
A1.1 2 ンク ーー ダラ ンー め ャ ゲド ドン 
(A1) . w デキ スト ・ プ レー シン ナシ バー 
0 $EO00000 一 $E1FFFF 
1 $E20000 一 $P3FFFF 
2 $E40000 一 $E5FFFF 
4 $E60000 一 $E7FFFF 
2 (A1) . w X ド ッ ト 座 標 
4 (A1) . w Y ド ッ ト 座 標 
6 (A1) . w 邊 形 の 方 向 長 さき 
8 (A1) . w 知 形 の Y 方向 長 さ 
$A (A1) . w ペイ ント スタ イル 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 


テキ スト 画面 に 塗り 潰し ボッ クス を 描き ます . 
コー ル 
moveq  #$D7, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
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お 日 ー ま 六 に V 


引数 
A1.1 2 メッ ンー ク デ ー ク グ ゃ デア ドン シス 
(41).w テキ スト ・ プ レー ン ナ ン バ ー 
0 $E00000 一 $E1FFFF 
1 $E20000 一 $E3FFFF 
2 $E40000 一 $E5FFFF 
3 $E60000 一 $E7FFFF 
2(A1) .w % ド ッ ト 座 標 
4 (A1) .w Y ド ッ ト 座 標 
6 (A1).w 知 形 の 方 向 長 き 
8(A1).w 邊 形 の Y 方 向 長 さ 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 


テキ スト 画面 の 邊 形 域内 を 反転 し ます . 


2 ざ 





コー ル 
moveq  #$D8, DO 
1ea da tadd, A1 
trap #15 
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お DF -「X ロ ASGCPY 


引数 
D1.w 上位 8 ビッ ト コピ ビー 元 ラ スタ "ナン バー (1 ラス タデ 4 ライ オン ) 
下位 8 ビット コピ ー 先 ラス タ ・ ナ ン バ ー (1 ラス タニ 4 ライ ン ) 
D2.w コピ ー ラ スタ 数 
D3.w 上 位 8 ビ ッ ト コピ ー ラ スタ ・ ポ イン タタ 移動 方 向 
0 下方 向 
$FF 上 方 向 
下位 8 ビット コピ ー す る プレ ー ン 指定 デー タ 
bit 0 1 の と き プ レー ン 0 の コピ ー を 行なう 


bit 1 1 の と き プ レー ン 1 の コピ ー を 行なう 
bit 2 1 の と き プ レー ン 2 の コピ ー を 行なう 
bit 3 1 の と き プ レー ン 3 の コピ ー を 行なう 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
テキ スト 画面 の 指定 し た 部 分 を ラス タ ・ コ ピー に よっ て コピ ー し ます . 双方 向 は すべ て 
コピ ー さ れ ま す . 
コー ル 


moveq  #$DF, DO 

1ea da tadd, A1 

trap #15 
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呈 FD -ABORTRBT 


引数 
な し 
返り 値 
DO が 破壊 され る 
機能 
アボ ー ト する た め の 環 境 を 再 設定 し ます . 通常 は 使い ませ ん . 
コー ル 
moveq  +#$FD, DO 
trap #$15 


タク の 


呈 F ビ っ 天目 日 


引数 

が し 
返り 値 

な し 
機能 

起動 時 の エラ ー で 再起 動 す る と き に 使い ます . 通常 は 使い ませ ん . 
コー ル 

moveq  +#$FE, DO 


trap #15 
呈 FF -ABOHTJOB 
引数 
が の 
| 返り 値 
2 
| 機能 
| アポ ー ト し ます . 通常 は 使い ませ ん . 
| コー ル 
moveq  +#$FF, DO 








trap #$15 











IOCS コー ル の ルー チン は ROM に 書か れ て い ます が , IOCS $80 に よっ て 新規 
定義 , 変更 が で きま す . 


4.1 HOM 以外 の DC コー ル の 概要 


10CS コ ユール は ROM に 処理 ルー チン が あり ます が , 
ペク タ ・ テ ー デ プル (処理 先 デ ドレ ス 表 ) が RAME 上 に 
あり ます . この た め , ベク タ ・ テ ー プ ル を 書き 換 
そえ て , 処理 ルー チン を RAM 上 に お く こ と が で きま 


3 





TOCS コ ー ル で は 1I0CS $80 が ベク タ 書 き 換 え の 機 
態 を 持っ て いま す . よっ て IOCS $80 を 使う こと に 


よっ て , 新しい 10CS コ ー ル の 登録 , IOCS コ ー ル の 
変更 な ど が 可能 で す . 

実際 の 例 を 挙げ る と , HUMAN. SYS に よる シス テム ・ 
アボ ー ト 関係 の 変更 , PRNDRV. SYS に よる プリ ンタ 
関係 の 変更 , 0PMDRV.X に よる 0PM 演 奏 機能 の 追加 。 
AJOY.X に よる アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク 操 作 機 能 
の 追加 な ど が あり ます . 





4.E 〇 DPMDRV.X に よる 1OO コー ル 


0PMDRV.X は 0PM の ファ イル 名 で FM 音源 を 演奏 きせ 
る デバ イス ・ ド ライ バ で す が , IOCS コ ユー ル に 演奏 
用 サブルーチン を 付け 加え て いま す . この IOCS ュ 
ー ル は X-BASIC や X-C の オブ ジェ クト な ど に よっ て 
利用 きれ て いま す . 

OPMDRV.X は $FO0 の IOCS コ ユー ル を 追加 し ます . そ し 


て , OPMDRV.X 内 部 に ジャ ンプ "し て き た 後 , D1 レ ジ 
スタ に よっ て それ ぞ れ の 処理 アド レス へ 分 岐 する 
よう に な っ て いま す . 

各 IOCS コ ー ル の 処理 内 容 は X-BASIC や X-C の それ 
と 同じ で す . また , 演奏 手順 も 同じ と な っ て いま 
す . 


ーーー レギ ーーーーーーーーーーー キ ーー ニー ニー ニ ニ ーー ーー ーー 





呈 FD お DD _M_NIT 





引数 
00 上 0 
返り 値 
2 し 
機能 
ドラ イ バ の 初期 化 を 行ない ます . 
コー ル 
moveq  #$FO, DO 
moveq  #0,D1 





trap #15 
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お FUD お DOD1 _M_ALLOCG 


引数 
D1.1 1 
21 層 上 位 16 ピ ッ ト トラ ッ ク 番 号 (1 一 $50) 
下位 16 ビ ッ ト (トラ ッ ク ・ サ イズ ) 一 1 (0 一 $FFFF) 
返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
トラ ッ ク ・ バ ッ プ ァ を 確保 レ しま す . トラ ッ ク の デー タ は クリ ア さ れ ま す . 
ョ ミー ルレ 
moveq  #$FO, DO 
moveq #1, D1 
move.1 #1*65536+5000, D2 
trap #15 
引数 
D1. 1 2 


D2. 1 上 位 16 ビ ッ ト チャ ン ネ ル 番 号 (1 一 8) 
下位 16 ビ ッ ト トラ ッ ク 番 号 (1 一 $50) 


返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
FM 音源 の チャ ン ネ ル に トラ ッ ク を 割り 当て ます . 
コー ル 


moveq  #$FO, DO 
moveq  #2,D1 

move.1 #]*65536+1, D2 
trap #15 


22 





| sFO _ soa _MvoET 





引数 

D1. 1 3 

D2. 1 音色 番号 (1 一 200) 
A1. 1 や ジン ブッ ドル ん ス 
返り 値 

DO0.1 ーー の と 寺 中 ラー 


OPMDRV. X の 音色 デー タフ ォ ー マ ッ ト 








bit 3ー5 ニ フィ ー ド バッ ク bit 0 一 2 ニ アル ゴリ ズム 






十 2 ウェ ー ブ フ ォ ー ム 
十 3 シン クロ ON/OFF 
十 4 スピ ー ド 





PMD 
AMD 
PMS 
AIMS 
中:9 左右 ON/OFF 
十 ぉ A 未 使用 

AR 
D1R 









RR 
D1L 
間 且 
KS 
MOUL 
DT1 
DT2 
AMS ララ グ 


IM1 と 同形 式 


IM1 と 同形 式 


IM1 と 同形 式 











スロ ッ ト ON/OFE bit 0=M1 bit 1 三 C1 bit 2 ニ M2 bit 3 ニ C2 





















タラ ヲタ? 


機能 
指定 し た 音色 デー タ を 読み 込み ます . 


コー ル 
moveq  #$F0,DO 
moveq  #3,D1 
moveq  +#5,D2 
1ea bufadd, A1 
trap #15 
お FOO 中 4ー-M-V ぢ FE〒 
引数 
D1.1 4 


D2. 1 音色 番号 (1 一 200) 
A1.1 プー ガッ ゲド レス 


返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 

音色 を 定義 し ます . 
コー ル 


moveq  #SFO,DO 
moveq  +#4,D1 
moveq  +#5,D2 

1ea da tadd, A1 
trap #15 


お FU _ お 5 _M_TEMPO 


引数 

D1.1 5 

D2. 1 テン ポ ボ (32 一 200) 

返り 値 

DO.1 ー1 の と き エ ラー 

機能 

テン ポ を 設定 し ます . 

コー ル 
moveq  #$F0, DO 
moveq  #5,D1 
move.1 #120,D2 
trap #15 
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お FD お BOB _M_THK 


引数 
D1. 1 6 
D2. 1 トラ ッ ク 番 号 (1 一 $50) 
A1.1 デー タ ・ ア ドレス (X-BASIC の MML と 同一 , 最後 に ま 500 を つけ る ) 
返り 値 
D0. 1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
指定 し た トラ ッ ク に MML デ ー タ を セッ ト し ます . 
ーー フレ 
moveq  #$FO, DO 
moveq  #6,D1 
moveq  #1,D2 
1ea mmldat, A1 
trap #15 


お FD お 0D フ _M_FHEE 


引数 
9 上 | 7 
D2.1 トラ ッ ク 番 号 (1 一 $50) 
返り 値 
DO. 1 トラ ッ ク 残 り バ イト 数 
ー1 の と き エ ラー 

機能 

指定 し た トラ ッ ク の 空き 容量 を 調べ ます . 
コー ル 


moveq  #S$FO,DO 
moveq  #7,D1 
moveqd  #1,D2 
trap #15 


タタ 3 ぢ 





| sFO お DB _M_PLAY 





引数 
時 1 8 
D2. 1 bit 0 チャ ン ネ ル 1 
bit 1 チャ ン ネ ル 2 
bit 2 チャ ン ネ ル 3 
bit 3 チャ ン ネ ル 4 
bit 4 チャ ン ネ ル 5 
bit 5 チャ ン ネ ル 6 
bit 6 チャ ン ネ ル 7 
bit 7 チャ ン ネ ル 8 
1 の と き , その チャ ン ネ ル の 演奏 開始 
すべ て 0 な ら 全 チャ ン ネ ル 演 奏 開始 
返り 値 
DO0. 1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
指定 し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 開始 し ます . 
コー ル 
moveq  #t$F0, DO 
moveq  +#8,D1 
moveq  +#0,D2 
trap #15 
引数 
D1. 1 9 


D2. 1 チャ ン ネ ル 番 号 (1 一 8) 
0 の と き は 全 チ ャ ン ネ ル を 調べ る 
返り 値 
DO0.1 0 の と き 指 定 さ れ た チャ ン ネ ル は 演奏 し て いな い OD2.1 や 0) 


bit 0 チャ ン ネ ル 1 

性 制 チャ ン ネ ル 2 

bit 2 チャ ン ネ ル 3 

bit 3 チャ ン ネ ル 4 

bit 4 チャ ン ネ ル 5 

bit 5 チャ ン ネ ル 6 

bit 6 チャ ン ネ ル 7 

bit 7 チャ ン ネ ル 8 

1 の と き そ の チャ ン ネ ル は 演奏 中 (D2.1 ニ 0) 
ー1 の な を なら エラ ー 


まう 6 





環 能 
チャ ン ネ ル の 演奏 状態 を 調べ ます . 
コー ル 
moveq  #S$SFO,DO 
moveq  #9,D1 
moveq  #3,D2 
trap #15 
引数 
D1. 1 $A 
D2. 1 bit 0 チャ ン ネ ル 1 
bit 1 チャ ン ネ ル 2 
bit 2 チャ ン ネ ル 3 
bit 3 チャ ン ネ ル 4 
bit 4 チャ ン ネ ル 5 
bit 5 チャ ン ネ ル 6 
bit 6 チャ ン ネ ル 7 
bit 7 チャ ン ネ ル 8 
1 なら, その チャ ン ネ ル の 演奏 中 正 
すべ て 0 の と き は 全 チ ャ ン ネ ル 演 奏 中 止 
返り 値 
DO0.1 ー1 の と き エ ラー 
機能 
指定 し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 中 止 し ます . 
コー ル 


moveq  #$FO,DO 
moved  #$A,D1 
moveq  #0,D2 
trap #15 


タダ Z 





吊 F 口 吊 口 巨 _MBONT 


引数 
D1.1 $B 
D2.1 bit 0 チャ ン ネ ル 1 
ii! チャ ン ネ ル 2 
bit 2 チャ ン ネ ル 3 
bit 3 チャ ン ネ ル 4 
bit 4 チャ ン ネ ル 5 
bit 5 チャ ン ネ ル 6 
bit 6 チャ ン ネ ル 7 
和 玲 放 チャ ン ネ ル 8 
1 の と き , その チャ ン ネ ル の 演奏 再開 
すべ て 0 の と き は 全 チ ャ ン ネ ル 演 奏 再 開 
返り 値 
DO.1 王 届 の を 合 革 ラー 
機能 
指定 し た チャ ン ネ ル の 演奏 を 再開 し ます . 
コー ル 
moveq  #$FO0, DO 
moveq  #S$B,D1 
move.1 #%00011011, D2 
trap #15 
引数 
D1.1 $C 
D2.1 チャ ン ネ ル 番 号 (1 一 8) 
返り 値 
DO0.1 トラ テッ ク ・ バ パッ プア テア デア ド レス 
機能 
指定 し た チャ ン ネ ル に 対応 し た トラ ッ ク ・ バ ッ フ ァ の アド レス を 調べ ます . 
コー ル 


moveq  #SFO0, DO 
moveq  #$C, D1 
mOVed  # 
O0PMDRV.X の 10CS コ ー ル の サン プル ・ プ ログ ラム は P.464 IOCS サ ンプ ル 28 


まう 2 ぎ ざ 


4.3 AJOY.X に よる 1IOCS コー ル 


AJOY.X は アナ ログ ジョ イ スズ スティック 用 TIOCS を 組み 込む デバ イス ・ ドラ イ バ で お この ジラ 
バイ ス ・ ドラ イ バ は W$WF2 の IOCS コ ユール を 追加 し ます . そし て , 4JOY.X 内 部 に ジャ ジ 20022 
た 後 , D1 レ ジス タ に よっ て それ ぞ れ の 処理 アド レス へ 分 岐 す る よう に な っ て いま す . 


呈 お F 己 お OO 


引数 
D1. 1 0 











A1. 1 クマ ウツ アア ドレ ズ 


アナ ログ ・ ジ ョ イス テッ ク の デー タ ・ フォ ー マ ッ ト 


局 タ 











ステ ッ ク 上 下 ( 上 0 一 $FF 下 ) 
ステ ッ ク 左 大 ( 左 0 一 $FE 右 ) 
スロ ッ ト ル 
ギ ジ ジン キジ 
トリ を 押し て いる と き 0 に な る 


B,B'( ど ちら か を 押し て いる と 0) 
AA( ど ちら か を 押し て いる と 0) 


返り 値 
D0.1 ー1 の と き エ ラー 

正和 常に 受信 で きた と き , バッ ファ に デー タ が 書き 込ま れる 
機能 


アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク ・ デ ー タ を 読み 込み ます . 


コー ル 
moveq 
moveq 
1ea 


traDp 


#$F2, DO 
#0, D1 
bufadd, A1 
#15 
タラ の 


引数 
D1.1 1 
D2.w 0 デジ タル ・ モ ー ド 
中 ンコ 
| 現在 の モー ド を 調べ る 
返り 値 
DO.1 現在 , また は 設定 前 の モー ド 
機能 
ジョ イス ティ ッ ク ・ モ ー ド を 調べ ます . 
コー ル 
moveq  #$F2,D0 
moveq  +#1,D1 
move.W #1,D2 
trap #15 
引数 
| 2 
D2.w 通信 速度 
0 最高 速度 
1 最高 速度 の 1/2 
2 最高 速度 の 1/3 
3 最高 速度 の 1/4 
= 現在 の 速度 を 調べ る 
返り 値 
DO.1 現在 , また は 設定 前 の 速度 
機能 


ジョ イス ティ ッ ク の 通信 速度 を 設定 し ます . 最高 速度 に 設定 し た 場合 ,. ジョ イス ティ ッ 
ク を リモ セ モット し な い 限 り 他 の 速度 に 変更 で きま せん . 
ーー クレ 
moveq  +#$F2, DO 


moved  #2,D0 
clr.w D2 
trap せ 15 


AJOY.X の 10CS コ ー ル の サン プル ・ プ ログ ラム は P.465 I0CS サ ンプ ル 29 
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*. ロタ イプ の 実行 ファ イル の 作成 方 法 


Human68K の 実行 型 フ ァイル に は 次 の 3 種類 が あり ます . 
*.X 最も よく 使わ れ て いる 型 で ソフ ト ・ リ ロケ ー タ ブル ・ フ ァイル で す .。 ファ イル の 最後 に リロ ケー ト 
情報 が つい て お り , シス テム が リロ ケー ト 作 業 を 行なっ た 後に 実行 きれ ます . 
*.R ブロ グラ ム の 側 で リロ ケー タブ ル に 作成 され た 型 で 、 プ ログ ラム 以外 の デー タ は つい て いま せん . 
シス テム は ロー ド し た 後 , 何 も ちせ ず に 実行 し ます . 
*.Z 特定 の アド レス に ロー ド さ れる 型 で 。 ロ ー ド する アド レス な どの 情報 が つい て いま す . 通常 は 使い 
ませ ん . 
(この うち , ※*.X 型 ファ イル に は シン ボル ・ デ ー タ つき の も の と つい て いな いも の が あり ます ). 
これ ら の ファ イル の な か で , *.X%, *.Z 型 の ファ イル は 簡単 に 作成 で きま す が , *.R 型 の ファ イル は 作 
成 時 に リロ ケー タブ ル に する 必要 が あり ます . リロ ケー タブ ル に する に は さま ざま な 方 法 が あり ます が , 
簡単 な 例 を 紹介 し ます . 
まず , アド レス ・ レ ジス タ を 1 つ ワ ー ク 用 に 固定 し て , それ 以外 の 用 途 に 使わ な いよ うに し ます . 通常 
46 レ ジス タ に し ます . そし て , プロ グラ ム 先 頭 で ワ ー ク エリ ア の 先頭 アド レス を 代入 し , それ 以後 は 値 を 
変化 さき せな いよ うに し ます . そし て , ワー クエ リア へ の アク セス は A6 レ ジス タ 相 対 ア ドレ ッ シ ン グ を 使い 
ます . また , ジャ ンプ , サブ ルー チン ・ コ ー ル は 相対 の 命令 を 使い ます -. 
この 考え 方 で プロ グラ ム を 作成 すれ ば *.R 型 に コン バー ト で きる プロ グラ ム に な り ま す が , プ ログ ラム ・ 
サイ ズ や ワー ク ・ サ イズ が 大 きく な る と 相対 アド レッ シン グ が 届か な く な っ て し まい ます . この 場合 は , 
ワー ク ・ レ ジス タ を 増やし た り , 大 き な ワ ー ク の アク セス は その 都度 アド レス ・ レ ジス タ を 設定 し た り , 
無理 矢 理 相対 ジャ ンプ させ た りす る 方 法 を 取る し か あり ませ ん . 















































< 例 > 
プロ グラ ム 先 頭 
1ea work (PC) , A6 A46 レ ジス タ に ワー クエ リア の 値 を 代入 
move.W work1 (A6) , DO 46 相 対 で アク セス する 
move. 1 D7, work0 (A6) 
1ea 1argework(PC), A45 大 き な ワ ー ク は アク セス する た びに アド レッ シン グ 作 業 を 行 
恋 う 。 
1ea pcadd (PC) , 40 無理 矢 理 相対 ジャ ンプ 
move. 1 #jumpadd-pcadd, D0 
adda.1 DO,40 
pcadd 
Jmp (40) 
mpadd 
- bss 






work 











ds.b 16384 





1argework 





ds.b 256*256 
.offset 0 







ds. 1 
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IOCS サ ンプ ブル] 
NANA 


実行 する と 、IOCS$0O 0 コー ル の 返り 値 を 表示 し ます 。 


* キー 入力 


* 「 半 」 な ら 終 了 


* DO.w の 内 容 を 表示 


* 間隔 を と る 


* 再び 入力 待ち 


* 改行 する 


* キー 入力 発生 


* 
ま 
* IOCS$0 0 の 返り 値 表 示 プ ログ ラム 
* 
ネ 
* 使用 方 法 
* 
* 「 寺 」 キー で 終了 しじま す 。 
nextkey 
moveq #O.DO 
trap #15 
cmpi.b #Y,DO 
beq return 
moveq  #4-1,D3 
move.w DO0,.D2 
]oop 
Trol.w #4.D2 
move.w D2,.D0 
andi.w #SF,DO 
addi.D #0',DO 
cmpi.b #9+1.D0 
bcs decimal 
addq.b #7,DO 
decimal 
move.w DO,D1 
moveq  #20,D0 
trap #15 
dbra D3, 1oop 
1ea space(PC), A1 
moveq  #$21,.D0 
trap #15 
bra nextkey 
return 
1ea crlf(PC), A1 
moveq #S21,.D0 
trap #15 
dc.w $FF00 
SDace 
dc.b 0 
crlf 
dc.b 13. 10,. 0 
. end 
語 IO 〇 G サ ンプ ル 5 
* 
* 
* ソフ ト 的 キー 入力 発生 
* ロ 
* 
H 使用 方 法 
* 実行 する と 、 自 動 的 に キー 入力 が 発生 し ます 。 
1ea keylist(PC), A0 
1oop 
move.b (AO)+.D1 
beq return 
moveq #5.D0 
trap #15 
bra 1oop 





returh 


dc. w $FF00 
keylist 
dc.b $20 *D 
dc.b $18 * 1 
dc.b $70 * SHIFT 
dc.b $14 *R 
dc.b SFO * SHIFT 離す 
dc.b $1D * RETURN 
dc.b 0 
end 
間 
キ 
* 
* キー リピ ー ト 関係 の 速度 設定 
キ 
キ 
* 便 用 方 法 
* < キー リピ ー ト まで の 時 間 > < キー リピ ビー ト 間 隔 > 
* それ ぞ れ 0 から F ま で の 1 6 進数 
tst.b (4A2)+ 
beq return 
move.b (A2)+, D1 * 生出 
subi.b #0'.D1 * 数 値 に 変換 す 
cmpi.b #$AD1 * D1.b に 数 値 が セ . ッ ト さ れる 
bcs decimal 
subq.b #7,D1 
cmpi.b #$10,D1 
bcs decimal 
subi.b #320,D1 
decimal 
moveq #8.DO * キー リピ ー ト まで の 時 間 を 設定 
trap #15 
SDace 
move.b (A2)+,D1 * 次 の 文字 を 取り 出す 
beq returhn 
cmpi.b # 「,D1 
beq SDace 
subi.b #0',D1 * 数 値 に 変換 する 
cmpi.b #S$A.D1 * D1.b に 数 値 が セッ ト さ れる 
bcs decima12 
subq.b #,D1 
cmpi.b #$10,D1 
bcs decimal2 
subi.b #$20,D1 
decima12 
moveq #9.D0 * キー リピ ー ト 間隔 を 設定 
trap #15 
return 
dc.w $FF00 
・end 
IOCG サ ンプ ル 4 
キネ 
ネ 
* ま 専用 CRT コ ント ロー ル 
ネ 
キ 
* 使用 方 法 
* < く コ ント ロー ルコ マン ド > 
3 コン トロ ー ル コマ ンド は 0 か ら $3F ま で の 1 6 進数 
tst.b (42)+ 
beq return 


タタ タラ 





move.b (42)+,DO * 数 値 に 変換 する 


subi.b #0',DO * D1.b に 数 値 が セッ ト さ れる 
cmpi.b #$A,D1 
bcs decimal 
subq.b #7,D1 
cmpi.b #10,D1 
bcs decimal 
subi.b #$20,D1 
decimal 
move.b (A2)+,D1 
beq decima1l2 
lsl.b #4.DO 
subi.b #0',D1 
cmpi.b #$A.D1 
bcs decima12 
subq.b #,D1 
cmpi.b #$10,.D1 
bcs decima12 
subi.b #520,D1 
decima12 
add.b DO,D1 
moveq #5C,DO * コン トロ ー ル する 
trap #15 
returhn 
dc.w $FF00 
. end 
本 IOCS サ ンプ ル 5 
* 
# 
* 拡大 画面 
* 
ネ 
* 使用 方 法 
* 実行 する と 、256X256 ド ッ ト モ ー ド に な り ま す 。 
* ま SCREEN で 元 に 戻り ます 。 | 
moveq #510,D0 * 画面 モー ド 切 り 替 え 
moveq #2,.D1 
trap #15 
moveq  #S$2E,DO * スク ロー ル 範 囲 指定 
moveq #0,.D1 
move.1 #31*65536+15, D2 
trap #15 
dc.w $FF00 
. end 
還 IDG サン プル 6 
ネ 
ま 
を ソフ トウ ェ ア キ ー ボ ー ド & 電 卓 の 色 を 変化 させ る 
ま 
* 作法 
行 する と 、 ソ フト ウェ アキ ー ボ ー ド 必 電 車 の 色 が 、 
* リア テル タイ ム に 変化 し ます 。 
* も う 一 度 実行 する と 終了 し ます 。 
startadd 
bra PTOg 
check 
dc.b 判別 デー ター" 
PDTOg 
movea.1 (40), AI * 新しく 呼ば れ た か 調べ る 
と そそ 








adda.1 #100+2,A1 
1ea check(PC),42 
moveq #2-1.D0 






1oop 
cmpm.b (A1)+, (A2)+ 
bne start 
dbra D0, 1oop 
* 終了 処理 
cixe 上 * 割り 込み 終了 
moveq  #$6B, DO 
trap #15 
move.1 (A0).DO * 常駐 し て いた メモ リ を 開放 
addi.] 的 10,.D0 
move.] DO,-(SP) 
dc.w $FF49 
addq.] #4,SP 
dc.w $FF00 
start 
moveq #S56B,DO * 割り 込み 開始 
move.W #7*256+200,D1 
1ea intadd(PC), A1 
trap #15 
clr.b hsvh 
clr.Ww -(SP) * 常駐 する 
move.1 #endadd-startadd+1,-(SP) 
dc. w $FF31 
intadd > 
movem.1 DO-D2, -(SP) * レジ スタ 保存 
move.b hsv_h(PC).D1 * HSV デ ー タ ー 作 成 
addq.b #,D1 
cmpi.b #$C0,D1 
bcs line0 
Ce 5 
1ine0 
move.b D1l,hsv h 
1s1.1 #8.D1 
1s1.1 #8.D1 
move.w #S1FIF,D1 
moveq  #$12,D0 * RGB コ ー ド に 変換 する 
trap #15 
move.w DO0,D2 
6X 伝 沿 . D2 
moveq #4.D1 * ソ フト ウェ アキ ー ボ ー ド 名 電 卓 の 
moveq  #313.D0 * ベー ス の 色 を 変え る 
trap #15 
movem. 1 (SP)+, DO-D2 
rte 
hsv h 
dc.b 1 
endadd 
・ end 


IOCS サ ンプ ル 7 
。 eee 


テキ スト パレ ッ ゥ ッ ト を 異な っ た 色 に する 


使用 方 法 
実行 する と 、 テキ スト パレ ッ ト が 異な っ た 色 に な り ま す 。 
SCREEN で 元 に 戻り ます 。 


moveq #0.D1 
lea color(PC), A1 


1oop 


move.w (A1)+,D2 
@X《t.1。 .D2 


タタ 2 


moveq  #$14.D0 * テキ スト パレ ッ ト 定 義 


trap #5 
addq.b #,D1 
cmpi.b #$10,.D1 
bcs 1oop 
dc.w $FF00 
color 
dc.w %00000_00000_00000_0 
dc.w %0000000000_11111_0 
dc.w %00000_11111_ 00000_0 
dc.w %00000_11111 11111 0 
dc.w %11111_00000_00000_0 
dc.w %11111_00000_11111_0 
dc.w %11111_11111 00000_0 
dc.w %11111_11111 11111 0 
dc. w %11111_11111 11111 0 
dc. w %11111 11111 00111 0 
dc.w %11111_00111 11111 0 
dc.w %11111_00111 00111 0 
dc.w %00111_11111 11111 0 
dc.w %00111_11111 00111 0 
dc.w %00111_00111 11111 0 
dc.W %00111_00111_00111_0 
end 
IDOCS サ ンプ ル B8 
ま 
ま ーー 
* フォ ント デー ター の 種類 表示 
ネ 
ネ 
! 使用 方 法 と 
* 実行 する と 、 1 O C S レベ ル で 使え る フォ ント を すべ て 表示 し ます 。 
moveq  #20.D0 * 画面 クリ ア 
move.w #$14,D1 
trap #15 
1ea $E20000,40 
moveq #6.D4 
bsr put 
moveq #8.D4 
bsr put 
moveq #$C,D4 
bsr put 
moveq  #523.D0 * カー ソル を 下 の 方 に 移動 
move.w #0.D1 
move.Ww #25.D2 
trap #15 
dc.w $FF00 
put 
move.w #X,D1 * フォ ント アド レス を 読み 出す 
move.1 D4,.D2 
moveq  #$16,D0 
trap #15 
bsr write * テ キス ト VRAM に 書き 込む 
move.w # 電 '.D1 * フォ ント アド レス を 読み 出す 
Wove.1 D4.D2 
moveq #316.D0 
trap #15 
bsr write * テキ スト VRAM に 書き 込む 
rts 


と 





write 
movea. ] DO, AI 
movea.1 A0,A2 


move.1 #128,D3 


ext.1 DI 

sub.] D1.D3 
subq.1 #1.D3 
moveq  #518,D0 
trap #15 
adda.] #4096,40 
Tts 

・end 


IOCG サ ンプ ブル 8 
0 対 癌 3=X コ オッ ェ J 半 


* 
ま 
* 2 4 ドッ ト 文 字 の ドッ ト 単 位 移動 
ネ 
* 
* 使用 方 法 R 
* 実行 する と 、「 電 ] の 文字 が 画面 左上 か ら 右 下 へ 移動 し ます 。 
ネ 移動 は 7 ドッ ト 単 位 で す 。 ク リッ ピン グ 処 理 が 行わ れ ま す 。 
move.] #$C*65536+' 電 ',D1 * ま フォ ント デー ター 読み 込み 
1ea buffer (PC), 41 
moveq  #$19,D0 
trap #15 
moveq #315,.DO * 書き 込み プレ ー ン 指定 
moveq #1,D1 
trap 5 に 
moveq #0,D1 
mOveq #0.D2 
1ea buffer(PC), Al 
1ea clipdata(PC),42 
1oop 
moveq  #51C,DO * 書き 込み 
trap #15 
addq.w #7.D1 * 移動 
addq.w #7.D2 
cmDi.w #512,.D2 
bcs 1oop 
dc.w $FF00 
clipdata 
dc.w 100,100,.450,450 
buffer 


ds.b 2+2+3*24 


. end 


IOCSG サ ンプ ル 10 
| = 


* 
ま 
* テキ スト 画面 部 分 コピ ー 
ま 
ま 
# 使用 方 法 4 
* 実行 する と 、 テ キス ト 画 面 の 左下 付近 が 右 上 に リア ル タ イ ム で コ ピー され ます 。 
ネ も う 一 度 実行 する と 終了 し ます 。 
startadd 
bra DrOg 


タタ Z 








check 


DPTOg 


1oop 


start 


intadd 


CODY 


buffer 


endadd 


そる ざ 


de.b 判定 デー ター' 


movea.1 (40),A1l 
adda.1 #$100+2,A1 
1ea check(PC).A2 
moveq #12-1.D0 


cmpm.b (A1)+, (42)+ 
bne start 
dbra DO, 1oop 


clr.1 Al 
moveq  #$6C,DO 
trap #15 
move.1 (40),DO 


addi.1 #10,D0 
move.1 DO,-(SP) 


dc.w $FF49 
addq.1 #4,.SP 
dc.w $FF00 


moveq  #$6C,DO 
move.w #0*#255+5,D1 
1ea intadd(PC),A1 
trap #15 


clr.w -(SP) 
move.1 #endadd-startadd+1, -(SP) 
dc. w $FF31 


movem.1 DO-D2/A1,-(SP) 
moveq #2.D1 

moveq #15,.D0 

trap #15 

bsr COPY 

moveq #1.D1 

moveq #S$15,.D0 

trap #15 

bsr cODY 

movem.] (SP)+, DO-D2/A1 
rte 


moveq  #$14,D0 
move.Ww #3.D1 

move.w #241.D2 

1ea buffer(PC), Al 
trap #15 

moveq 的 1B,DO' 
move.w #585,.D1 


move.Ww #3,.D2 

1ea buffer(PC), A1 
trap #15 

rts 

dc.w 131 

dc.w 38 

ds.b 646 

・end 


* 新しく 呼ば れ た か 調べ る 


に コ 


常駐 し て いた メモ リ を 開放 


に 、 コ 


割り 込み 開始 


* 常駐 する 


F. コ 


読み 書き する プレ ー ン を 設定 


* コ ピー 








IOCS サ ンプ ル 11 
-- 。 PPMendbyWN 


KJ 2 2 Je 


EE. コ 


テキ スト 画面 表示 位置 移動 


使用 方 法 
実行 する と 、 テ キス ト 画 面 の 表示 位置 が 3 ドッ ト ず れ ま す 。 
SCREEN で 元 に 戻り ます 。 


moveq 1D,DO * ずら す 
moveq  #8.D1 

move.w #3.D2 

move.w #3.D3 

trap #15 

dc.w $FF00 

. end 


IOCS サ ンプ ル 18 
-_ SSRioiozikcaetwd 間 所 


EE 


に に 、 コ 


表示 垢 囲 の 変更 


使用 方 法 
実行 する と 画面 中 央 部 だ けが 表示 範男 と な り ます 。 
SCRBEN で 元 に 戻り ます 。 


moveq  #$2E, DO 

move.] #256*65536+128,D1 
move.] #(32-1)*65536+(16-1).D2 
trap #15 

dc.w $FF00 


・end 


IOCG サ ンプ ル 13 
、。 CSSsiuvf2g 


EE 


I PL の 比較 
使用 方 法 _ 6 
実行 する と 、 ド ライ プ 0 と ドラ イブ 1 の 1 PL を 比較 し ます 。 
moveq  #546,.D0 * ドラ イブ 0 の IPL を 読み 込む 


move.w #$9070,D1 
move.1 #$08_00 00 01.D2 
move.] #$400,D3 
1ea buffer(PC), A1 
15 


trap # 

andi.1 #SFAFFFF 00,D0 

bne eTrOT 

moveq  #$41,D0 * ドラ イブ 1 の IPL と 比較 する 


move.w 59170,.D1 

move.1 # 折 0800 00 01.D2 
move.1 #$400,D3 

1ea buffer(PC), A1 


trap #15 

btst.] #3+8.D0 * 同じ か ? 
beq notequal 

pea equalmes(PC) 

dc.w $FF09 

addq.1 #4,SP 


dc.w $FF00 


タタ の 


noteaqual 


move.b D7,(A0)+ 
move.b D6,(A0)+ 
addq.1 #2.A0 

dbra DO, 1oop0 


moveq #54D,DO 
move.W #39170.D1 
move.1 #03.00.00_00.D2 


move.] D7,.D5 
SWaD D5 

Or. 1 D5, D2 
move.] D6.D5 
lsl.1 #8.D5 
or. 1 D5,. D2 
move.1 #*4.D3 
trap #15 
andi.1 #SFFFF_00.D0 
bne eTTOT 
addq.b #1,D6 
cmpi.D #2.D6 
bcs 1oop1 
addq.b 料 ,D7 
cmpi.b #7.D7 
bcs 1oop2 
dc.w $FF00 


*D7.b= トラ ッ ク 


*D6.b = サイド 


De3 notequalmes(PC) 
dc.w $FF09 
addq.1 #4,SP 
dc.W $FF00 
6TTOT 
pea errormes(PC) 
dc.w $FF09 
addq.1 #4,SP 
dc.W $FF00 
equalmes 
dc.b "Ii PL は 同一 で す 。「,13,10,0 
notequalmes 
dc.b "IPL が 違っ て いま す 。「,13,10,0 
eTTOTm6S 
dc.b "Error も は 93.101.0 
.bss 
buffer 
ds.b $400 
.end 
Ei IDCG サ ンプ ル 14 
は 
* 
* ま Human68KK 物 理 フ ォ ー マ ッ ト 
ネ 
* 
* 使用 方 法 3 
* 実行 する と 、 ド ライ ブ 1 を フォ 
ま 論理 フォ ー マ ッ ト は 行い ませ ん 
moveq  #0,D7 
1oop2 
moveq #O,D6 
1oop1 
1ea formatdata(PC), 40 
movea.1 A0,A1 
moveq  #8-1.D0 
1oop0 


* ID デー ター 作成 


* フォ ー マ ッ ト 


* ま 次 の サイ ド 


* 次 の トラ ッ ク 





erTTOT 
pea errormes(PC) 
dc.w $FF09 
addq.1 #4.SP 
dc.w $FF00 
formatdata 
dc.b 0:M 9 
dc.b 0.0,2,.3 
dc.b 0.0,3.3 
dc.b 0.0,4, 3 
dc.b 0.0,5.3 
dc.b 0.0,6,3 
dc.b 0.0,7,3 
dc.b 0,0,8,.3 
erTOrmes 
dc.b "Error',13,10.0 
・end 


* ま フォー マッ ト ID デ ー タ ー 


豆 還 還 「 り じ ば サン ブル ]5 


* 
ネ 
ネ ディ スク イジ ェクト 
ネ 
* 
H 使用 方 法 
実行 する と 、 ド ライ ブ 0 る 
* イジ ェクト が 禁止 され て い 


moveq  #34E,DO 
move.w #$9000.D1 
mOve.Ww #1.D2 
trap #15 


moveq  #$4E, DO 
move.w #$9100,D1 


move.w #1.D2 
trap #15 

dc.w $FF00 
end 


スク を イジ ェクト し ます 。 
イジ ェクト で きま せん 。 
* ドラ イブ 0 イジ ェクト 


* ドラ イブ 1 イジ ェクト 


IOCG サ ンプ ル 15 
| PhihoiMMbAN 放 に 間 ナ こ (、」 


* 日 付 の 表示 


* ま 

ネ 

* 日 付 時 刻 表 示 

を 

ま 

* 使用 方 法 

* ま 実行 する と 日 付 な ど が 表示 され ます 。 
moVveq  #554, DO 
trap #15 
move.] DO0,.D7 


move.] DO0,.D1 

moved #$55,.D0 

trap #15 

andi.1 #$0F_FF_FF FF.DO 
move.] DO0,D1 

moveq  #554.D0 

1ea prtbuf(PC), AI 
trap #15 

moveq 的 21.D0 

]ea prtbuf(PC), AI 
trap #15 


moveq  #20.D0 
move.W #('.DI 
trap #15 


* 曜日 の 表示 


タ 57 


rol.1  #8.D7 

andi.] #$F,D7 

move.1 D7,D1 

1ea prtbuf(PC),A1 
moveq  #55C,DO 

trap #15 

moveq  #$21,.D0 

1ea prtbuf (PC), A1 
trap #15 


moveq  #$20,.D0 
move.w #)',D1 


trap #15 

moveq  #$56,D0 * 時 刻 の 表示 
trap #15 

move.1 DO0.D1 

moveq #$57,DO 

trap #15 

andi.1 #$0FFF_FF_FF,DO 

move.1 DO,D1 


moveq #$5B, DO 

1ea prtbuf (PC), A1 
trap #15 

moveq #21.D0 

ea prtbuf(PC), AI 


trap #15 

1ea cr1f(PC), A1 * 改行 
moveq 521.D0 

trap #15 

dc.w $FF00 


crlf 
dc.b 10, 13.0 
prtbuf 
ds.b 32 
. end 
4 
間 IOCG サ ンプ ル 17 
* 
* 
* ADPCM 録 音 & 再 生 
* 
* 使用 方 法 
* 実行 する と 、 ま ず 録 音 を し ます 。 その後 で 、 録音 し た も の を 
* 各 周波 数 で 再生 し ます 。 
1ea startmes(PC),A1 * キー 入力 待ち 
moveq 21.D0 
trap #15 
wait 
moveq #0,.DO 
trap #15 
cmpi.b # 「,DO 
bne wait 
moveq #$61.D0 * 録音 
move.Ww #3*#256+3,.D1 
1ea buffer(PC), A1 
move.1 #65536.D2 
trap #15 
wait2 
moveq #366,D0 * 録音 終了 まで 待つ 
trap #15 
cmpi.b #4.DO 
beq wait2 
1ea repeatmes(PC), A1 * キー 人 入力 待ち 
moveq  #$21,D0 
trap #15 
wait3 
moved #0.DO 


る 52 








trap #15 
cmpi.b # 「,DO 


bne wait3 
moveq #0,.D3 * D3= 再 生 周 波数 
1oop 
move.Ww D3.D1 
lsl1.w #8.D1 
move.b #3.D1 
move.1 #65536,D2 
1ea buffer(PC), A1 
moveq  #$60.D0 
trap 5 
wait4 6 
moveq #66,D0 * 再生 終了 まで 待つ 
trap 衣 5 
cmpi.b #2.D0 
beq wait4 
addq.w 圭 ,D3 
cmpi.w #5.D3 
bcs 1oop 
dc.w $FF00 
Startmes 
dc.b "スペ ー ス キー で 録音 開始 ',10, 13,0 
repeatmes 
dc.b "スペ ー ス キー で 再生 開始 ',10,13.0 
.bss 
buffer 
ds.b 65536 
. end 
本 IO 〇 OSG サン プル 18 
* 
ネ 
* O PM に よる 演奏 
ネ 
* 使用 方 法 、 63 
# 実行 する と 、O PM を 使っ た 病 奏 を 行い ます 。 
* OPMDRV. X な ど は 登録 し な い 状 態 で 実行 し て くだ さい 。 
1ea initdata(PC),A1 *OPM の レジ スタ を 設定 する 
1oop 
move.b (41)+,D1 
beq play 
move.b (A1)+, D2 
moveq  #$68,.D0 
trap #15 
bra 1oop 
play 
1ea musicdata(PC),Al * 演奏 
nextnote 
move.b (A1)+,D3 * D3= 音 程 
beq muSStop 
move.b (A1)+,D4 * D4= 音 長 
moveq #S$68,D0 
move.b #$28,D1 
move.b D3,D2 
trap #15 
moveq  #$68,D0 
move.b #8.D1 
move.b #1111_000.D2 
trap #15 
move.1 #20000,D0 
wait2 


subq.1 #1.D0 
bne wait2 


タ 5? 





moveq #$68.D0 


move.b #8,.D1 
move.b #0000_000,D2 
trap #15 
ext.w D4 
mulu #10000,D4 
wait 
subq.1 #,D4 
bne Wait 
bra nextnote 
musstop 
dc.w  $FF00 * 終了 
initdata 
dc.b $20,%11_000_100 
dc.b $40,%010_1000 
dc.b $48,%000_0100 
dc.b $50,%110_1000 
dc.b $58.%000_0100 
dc.b $60, 31 
dc.b $68, 31 
dc.b $70,.0 
dc.b $78,0 
dc.b $80, 31 
dc.b $88, 31 
dc.b $90.31 
dc.b $98, 31 
dc.b $A40, 7 
dc.b $A8,7 
dc.b $B0, 3 
dc.b $B8, 3 
dc.b $C0, 1 
dc.b $C8, 1 
dc.b $D0, 3 
dc.b $D8.3 
dc.b $E0,10*16+3 
dc.b $E8, 10*16+3 
dc.b $F0, 5*1613 
dc.b $F8, 5*16+3 
dc.b 0 
musicdata 
dc.b $41, 20 
dc.b $3C, 20 
dc.b $3E, 20 
dc.b $35, 60 
dc.b $35, 20 
dc.b $3E, 20 
dc.b $41, 20 
dc.b $3C, 60 
dc.b 0 
end 
っ 1 
Em IOCS サ ンプ ル 19 
ま 
* 
ネ 割り 込み 処理 
キ 
使用 方 法 
* 実行 する と 、'X を 2 4 0 0 文字 表示 し ます 。 その間 に 割り 込み で 
ネ "を 表示 させ ます 。 
moveq #$6D,DO * 割り 込み スタ ー ト 
clr.w D1 
1es jobadd(PC), A1 
trap #15 
move.w #2400-1,D7 * X 表示 
1oop 
move.Ww まず X,D1 
moveq 的 20,D0 
trap #15 
dbra D7, 1oop 
5 ら タ 





moveq  #S$6D,DO * 割り 込み 終了 
clrs1 得 
trap #5 
dc.w $FF00 
jobadd 
movem.1 DO/D1,-(SP) * 割り 込み サブ ルー チン 
moveq 828,D0 
CIrSw 作 
trap #15 
movem. 1 (SP)+, D0/D1 
rte 
. end 


IOCS サ ンプ ル P0 
_ ie の x4e 導 サット rudkk 定 ey 





* 
ネ 
* ま マウ スカ ー ソ ル 表 示 
キ 
ま 使用 方 法 0 
ま 実行 する と 、 マ ウス カー ソル が 表示 され ます 。 左 ボタ ン を 押す と ドッ ト を 打ち ます 。 
* 右 ボ タン を 押す と 終了 し ます 。 
moveq  #$70.D0 * マウ ス 初 期 化 
trap #15 
move.Ww #0.D1 
1ea pattern(PC), A1 
1oop 
moveq  #$7A,DO * マウ スカ ー ソ ル バ パタ ー ン を 定義 
trap #15 
adda.1 #4+64,A1 
addq.w #1,D1 
cmpi.w #3.D1 
bcs 1oop 
moveq #577.D0 * マウ スカ ー ソ ル 移 動 範囲 を 指定 
move.1 #100*65536+100.D1 
move.1 #668*65536+412.D2 
trap #15 
moveq  #576,.D0 * マウ スカ ー ソ ル の 位置 を 設定 
move.1 #100*65536+100.D1 
trap #15 
moveq  #$71.D0 * マウ スカ ー ソ ル 表 示 
trap #15 
moveq #$7C, DO 
1ea putpat(PC), A1 
trap #15 
wait 
moveq  #574.D0 * マウ ス ボ タ ンチ ェ ッ ク 
trap #15 
cmpi.b #SFF,DO 
beq quit 
andi.w #SFF00,D0 
beq wait 
moveq #$75.D0 * 座標 を 調べ る 
trap #15 
move.w DO0,D2 
SWaD DO 
move.w DO0,D1 
moveq 的 1B.DO * 点 を 打つ 
1ea dot(PC), A1 
trap #15 
bra wait 
quit 
mmoveq #$72.D0 * マウ スカ ー ソ ル を 消す 


タ 5 ぢ 


putpat 


pattern 


まう 6 





trap 
dc.w 


dc.w 


< 
人 ) 
至 モ = 至 到 下 = = 


っ っ 
62 の 990 の 2 3 人.03 CV 46 なく 
に 定 主 王 王 モモ 主 玉 = モモ = = 到 到 モ 


呈 
COCCORSOCS 


っ 
KO 
球 


#15 
$FF00 


2 で 


8.8 

%0000_0011_1100_0000 
%0000_0011_1100_0000 
%0000_0011 1100_0000 
%0001_111] 1111 0000 
%0001_1111_1111_0000 
%0001_1111 1111_0000 
%1111 1111 1111 1111 
1111_1111 1111 1111 
1111_1111 1111_1111 
%1111_1111 1111_1111 
%0001_1111 1111 1000 
%0001_1111 1111 1000 
%0001_1111 1111 1000 
%0000_0011_1100_0000 
%0000_0011_1100_0000 
%0000_0011_1100_0000 


%0000.0000_.0000_0000 
%0111 1000_0001_1110 
%0100_0000_0000_0010 
%0100_0000_.0000_0010 
%0100_0000_0000_0010 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000.0000_0000 
%0100.0000_0000_0010 
%0100_.0000_0000_0010 
%0100_0000_0000_0010 
%0111 1000_0001_1110 
%0000_0000_0000_0000 


8.8 

%1111_1111 1111 1111 
%1000_.0001_1000_0001 
%1000_0001_1000_0001 
%1000_0001_1000_0001 
%1000_1111_1111_0001 
%1000_1111_1111 0001 
%1000_1111_1111_0001 
%1111_1111 1111_1111 
%1111_1111_1111 1111 
%1000_1111 1111 0001 
%1000_1111_1111_0001 
%1000_1111_1111 0001 
%1000_0001_1000_0001 
1000_0001_1000_0001 
%1000_0001_1000_0001 
%1111_1111_1111_1111 


%0000_0000_.0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0011_ 1100_0011_1100 
%0010 0000_0000_0100 
%0010_0000_0000_0100 
%0010_0000_0000_0100 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000.0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0010 0000.0000_0100 
%0010_0000 0000_0100 
%0010_.0000.0000_0100 
%0011_1100 0011 1100 
%0000_.0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 


8.8 
%1111_1111 1111 1111 





dot 


| 
= amdF 人 rrF 


EE 


3 


(= 
= 


に 中 
で 


dc.w 
dc.b 


・end 


DC サン プル g]1 


4111_1111 1111 1111 
旨 100 0000_0000_0011 
和 旨 100 0000 0000_0011 
%1100_0000_0000 0011 
41100_0111 1110 0011 
100_0111 1110 0011 
%1100_0111_1110 0011 
100_0111 1110 0011 
100_0111 1110 0011 
%1100_0111 1110_0011 
%1100_0000_ 0000_0011 
100_0000_0000_0011 
41100_0000 0000_0011 
Al111_1111 1111 1111 
%1111 1111 1111 1111 


%0000_0000_ 0000 0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0001_1110_ 0111 1000 
%0001 0000_0000 1000 
%0001_0000_0000 1000 
%0001_.0000_0000 1000 
%0000_0000_0000_0000 
%0000_0000_0000_0000 
%0001_0000_0000 1000 
%0001.0000_0000 1000 
%0001_0000_0000_1000 
%0001_1110 0111 1000 
4%0000_0000_0000_0000 
%0000_.0000 0000 0000 
%0000_0000_0000 0000 


| 
$80 


テキ スト VRAM 転送 に よる スク ロー ル 


使用 方 法 


実行 する と 、 テ キス ト 画 面 の 一 部 が スク ロー ル し ます 。 


#$8A, DO * プ レー ン 0 スク ロー ル 


moveq 
move.b 
move. 1 
1ea 
1ea 
trap 


MOVeq 
move.b 
mOVe. 1 
1ea 
1ea 
trap 


dc.w 


・end 


#1010,D1 
#20480-128,D2 
$E05000-1-128, A1 
$E05000-1,.42 

#15 


#38A4, DO * プ レー ン 1 スク ロー ル 


#1010,D1 
#20480-128,D2 
$E25000-1-128, 41 
$E25000-1.42 
5 


$FF00 


タ 5Z 


IOCS サ ンプ ル 89 


2 


2 2 


putloop0 


putloopl 


gTdata 


まう ざ 


グラ フィ ッ ク デ モ 


使用 方 法 


実行 する と 、1IOC 


OCS$98、 
グラ フィ ッ ク 画 面 を 使用 し ます 


SCREEN で 元 に 戻り ます 。 


moveq 
mOVe. W 
trap 
moVeQq 
trap 


Clr.w 
mOVe. W 
clr.w 
1ea 


IOVeqd 
trap 


addi.w 
subi.w 


CmDi.W 
bcs 


clr.W 


OVe.W 
1ea 


moveq 
trap 


addi.w 
subi.w 


cmDi.w 
bcs 


dc.w 


に 
ご ご ご ご どど どど ご どど ご ご ど ご ご どど ご どど ミ 


#$10,.D0 
#10,D1 
#15 
#$90,D0 
#15 


DI 

#230.D2 

D3 
grdata(PC),A1 


#$98.D0 
#15 


#9,D1 
#3.D2 


#230,D1 
putloop0 


D1 


#180,D2 
grdata(PC), A1 


#$99,D0 
#15 


#9.D1 
#3,D2 


#230.D1 
putloop1 


$FF00 


16, 16,$FF 


$FF, $FF, $FF, $FF, $00.$00,.$00,$00 
$FF, $D5, $D5. $D5.$FF, $00,$00,300 
$FF. $D5, $D5, $D5, $D5, $FF, $00,.$00 
$SFF, $D5, $D5, $D5, $D5, $D5, $FF, $00 
$00, $FF, $D5, $D5, $D5, $D5, $D5, $FF 
$00.$00,$FF, $D5, $D5, $D5, $D5, $D5 
$FF, $D5, $D5, $D5, $D5, 
$00, SFF, $D5, $D5, $D5, 
$00, $00, $FF, $D5, $D5, 
$00,$00,.$00.$FF, $D5, 
$00, $FF, $FF, $FF, $FF 
$00.$FF, $D5, $D5, $D5, 
$00, $FF, $D5. $D5, $D5, 
$00, SFF, $D5, $D5, $D5, 
$00, SFF, $D5, $D5, $D5 
$00,$FF, $FF, $FF, $FF, $FF, $FF 


$00,$00,$00 
$00, $00, $00, 
$00,$00.$00 
$00,.$00,$00, 
$00, $00,$00, 
$00, $00, $00, 
$00, $00, $00, 
$00, $00, $00, 
$00, $00, $00, 
$00, $00, $00, 


$ 9 9 を 使っ た 表示 を 行い ます 。 


o 


* 画面 モー ド 設 定 


* IOCS$9 8 に よる 書き 込み 


* IOCS$9 9 に よる 書き 込み 





,$00, 
00, $00, 
,$00, 
,$00, 
, $00, 
,$00, 
, $FF, 
, $D5, 
, $D5, 
: $D5, 
, $D5, 
, $D5, 
,$D5, 
, $D5, 
D5, $D5, 


$00,.$00, $00.300,.$00, $00 
$00,.$00,$00,.300,$00,$00 


$00, 
$00, 
$FF, 
$FF, 
$FF, 
$FF, 
$D5, 
$D5, 
$D5, 
$D5, 
$D5, 
$D5, 
$D5, 
$FF, 


$00,$00,$00, 
$00,$00,$00 
$FF, $FF, $FF, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$D5, $D5, $D5, 
$FF, $FF, $FF 


$00,$00 
$00,.$00 
$FF, $FF 
$D5,$FF 
$D5, $FF 
$D5, $FF 
$D5, $FF 
$D5, $FF 
$D5, $FF 
$D5, $FF 
$D5, $FF 
$D5,$FF 
$D5, $FF 
$FF, $FF 


ー LCcLcc/7: 間 





ま 
* 
* グラ フィ ッ ク デ モ 
ネ 
* 使用 方 法 
* 実行 する と 、IOCS$9A、$9 B、$ 9C を 使っ た 表示 を 行い ます 。 
* グラ フィ ッ ク 画 面 を 使用 し ます 。 
* ま SCREEN で 元 に 戻り ます 。 
moveq  #$10,D0 * 画面 モー ド 設 定 
move.w #10,.D1 
trap #15 
moveq  #590,D0 
trap #15 
moveq #S19.D0 * フォ ント デー ター を 読み 出す 
move.] #C*65536+' 漢 ',D1 
1ea buffer(PC), A1 
trap #15 
moveq  #$95.D0 * カ ラー コー ド を 指定 
move.w #$FF,D1 
trap #15 
clr.w D1 
eipziW 
1ea buffer(PC), A1 
putloop0 
moveq  #$9A,DO * IOCS$9 A に よる 書き 込み 
trap #15 
addi.w #15,D1 
addq.w #4,D2 
cmpi.w #230,.D1 
bcs putloop0 
(we 縛 識 | 
move.w #$330,.D3 
putloop1 3 
moveq  #39B,DO * IOCS$9 B に よる 書き 込み 
trap #15 
addi.w #15,D1 
addq.w #4.D2 
cmDi.w #230,.D1 
bcs putloop1 
clr.w DI 
move.w #3.D3 
move.w #2.D4 
putloop2 
moveq #$9C,DO * IOCS$9 C に よる 書き 込み 
trap #15 
addi.w #30,D1 
addq.w #4,D2 
cWpi.w #200,.D1 
bcs putloop2 
dc.w $FF00 
buffer 
ds.w 2 
ds.b 72 
。 end 





タタ? の 





ea 


コ 


1oop 


ま ら 5 の 


IOCS サ ンプ ル g4 
ey 


IOCS$B0O 番 台 に よる グラ フィ ッ ク デ モ 


使用 方 法 
実行 する と 、IOCS$BO 
何 か キ ー を 押す と 終了 し ます 
moveq 的 10,D0 
moveq #4,D1 
trap #15 
moveq #390,D0 
trap #15 
moveq #S$B1.D0 
moveq #0,D1 
trap #15 
1ea circle(PC), A1 
moveq  #$BB, DO 
trap #15 
1ea paint(PC),A1 
moveq  #$BC, DO 
trap #15 
moveq  #$B1,D0 
moveq #1.D1 
trap #15 
1ea fi11(PC), A1 
moveq 的 BA, DO 
trap #15 
moveq  #$B1,D0 
moveq #2,.D1 
trap #15 
1ea box (PC),A1 
moveq  #$B9,D0 
trap #15 
1ea 1ine(PC),A1 
moveq #$B8,D0 
trap #15 
moveq #3$B1.D0 
moveq  #3.D1 
trap #15 
1ea symbol (PC), A1 
moveq  #SBD,DO 
trap #15 
clr.W DOx 
clr.Ww plx 
GESW 02Y 
clr.Ww p3y 
moveq #1.D0 
trap #15 
tst.1 DO 
bne return 
moveq  #S$B3.D0 
moveq #1,D1 
move.Ww pOx(PC),D2 
andi.w #511.D2 
clr.w D3 
trap #15 
moveq  #SB3,DO 
moveq  #2,.D1 
mowe.w plx(PC),D2 
andi.w #511.D2 
clr.w D3 
trap #15 
moveq  #SB3.D0 
moveq #4.D1 
move.w p2y(PC).D3 
andi.w #511.D3 


番台 を 使っ た デモ を 行い ます 。 


* 画面 初期 化 
* 512x512x4 枚 


* グラ フィ ッ ク 表 示 
* 0 ペー ジ を 指定 
* 円 を 描く 


* 円 を 塗り 潰す 


* 1 ペー ジ を 指定 


* 塗り 潰し ボッ クス を 描く 


* 2 ペー ジ を 指定 
* ボッ クス を 措 く 


* ライ ン を 描く 


* 3 ペー ジ を 指定 


* 文字 を 描く 


* 表示 位置 初期 デー ター 


* キー 入力 チェ ッ ク 


* 表示 位置 変更 











clr.w D2 


trap #15 
moveq  #S5B3.D0 
moveq  #8,.D1 


move.w p3y(PC),D3 
andi.w #511.D3 


GRc 加 D2 
trap #15 
addi.w #1.p0x * 表示 位置 移動 
subi.w #1,plx 
addi.w #1.p2y 
subi.w #1,p3y 
move.| #5000,D0 
wait 
subq.1 #,DO 
bne Wait 
bra 1oop 
return 
dc.w $FF00 
pOx 
ds.w 1 
plx 
ds.w 6 
p2y 
ds.w 1 
p3y 
ds.w 1 
line 
dc.w 256.0,256, 511, 11, %1110011010110011 
box 
dc.w 64.64, 448,448, 9. %1111000011110000 
fil1 
dc.w 128, 128, 384, 384, 7 
circle 
dc.w 256, 256, 128, 5, 0, 360, 256 
paint 
dc.w 256, 256, 5 
dc. 1 work0, work1 
Symbol 
dc.w 128, 256 
dc. 1 String 
dc.b 上 22 
dc.w 13 
dc.b 2,.0 
String 
dc.b "AABBC',0 
.even 
work0 
ds.b 256 
WOrk1 
. end 
EE IOCG サ ンプ ル 65 
* 
* 
3 スプ ライ ト デ モ 
* 
使用 方 法 
* 実行 する と 、 ス プラ ィ ト IOCS を 使っ た デモ を 行い ます 。 
* ネ 何 か キ ー を 押す と 終了 し ます 。 
moveq  #3510.D0 * 画面 モー ド 設 定 1 
moveq  #2.D1 * 256x256 表 示 
trap #15 
moveq  #5C0,.DO * スプ ライ ト 初 期 化 


タ 67 


1oop 


mainloop 


10 


12 


patdat 


62 


trap 


mOVeQq 
trap 


moveq 
mOVeq 
mOVedq 
1ea 
trap 


moVved 
1ea 


moOVed 
move. 1 
mOVeq 
moved 
NOVe. W 
trap 
addq. 
cmDi. 
bcs 


マッ ー 


MOV6. 
IOV6. 
TIOVG. 
IIOVG. 


moVed 
move. 1 
move. 1 
mOVedq 
trap 


add. 1 
cmpi.1 
bcc 
neg. 1 
add. 1 


cmpi.1 
bcs 

neg. 1 
add. 1 


add. 1 
cmpi.1 
bcc 
neg.1 
add. 1 


cmpi.1 
bcs 
neg. 1 
add. 1 


mmOVeq 
trap 
tats 1 
beq 


dc.w 


こう 
@ 


ら - 選 
に 人 
ーー 


#15 


#$C1.D0 * スプ ライ ト 画 面 表示 
#15 

#$C4, DO0 * PCG パ ター ン 定 義 
#0,D1 

#1.D2 


patdat(PC), A1 
#15 


#0,D7 * パレ ッ ト 定 義 
paldat(PC),40 


#$CF,. DO 
D7,D1 
#1.D2 
#0,D3 
(40)+. D3 
#15 
#1, D7 
#9,D7 
1oop 


#3.D6 * 初期 位置 設定 
# キ 4.D7 
#16,D2 
#16.D3 


#0,D1 * 表示 
#$100.D4 

#3.D5 

#$C6.D0 

#15 


D6,D2 * 座標 移動 
#16,D2 

10 

D6 

D6,D2 


#240,D2 
11 

D6 
D6,D2 


D7.D3 
#16.D3 
12 

D7 
D7,D3 


#240,D3 
13 
D7 


D7,D3 


#1. DO * キー 入力 チェ ッ ク 
#15 

DO 

mainloop 


$FF00 


$00000011 
$00011122 
$00122233 
$01223344 
$01233455 
$01234566 
$12345677 
$12345677 


$12345677 
$12345677 


paldat 


(< 
YK 
ーー テー ーー ムー 


こ 
の 


こ コ 
の 
ェ ーー ュー トー トー ルー トー トー ーー 


に 1 
2 29 て SS 16 
に 


$01234566 
$01233455 
$01223344 
$00122233 
$00011122 
$00000011 


$11000000 
$22111000 
$33222100 
$88332210 
$55833210 
$66543210 
$77684321 
$77654321 


$77654321 
$77654321 
$66543210 
$55433210 
$44332210 
$33222100 
$22111000 
$11000000 


%00000_00000_00000_0 
%00010_00001_00100_1 
00100_00010_01000_1 
%00110_00011_01100_1 
401000_00100_10000_1 
%01010_00101_10100 1 
%01100_00110i1000_1 
%01110_00111 11100 1 
旨 1111 11111_11111 1 


IOCS サ ンプ ル 66 
| も Ne 


バッ ク グ ラウ ンド 表示 


EE 


使用 方 法 


実行 する と 、 パ バッ ク グ ラウ ンド IOCS を 使用 し た 表示 を 行い ます 。 
SCREEN で 元 に 戻り ます 。 


mOVeq 
moveq 
trap 


TIOVeq 
trap 


mOVeq 
trap 


moveq 
moveq 
moveq 
1ea 
trap 


mmOVeq 
mOVeq 
move. 1 
trap 


moveq 
moveq 
moveq 
moveq 
trap 


dc.w 


#$10,D0 * 画面 モー ド 設 定 
#2,D1 * 256x256 表 示 
#15 

#$C0, DO * スプ ライ ト 初 期 化 
#15 

SR * スプ ライ ト 画 面 表 示 
15 

#$C4, DO * PCG パ ター ン 定 義 
#0,D1 

#0,D2 


patdat(PC), A1 
#15 


1 * BG テ キス トペ ー ジ を 0 の PCG で 埋め る 
0,D1 

#5100,D2 

#15 


#$CA, DO * BG 表 示 
#0.D1 

#0,.D2 

#1.D3 

#15 


$FF00 


タタ 6? 


patdat 


dc. 1 $F000000F 
dc. 1 $OF0000F0 
dc. 1 $00F00F00 
dc. 1 $000FF000 
dc. 1 $000FF000 
dc. 1 $00F00F00 
dc. 1 $OF0000F0 
dc. 1 $F000000F 
end 
IDCG サ ンプ ル 7 


| 


3 2 de 


トコ 


box 
fil1 


TeV 


テキ スト VRAM ラス ター コピ ー 


使用 方 法 


実行 する と 、 ラ スタ ー コ ピー を 使っ た スク ロー ル を 行い ます 。 
SCREEEN で 元 に 戻り ます 。 


moveq #S$D6,DO * テキ スト 画面 に ボッ クス を 描く 
1ea box (PC), 』1 
trap #15 
moveq  #S$D7,DO * テキ スト 画面 に 塗り 潰し ボッ クス を 描く 
1ea fill(PC),A1 
trap #15 
moveq  #S$D8.D0 * テキ スト 画面 を 反転 する 
1ea rev(PC), A1 
trap #15 
moveq  #$DF,DO * コ ピー 
move.1 #O*256+32.D1 
move.1 #0O*256+32,D2 
move.1 #%11.D3 
trap #15 
dc. w $FF00 
dc.W 0,.128,64,640, 256,%i111000011110000 
dc.w 0,256,128, 384,128,%100110011001100 
dc.w 0, 384,0,192, 512 
. end 
IDOCSG サ ンプ ル 8B 


| Nr 全 人 


3 


っ コ 


6 


OPMDRV に よる 演奏 


使用 方 法 
実行 する と 、OPMDRV に よっ て 拡張 され る IOCS を 使用 し た 
帝 奏 を 行い ます 。 
moveq #SF0.D0 * 初期 化 
moveq #0,D1 
trap #15 
moveq  #SF0,DO * ト ラック バッ ファ の 確保 
moveq #1,.D1 
move.1 #1*65536+10000,D2 
trap #15 
moveq  #S$F0,DO * 演奏 デー ター セッ ト 
moveq  #6,.D1 
moveq #1.D2 
1ea music(PC),A1 
trap #15 








moveq  #$F0,.D0 


moOveq  #8.D1 
mmOVed  #1.D2 
trap #15 
1oop 
moveq  #SFO,DO 
moveq  #9,.D1 
moveq #.D2 
trap #5 
tsL1 .D0 
bne 1oop 
dc.w $FF00 
muSic 


dc.b .V1505D+8C+804F+405P+8R8F+8R8' 
dc.b ・D+8C+804F+405F+8R8F+8R8 
dc.b _D+8C+804F+405F+404D+405F+404C405F8R8F8R8'.0 


・6nd 


IOCG サ ンプ ル g9 
と きつ SS 


ま 
* 
* 人 40Y に よる マウ スマ ーー アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク 
* 
* 使用 方 法 
* 実行 する と 、 アナ ログ ジョ イス ティ ッ ク で マウ ス 入力 が で きる よう に な り ま す 。 
* 5 リク ジョ イス ティ ッ ク は ポー ト 1 に セッ ト し て くだ さい 、 
* も う 一 度 実行 する と も と に 戻り ます 。 
portadd equ $E94001 
Teqadd equ $E9A005 
reqbit equ 4 
bra next 
check 
dc.b 7 が ョ 9! 
trueadd 
ds. 1 1 
next 
movea.] (40),A1 
adda.] #5100+2.41 
]ea check(PC), 42 
moveq #10-1.D0 
1oop0 
cmpm.b (A1)+, (42)+ 
bne progset 
dbf DO0, 1oop0 
bra Temove 
progset 
moveq #384.D0 * 処理 先 を 変更 する 
1ea $934, 41 
trap #15 
moOve. 1 DO, (trueadd) 
moveq  #$88,.D0 
move.1 #jintadd, D1 
ea $934, A1 
trap #15 
moweq  #SF2.D0 * アナ ログ モー ド 
moveq 前 ,D1 
moveqd #1.D2 
trap #15 
clr.W -(SP) 
move.1 #1000,-(SP) 
dc.w $FF31 


タ 6 ど 


TemOVe 


intadd 


line0 


1inel 


eTTOT 
returi 


center 


line2 


1ine3 


buffer 


66 


* 切り 放し 


movea.1 (40).A1 


adda. 1 
move. 1 
dc.w 

addq. 1 


adda. 1 
move. 1 
1ea 
mOVed 
trap 


dc.w 


movem. 1 
movea. 1 


1ea 
moVed 
mOVed 
trap 
上 S 代 状 
bmi 


HeD 
btst.b 
bne 
bset.1 


btst.b 
bne 
bset 


move.b 


mmOVe. W 
subi.w 
bsr 

move.b 


mOVe.W 
subi.w 
bsr 

move.b 


mOVem. 1 


move. 1 
rts 


asT.b 
tst.b 
bmi 
Subq.b 
bpl 
clr.b 
bra 


addq.b 
bmi 
CTyD 


TtS 


ds.b 


.end 


#10.A1 
A1,-(SP) 
$FF49 
#4.SP 


#SFC, AI 
(A1),D1 
$934.A1 
#$88.D0 
#15 


$PF00 


* デー ター を すり 替え 
DO0-D1/A0/A1,-(SP) 
Al,A0 


buffer(PC),A1 
#SF2,D0 

#0,D1 

#15 

DO 

erTOT 


DO 
#3.8(A1) 
1ine0 
#0, DO 


#2,8(A1) 
1inel 
#1,D0 


DO, (40)+ 


2(A1),D0 
#128,.D0 
center 

DO, (40)+ 


(A1).D0 
#128,D0 
center 
D0, (A0)+ 


(SP)+, D0-D1/A0/A1 
trueadd(PC),-(SP) 


* あそび を 持た せる 

#3,.D0 
DO 

1ine2 
#3.D0 
1ine3 
DO 

line3 


#3,. DO 


1ine3 
DO 


10 











HumanB8k どら ディ スク マッ プ IM 川 


Haman68k の 2HD デ ィ ス ク は 1 セクタ 1024 バ イト , 

山 N ブ ラッ ンク 00 セン タコ (サン ェ ミス 0681)。 だ な る で 
いま す . セク タ の 順番 は トラ ッ ク 0 サーフ ェ ス 0 
の セク タ 1 が 先頭 で 0 番 モ クタ , 以降 は セク タ 8 
が 7 番 セ クタ , 同じ トラ ッ ク の サー フェ ス 1 の セ 
クタ が 8 番 か ら 15 番 セクタ, トラ ッ ク 1 サ ー フ ェ 
2 0SC の DS ラン 0 グ 2 の 06 守 に セン 2 ン 2 と のり 1 すこ 


る セク 夕 番号 

0 IPL プロ グラ ム が 書き 込ま れ て いる 
1 一 2 第 1F AT 

9 な っ 人 第 2FAT ( 未 使用 ) 

5 一 $A ルー タイ レグ トリ 

$B 一 デー ター エリ ア 


@ IPL プロ グラ ム 

$2000 番 地 に ロー ド さ れ て 実行 され ます . 標準 の 
IPL は 実行 され る と 「HUMAN. SYS」 を ロー ド し て 起 
動 し ます . 

@ 第 1 FAT 

22923E102 の 22 ンダ 8 三 SE り 2 のど で に 書き 込ま れ 
IANOS0x5 語 Sc の の 5 ニー の つつ な がり を 示し 
ま 9 玩 二 ク ー テ リア の 1 セク に つき 1 つの TWAT 
が 対応 し て いて , FAT の 値 に よっ て 対応 し た セク タ 
の 内 容 が 分 か り ま す . 

FAT は 次 の よう に 並ん で いま す . 先頭 の 2 つ 分 は 
シス テム に よっ て 値 が 決め られ て いま す . 3 つ 目 
の FAT が デー ター エリ ア の 最初 の セク タ に 対応 し て 
MS(GER97 8 
FAT の 並び 方 

3 バイ ト で 2 つの EAT を 表 電 くい ます BAU は 
先頭 の 2 つ を 含め て 順に 0 か ら の 番号 が つい て い 
9 

+0 +1 +2 +3 +4 15 +6 +7 

F9 FF FF 03 40 00 FE OF 

先頭 2 つ 22 32 33 44 54 FAT ナン バー 
ML LH HM ML LH 16 進 数 の 場合 の 


位 (High- 
Middle-Low ) 
\ 

FAT 2 = $003 

FAT 3 = $004 


6 ざ 


FAT 4 = $FFF と な り ま す , 

FAT の 値 の 意味 

$000 未 使 用 セク タ 

$002 一 $FF6 次 の FAT ナン バー (FAT は 
先頭 の 2 つ を 含め て 順に 0 から 
の 番号 が つい て いる ) 

$FF7 使用 不能 セク タ 

$FFF デー タプ ブロ ッ ク の 終わ り 


@ ぁ ルー トディ レク トリ 

どの よう な ファ イル が 書き 込ま れ て いる か を 示 

まま 49 語 1 つの 2 あの (40 タク 3 ド NUIG2 が KU 

ー ム ネー ム も る も 含む) に つき 32 バ パイ ト が 割り 当て ら 

れ , 次 の よう な 構成 に な っ て いま す . 

+0.b - +7.b ファ イル 名 
先頭 が 0 の 場合 は ディ 
レク トリ の 終わ り を 示 
ま 
先頭 が $E5 の 場合 は デリ 
古き 0 だ 2 が 2 の る 
示す ($E5 で 始ま る ファ 
イル は 5 と な る ) 
余っ だ 部 分 に は $20 が セ 
ッ ト さ れる 

+8.b - +$A.D 抜 張子 
余っ た 部 分 に は $20 が セ 
ッ NR さ 胡 る 

+$B.b 属性 


bit 
bit ディ レク トリ 名 
bit 5 通常 の ファ イル 
bit 3 か ら bit 5 は それ ら の うち どれ か 
- 三 OS0HG が 3 の 
+$C.b 一 +$15.bD ファ イル 名 の 残り 
祭っ だ 部 分 に は $20 が セ 
ッ ト さ れる 


0 
1 

DE 2 凍 ジ パカ ベ 
3 ボリ ュー ムネ ー ム 
4 


+$16.w 時 刻 
bit15 一 bit 11 時 





bit10 一 bit 5 分 

bit4 一 bit 0 秒 x2 
+$18.w 日 付 

bit15 一 bit 9 年 

bit8 一 bit 5 月 

bit4 一 bit 0 日 


+$1A.w 最初 の FAT ナン バー 
+$1C. 1 ファ イル サイ ズ 





※ な お , ワー ド , ロン グ ワ ー ド の パラ メー ター 
は 上 位 と 下位 が 8 ビッ ト 単 位 で 逆 に 並ん で いる 





@ サ ブ デ ィ レ クト リ 
サ プ デ ィ レ クト リ は デー ター エリ ア に 置か れ 
構成 は ルー トディ レク トリ と 同じ で す . 


/ ロ ポー ト ア ドレ ス 人 | 川 作 串 串 川 人 串 件 作 





「W」 は 書き 込み 専用 ポー ト , 「R」 は 読み 出し 専用 ポ 
ー ト , 無印 は 読み 書き ポー ト 


グラフィック VHAM 
$C00000 一 $C7FFFFR グラ フィ ッ ク VRAM 
(512 メ 512 ド ッ ト 65536 色 1 画 


面 モ ー ド 時 ) 
$C00000 一 $CFFFFF (512X512 ド ッ ト 256 色 2 画面 
モー ド 時 ) 
$C00000 一 $DFFFFF (512X512 ド ッ ト 16 色 4 画面 モ 
ー ド 時 ) 
$C00000 一 $DFFFFF (1024X1024 ド ッ ト 16 色 1 画面 
モー ド 時 ) 


1 ワード が 1 ドッ ト に 対応 する 


ょ テキ スト VHAM 
$E00000 一 $E7FFFF テキ スト VRAM 





テ CHTO 

$E80000.w W 水平 トー タル 

$E80002.w W 水平 同期 終了 位置 

$E80004.w W 水平 表示 開始 位置 
$E80006.w W 水平 表示 終了 位置 

$E80008.w W 垂直 トー タル 

$E8000A.w W 垂直 同期 終了 位置 
$E8000C.w W 垂直 表示 開始 位置 
$SE8000E.w W 垂直 表示 終了 位置 
$E80010.w W 外部 同期 水平 テア ジャ スト 
$E80012.w W ラス ター 割り 込み 位置 
$E80014.w W テキ スト 画面 X 方 向 表 示 位 置 
$E80016.w W テキ スト 画面 Y 方 向 表 示 位 置 
$E80018.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 0 


X 方 向 表 示 位 置 
$E8001A.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 0 
Y 方向 表示 位置 


$E8001C.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 1 
方 向 表 示 位置 

$E8001E.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 1 
Y 方 向 表 示 位 置 

$E80020.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 2 
方 向 表 示 位置 

$E80022.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 2 
Y 方 向 表 示 位置 

$E80024.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 3 
え 方 向 表 示 位 置 

$E80026.w W グラ フィ ッ ク 画 面 ス クリ ー ン 3 
Y 方 向 表 示 位 置 

$E80028.w グラ フィ ッ ク VRAM メ モリ モー ド , 
表示 モー ド 

$E8002A.w テキ スト アク セス モー ド , グラ 
フィ ッ ク 高 速 ク リア プレ ー ン セ 
レク ト 

$E8002C.w W ソー ス 科 ディ ステ ィ ネ ーション 
2 人 多 。 

$E8002E.w W テキ スト ビッ トマ スク レジ スタ 

$SE80480.w CRTC 動 作 設定 


グラ フィ ッ ク パ レッ ト 


$E82000.w グラ フィ ッ ク フ マレ ッ ト 0 
$E8201E.w グラ フィ ッ ク ノ マレット 15 
$E82020.w グラ フィ ッ ク フ パレ ッ ト 16 
$E821FE.w グラ フィ ッ ク フ マレット 255 


タ 69 


テキ スト 品 ス プラ イト パレ ッ ト 


$E82200.w テキ スト フレット 0 (スプ ライ 
ト 2 パ レッ トド デ ロ ッ ク 0 パシ レット 
| トー の 
WE8221E.w テキ スト パレ ッ ト 15 (スプ ライ 
トマ レッ トブ ロッ ク 0 フ パ レッ ト 
コー ド 15) 
WE82220.w スプ ' ラ イト ペレット ブロック 1 
シッ トド 0 
$E8223E.w スプ ライ トペ ビレット ブロ ッ ク 1 
ポラ タダ トド コー ド 15 
WE823EO.w スプ ライ トペ レッ トブ ロッ ク 15 
AL の ドー コー ドド 0 
| ※ 
$B823FE.w スプ ラテ ライ トペ レッ ト プ ブロック 15 


パレット コ ー ド 15 


| ンク ドン | 3 ロ に oe 


$E82400.w グラ フィ ッ ク VRAM メ モリ モー ド 
| $E82500.w プラ イオ リティ ー 設 定 
| $E82600.w 特殊 モー ド 設 定 
g DMAO 
チャ ン ネ ル 0 
$E84000.b チャ ン ネ ルス テー タス レジ スタ 
$E84001.b R チャ ン ネ ル エ ラー レジ スタ 
$E84004.b ラプ タバ イズ コン トロ ー ル レジ ダグ 
$E84005.b の SS レー ネ シク ヨン ロー シン ドロ ロータ レン 
ジン スジ 
$E84006.b ンー クン 人 ドロー クウ 
$E84007.b チャ ン ネ ルコ ント ロー ルレ ジス 
レン 
$E8400A.w メモ リ 転 送 カ ウン タ 
$E8400C. 1 メモ リア ドレ スズ レジ スタ 
$E84014.1 デン パパ イズ アド レダ レジ スク 
$E8401A.w ベー ス 転 送 カ ウン タ 
$E8401C. 1 ッ ペ ーー ッ 7 ドク ベー ンジ スグ 
$E84025.b ジャーc22 ウ スー ング タン トペ クダ 
$E84027.b 9 ラー ンク グン ト る NZ 
$E84029.b 2 リド フッ ジン ショ ジン コー 
Z の 


、 < mp ーー 2 








$E8402D. 


$E84031. 
$E84039. 


$E840FF. 


b 


b 
b 


チャ ン ネ ルプ ライ オリ ティ ー レ 
ジス タ 
テン パイ スグ デア ング ショ ジコ ロード 


5 スプ テン クシ ョ ン ロ テ ギド 


チャ ン ネ ル 1 は チャ ン ネ ル 0 の アド レス 


十 $40 





十 $80 


チャ ン ネ ル 2 は チャ ン ネ ル 0 の アド レス 


チャ ン ネ ル 3 は チャ ン ネ ル 0 の アド レス 


十 $CO 
b 


ジェ ネジ アル ラッ シト 四 と 光 ビ ジス 
の 


> スー バー バイ ザー ドア ピピ め に 


$E86001. 


MFP 


$E88001. 
$E88003. 
$E88005. 


b W 


bR 
b W 
b W 


$E88007.b 
$E88009.b 
$E8800B.b 


$E8800D. 


$E8800F. 


$E88011. 


$E88013. 


$E88015. 


$E88017. 
$E88019. 


$B8801B 


$E8801D. 


$E8801F. 
$E88021. 
$E88023. 
$E88025. 


GIIS で 。 


の 9 年 本 


スー パー バイ ザー エリ ア 設 定 


GPUP テウ クー ンジ ズ ダ 

ソン フイ の マレ ジス ウタ 
デー ター ディ レク ショ ン レ ジ ズ 
2 


割り 込み イネ ー ブ ル レジ スタ A 
割り 込み イネ ー ブ ル レジ スタ B 
割り 込み ペン ディ ング レジ スタ 


憶 
ご 
区 
ポ 
め 

SU 
に 

マ 
さき 
ta 
N 

1 
Y 


割り 込み イン サー ビス レジ スタ 
A 

割り 込み イン サー ビス レジ スタ 
B 

割り 込み マス クレ ジス タム A 
割り 込み マス クレ ジス タ B 
ング 人 かう 2 し ムジ ン シン バン 

タイ マーA コ ント ロー ルレ ジス 
タ 

タイ マーB コ ント ロー ルレ ジス 
ジ / 

タイ マーC 乏 D コ ント ロー ルレ 
ジン バ グ 

2 の コー ンー ニュ ビ ルッ ンク 
グン (マー ジー レベ ポッ ズ スジ 
2 人 スパー フワ ーー クー レト 25 ペ ジン 
シン セン 





$E88027.b W 
SE88029.b W 
$E8802B.b 
$E8802D.b 
$E8802F.b 


ま 曲 T 〇 


$E84001.b 


$E8A003.b 


$E8A005.b 


$SE84007.b 


$E84009.b 


$E8A00B.b 


$E8A00D.b 


$E8A00F.b 


$E8A011.b 


$E8A013.b 
$E8A015.b 


$E84017.b 
$E84019.b 
$E8A01B.b 
$E8A01D.b W 
$E8AO1F.b W 


プリ ンタ ポー ト 


$E8C001.b W 
$E8C003.b W 
$E8C005.b R 


シス テム ポー ト 


$ESE001.b 
$E8E003.b 
$E8E005.b W 
$E8E007.b 


$E8E00D.b W 


同期 キャ ラク タレ ジス タ 
USART コ ント ロー ルレ ジス タ 
受信 ステ ー タ スレ ジス タ 
送信 ステ ー タ スレ ジス タ 
USART デ ー タ ー レ ジス タ 


1 秒 カ ウン タ ・CLKOUT モ レク ト 
10 秒 カウ ンタ ・ ア ジャ スト 

1 分 カウ ンタ ・ ア ラー ム 1 分 レ 
ジス タ 

10 分 カウ ンタ ・ ア ラー ム 10 分 レ 
ジン シス 

1 時 間 カ ウン タ ・ ア ラー ム 1 時 
間 レ ジス タ 

10 時 間 カ ウン タ ・ ア ラー ム 10 時 
問 レ ジス タ 

曜日 カウ ンタ ・ ア ラー ム 曜 日 レ 
こと タン キン 2 

1 日 カウ シタ ー デ ラー ム 1 引 泊 
ジグ 

10 昌 カウ ンタ *・ ア フー ム 10H 了 ア 
ジス タ 

引 月 衝 有 ンダ 

10 月 カウ ンタ ・12 時 間 , 24 時 間 
セレ クト 

1 年 カウ ンタ ・ 関 年 カウ ンタ 
10 年 カウ ンタ 

モー ドル レジスタ 

テス トレ ジス タ 


リモ キッド ピン ドー ラー 


一 多 符 天王 ト 
スト ロー デブ 


ビジ ー 


コン トラ スト 

ま V コ ント ロー ル 

画像 入力 コン トロ ー ル 

LED 点 灯 ・NMI ク リア ・ キ ー コ ン 
トロ ー ル 

SRAM 書 き 込 み 許可 


$ESEOOF.b W 


FM 音源 
$E90001.b W 
$E90003.b 


ADPOM 
$E92001.b 
$E92003.b 
$E9A005.b W 


ぁ F 上 D 
$E94001.b R 
$E94003.b 
$E94005.b 


$E94007.b W 


ハー ド デ ィ スク 


$E96001.b 
$E96003.b 
$E96005.b W 
$E96007.b W 


p GO 
$E98001.b 
$E98003.b 
$E98005.b 
$E98007.b 


2 パワ ウー オ フラ コン トロ ー ル 


レジ スタ ナン バー 


デー タ 


テー タタ ズ ネコ マン 

デー タレ ジス タ 

出力 モー ド , 周波 数 切り 替え レ 
ジジ パタ 


2 売 テ グズ 到 輝 スタ 

ワ フォ ラク ウタ ダ ズ タ 

ドラ イブ プス テー タス ・ ド ライ ブ 
コン トロ ー ル 


7 の モス ドラ イ ブ セ ラグ 中 


デー タ 
ステ ー タ ス ・ セ レク トリ モ セット 
コン トロ ー ラ ー ボ ポー ドリ セッ ト 
セレ クト セッ ト 


コマ ンド ポー ト B 
デー ター ポー ト B 
コマ ンド ポー ト A 
デー ター ポー ト 4A 


ジョ イス ティ ッ ク 


$E9A001.b R 
$E9A003.b R 


ぁ 巳 ら 55 
$E9A007.b W 


ジョ イス ティ ッ ク 0 
ジョ イス ティ ッ ク グ 1 


8255 コ ント ロー ル ワ ー ド レジ ス 
レ 2 
ボー ト A は $E9A001.b 
ボート B は $E94003.b 
ボ ポート C は $E9A005.b 


タ Z7 


記 





叉 所 思 示 攻 回 回 志和 回 。 ダ り シタ ー $EB0804.w BG1 座標 
$E9C001.b 割り 込み ステ ー タ ス , 割り 込み マ $EBO806.w BG1 Y 護 標 

スク $EBO808.w BG コ ント ロー ルレ ジス タ 
$E9C003.b W 割り 込み ベク タ $EB080A.w 水平 キー タル 

$EBO80C.w 水平 表示 

スプ ライ ト $EBO80E.w 垂直 表示 
$EB0000.w スプ ライ ト 0 叉 座標 $EBO810.w 解像度 
$EB0002.w スプ ライ ト 0 YY 座標 
$EB0004.w スプ ライ ト 0 コン トロ ー ル レジ $EB8000 一 $EB807F PCCO フォ ント 

スタ ※ 
$EB0006.w ズブ プラ 催 ほ 03 プライ ボリ デ ィ ー $EBBF80 一 $EBBFFF PCG127 フ ォ ン ト 
$EBO3F8.w スプ ライ ト 127 双 座 標 $EBC000 一 $EBDFFF BC テキ スト 0 
$EBO3FA.w スプ ライ ト 127 Y 座 標 $EBE000 一 $EBFFFF BC テキ スト 1 
WEBO3FC.w スプ ライ ト 127 コン トロ ー ル レ 

ジ ネ タ 
$EBO3FE.w スプ ライ ト 127 プラ イオ リティ ー 
$EBO0800.w BGO 双 座 標 
$EBO802.w BGO Y 護 標 
=]B 語 / 価 昨 用 用 有 用 有 用 用 用 有 用 用 用 川 川 用 有 用 用 有 有川 川中 用 


RS232C か ら 入 力 さ れる 文字 列 デ ー タ を バッ ファ 
に 保存 する プロ グラ ム で す . バッ ク グ ラウ ンド 機 
能 を 利用 し て いる の で , 他 の プロ グラ ム と 平行 動 
傘 じ まず 。 

実際 に ダグ ダウンロ ー ド し て いる 文字 列 は 表示 され 
ませ ん が , 現在 まで に 受信 し た 行 数 , バッ ファ の 
使用 割合 , ABD CORE の ステ ー タ ス 等 を 画面 左上 に 
表示 し ます . 


[使用 法 ] 
ABD < 送信 文字 列 >-B<size>-L<area>-V<area>-S-C 
-F-R 
< 送信 文字 列 >: RS232C に その まま 出力 され ます . 
未 尾 に 改行 コー ド は 付加 し ませ ん . 必要 な 場合 は , 
ESCM を 使用 し て くだ さい . 
まま (088 ダグ タルク 字 ド で 囲 究 こと で デリ ミタ を 
含む 文字 も 指定 で きま す が , 先頭 が " プ " あ る い は 
"の 文字 列 は 正しく 出力 され ませ ん . 
=BSs12e>: ズ ウ ン シン ロー ドイ バッ ツア の か 
イズ を 指定 し ます . 
単位 は KB.32 一 255 の 範囲 で 


Z2 


旧 定 し ます . 

デフ ォ ル ト は 64KB 
-L<area> : 指定 し た 範囲 の ダグ ダウンロー 

ド バ ッ ファ の 内 容 を 表示 し 


ます . 
ex. -L2-10 2 行 目 か ら 10 行 

目 ま で 

-L-20 ... 先頭 か ら 20 行 目 
まま 2 で 

-L50- ... 50 行 目 以降 

-L24 …・ 24 行 目 の み 

上 ぎー 垂 行 


バッ ファ の 内 容 を ファ イル に 落と す 場 合 は リ ダ 
イレ クト を 利用 し ます . 
-V<area> : 指定 し た 範囲 の ダウ ン ロ ー 
ド バ ッ ファ の 内 容 を 行 番号 付き で 表示 し ます . 
-S ・ ダウ ン ロ ー ド を 一 時 停止 し 
ま : ず 。 
ター ミナ ル 等 を 利用 する 場合 . RS232C の 入力 を 
奪い あう の で , あら か じ め こ の オプ ショ ン で ダウ 
ン ロ ー ド を 停 正 し で ぐさ ゆい 、 





ま 








: ダウ ン ロ ー ド を 再開 し ます . 2 を 実行 する た め に は 以下 
と の デ プ アッ 半生 こ こ 
_F ・ > ー ド バッ ファ を フ 
ダグ ダウンロー ド バ ッ ファ の 条件 が 必要 で す . 
ラッ シュ し 表 維 。 


SOSee 支 0S は Human2. 0x 
ダウ ン ロ ー ド が 停止 され て バッ クア ラッ ンド 村 生生 PE ラッ ナル 
いた 場合 , 再開 し ます . 


コモ ン エ リア 等 を 使用 し て いる た め , Human1.0 









- ・ ッ ド 9 る 

P ABD CORE の ス レ が を サ x で は 動作 し ませ ん . バー ジュ ン が 適当 で な い 場 
0 ソサ スン ず 舌 府 し ま 合 , メッ セー ジ を 表示 し て アボ ポ ボート し ます . 
す . 


支 CONFIG. SYS で "COMMON テ 1" 以上 の 設定 を 行っ て 
いる . 
設定 し て いな い 場 合 , -L, -V で ハン グ ア ッ プ " し ま 






ABD が 必要 な い 場 合 ,. サ スペ ンド し て お いた 方 が 
フォ アグ ラウ ンド が 軽く な り ま す . 
















-R : プロ グラ ム を スレ ッ ド か ら + 
で 7 手 拉 放 誠 ま 。 支 CONFIG. SYS で "PROCESS= ニ "の 設定 を 行っ て いる 
『 守 行 ファ イル 作成 設定 し て いな い 場 合 ., メッ セー ジ を 表示 し て ア 
AS ABD 江間 や 呈す 
ea 2) この プロ グラ ム は , ダウ ン ロ ー ド し た 文字 
和 0 列 を 行 単位 で 扱い ます . 行 の 終端 は LF で 判断 し 
LK ABDP 






て いま す の で , 行 未 コー ド が CR 十 LF 無 手順 デー 
タ 以 外 の 受信 に は プロ グラ ム の 変更 が 必要 で す . 






BIND ABD ABDP 






| ABD.8 用 ll 用 用 川 川 


ネ 
ネ Automatic Background Downloader Verl.00 
* ま (Human2.0x Only) 
を Created 1989 by MYoshizawa 
* 
* モジ ュー ル #0 "ABD.X"( メ イン モジ ュー ル ) 
* 
include macro.h 
FEFUNC macro number 
dc.b $FE 
dc.b number 
eIdm 
.text 
Start: 


1ea $10(40), 40 * メモ リ 管 理 ポ イン タ +$10 
move.1 AO,PSP_plus 10 
move.1 42,cmdline 


FNC $30 * Vernum 
cmB.W  #32 00.D0 ま Human2.0x? 
bcs Ver_err *# それ 以下 な ら ば ver_err へ 


move.1 #BOTTOM-start+$F0,-(SP) * 自分 に 必要 最小 限 の メモ リ 
move.] PSP_plus 10,-(SP) * 現在 の PsP 

FNC $44 * setblock 

addq.] #8,SP 


タ Z? 





hame_loopl : 


Iame_loop2: 


mOve. 1 
1ea 
1ea 
1ea 
move. W 


move.b 
dbeq 


subq. 1 
1ea 
mOVe. W 


move.b 
dbeq 


pea 
pea 
WOVe. W 
FNC 
1ea 
std 
bmi 


(5 電 ( 
move. 1 
pea 
move. w 
FNC 
1ea 
tst.1 
bmi 


tst.W 
bpl 


and. 1 
1sl,1 
1s1.1 
move. 1 


move. 1 
mmOVe.W 
FNC 
addq. 1 
も st.1 
bmi 


moVe. 1 


move. 1 
pea 
pea 
MOVe. W 
pea 
Dea 
moVe. W 
pea 
FNC 
ea 
tst.1 
bmi 


moOVe. 
mOV6. 
mOVe 
moVe. 
FNC 
1ea 
moOve.1 
move.b 
mOve.b 
clr.b 


ョ = モッ ーー ーー 


pea 
FNC 
addq. 1 


Clr.w 
mOve. 1 
FNC 


PSP_plus_10,40 
-$10(40), 40 
$80(A0),A1 
name0, 2 
#64+2-1, DO 


(41)+, (A2)+ 
DO0,name_loop1 


#1, A2 
$C4(A0).A1 
#64-1, DO 


(41)+, (42)+ 
DO0, name_loop2 


IaWe 

name0 

#5, -(SP) 
$4B 
10(SP), SP 
DO 
module_err 


-(SP) 
cmdline, -(SP) 
name0 

D0, -(SP) 

$4B 

14 (SP), SP 

DO “ 
module_err 


DO 
meiBb 


#$FF, DO 
#8,. DO 
#2.D0 
DO,memlen 


DO0. -(SP) 
#2, -(SP) 
$7D 

#6, SP 

DO 
alloc_err 


DO,memptr 


#1, -(SP) 
buff 
main 

SR, -(SP) 
_SSP 
_USP 

#8, -(SP) 
bpname 
$F8 
$1C(SP), SP 
DO 

illegal 


#3, -(SP) 
memlen, -(SP) 
memptr, -(SP) 
D0, -(SP) 

$7EF 
14(SP), SP 
DO0.A0 

#13, (A0)+ 
#10, (A0)+ 
(40) 


keep_mSg 
$09 
#4, SP 


-(SP) 


* 
* 
* check 
* 


2 


っ 、 コ 


ドコ ドコ 


3 


2 


2 


* オー バレ イ X フ ァイル 名 を 再 構成 


モジ ュー ル の 名 前 "ABDP.X" 
オー バレ イメ ファ イル の 名 前 


eXeC 


現在 の 環境 を 引き 継ぐ 

前 補導 オ トメ 

オー バレ イ X フ ァイル 名 
モジ ュー ル # 1 を LOAD&EXEC 
eXeC 


エラ ー タ 7? 
な ら ば module_err へ 


非常 駐 終了 ? 


バッ ファ の 大 き さ 
KB 単位 に 直す 


メモ リ の 上 方 向 か ら 
malloc2 
ダウ ン ロ ー ド バッ ファ を 確保 


no sleep 
message buffer 
entry 

SR 


3 


1evel 


コ 


newthread 


3 


エラ ー タ 
な ら ば illegal へ 


3 


len 
alllen 
memptr 
thread # 
suballoc 


3 2 3 2 ae 2 
くう 
ヒー 


3 
で 
に 1 
ご 
ー 


#BOTTOM-start, -(SP) 


$31 


* keepDr 


Ver_erT: 


module_err: 


alloc_err: 


illegal : 


prTint_exit: 


ー eXit: 


IamG: 


keeD_mSg: 


VeT_6TT_mSg: 


mOdule_eTT_mWSg: 


alloc_err_mSg: 


illegal_msg: 


PSP_plus_10: 
cmd1line: 


name0 : 


# 文太 文 


main: 


main_loop: 


down: 


pea VeT_eTT_mSg 
bra print_exit 

pea module_err_mSsg 

bra print_ exit 

pea alloc_err_msg 

bra print_exit 

pea illegal_msg 

FNC $09 ま print 
addq.1 #4,.SP 

FNC $00 * exit 
-data 


dc.b 「ABDP.X.0 


dc.b  「ABD CORE が 常駐 し まし た 「,13,10 

dc.b 0 

dc.b "Human の バー ジョ ン が 違い ます 。「, 13,10 
dc.b 0 


dc.b - モ ジュ ー ル "ABDP.X" が みつ か り ま せん 。「,13.10 
dc.b 0 


dc.b 必要 な だ け の メモ リ を 確保 で きま せん で し た 。「,13,10 
b 0 


dc.b "スレ ッ ド を 作成 で きま せん で し た 。「, 13,10 
0 


-bss 

・eVen 

ds. 1 1 
ds. 1 1 
ds.b 128 


以下 は 新しい スレ ッ ド に よっ て 動作 文太 娘 
text 


clr.1 line_counter * ポイ ンタ 、 フ ラグ の 初期 化 
move.Ww #TRUE,down_flag 

move.1 ##ine_buffer,bufptr 

clr.1 line_length 

WOve.1 memptr,now_ptr 


bra disp_stat 

FNC $FF * juggle 

tst.w buff+10 * ま メッ セー ジ は 届い て いる か ? 

bp1 meSSage * 届い て いれ ば massage へ . 

tst.w downflag * ダウ ン ロ ー ド 中 ? 

beq main loop * 。 で な けれ ば main_loop へ 導い ) 

beq disp_stat * 。 で な けれ ば disp_stat へ (表示 が 消え な い ) 
* 人 ト お 好み の 方 を どう ぞ 

10CS $33 * ISNS232C (10CS) 

tst.1 DO * 受信 デー タ あ り ? 

beq main_loop * な いな ら main_loop へ (処理 が 軽い ) 

beq disp_stat * な いな ら disp_stat へ (表示 が 消え な い ) 
* 人 お 好み の 方 を どう ぞ 

10CS $32 * INP232C (IO0CS) 

move.] bufptr,A0 

move.b DO,(A0)+ * ま 1 文字 バッ ファ へ 


move.1 AO,bufptr 
addq.1 #1.1ine_length 
cmp.b  #$04,.DO *LF ? 


タ Z ぢ 


cOpY_loop: 


disp_stat: 


disp_statl: 


disp_stat2: 


GSS8g6: 


init 





bne main_loop 


move.] line_length, DO 
addq.1 #1.DO 

move.1 DO,-(SP) 

FNC $48 * malloc 
addq.1 #4ISP 

ts 科 0 * エ 
bmi down_stop を 


9Y Ni 


ー タ 
ら ば down_stop へ 


move.1 DO0,40 

move.1 DO,now_ptr 

lea line_buffer,42 
move.] line_length, DO 
subaq #1.D0 


move.b (A2)+, (40)+ * 非 効 率 的 .. 
dbra DO0,copy_loop 
move.b #O.(A0)+ 


addq.1 #1.1ine_counter 
move.] #line_buffer,bufptr 
clr.] line length 


move.1 now_ptr,DO 
sub.1 memptr,DO 
add.] line_length, DO 
mmoveq #100,D1 


FEFUNC 3$00 * LMUL 
move.1 memlen,D1 

FEFUNC $01 * _LDIV 
moveq #3.D1 * 3 桁 

1ea percent, 40 

FEFUNC $18 *  IUSING 


move.b #%,eol1 
move.1 line_counter,DO 


moveq  #5,D1 * 5 桁 

1ea 1ine,A0 

FEFUNC $18 * 1IUSING 

moveq 抑 1 1 01.DI * 水色 り リバー ス 絢 調 
moveq #0,.D2 

moveq #0,.D3 * (0,0) 

moveq #17-1,.D4 * 17 文 字 

1ea status_msg, A1 

10CS * B_PUTMES (IO0CS) 


tst.w downflag 
beq disp_statl 


1ea down_mSg,A1 
bra disp_stat2 


1ea no_down_mSg,A1 


moveq 授 1 1 .01.D1 * 水色 リバ ー ス 強調 
moveq #7,.D2 


moveq #0,D3 * (17.0) 

moveq #12-1,D4 * ま 12 文字 

10CS $2F * B_PUTMES (1I0CS) 

bra main_loop 

move.w buff+8,D0 * アト リピ ビュート 取 得 
beq init * 。 0 な ら init へ 
subq.w #2.D0 

bmi list_start * 。 1 な ら list_start へ 
beaq list_cont * 。 2 な ら list_cont へ 
subq.w #2.D0 

bmi flush * 。 3 な ら flush へ 

beq down_stop * 。 4 な ら down_stop へ 
subq.w #2.D0 

bmi down_cont * 。 5 な ら down_cont へ 
beaq release * 。 6 な ら release へ 
bra restore * それ 以外 は 無視 


仕様 変更 の 結果 、 使 用 せ ず 


bra reStore 





1ist_start: 


list_loop1: 


1ist1: 


list_cont: 


1ist_contl: 


1ist_cont2: 


list_cont3: 


list_cont4: 


list_err: 


flush: 


down_stop: 


down_cont: 


TeStore: 


Telease: 


mmOVe. 1 
move. 1 


MOVe.1 
cmWDp. 1 
bcs 


move. 1 
move. 1 
beq 
subq 


た っ 


MOVe. 
dbra 


bra 


mOve. 1 


move. 1 
TOVe. 
beq 
cmp.1 
bcs 


ーー 


mOVeq 


moVe. 1 
1ea 

move.1 
moVe. 1 


mlOVe. 1 
pe4 
Ci.1 
pea 
IOVe.W 
FNC 
1ea 


addq. 1 
bra 


move. 1 
move. 1 


bra 


@ ま Es 』 
FNC 
addq. 1 


ef 
ove. w 
move. 1 
clr.1 
mOVe. 1 


bra 


NOVe.w 
bra 


MOVe.W 
ImOVe. w 
bra 
cli 』 
FNC 
addq. 1 
mOVe. 1 


move. 1 


FNC 


body, D1 * 開始 ライ ン 
body+4,1ast_line * 終了 ライ ン 


1ine_counter,DO 
D1, D0 * 開始 行 > 現在 行 ? 
list_err * 。 な ら ば 1]ist_err へ 


memptr, A0 
D1,1ist_counter 
list1 

#1.D1 


12(A0),A0 * next block 
D1,1ist_loopl 


list_cont1 


next_line_ptr, A0 


1ist_counter,D1 

12(A0),DO * 次 の ライ ン の メモ リプ ブ ロック 
list_cont2 

last_line, D1 

list_cont3 


#-1, D1 


DO,next_line_ptr 
16 (40), 40 

D1, common_buffer 
40,common_buffer+4 


#8,-(SP) * length 
cOmmon_buffer 

っ (SP * ofs 
COmmOn_name 

#2, -(SP) * WRITE 
$55 * common 
18 (SP), SP 


#1,1ist_counter 
restore 


#-2, common_buffer 
#list_err_msg,common_buffer+4 


list_cont4 

-(SP) * 確保 し た 全て の 傾 域 を 開放 
$49 * mfree 

#4, SP 


1ine_counter 
#TRUE,down_flag 
#jine_buffer,bufptr 
line_length 
memptr,now_ptr 


restore 


#FALSE, down_flag 
Testore 


#TRUE.down_flag 
#SFFFF, buff+10 


disp_stat 

-(SP) * 確保 し た 全 メ モリ を 開放 
$49 * mfree 

#4, SP 

body, A0 * 非常 駐 部 に 返事 を 返す 


memptr, (40) * 返事 は 、 管 理 メモ リ 領 域 の 管理 ポイ ンタ 
$F9 * kill 


る タ ZZ 


.data 
. eVen 
cOmOh_naM6: 
dc.b "ABD_LIST',0 


bpname: 
dc.b "ABD CORE V1.0'.0 
. even 
buff: 
dc. 1 8 * length ( ) 
dc.1 body * 本 体 へ の ポイ ンタ (固定 ) 
dc.w 0 7 ドサ ビュ ー ト 
dc.w  $fffTT * 送信 スレ ッ ド 韻 
StatuS_mSg: 
dc.b (3 
percent: 
ds.b 3 
eol1: 
dc.b '%) LINE 
1ine: 
ds.b 5+1 
doOwn_mSg: 
dc.b ′ DOWNLOAD 中 ',0 
1O_dOwn_mWSg: 
dc.b ' 一 時 停止 中 ,0 


1ist_err_mSg: 


dc.b 範囲 の 指定 に 誤り が あり ます 。「 


.bss 
. eVen 
down_flag: 
ds.w 1 
body: 
ds.b 8 
memlen: 
ds. 1 1 
memptr: 
ds. 1 1 
1ist_counter: 
ds. 1 1 
next_line_ptr: 
ds. 1 1 
1ast_line: 
ds. 1 1 
common_buffer: 
ds. 1 2 
1ine_counter: 
ds. 1 1 
now_Dtr: 
ds. 1 1 
bufptr: 
ds. 1 1 
line_length: 
ds. 1 | 
line_buffer: 
ds.b 1024 
.Stack 
. eVen 
ds.b 1024 
_USP: 
ds.b 2048 
_SSP: 
BOTTOM: * BSS/STACK 領 域 は プロ グラ ム の 一 番 後 ろ に 
* リロ ケー ト さ れる た め 、 ラ ベル "BOTTOM" は 
* 常駐 部 の 最後 尾 を 指す こと に な る 。 
.eh 
* この モジ ュー ル は 2 つの 部 分 か ら 構成 され て いま す 。 
* 支 ブ ー ト アッ プン 非常 駐 部 
* 。 ここ で は 、 主 に ユー ザー イン ター フェ ー ス を 行う モジ ュー ル "ABDP.X" を 呼 
* び 出 し を 行い 、 人 も し 
* く は ダウ ン ロ ー ド バッ ファ を 確保 し て 新しい スレ ッ ド を 作成 し ます 。 
* 支 常 駐 部 
* この プロ グラ ム の 核 と な る 部 分 で 、"ABD CORE" と 呼ん で いま す 。 
ま この 部 分 は 新しく 作成 され た スレ ッ ド に よっ て 動作 し ます 。 


を Z ざ 


ネ 

* この モジ ュー ル は メモ リ に 常駐 する こと を 考え 、 な る べ メモ ! 
# 小さ く な る よう 、 意 識 し て 作り まし た 。 で 75 間 
+ (も っ と も 、 ス タッ ク 領 域 が 大 きい の で あま り 意味 は あり ませ ん が ) 

* [注目 点 ] 

* 哀 オ ー バ レイ X メ フ ァ イル の モジ ュー ル 呼 び 出し 

ま 衣 パッ ク グ ラウ 栖 の 重用 

* 支 管理 メモ リ 領 域 の 利用 

* 大 メッ セー ジ 、 ら モミ が ア たよ る プ ブッセ 呈 信 


| ABDP.8 MM 用 用 用 II 


ネ 
* Automatic Background Downloader Verl.00 
キネ (Human2.0x Only) 
ネ Created 1989 by M.Yoshizawa 
ネ 
に モジ ュー ル # 1 "ABDP.X" (ユー ザー イン ター フェ ー ス モジ ュー ル ) 
ネ 
include macro.h 
FEFUNC macro number 
dc.b $FE 
dc.b number 
endm 
.text 
start: 
addq.1 # 寺 ,A2 
move.1 4A2,cmdline 
pea title 
FNC $09 * print 
addq.1 #4,SP 
move.W #TRUE,exist flag * exist flag を 立て て お く 
pea my_bpdb_buf * 自分 の スレ ッ ド 情報 を 得る 
mOVe.W #-2,-(SP) * MINE 
FNC $FA * getthread 
addq.1 #6,.SP 
move.w DO,my thread * 自分 の スレ ッ ド 番号 を my thread へ 
pea bpdb_buf * スレ ッ ド 存在 チェ ッ ク 
mOVe.W #-1,-(SP) ま CHECK 
FNC $FA * getthread 
addq.1 #6,SP 
tst.1 DO * 存在 する ? 
bpl exist * 。 な ら ば exist へ 
move.W ALSE,exist flag * exist flag を 降ろ す 
exist: 
mOVe.W DO.his_thread * 常駐 部 の スレ ッ ド 番号 を his thread へ 
move.W #TRUE,nocmd flag 
cmd_loop: 
move.] cmdline,A2 
1ea arg, A1 
bsr getarg * arg 取 得 ル ー チ ンコ ー ル 
tst.1 DO * arg の 文字 数 は 0 7 
beaq cmd_eol * なら ば cmd_eol へ 
move.1 42,cmdline 
1ea arg, A1 
move.b (A1)+,D0 * 1 文字 取っ て く る 
* beq cmd_eol * 行末 コー ド な ら cmd_eol へ 《 あ り 得 な い 》 
cmpD.b # ま ー,DO * ハイ フン 
beq - option * 。 な ら ば option へ 
cmp.b #/,DO * ス ラッ シュ? 
bne serd_string * ま 。 で も な けれ ば send_string へ 
option: 
move.b (A1)+, DO * も う 1 文字 取っ て くる 
beq cmd_eol * 行末 コー ド な ら cmd_eol1 へ 


タ Z の 





_bufsize: 


も 0 


_1ist1: 


_list_loop: 


_list_juggle: 


_list_disp: 


_list_displ: 


ま ざ の 


or.b 
cmWp.b 
beaq 
cWD.b 
beaq 
cmp.b 
beq 
cmp.b 
beq 
cmp.b 
beaq 
cmp.b 
beq 
cWp.b 
beq 
cmP. 
beq 


bra 


tst.w 
bne 


move. 1 
FEFUNC 
bcs 
cmp. 1 
bcs 
cmp. 1 
bcc 
move. 1 


bra 


MOV6. W 


tSt。W 
beq 


bsr 
tst.1 
bmi 


Dea 
TOV6e. W 
FNC 
addq. 1 


move. 1 
moOve.1 


move. 1 
mOVe 
mOveq. 1 
bsr 


move.1 
pea 
ITS 1 
pea 
mOVe.W 
FNC 
1ea 
tst。 1 
bp1 


FNC 
bra 


move. 1 
bmi 


cmp. 1 
beq 
move. 1 
bra 


#$20,D0 * 
#D',DO 
_bufsize 
#1'.DO 


キ を 
の 
ラ 
に ー】 
KC 2 2 2 2 dt 2 2 dE 26 


_release 


、 コ 


Cmd_err 


E、 コ 


exist flag 
exist_err 


ドコ 


A1.40 

$10 
bufsize_err 
#32,.D0 
bufsize_err 
#256,D0 
bufsize_err 
DO, alloc_size 


ar er ae FOO 


cmd_loop 


キネ 
#FALSE,view_flag 


exist_flag ネ 
not_exist_err キネ 


getarea ネ 
D1 * ま 
arTea_erT * 
COWWOh_hamWGe に 
#5, -(SP) * 
$55 ネ 
#6,SP ネ 
#-1,now_ptr * 
D1,now_ptr2 


D1,msg_body * 
D2,msg_body+4 キネ 
#1,D1 * 
Sg * 
#8, -(SP) * 
getbuf 

-(SP) * 
cOmmOn_name 

#1, -(SP) * 
$55 * 
18 (SP), SP 

DO * 
_-list_disp を 
$FF * ネ 
_list_loop 
getbuf, D1 * 
_list_displ 
now_ptr,D1 ま 
_list_juggle * 
D1,now_ptr 

_list _disp2 


大 文字 小文字 


*-B : バッ ファ 容量 の 指定 ? 


な ら ば bufsize へ 
-L : ダウ ン ロ ー ド バッ ファ 表示 ? 
な ら ば _list へ 
-V : ダウ ン ロ ー ド バッ ファ 表示 2 7 
な ら ば _view へ 
-F : ダウ ン ロ ー ド バッ ファ フラ ッシュ ? 
な ら ば flush へ 
-S : ダウ ン ロ ー ド 一 時 停止 ? 
な ら ば _stop へ 
-C : ダウ ン ロ ー ド 再開 ? 
な ら ば _cont へ 
-P : スレ ッ ド の サス ペン ド プ サス ペン ド 解 除 ? 
な ら ば _s_flip へ 
-R : スレ ッ ド 削除 ? 
な ら ば release へ 


これ ら 以 外 な ら cmd_err へ 


すでに スレ ッ ド は 存在 する ? 
な ら ば exist_err へ 
_ST0L 
エラ ー な ら ば bufsize_err へ 
382 以上 ? 
で な けれ ば bufsize_err へ 
2 5 6 未満? 


で な けれ ば bufsize_err へ 
malloc す べき サイ ズ を alloc_size へ 


ダウ ン ロ ー ド バッ ファ 表示 


すでに スレ ッ ド は 存在 する ? 
存在 し な いな ら ば not_exist_err へ 


領 域 解 析 ル ー チ ンコ ー ル 
領域 指定 に ミス が ある ?7 
な ら ば area_err へ 


有 ろ う が 無 か ろう が お 構い 無し 
DELETE 
cOmmon 


ェ ラ ー を 平気 
現在 の 読み だ し 行 ポ イン タ を 初期 化 


開始 行 を msg_bopy に 
終了 行 を msg_body+4 に 

1 : LIST 開始 コマ ンド 
メッ セー ジ 送 信 サ プル ー チ ンコ ー ル 
1ength 

ofs 

READ 

common 

エラ ー タ 

で な けれ ば _list_disp へ 
juggle 


現在 行 ナ ン バ ー を get 


こち ら 側 の ボイン タ と 比較 
同じ な ら _list_juggle へ 


ロ | 


_l1ist_disp2: 


_list_disp3: 


_list_end: 


_VieW: 


_flush: 


_Stop: 


_COIt: 


Send_mSg: 


_release: 


cmD. 1 
beq 


tst.W 
beq 


move. 1 
move.1 
moveq 
1ea 
FEFUNC 
pea 
FNC 
addq. 1 
pea 
FNC 
addq. 
addq. 
move. 1 


move. 1 
FNC 
addq. 1 


tst.1 
bmi 


moveq. 1 
bsr 


bra 
pea 
FNC 
addq. 1 
mOVe. W 
bra 


moVe.w 
bra 


1ea 
moveq. 1 
bra 


1ea 
moveq. 1 
bra 


1ea 
moveq. 1 
bra 


tst.w 
beaq 
bsr 
mOVe. 1 
FNC 
addq. 1 
WOVe. W 
bra 
tst.Ww 
beq 


move. 1 
move. 1 


# ま -2, D1 
_list_disp3 
View_flag 
_list_disp3 

D1, D7 * ネ 
now_ptr2,D0 キ 
#5, D1 *# 
1ine, A0 

$18 * 
line * 
$09 * 
#4, SP 

colon を 
$09 * 
#4, SP 

#1.now_ptr2 

D7,.D1 ネ 
getbuf+4, -(SP) * 
$09 * 
#4, SP 

D1 

_list_end 

#2.D1 * 
mSg *# 
_list_loop 
1ist_msg 

$09 * ネ 
#4, SP 


#FALSE, nocmd_flag 
cmd_loop 


* 
#TRUE,view flag 
_1istl 


ドコ 


flush_msg, A1 


#3,.D1 * 
Send_msg 

* 
Stop_msg, A1 
#4.D1 * ま 
Send_mSsg 

* 
cont_msg, Al 
#5,D1 * 
Send_msg 
exist_flag キ を 


not_exist_ err キネ 


ISg * 
A1, -(SP) * 
$09 * ま 


#4, SP 
#FALSE, nocmd_flag 
cmd_loop 


* 
exist flag * 
not_exist erT キネ 


#memptr,msg body ま 


#-1, memptr 3 
* 


D1 を 保存 
番号 文字 列 を 作成 
J 


IOSING_ 
行 番号 表示 
print 

コロ ン の 表示 
print 


D1 を 元 に 戻す 


1 ライ ン 表 示 
print 


2 : LIST 継続 コマ ンド 
メッ セー ジ 送 信 サ プ ブルー チン コー ル 


print 


ダウ ン ロ ー ド バッ ファ 表示 ( 行 番号 付 ) 
ダウ ン ロ ー ド バッ ファ フラ ッシュ 
3 : パッ ファ フラ ッシュ コマ ンド 


ダウ ン ロ ー ド 一 時 停止 
4 : ダウ ン ロ ー ド 一 時 停止 コマ ンド 


ダウ ン ロ ー ド 再開 


5 : ダウ ン ロ ー ド 再開 コマ ンド 


すでに スレ ッ ド は 存在 する ? 
存在 し な いな ら ば not_exist_err へ 


メッ セー ジ 送 信 サ プル ー チ ンコ ー ル 
各 コ マン ド の メッ セー ジ を 表示 
print 


スレ ッ ド か ら 削 除 
すでに スレ ッ ド は 存在 する ? 
存在 し な いな ら ば not_exist_err へ 


スレ ッ ド 共 0 で 走っ て いる 場合 


メッ セー ジ が 送り 返し て も ら え な いた め 
返事 を 返す アド レス を 指定 する 。 


タ 87 


_Teleasel : 


8ifJHiD: 


WakeUp: 


SUSDeld: 


send_string: 


cmd_eol : 


not_exist_exit: 


not_exist_exitl: 


eXit: 


2 


moveq. ] #6,D1 


bsr 


tst. 1 
bmi 


move. 1 
FNC 
addq. 1 


pea 
FNC 
addq. 1 


moved 
bra 


tst.w 
beq 


IOVe、 W 


move.b 
beq 
cmp.b 
bne 


@jms 1 
GN1 
TOVe. W 
moOVe.W 
mOVe.W 
FNC 
1ea 
pea 
FNC 
adda. 


bra 


mOVe.W 
FNC 
addq. 1 
pea 
FNC 
addq. 


bra 


mMOVe. W 
pea 
FNC 
adda. 
NMOVe. 


宮 一 


bra 


tst.W 
bne 


move.1 
OT.W 
bra 


tst.w 
beq 
pea 
FNC 
addq. 1 


mOVeq 


mOVe. W 
FNC 


* 6 : release コ マン ド 
前 Sg 
memptr * 返事 は 返っ て きた か ?7 
_releasel * まだ な ら 待 つ 
memptr,-(SP) * 常駐 部 の た め の メ モリ を 開放 
$49 * mfree 
#4, SP 
Telease_WSg 
$09 * print 
#4, SP 
#1,.D0 
exit 

* ス レッ ド の サス ペン ド プ サス ペン ド 解 除 
exist_flag * すでに スレ ッ ド は 存在 する ? 


not_ exist err * 存在 し な いな ら ば not_exist_err へ 


#FALSE, nocmd_flag 


bpdb_buf+4.DOD * スレ ッ ド の 状態 を 取得 
suspend * 。 0 な ら ば suspend へ 

#SFE,. DO * サ スペ ンド 状態 ? 

cmd_loop * 。 で な けれ ば cmd_loop へ 戻る 
=(SP) * dammy 

=(SP) * dammy 


#$FFFB, -(SP) を 
his_thread, -(SP) 
my_thread, -(SP) 
$FD 


WAKEUP 


ネ meSSage 
14(SP), SP 
wakeup_msg 
$09 * print 
#4, SP 
cmd_loop 
his thread, -(SP) 
$FB * suSpend 
#2, SP 
SUSDend_mSg 
$09 * pTint 
#4, SP 
cmd_loop 
#3.-(SP) * 標準 AU X 入 出力 へ 
-1(A1) * arg の 内 容 
$1E * fputs 
#4, SP 
#FALSE, nocmd_flag 
cmd_loop 
exist_flag * すでに スレ ッ ド は 存在 する ? 


not exist exit * な ら ば not_exist_exit へ 


alloc_size, DO 


#SFF00,D0 
eXit 


nocmd_flag 
not_exist_exitl 


hO_Cmd_mSg 
$09 


* print 
#4, SP 
#0,DO 
DO0,-(SP) 
$4C * exit2 





Cmd_err: 
pea cmd_err_msg 
bra disp abort 
eXist err: 
pea exist _err msg 
bra disp_abort 
bufsize_err: 
pea bufsize_err_msg 
bra disp_abort 
Iot_exist err: 
pea IOt_exist_err msg 
bra disp_abort 
area_err: 
pea Te4_eTT_mSg 
bra disp_abort 
WSg_eTT: 
pea MSg_eTT_mSg 
disp_abort: 
FNC $09 * print 
addq.] #4,SP 
FNC $00 * exit (RETURN CODE = 0) 
Sg: * ま メッ セー ジ 送 信 サ プル ー チ ン 
mOVe.] #8,-(SP) * メッ セー ジ 長 
pea4 msg_body * mesptr 
move.w D1,-(SP) * atr (この 場合 コマ ンド コー ド ) 


moOVe.W his_thread, -(SP) * receiver 
WOVe.W my_thread,-(SP) * sender 
$FD 


FNC * message 
ea 14(SP), SP 
cmp.] #-28.D0 * 相手 が 受け 取れ な い ? 
bne msg0 *。 そう で な けれ ば msg へ 
FNC $FF * juggle 
bra TmSg 

msg0: 
tst.1 DO * それ 以外 の ェ ラ ー? 
bmi WSg_err * 。 な ら ば msg_err へ (や や 乱暴 な や り 方 ) 
rts 

getarg: * arg 収 得 す サブ プルー チン 
moveq #0,DO # 文字 数 リセ ッ ト 
moveq 独 ALSE.D6 * quote フ ラグ リセ ッ ト 
moveq 許 ALSE.D7 *# arg 開 始 フ ラグ リセ ッ ト 


getarg_loop: 


move.b (42)+.DI * 1 文字 get 
beq eo1 * 。 $00 な ら ば eol へ プラ ンチ 
cmpD.b  #522.D1 * ネ ダブ ルク ォ ー ト ? 
beq quote * 。 な ら ば quote へ 
cmD.b # ' DI * スペ ー ス の 
beq delinm * 。 な ら ば delim へ 
cmp.b  #9.D1 * タ ブウ の 
beq delim * 。 な ら ば delim へ 
other: * それ 以外 な ら ば , . 
moveq  #TRUB,D7 * 。 arg 開始 フ ラグ を セッ ト 
move.b D1, (41)+ *# arg パ バッ ファ に コピ ー & ポイ ンタ 1 
addq.1 #1.D0 * 文字 数 + 
bra getarg_loop 
quote: 
tst.1 D6 * quote 開 始 済み ? 
bne eol * 。 な ら ば eol へ 
moveq  #TRUE,D6 
moveq  #TRUE,D7 
bra getarg_loop 
deljm: 
tst.1 D7 * arg 開 始 済み ? 
beq getarg_loop 束 _ だ な ら ば getarg loop へ 
tst.1 D6 * quote 開 始 済み ? 
bne other *。 な ら ば other へ 
601 : 
subq.1 #1.42 ま を コマ ンド ライ ン ポ イン タ 補 正 
clr.b (41)+ * arg に エン ド マ ー ク 
rts 
getarea: * 範囲 指定 取得 サ プ ル ー チ ン 


る タ 9? 


getarea0: 


getareal: 


getarea2: 


getarea3: 


getarea4: 


getarea5: 


getarea_err: 


bpdb_buf: 


alloc_size: 


COWOH_I8WG・ 


title: 


おど 


9 
人 1 


move.b 
beq 
cmp.b 
beq 
move. 1 


move.b 
beq 
cmp.b 
bcs 
cmp.b 
bec 
addq. 1 
bra 


cmD.b 
bne 


CIT 
FEFUNC 
bcs 

move. 1 


tst.b 
beq 


move. 1 
FEFUNC 
bcs 


move. 1 
rts 


1ea 
FEFUNC 
bcs 
move. 1 


rts 


FEFUNC 
bcs 


move. 1 
mOVe. 1 


TtS 


move. 1 
move. 1 


rts 
move. 1 


Tts 


WOV6. 
央 OVe. 


rts 
.data 
ds.b 
dc.b 
ds.b 


dc. 1 


dc.b 


dc.b 





D1 
D2 


(41),D0 
getarea4 
#ー,DO 
getarea2 
A1,40 


(41), D0 
getarea3 
#0',DO 
getareal 
DUO 
getareal 
#1.A1 

getarea0 


ギー,DO 
getarea_err 


(A1)+ 


$10 
getarea_err 


DO,. DI 


(A1) 
getarea5 


A1,A40 
$10 
getarea_err 


DO.D2 
1(41), 40 
$10 


getarea_err 


DO0,D2 


$10 
getarea_err 


DO,D1 
D0,D2 


#0,D1 
#-1. D2 


$60 


* 最初 の 1 文字 


ペイ ウマ 
* な ら ば getarea2 へ 


'0' 未満 ? 
な ら ば getareal へ 
"9' より 大 きい ? 
な ら ば getarea1 へ 


2 de 


* デリ ミタ は "一? 
で な けれ ば getarea_err へ 


ドコ 


* STOL 
* エラー な ら getarea_err へ 


* ま ーー の 後ろ は eol? 

* 。 なら ば getarea5 へ 

* STOL 

* エラ ー な ら getarg_err へ 
* STOL 


* エラ ー な ら getarg_ err へ 


* STOL 
* エラー な ら getarg_err へ 


`ABD CORE V1.0',0 
4 


64 


"ABD LIST',0 


"Automatic Background Downloader Verl.00',13,10 





ig ニニ ーーーー- ーー 〔ー 


dc.b "Created 1989 by Yoshizawa',13.10 
dc.b 13, 10 
dc.b 0 
Cmd_err_msg: 
計 拓 dc.b  ' usage: ABD [< 送信 文字 列 >] [-B<size>] [-L<area>] [-V<area>] [-S] [-c] [-F] 
に =R よ お 。 5.90 
dc.b CIZ0 の ドブ ワダ 本 生生 バッ ッ ン の サオ デズ ま 指定 も まず 。 10 
dc.b 単位 は KB。 92 一 255 の 範囲 で 指定 し ます 。 ', 19.10 
dc.b デフ ォ ル ト は 64KB', 13.10 
dc.b Fea> : 指定 し た 男 団 の ダウ ン ロ ー ド バッ ファ の 内 容 を 表示 し ます 。 
13, 10 
dc.b _Karea> : 指定 し た 範 胃 の ダウ ン ロ ー ド バッ ファ の 内 容 を 表示 し ます ( 行 
番号 付き )。',13,10 
dc.b -S : ダウ ン ロ ー ド を 一 時 停止 し ます 。", 13.10 
dc.b =C : ダウ ン ロ ー ド を 再開 し ます 。「'.13.10 
dc.b -F ) ダウ ン ロ ー ド パッ クラ ァ を フラ ッシュ し ます 。 .19.10 
dc.b -P ・ APD_0RE の スレ ッ ド を サス ペン ドン サス ペン ド 解 除 し ます 。 
13, 10 
dc.b -R : プロ グラ ム を スレ ッ ド か ら 削 除 し 、 メモ リ を 開放 し ます 。', 13 
10 
dc.b 13,.10 
dc.b 0 
eXist_erT msg: 
dc.b "すでに ABD COREP は スレ ッ ド に 登録 され て いま す 。 ,13, 10 
dc.b 0 
bufsize_err_msg: 
dc.b バッ ファ の サイ ズ の 指定 に 誤り が あり ます 。', 13.10 
dc.b 0 
IOt_exist_err_msg: 
dc.b "ABD CORE が スレ ッ ド に 登録 され て いま せん 。 rk99300 
dc.b 0 
aT64_6TT_mSg: 
dc.b 範囲 の 指定 に 誤り が あり ます 。".,13.10 
dc.b 0 
MMSg_6TT_mSg: 
dc.Db "メッ セー ジ が 送信 で きま せん 。 AU90 
dc.b 0 
1ist_msg: 
dc.b 13,. 10 
dc.b 0 
flush_msg: 
dc.b ダウ ロー ド バ パッ ラッ を フラ ッ ジ ミュ C ま た 。 tt 2 
dc.b 0 
StOp_msg: 
dc.b " ダウンロー ド を 一 時 停止 し ます 。 13,. 10 
dc.b 0 
Cont_mSsg: 
dc.b ダウン ロー ド を 再開 し ます 。".13.10 
dc.b 0 
Telease_msg: 
dc.b ABD CORE を スレ ッ ド か ら 削 除 し ま し た 。「, 13.10 
dc.b 0 
WaKeUD_msg: 
dc.b .4BD CORB の スレ ッ ド の サス ペン ド を 解除 し まし た 。'.13.10 
dc.b 0 
SUSDed_mSg: 
dc.b .4BD CORE の スレ ッ ド を サス ペン ド 状 態 ヒ に し まし た 。'.13.10 
dc.b 0 
IO_cmd_msg: 
dc.b 送信 文字 列 / オ プシ ョ ン を 指定 し て く だ さい 。「',13.10 
dc.b 0 
colon: 
dc.b 0 
bss 
exist flag: 
ds.w 1 
noOcmd f]ag: 
ds. w 1 
View_ flag: 
ds.w 1 
cmd1ine: 
ds. 1 1 
WemDptr: 
ds. 1 1 
IOW_Dtr: 
ds. 1 1 
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TOW_Dtr2: 


ds.1 

my_thread: 
1 ds.w 

his_thread: 

ds.w 
mSg_body: 

ds.b 
getbuf: 

ds.b 
my_bpdb_buf: 

ds.b 
1ine: 

ds.b 
aTg: 

ds.b 

・end 


ま 


* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* [ 
* 友 
*# 衣 


注目 
メッ 
ス レ 


o 


点 ] 


1024 
$74 


64 


この モジ ュー ル は 、 ユ ー ザ ー イ ンタ ー フ ェ ー ス の た め の モ ジュ ー ル で す 。 
ここ で 行っ た コマ ンド ライ ン の 解析 の 結果 は 、 モ ジュ ー ル # 0 "ABD.X" へ は リ 
ター ンコ ー ド で 、 常 駐 し て いる "ABD CORE' へ は メッ セー ジ シ ステ ム で 通知 さ 
れ ま す 。 ま た 、 ダ ウン ロー ド バ ッ ファ の 表示 で は コモ ン エ リア に よる 通信 も 
行っ て いま す 。 
この モジ ュー ル 部 分 は メモ リ に 常駐 し な いた め 、 多 少 大 きく て も 問題 あり 
せ 


セー ジ 、 コ モン エリ ア に よる プロ セス 問 通信 
ッ ド の 消去 と 、 そ の 管理 メモ リ 領 域 の 開放 











割 り 込み ベク タ 表 川 川上 利用 昨 II 昌利 有用 風 用 





ベク タタ 番号 | アド レス 


000 ($00) 
001(&01) 
002($02) 
003 ($03) 
004($04) 
005($05) 
006($06) 
007 ($07) 
008($08) 
009 ($09) 
010($0A) 
011($0B) 
012($0C) 


014($0E) 
015($0F) 
016($10) 


023($17) 
024($18) 
025($19) 
026 ($1A) 
027 ($1B) 
028 ($1C) 
029($1D) 
030($1E) 
031($1F) 
032 ($20) 
033($21) 
034($22) 
035($23) 
036 ($24) 
037 ($25) 
038 ($26) 
039($27) 
040 ($28) 
041($29) 
042 ($2A) 
043 ($2B) 
044($2C) 
045 ($2D) 
046 ($2E) 
047 ($2F) 
048($30) 


063($3F) 
(以下 は ユ 
064($40) 
065($41) 
066($42) 
067 ($43) 
068($44) 
069 ($45) 
070($46) 





$000000 
$000004 
$000008 
$00000C 
$000010 
$000014 
$000018 
$00001C 
$000020 
$000024 
$000028 
$00002C 
$000030 


$000038 
$00003C 
$000040 


$00005C 
$000060 
$000064 
$000068 
$00006C 
$000070 
$000074 
$000078 
$00007C 
$000080 
$000084 
$000088 
$00008C 
$000090 
$000094 
$000098 
$00009C 
$0000A0 
$0000A4 
$0000A8 
$0000AC 
$0000B0 
$0000B4 
$0000B8 
0000BC 
$0000C0 


$0000FC 


ー ザ ー 割 り 込 


$000100 
$000104 
$000108 
$00010C 
$000110 
$000114 
$000118 









リセ ッ ト ベ クタ ・SSP の 初期 値 
リセ ッ ト ベ クタ ・PC の 初期 値 

バス エラ ー 

アド レス エラ ー 

不当 命令 

0 に よる 除算 

CHK 命令 

TRAPV 命令 

特権 違反 

トレ ー ス 例外 処理 

line 1010 emulator 

line 1111 emulator (ファ ンク ショ ンコ ー ル ン FE ファ ンク ショ ンコ ー ル ) 


reserved 


reserved 
アン イニ シャ ライ ズ ド 割り 込み 


reserved 


reserved 
スプ リア ス 割 り 込 み 





オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
オー ト ベ クタ 方 式 ・ 
TRAP キ 0 
TRAP 寺 1 
TRAP キ 2 
TRAP せ 3 
TRAP キ 4 
TRAP キ 5 
TRAP キ 6 
TRAP キ 7 


レベ ル 1 割り 込み 
レベ ル 2 割り 込み 
レベ ル 3 割 り 込み 
レベ ル 4 割り 込み 
レベ ル 5 割 り 込 み 
レベ ル 6 割り 込み 


レベ ル 7 割り 込み (NMI) 


TRAP #8 (ROM デバ ッ ガ 用 ) 
TRAP 半 9 (db. x 用 ) 


TRAP #10 (リセ ッ ト プ フロ ント SW 外部 Sw プ ソン フト off 処 理 ) 


TRAP せ 11 (STOP キー 処理 ) 
TRAP 12 (COPY キー 処理 ) 
TRAP 半 13 (CTRL-C 処理 ) 


TRAP 半 14 (エラ ー 
TRAP #15 (IOCS) 


reserved 


reserved 


み ベ クタ ) 


表示 ) 


MFP GPIP 0 (RTC ア ラー ムン 1 Hz) 
MFP GPIP 1 (EXPWON 信号 ) 


MFP GPIP 2 (フロ ント 電源 スイ ッ チ ) 


MFP GPIP 3 (FM 音源 ) 


MFP Timer-D 


MFP Timer-C (マウ ス RTS プ カー ソル ン FD パワ ー, etc.) 


MFP GPIP 4 (V-DISP) 








ROM ( 未 使用 ) 
ROM ( 未 使用 ) 


Human 


Human 
Human 
Human 
Human 
Human 
Human 
Human 
Human 
Human ぞ RAM 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
Human 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
ROM プ 未 使用 
RAM 未 使用 
ROM 


Human 





Human 

Human 
Human 

ROM 

未 使用 

未 使用 

ROM 

ROM 

ROM 
ROM プ Human 
ROM プ Human 


ROM 
ROM 


ーーー 











る タ 9Z 








071($47) 
072($48) 
073($49) 
074($4A) 
075($4BB) 
076($4C) 
077($4D) 
078 ($4E) 
079 ($4F) 
080($50) 
081($51) 
082($52) 
083($53) 
084($54) 
085($55) 
086($56) 
087($57) 
088($58) 
089($59) 
090($5A) 
091($5B) 
092($5C) 
093($5D) 
094($5E) 
095($5F) 
096($60) 
097($61) 
098($62) 
099 ($63) 
100 ($64) 
101($65) 
102 ($66) 
103($67) 
104($68) 
105($69) 
106($6A) 
107($6B) 
108($6C) 








255 ($FF) 








処理 先 と し て は , 標準 と 思わ れる シス テム 構成 で Human を 立ち 上 げた 直 
















00011C 
$000120 
$000124 
$000128 
$00012C 
$000130 
$000134 
$000138 
$00013C 
$000140 
$000144 
$000148 
$00014C 
$000150 
$000154 
$000158 
$00015C 
$000160 
$000164 
$000168 
$00016C 
$000170 
$000174 
$000178 
$00017C 
$000180 
$000184 
$000188 
$00018C 
$000190 
$000194 
$000198 
$00019C 
$0001A0 
$0001A4 
$0001A8 
0001AC 
$0001B0 


$0003FC 


示し て いま す . 
処理 先 は Human の シス テム 領域 (Human. sys オキ デ バイ ス ド ラ イ バ バ 等 ) 


Human : 


ROM 
RAM 
未 使用 














まる ざ 





MFP GPIP 5 (RTC クロ ッ ク ) 

MFP Timer-B (USART シリ アル クロ ッ ク ) 

MFP Transmit Error (キー デー タ の 送信 エラ ー) 

MFP Transmit Buffer Empty (キー デー タ 送 信 可 ) 
MFP Receive Error (キー デー タ の 受信 エラ ー) 

MFP Recieve Buffer Full (キー デー タ の 受信 デー タ あ り ) 
MFP Timer-A (CTRC の V-DISP 信号 カ ウン ト ) 

MFP GPIP 6 (CRTC の 指定 ラス ター) 

MFP GPIP 7 (CRTC の 日 - SYNC 信号 

SCCB 

SCCB 

SCCB (マウ ス 外部 ステ ー タ ス 変 化 ) 

SCCB (マウ ス 外部 ステ ー タ ス 変 化 ) 

SCCB (マウ ス 1 バイ ト 入 力 ) 

SCCB (マウ ス 1 バイ ト 入 力 ) 

SCCB (マウ ス 特別 受信 条件 ) 

SCCB (マウ ス 特別 受信 条件 ) 

SCCA (RS232C 送信 バッ ファ 空 ) 

SCCA (RS232C 送信 バッ ファ 空 ) 

SCCA (RS232C 外部 ステ ー タ ス 変 化 ) 

SCCA (RS232C 外部 ステ ー タ ス 変 化 ) 

SCCA (RS232C 1 バイ ト 入 力 ) 

SCCA (RS232C 1 バイト 入力 ) 

SCCA (RS232C 特別 受信 条件 ) 

SCCA (RS232C 特別 受信 条件 ) 

FDCINT (2HD ディス ク の ステ ー タ ス 割 り 込 み ) 
FDDINT (2HD ディ スク の 挿入 プイ ジェ クト 割り 込み ) 
HDCINT (ハー ド デ ィ スク の ステ ー タ ス 割 り 込 み ) 
PRNINT (プリ ンタ の レデ ィ ー 割 り 込 み ) 

DMAC CHI. A 転送 終了 (2HD 用 ) 

DMAC CH.A エラ ー 
DMAC CH.B 転送 終了 (HDD 用 ) 

DMAC CH. 日 エラ ー 

DMAC CH. C 転送 終了 (メモ リ to メ モリ 用 ) 
DMAC CH.C エラ ー 

DMAC CH. D 転送 終了 (ADPCM 用 ) 
DMAC CH.D エラ ー 

空き 


・ 処 理 先 は ROM 
・ 処 理 先 は Human 以外 の RAM 
・ Human 内 の エラ ー 処 理 ル ー チ ン ま た は ROM 内 の rte を 指し て いる 


じ 





の 






































ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
ROM 
ROM 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使用 
未 使 用 
未 使用 
ROM 
ROM 
未 使用 
未 使用 
ROM 
ROM 
ROM 
Human 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
ROM 
未 使用 








未 使用 





の 状態 の ベク タ の 内 容 を 














らら HAM の 内 容 MI 


X68000 は $SED0000 か ら $ED3FFF の アド レス が バッ デ 一 ・ 
この アド レス に は 次 の よう な デー タ が 書き 込ま れ て いま す . 












SED0000-$ED0007 | メモ リ ・ チ ェ ッ ク ・ テ デー タ と し て 次 の よう な デー タ が 書き 





込ま れ て いる (この デー タ が 壊れ て いる 場合 、SRAM の 
デー タ は すべ て 初期 化 さ れる )。 











dc.b 'X68000',.$57 


な お 「X」 は 全角 壇 字 , 他 は 半角 文字 


メイ ン ・ メ モリ 最終 アド レス + 1 


ROM か ら 起 動 する 場合 の ジャ ンプ ・ ア ドレ ス 





$ED0008.1 
$ED000C.1 
SED010.1 


$ED0014.1 


$SED0018.w 


RS-232C の 設定 

bit SE-SF スト ッ プ ・ ビ ピット 
$F SE 
00 2 
和 か 
夫人 MT 
dh 2 

bit $C-SD パリ ティ 
$D $C 
090 叶 WU テイ か し 
01 奇数 パリ ティ 
0 4 リティ 恋し 
11 偶数 パリ ティ 

bit SA-SB ビッ ト 長 
SB SA 


$ED001C.b 




















SRAM か ら 起 動 する 場合 の ジャ ンプ ・ ア ドレ ス 
アラ ー ム で 起動 し た 場合 の 起動 し て いる 時 間 (分 単位 ) 













最 優先 ブー ト 
$0000 


・ デ バイ ス 





STD 








$S8n00 HDn 




























$9n00 2HDn 
$SA000 ROM $ 
SBO000 RAM $ 





$ 
$ 





E 
E 


19 
E 
尼 





$ED002D.b 







いつ 















$E 
$E 
$E 
SE 
E 
59 
E 
E 


$ 
$ 





SED0059.b 












$ED001C.b 


$ED0027, 


D0028.b 


$ED0019.b 29 


$ED002A.b 
D002B 


.b 
.b 
mpwy |zwswztiozszm | 
legy zarwztsozxzem | 
moty  」zwarozteeoz222w | 
mpewsspow lzzzef | 


り 058 


人 


ンマ ッ クア デミ れれ たら RAMNS が 32 で ボ S が を 






アラ ー ム で 起動 し た 場合 に 行なう 行動 (IOCSS5E の A1 の 値 ) 











き 止 ・ 許 可 フ ラグ (0: 許 可 、7: 禁止) 


に よる TV コン トロ ー ル フラ グ (0:TV コ ン 










トロ ー ル 可能 , 1:TV コ ント ロー ル 不可 ) 

















本 体 OFF 時 の ディ スク ・ イ ジェ クト ・ フ ラグ (0: イ スグ 3 ド 
し な い , 1: イ ジェ クト する ) 





本 体 OFF 時 の TV コン トロ ー ル 内 容 (IOCSS0C の D1 の 値 ) 







キー ポー ド 仮 名 配列 (0:JIS. 1: あ いう え お 順 ) 






電卓 の 妨 字 フォ ント 





(0:LCD フ ォ ン ト , 1: ノ ー マ ル フォ ント ) 





SRAM の 使用 モー ド 








0: 使 っ て いな い 








1:SRAMDISK と し て 使用 
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キー・ リ ビー ト 開 始ま で の 間隔 (IOCSS08 の D1 の 値 ) 





キー・ リ ビー ト 間隔 (IOCSS09 の D1 の 値 ) 












婦 宇 変 更 フ ラグ 
bit 0 











bit 1 
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ご ロ AM 起動 プロ グラ ム II 


X68000 は SRAM を 装備 し て いる た め , リセ ッ ト (また は 電源 投入 ) し た と き に SRAM に 書き 込ん を だ プロ グラ 
ム を 起動 する こと が 可能 に な っ て いま す . まだ た , この よう な プロ グラ ム は 次 の よう に する と 筒 単 に 作る こ 
KMACGASSESS 


1 : ア セン プラ で 次 の 形式 の プロ グラ ム を 作る . 
bra mainprog プロ グラ ム 先 頭 に くる よう に する 。. 


ma1inDrOg 
プロ グラ ム 本 体 
ここ へ ジャ ンプ し て くる と き は スー パー バイ ザ ・ モ ー ド に な っ て いる . 
サー ビス ・ ル ー チ ン は 10CS コ ー ル し か 使え な い 、 
最後 に RTS を つけ る (この 場合 レジ スタ は 元 に 戻す ) と SWITCH= ニ STD と 見 な され て 優先 順 
位 に し た が っ て 他 の デバ イス か ら 超 動 す る (再び SRAM か ら 起 動 し よう と する 場合 が あ 
03 


久本 た と ピッ ンー アサ レ 3 が. 
3 : ニーB キ ンド シ ジョ ン を 倍 み て リン みあ る. 


LK 一 B EDOC40 *.0 
実行 する と き は 次 の よう に し ます . 


4 : SRAMDISK を 初期 化し て , プロ グラ ム (*.X) を コピ ー す る 。. 
5 : SWITCH B 三 RAM1 と する (優先 起動 デバ イス が 変更 され る ). 








この 後 RESET す る と SRAM の プロ グラ ム か ら 起 動 し ます . 還 走 し た 場合 は OPT.1 | を 押し な が ら RESET し て , 
2HD ド ライ ブ 0 か ら 超 動き せ て くだ さい . 
取り 除く とき は ,。 次 の よう に し ます . 








6 : SRAMDISK を 初期 化す る . 
7 : 文書 ファ イル を SRAMDISK に コピ ー す る . 
8 : SWITCH B 王 STD と する (また は HDO0 な ど ). 


文書 ファ イル を コピ ー す る の は プロ グラ ム を 完全 に 消す た めで す . 初期 化 ・FORMAT だ け で は プロ グラ ム 
が 残る た め , 起動 デバ イス が 用 意 き れ て いな い 場 合 は SRAM の プロ グラ ム が 実行 され て し まう 場合 が あり ま 
す . 「 デ ィ ス ク を セッ ト し て くだ さい 」 表 示 が 出 た と き は , すでに すべ て の デバ イス を チェ ッ ク し て ある の 
で SRAM の プロ グラ ム が 実行 きれ て いる 可能 性 が あり ます . 

サン プル ・ プ ログ ラム は 以下 の と お り で す . 
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* 
* 
* SR AM 起動 プロ グラ ム 
に 
* 
* 起動 する と 、 メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます 。 
ネ 
bra mainmprog 
IOp 
Wainprog 
movem. 1 DO/A1, -(SP) 
ea mes(PC), A1 
moveqd  #$21.D0 
trap #15 
movem. ] (SP)+, DO0/A1 
rts 
meS 
dc.b SRAM 起 動 し まし た 。", 0 
ご AM 起動 解除 プロ グラ ム 、 WW 大 


SRAM 起 動 を 完全 に 解除 する の は 面倒 で す . 接 ぎ 森 プロ グラ ム を 実行 する と , RAM&ROM か ら の 起動 は 完全 に 
解除 きれ ます . 
プロ グラ ム は 以下 の と お り で す . 


SRAM Boot Cut Program 


EE 


moveq  #$86,D0 
flove.b #531.D1 
1ea $E8E00D, A1 
trap #15 


moveq  #$88,D0 
move.1 #$BFFFFC, D1 
1ea $ED000C, A1 
trap #15 


moveq $ 誰 588,.D0 
move.1 #$5ED0000,D1 
1ea $ED0010,A1 


trap #15 

moveq #586,D0 
UED DD) 

1ea $E8E00D, A1 
trap #5 

dc.w $FF00 


タ の 7 





常駐 型 プ ログ ラム の 作成 方 法 川 川 川 川 川 用 用 用 用 仲川 


Human68K 上 に は , 実行 する と プロ グラ ム の 一 部 が 常駐 し , 再度 実行 する と 常駐 部 分 が 開放 きれ る と いっ 
た プロ グラ ム が あり ます (HISTORY.X な ど ). この よう な プロ グラ ム は 次 の よう な アリ ゴリ ズム で 作成 で き 
まう 




















1 : 実行 され た ら メ モリ 管理 ポイ ンタ を さか の の ぼっ て それ まで に 常駐 し た 「 自 分 が ある か を 調べ る . 
2 : 「 自 分 」 が な けれ ば ファ ンク ショ ン ・ コ ー ル の SFF31 を 使っ て 常駐 する . 
3 : 「 自 分 」 が あれ ば 以前 の プロ グラ ム が 使っ て いる メモ リ を 開放 し , 常駐 せ ず に 終了 する . 














だ だ し , 一 般 に 常駐 型 プ ログ ラム は 割り 込み な どの ベク タ を 書き 換え る こと が 多い の で , その ベク タ を も 
と に 戻す 処理 も 必要 で す . また , 元 に 戻す た め に 必要 な デー タ の 受け 渡し も 考慮 し て お か な く て は な ら な 
SSC よう 。 

シン ジル ・ ピ ログ ラス 傘下 の だ おり で す 『 


* 
* 
* 常駐 型 プ ログ ラム 例 
* 
ネ 
* この プロ グラ ム は 「1 つ 」 前 の プロ グラ ム し か チェ ッ ク し な い 
Startadd 
check 
dc.b 判別 デー ター 
PTOg 
movea. 1 (A0),A1 * 1 つ 前 の メモ リプ ロッ クア ドレ ス 
adda.1 #5100,41 * 1 つ 前 の プロ グラ ム の 先頭 アド レス 
1ea check(PC), 42 * 「 自分] か どう か を 調べ る 判断 材料 の アド レス 
moveq  ##12-1,D0 * デー ター の 長 さ (DBRA で ルー プ さ せる の で 
*ー1 す る ) 
1oop 
cmpm.b (A1)+, (A2)+ * 比較 
bne start * 違い が あれ ば 「 自 分 」 で は な い 
dbra DO, 1oop 
* すべ て 一 致す れ ば 「 自 分 ] で ある 
move.1 (A0),DO * 常時 し て いた メモ リ を 開放 
addi.1 #$10,D0 
move.] DO0,-(SP) 
dc. w $FF49 
addq.1 #4.SP 
dc. w $FF00 
Start 
clr.w -(SP) * 常駐 する 
move.1 #endadd-startadd+1, -(SP) 
dc. w $FF31 
endadd 
. end DTOg 


ま 92 





























ファ ンク ショ ンコ ー ル ・ エ ラー コー ド 表 中 右 大 





エラ ー コ ー ド 











ー23 
ー24 
4 
ー26 


ーー28 
三 29 
ー30 
ー32 
ー33 


( も FFFFFFFF) 
( もぉ FFFFFFFE) 
( も FFFFFFFD) 
( も ぉ FFFFFFFC) 
( もぉ FFFFFFFB) 
( も FFFFFFFA) 
( お FFFFFFF9) 
( ぉ FFFFFFF8) 
( もぉ FFFFFFF7) 
( ぉ FFFFFFF65) 
( も FFFFFFF5) 
( もぉ FFFFFFF4) 
( もぉ FFFFFFF3) 
( も FFFFFFF2) 
( ぉ FFFFFFF1) 
( もぉ FFFFFFF0) 
( おぉ FFFFFFEF) 
( も FFFFFFEE) 
( $ ぉ FFFFFFED) 
( ぉ FFFFFFEC) 
( もぉ FFFFFFEB) 
( ぉ FFFFFFEA) 


( もぉ FFFFFFE9) 
( SFFFFFFE8) 
( SFFFFFFE7) 
( $FFFFFFE5) 


ー( 以 下 は Human2.0x こま 


( ぉ FFFFFFE4) 
( も FFFFFFE3) 
( お FFFFFFE2) 
( もぉ FFFFFFE0) 
( もぉ FFFFFFDF) 





無効 な アァ ッ ク ジ ショ ンコ ー ル を 実行 じ ま - セ た 
指定 し た ファ クシ ョ ン 名 は みつ か り ま せん 

指定 し た ディ レク トリ は みつ か り ま せん 

オー プン し て いる ファ イル が 多 す ぎ ま す 

ディ レク トリ や ボリ ュー ムラ ベル は アデ アク セス で きま せん 
指定 され た ハン ドル は オー プン され て いま せん 

ダ モリ 管理 領域 が 壊さ きれ まし た 

実行 する の に 必要 な メモ リ が あ り ま せん 

無効 な メモ リ 管 理 ポ イン タ を 指定 し まし た 

不正 な 環境 を 指定 し まし た 

実行 ファ イル の フォ ー マ ッ ト が 異常 で す 

オー プン で アク セス モー ド が 異常 で す 

ファ イル 名 の 指定 で 誤り が あり ます 

無効 な パラ メー マ で コー ル し まし た 

ドラ イブ 指定 に 誤り が あり ます 

カレ ント ディ レク トリ は 削除 で きま せん 

IOCTRL で き な い デバ イス で す 

これ 以上 ファ イル は みつ か り ま せん 

この ファ イル は 書き 込み が で きま せん 

この ディ レク トリ は すでに 存在 し ます 

(ディ レク トリ 中 に ) フ ァイル が ある の て で 削除 で きま せん 
(デイ レク トリ 中 に ) フ ァイル が ある の で リネ ー ム で きま せ 
ん 

ディ スク が いっ ぱい で ファ イル が 作れ ませ ん 

ディ レク トリ が いっ ぱい で ファ イル が 作れ ませ ん 
指定 の 位置 に は シー ク で きま せん 

スー パー バイ ザ 状 態 で 再び スー パー バイ ザ ・ モ ー ド を 指定 
まし: た 














































すでに 同名 の スレ ッ ド が 存在 し ます 

ダッ セージ が 受け 取ら れ ま せん で し た 

スレ ッ ド 番号 に 異常 が あり ます 

シェ アリ ング を 行なう ファ イル 数 を オー バー し まし た 
ロッ ク 違 反 で す 

























る タ の? 


文法 コード 表 II 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
が 
8 
9 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


h ト 5 h う hk hb) kb も DD) や OO トビ ビー ビ 
ココ の の OQ ょ SC ト いい デー どど oO の の @G 


9 タ 


〇 の 員 心 CO トー の 


動詞 カ 行 五 段 活用 
動詞 ガ 行 五 段 活用 
動詞 サ 行 五 段 活用 
動詞 タ 行 五 段 活用 
動詞 ナ 行 五 段 活用 
動詞 バ 行 五 段 活用 
動詞 マ 行 五 段 活用 
動詞 ラ 行 五 段 活用 
動詞 ワ 行 五 段 活用 
動詞 サ 行 変格 活用 
動詞 カ 行 変格 活用 
動詞 一 段 活 用 
形容 詞 

形容 動詞 

形容 動詞 複合 名 詞 
サ変 複合 名 詞 


名 詞 

単 漢字 
人 名 ( 姓 ) 
人 名 (名 ) 
地名 
団体 名 
物 の 名 称 
数 詞 
数 字 
接尾 語 
感動 詞 


| 
y 全 9 革 今 へ 


| 
に 
トク 


吐 中 台座 居 講 誤 問 壌 届 
| | 
さぶ の 区 


Il 


(上 一 段 活用 、 下 一 段 活 用 ) 
良二 い ( ク 活 用 と シク 活用 は 区 別 し な い ) 


「 有 能 (な 人 ) 」 の よう に 形容 動詞 と し て も 使う 名 詞 
「 飼 で (ずる) ] 、「 修 散 (すず する) | な どの よう に 牙 

複合 動詞 に な る 名 詞 

形容 動詞 の 語幹 や サ変 複合 動詞 に な ら な い 名 詞 

漢字 の 読み の 登録 

人 名 の 姓 

人 名 の 名 

地名 

会 社 、 法 人 、 政 覚 の 名 前 な ど 

商品 名 な ど 
[ 机 』 、1 頭 | な ど 

数 字 

語 の 下 に つけ る 語 (「 き ]」 、「 ぽ い 」、 

感動 の 呼び か け 、 語 の 受け 答え (「 お や 」 、 
トド あら | な どど 

前 の 言葉 と 後ろ の 言葉 を つなぐ 語 (「 ま た は 」 、「 そ 

に 宣 ルコ 4 攻 ee で 人 A 

活用 語 を 修飾 する 語 (「 は っ きり 」 、 
に で も | だ: だ の 

非 医 用 語 を 修 館 する 語 (「 だ っ た ] 、 
「 あゆ | 診 ざ ) 


「 が る 」 など) 
計 あ 」 、 


だ ペル 


ド ま S 演 聞 1 











さく いん 





$FF00 exit() 32 

$FF01 getchar( ) 32 

$FF02 putchar(CODE) 33 

FF03 cominp( ) 34 

$FF04 comout(CODE) 34 

$FF05 prnout(COD) 35 

FF05 inpout(CODE) 36 

$FF07 inkey() 37 

$FF08 getc() 37 

$FF09 print(MESPTR) 38 

FF0A gets(INPPTR) 39 

$FF0B keysns() 40 

$FF0C kflush(MODE, ?29) 40 

$FF0D fflush() 42 

FF0E chgdrv(DRIVE) 13 

FF0F drvctrl(MD *256 十 DRIVE) 44 

$FF10 consns( ) 45 

$FF11 prnsns() 45 

FF12 cinsns( ) 46 

FF13 coutsns( ) 46 

$FF17 fatchk(FILE,BUFFER) 47 

FF18 hendsp(MD, 72?) 48 

$FF19 curdrv( ) 50 

$FF1A getss(INPPTR) 51 

$FF1B fgetc(FILENO) 52 

$FF1C fgets(INPPTR, FILENO) 52 

$FF1D fputc(CODE,FILENO) 53 

FF1E fputs(MESPTR,FILENO) 54 

$FF1F allclse() 54 

$FF20 super(STACK) 55 

$FF21 fuckey(MD *256 十 FNO,BUFFER) 
56 

ゃ FF22 knjctrl(MD,?9) 57 

FF23 conctrl(MD, 79?) 58 

$FF24 keyctrl(MD,??) 62 

SFF25 intvc(INTNO ,JOBADR) 63 

$FF26 pspset(PSPADR) 64 

$FF27 gettim2() 65 

$FF28 settim2(TIME) 66 

$FF29 namests(FILE , BUFFER) 67 

SFF2A getdate() 68 

FF2B setdate(DATE) 68 

FF2C gettime() 69 

SFF2D settime(TIME) 70 

SFF2E verify(FLG) 70 

$FF2F dup0(FILENO , NEWNO) 71 

$FF30 vernum() 72 

$FF31 keeppr(PRGLEN,CODE) 72 

$FF32 getdpb(DRIVE,DPBPTR) 73 

$FF33 breakck(FLG) 74 

$FF33 breakck(FLG) 109 

FF34 drvxchg(OLD , NEW) 7 が 

$FF35 intvcg(INTNO) 75 

$FF36 dskfre(DRIVE,BUFFER) 76 

$FF37 nameck(FILE , BUFFER) 77 

ゃ FF39 mkdir(NAMEPTR) 78 

FF3A rmdir(NAMEPTR) 78 

$FF3B chdir(NAMEPTR) 79 

$FF3C create(NAMEPTR, ATR) 80 

$FF3D open(NAMEPTR,MODE) 81 

$FF3D open(NAMEPTR ,MODE) 110 

FF3E close(FILENO) 82 

$FF3F read(FILENO,DATAPTR, SIZE) 
82 

$FF40 write(FILENO,DATAPTR, SIZE) 
83 

$FF41 delete(NAMEPTR) 84 

$FF42 seek(FILENO,OFFSET , MODE) 
85 

$FF43 chmod(NAMEPTR, ATR) 86 

$FF44 ioctr(MD,?2) 87 

SFF45 dup(FILENO) 89 

$FF46 dup2(FILENO,NEWNO) 89 


9 の 


$FF47 
$FF48 
$FF49 
$FF4A 


$FF4 
$FF4B 
$FF4C 
$FF4D 
$FF4E 


$FF4F 
$FF50 
$FF51 
$FF52 


SFF53 


$FF54 
$FF55 
$FF56 
$FF57 


$FF58 
$FF5A 
$FFSB 
$FFSC 
SFFSF 
SFF7C 
$FF7D 
SFF7E 
SFF7F 


SFFF0 
$FFF1 
$FFF2 
$FFF3 


$FFF4 


$FFF5 
SFFF 
$FFF7 


$FFFB 


$FFF9 
$FFFA 
SFFFB 
$FFFC 
SFFFD 


$FFFE 
$FFFF 

FP コー ル 1 
FP コー ル 2 
FP コー ル 3 
FP コー ル 4 
FP コー ル 5 
FP コー ル 6 
FP コー ル 7 
FP コー ル 8 
FP コー ル 9 
FP コー ル 10 
FP コー ル 11 
FP コー ル 12 
FP コー ル 13 
FP コー ル 14 
FP コー ル 15 
FP コー ル 16 
FP コー ル 17 
FP コー ル 18 


curdir(DRIVE,PATHBUF) 90 
malloc(LEN) 91 
mfree(MEMPTR) 92 
setblock(MEMPTR, NEWLEN) 
92 
exec(MD,?229) 93 
exec(MDL *256 十 MD,?2922) 112 
exit2(CODE) 97 
wait() 97 
files(FILBUF ,NAMEPTR , ATR) 
98 
nfiles(FILBUF) 100 
setpdb(PDBADR) 101 
getpdb() 101 
setenv(SETNAME ,ENV , SETLINE) 
102 
getenv(GETNAME , ENV, GETBUF ) 
103 
verifyg() 104 
common(MD,NAME,?22) 115 
rename(OLD,NEW) 104 
filedate(FILENO,DATETIME) 
105 
malloc(LEN) 117 
creattmp(NAMEPTR,ATR) 117 
create2(NAMEPTR,MODE) 119 
lock(MD,FND,OFS,LEN) 120 
assign(MD, 79?) 121 
getfcb(FNO) 122 
malloc2(MD,LEN) 123 
mfree2(MEMPTR) 124 
setmarea(THREAD く MEMPTR, AL- 
LLEN,LEN) 125 
retshell() 106 
ctrlcabort( ) 106 
errabort( ) 106 
dikred(ADR , DRIVE, SECTLEN) 
107 
diskwrt(ADR,DRIVE , SECTLEN) 
108 
getindos( ) 126 
farcall(ADR) 126 
memcpy(SOURCE, DIST, MODE) 
127 
newthread(NAME,LVL,BUSP, 
BSR,ENTRY,BUFF ,SLEEP) 
128 
kill() 130 
getthread(THREAD,BUF) 131 
suspend(THREAD) 132 
sleep(TIME) 133 
message(SENDER , RECEIVER , 
ATR,MESPTR,LEN) 134 
getsystimer() 135 
juggle() 136 
KNJCTRL(1,mode) 142 
KNJCTRL(2) 142 
KNJCTRL(3,mode) 142 
KNJCTRL(4) 143 
KNJCTRL(5 ,mode) 143 
KNJCTRL(6) 143 
KNJCTRL(7 ,mode) 144 
8) 144 


( 
KNJCTRL( 
KNJCTRL(9,mod 144 
KNJCTRL(10) 線 
KNJCTRL(11,mode) 145 
KNJCTRL(12) 145 
KNJCTRL(13,source,dist) 145 
KNJCTRL(14) 146 
KNJCTRL(15,source,dist) 146 
KNJCTRL(16 ,source,dist) 147 
KNJCTRL(17,source,dist) 147 
KNJCTRL(18 ,source,dist) 148 





FP コー ル 19 


FP コー ル 20 
FP コー ル 21 
FP コー ル 22 
FP コー ル 23 
FP コー ル 24 
FP コー ル 25 


FP コー ル 25 
FP コー ル 27 
FP コー ル 28 
FP コー ル 29 
FP コー ル 30 


FP コー ル 31 


FP コー ル 32 
FP コー ル 33 
FP コー ル 34 
FP コー ル 35 
FP コー ル 35 
FP コー ル 37 
FP コー ル 38 
FP コー ル 39 
FP コー ル 40 
FP コー ル 41 
FP コー ル 50 
FP コー ル 51 
FP コー ル 52 
FP コー ル 53 
FP コー ル 54 
FP コー ル 55 
FP コー ル 55 
$FE00 
$FE01 
$FE02 
FE03 
SFE04 
$FE06 
$FE08 
SFE09 
FE0C 
ゃ FE0D 
$FE0E 
$FE10 
$FE11 
SFE12 
$FE13 
SFE14 
FE15 
$FE16 
FE17 
$FE18 
FE19 
$FE1B 
$FE1C 
FE1D 
$FE1E 
SFE1F 
$FE20 
FE21 
SFE22 
FE23 
$FE24 
$FE25 
$FE26 
$FE28 
$FE29 
FE2A 
FE2B 
FE2C 
FE2D 


KNJCTRL(19 ,buf,kouho,kouzoku) 


148 
KNJCTRL(20,kouho,kouzoku 
KNJCTRL(21,kouho,kouzoku 
KNJCTRL(22,kouho,kouzoku 
KNJCTRL(23 ,kouho,kouzoku 
( 
( 


KNJCTRL(24,buf) 150 


KNJCTRL(25 ,no,buf,kouho,kouho,nkouho) 


151 


KNJCTRL(26,buf,retbuf,mode) 


( 
KNJCTRL(27,n,retbuf,mode) 
KNJCTRL(28) 153 
KNJCTRL(29) 153 
( 


KNJCTRL(30, 入 ,yomi,tango,syn) 


154 


KNJCTRL(31, 入 ,yomi,tango,syn) 


154 
KNJCTRL(32 ,maindic,subdic) 
KNJCTRL(33,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(34,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(35 ,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(36,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(37,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(38 ,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(39 ,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(40 ,kouho,kouzoku) 
KNJCTRL(41,maindic,subdic) 
KNJCTRL(50) 
KNJCTRL(51) 

( 

( 

( 

( 

( 


159 
159 


KNJCTRL(52,envfile) 160 


KNJCTRL(53) 161 
KNJCTRL(54 ,echomode) 
KNJCTRL(55) 161 
KNJCTRL(56,mode) 162 


_ LMUL 164 
_ LDIV 164 
ー 164 
_ LMUL 164 
_ UDIV 165 
_ UMOD 165 
_ IMUL 165 
_ IDIV 165 
__RANDOMIZE 166 
_ SRAND 166 
_ RAND 166 
__sToL 166 
_ LTOS 166 
_ STOH 167 
_ HTOS 167 
_ STOO 167 
__OTOS 167 
_ STOB 168 
_ OTOB 168 
__IUSING 168 
_ LTOD 168 
_ DTOL 169 
_ LTOF 169 
_FTOL 169 
FTOD 169 
_ DTOF 169 
VAL 170 
_ USING 170 
_ STOD 171 
_ DTOS 171 
_ ECVT 171 
_ FCVT 171 
__ ecVT 172 
_ DTST 172 
_ DCMP 172 
__DNEG 172 
DAD 173 
_ DSUB 173 
_ DPMUL 173 


149 
149 
150 
150 


152 
152 


155 
155 
155 
156 
156 
157 
157 
158 
158 

159 


161 


ゃ FE2E 
SFE2F 
$FE30 
FE31 
FE32 
FE33 
FE34 
FE35 
$FE36 
FE37 
FE38 
FE39 
$FE3A 
SFE3 
FE3C 
$FE3D 
FE3E 
SFE3F 
SFE40 
FE49 
$FE4A 
FE4 日 
$FE4C 
FE4D 
FE4E 
SFE4F 
FE50 
FE51 
$FE52 
$FE53 
FE54 
$FE55 
FE56 
FE58 
SFE59 
FE5A 
$FE5 
FE5C 
FE5D 
FE5E 
ゃ FE5F 
$FE60 
FE61 
$FE62 
$FE63 
FE64 
$FE65 
$FE66 
FE67 
$FE68 
$FE69 
$FE6A 
FE6B 
$FE6C 
FE6D 
FE6E 
$FE6F 


SFE70 
$FE79 


ゃ FE7A 
FE7B 
FE7C 
$FE7D 
BFE7E 
FE7F 
$FEE0 
FEE1 
FEE2 
SFEE3 
$FEE4 
$FEE5 
$FEE6 
ゃ FEE7 


__ppiv 
__DMop 
__DABS 
__DcEIL 
__DFIX 


__DFLOOR 


__DFRAC 
__DsSeN 


SIN 


COS 


TAN 


_ ATAN 


LOG 


EXP 


__SQR 
Pl 176 
NPI 177 


__POwER 


RND 


で も m ヤ ヤ ーー 


173 
174 
174 
174 

174 

174 
175 

175 


175 
175 
175 


176 
176 


176 
176 


177 


177 


__DFREXP 177 


__DLDEXP 177 
__DADDONE 17g 
__DSUBONE 178 
__DDIVTWO 17g 


__DIEECNV 178 
__IEEDCNV 178 
__FVAL 179 
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< あと が き 


供 弱 だ と 言わ れ 続け て きた X68000 の 開発 環境 が 最近 に な っ 
て 急速 に 向上 し て きた の は 。 デベ ロッ パ 側 も さる こと な が ら 
ーー ザー 側 の 替 力 に よる と ころ が 大 きい よう に 思え ます 

人 なぜ 。 私 た ち は こう まで X68000 に 惹か れ る の で し ょ うか 

私 に 関す る 限り , その 理由 の ひと つ に , 発表 当時 の パー ソ 
ナル コン ピュ ー タ を 取り 巻く 状況 が あっ た よう な 気 が し ます . 
当時 。 PC-9801 シリ ー ズ の 優勢 が ほぼ 確定 し, か と いっ て 目 
ば し い 対抗 馬 も な く , な し くず し 的 に PC-9801 シ リー ズ の 宏 
器 状 況 が 進行 し て いま し た . ご 存 知 の と お り , PC-9801 と いう 
機械 は 個性 に を し く ポン に は むし ろ 『 た だ な の 
壮大 』 と 自ら を 規定 し て いる よう な イメ ー ジ の ある 機械 で す . 
それ が わか っ て いる の に , 他 の 選択 肢 が な い に 等 し いた め ,。 
『C-9801 を 選ば ざる を 得 な いと いう , レ * ソ コン 」 好 き の 私 に 
と っ て は , や る せな い 状況 どっ た わけ で す . 

そん な ころ に , まっ た く 突 然 に 姿 を 現し た の が X68000 で 
し た . いま さら その 個性 的 な スペ ッ ク を 並べ る こと も な いで 
し ょ う . 私 が 狂喜 し た の は 言う まで も あり ませ ん . まぎれ も 
さい , それ は じゃ パソコ ン 」 で し た . いま だ に 私 は 。 その と き 
の 感動 を 忘れ る こと が で きま せん . そし て , いま だ に この 機 
械 に 夢中 と いう わけ で す . 

68000 ニ エー ザー の 皆さん が すべ て こう だ と は 思い ませ ん が 
多かれ 少な か れ 同じ よう な 思い を 抱い て X68000 に 向っ て いる 
の で は な いか と 勝手 に 推測 し て いま す . 

一 般 の ユー ザー で も , 作っ た プロ グラ ム を 通信 を 通じ て 側 
潮 に 全国 に 広め る こと が で きる 時 代 で す . 良質 な プロ グラ ム 
1 本 1 本 が , その 機種 の ソフ ト 文 化 を 支え る 直接 の カカ に な り 
ま 9:。 

私 が , そ し て 皆さん が 愛し て や ま な い X68000 の ソフ ト 文 化 
振興 の た め に ., この 本 が 少し で も お 役 に た て れ ば 幸い で す . 

吉沢 ) 








X68000 は 遊べ る マシ ン で す . 

この 本 は , X68000 で 「 ア セン プラ プロ グラ ム を 作っ て 遊ぶ 」 
人 の た め に 書き まし た . 

最近 , ペ パソ コン 界 全体 と し て は 「 ア セン プラ で プロ グラ ム を 
作っ て 遊ぶ 」 大 が 少な く な っ て し ま の だ ああ 2 の 0 ま 導 ころ が 
人 68000 の ユー ザー は そう いう 人 が か な り の 割合 を 占め て いる 
二 CO 

この 本 に は , その よう な 人 達 が 欲し いと 思わ れる 情報 を 載 
7 

皆さん の 「 遊 び 」 が , この 本 に よっ て 楽し く 深 て な る こと 
を お 祈り し ます . (市 原 ) 
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